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琥 三 第 年 六 十 第 ・岳 山

上

越

境

の

山

族

藤
　
島

　

敏
　
男

森
　
　
　
　
　
　
喬

一　
　
序

本
州
中
央
部
の
脊
梁
と
し
て
、
利
根
、
信
濃
雨
大
川
の
分
水
界
を
成
し
て
居
る
長
大
な
情
水
山
脈
に
属
す
る
山
々
に

は
、
世
に
知
ら
れ
て
居
な
い
も
の
が
少
く
な
い
が
、
其

一
部
た
る
清
水
峠
と
三
國
峠
と
の
間
、
仙
ノ
倉
山
を
盟
主
と
し

た

一
鍵
の
峰
轡
の
如
き
も
、
二
千
米
突
を
出
入
す
る
標
高
を
保
ち
、
其
豪
壮
な
儀
容
に
盛
夏
筒
ほ
饒
多
の
残
雲
を
帯
び

て
、
上
越
雨
州
の
境
に
君
臨
し
て
居
る
に
拘
ら
ず
、
人
々
か
ら
は
其
の
存
在
さ
へ
も
全
く
忘
れ
ら
れ
て
居
る
始
末
で
あ

る
。
彼
の
岩
骨
稜
々
た
る
銑
峯
と
、
天
鵞
絨
の
様
な
熊
笹
を
纏
う
た
鈍
頂
嶺
と
が
相
交
錯
し
て
、
塞
際
に
織
り
成
し
た

曲
直
線
の
綾
な
す
趣
致
は
、
恐
ら
く
峠
道
に
惜
ん
だ
昔
の
旅
人
の
目
を
慰
め
、
そ
の
膳
裏
に
深
い
印
象
と
し
て
刻
哉
れ

た
こ
と
で
も
あ
ら
う
ｏ
然
し
、
繁
多
な
俗
界
の
刺
激
は
、
程
経
漁
内
に
其
淡
い
記
憶
を
拭
ひ
去
る
に
足
う
過
ぎ
て
居
た

の
で
あ
る
。
叉
、
峰
間
を
渡
る
鹿
や
熊
を
追
ス
て
走
♭
廻
つ
た
猟
師
達
の
、
そ
の
無
心
な
紳
魂
も
、
純
自
な
恒
雲
の
横

は
り
、
便
松
の
濃
烈
な
香
を
放
ち
、
無
数
の
高
根
の
花
の
妨
を
競
ス
の
環
境
に
立
つ
て
、
己
れ
を
続
る
自
然
の
崇
高
さ

に
氣
付
い
た
時
、
容
然
た
る
幸
一鵬
を
覺
え
ず
に
居
ら
れ
な
か
つ
た
等
で
あ
る
。
唯
こ
彼
等
の
言
は
そ
の
美
を
歌
ス
に
は

餘
う
に
朴
訥
な
の
で
あ
つ
た
。
さ
れ
ば
や
、
山
霊
の
秘
庫
は
未
開
の
儘
で
今
に
及
ス
で
居
る
。
そ
の
篤
に
山
上
に
輝
く

白
雪
、
山
腹
を
彩
る
群
花
、
嘉
々
た
る
岩
石
、
欝
蒼
た
る
樹
林

′
、
山
岳
を
形
成
す
る
あ
う
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
、
太
古

そ
の
儘
の
純
潔
さ
清
浄
さ
を
保
つ
て
居
る
の
で
あ
る
。
鳴
呼
、
吾
々
が
常
に
最
ヽ
箪
い
と
す
る
汚
れ
の
全
く
な
い
、
虎

女
の
山
々
が
賓
に
此
庭
に
残
つ
て
居
た
の
で
あ
つ
た
。

○

上
越
境

の
山
旗
　
　
藤
島

、
森

(1941)



行 稜 月 五 年 二 十 正 大

０
上
越
境

の
山
旋
　
　
藤
島
、́
森

況
し
て
や
、
此
等
の
山
脈
の
間
に
抱
か
れ
た
、
深
容
な
漢
谷
の
景
観
―

奔
龍
の
如
き
雪
漢
か
ら
滴
う
落
ち
た
玉
よ

う
も
澄
み
徹
つ
た
水
の
、
性
奇
極
う
な
き
磐
石
と
相
犠
ち
、
相
挑
み
、
或
は
瀑
を
懸
け
て
雲
を
呼
び
、
或
は
瀬
と
走
つ

て
練
絹
を
延
べ
、
或
は
淵
と
疑
つ
て
、
紫
水
品
を
沈
む
る
の
状
に
至
つ
て
は
、
険
悪
な
る
岩
壁
と
、
幽
玄
な
る
森
林
と

の
固
く
掩
ひ
隠
す
虎
ヽ
そ
の
千
古
の
秘
密
の
如
き
は
、
誰
れ
あ
つ
て
覗
ひ
知
る
デ
な
し
と
云
つ
て
も
い
、
位
で
あ
る
。

斯
く
美
し
い
奥
床
し
い
境
地
に
各
立
す
る
山
々
の
英
姿
の
そ
も
雄
大
な
る
こ
と
よ
。
吾
等
の
晩
秋

一
日
日
光
連
山
の

頂
に
立
つ
て
利
根
の
谷
の
奥
又
奥
に
、
金
字
形
の
秀
峰
仙
ノ
倉
山
と
、
左
右
に
連
亘
す
る
列
暉
の
絶
大
親
に
封
し
た
時

「
あ
の
山
の
懐
へ
」
と
の
願
が
芽
ざ
し
た
の
は
具
に
営
然
だ
つ
た
。
か
う
し
て
吾
々
の
胸
に
憧
憬
と
し
て
銘
ぜ
ら
れ
た

此
の
山
々
へ
の
思
ひ
は
、
山
麓
土
緯
村
小
學
校
か
ら

「
上
越
閾
境
に
は
千
古
未
知
の
幽
境
あ
り
、
仙
ノ
倉
山
の
東
に
方

う
、
所
謂
萬
太
郎
谷
の
仙
簑
あ
リ
バ
魚
沼
川
の
本
源
）
飛
瀑
奇
巖
筆
紙
に
誰
し
難
し
，
御
嶽
に
富
士
穣
現
鎮
座
す
、
古

泰
名
あ
る
雲
山
な
り
云
々
」
と
の
報
告
に
接
し
て
、
念
こ
鮮
か
に
燃
え
狂
つ
て
行
つ
た
。

到
頭
大
正
九
年
に
な
つ
た
。
糠
の
様
に
、
又
し
て
は
油
の
様
に
、
日
々
降
う
績
く
森
雨
が
上
つ
た
か
と
思
は
れ
た
六

月
末
、
意
を
決
し
て
、
宿
望
、
仙
ノ
倉
連
嶺
登
攀
の
途
に
就
い
た
の
で
あ
つ
た
。
希
望
に
躍
る
心
を
抑

へ
て
、
旅
連
好

か
れ
と
神
に
念
じ
つ
ゝ
ｏ

〔
参
考
地
固
、
（
五
萬
分
ノ
一
）
小
千
谷
、
十
日
町
、
湯
澤
、
四
萬
。
（
二
十
高
分

一
）
高
田
〕

二

土

樽

入

り

六
月
三
十
日

（曇
後
晴
）。

俄
睡
か
ら
覺
め
て
見
る
と
、
短
い
夏
の
夜
は
全
く
明
け
て
居
る
ｃ
前
夜
の
七
時
に
上
野
を
立
つ
た
、
吾
々
の
乗
つ
て

居
る
汽
車
は
、
今
丁
度
柿
崎
あ
た
う
、
ザ
ア
ー
ツ
と
頒
さ
う

・な音
を
立
て
ゝ
寄
せ
て
来
る
日
本
海
の
磯
波
と
鯛
れ
ん
許

ら
に
し
て
走
つ
て
行
く
。
密
雲
が
低
く
垂
れ
籠
め
て
、
燥
つ
た
朝
風
が
顔
に
冷
々
と
営
る
。

(.195)



琥 三 第 年 六 十 第 岳 山

米
山
隧
道
を
過
ぎ
た
と
思
ス
と
、
間
も
無
く
末
迎
寺
瞬
に
著
く
、
吾
々
は
其
虜
で
魚
沼
鐵
道
へ
乗
換

へ
た
。
左
手
の

落
葉
松
の
問
か
ら
、
信
濃
川
が
時
ル
ギ
ラ
ノ
ヽ
と
光
つ
て
見
え
て
木
る
。
氣
懸
う
で
な
ら
な
か
つ
た
杢
模
様
は
、
段
々

有
望
に
な
つ
て
家
た
。

午
前
七
時
十
分
小
千
谷
騨
に
下
車
。
重
い
荷
を
背
負
つ
て
、
停
車
場
の
前
を
左
に
だ
ら
ノ
ヽ
坂
を
上
る
と
共
虜
に
自

働
車
の
待
合
所
が
あ
る
。
就
て
聞
く
と
，
願
澤
行
の
自
働
車
が
出
る
と
云
ス
の
で
夫
を
待
つ
事
に
す
る
。

八
時
螢
車
。
雨
上
り
の
濁
流
の
濃
つ
て
居
る
信
濃
川
に
架
し
た
旭
橋
と
い
ス
を
渡
夕
、
右
折
し
、
そ
れ
か
ら
は
信
濃

川
と
近
づ
い
た
り
離
れ
た
う
し
つ
ヽ
も
、
之
に
滑
ふ
て
南
へ
南

へ
と
坦
々
た
る
街
道
を
快
走
す
る
。
右
右
雨
岸
の
な
だ

ら
か
な
丘
陵
は
、
燃
え
立
つ
許
う
の
線
に
包
ま
れ
、
日
も
醒
め
る
許
う
で
あ
る
。

街
道
に
並
行
し
て
上
越
線
の
敷
設
工
事
が
行
は
れ
て
居
る
。（
宙
内
か
ら
越
後
川
口
迄
は
既
に
開
通
し
た
筈
）
山
を
制

う
、
谷
を
埋
め
、
螢
々
と
し
て
自
然
を
破
壊
し
て
行
く
様
誠
に
畏
る
可
き
者
が
あ
る
。
行
く
行
く
は
、
あ
の
深
い
獲
さ

れ
た
山
々
に
も
隧
道
が
穿
た
れ
、
旅
客
が
窓
に
荷
つ
て
、
山
岳
を
指
呼
し
、
漢
谷
を
俯
敵
し
得
る
目
が
末
る
事
で
あ
ら

う
が
．
何
だ
か
夢
の
様
に
し
か
思
へ
な
い
。

艇
て
信
濃
川
の
本
流
か
ら
分
れ
た
魚
沼
川
の
谷
に
入
る
。
流
石
に
水
も
清
透
で
、
河
原
も
粗
大
な
石
で
成
つ
て
居
る

の
が
山
懸
し
さ
に
渇
き
切
っ
て
居
る
吾
々
に
は
妙
に
嬉
し
い
。

小
出
で
少
憩
し
た
許
ウ
で
自
働
車
は
具
直
な
道
を
勢
よ
く
走
う
績
け
る
。
塞
は
段
々
晴
れ
て
家
る
が
ま
だ
行
く
手
の

峰
々
は
乱
雲
奔
騰
の
中
に
在
つ
て
何
れ
と
も
識
別
し
得
べ
く
も
な
い
ｏ
間
も
な
く
清
水
越
と
三
國
越
と
の
追
分
に
営
る

六
日
町
の
宿

へ
懸
る
。
如
何
に
も
雪
國
ら
し
い
屋
根
に
石
を
並
べ
た
軒
の
低
い
家
が
ひ
つ
そ
う
立
列
ん
だ
町
で
あ
る
ｃ

折
柄
鴛
の
上
族
の
頃
と
て
繭
や
麺
が
あ
ち
乙
ち
に
乾
し
て
あ
る
の
を
見
る
。

午
前
十
時
過
堕
津
へ
著
く
、
此
庭
で
自
働
車
を
棄
て
書
飯
を
済
ま
し
て
、
徒
歩
土
樽
へ
向
け
出
立
す
る
。
最
早
頭
上

の
杢
は
奇
麗
な
藍
色
に
晴
れ
渡
っ
て
、
名
残
の
綿
雲
が
ギ
ラ
ノ
ヽ
日
に
輝
い
て
浮
ん
で
居
る
。
街
道
の
砂
利
の
放
つ
張

○
上
越
境
の
山
族
　
　
藤
島
、
森

(1915)



行 稜 月 五 年 二 十 正 大

○
上
越
境
の
山
旗
　
　
藤
島
、
森

い
熱
線
の
照
う
反
し
と
、
背
に
負
ふ
た
重
荷
の
篤
に
、
汗
が
い
つ
と
は
な
し
に
滲
み
出
し
て
家
る
。
ス
と
左
手
を
見
る

と
、
雲
間
に
白
い
も
の
が
光
つ
て
見
え
て
居
る
。
彗
だ
、
残
雪
だ
、
年
餘
の
願
を
懸
け
た
封
象
の
端
く
れ
が
身
近
く
逼

つ
て
居
る
の
で
あ
つ
た
。
行
く
に
従
つ
て
具
白
な
雪
の
縞
を
帯
び
た
山
が
次
か
ら
次
と
現
れ
て
木
る
。
吾
々
は
自
然
に

立
上
つ
て
は
、
彼
の
岩
峰
は
金
城
山
、
奥
ま
つ
て
高
い
は
な
機
山
な
ど
ゝ
指
し
て
は
、
躍
ら
ん
許
・９
に
喜
び
合
つ
た
。

イ

ヒ
ジ
　
サ

ン

前
方
に
飯
士
山

（
上
田
富
士
、
一
一
一
一
、八
米
）
が
見
え
る
。
中
腹
以
上
が
極
め
て
急
崚
な
の
に
反
し
て
、
美
し
い

緩
傾
斜
の
草
原
を
裾
に
引
い
て
居
る
様
は

一
寸
目
に
着
く
奇
峰
で
あ
る
。
土
地
で
の
名
山
ら
し
く
、
奥
添
地
越
の
方
か

ら
登
る
と
聞
い
た
。

上

一
日
市
邊
う
か
ら
、
魚
沼
川
の
漢
谷
も
雨
岸
が
次
第
に
迫
つ
て
、
道
は
断
崖
の
上
を
行
く
Ｊ
俯
腋
す
れ
ば
、
白
い

積
に
限
ら
れ
た
流
れ
は
、
岸
邊
の
茂
夕
に
茂
つ
た
緑
樹
の
影
を
宿
し
て
、
凄

い
程
濃
い
藍
と
湛
へ
て
居
る
。
然
じ
吾
々

の
心
は
、
行
く
手
の
マ
サ
イ
タ
澤
の
頭

（
一
二
四
八
、
四
米
）
か
ら
正
面
山

（
九
五
三
、
二
米
）
へ
績
く
恐
ろ
し
く
逢

し
い
山
稜
の
上

へ
せ
多
上
つ
て
見
え
る
棒
立

（
一
五
二
九
、
二
米
）
や
三
の
澤
の
頭

（
一
六
三
〇
米
）
等
の
蒼
黒
い
厖

大
な
姿
に
兎
角
奪
は
れ
勝
で
、
此
の
唯
な
ら
ぬ
谷
の
景
色
も
泌
み
ノ
ヽ
味
ふ
の
餘
裕
を
持
ち
得
な
か
つ
た
。

飯
士
山
南
面
の
障
壁
を
後
に
見
る
様
に
な
つ
て
湯
澤
の
騨
へ
入
る

（午
後

一
時
竿
）。臓
畔
ら
。し

い
寂
し
い
氣
持
の
す

る
町
だ
、
暑
い
日
盛
り
の
せ
い
で
人
通
が
少
か

つ
た
所
篤
か
も
知
れ
な
い
。

温
泉
は
右
手
の
小
高
い
杉
林
に
在
る
の

で
、
そ
れ
ら
し
い
所
に
湯
の
宿
め
い
た
建
物
も
見
え
た
。

一
寸
立
寄
ら
う
か
と
思
つ
た
が
、
厳
め
し
い
立
札
の
脅
じ
文

句
に
興
も
醒
め
て
、
取
敢
へ
ず
山
の
中
で
の
必
需
品
を
少
々
買
足
し
た
だ
け
で
、
町
を
通
♭
抜
け
る
事
に
す
る
。

此
か
ら
道
は
ず
ん
と
細
る
。
然
し
山
水
の
た
た
ず
ま
ひ
、
村
落
や
田
野
の
趣
な
ど
本
統
に
山
中
ら
し
く
な
つ
て
家
る

の
も
喜
ば
し
い
。
宮
林
あ
た
う
で
ベ
ッ
ト
リ
と
残
雪
を
帯
び
た
苗
場
績
き
の
神
業
峰

（
二
〇
二
九
、
六
米
）
の
批
大
な

容
姿
を
右
手
に
仰
ぐ
。

ア
ヅ

マ

萩
ッ
原
の
小
學
校
へ
寄
る
積
で
魚
沼
川
の
下
手
の
橋

（東
橋
と
云
ふ
）
を
渡
る
。
丁
度
橋
上
か
ら
南
に
富
士
型
の
越
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雅 第 年 十 第 岳 山

後
富
士

（
一
九
五
四
、

一
米
、
地
国
に
所
謂
萬
太
郎
山
）
の
天
牛
に
昂
然
と
し
て
饗
え
て
居
る
の
を
具
南
に
見
る
「）
橋

の
下
に
休
ん
で
居
た
鮮
取
り
男
に
土
樽
の
様
子
を
尋
ね
た
後
再
び
道
を
急
ぐ
。

橋
か
ら
少
許
、
道
標
に
従
つ
て
右
折
し
、
雨
山
神
祗
と
呼
ぶ
小
祠
を
左
に
見
つ
ゝ
、
開
葉
樹
林
を
貫
い
て
行
く
と
、

土
樽
村
立
の
小
學
校
の
前

へ
出
た
。（
午
後
二
時
牛
）。豫
て
土
樽
附
近
の
事
情
と
問
合
せ
た
折
、
返
事
を
貰
つ
た
縁
故
が

あ
る
の
で
、
刺
を
通
じ
た
と
乙
ろ
、
問
合
せ
に
返
事
と
奥
れ
た
方
で
、
地
方
の
山
岳
に
開
し
趣
味
を
持
つ
て
居
ら
れ
る

訓
導
南
雲
善
太
郎
氏
が
折
よ
く
在
校
せ
ら
れ
、
吾
々
の
家
遊
を
大
い
に
多
と
し
て
、
宿
泊
や
案
内
の
世
話
を
し
て
下
さ

る
こ
と
を
快
諾
せ
ら
れ
た
。

南
雲
氏
に
導
か
れ
、
土
樽
本
村
に
向
ふ
っ
（午
後
五
時
牛
）。高
年
橋
）ぎ
渡
う
、
魚
沼
川
に
添
ス
岩
壁
の
下
道
を
迪
る
比

に
は
、
今
ま
で
塞
や
山
を
赤
く
燃
や
し
て
ゐ
た
夕
照
も
褪
せ
て
行
き
、
夢
の
様
な
責
昏
の
色
が
い
し
ノ
ヽ
と
寄
せ
て
末

た
。
吾
々
は
土
樽
に
開
す
る
面
白
い
偉
説
な
ど
に
長
い
路
の
疲
も
忘
れ
、
い
そ
ノ
ヽ
と
し
て
部
び
た
村
へ
入
つ
た
の
（午

後
七
時
）リ

土
構
は
魚
沼
川
最
奥
の
部
落
で
あ
る
。
北
の
一
方
が
下
流
に
通
ず
る
谷
に
開
け
て
居
る
外
、
三
方
共
に
高
い
山
の
屏

風
を
続
ら
し
、
そ
の
裾
の
寄
う
合
つ
た

一
寸
し
た
手
に
、
戸
敬
四
五
十
の
さ
ゝ
や
か
な
村
が
形
成
さ
れ
て
居
る
。
田
や

桑
畑
が
あ
つ
て
も
ほ
ん
の
僅
か
で
、
あ
た
り
の
山
々
に
茂
る
樹
林
か
ら
薪
友
を
造
つ
て
運
び
出
す
事
を
生
業
と
し
て
居

る
者
が
多
い
。
勿
論
宿
屋
と
云
ふ
も
の
は
な
い
。
そ
れ
で
吾
々
は
南
雲
氏
の
周
旋
で
雑
貨
商
の
剣
持
政
吉
氏
方
に
泊
め

て
貰
ふ
こ
と
に
し
た
。
叉
村
に
は
創
持
要
次
郎
其
他
山
谷
の
地
勢
に
明
る
い
者
も
相
常
に
居
て
、
案
内
に
は
事
快
か
ｎ

筈
で
あ
つ
た
の
に
、
吾
々
の
行
つ
た
時
は
生
僣
養
賀
と
鯰
取
り
の
季
節
だ
つ
た
も
の
で
、
好
導
者
を
得
る
こ
と
が
出
来

ず
、
結
局
宿
の
主
人
た
る
政
吉
氏
に
附
い
て
行
つ
て
貰
ふ
乙
と
に
決
つ
た
。

か
れ
乙
れ
十

一
時
頃
、
南
雲
氏
が
帰
宅
せ
ら
る
る
の
ケ
・見
込
つ
て
表
に
出
て
見
る
。
折
柄
天
全
く
晴
れ
、
十
四
日
の

明
月
が
具
黒
な
越
後
富
士
の
上
に
餃
々
と
し
て
冴
え
て
居
る
。
苗
の
短
い
田
の
水
が
ギ
ラ
ノ
ヽ
と
光
つ
て
居
る
の
を
隔

○
上
越
境
の
山
旅
　
　
藤
島
、
森
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行 獲 月 五 年 二 十 正 大

○
上
越
境
の
山
旅
　
　
藤
島
、
森

て
て
黒
木
立
に
包
ま
れ
た
村
家
の
婚
う
が
在
る
が
そ
乙
か
ら
は

一
鮎
の
火
影
も
漏
れ
て
居
な
い
。
遠
く
に
漢
流
の
響
が

聞
え
る
の
が
限
う
な
い
寂
し
さ
を
そ
そ
る
。
山
村
の
夜
は
凄
く
更
け
て
行
く
の
で
あ
つ
た
。

三
　
仙

ノ
倉
山
に
登
る

七
月
一
日

（
快
晴
）。

起
き

，
け
に
外
へ
出
て
見
る
と
、
青
塞
に
は
繊
笏
も
な
く
ス
ッ
キ
リ
と
晴
れ
渡
り
、
今
し
朝
日
の
光
を
受
け
て
居
る

越
後
富
士
が
、
牡
丹
色
の
秀
美
な
姿
を
櫂
ん
で
て
居
る
。
更
に
歩
を
移
す
と
、
仙
ノ
倉
山

（
二
〇
二
六
、
二
米
）
の
金

字
峰
が
そ
の
北
肩
の
残
雪
を
紅
玉
の
様
に
燃
え
狂
は
し
て
、
凛
乎
と
し
て
更
に
奥
深
く
、
更
に
厳
か
に
峙
つ
て
居
る
の

が
望
ま
れ
る
。
見
て
居
る
内
に
、
紫
に
憂
じ
て
行
く
岳
光
、
鮮
か
に
浮
び
出
す
山
雛
、
げ
に
息
も
つ
す
る
程
の
壮
槻
で

あ
る
。

今
日
の
豫
定
は
あ
の
仙
ノ
倉

へ
登
る
事
だ
と
思
ス
と
楡
快
で
堪
ら
な
い
ｏ
朝
飯
も
そ
こ
そ
乙
に
早
速
旅
装
を
固
め
．

案
内
役
の
政
さ
ん
の
支
度
の
遅
い
の
と
促
し
て
、
午
前
五
時
十
五
分
に
は
出
螢
と
な
つ
た
。

「
左
、
上
州
湯
檎
曾
へ
六
里
、
右
村
道
」
と
書
い
た
道
標
の
立
つ
て
居
る
分
岐
黙
で
道
を
右
へ
取
り
、
村
を
抜
け
る
と

杉
木
立
が
あ
う
、
間
も
な
く
裕
然
と
し
た
原

へ
出
る
。
シ
ナ
ノ
キ
の
原
と
呼
ば
れ
て
居
る
、
正
面
に
残
雪
を
着
け
た
雄

渾
な
仙
ノ
倉
山
の
企
容
を
仰
ぎ
、
東
に
近
く
荒
澤
山

（
一
三
〇
二
、
七
米
）
と
足
拍
子
の
頭

（
一
四
〇
〇
餘
米
）
の
青

黒
い
尤
大
な
容
姿
を
眺
め
、
東
南
萬
太
郎
谷
の
議
く
る
所
、
茂
倉
岳
（
一
九
七
七

九
米
）の
実
峰
が
逸
に
認
め
ら
れ
る
。

道
端
の
革
は
豊
か
に
露
を
帯
び
て
脚
絆
や
足
袋
が
快
く
濡
れ
る
。
朝
ま
だ
き
の
凍
し
さ
に
道
も
捗
う
勝
だ
。
用
水
端

に
添
ひ
、
楢
林
を
潜
多
、
仙
ノ
倉
谷
と
毛
度
澤
の
落
合

へ
末
た
の
は
六
時
十
五
分
だ
つ
た
。
此
庭
ま
で
は
友
焼
や
岩
魚

釣
う
の
通
ふ
道
が
剣
然
と
踏
め
て
居
る
が
、
是
か
ら
は
林
を
分
け
る
か
、
谷
を
惇
ふ
か
ょ
ぅ
仕
方
が
な
い
。
雨
岸
の
尾

根
も

一
際
迫
う
、
樹
は
念
ミ
茂
つ
て
、

グ
ッ
と

「
深
い
」
と
い
ふ
威
じ
を
起
さ
せ
る
。
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慌 三 第 年 六 十 第 岳 山

吾
々
は
毛
度
澤
を
上
る
こ
と

に
し
た
。
仙
ノ
倉
谷
を
徒
渉
し
、

毛
度
澤
西
側
の
斜
面
で
あ
る
山
毛
欅
林
へ
突
入
す

る
。
道
の
述
方
ら
し
い
も
の
が
あ
る
の
だ
が
、
時
に
は
猛
烈
な
茂
み
へ
ぶ
つ
か
っ
て
、
唯
無
闇
に
藪
を
掻
き
分
け
て
前

進
す
る
の
餘
儀
な
い
こ
と
も
少
く
な
い
。
そ
ろ
ノ
ヽ
倒
木
が
樹
立
と
組
合
っ
て
進
路
を
妨
げ
始
め
る
。
や
が
で
小
屋
場

澤

（
地
固
湯
澤
固
幅
の
毛
度
澤
の
毛
の
字
に
常
る
邊

へ
南
方
か
ら
落
込
む
澤
）
の
上
手
ま
で
木
る
と
、
藪
が
始
末
に
行

か
漁
程
立
込
ん
で
木
た
の
で
思
ひ
切
つ
て
澤
へ
出
る
事
に
決
す
る
。
積

へ
下
り
て
頭
へ
る
許
う
冷
た
い
雪
解
の
水
を

一

飲
し
、
ホ
ッ
と
し
て
行
手
を
仰
ぐ
と
、
澤
の
源
頭
に
は
仙
ノ
倉
山
と
越
後
富
士
を
結
ぶ
國
境
の
山
稜
が
、
屏
風
の
様
に

高
く
瞼
し
く
饗
ぇ
、
物
凄
い
許
う
の
雪
漢
の
白
條
の
幾
本
と
な
く
な
だ
れ
懸
つ
て
居
る
の
が
見
え
る
。

割
に
水
量
の
多
い
澤
を
時
々
渉
つ
て
は
、
三
大
な
花
間
岩
の
経
々
た
る
間
を
樽
つ
て
上
る
こ
と
少
許
、
八
時
年
毛
度

の
本
澤
を
離
れ
て
右
手
の
支
谷
シ
ッ
グ
イ
澤
に
入
る
。
（
シ
ッ
グ
イ
澤
は
仙
ノ
倉
山
北
方
の

一
七
四
〇
米
の
隆
起
か
ら
東

へ
落
ち
る
澤
で
、
此
の
隆
起
は
シ
ッ
ダ
イ
の
頭
と
呼
ば
れ
る
）（流
石
に
澤
の
規
模
が
小
が
く
な
り
、
勾
配
も
増
し
、
岩

石
ム
角
張
つ
て
家
る
。
登
る
乙
ル
牛
時
間
、
早
く
も
澤
を
掩
ふ
長
大
な
雲
漢
に
遭
遇
す
る
。
政
吉
は
早
速
用
意
の
カ
ン

ジ
キ
を
着
け
廂
の
様
な
恰
好
を
し
て
居
る
雲
塊
ヘ
ヒ
ラ
リ
と
飛
び
乗
つ
て
ズ
ン
ノ
ヽ
登
つ
て
行
く
０
カ
ン
ジ
キ
を
持
参

に
及
ば
な
か
つ
た
吾
々
は
只

一
本
の
杖
を
頼
う
に
政
さ
ん
の
後
に
雌
い
て
波
状
の
雲
の
階
を
乙
は
た
ヽ
登
り
始
め
る
。

が
、
兄
上
げ
る
許
う
の
雲
漢
は
行
け
ど
ヽ
ノ
ヽ
中
々
蓋
き
な
い
。

吾
々
は
雪
漢
の
中
途
で
右
へ
切
れ
、
草
地
の
斜
面
で
第

一
同
の
書
飯
を
取
つ
た
。
握
飯
を
頬
張
う
乍
ら
ミ
ヤ
マ
ハ
ン

ノ
キ
や
ミ
ヤ
マ
ナ
ヽ
カ
マ
ド
の
濃
線
を
破
つ
て
白
龍
の
様
に
底
知
れ
ぬ
谷
間
へ
奔
下
す
る
大
雲
漢
の
眩
い
反
射
光
と
、

そ
の
表
か
ら
ム
ラ
ノ
ヽ
と
立
昇
る
陽
炎
を
デ
ッ
と
見
つ
め
て
居
る
と
、
忽
ち
身
の
在
所
も
忘
れ
果
て
ヽ
茫
然
と
夢
心
地

に
な
つ
て
了
ふ
。

い
ざ
出
残
と
な
う
再
び
雲
漢
偉
ひ
に
登
り
出
す
。
彗
は
次
第
に
急
傾
斜
と
な
り
、
カ
ン
ジ
キ
の
無
い
者
に
は
足
元
が

危
険
に
威
ぜ
ら
れ
て
来
た
の
で
、
傍
の
藪

へ
分
け
入
る
。
根
曲
り
竹
や
石
楠
の
密
生
し
た
中
を
ガ
サ
ノ
ヽ
や
り
乍
ら
、

０
上
越
境

の
山
旅
　
　
藤
鳥
、
森
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○
上
越
境

の
山
旅
　
　
藤
島
、
森

攀
ぢ
登
る
の
だ
か
ら
、
暑
い
の
と
、
息
が
切
れ
る
の
で
遣
う
切
れ
な
い
ｃ
物
の
三
十
分
も
か
う
し
た
辛
音
を
害
め
た
頃

左
手
か
ら
入
る
澤
へ
出
る
。
早
速
雲
を
掻
き
取
り
、
そ
れ
を
吸
う
て
や
つ
と
人
心
地
に
帰
る
。
ス
と
顧
み
る
と
、
山
谷

重
盤

り
彼
方
に
牛
ケ
岳
ｔ
柄
澤
山
．
笠
ケ
岳
等
の
連
嶺
が
紫
紺
の
衣
に
驚
く
程
潤
澤
な
銀
雪
の
縞
を
入
れ
た
秀
麗
な
姿

を
見
せ
て
呉
れ
る
。
殊
に
割
引
山
の
殆
ど
麓
か
ら
頂
上
ま
で
績
い
て
居
る
大
雪
漢
は
最
も
美
事
で
あ
る
。

シ
ッ
ダ
イ
の
頭
が
右
手
に
近
く
見
え
出
し
た
の
で
、
勇
を
鼓
し
て
再
び
灌
木
や
笹
の
中
を
登
る
。

そ
の
内
に
次
第
に

笹
の
丈
け
が
短
く
な
つ
て
非
常
に
業
に
な
つ
て
来
る
。
同
時
に
眺
望
は
盆
こ
開
け
て
来
て
楡
快
で
堪
ら
な
く
な
る
。
十

一
時
十
八
分
シ
ッ
ゲ
イ
の
頭
の
北
方
尾
根
の
上
へ
到
達
し
た
、　
イ
ハ
カ
ガ
ミ
、
自
由
コ
ザ
ク
ラ
、
ム
ン
ト
リ
ス
ミ
ン
、

ハ
ク
サ
ン
イ
チ
ゲ
な
ど
が
爛
慢
ル
険
き
乱
れ
て
居
る
。
此
庭
へ
木
て
始
め
て
西
方
の
苗
場
神
楽
等
の
雪
を
帯
び
た
偉
容

に
接
し
た
ｏ

左
右
に
笈
立
す
る
雲
の
峰
を
眺
め
つ
ヽ
尾
根
の
上
を
少
し
行
く
と
艇
て
一
寸
大
き
な
残
雲
に
ぶ
つ
か
る
。
之
は

一
ノ

字
の
残
雲
と
云
つ
て
麓
か
ら
明
か
に
仰
望
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
時
期
が
早
い
頃
に
は
仙
ノ
倉
の
北
肩
に
三
條
の
横

に
並
行
し
た
残
雲
が
割
で
捺
じ
″
様
に
残
る
の
が
通
例
で
、
村
人
は
そ
の

一
つ
づ
ゝ
湾
ゆ
る
の
に
従
つ
て
農
事
の
季
節

を
卜
し
、
即
ち
三
ノ
字
で
苗
代
、
ニ
ノ
字
で
豆
梓
、
一
ノ
字
で
田
植
と
云
ひ
馴
し
て
居
る
の
で
あ
る
の
従
て
村
で
は
仙

ノ
倉
山
の
こ
と
を

「
三
ノ
字
の
頭
」
と
呼
び
、
仙
ノ
倉
山
と
云
つ
て
は
事
ろ
通
じ
な
い
位
で
あ
る
。

仰
げ
ば
頂
上
は
間
近
く
甕
え
、
三
角
測
量
の
格
の
跡
ら
し
い
も
の
も
見
え
る
。
最
後
の
一
奮
獲
と
、
便
松
、
米
栂
、

石
楠
、
熊
笹
な
ど
の
低
く
茂
つ
た
間
を
踏
み
分
け
て
急
ぎ
登
る
。
か
く
て
正
午
十
二
時
と
云
ス
に
途
に
仙
ノ
倉
山
絶
最

（
二
〇
二
六
、
二
米
）
の
上
に
立
つ
事
が
出
来
た
。

頂
上
は
比
較
的
平
ら
で
、
苔
桃
、
米
栂
「
石
楠
等
で
掩
は
れ
て
居
る
。
三
角
駐
の
格
は

一
本
の
支
柱
が
残
つ
て
居
る

の
み
で
あ
る
。

一
ノ
字
の
残
雲
の
片
割
れ
で
あ
る
雪
に
ウ
ヰ
ス
キ
ー
を
灌
い
だ
の
を
傾
け
な
が
ら
、
絶
大
の
嵯
書
観
を

恣
に
す
る
。

行 螢 月 五 年 二 十 正 大
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北
東
に
先
づ
ロ
ン
・な
く
の
は
制
引
、牛
、窓
機
の
雄
渾
な
山
塊
で
、
そ
の
豊
か
な
雲
漢
が
正
午
の
日
光
の
下
に
吐
く
臼

い
焔
は
胸
ケ
・躍
ら
せ
る
。
更
に
山
稜
は
東
に
向
つ
て
長
大
な
柄
澤
山
費
引
鈴
、
之
を
踏
ん
で
、
豪
邁
な
儀
容
を
持
す
る

中
ノ
岳
、
鞍
形
の
兎
岳
、
及

一
段
近
く
秀
美
の
双
峰
を
成
す
小
澤
、
下
津
川
雨
岳
、
何
れ
も
比
類
な
き
饒
多
の
銀
雪
を

銑
め
、
更
に
そ
の
右
に
隣
つ
て
不
ケ
岳
の
鈍
峰
は
、
参
差
た
る
賓
川
笠
ケ
岳
の
上
に
高
く
そ
の
仕
容
を
示
す
の
尾
瀬
の

隧
岳
と
至
佛
山
は
流
石
に
堂
々
た
る
覇
者
の
風
を
備

へ
、
績
く
鬼
怒
川
奥
の
山
群
は
錯
綜
し
た
紺
波
と
な
つ
て
起
伏
じ

て
居
る
の
近
く
は
清
水
越
よ
６
七
ッ
小
屋
山
檜
又
岳
に
走
る
國
境
連
嶺
は
突
死
た
る
茂
倉
岳
と
、
魁
偉
な
る
一
ノ
倉
岳

を
大
さ
く
幅
起
し
、
更
に
谷
川
富
士
よ
う
孤
線
を
書
い
て
越
後
富
士
の
性
奇
に
聯
う
、
再
び
狭
い
山
稜
に
依
つ
て
此
山

と
結
ん
で
居
る
。
此
等
の
群
峰
の
急
崚
な
る
斜
腹
は
、
或
は
岩
石
を
露
出
し
、
或
は
純
自
の
雪
田
を
懸
け
、
荘
巌
を
極

め
て
居
る
。
商
東
に
は
互
鯨
の
如
き
武
奪
山
の
彼
方
に
奥
白
根
を
主
座
と
す
る
日
光
群
山
蜘
々
と
し
て
連
亘
し
、
皇
海

山
の
銃
峰
に
及
び
、
末
は
赤
城
山
の
豊
か
な
裾
野
の
影
に
没
し
て
居
る
。
赤
城
と
之
に
相
拉
ぶ
榛
名
の
間
は
雄
大
な
利

根
の
漢
谷
で
、
そ
の
末
は
霞
の
開
東
平
野
に
沿
え
て
居
る
。

次
で
．
目
を
西
に
韓
ず
れ
ば
、
浅
間
、
四
阿
の
雨
雄
岳
は
泰
然
と
し
て
上
信
の
界
に
君
臨
し
、
更
に
御
飯
、
草
津
白

根
を
起
し
て
居
る
。
近
間
に
豪
宕
た
る
威
儀
を
持
し
て
得
立
す
る
の
は
自
砂
山
で
、
そ
の
右
肩
に
は
鈍
頭
の
横
手
山
が

覗
い
て
ゐ
る
の
が
見
え
る
。
筒
も
忠
次
郎
山
、
上
の
合
山
等
の
蒼
黒
の
樹
林
に
掩
は
れ
た
温
容
を
北
に
辿
る
と
、
鼓
に

佐
武
流
の
大
岳
の
時
つ
あ
つ
て
、
そ
の
後
か
ら
鹿
子
斑
の
獲
雲
を
着
け
た
岩
菅
の
列
障
が
高
く
各
立
し
て
居
る
。
苗
場

は
其
の
南

へ
引
く
緩
斜
面
の
上
に
鳥
甲
の
頂
を
載
せ
、
北
も
紳
楽
ケ
峰

へ
か
け
て
、
非
常
な
残
雪
を
輝
か
し
て
居
る
。

北
方
は
魚
沼
川
の
漢
谷
が
遠
く
開
け
て
ゝ
信
濃
川
流
域
の
不
野
に
編
秒
と
連
る
の
を
望
み
、
微
か
に
日
本
海
の
波
光

を
も
求
め
得
る
。

清
い
青
藍
色
に
澄
ん
だ
天
弯
の
下
、
双
眸
の
内
に
集
る
萬
象
は
今
し
綺
羅
を
詰
し
、
光
彩
ケ
・競
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

責
に
自
然
は
そ
の
妙
数
を
疑
し
て
吾
々
を
固
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
る
。
か
く
覺
つ
た
時
、
吾
々
は
そ
の
好
運
に
封
し
威
激
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せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。

然
し
乍
ら
い
つ
迄
も
幸
扁
に
酵
う
て
ゐ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
つ
た
。
頂
上
に
在
る
こ
と
既
に

一
時
間
年
、
撮
影
や

篤
生
も
す
み
、
既
に
充
分
に
心
身
の
慰
安
も
得
た
の
で
、
他
か
ｎ
眺
め
に
名
残
夕
は
蓋
き
ね
ど
。
思
ひ
切
つ
て
下
山
の

途
に
就
く
乙
と
に
し
た
ｏ

シ
ッ
グ
イ
の
頭
の
手
前
迄
戻
つ
て
左
手
の
仙
ノ
倉
谷
目
懸
け
て
下
り
込
む
「
笹
の
上
を
ズ
／
ノ
ヽ
滑
う
落
ち
る
内
、

身
動
き
も
な
ら
漁
様
な
灌
木
の
茂
み
が
始
ま
る
。
そ
れ
を
掻
ハ
分
け
て
下
る
と
雲
漢
の
上

へ
出
る
。
雪
漢
は
長
さ
が
十

町
も
あ
り
、
カ
ン
ジ
キ
無
し
で
下
り
に
は
少
々
氣
味
が
悪
い
位
の
勾
配
で
あ
る
。
谷
の
雨
側
は
瞼
し
い
岩
壁
を
成
し
、

そ
乙
か
ら
ボ
タ
ノ
ヽ
と
水
が
滴
う
落
ち
て
木
る
。
そ
の
内
に
雪
漢
の
前
方
は
断
絶
し
て
了
つ
た
。
そ
の
端
か
ら
覗
い
て

見
る
と
高
い
瀧
に
な
つ
て
居
る
。
少
々
勝
手
が
違
ス
の
で
政
さ
ん
に
聞
い
て
見
る
と
、
下
る
可
き
澤
に
は
こ
ん
な
瀧
が

あ
る
筈
が
な
い
と
云
ふ
、
然
し
、
瀧
を
目
の
前
に
控
へ
て
居
な
が
ら
、
無
い
筈
だ
と
云
ふ
た
所
で
始
ま
ら
ｎ
。
結
局
下

る
べ
き
澤
を

一
つ
間
違
へ
た
ん
だ
ら
う
と
云
ふ
乙
と
に
は
な
つ
た
も
の
ゝ
、
今
更
上

へ
戻
る
課
に
も
行
か
な
い
の
で
、

止
む
を
得
ず
、
瀧
を
右
の
方
へ
か
ら
み
に
懸
る
。
然
し
、
十
間
以
上
の
悪
場
を
下
う
る
事
は
容
易
で
な
い
ｏ
下
を
見
る

と
膳
も
清
え
入
る
許
う
の
深
み
で
あ
る
。
覺
東
な
い
岩
や
木
の
根
を
頼
う
に
そ
ろ
ノ
ヽ
と
進
む
、
所
に
よ
つ
て
は
政
さ

ん
に
杖
を
取
つ
て
貰
つ
て
辛
じ
て
通
過
す
る
。
か
う
し
て
四
苦
八
苦
の
末
瀧
の
下
ま
で
辿
―
着

い
て
見
る
と
、
又
し
て

も
同
じ
程
の
瀧
が
出
現
し
２
に
は
驚
く
。
叉
も
右
手
に
廻
り
込
み
、
岩
に
獅
噛
み
つ
い
て
辛
じ
て
下
る
と
、
も
う

一
段

の
瀧
が
落
ち
て
ゐ
る
。
散
々
の
苦
心
努
力
の
揚
句
や
っ
と
の
事
で
之
も
無
事
に
下
り
得
た
。

前
後
約

一
時
間
を
三
つ
の

瀧
の
篤
に
費
し
て
了
つ
た
。
然
し
振
り
返
つ
て
全
般
の
瀧
を
仰
い
で
見
る
と
、
高
さ
線
計
三
十
間
程
も
あ
る
虜

へ
、
豊

か
な
水
が
轟
々
た
る
響
を
立
て
ヽ
直
Ｆ
す
る
様
具
に

一
偉
槻
た
る
を
失
は
な
い
。
我
々
は
瀧
の
下
で

一
体
み
す
る
。

三
時
五
十
分
出
稜
、
又
も
雪
漢
が
あ
る
。
少
し
下
る
と
右
手
か
ら
澤
が
落
ち
合
ふ
。
乙
れ
は
イ
ヽ
澤
と
云
ム
の
で
政

さ
ん
の
考
で
は
、
此
の
比
較
的
業
な
イ
ヽ
澤
を
下
ス
豫
定
だ
つ
た
さ
う
な
じ
乙
れ
か
ら
は
澤
を
或
は
右
へ
或
は
左
へ
渉

行 獲 月 五 年 二 十 正 大
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り
、

又
は
道
の
痕
跡
ら
し
い
も
の
を
頼
う
に
開
葉
樹
林
の
中
を
数
を
潜
つ
て
進
む
、
午
後
六
時
毛
度
澤
の
落
合
に
達

し
、
登
う
に
通
つ
た
道
に
合
す
る
。
此
庭
で
丁
度
岩
魚
釣
と
道
づ
れ
に
な
り
、
草
原
や
樹
林
の
中
を
通
ず
る
手
な
小
径

を
ず
ん
ノ
ヽ
急
ぐ
。

長
い
夏
の
日
も
傾
い
て
夕
暮
の
色
が
四
方
の
山
の
峡
か
ら
そ
ろ
う
ノ
ヽ
と
旬
ひ
出
し
て
来
た
し
顧
れ
ば
夕
陽
を
受
け

て
黄
金
色
に
輝
い
て
居
る
仙
ノ
倉
山
は
、　
一
際
高
く
且
厳
か
で

あ

る
。

行
手
の
土
樽
の
村
落
に
は
夕
げ
の
煙
が
毅
駐

き
、
通
に
馬
の
噺
き
が
聞
え
て
家
る
。
七
時
三
十
分
剣
持
政
吉
方
に
婦
着
。

湯
浴
み
を
し
、
夕
飯
を
維
へ
た
後
、
再
び
家
訪
せ
ら
れ
た
南
雲
氏
や
政
さ
ん
を
相
手
に
、
此
邊
の
山
や
谷
の
話
を
聞

く
、
そ
の
上
で
明
日
の
日
程
を
決
め
る
段
と
な
る
。
始
め
は
越
後
富
士
を
窮
め
る
積
だ
つ
た
が
、
越
後
富
士
へ
の
途
中

は
大
瞳
今
日
の
道
と
重
複
す
る
し
、
眺
望
も
今
日
の
そ
れ
と
大
し
て
憂
う
が
な
か
ら
う
と
云
ふ
諄
で
。
之
を
割
愛
す
る

こ
と
ヽ
し
、
明
日
は
茂
倉
、
谷
川
富
士
を
縦
走
し
て
、
上
州
の
谷
川
温
泉

へ
下
る
こ
と
と
す
る
。
そ
ん
な
話
を
し
て
ゐ

る
庭

へ
、
村
の
有
力
者
の
剣
持
多
吉
氏
や
、
青
年
国
の
代
表
の
方
が
見
え
ら
れ
、
い
ろ
ノ
ヽ
吾
々
に
封
し
厚
意
を
表
し

て
呉
れ
た
。

戸
外
は
相
憂
ら
ず
星
の
降
る
様
な
上
々
の
室
模
様
で
、
明
日
も
快
晴
疑
な
し
で
あ
る
。
未
知
の
現
地
に
分
け
入
る
前

の
軽
い
不
安
を
抱
３
つ
ヽ
も
、
い
つ
の
間
に
か
深
い
眠
に
落
ち
た
の
は
疲
れ
て
わ
た
故
で
も
あ
ら
う
ｏ

四
　
茂
倉
岳
、
一
ノ
倉
岳
、
谷
川
富
士

七
月
二
日
ｏ
快
晴
。

荷
を
経
め
、
草
軽
の
紐
を
結
ん
で
居
る
と
、
向
ス
の
林
か
ら
小
鳥
が
清
い
馨
で
鳴
き
交
し
て
居
る
の
が
聞
え
る
。
日

は
既
に
濃
紺
の
室
に
品
々
と
輝
き
、
軒
に
峙
つ
荒
澤
山

（
一
三
〇
二
、
七
米
）
に
鶴
多
つ
け
ら
れ
た
樹
塊
か
ら
は
、
維

の
炎
が
立
ち
初
め
て
居
る
。
自
分
等
も
す
ぐ
具
剣
な
氣
持
に
な
つ
た
。

○
上
越
境
の
山
旅
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午
前
六
時
年
出
残
、
昨
日
の
道
か
ら
左
に
岐
れ
湯
檜
曾
道
を
取
る
。
村
家
の
間
を
抜
け
、
杉
木
立
の
中
を
暫
く
行
き
、

土
樽
川
落
合
の
橋
を
波
る
と
、
も
う
人
氣
は
去
つ
て
山
道
ら
し
く
な
る
。
快
い
程
の
傾
斜
な
の
で
、
朝
露
に
濡
れ
る
の

も
構
は
す
、
ず
ん
み
ヽ
急
ぐ
、
今
日
は
政
さ
ん
は
荷
が
多
い
の
で
大
儀
さ
う
に
見
え
る
。

ま
た
木
立
へ
入
つ
て
間
も
な
く
萬
太
郎
谷
へ
通
ず
る
道
と
分
れ
、
河
を
右
岸
へ
徒
渉
し
、
蓬
峠

（
土
樽
越
）
の
可
也

い
ヽ
道
を
行
く
。
谷
は
段
々
狭
つ
て
、左
右
の
峰
の
線
は
念
々
濃
い
。
右
手
に
幽
凄
次
萬
太
郎
谷
の
落
合
ス
の
を
見
る
、

そ
の
傍
の
森
は
富
士
椛
現
の
だ
と
教
へ
ら
れ
た
ｏ
通
に
越
後
富
士
の
秀
容
を
仰
ぐ
。
二
三
町
も
行
く
と
、
蓬
峠
道
と
分

れ
て
左
岸
へ
渡
る
道
が
あ
る
。
之
が
吾
々
の
目
指
す
茂
倉
谷
へ
導
く
道
な
の
で
あ
る
。（
七
時
四
十
五
分
）。
そ
れ
に
滑
ふ

て
積
へ
出
で
澤
を
渡
る
。
そ
乙
は
度
い
芽
庭
で
、
鐵
道
院
測
量
除
の
泊
つ
た
小
屋
跡
な
ど
が
あ
う
。
前
後
の
峰
に
は
切

り
明
け
が
つ
い
て
ゐ
る
。
此
の
原
は
袈
裟
丸
の
原
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
。

道
は
爪
先
上
う
に
な
つ
て
茂
倉
谷
に
潜
り
込
み
山
毛
欅
林
の
中
を
行
く
。
鐵
道
院
測
量
除
で
手
を
入
れ
た
と
か
云
ふ

の
で
、
剣
然
し
て
迷
ス
庭
は
無
い
、
谷
の
規
模
乙
そ
小
な
れ
、
美
し
さ
豊
か
さ
は
仙
ノ
倉
谷
毛
度
谷
に
優
る
程
だ
。
水

品
の
出
る
と
云
ス
千
ノ
澤
を
過
ぎ
、
高
倉
澤
を
越
す
と
残
雪
が
あ
る
。
更
に
カ
グ
ノ
澤
を
過
ぎ
。
九
時
三
十
分
測
量
小

屋
跡
へ
出
た
。
此
庭
か
ら
茂
倉
の
澤
と
分
に
て
、
茂
倉
岳
西
方
尾
根
を
攀
ぢ
る
の
で
あ
る
。

一
同
目
の
排
営
を
使
つ
て

念
登
う
に
差
懸
る

（
十
時
）。

日
盛
う
な
の
で
、
急
峻
な
デ
グ
ザ
グ
の
坂
路
、　
一
時
間
の
登
り
は
随
分
と
苦
し
か
つ
た
。
風
は
殆
ど
死
ん
で
、
蒸
さ

れ
る
様
に
暑
い
。
諄
の
分
ら
ｎ
虫
が
集
つ
て
来
る
の
ち
堪
ら
な
い
ｏ
暫
し
歩
ん
で
は
立
上
り
、
叉
歩
ん
で
は
叉
息
を
入

れ
る
。
せ
め
て
も
の
慰
と
な
つ
た
の
は
、
段
々
高
く
な
る
の
に
従
つ
て
限
界
に
入
つ
て
家
る
遠
山
の
雪
が
、
具
書
の
張

い
太
陽
の
下
に
閃
さ
交
す
光
の
そ
の
奪
い
刺
戟
で
あ
つ
た
。

見
上
げ
る
樹
補
の
間
に
青
杢
が
見
え
出
し
た
と
思
ス
と
、
到
頭
尾
根
の
上
へ
出
た
の
（
十

一
時
）。
此
庭
は
す
ッ
ゴ
ー
の

ヤ

　

パ

頭

（
一
五
〇
九
米
）
の
東
寄
ク
の
鞍
部
で
矢
場
と
呼
ん
で
居
る
。
そ
作
は
各
期
猟
師
が
熊
を
追
ひ
詰
め
て
末
て
仕
留
め
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琥 第 年 十 第 岳 山ハ

る
庭
だ
か
ら
で
あ
る
。
前
面
に
青
黒
い
樹
林
で
掩
は
れ
た
底
も
見
え
な
い
深
い
ノ
ヽ
萬
太
郎
谷
を
越
え
、
鋸
歯
の
様
な

長
大
な
尾
根
を
引
い
て
、
具
正
面
に
高
響
す
る
雄
峰
、
越
後
富
士
を
見
る
。
そ
の
頂
か
ら
江
戸
小
屋
澤
の
雲
漢
が
驀
然

奔
下
し
、
そ
の
峰
の
山石
骨
の
痛
々
し
げ
に
露
は
る
ヽ
態
も
手
に
取
る
許
り
近
い
。
仙
ノ
倉
山
は
そ
の
右
手
に
更
に
高
く

悠
容
迫
ら
ぬ
魁
偉
の
姿
ヶ
．持
し
て
峙
つ
て
居
る
。

一
ノ
字
の
残
雪
の
鮮
か
に
望
ま
れ
る
の
も
嬉
し
い
思
ひ
出
で
あ
る
。

尾
根
ケ
．東
に
進
む
。
立
派
な
切
明
が
あ
る
。
樹
は
矮
小
で
あ
る
し
、
天
氣
は
申
分
な
い
の
で
、
登
る
に
階
ひ
清
水
山

脈
の
尤
物
が
次
か
ら
次
と
現
は
れ
て
家
る
。
午
後
十
二
時
年
、
途
に
茂
倉
岳
絶
頂
の
三
等
三
角
鮎
に
達
し
た
。

北
は
小
笹
の
生

へ
た
緩
斜
面
で
檜
ノ
叉
ノ
頭

（
一
七
五
九
、六
米
）
か
ら
清
水
峠
に
連
り
、
そ
の
麓
に
滑
ふ
て
荒
盾
に

蹄
し
た
國
道
が
残
彗
の
間
に
拠
々
と
連
つ
て
居
る
の
も
見
え
る
。
東
に
は
近
く
一
ノ
倉
岳
各
え
、
そ
の
左
に
笠
ケ
岳
群

峰
　
績

い
て
柄
澤
牛
ケ
岳
の
諸
山
、
殊
に
中
ノ
岳
、
魚
沼
駒
ケ
岳
ま
で
が
指
呼
に
應
じ
て
呉
れ
る
が
非
常
に
喩
快
で
あ

る
。
南
谷
川
富
士
、
谷
川
岳
は
勁
色
の
偉
谷
を
聯
ね
、
西
に
大
き
く
う
ね
つ
て
オ
デ
ガ
澤
頭

（
俄
構

一
八
七
八
米
）
か

ら
越
後
富
士
、
仙
ノ
倉
山
と
暉
壁
を
形
作
り
、
そ
の
間
に
深
容
な
峡
谷
を
以
て
萬
太
郎
谷
の
水
源
を
哺
ん
で
居
る
。
峰

々
の
民
雲
吻
燦
然
た
る
輝
き
、
幽
谷
か
ら
立
昇
る
清
澄
な
嵐
氣
、
脚
下
に
綴
る
高
根
の
花
の
奥
床
し
い
香
う
、
此
等
の
秀

重
な
威
覺
に
酔
う
た
吾
々
が
暫
し
前
途
を
忘
れ
て
、
天
地
間
の
壮
大
槻
に
眺
め
入
つ
た
の
も
無
理
も
な
い
事
で
あ
る
。

偏
松
や
軟
か
い
草
を
踏
ん
で
國
境
と
東
微
南
に
樽
ふ
。
限
前
に
忽
ち
大
残
雪
が
現
は
れ
て

一
ノ
倉
書
の
絶
載
が
程
近

い
。

一
時

一
等
三
角
鷺
に
着
き
、
食
事
を
取
り
乍
ら
再
び
槻
望
を
貧
る
。
高
度
乙
そ
茂
倉
岳
に
僅
に
譲
れ
、
展
望
は
進

に
之
に
も
増
し
、
清
水
山
脈
に
罵
す
る
連
峰
、
東
は
尾
瀬
、
日
光
の
群
山
か
ら
、
西
南
岩
菅
、
浅
間
に
及
ぶ
迄
、
波
濤

の
如
く
に
重
盤
起
伏
す
る
様
は
元
よ
り
、
南
北
に
は
、
快
開
な
る
利
根
の
漢
谷
と
幽
麗
な
る
魚
沼
川
の
漢
谷
を
眺
め
、

殊
に
逢
か
に
標
秒
た
る
越
後
平
野
の
彼
方
、
日
本
海
の
蒼
漢
の
そ
の
彼
方
に
佐
渡
の
青
螺
の
浮
ぶ
の
を
見
出
し
得
た
時

は
欺
整
γ
禁
ず
る
こ
と
を
得
な
か
つ
た
。

休
憩
三
十
分
の
後
南
に
行
進
を
績
け
る
。
此
邊
り
の
東
面
の
山
側
は
、
俗
に
「
覗
さ
」
と
云
は
れ
て
居
る
絶
壁
の
連
う

○
上
越
境

の
山
旅
　
　
藤

島
、
森

一
三
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行 獲 月 五 年 二 十 正 大

〇
上
越
境
の
山
旅
　
　
藤
島
、
森

で
清
水
越
の
道
に
臨
み
、
恒
松
の
枝
に
頼
つ
て
恐
る
ノ
ヽ
俯
蹴
す
れ
ば
、
搭
に
崩
れ
ん
と
す
る
勢
の
崖
崎
、
そ
の
高
さ

数
千
尺
に
及
び
、
谷
底
に
は
物
凄
い
友
色
の
雲
田
何
物
か
を
求
Ｕ
る
が
如
く
Ｅ
口
を
開
き
、
牙
の
如
き
尖
岩
の
そ
の
間

に
屹
立
す
る
な
ど
、
日
も
眩
み
相
な
凄
惨
な
形
相
を
呈
し
て
居
る
。

恨
松
や
、
羅
漢
柏
、
石
楠
な
ど
の
茂
み
の
中
を
辛
じ
て
通
じ
て
居
る
切
明
を
樺
つ
て
一
九
六
〇
米
の
圏
識
あ
る
峰
ま

で
家
る
（
二
時
年
）。
岩
蔭
に
小
祠
が
あ
る
。
亜
鈴
張
う
の
小
さ
な
も
の
で
、
中
に
青
銅
の
古
鏡
を
三
面
祀
っ
て
あ
る
。

此
の
官
は
富
士
権
現
即
富
士
浅
間
大
明
神
を
祭
つ
た
宮
で
あ
る
。
政
さ
ん
は
、
敬
虔
な
様
子
で
濃
弄
し
、
態
こ
持
つ
て

来
た
噛
燭
を
上
げ
た
う
す
る
の
で
、
自
分
等
も
見
管
つ
て
敬
謹
を
し
た
。
今
吾
々
の
居
る
此
の
峰
は
地
国
の
上
で
は
無

名
で
あ
る
が
正
し
く

「
谷
川
富
士
」
と
呼
ば
る
べ
き
峰
に
営
つ
て
居
る
の
で
あ
る
。
地
国
に

「
谷
川
富
士
」
と
あ
る
山

は
富
士
形
も
し
て
居
る
課
で
も
な
く
、
富
士
椎
現
に
も
関
係
な
い
の
で
、
土
地
の
人
も
之
を
「
谷
川
富
士
」
と
呼
ば
ず
、

一
ノ
倉
澤
の
獲
す
る
所
か
ら
し
て
、

一
ノ
倉
ノ
頭
と
呼
ん
で
茂
倉
頭
と
相
封
せ
し
め
て
居
る
。
従
て
一
九
七
四
、
二
米

の
峰
を
茂
倉
岳
と
の
封
照
上
↓
一
ノ
倉
岳
」
の
名
を
用
ゐ
、
富
士
権
現
の
有
る
峰
即
ち

一
九
六
〇
餘
米
の
峰
を

「
谷
川

富
士
」
と
呼
ぶ
乙
と
が
正
営
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
緻
ｏ

谷
川
富
士
か
ら
相
憂
ら
ず
山
稜
に
近
い
西
の
斜
面
の
道
述
を
辿
つ
て
行
く
。
遠
く
の
山
々
に
は
い
つ
の
間
に
か
雲
が

起
つ
た
、
此
時
迄
に
不
岳
や
中
ノ
岳
は
既
に
そ
の
姿
を
隠
し
て
了
つ
た
。
行
く
手
の
上
州
方
面
に
も
雲
が
湧
き
出
し
、

微
か
な
南
風
に
運
ら
れ
て
國
境
の
方
へ
進
ん
で
木
る
。
政
さ
ん
は
谷
川
温
泉

へ
下
る
道
に
就
て
自
信
が
な
い
の
で
先
刻

一
ノ
倉
岳
を
下
る
と
き
谷
川
岳
の
頂
に
人
影
を
見
付
け
、「
あ
れ
は
植
木
取
り
だ
ら
う
か
ら
、
あ
れ
に
下
り
道
を
尋
ね
や

う
」
な
ど
と
云
つ
て
居
た
が
、
そ
の
人
影
は
此
庭
へ
家
て
見
る
と
ど
乙
か
へ
大
は
れ
た
上
、
雲
霧
が
此
方
へ
も
次
第
に

襲
ひ
か
か
つ
て
木
る
の
で
少
し
困
つ
た
顔
付
を
し
て
居
る
。

兎
角
す
る
内
に
谷
川
岳
の
頂
へ
着
く
、
丁
度
三
時
で
あ
る
。
南
風
が
盛
に
霧
を
吹
き
上
げ
て
末
る
。
越
後
富
士
や
仙

ノ
倉
山
の
方
を
見
る
と
之
も
霧
と
の
戦
の
具
最
中
で
あ
る
。
然
し
ま
だ
北
方
の

一
ノ
倉
、
茂
倉
及
び
東
方
の
賓
川
笠
ケ

一　
四
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岳
な
ど
は
日
を
受
け
て
端
麗
な
山
貌
を
見
せ
て
居
て
呉
れ
る
。

谷
川
岳
は

一
名
桑
師
ヶ
岳
と
ヽ
呼
ば
れ
て
居
る
由
で
、
薬
師
の
祠
で
も
な
い
か
と
探
し
た
が
、
つ
ひ
ハ
ら
な
か
つ
た
ｏ

頂
上
直
下
の
南
面
に
あ
る
度
大
な
雪
田
は
、
上
州
方
面
か
ら
此
山
を
知
る
目
標
し
に
な
る
夫
れ
で
あ
る
。

少
時
休
憩
し
た
後
、
南
方
へ
雪
田
を
下
る
。

一
寸
笹
の
あ
る
虜
を
通
う
抜
け
る
と
、
先
程

一
ノ
倉
岳
で
見
た
植
木
取

が
三
人
岩
の
上
に
休
ん
で
居
る
。
彼
等
は
吾
々
と
山
廻
う
の
役
人
だ
と
思
つ
て
わ
ざ
と
逃
げ
隠
れ
て
居
た
の
で
あ
る
。

聞
け
ば
今
朝
谷
川
か
ら
登
つ
て
家
た

の
だ

さ
う
で
、
ハ
晩
は
此
の
附
近
に
泊
る
青
だ
と
云
ふ
。
そ
し
て
谷
川

へ
下
る

道
は
、
今
吾
々
の
下
つ
て
居
る
尾
根
を
具
直
に
行
け
ば
い
ヽ
の
で
あ
る
が
、
中
々
長
く
又
悪
い
故
、
こ
れ
か
ら
で
は
日

の
あ
る
内
に
行
ヽ
着
け
る
か
ど
う
か
分
ら
な
い
と
云
ふ
。
然
ら
ば
ル
植
木
取
と
分
れ
て
ひ
た
す
ら
下
り
を
急
ぐ
。
灌
木

の
ひ
ね
乙
び
た
の
と
、
笹
の
長
い
奴
が
檸
猛
に
茂
う
合
ふ
中
を
、
尾
根
に
滑
う
て
滅
多
矢
鱈
に
下
る
の
傾
斜
が
割
に
急

で
、
邪
魔
物
が
多

い
と
家
て
居
る
の
で
氣
ば
か
り
あ
せ
つ
て
中
々
道
が
捗
ら
な
い
、
そ
し
て
苦
し
い
事
は
此
の
上
な
し

で
あ
る
。
時
々
息
を
入
れ
る
鶯
に
立
上
う
、
振
り
返
っ
て
威
慶
せ
ん
許
う
に
頭
上
に
甕
え
立
つ
谷
川
岳
の
残
雲
が
、
日

を
斜
に
受
け
て
薄
桃
色
に
燦
め
い
て
居
る
の
を
仰
い
で
元
氣
を
同
復
し
、
再
び
下
う
に
懸
る
始
末
で
あ
る
。

然
し
さ
う
か
う
す
る
内
に

一
五
二
五
米
の
地
監
を
過
ぎ
、
非
道
い
笹
と
又
一
戦
ひ
、
そ
れ
が
済
ん
で

一
五
〇
〇
米
の

日
の
あ
る
峰
を
東
に
捲
き
、　
一
寸
し
た
谷
地
へ
出
る
。
乙
ゝ
は
天
耐
峠
と
云
ひ
、
石
の
小
祠
が
祀
つ
て
あ
る
。
此
虎
は

随
分
悪
い
道
だ
っ
た
が
、
兎
ヽ
角
頂
上
か
ら
約
二
時
間
牛
で
末
た
課
で
あ
る
。
虎
で
乙
れ
か
ら
少
し
行
く
と
、
深
い
根

曲
♭
竹
の
中
へ
道
が
没
し
、
憂
だ
な
と
氣
が
付

い
た
時
分
に
は
道
の
跡
方
ら
し
い
も
の
も
見
失
つ
て
仕
舞
っ
た
後
で
あ

つ
た
。
然
し
ど
つ
ち
を
見
向

い
て
も
竹
が
ぎ
つ
し
う
と
密
生
し
て
居
る
の
で
、
何
と
ヽ
仕
様
が
な
い
。
殊
に
日
足
も
傾

い
て
居
る
の
で
ぐ
づ
ノ
ヽ
し
て
は
居
ら
れ
な
い
ｏ
そ
れ
で
思
ひ
切
つ
て
、
竹
を
分
け
て
右
の
方
へ
か
ら
み
乍
ら
下
る
。

灌
木
が
出
て
家
て
進
行
を
妨
げ
る
。
土
が
氣
味
の
悪
い
程
軟
か
で
、
足
場
が
ズ
″
ノ
ヽ
碑
け
落
ち
る
。
流
石
に
政
さ
ん

は
な敬
を
分
け
て
進
口
の
が
早
い
。
う
つ
か
う
す
る
と
そ
の
姿
を
見
失
つ
て
了
ふ
。
か
う
や
つ
て
道
の
な
い
尾
根
を
樹
や

〇
上
越
境
の
山
族
　
　
藤
島
、
森

琥 三 第 年 六 十 第 岳 山

(208)



行 獲 月 五 年 二 十 正 大

０
上
越
境
の
山
旅
　
　
藤
島
、
森

一
六

竹
に
擢
哉
♭
な
が
ら
右
の
方
そ
し
て
下
の
方
へ
見
営
を
つ
け
て
無
晴
に
進
ん
で
行
く
、
そ
の
内
に
茂
み
が
如
何
に
も
込

ん
だ
所

へ
家
る
。
止
Ｕ
を
得
ず
驀
地
に
下
る
と
小
さ
い
澤
へ
出
た
。

ほ
つ
と

一
体
み
し
て
、
澤
に
随
い
て
下
る
。
細
い
窪
み
の
庭
へ
朽
木
や
角
石
が
無
遠
慮
に
挟
ま
つ
て
居
て
、
急
が
う

と
し
て
も
中
々
急
げ
漁
。
然
し
か
れ
乙
れ
十
分
間
許
ら
澤
を
下
り
た
と
思
ふ
頃
じ
右
手
の
立
木
に
生
々
し
い
銘
目
が
見

付
か
り
、
績
い
て
澤
を
横
ぎ
る
道
に
ぶ
つ
か
る
。
時
計
を
見
る
と
六
時
四
十
分
で
あ
る
。
も
う
そ
ろ
そ
ろ
四
邊
が
暗
く

な
り
初
め
た
〕
然
し
道
を
得
た
三
人
の
顔
に
は
安
堵
の
喜
が
あ
り
あ
う
と
見
え
る
。
道
は
天
紳
峠
か
ら
谷
川
の
祗
に
績

く
尾
根
の
一
つ
束
の
尾
根
を
走
つ
て
此
庭

へ
木
て
居
る
も
の
と
察
せ
ら
れ
た
し

道
は

一
旦
右
手
へ
登
る
様
に
な
つ
て
又
尾
根
を
下
る
様
に
な
つ
て
居
る
。
途
中
に

一
隆
起
が
あ
つ
て
そ
乙
に

一
本
の

松
が
特
に
抽
ん
で
て
生
へ
て
居
る
。
政
さ
ん
は
此
庭
哉
で
家
れ
ば
も
う
課
は
な
い
と
云
つ
て
吾
々
ン
働́
ま
す
。
吾
々
は

足
元
に
氣
を
付
け
乍
ら
薄
暗
が
り
の
道
を
滑
る
様
に
し
て
走
り
下
る
。
晴
の
色
が
だ
ん
だ
ん
濃
く
な
る
に
つ
れ
、
寒
氣

が
薄
い
衣
を
徹
し
て
身
に
浸
み
て
家
る
。
何
だ
か
情
な
い
様
な
気
が
し
始
め
る
。
す
る
と
谷
川
温
泉
の
燈
火
が
下
の
方

に
見
え
た
。
吾
々
は

一
日
散
に
駆
け
出
す
。
坂
路
が
素
き
て
鎮
守
の
森
の
中
へ
入
る
。
急
に
極
楽

へ
家
た
機
に
業
に
思

ふ
ｃ
そ
れ
を
抜
け
る
と
人
家
が
あ
る
。
少
し
行
つ
て
叉
後
戻
り
す
る
風
に
し
て
澤
を
上
る
と
谷
川
温
泉
旅
館
金
盛
館
の

前
へ
出
る
（午
後
七
時
四
十
分
）。
背
負
嚢
を
投
げ
出
し
、
上
う
権

へ
腰
と
下
し
て
す
ゝ
ぎ
の
水
へ
熱
し
切
つ
た
足
を
漬

け
た
時
の
気
持
は
何
と
も
云
へ
な
い
程
だ
つ
た
。

五
　
谷
川
温
泉
か
ら
沼
田
へ

七
月
三
日

（
晴
）。

山
の
温
泉
に
結
ん
だ
夢
は
、
谷
川
の
音
に
早
く
も
破
ら
れ
た
。
夏
と
は
云
へ
暁
の
基
氣
は
思
の
外
肌
に
ひ
や
ノ
ヽ
す

る
。
早
速
手
拭
を
取
つ
て
湯
に
行
く
、
昨
夜
は
暗
が
多
で
分
ら
な
か
つ
た
が
、
河
浩
ひ
の
浴
室
を
固
む
自
然
は
中
々
棄
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続 三 第 年 六 十 第 岳 山

て
難

い
趣
が
あ
る
し
少
々
熱
目
の
透
き
徹
つ
た
湯
に
浸
う
乍
ら
、
幸
多
か
つ
た
山
族
の
こ
と
を
色
々
思
出
し
て
見
る
。

そ
し
て
そ
の
旅
も
念
々
今
日
限
と
考

へ
る
と
残
う
惜
し
い
氣
が
し
て
な
ら
な
い
ｏ

質
朴
な
若
い
男
が
朝
飯
を
持
つ
て
来
る
。
そ
れ
を
食
べ
て
居
る
と
政
さ
ん
の
篤
に
一
升
も
入
る
様
な
大
き
な
飯
桶
ヘ

詰
め
た
耕
営
が
運
ば
れ
る
。
荷
を
す
つ
か
う
仕
分
け
て
各
自
が
背
負
ひ
、
静
か
な
温
泉
宿
を
後
に
出
残
し
た
の
は
午
前

六
時
二
十
分
過
で
あ
る
。
梅
雨
が
明
け
た
と
見
え
、
今
日
も
上
天
氣
で
、
左
右
の
山
か
ら
は
鳥
の
明
る
い
囀
さ
へ
も
聞

え
る
。
ア
ナ
川
を
渡
り
暫
く
行
く
と
谷
川
の
落
ロ
ヘ
家
る
。
谷
川
紳
祗
の

一
の
鳥
居
が
あ
つ
て
湯
檜
曾
へ
の
道
と
、
湯

原
へ
の
道
と
が
分
れ
る
様
に
な
つ
て
居
る
。
政
さ
ん
は
湯
檜
曾
を
経
て
土
構
へ
戻
る
豫
定
な
の
で
吾
々
と
此
虜
で
南
北

に
訣
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
吾
々
は
政
さ
ん
に
土
樽
の
連
中

へ
宜
し
く
と
惇
言
を
頼
む
。
政
さ
ん
は
吾
々
に
又
是
非
木

遊
を
と
云
ふ
。
暫
ら
く
し
て
振
返
つ
て
見
る
と
政
さ
ん
の
背
負
梯
を
負
ひ
牛
の
皮
を
着
た
姿
が
緑
の
林
の
中
へ
階
れ
て

行
く
虎
で
あ
つ
た
。

湯
原
へ
出
て
利
根
川
に
架
し
た
橋
を
渡
る
。
小
日
向
で
沼
田
行
の
自
働
車
を
尋
ね
て
見
る
と
二
時
間
も
間
が
あ
る
と

云
ふ
。
馬
鹿
ら
し
い
の
で
ぶ
ら
ん
ヽ
歩
い
て
途
中
で
乗
る
事
に
す
る
。

利
根
川
浩
ひ
の
國
道
は

一
寸
景
色
が
い
ヽ
「
然
し
何
と
言
つ
て
も
下
界
の
具
夏
で
あ
る
。

汗
と
埃
で
す
ぐ
に
ぐ
ツ
た

り
し
て
山
の
中
が
堪
ら
な
く
懸
し
く
な
る
。
そ
こ
で
谷
川
奥
の
山
々
を
顧
る
と
乱
雲
が
屯
し
て
居
て
、
残
雲
の
片
割
れ

が
チ
ラ
／
ヽ
と
見
え
る
許
う
。
も
う
吾
々
と
の
間
の
縁
は
遠
く
な
つ
て
丁
つ
た
の
で
あ
る
。
下
る
に
連
れ
て
眺
め
は
盆

手
几
化
し
、
歩
行
に
す
ッ
か
う
他
い
た
の
で
下
牧
で
自
働
車
を
待
合
し
て
乗
込
む
，
沼
田
へ
着
い
た
の
は
十

一
時
年
で

あ
つ
た
。

利
根
電
車
の
獲
着
所
の
近
所
の
飯
屋
で
午
餐
を
取
り
、そ
こ
で
大
沼
湖
昨
の
邸
間
に
憧
憬
れ
て
赤
城
へ
向
ふ
藤
島
と
、

難
闇
の
都

へ
婦
る
森
と
は
帽
子
を
振
り
乍
ら
分
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
か
く
し
て
上
越
境
の
山
放
は
目
出
度
く
維
を
告

げ
た
の
で
あ
る
。

０
上
越
境
の
山
旗
　
　
藤
鳩
、
森

一
セ
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行 稜 月 五 年 二 十 正 大

０
上
越
境

の
山
旗
　
　
藤

島
「
森

六
　
餘

　

　

記

仙
ノ
倉
山
は
明
治
二
十
年
の
輯
製
二
十
萬
分
の
一
国
に
は
千
倉
山
と
し
て
載
せ
て
あ
り
。
日
本
山
岳
志
に
も
清
水
山

Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
Ｃ

塊
の
條
下
に
千
倉
山
と
し
て
掲
げ
て
ぁ
る
。
千
の
字
も
仙
の
字
も

「
セ
ン
」
即
瀑
の
意
に
営
る
話
に
宛
て
た
字
で
．
吾

々
に
は
何
れ
が
勝
れ
て
居
る
か
判
断
に
苦
し
Ｕ
、
恐
ら
く
は
何
れ
も
不
適
営
な
の
で
あ
ら
う
ｏ
倉
と
云
ス
の
は
峯
の
乙

と
で
各
地
で
同
じ
様
な
用
例
が
あ
る
。
要
す
る
に

「
セ
ン
ノ
タ
ラ
」
は
瀑
の
有
る
山
と
云
ス
乙
と
な
の
で
あ
る
。
此
の

山
へ
は
三
國
村
の
浅
員
か
ら
も
鐙
れ
％
さ
う
だ
跡
（

べＴ
と
を
ど
う
登
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
土
樽
か
ら
は
吾
々
の
様
に

毛
度
澤
を
登
る
よ
う
も
、
寧
ろ
不
表
の
澤
か
ら
不
表
山

（
一
九
八
三

ヽ
七
米
）
を
経
て
登
る
の
が

一
番
業
で
順
路
ら
し

い
ｃ
雲
漢
が
蓋
き
た
所
か
ら

一
寸
藪
と
潜
ら
ね
ば
な
る
ま
い
が
、
ぢ
き
に
屋
根
の
上
へ
出
て
笹
の
丈
が
短
く
な
る
か
ら

大
し
て
苦
し
哉
な
い
で
す
む
課
だ
。
何
れ
に
し
ろ
、
里
か
ら
頂
上
迄
の
往
復
に
十
四
五
時
間
は
充
分
に
か
ヽ
る
故
　
日

の
長
い
時
で
な
い
と
蹄
う
が
晴
く
な
る
虞
が
あ
る
。
た
ゞ
時
期
が
早
い
と
、
カ
ン
ジ
キ
を
穿
い
て
雪
漢
を
上
下
し
得
る

間
が
長
く
な
る
だ
け
、
藪
の
難
儀
が
少
く
て
済
み
、
非
常
に
手
軽
に
な
る
。
頂
上
の
眺
望
は
快
開
無
比
し
此
山
を
土
樽

で

「
三
ノ
字
の
頭
」
と
呼
ぶ
乙
と
は
既
に
述
べ
た
。

越
後
富
士
（萬
太
郎
山
）
に
は
吾
々
は
登
ら
な
か
つ
た
故
詳
し
い
事
は
云
ひ
策
ね
る
が
、
登
攀
が
可
也
困
難
ら
し
い
ｏ

土
樽
か
ら
は
毛
度
澤
か
ら
左
へ
登
る
の
で
、
又
南
方
か
ら
の
登
路
は
不
明
で
あ
る
。
此
山
か
ら
仙
ノ
倉

へ
績
く
尾
根
は

細
く
て
悪
ま
う
な
所
が
二
三
箇
所
あ
る
が
通
れ
緻
事
は
勿
論
な
い
。
谷
川
岳

へ
の
方
面
も
大
冊
同
様
だ
。

一
般
に
此
邊

の
山
は
藪
が
深
い
故
澤
を
樽
つ
て
登
る
よ
り
仕
方
が
な
く
、
そ
の
澤
は
又
中
々
悪
い
篤
厄
介
千
萬
な
の
で
あ
る
が
、
尾

根
通
多
の
縦
走
は
却
て
容
易
な
様
に
見
た
。
然
し
、
山
の
有
難
味
は
谷
か
ら
登
つ
て
始
め
て
分
る
の
だ
か
ら
、
縦
走
と

な
れ
ば
ど
う
し
て
も
趣
味
が
減
ず
る
の
は
止
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
ら
う
ｏ
因
に
吾
々
は
土
樽
方
面
の
用
話
に
従
つ
て

此
の
山
を
越
後
富
士
と
呼
ん
で
置
い
た
が
、
上
州
で
は
恐
ら
く
別
の
構
呼
を
用
ゐ
て
居
る
事
だ
と
思
ふ
、
輯
製
二
十
萬

一
〈
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「．高
田
」
固
幅
に
富
士
山
と
あ
る
は
此
の
山
を
指
し
た
も
の
か
と
も
思
は
れ
る
。

萬
太
郎
谷
は
地
方
人
の
最
奇
勝
多
し
と
な
す
所
で
、　
一
の
瀑
二
の
瀑
三
の
瀑
以
下
無
数
の
飛
瀑
が
懸
り
、
岩
石
の
美

亦
驚
く
可
く
、
殊
に
お
駒
ヶ
岳
と
呼
ぶ
岩
峰
は
之
を
谷
か
ら
仰
ぐ
と
き
賞
に
奇
親
だ
と
云
ふ
、
吾
々
は
時
日
の
関
係
上

探
勝
の
機
含
を
失
つ
て
了
つ
た
が
、
再
遊
の
折
は
、
萬
太
郎
谷
を
極
め
て
一
ノ
倉
岳
邊
へ
駈
け
上
り
た
い
と
思
つ
て
居

る
。谷

川
岳
や
谷
川
富
士
等
へ
は
谷
川
温
泉
か
ら
稀
に
登
山
す
る
者
が
あ
る
ら
し
い
が
、何
し
ろ
笹
や
灌
木
が
非
道
い
故
、

往
復
に
十
時
間
以
上
を
要
す
る
乙
と
は
確
だ
と
思
ふ
。
然
も
途
中
は
眺
望
は
餘
う
な
く
、
ユ
憂
化
に
乏
し
い
快
黙
が
あ

る
。茂

倉
岳
へ
は
蓬
峠

（
土
練
か
ら
蓬
澤
に
滑
ひ
白
樺
小
屋
跡

へ
越
ず
峠
）
か
ら
檜
叉
岳
を
経
て
も
登
れ
る
が
、
土
樽
か

ら
す
る
に
は
大
分
廻
う
と
な
る
。

茂
倉
岳
か
ら
谷
川
岳
の
間
は
、
前
記
の
通
♭
東
方
が
絶
壁
の
様
に
な
つ
て
居
て
、
此
の
方
面
か
ら
は
登
う
得
る
か
ど

う
か
疑
間
で
あ
る
。
が
、
此
の
絶
壁
を
下
の
清
水
街
道
か
ら
見
上
げ
る
の
は
非
常
な
絶
景
だ
さ
う
だ
か
ら
．
之
を
見
る

た
め
だ
け
で
も
清
水
峠
を
越
す
債
値
は
充
分
あ
る
。

士
樽
で
山
案
内
の
出
来
る
者
は
剣
持
要
次
郎
や
吾
々
の
連
れ
て
行
つ
た
剣
持
政
吉
の
外
、
同
姓
久
松
、
喜
七
、
幸
吉

等
が
居
る
。
ど
れ
が
ど
う
い
ふ
特
徴
が
あ
る
か
は
使
つ
て
見
な
け
れ
ば
分
ら
緻
が
、
要
次
郎
が

一
番
山
に
明
る
い
と
云

ふ
事
は
事
賞
ら
し
く
、
政
吉
は
温
順
な
好
案
内
だ
が
、
山
の
知
識
は
大
し
た
も
の
で
な
い
。
吾
々
は
賃
金
は
食
料
人
夫

持
で
二
園
五
十
餞
を
給
し
た
。
荷
は
四
五
貫
ヒ
限
度
と
す
る
ら
し
い
ｏ

ド
・

ア

ヒ

上
越
線
は
落
末
、
土
合
か
ら
茂
倉
岳
を
貫
い
て
土
樽
へ
出
る
豫
定
な
の
だ
さ
う
で
「
土
樽
村
で
は
鐵
道
開
通
の
上
は

登
山
、
避
暑
の
根
擦
地
と
し
て
獲
展
す
べ
く
、
今
か
ら
意
氣
込
ん
で
居
る
。
然
し
、
吾
々
は
思
ふ
、
魚
沼
川
奥
の
山
谷

は
今
日
の
儘
で
自
然
美
の
極
致
を
具

へ
て
居
る
、
従
つ
て
此
の
景
致
と
保
存
し
て
行
く
こ
と
ゝ
、
此
の
仙
境
に
ふ
さ
は

○
上
越
境
の
山
旅
　
　
藤
島
、
森

読 三 第 年 六 十 第 岳 山
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行 獲 月 五 年 二 十 正 大

○
皇
海
山
紀
行
　
　
木
暮

し
い
人
の
精
神
を
失
は
漁
様
に
努
め
る
こ
と
こ
れ
が
、
村
人
が
造
化
へ
の
奉
仕
の
第

一
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と

ぅ
か
く

し
て
居
る
間
に
．
其
勝
景
は
自
ら
世
に
喧
樽
さ
れ
て
行
く
乙
と
で
あ
ら

，
ｏ

皇

海

山

紀

行

木

暮

理

太

郎

降
り
が
ち
な
天
候
は
、
十

一
月
に
入
つ
て
も
か
ら
う
と
晴
れ
た
日
は
績
か
な
か
つ
た
ぃ
殊
に
土
曜
か
ら
■
躍

へ
か
け

て
は
よ
く
降
つ
た
。
こ
の
意
地
悪
い
雨
の
篤
め
に
出
鼻
を
挫
か
れ
て
、
出
残
は
も
う
豫
定
よ
う
三
週
間
も
遅
れ
て
仕
舞

つ
た
。
乙
れ
が
若
し
紅
葉
見
物
を
飛
ね
て
の
旅
で
あ
つ
た
な
ら
ば
、
目
的
の

一
年
は
既
に
大
は
れ
た
諄
で
あ
る
が
、
皇

海
山
に
登
る
乙
と
が
主
眼
で
あ
つ
た
か
ら
、
秋
の
旅
と
は
い
へ
紅
葉
の
方
は
ど
う
で
も
よ
か
つ
た
の
で
あ
る
。
唯
餘
う

寒
く
な
つ
て
山
に
雪
が
家
て
は
困
る
と
思
つ
た
。

皇
海
山
と
は

一
艦
何
庭
に
あ
る
山
か
、
名
を
聞
く
の
も
初
め
て
ゞ
あ
る
と
云
ス
人
が
恐
ら
く
多
い
で
あ
ら
う
、
そ
れ

も
其
筈
で
あ
る
。
此
山
な
ど
は
今
更
日
本
ア
／
プ
ス
で
も
あ
る
ま
い
と
い
ふ
旋
毛
裁
が
う
の
連
中
が
、
二
千
米
を
越
え

た
面
白
さ
う
な
山
は
な
い
か
と
、
蚤
取
眼
で
地
国
の
上
を
物
色
し
て
、
此
庭
に
も

一
つ
あ
　
ヽ
つ
た
と
漸
く
探
し
出
さ
れ
る

群
顧
著
で
な
い
山
な
の
で
あ
る
。
自
分
も
陸
地
測
量
部
の
男
性
山
岡
幅
が
出
版
さ
れ
て
、
始
め
ｔ
「
皇
海
山
、
二
千
百

四
十
三
米
五
」
と
い
ふ
こ
と
を
知
つ
た
、
そ
し
て
其
附
近
に
は
二
千
米
を
越
え
た
山
が
無
い
の
を
見
て
、
乙
れ
は
面
白

さ
う
だ
と
喜
ん
だ
、
勿
論
か
く
喜
ん
だ
の
は
自
分

一
人
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
と
想
は
れ
る
。

然
じ
賞
際
展
望
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
此
山
は
か
な
”
順
著
な
も
の
で
あ
る
。
其
営
時
他
の
方
面
は
知
ら
な
か
つ
た
が

南
か
ら
眺
め
る
と
、
上
州
方
面
で
根
利
山
と
線
稗
し
て
ゐ
る
架
裟
丸
山
の
連
脈
の
奥
に
、
左
端
の
稿
低
い
凹
頭
を
突
死

と
控
げ
て
わ
る
の
で
、
雪
の
多
い
季
節
に
は
場
所
に
依
て
は
、時
と
し
て
奥
白
根
と
間
違
へ
ら
れ
る
こ
と
さ
へ
あ
つ
た
。

一一
〇
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東
京
市
内
の
高
い
建
物
や
近
郊
の
高
墓
か
ら
、
此
山
が
望
ま
れ
る
こ
と
は
云
ふ
迄
も
な
い
。
尤
も
そ
れ
が
何
山
で
あ
る

か
は
知
る
を
得
な
か
つ
た
が
、
五
萬
分

一
の
地
形
固
が
刊
行
さ
れ
て
、
皇
海
山
に
相
営
す
る
こ
と
が
剣
然
し
た
の
で
あ

”０
。然

し
古
い
固
書
に
は
皇
海
山
の
名
は
記
載
し
て
な
い
。
正
保
固
に
は
利
根
勢
多
二
郡
及
下
野
と
の
境
に
よ
く
山
と
記

入
し
て
あ
る
。
安
永
三
年
八
月
十
九
日
の
自
序
あ
る
毛
呂
義
郷
の
上
野
國
志
に
は
、
勢
多
郡
根
利
村
の
條
に
、

座
句
山
。
栂
原
な
う
。
此
山
の
嶺
以
南
根
利
に
属
す
。

座
句
澤
。
在
二鷹
砥
澤
・北
隔
ン山
、澤
水
皆
西
流
、注

二片
品
川
↓

利
根
郡
の
山
川
の
部
に
、

さ
く
山
。
な
で
乙
や
山
の
南
下
野
界
に
あ
多
。
下
野
に
て
定
願
房
山
と
い
ふ
。
山
の
南
は
勢
多
郡
に
属
す
。

と
書
い
て
あ
る
。
栂
原
な
う
と
は
ど
う
い
ふ
意
味
か
不
明
で
あ
る
が
、
其
位
置
は
よ
く
分
る
。
即
ち
利
根
勢
多
二
郡
の

界
で
し
か
も
下
野
と
の
國
境
上
に
あ
る
の
で
あ
る
Ю
今
乙
そ
根
利
村
は
赤
城
根
村
の
中
に
含
ま
れ
て
、
利
根
郡
に
編
入

さ
れ
て
ゐ
る
が
、
元
は
北
勢
多
郡
の
村
で
あ
つ
た
　
富
士
見
十
三
州
典
地
企
日
に
は
、
果
し
て
根
利
村

（
本
国
に
は
誤

っ
て
利
根
と
な
つ
て
ゐ
る
）
の
東
北
隅
利
根
郡
に
接
し
て
，
下
野
境
に
サ
ク
山
と
記
入
し
て
あ
る
。
座
句
は
即
ち
サ
ク

で
あ
り
、
其
位
置
か
ら
推
し
て
皇
海
山
に
相
常
す
る
ら
し
く
思
は
れ
る
。
も
し
さ
う
と
す
れ
ば
座
句
澤
と
い
ふ
の
は
、

今
の
不
動
澤
乃
至
栗
原
川
を
指
し
た
も
の
で
、
砿
砥
澤
は
砥
澤
な
る
こ
と
疑
を
容
れ
な
い
。

郡
村
誌
に
接
る
と
更
に
そ
れ
が
性
だ
ｏ
同
書
利
根
郡
不
川
村
の
山
の
部
に
、

算
山
。
勢
多
郡
ニ
テ
之
フ
サ
ク
山
卜
云
。
下
野
上
野
雨
國
二
跨
り
、
高
崚

ニ
ン
テ
高
不
詳
。
村
ノ
東
南

二
響

へ
、

南
邊
根
利
村

二
麗
ス
。
崚

ニ
ン
テ
登
路
ナ
ン
。
樹
木
栂
椴
フ
生
ズ
。
山
脈
南
方
二
施
テ
ハ
下
野
國
足
尾
山
庚
中

山

二
連
り
、
東
方
ハ
日
光
山
二
連
／
。

と
あ
る
の
で
、
サ
ク
山
の
座
句
山
と
同

一
山
な
る
こ
と
も
、
叉
夫
が
皇
海
山
に

一
致
す
る
こ
と
も
、
説
明
を
待
た
ず
し

○
皇
海
山
紀
行
　
　
木
暮
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て
明
で
あ
る
。

夫
か
ら
等
山
だ
が
、
こ
れ
は
郡
村
誌
に
讀
方
が
記
入
し
て
な
い
の
で
ゴ
晋
讀
す
る
の
か
訓
讀
す
る
の
か
剣
然
し
な
い

が
、
普
通
に
は
カ
ウ
ガ
イ
と
訓
讀
す
る
の
が
間
違
の
な
い
所
で
あ
ら
う
と
思
ス
。
郡
村
誌
の
編
纂
さ
れ
た
の
は
、
明
治

十
二
年
十
二
月
で
あ
る
か
ら
、
其
頃
利
根
郡
で
は
カ
ウ
ガ
イ
ヤ
マ
と
か
カ
ウ
ガ
イ
サ
ン
と
か
呼
ん
だ
も
の
で
あ
る
ら
し

い
ｏ
明
治
十

一
年
の
平
川
村
の
書
上
に
は
、
不
幸
に
し
て
此
山
の
記
事
が
な
い
。
が
、
追
員
村
の
書
上
の
水
脈
と
題
す

る
欄
に
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

栗
原
川

ハ
源
フ
皇
開
山
間
二
獲
シ
、
千
屈
萬
山
、
本
村
ノ
西
南
ヲ
流

ン
、
大
楊
村
ト
ノ
地
勢
フ
雨
断
ン
、
経
二
片

品
川
二
注
入
ス
。

又
瀑
布
の
欄
に
、

イ

　
ゴ

　

ハ
ナ

猪
子
鼻
瀧
、
所
在
木
村
字
猪
子
鼻
。
高
三
十
丈
　
開
七
間
。

水
源
、
本
村
正
東
皇
開
山
鳥
帽
子
岳
ノ
中
央
ョ
ソ
螢
ン
、
片
品
川
二
入
″
。

と
い
ふ
記
事
が
あ
る
。
猪
子
鼻
は
猪
の
鼻
と
も
稗
し
、
地
誌
な
ど
に
も
猪
の
鼻
の
瀑
は
、
上
野
第

一
の
瀑
布
で
あ
る
や

う
に
記
載
し
て
あ
る
が
、
大
町
桂
月
氏
の
開
束
の
山
水
を
讀
む
と
、
上
州
の
山
水
の
第
七
節
に

「
土
地
の
名
勝
と
か
さ

出
せ
と
そ
の
筋
よ
り
達
し
の
あ
う
し
時
、
回
覺
は
大
瀑
な
れ
ど
そ
の
名
が
面
白
か
ら
ず
．
猪
の
鼻
の
名
の
方
が
面
白
け

れ
ば
、
猪
の
鼻
の
名
を
園
覺
の
賞
に
か
ぶ
ら
せ
た
る
な
り
」
と
あ
る
や
う
に
、
賞
は
左
程
の
瀑
で
も
な
い
の
で
、
其
上

流
に
あ
る
園
覺
の
瀑
の
方
が
通
に
大
き
い
の
で
あ
る
。
土
地
の
名
勝
を
か
き
出
せ
と
そ
の
筋
か
ら
の
達
し
で
書
き
出
さ

れ
た
の
が
、
城
に
引
用
し
た
記
事
で
、
此
記
事
が
基
に
な
つ
て
多
く
の
地
理
書
に
賞
際
と
相
違
し
た
誤
を
惇

へ
る
や
う

に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
兎
に
角
瀧
の
方
は
記
載
が
不
完
全
で
、
水
源
は
分
つ
て
も
夫
が
何
川
に
在
る
の
か
不
明

で
あ
る
。
け
れ
ど
も
事
責
具
の
猪
の
鼻
の
瀧
は
栗
原
川
に
懸
つ
て
ゐ
る
し
、猪
の
鼻
と
誤
ら
件

へ
ら
れ
た
国
覺
の
瀑
は
、

栗
原
川
の
上
流
不
動
澤
に
懸
る
瀑
で
あ
る
か
ら
、其
水
源
に
在
る
皇
開
山
は
井
山
で
あ
る
こ
と
は
疑
な
き
こ
と
で
あ
る
。
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し
て
見
る
と
明
治
十

一
年
頃
は
、
舞
山
は
皇
開
山
と
も
書
か
れ
た
も
の
と
見
え
る
。
そ
れ
が
皇
海
山
と
な
つ
た
の
は
不

思
議
で
も
何
で
も
な
い
が
、
ス
ヵ
イ
と
呼
ば
れ
る
や
う
に
な
つ
た
の
は
い
つ
頃
か
ら
の
事
で
あ
る
か
知
ら
な
い
が
、
勿

論
最
近
の
事
で
あ
ら
う
と
思
ス
。
皇
海
が
何
か
の
、原

因
で
ス
カ
イ
と
誤
讀
さ
れ
て
其
儘
通
用
す
る
や
う
に
な
つ
た
も
の

か
、
ス
カ
イ
な
る
何
庭
か
の
稀
呼
が
行
は
れ
る
や
う
に
な
つ
て
、
偶
然
カ
イ
と
海
と
が
同
音
で
あ
る
所
か
ら
本
の
漢
字

名
を
存
し
て
之
を
ス
カ
イ
と
呼
ぶ
や
う
に
な
つ
た
の
か
、
想
像
す
れ
ば
限
う
が
な
い
。
座
句
は
無
論
サ
ク
と
讀
め
る
し

カ
ウ
ガ
イ
が
ク
フ
ウ
ガ
イ
と
漢
字
を
あ
て
ら
れ
る
こ
と
な
ど
は
、
地
方
に
は
稀
で
な
い
例
で
あ
る
。

上
野
國
志
に
は
此
山
を
下
野
に
て
定
願
房
山
と
い
ふ
と
あ
る
。
附
近
に
宿
堂
房
山
と
い
ム
の
が
あ
る
か
ら
、
定
願
房

も
あ
う
得
可
き
筈
で
あ
る
が
、
今
も
斯
様
な
稗
呼
が
存
し
て
わ
る
や
否
や
を
知
ら
な
い
（「
開
束
の
山
水
」
の
中
、
野
州

の
山
水
第
二
節
庚
申
山
の
條
に
左
の
記
事
が
あ
る
。

な
ほ
二
三
里
ゆ
け
ば
、
大
嶽
山
あ
り
。
庚
申
山
の
繁
昌
せ
し
頃
、
そ
乙
を
奥
院
と
し
た
る
由
な
る
が
、
今
は
、
ゆ

く
も
の
幾
ん
ど
無
し
と
の
事
也
。
祀
務
所
に
は
、
案
内
す
る
者
な
し
。
乙
は
、
他
日
別
に
導
者
を
や
と
ひ
て
、
さ

ぐ
ら
Ｕ
と
思
ひ
緻
。

こ
の
大
嶽
山
と
い
ふ
名
は
自
分
も
曾
て
聞
い
た
こ
と
が
あ
つ
て
、
庚
申
山
か
ら
西
に
連
る
尾
根
の
最
高
紺
鋸
山
が
夫
で

あ
る
や
う
に
教
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
誤
で
あ
つ
て
、
大
嶽
山
は
皇
海
山
に
外
な
ら
漁
の
で
あ
つ
た
。
皇
海

山
の
絶
頂
三
角
識
の
位
置
か
ら
少
し
東
に
下
る
と
、
高
さ
約
七
尺
幅
五
六
寸
と
思
は
れ
る
黄
鋼
製
ら
し
３
剣
が
建
て
ゝ

あ
つ
て
、
南
面
の
中
央
に
庚
申
二
柱
大
紳
と
朱
で
大
書
し
、
其
下
に

「
奉
納
　
営
山
開
祀
　
木
林
惟

一
」
と
記
し
て
あ

り
、
裏
に
は
明
治
二
十
六
□
七
月
二
十

一
日
参
詣
□
澤
山
若
林
五
十
五
人
と
薬
書
が
し
て
あ
つ
た
の
み
で
、
本
納
の
年

月
日
は
書
い
て
な
か
つ
た
。
餘
事
な
が
ら
こ
の
木
林
惟

一
と
い
ふ
の
は
ど
う
い
ふ
人
で
あ
る
か
と
、
幸
に
合
員
開
口
源

三
氏
が
足
尾
に
居
ら
れ
る
か
ら
、
調
べ
て
貰
つ
た
所
、
東
京
の
庚
申
講
の
先
達
で
あ
つ
て
、
此
人
が
庚
申
山
か
ら
皇
海

山
に
至
る
道
を
開
き
、
そ
乙
を
奥
院
と
し
た
。
庚
申
山
中
に
奥
の
院
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
つ
ま
う
庚
中
山
と
い
ス
一
の

０
皇
海

‘山
紀
有
　
　
大
暮

準
=
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山
に
封
す
る
奥
の
院
の
山
と
い
ふ
意
味
で
あ
る
ら
し
い
ｏ
同
時
に
松
本
澤
か
ら
も
盛
に
登
つ
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
。

庚
中
山
か
ら
の
道
は
、
尾
根
樽
ひ
で
あ
つ
た
か
、
又
は

一
旦
松
本
澤
に
下
り
て
か
ら
登
つ
た
も
の
か
、
松
木
澤
か
ら
の

ヶ

ン

道
と
共
に
今
は
全
く
荒
魔
し
て
不
明
で
あ
る
が
、
尾
根
の
各
峰
に
地
蔵
岳
・薬
師
岳
・白
根
山
・蔵
王
山
・熊
野
岳
・靭
ノ

山
・鋸
山
等
の
名
稀
が
附

し
て
あ
る
か
ら
、或
は
尾
根
を
通
つ
た
も
の
か
も
知
れ
ｎ
。
連
脈
の
最
一尚
黙
は
鋸
山
で
、
上
野

國
境
に
跨
つ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
庚
申
山
よ

い
は
高

い
。
其
虎
か
ら
展
望
し
た
所
で
は
、
尾
根
の
各
峰
の
間
は
Ｖ
字
形
の

窓
を
な
し
て
、
左
右
は
絶
壁
ら
し
い
か
ら
、
峰
頭
を
迪
る
尾
根
樽
ひ
は
ど
う
も
不
可
能
ら
し
く
想
は
れ
た
。
百
米
も
下

を
翔
め
ば
通
れ
ぬ
乙
と
は
あ
る
ま
い
。
兎
に
角
皇
海
山
に
も

一
時
相
常
に
番
山
者
が
あ
つ
た
も
の
で
、
其
時
期
は
明
治

の
初
年
頃
か
ら
二
十
五
年
頃
迄
で
あ
つ
た
ら
し
い
ｏ
幸
か
不
幸
か
此
山
は
、
高
さ
に
於
て
通
に
庚
申
山
を
凌
駕
し
て
ゐ

る
が
、
之
に
匹
敵
す
る
何
等
の
奇
窟
怪
岩
を
も
有
し
な
い
こ
と
が
、
信
仰
の
表

へ
と
共
に
絡
に
登
山
者
を
惹
き
つ
け
緻

最
大
の
源
因
と
な
つ
た
も
の
で
あ
ら
う
ｏ

連
日
の
雨
も
漸
く
上
つ
た
ら
し
い
の
で
、同
行
の
藤
島
君
と
共
に
十

一
月
十
六
日
に
東
武
線
の
浅
草
瞬
を
出
残
し
た
。

桐
生
で
足
尾
線
に
乗
り
換
へ
、
原
向
で
下
車
し
た
の
は
午
後

ｈ
時
近
く
で
あ
つ
た
ｏ
波
良
瀬
川
が
少
し
培
水
し
て
橋
が

流
れ
、
近
道
は
通
れ
な
い
と
の
こ
と
に
本
道
を
歩

い
て
原
に
着
い
た
じ
自
分
等
は
五
萬
分
の
一
足
尾
日
幅
に
、
原
か
ら

根
利
山
に
向
つ
て
鮎
線
の
路
が
記
入
し
て
あ
る
の
で
、
夫
を
迪
つ
て
先
づ
國
境
山
脈
に
攀
ぢ
登
り
、
南
進
し
て
千
九
百

五
十
七
米
の
三
角
識
を
窮
め
、
引
き
返
し
て
其
北
の
一
峰
か
ら
西
に
澤
を
下
り
、
地
国
の
道
に
出
て
砥
澤
に
行
き
、
笙

日
何
庭
か
ら
か
皇
海
山
に
登
ら
う
と
い
ふ
計
蓋
で
あ
つ
た
。
夫
で
原
に
着
く
と
早
速
路
傍
の
人
を
捉
へ
て
は
此
道
の
状

況
を
訊
ね
た
。
結
果
は
例
の
如
く
不
得
要
領
に
絡
つ
た
が
、
若
い
人
達
ほ
有
る
と
言
ふ
た
。
ど
う
せ
明
日
に
な
れ
ば
分

る
こ
と
だ
か
ら
心
配
も
し
な
い
。

原
に
は
宿
屋
が
な
い
の
で
、
五
六
町
北
の
ギ
リ
メ
キ
迄
行
つ
て
越
中
屋
と
い
ス
に
泊
つ
た
。
他
に
も
省
ほ
越
後
屋
、

石
和
屋
と
い
ス
の
が
あ
る
、
軌
れ
も
本
賃
宿
よ
う
少
し
上
等
と
い
ふ
程
度
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
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続 三 第 年 六 十 第 岳 山

砥
澤
か
ら
家
た
と
い
ふ
男
と
同
室
し
た
　
其
話
に
接
る
と
國
境
に
は
切
明
が
あ
つ
て
、
六
林
班
か
ら
竿
日
で
皇
海
ヘ

往
復
さ
れ
る
、
銀
山
越
え
の
上
州
側
に
は
六
林
班
の
鐵
索
運
韓
工
場
が
あ
る
、
今
は
其
庭
の
伐
探
中
で
、
八
林
班
の
方

は
既
に
植
林
済
み
と
な
つ
て
、
人
は
入
つ
て
ゐ
な
い
と
の
こ
と
で
あ
つ
た
，．
思
つ
た
よ
う
業
に
登
れ
さ
う
な
の
で
喜
ん

だ
ｃ
寝
し
な
に
雨
戸
の
隙
間
か
ら
覗
く
と
、
友
色
の
鱗
雲
が
基

一
面
に
測
漫
し
て
い
生
ぬ
る
い
風
が
吹
い
て
木
る
ｃ
あ

つ
へり
面
白
く
な
い
天
氣
だ
。

明
く
る
十
七
日
の
朝
六
時
四
十
分
に
出
獲
し
た
。
塞
は
曇
つ
て
少
し
霞
ん
で
ゐ
る
。
原
す
で
戻
つ
て
尾
根
に
登
る
道

の
入
口
を
尋
ね
、
畑
の
間
を
通
う
扱
け
て
、
山
の
側
面
を
柑
や
急
に
三
百
米
突
も
養
る
と
尾
根
に
出
た
、
七
時
十
分
で

あ
る
。
い
ヽ
道
だ
、
殊
に
尾
根
に
出
て
か
ら
は

一
層
よ
く
、左
右
は
唐
松
の
植
林
で
あ
る
。
需
が
次
第
に
深
く
な
つ
て
、

附
近
の
山
が
ぼ
ぅ
と
遠
退
い
て
来
た
と
思
ふ
と
雨
が
ボ
ッ
ノ
ヽ
落
ち
て
来
た
。
八
時
十
分
に
は
千
三
百
二
十
六
米
の
三

角
鮎
の
下
に
着
い
た
。
此
あ
た
う
は
尾
根
が
廣
く
不
で
高
原
状
を
呈
し
、
植
林
の
道
が
縦
横
に
通
じ
て
ゐ
る
。
三
角
鮎

へ
は
行
か
ず
に
右
に
少
し
下
り
て
ま
た
登
る
と
小
屋
が
あ
っ
た
。
す
ぐ
側
を
水
が
流
れ
て
ゐ
る
。
も
う
此
附
近
か
ら
木

の
葉
は
皆
落
ち
て
ゐ
た
。
小
屋
で
二
十
分
程
休
ん
で
八
時
年
に
出
螢
す
る
。
暫
く
登
つ
て
尾
根
に
出
る
と
右
の
方
に
も

道
が
通
じ
て
ゐ
る
。
何
氣
な
く
そ
れ
を
迪
つ
て
行
く
と
、
次
第
に
右
に
迂
廻
し
て
少
し
づ
ゝ
で
は
あ
る
が
次
第
に
下
つ

て
行
く
。
右
手
の
谷
間
に
は
人
家
が
現
は
れ
た
。
小
瀧
や
銀
山
不
で
あ
る
ら
し
い
ｏ
八
九
町
も
逆
戻
う
す
る
の
は
臆
割

で
あ
る
か
ら
、
左
手
の
水
の
流
れ
る
窪
を
禅
ん
で
、
二
丈
近
く
伸
び
た
唐
松
林
の
中
ヒ
尾
根
の
方
へ
と
登
つ
た
。
こ
の

登
う
は
邪
魔
が
多

い
の
で
困
難
で
あ
つ
た
ｏ
登
ウ
着
い
た
所
は
千
四
百
四
十
九
米
の
附
近
で
あ
つ
た
や
う
で
あ
る
。
此

虎
か
ら
は
道
幅
が
盆
度
く
な
つ
て
九
尺
位
も
あ
つ
た
や
う
に
思
ふ
。
或
は
防
火
線
を
飛
ね
て
ゐ
る
の
か
も
知
れ
ｎ
。
少

し
下
る
と
今
度
は
兵
直
ぐ
な
長
い
登
う
が
績
い
て
、
五

一
、
五
二
林
班
と
記
し
た
杭
の
あ
る
所
で
、
幅
の
廣
い
道
は
経

つ
て
、
其
庭
か
ら
左
に
幽
か
な
小
征
が
通
じ
て
ゐ
る
。
二
三
尺
も
あ
る
枯
薄
や
小
笹
の
中
を
押
分
け
登
つ
て
、
千
五
百

九
十
三
米
の
三
角
駄
に
達
し
た
の
は
十
時
で
あ
つ
た
。

○
皇
海
山
紀
行
　
　
木
暮
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○
墨
海
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行
　
　
木
暮

雨
は
漸
く
滋
く
霧
さ
へ
加
は
つ
て
全
く
眺
望
を
遮
断
し
て
し
ま
つ
た
。
十
五
分
許
休
ん
で
出
稜
ｏ
左
側
を
楊
み
廻
つ

て
一
高
所
を
鍮
え
る
、
雑
木
が
繁
つ
て
笹
の
深
い
所
が
あ
つ
た
。
間
も
な
く
唐
松
の
林
中
で
ふ
っ
つ
う
道
は
絶
え
て
、如

何
し
て
も
績
き
が
分
ら
な
い
ｏ
千
六
百
八
十
米
の
日
を
有
す
る
山
の
南
側
で
あ
る
乙
と
は
性
だ
′
雨
が
張
く
降
り
出
し

て
来
た
。
十
二
時
近
い
の
で
圭
二飯
を
ず
ま
し
、
少
し
下
う
過
ぎ
た
や
う
に
思
つ
た
の
で
、
下
草
の
枯
れ
た
林
の
中
を
濡

れ
な
が
ら
登
つ
て
頂
上
の
笹
原
に
出
た
。
そ
こ
は
廣
い
上
に
笹
が
深
い
の
で
容
易
に
路
が
見
営
ら
な
い
ｏ
二
人
で
三
十

分
も
か
ゝ
つ
て
漸
く
そ
れ
ら
し
い
ち
の
を
探
し
あ
て
る
。
下
つ
て
復
登
り
、　
一
小
隆
起
を
超
え
て
、
小
高
い
山
の
右
側

を
廻
う
、　
一
寸
し
た
鞍
部
に
出
る
。
此
庭
ま
で
は
兎
に
角
地
国
の
識
線
の
道
と
ほ
ゞ
一
致
し
た
庭
を
辿
つ
て
家
た
に
相

違
な
い
と
思
ふ
。
地
国
で
は
此
庭
か
ら
道
が
尾
根
の
具
上
を
通
じ
て
ゐ
る
。
そ
れ
で
自
分
等
も
其
道
を
探
し
た
が
剣
然

し
な
か
つ
た
。
其
上
右
の
方
に
は
尾
根
の
北
側
ケ
廻
つ
て
、
今
迄
と
大
差
な
い
路
跡
が
つ
い
て
ゐ
る
。
尤
も
樺
や
笹
が

可
な
う
生
へ
て
ゐ
る
の
で
歩
行
を
妨
げ
ら
れ
る
が
、
藪
の
中
よ
う
は
づ
っ
と
楽
で
あ
る
ｏ

し
か
も
幾
ん
ど
等
高
線
に
滑

ふ
た
路
で
、極
め
て
緩
徐
な
登
う
で
あ
る
か
ら
、歩

い
て
ゐ
て
も
そ
れ
と
認
め
ら
れ
な
い
程
で
あ
る
。
始
は
此
道
も
地
固

に
表
は
せ
な
い
程
度
に
右
に
廻
つ
て
か
ら
、
尾
根
に
出
る
も
の
と
思
つ
て
ゐ
た
が
、
行
け
ど
も
ノ
ヽ
同
じ
や
う
薇
路
の

連
績
で
、
唯
悪
い
こ
と
に
は
笹
が
追
々
に
ひ
ど
く
な
つ
て
来
る
。
是
に
至
て
地
国
の
道
と
は
全
然
違
つ
て
ゐ
る
こ
と
を

確
め
た
も
の
ゝ
、
も
う
其
儘
前
進
す
る
よ
う
外
に
仕
方
が
な
い
。
と
か
く
し
て
路
は
岩
石
の
露
出
し
た
可
な
り
の
水
量

あ
る
澤
に
突
き
営
つ
て
全
く
絶
え
て
し
ま
つ
た
。
あ
た
う
に
木
を
伐
つ
た
痕
が
あ
る
、澤
を
横
切
つ
て
向
ふ
岸
に
移
う
、

少
し
行
く
と
叉
小
澤
が
あ
る
。
夫
を
過
ぎ
て
か
ら
山
の
ひ
ら
を
左
斜
に
登
ら
う
と
試
み
た
が
、
笹
が
深
い
の
で
歩
け
な

い
。
そ
れ
で
澤
を
上
る
こ
と
に
決
め
て
、
引
返
し
て
小
澤
を
登
う
始
め
た
。
百
五
十
米
も
登
つ
た
ら
う
と
思
ふ
頃
。
澤

が
蓋
き
て
一
の
尾
根
に
出
た
。
自
分
等
は
此
時
根
利
山
の
最
高
黙
を
窮
め
る
こ
と
は
断
念
し
て
、
園
境
の
尾
根
へ
出
た

な
ら
ば
銀
山
越
の
道
に
下
っ
て
砥
澤
へ
行
か
う
と
相
談

一
決
し
た
の
で
、
此
尾
根
を
國
境
山
脈
と
想
像
し
て
、
右
の
方

へ
下
う
は
じ
め
た
。
然
る
に
餘
り
下
り
方
が
激
し
い
の
で
疑
は
し
く
な
り
、
兎
に
角
も
う
少
し
高
い
方
へ
登
つ
て
見
る

二
六
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乙
と
に
し
て
、
可
な
う
急
峻
な
斜
面
を
百
米
突
も
登
る
と
頂
上
ら
し
い
所
に
出
た
。
潮
の
や
う
に
さ
し
ひ
さ
す
る
霧
の

絶
間
か
ら
眺
め
る
と
、
左
の
方
に
尾
根
ら
し
い
も
の
が
績
い
て
ゐ
る
。
乙
れ
乙
そ
國
境
山
脈
に
相
違
あ
る
ま
い
と
断
定

し
て
、
右
即
ち
北
に
向
つ
て
尾
根
上
を
迪
う
出
し
た
。
何
し
ろ
二
人
と
も
磁
石
を
持
つ
て
ゐ
な
か
つ
た
の
で
、
薩
張
方

角
は
分
ら
ず
、
今
迄
の
道
筋
を
頭
の
中
に
描
い
て
、
そ
れ
に
依
つ
て
方
向
を
剣
断
す
る
よ
り
外
に
方
法
は
な
か
つ
た
。

最
早
暮
れ
る
に
間
も
あ
る
ま
い
と
思
ス
が
、
時
計
を
出
し
て
見
る
間
も
惜
し
く
足
に
任
せ
て
急
い
だ
。
尾
根
の
上
は
黒

木
が
繁
つ
て
ゐ
る
の
で
笹
が
少
な
く
、
大
に
歩
き
よ
か
つ
た
。
或
場
所
で
は
明
瞭
に
路
が
認
め
ら
れ
、
又
或
場
所
で
は

焚
人
の
跡
な
ど
も
あ
つ
た
。
峠
の
道
も
さ
し
て
遠
く
は
な
い
筈
と
急
ぎ
に
急
い
だ
が
、

一
時
間
以
上
歩
い
て
も
ま
だ
そ

れ
ら
し
き
も
の
に
ぶ
つ
か
ら
な
い
ｏ
足
元
は
次
第
に
晴
く
な
つ
て
た
ど
ノ
ヽ
し
く
な
つ
て
来
た
。
先
へ
行
つ
た
藤
島
君

が
明
る
い
所

へ
出
ま
し
た
と
い
ふ
の自
分
等
は
突
然
暗
い
黒
木
立
の
中
か
ら
明
る
み
へ
拠
ら
出
さ
れ
た
や
う
に
感
じ
た
、

本
を
伐
う
排
つ
た
跡
で
あ
る
。
日
営
う
が
よ
い
の
で
笹
が
人
丈
よ
り
高
く
延
び
て
ゐ
る
。
の
み
な
ら
ず
其
中
に
は
枯
枝

が
縦
横
に
交
錯
し
て
ゐ
る
の
で
、
明
る
く
な
つ
て
助
か
つ
た
と
思
つ
た
の
も
束
の
間
、
歩
行
は
以
前
よ
う
も
逸
に
困
難

と
な
つ
た
。
其
代
う
に
下
う

一
方
で
あ
る
、
乙
ゝ
は
笹
が
深
く
燃
料
も
豊
富
で
あ
る
か
ら
、
水
は
な
い
が
、
携
帯
の
食

料
で

一
夜
を
明
す
に
は
相
営
の
場
所
で
あ
つ
た
。
然
し
峠
も
近
い
事
と
信
じ
て
ゐ
た
の
で
、
筒
ほ
も
下
り
を
績
け
て
終

に
鞍
部
に
達
し
た
。

・け
れ
ど
も
峠
の
道
は
な
い
。
よ
し
あ
つ
て
も
晴
く
て
探
し
出
す
の
は
む
づ
か
し
い
。
午
後
三
時
頃

か
ら
小
歌
と
な
つ
て
ゐ
た
雨
が
ま
た
降
う
出
し
て
、
風
さ
へ
も
加
つ
て
家
た
。
五
時
年
頃
で
あ
る
。
前
方
右
手
の
谷
間

に
火
の
光
が
明
る
く
雨
や
霧
に
滲
ん
で
見
え
る
。
大
方
銀
山
越
え
の
途
中
に
あ
る
と
い
ス
Ь
助
小
屋
か
、
さ
も
な
く
ば

鐵
索
運
韓
の
番
小
屋
で
あ
ら
う
と
思
ふ
、
遠
く
も
な
い
や
う
で
あ
る
が
、
到
底
其
庭
ま
で
は
行
か
れ
な
い
。

一
層
の
乙

と
今
夜
は
こ
の
ま
ゝ
夜
明
し
を
し
や
う
で
は
な
い
か
ル
無
造
作
に
話
が
纏
つ
て
、
右
手
の
落
葉
松
を
植
林
し
た
斜
面
を

少
し
下
り
、
下
草
の
多
さ
う
な
庭

へ
寄
う
懸
る
や
う
に
腰
を
据
て
、
藤
島
君
は
防
水
マ
ン
ト
を
被
多
、
自
分
は
木
の
幹

や
枝
で
ば
う
ん
ヽ
に
裂
け
た
蝙
蝠
傘
を
妨
し
て
、
全
く
徹
夜
の
準
備
が
出
来
た
。
あ
と
は
夜
の
明
け
る
の
を
待
つ
許
り

○
皇
海
山
紀
行
　
　
木
暮

琥 三 第 年 六 十 第 岳 山
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暮

だ
。
そ
の
夜
明
け
迄
の
長
さ
。

と
う
ノ
ヽ
長
い
夜
も
明
け
た
。
見
る
と
妙
な
場
所
に
陣
取
つ
て
ゐ
た
も
の
だ
、
今

一
間
も
下
る
と
二
人
業
に
寝
ら
れ

る
い
ヽ
手
が
あ
つ
た
の
に
。
足
元
の
明
る
く
な
る
と
同
時
に
歩
き
出
し
た
が
、
気
候
も
温
く
下
着
も
充
分
に
着
て
は
わ

た
も
の
ゝ
、
十

一
月
の
雨
中
に

一
夜
を
立
ち
蓋
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
性
が
ぎ
ご
ち
な
く
手
足
が
敏
活
に
動
か
緻
。
尾

根
は
登
う
と
な
つ
て
深
い
笹
が
足
に
絡
哉
り
、
横
か
ら
突
風
に
襲
は
れ
る
と
、
二
人
と
も
動
玉
す
れ
ば
吹
き
倒
さ
れ
さ

う
で
容
易
に
足
が
進
ま
な
い
、
そ
れ
で
風
下
の
右
手
の
谷
へ
下
り
て
、
昨
夜
火
光
の
見
え
た
方
向
へ
迪
う
行
く
こ
と
に

し
、
そ
ろ
ノ
ヽ
斜
面
を
下
つ
た
。
午
前
八
時
で
あ
る
。
間
も
な
く
小
さ
い
澤
に
出
て
夫
を
下
る′
と
、
鞍
部
か
ら
四
十
分

を
費
し
て
本
流
と
の
合
流
肺
に
達
し
た
。
本
流
の
傾
斜
は
か
な
う
急
で
、
時
折
瀑
布
に
近
い
急
滞
を
な
し
て
、
険
悪
の

相
を
見
す
る
こ
と
も
あ
つ
た
が
、
瀑
と
稗
す
可
き
も
の
は
な
か
つ
た
。
唯
砂
防
工
事
を
施
し
た
場
所
が
ニ
ケ
所
あ
つ
て

こ
れ
が
瀧
を
な
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
を
下
る
の
が
困
難
で
あ
つ
た
、
殊
に
下
の
方
の
も
の
は
二
間
が
取
れ
た
。
幾
同
と
な

く
徒
渉
し
た
が
、
水
は
不
思
議
に
冷
く
な
い
。
後
に
聞
く
と
こ
れ
は
赤
岩
澤
と
い
ス
の
だ
さ
う
で
、
其
名
の
如
く
靖
色

の
崩
岩
が
河
原
に
ご
ろ
／
ヽ
し
て
ゐ
た
。
二
時
間
近
く
下
る
と
左
岸
の
山
腹
に
道
ら
し
き
も
の
が
見
え
、
暫
く
し
て
河

を
横
断
し
て
寛
の
懸
る
の
を
見
た
。
其
庭
か
ら
右
岸
の

一
寸
し
た
坂
を
上
る
と
忽
ち
眼
前
に
人
家
が
現
れ
た
。
折
よ
く

人
が
末
た
の
で
此
庭
は
何
虎
で
し
や
う
と
聞
く
と
。
砥
澤
だ
と
答
へ
た
の
で

‐、
銀
山
手
方
面
に
の
み
下
り
居
る
こ
と
ヽ

信
じ
て
ゐ
た
自
分
等
は
開
い
た
日
が
塞
ら
ぬ
程
に
驚
い
た
と
同
時
に
、
不
用
意
に
目
的
地
の
砥
澤
へ
出
ら
れ
た
の
を
喜

ん
だ
。

後
に
考

へ
る
と
自
分
等
は
、
地
国
の
小
征
に
従
つ
て
千
六
百
八
十
米
の
圏
を
有
す
る
峰
の
右
側
を
辻
廻
し
，
鞍
部
に

出
る
と
其
小
径
μ
不
明
と
な
つ
て
、
別
に
古
い
路
跡
が
殆
ん
ど
等
高
線
に
滑
ス
て
、
尾
根
の
有
側
を
絡
ん
で
ゐ
た
の
で

夫
に
紛
れ
込
み
、
図
境
か
ら
螢
源
し
て
ゐ
る
最
初
の
澤
を
渡
り
、
小
澤
に
滑
ふ
て
其
北
の
尾
根
に
上
り
、
左
に
西
南
の

方
向
を
取
つ
て
、
地
国
の
小
征
の
直
ぐ
北
に
在
る
千
九
百
二
十
米
の
圏
猪
有
す
る
峯
の
頂
上
附
近
に
達
し
、
其
時
左
に

二
〈
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見
え
た
も
の
は
即
ち
小
征
の
在
る
尾
根
で
ぁ
っ
た
の
を
、
袈
裟
丸
山
に
績
く
國
境
尾
根
と
誤
う
、
右
に
國
境
尾
根
を
南

進
し
た
の
と
、
反
て
北
に
向
つ
て
進
七
だ
も
の
と
信
じ
、
千
九
百
五
十
七
米
の
三
角
織
あ
る
直
ぐ
北
の
峯
か
ら
、
兵
西

に
向
つ
て
枝
尾
根
を
下
う
な
が
ら
矢
張
り
具
直
ぐ
に
進
ん
で
ゐ
る
と
思
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
上
州
側
の
此
邊
は
八
林
班

で
あ
る
か
ら
既
に
伐
探
が
済
ん
で
、
植
林
も
維
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
北
風
に
し
て
は
温
い
と
思
つ
た
の
も
道
理
、
責

は
南
風
で
あ
つ
た
の
だ
。
二
度
も
殆
ん
ど
直
角
に
曲
つ
て
居
う
な
が
ら
、
少
し
も
氣
付
か
ず
直
線
に
進
行
し
て
ゐ
る
も

の
と
信
じ
て
ゐ
る
こ
と
な
ど
は
、
中単
に
地
岡
上
で
剣
断
し
て
は
、
列
底
了
解
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

砥
澤
に
は
宿
屋
は
な
い
が
、
飯
場
を
し
て
ゐ
る
吉
田
留
吉
と
い
ス
人
の
家
で
泊
め
て
呉
れ
る
と
の
乙
と
に
、
そ
乙
を

尋
ね
て

一
泊
を
頼
Ｕ
と
快
く
應
じ
て
呉
れ
た
。
座
敷
に
通
る
と
火
鉢
や
矩
撻
に
火
を
山
の
や
ら
に
入
れ
て
貰
つ
て
、
濡

れ
た
物
を
乾
し
に
か
ゝ
つ
た
。
身
に
着
い
て
ゐ
た
も
の
で
滞
れ
て
わ
な
い
も
の
は

一
つ
も
な
か
つ
た
ｏ
風
呂
に
入
つ
て

ド
テ
ラ
に
着
換
へ
、
矩
撻
に
寝
乙
ろ
ん
で
や
つ
と
人
心
地
が
っ
い
た
。
二
人
と
も
著
し
く
食
慾
が
減
退
し
て
ゐ
る
の
に

氣
が
付
く
。
昨
夜
ビ
ス
ケ
ツ
ト
を
少
‐ン喫
べ
た
ま
ゝ
ヽ
晩
も
朝
も
食
は
ず
ｌ
其
上
も
う
書
を
過
ぎ
て
ゐ
る
、
夫
に
も
拘

ら
ず
膳
に
向
つ
て
箸
を
取
る
と
、
汁
の
外
は
喉
を
通
ら
緻
ｏ
止
む
な
く
生
卵
を
三
許
♭
飲
ん
で
三
食
に
代
へ
た
。
餘
程

職
に
憂
調
ケ
一末
し
た
も
の
と
見
え
る
。
こ
れ
で
山
登
ク
が
出
来
る
か
と
心
配
に
な
つ
た
。
藤
島
君
は
若
い
だ
け
に
元
氣

が
よ
く
、
一
二
杯
は
平
げ
た
や
う
で
あ
つ
た

。

三
時
頃
に
な
つ
て
西
の
本
が
明
る
く
な
つ
た
と
思
ふ
と
、
青
塞
が
現
れ
て
日
が
さ
し
て
来
た
ｏ
閑
を
見
て
帳
場
に
行

き
、
主
人
に
皇
海
山
の
こ
と
を
き
い
た
ｏ
よ
く
は
知
ら
漁
が
此
の
先
の
不
動
澤
か
ら
登
れ
る
さ
う
だ
と
の
こ
と
で
、
伐

探
が
入
つ
て
ゐ
る
か
ら
路
が
あ
る
か
も
知
れ

，
と
附
け
足
し
た
。
何
に
し
て
も
登
れ
る
こ
と
は
確
だ
。
夫
で
乾
し
物
に

会
力
を
注
い
だ
が
、
笠
朝
に
な
つ
て
も
全
部
乾
燥
し
な
か
つ
た
。

十
九
日
の
朝
も
依
然
と
し
て
食
慾
が
な
い
、
辛
く
も

一
椀
を
手
げ
、
ま
た
千
し
物
に
手
間
取
つ
て
出
螢
し
た
の
は
午

前
八
時
五
十
分
で
あ
つ
た
。
家
の
前
を
少
し
西
に
行
き
、
右
に
折
れ
て
砥
澤
を
渡
う
、
坂
と
登
多
切
る
と
尾
根
の
上
の

Ｏ
皇
海
山
紀
行
　
　
木
暮
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行 稜 月 五 年 二 十 正 大

○
皇
海
山
紀
行
　
　
木
暮

三
〇

少
し
不
な
所
に
出
る
、
東
北
に
黒
木
の
繁
つ
た
皇
海
山
の
姿
が
初
め
て
近
く
望
ま
れ
た
。

エ

ン

マ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‐

延
間
峠
の
方
へ
は

一
條
の
後

と
共
に
鐵
索
が
通
じ
て
わ
る
、
其
方
面
の
山
は
恭
く
伐
多
排
は
れ
て
、
今
不
動
澤
が
正
に
伐
木
の
最
中
で
あ
る
。
下
り

は
可
な
り
急
で
あ
っ
た
。
九
時
五
十
分
不
動
澤
着
υ
澤
の
雨
岸
に
は
年
永
久
的
の
小
屋
が
散
在
し
て
ゐ
る
（）
小
屋
の
前

で
働
い
て
ゐ
た
老
人
に
ま
た
皇
海
の
こ
と
を
聞
い
て
見
た
。
其
話
に
擦
る
と
、
皇
海
山
の
画
の
鞍
部
か
ら
頂
上
へ
か
け

て
切
明
け
が
あ
る
、そ
し
て
平
瀧
か
ら
其
鞍
部
へ
の
道
と
通
じ
て
ゐ
る
か
ら
、其
庭
へ
出
て
登
れ
ば
業
で
あ
る
。
サ
だ
登

つ
て
は
見
ｎ
が
頂
上
に
は
翻
が
奉
納
し
て
あ
る
と
聞
い
た
と
数
へ
て
呉
れ
た
。
地
国
と
封
照
し
て
賞
際
の
地
形
ヒ
脱
る

と
ｔ
皇
海
山
の
西
方
か
ら
獲
源
す
る
不
動
澤
の
左
股
を
遡
る
の
が
楽
で
も
あ
り
、
ユ
都
合
も
よ
い
や
う
に
想
は
れ
る
の

で
、
夫
を
登
る
こ
と
に
し
て
澤
を
渡
う
、
道
に
滑
ふ
て
最
奥
の
小
屋
ま
で
行
き
、
右
に
折
れ
て
林
中
を
進
む
と
左
か
ら

家
る
可
な
う
の
澤
に
出
た
。
十
時
年
で
あ
る
。
右
下
に
も
可
な
う
の
澤
が
流
れ
て
わ
る
、
そ
れ
は
右
股
で
こ
れ
が
左
股

に
相
違
な
い
と
断
定
し
て
、
十
分
許
り
休
ん
で
か
ら
澤
を
登
ウ
初
め
た
。
割
合
に
歩
き
よ
い
澤
だ
。
十
分
も
進
む
と
河

床
は
、
縦
横
に
裂
目
が
入
つ
て
柱
状
を
呈
し
て
ゐ
る
玄
武
岩
ら
し
き

一
枚
岩
と
な
つ
て
，
其
上
を
水
が
潟
下
す
る
様
が

稿
奇
槻
で
あ
つ
た
。
十
時
五
十
五
分
、
左
か
ら
澤
が
家
た
ｏ
十

一
時
二
十
分
、
又
左
か
ら
小
さ
な
澤
が
合
し
た
。
振
り

返
る
と
谷
の
基
に
遠
く
金
字
形
の
峯
頭
が
浮
ん
で
ゐ
る
、
何
山
で
あ
る
か
其
時
は
剣
然
し
な
か
つ
た
が
、
四
阿
山
の
頂

上
で
あ
る
こ
と
を
後
に
知
つ
た
。
暫
く
し
て
二
丈
許
の
瀑
が
あ
り
「
右
か
ら
小
澤
が
合
し
て
ゐ
る
。
瀑
の
左
側
を
か
ら

み
、
苦
も
な
く
之
を
越
え
る
と
又
三
丈
許
の
瀧
が
あ
つ
た
。
そ
れ
を
上
つ
て
一
町
も
行
く
と
、
叉
左
に
一
澤
を
分
つ
て

ゐ
る
。
其
庭
か
ら
三
町
程
進
む
と
流
は
叢
き
さ
う
に
な
つ
て
、
ち

ヽ
ょ
ろ
ノ
ヽ
水
が
岩
間
に
湛
え
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。

そ
乙
で
蓋
飯
に
し
た
。
谷
の
眺
望
が
少
し
開
け
て
、
雁
坂
か
ら
金
峰．
に
至
る
秩
父
山
塊
、
湊
間
山
、
其
前
に
矢
筈
山
、

其
右
に
四
阿
山
な
ど
が
見
え
た
。
塞
が
急
に
曇
つ
て
西
北
の
風
が
強
く
吹
き
出
し
た
と
思
ふ
と
、
要
が
降
う
間
ヽ
な
く

雪
が
ち
ら
つ
い
て
き
た
。
動
か
ず
に
ゐ
る
と
手
足
が
か
ぢ
か
む
程
寒
い
。
幸
に
雲
は
幾
程
も
な
く
霧
れ
た
。

水
の
無
い
谷
は
い
つ
の
間
に
か
山
ひ
ら
に
髪
つ
て
ゐ
た
。
下
生
へ
が
な
い
の
で
歩
３
よ
い
、
黒
木
の
林
中
は
秩
父
あ
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ホ
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た
う
と
よ
く
似
て
ゐ
る
。
し
か
し
尾
根
の
頂
上
近
く
に
は
大

分
倒
木
が
あ
つ
た
。
其
中
を
潜
ら
抜
け
て
皇
海
山
両
方
の
鞍

部
に
辿
う
着
い
た
の
が
午
後
十
二
時
四
十
分
で
あ
る
。
限
と

違
　
基
げ
る
と
奥
白
根
の
雪
に
輝
く
ド
ー
ム
が
正
面
に
響
え
、
左

減却
　
に
錫
と
笠
の
二
山
、
右
に
山
王
帽
子
．
太
郎
、
具
名
子
、
男

抽

艦
の
諸
山
が
控
へ
、
笠
と
三
ケ
峯
と
の
間
に
は
隧
岳
の
双
光

嘲
　
が
天
を
劃
し
て
ゐ
る
。
果
し
て
不
瀧
か
ら
の
道
は
此
鞍
部
ヘ

輛

上
つ
て
、
更
に
東
方
へ
延
び
て
ゐ
る
。
此
道
を
迪
つ
て
行
け

躍

ば
皇
海
山
の
北
面
に
そ
ゝ
り
立
つ
懸
崖
の
下
に
出
ら
れ
さ
う

凱

で
あ
つ
た
が
、
時
間
が
惜
し
い
の
で
自
分
等
は
行
っ
て
見
な

細

か
つ
た
。

罐
　
　
切
明
け
は
幅
九
尺
以
上
も
あ
つ
て
、
鞍
部
か
ら
皇
海
山
の

藤
　
西
峯

ヘ
ニ
直
線
に
績
い
て
ゐ
る
。
急
傾
斜
の
上
に
霜
柱
が
須

鴎

れ
て
滑
る
篤
に
ゝ
邪
魔
は
な
い
が
矢
張
う
時
間
は
か
ヽ
る
。

朗

僅
に
三
百
米
足
ら
ず
の
登
う
に
五
十
五
分
を
費
し
、
一
時
三

膨

十
五
分
皇
海
山
の
西
峯
に
達
し
た
。
西
峯
と
は
い
ふ
も
の
ゝ

正
し
く
は
頂
上
西
端
の
一
隆
起
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
黒

木
が
繁
つ
て
ゐ
る
の
で
眺
望
は
な
い
。
切
明
け
は
頂
上
直
下

で
終
つ
て
、
夫
か
ら
は
踏
哉
れ
た
路
跡
が
あ
る
。
東
に
向
つ

て
少
し
下
つ
た
か
と
思
ふ
と
曖
た
上
う
と
な
つ
て
、
二
時
絶

三
一
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○
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海
山
紀
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木
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三
二

頂
の
三
角
黙
に
着
い
た
。
此
間
に
一
隆
起
が
あ
つ
た
や
う
に
思
ス
が
、
遠
望
に
は
目
立
た
漁
や
う
で
あ
る
。
三
角
監
の

ト

ン
ピ
イ

ハ

附
近
は
木
を
伐
う
排
つ
て
あ
る
の
で
、
四
方
の
開
裕
な
る
眺
望
が
得
ら
れ
る
。
南
を
望
む
と
鋸
山
か
ら
鳶
岩
ヒ
連
ｎ
る

す
山
脈
が
近
く
脚
下
に
横
は
う
、
鳶
岩
の
右
の
肩
に
は
銀
山
越
の
頂
上
に
あ
る
鐵
索
の
小
屋
ま
で
見
え
て
わ
る
。
次
で

根
利
山
績
き
袈
裟
丸
山
の
連
脈
が
四
つ
の
峯
頭
を
控
げ
、
千
九
百
五
十
七
米
の
三
角
鮎
の
格
ま
で
肉
限
に
映
ず
る
。
其

右
に
は
赤
城
の
黒
檜
山
が
鈍

い
が
著
し
く
ョ
に
立
つ
金
字
形
に
篠
え
、
右
に
曳
い
た
斜
線
の
上
に
鈴
ケ
岳
が
ぼ
つ
ん
と

鮫
の
歯
ヒ
た
て
る
。
赤
城
と
根
利
山
と
の
間
に
は
、
小
川
山
か
ら
大
洞
山
に
至
る
秩
父
の
主
山
脈
が
、
大
海
の
は
て
の

蒼
波
か
と
怪
し
ま
れ
、
里
（檎
の
上
に
は
白
峯
三
山
、
赤
石
、
悪
澤
等
南
ア
″
プ
ス
の
大
立
物
が
逸
に
雪
の
姿
を
輝
し
、

黒
檜
と
鈴
ケ
岳
と
の
間
に
朝
典
、
駒
、
鋸
の
諸
山
が
押
し
獣
つ
て
擦
へ
て
ゐ
る
。
西
か
ら
西
北
へ
か
け
て
榛
名
、妙
義
、

満
間
。
矢
筈

（浅
間
階
）、
四
阿
の
諸
山
は
鮮
か
で
あ
る
が
、
四
阿
山
か
ら
右
は
嵐
模
様
の
雲
が
立
ち
騒
い
で
、
近
い
武

奪
山
も
前
武
奪
の
外
は
、
頂
上
が
隠
れ
て
ゐ
る
。
魃
岳
は
既
に
雲
中
に
没
し
て
し
ま
つ
た
が
、
三
ケ
峯
、笠
、錫
の
諸
峯

及
日
光
火
山
群
や
、
渡
良
瀬
川
封
岸
の
夕
日
ケ
岳
．
地
蔵
岳
、
横
根
山
な
ど
は
、
雲
間
を
洩
る
西
日
を
浴
び
て
牛
面
が

明
か
に
見
渡
さ
れ
た
　
奥
自
根
は
可
な
り
雲
が
自
く
、峯
頭
を
掠
め
て
雲
が
去
末
す
る
毎
に
、研
ぎ
澄
し
た
鏡
の
や
う
に

光
る
雪
面
が
曇
つ
た
り
輝
い
た
り
す
る
。
庚
申
山
の
如
き
は
所
謂
俯
し
て
其
髯
を
と
る
可
じ
と
い
ふ
形
だ
。
庚
申
講
の

先
進
が
此
山
を
開
い
て
奥
院
と
し
た
諄
が
成
程
と
肯
か
れ
る
。
脚
の
下
か
ら
北
に
走
る
國
境
山
脈
は
、
三
俣
山

（
千
九

百
八
十
米
、
上
州
方
面
の
構
呼
で
あ
る
、
支
脈
東
に
延
び
て
黒
檎
岳
、
祗
山
等
を
起
し
、
中
藤
寺
湖
の
南
を
限
る
。
）で

も
宿
堂
房
山
で
も
、
里
（木
の
繁
つ
て
ゐ
る
の
は
よ
い
と
し
て
も
、
其
間
は

一
面
の
笹
で
あ
る
に
は
驚
い
た
。
秩
父
の
雲

取
山
か
ら
金
峰
山
に
行
く
位
の
積
り
で
、
袈
裟
丸
山
か
ら
奥
白
根
ま
で
維
走
し
て
見
や
う
か
と
も
思
つ
て
ゐ
た
が
、
こ

の
笹
で
す
つ
か
り
僻
易
し
て
し
ま
っ
た
。

二
時
年
に
三
角
黙
を
辞
し
て
、
少
し
東
に
下
る
と
例
の
剣
が
建
て
ヽ
あ
る
。
國
境
は
夫
よ
う
も
更
に
東
寄
う
で
、
東

北
に
向
つ
た
切
明
け
の
跡
は
密
生
し
た
若
木
に
閉
さ
れ
、
殆
ん
ど
足
の
階
み
入
れ
や
う
も
な
い
。
南
に
向
ふ
も
の
は
陳

(225)
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ら
な
笹
の
中
を
下
る
の
で
、
甚
し
く
邪
魔
さ
れ
る
や
う
な
乙
と
は
な
か
つ
た
。
下
う
切
る
と
稿
深
い
笹
を
分
け
て
二
つ

の
隆
起
を
除
え
た
。
三
時
三
十
五
分
で
あ
る
。
二
つ
目
の
隆
起
に
は
、
字
ク
ハ
ノ
キ
手
の
標
本
が
あ
つ
た
〕
食
慾
減
退

の
崇
り
が
そ
ろ
ノ
ヽ
現
れ
て
来
た
や
う
だ
。
前
に
高
く
屹
立
し
た
鋸
山
の
最
高
騰

へ
は
登
ら
ず

に
済
む
か
と
思
つ
た

が
、
ど
う
も
登
ら
ず
に
は
通
れ
漁
ら
し
い
。
乙
の
登
り
は
恐
ろ
し
く
急
で
手
足
を
働
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
ｏ

結
色
の
岩
壁
が
段
を
な
し
て
連
つ
て
ゐ
る
、
拗
け
く
ね
つ
た
木
が
其
間
に
根
を
張
う
枝
を
横
げ
て
、
逆
茂
木
に
も
似
て

ゐ
る
が
、
そ
れ
が
な
け
れ
ば
到
底
も
登
れ
漁
場
所
が
あ
る
。
岩
壁
や
木
の
根
に
は
諸
所
に
氷
柱
が
下
つ
て
わ
た
。
雨
の

名
残
う
の
事
が
凍
つ
た
も
の
で
あ
ら
う
ｏ
水
が
な
い
の
で
困
つ
て
わ
た
二
人
は
、
こ
れ
で
幾
分
渇
を
凌
ぐ
こ
と
を
得
た
。

最
高
鮎
に
登
う
つ
い
た
の
は
四
時
十
五
分
で
あ
る
。
字
サ
ク
ナ
ソ
フ
と
書

い
た
標
本
が
立
つ
て
ゐ
る
。
此
所
は
非
常
に

眺
望
が
よ
い
、
谷
間
は
も
う
薄
暗
く
な
つ
た
が
、
連
山
は
模
糊
と
し
て
、
紫
や
紫
紺
の
肌
に
夕
榮
え
の
色
が
は
え
て
ゐ

る
。
夫
よ
う
も
美
し
か
つ
た
の
は
八
日
に
照
ら
さ
れ
た
雲
の
色
で
あ
つ
た
。
自
分
等
は
暗
く
な
る
の
を
氣
遣
ひ
な
が
ら

も
、
三
十
分
許
遊
ん
で
し
ま
つ
た
。

鋸
山
を
西
に
下
つ
て
ま
た
上
る
と
、
字
ト
ン
ピ
岩
の
杭
あ
る
峯
の
頂
に
出
る
、
此
山
か
ら
國
境
山
脈
は
ぐ
っ
と
南
に

曲
る
の
で
、
西
に
績
く
支
脈
に
紛
れ
込
む
こ
と
を
心
配
し
た
が
、
幸
に
切
明
け
の
跡
を
探
り
営
て
、
、
深
い
笹
の
中
を

迷
ひ
も
せ
ず
下
る
乙
と
が
出
家
た
。
も
う
全
く
晴
い
、
二
人
で
難
を
か
け
な
が
ら
歩
い
て
も
っ
動
も
す
れ
ば
互
に
そ
れ

て
し
ま
ふ
。
六
時
頃
峠
の
上
の
鐵
索
の
小
屋
に
つ
い
た
。
そ
れ
に
浩
ス
て
西
に
下
る
と
峠
の
路
に
出
る
。
十
町
許
り
下

に
電
燈
の
火
光
が
散
肺
し
て
ゐ
る
、
六
林
班
の
鐵
索
運
韓
所
で
あ
ら
う
ｏ
六
時
三
十
分
其
虚
に
迪
う
着
き
、
事
務
所
に

行
つ
て
事
情
を
話
す
と
。
主
任
の
人
が
心
配
し
て
呉
れ
て
、
泊
れ
る
小
屋
を
探
し
に
小
遣
を
や
つ
た
。
幸
に
今
朝
二
人

里
へ
下
つ
た
と
い
ふ
小
屋
が
あ
つ
て
、
其
庭
へ
泊
る
こ
と
に
な
つ
た
∵
事
務
所
の
溶
室
へ
案
内
さ
れ
て
湯
に
入
つ
た
、

其
湯
の
豊
富
で
奇
麗
な
の
に
は
全
く
驚
い
た
。
蒸
氣
機
関
が
あ
う
川
が
あ
る
か
ら
、
湯
で
も
水
で
も
栓
を
ひ
ね
れ
ば
す

ぐ
浴
槽
に
溢
れ
る
程
湛
え
る
。
乙
れ
だ
け
は
賞
に
贅
澤
だ
と
思
つ
た
。

○
皇
海
山
紀
行
　
　
木
暮

琥 三 第 年 六 十 第 岳 山

((2261)



行 獲 月 五 年 二 十 正 大

○
晩
春
の
紳
流
用
上
流
ヽ
　
　
一尚
畑

二
十
日
の
朝
は
極
め
て
快
晴
で
、
外
は
霜
が
雲
の
や
う
に
白
い
。
備
子
窓
を
透
し
て
居
な
が
ら
左
は
漫
間
か
ら
右
は

谷
川
岳
附
近
ま
で
望
ま
れ
る
。
苗
場
も
見
え
た
。
殊
に
仙
ノ
倉
が
立
派
で
あ
つ
た
ｏ
昨
日
降
つ
た
新
雲
が
折
か
ら
さ
し

登
る
朝
日
の
光
に
燃
え
て
、
薔
薇
色
に
輝
い
た
。
午
前
八
時
年
に
小
屋

を
立
ち
、
三
十
分
で
峠
に
達
し
、
雪
の
連
山
に
最
後
の
一
瞥
を
典
へ
て
、

東
に
向
つ
て
銀
山
不
へ
の
道
を
下
り
は
じ
め
た
。
鋸
山
方
面
か
ら
流
に

出
る
澤
に
は
瀧
が
多

い
。
庚
中
川
に
滑
ス
た
紅
葉
は
、
左
程
盛
り
を
過

ぎ
て
も
ゐ
な
か
つ
た
。
谷
川
の
趣
も
捨
て
た
も
の
で
は
な
い
。
十
二
時

銀
山
牛
、
午
後

一
時
二
十
分
原
向
。
そ
れ
か
ら
二
時
二
十
六
分
の
汽
車

に
乗
り
、
五
時
相
生
で
東
武
線
に
乗
換
え
た
が
、
途
中
故
障
が
生
じ

て
、
十
時
頃
漸
く
浅
草
瞬
に
婦
着
し
た
。
（
大
正
八
年
十

一
月

晩
春
の
紳
流
川
上
流

へ

高
　
畑
　
　
棟
　
材

堕
ノ
澤
峠
―

・白
井
―
―
晨
＋
―
‐
諏
訪
山
―
―
萬
場
―

西
御
荷
鉾
山
―
―

小
梨
峠
―
―
二
市
井
）

五
月
十
九
日
。
暫
く
一
春
の
旅
」
に
遠
ざ
か
つ
て
ゐ
た
身
に
は
、
上
野

の
社
の
星
に
政
み
れ
た
欅
や
槍
の
新
維
で
さ
へ
、
無
下
に
懐
し
く
思
は
れ
る
。
吾
が
憧
る
る
線
の
山
、
紅
い
花
、
白
い

流
、
腹
を
か
へ
す
度
毎
に
キ
ラ
ツ
と
光
る
山
女
魚
や
岩
魚
〕
急
に
旅
の
身
が
懸
し
く
な
う
、
な
つ
か
し
い
「
山
」
の
ス
と

こ
ろ
に
抱
か
れ
て
思
ス
存
分
新
鮮
な
塞
氣
を
吸
つ
て
き
た
い
ル
思
ひ
つ
ヽ
塞
を
見
上
げ
る
と
、
降
ウ
み
降
ら
ず
ム
の
五

三
『

影 撮 氏 男 敏 島 藤
｀
山 鋸 る た 見 り よ 南

(217)



十 第 岳 山琥 三 第 年

月
雨
も
妓
二
三
日
は
か
ら
う
と
一齊
れ
て
ゐ
て
、
ど
う
み
て
も
日
本

一
の
五
月
晴
な
の
で
、
先
づ
安
心
と
ば
か
り
重
い
ソ

ニ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
肩
に
ぶ
ら
う
と
家
を
飛
出
し
て
、
午
前
五
時
四
十
分
の
汽
車
で
上
野
を
出
獲
し
た
。

車
甲
は
穴
一
い
て
ゐ
る
し
天
氣
は
中
分
な
し
、
悠
く
う
室
の
一
隅
に
牧
つ
て
讀
さ
し
の
、
「
日
本

ァ
″
プ
ス
と

秩
父
巡

磯
」
を
経
く
。
「
新
線
の
印
象
」
を
讀
了
０
「
深
林
と
難
谷
」
を
讃
初
め
や
う
と
す
る
頃
、
茫
々
た
る
晩
春
の
武
蔵
野

一
回

に
垂
れ
乙
め
て
わ
た
さ
し
も
に
深
い
朝
霧
も
、
徐
ろ
に
薄
く
な
り
、
糖
ｔ
陽
光
が
赫
々
と
照

，
そ
め
る
と
、
上
州
か
ら

秩
父
へ
か
け
て
の
連
山
は
日
本
綾
に
ま
ざ
／
ヽ
と
輝
き
は
じ
め
た
ｏ
汽
車
が
熊
谷
瞬
近
く
に
さ
し
か
ゝ
る
と
兜
を
伏
せ

た
様
な
武
甲
山
が
す
つ
く
と
現
れ
て
、
如
何
に
も
秩
父
山
塊
中
で
の
同
落
ら
し
い
雄
姿
を
み
せ
て
ゐ
る
。
名
の
み
久
し

く
聞
い
て
ゐ
た
が
必
目
に
懸
る
は
今
始
め
て
の
雨
紳
山
、
あ
の
釜
の
壇
と
い
は
れ
た
古
城
址
の
如
ハ
姿
を
概
て
は
、
誰

れ
か
旅
す
る
身
の
華
を
思
は
ず
に
ゐ
ら
れ
よ
う
。

高
崎
騨
に
下
車
し
、
直
ち
に
下
仁
田
行
軽
使
鐵
道
の
螢
着
所

へ
駈
け
付
け
た
が
、
生
情
に
も
乙
の
十
五
日
か
ら
時
間

改
正
の
た
め
、
豫
定
に
多
少
の
狂
ひ
を
生
じ
、
本
し
く
此
の
み
す
ぼ
ら
し
い
畔
に
一
時
間
年
も
費
し
て
、
漸
く
十
時
廿

五
分
螢
の
汽
車
に
乗
つ
た
）

名
魏
士
樋
口
父
子
を
出
し
た
馬
庭
と
い
ス
小
畔
を
離
れ
て
、
少
し
進
む
と
右
も
左
も
廣
闊
な
の
で
仲
々
に
佳
い
眺
望

が
得
ら
れ
る
、
こ
の
手
野
を
ぐ
る
ぅ
と
続
つ
て
ゐ
る
那
須
火
山
帯
、
秩
父
山
塊
、
富
士
火
山
帯
な
ど
を

一
眸
に
牧
め
得

て
、
身
心
共
に
ぞ
く
ぞ
く
す
る
程
嬉
し
く
な
る
。
上
毛
の
三
山
と
い
へ
ば
、
あ
ヽ
あ
の
山
か
と
す
ぐ
領
か
れ
る
程
人
口

に
胎
夫
し
て
ゐ
る
赤
城
榛
名
妙
義
の
饗
え
立
つ
彼
方
の
基
に
は
、
日
光
あ
た
り
の
峯
轡
が
白
雪
を
戴
い
て
開
東
の
不
原

に
臨
ん
で
ゐ
る
。
ひ
と
き
は
目
立
つ
の
は
な
つ
か
し
い
浅
間
ケ
嶽
の
堂
々
た
る
山
容
と
、
員
白
い
噴
畑
と
で
あ
つ
た
。

南
の
略
与
ち
見
え
る
触
得
０
中
、
最
も
旅
客
の
目
を
ひ
く
も
の
は
、
恐
ら
く
周
囲
拗
甑
袖
か
ら
ぐ
ツ
と
抜
出
て
ゐ
る

東
西
の
御
荷
鉾
山
か
ら
赤
久
細
山
（
白
髪
岩
）
へ
か
け
て
の
面
白
い
山
容
で
あ
ら
う
ｏ
千
手
瞬
を
離
れ
る
と
問
も
な
く
、

汽
車
は
鏑
川
の
左
崖
に
ぴ
っ
た
う
と
添
つ
て
う
ね
う
、
二
つ
ば
か
う
の
短
い
隧
道
を
潜
る
と
も
う
川
は
ず
っ
と
左
に
遠

Ｏ
晩
春
の
紳
流
川
上
流
ヽ
　
　
高
畑
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○
晩
春

の
耐
流
川

上
流

ヽ
　

　

高
畑

退
い
て
、
前
面
に
は
下
仁
田
の
宿
畔
が
控
へ
て
わ
た
。
下
仁
田
は
鏑
川
の
支
流
西
牧
南
牧
二
川
の
合
流
釉
に
位
し
て
可

な
り
家
並
の
整
つ
て
ゐ
る
町
で
、
住
時
武
田
耕
雲
斎
の
一
堂
一と
高
崎
藩
の
兵
士
と
が
小
競
合
を
演
じ
た
場
所
だ
さ
う
で

あ
る
。

午
後

一
時
頃
で
あ
つ
た
ら
う
、
町
を
外
れ
て
西
牧
川
に
架
か
つ
て
ゐ
る
長
源
寺
橋
を
渡
り
、
南
牧
川
に
つ
い
て
馬
糞

の
多
い
街
道
を
磐
戸
の
村

へ
向
つ
て
て
く
て
く
と
歩
い
て
行
く
。
大
桑
原
、
宮
室
な
ど
と
い
ふ
所
を
通
つ
て
、
暫
く
行

く
と
右
に

一
つ
の
架
橋
が
現
れ
、橋
の
た
も
と
の
古
び
た
道
標
に
、
「
右
黒
瀧
山
登
山
道
」
と
も
ぼ
ろ
げ
に
書
い
て
あ
る
。

私
は
害
て
斎
藤
竹
堂
の
紀
行
を
讀
ん
だ
事
が
あ
る
の
で
、

一
度
行
つ
て
見
た
い
と
思
つ
て
居
た
折
柄
、
早
速
飛
ん
で
行

つ
て
駈
上
ら

う
と

い
ふ
様
な
氣
が
し
た
が
、
わ
ざ
わ
ざ
脇
迫
へ
入
る
の
は
嫌
な
の
で
き
っ
さ
と
通
り
過
ぎ
て
し
ま
つ

た
っ
午
後
の
日
射
し
が
樹
陰
の
勘
い
街
道
を
デ
ソ
デ
リ
と
照
ら
す
の
で
、
先
を
急
ぐ
身
に
は
汗
が
ぐ
つ
し
よ
♭
出
て
喉

が
ひ
り
つ
い
て
閉
口
す
る
。
そ
れ
で
も

一
刻
も
早
く
山

へ
入
わ
度
い
一
心
で
秒
崖
を
舞
立
た
せ
、
乾
か
ら
び
た
馬
糞
を

蹴
飛
ば
し
つ
ゝ
ぐ
ん
ぐ
ん
急
い
だ
。
を
け
ざ
は
橋
を
渡
れ
ば
樹
立
の
多
い
山
ほ
漸
く
眼
前
に
追
つ
て
き
て
、
駄
馬
の
噺

き
や
鶏
の
病
高
い
諄
が
い
や
に
神
経
を
い
ら
い
ら
さ
せ
る
頃
、
屋
根
の
上
に
手
頃
な
黒
い
石
が
ご
ろ
ご
ろ
置
い
て
あ
る

古
ぼ
け
た
家
並
の
多
い
宿
場
に
入
つ
た
。

乙
の
゛
か
に
も
軒
の
低
い
家
の
中
の
暗
い
、
そ
し
て
道
路
が
汚
く
狭
く
、
馬
糞
の
臭
氣
紛
々
た
る
所
が
磐
戸
村
な
の

で
あ
る
。
「
静
か
な
る
山
麓
の
古
騨
磐
戸
の
村
」が
乙
ん
な
汚
い
潤
ひ
の
無
い
所
だ
と
は
思
ひ
も
寄
ら
な
か
つ
た
。
愛
想

が
つ
き
て
脇
目
も
ふ
ら
ず
に
村
ケ
離
れ
て
本
道
と
別
れ
．
左
に
折
れ
て
峠
道
へ
さ
し
か
ゝ
り
、
間
も
な
く
蛯
子
堂
橋
を

波
れ
ば
、
急
に
道
が
細
く
な
り
．
行
手
の
頭
上
か
ら
水
の
少
い
澤
が
磐
戸
の
村
外
れ
へ
向
つ
て
落
込
ん
で
き
て
ゐ
る
。

だ
ら
だ
ら
上
る
と
問
も
な
く
杉
の
樹
立
が
現
れ
、
暫
時
凍
を
容
れ
て
ゐ
る
折
し
も
上
手
か
ら
岩
魚
釣
が
下
り
。て
家
た
の

で
、
乙
の
澤
を
何
ん
と
い
ふ
の
だ
と
聞
く
と
「檜
澤
っ
て
ん
だ
」
と
百
ひ
つ
、
す
た
す
た
と
行
つ
て
し
ま
つ
た
。

こ
の
澤
の
向
ふ
岸
（
右
岸
）
の
山
腹
を
う
ね
う
ね
と
峠
に
向
つ
て
路
が
つ
い
て
ゐ
る
、
こ
れ
は
神
流
川
の
水
源
地
附
近

行 螢 月 五 年 二 十 正 大
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に
立
派
な
檜
山
が
あ
る
の
で
、
其
れ
を
伐
つ
て
運
搬
す
る
た
め
に
新
ら
し
く
拓
い
た
林
道
な
の
だ
さ
う
で
、
壼
ノ
澤
峠

の
上
ま
で
は
最
早
す
つ
か
り
完
成
し
た
さ
う
で
あ
る
。
薬
師
堂
橋
を
渡
る
と
道
は
次
第
に
急
に
な
つ
て
く
る
。
背
の
ソ

ユ
ッ
ク
サ
ッ
ク
は
や
け
に
重
い
。
水
も
飲
ま
緻
に
汗
は
だ
ら
／
ヽ
と
眼
の
縁
を
偉
つ
て
か
ゆ
く
て
た
ま
″い
な
い
　
頭
の

中
で

一
体
み
仕
様
か
な
と
考

へ
る
暇
も
な
く
雨
脚
は
も
う
ち
や
ん
と
路
傍
の
掌
の
上
に
投
出
さ
れ
て
ゐ
る
始
末
だ
。
何

の
氣
な
し
に
ホ
し
方
の
基
を
眺
め
る
と
可
な
り
に
雛
の
多
い
妙
義
山
の
具
裏
が
手
に
執
る
様
に
見
え
、
そ
の
上
に
例
の

浅
間
山
が
ぐ
ん
と
頑
張
り
、
白
い
畑
を
吐
い
て
ゐ
る
。

一
惜
に
狭
い
こ
れ
と
い
ふ
取
柄
の
あ
る
眺
望
で
は
な
い
が
さ
う

と
て
満
更
捨
て
た
景
で
も
な
い
。

ヾ
ず
ぐ
ず
し
て
は
居
ら
れ
ぬ
の
で
立
ち
上
つ
て
ま
た
う
ね
う
ね
と
山
の
中
腹
を
う
ね
り
出
す
。
四
邊
は
至
つ
て
廣
々

し
た
禿
山
な
の
で
眺
望
は
佳
い
が
暑
い
こ
と
彩
し
い
。
雅
て
四
五
軒
の
人
家
が
顧
れ
る
、
大
入
道
と
い
ふ
庭
で
あ
る
。

ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

”
唾

少
し
行
く
と
左
に
小
征
が
あ
り
頭
上
の
回
い
山
の
頂
上
を
う
ね
う
ね
し
て
ゐ
る
ｏ
檜
澤
峠
を
越
え
て
乙
母
と
い
ふ
村
ヘ

通
じ
て
わ
る
の
だ
と
い
ス
。
追
々
木
立
が
願
れ
て
く
る
、
悠
然
と
構
え
て
ボ
ツ
ポ
ツ
畑
を
吐
い
て
ゐ
る
浅
間
山
に
別
れ

を
告
げ
て
楢
の
林
を
抜
け
、
ト
ロ
の
道
と

一
庭
に
な
つ
て
線
路
偉
ひ
に
少
し
行
く
と
頭
の
上
に
∩
形
の
隧
道
が
順
β
、

間
も
な
く
そ
の
入
日
に
辿
り
着
い
た
。
四
時
年
頃
で
あ
る
、
見
上
げ
撤
下
す
峯
も
鉢
も
す
べ
て
取
柄
の
無
い
手
几
な
景

で
あ
る
。

傍
の
樵
夫
小
屋
へ
入
り
込
ん
で
、
朴
訥
な
小
屋
の
か
み
さ
ん
に
赤
い
澁
茶
と
や
ま
う
ど
の
煮
浸
し
を
馳
走
に
な
つ
て

か
ら
、
板
の
間
へ
寝
乙
ろ
び
な
が
ら
こ
の
邊
の
山
の
様
子
を
尋
緻
た
が
、
「
ち
ら
薩
張
り
知
ん
ね
夕
が
」で
今
更
取
付
く

島
も
な
い
。
澁
茶
の
膿
を
の
べ
て
鮮
し
去
う
、
小

一
町
ば
か
り
の
隧
道
（内
側
は
全
部
板
張
）を
潜
り
抜
る
と
、
同
じ
く

一
軒
の
樵
夫
小
屋
が
あ
つ
た
。
家
の
前
で
楢
澤
へ
の
径
と
別
れ
、
線
の
木
立
で
鬱
蒼
と
し
た
鉢
へ
吸
ひ
込
ま
れ
る
や
う

に
急
降
す
る
。
羊
腸
の
小
径
を
可
な
り
下
る
と
雅
て
大
き
な
岩
が
漢
流
と
共
に
道
端
に
類
れ
、
岩
上
に
は
屋
根
破
れ
軒

傾
い
た
小
さ
な
祠
が
立
つ
て
ゐ
る
。

○
晩
春
の
耐
流
川
上
流
へ
　
　
高
畑
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０
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高
畑

線
の
林
を
縫
ふ
清
き
漢
流
、
そ
の
流
れ
の
清
冷
な
水
に
誘
は
れ
て
。
顔
を
洗
つ
た
う
頭
を
洗
つ
た
り
し
て
す
っ
か
う

好
い
氣
持
に
な
つ
て
ま
た
歩
み
を
績
け
、
漸
く
願
ノ
澤
の
人
家
を
眼
の
前
に
目
一出
し
た
。
行
手
の
道

一
杯
に
開
歩
す
る

黒
牛
が
何
と
な
く
薄
氣
味
悪
い
の
で
、
右
手
の
堤
に
駈
上
つ
て
桑
畑
を
横
ぎ
♭
、
牛
の
姿
を
後
に
し
た
。「
鍍
泉
宿
平
和

館
」
の
生
々
し
い
家
作
を
左
に
見
て
木
立
に
入
る
と
、
落
葉
松
の
柔
い
葉
が
風
に
格
れ
て
ゐ
て
如
何
に
も
懐
し
い
。
時

に
五
時
十
分
。

漢
流
に
つ
い
て
下
る
と
右
の
山
の
端
に
炊
煙
が
渦
ン
」準な
い
て
ゐ
る
。
鼓
が
明
ケ
澤
と
い
ふ
村
で
あ
つ
た
。
少
し
行
つ

て
右
か
ら
家
る
美
し
い
黒
川
の
難
の
左
崖
を
辿
り
、
ガ
ン
哉
が
ひ
の
庭
を
過
ぎ
て

一
町
も
行
く
と
、
急
に
行
手
の
室
が

開
け
、
懐
し
い
神
流
川
の
奔
滞
が
自
沫
を
飛
ば
せ
て
わ
る
の
が
見
え
る
。

十
石
峠
街
道
に
出
て
右
に
折
れ
、
利
根
橋
ヒ
渡
る
と
二
三
町
で
阪
下
の
宿
に
入
つ
た
　
路
傍
の
家
で
自
丼
へ
の
道
を

尋
ね
、
刻
々
に
追
う
家
る
黄
昏
ル
共
に
自
丼
村
の
旅
合
黒
澤
太
仲
（山
市
屋
）
方
に
辿
う
着
い
た
の
は
か
れ
乙
れ
六
時
牛

頃
で
も
あ
つ
た
ら
う
か
ｏ

五
月
三
十
日
。
私
の
た
め
に
昨
夜
燻
さ
ず
に
と
つ
て
置
い
て
呉
に
た
と
い
ふ
、
五
六
寸
ば
か
り
の
岩
魚
の
煮
び
た
し

ャ
唯

一
の
楽
と
し
、赤
坊
の
頭
程
も
あ
る
生
椎
茸
の
清
汁
で
美
味
し
い
朝
飩
を
絡
へ
た
の
は
午
前
七
時
年
頃
で
あ
つ
た
。

碧
瑠
璃
に

，
け
て
ゐ
る
五
月
晴
の
杢
を
仰
い
で
全
く
安
心
し
た
私
は
、
う
す
ら
寒

い
に
も
係
ら
ず
、
歩
け
ば
暑
く
な

る
だ
ら
う
と
獨
語
し
つ
ゝ
、
網
シ
ヤ
ツ
の
上
に
巻
山
服
を
着
け
、
相
彙
ら
ず
重
い
ソ
ユ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
背
に
、
す
が
す

が
し
い
氣
分
に
な
つ
て
心
持
よ
く
宿
ヒ
立
ち
、
十
石
峠
街
道
に
別
れ
セ
告
げ
て
、
濱
手
へ
向
ふ
べ
く
直
ち
に
宿
の
前
の

急
阪
を
下
う
は
じ
め
る
。
何
庭
を
見
て
も
九
年
前
に
来
た
折
と
左
し
て
憂
つ
た
所
の
な
い
、
相
も
凝
ら
緻
静
寂
な
山
里

カ

ン
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
・

で
あ
る
が
、
神
流
川
本
流
の
左
岸
に
林
道
を
付
け
る
た
め
盛
に
使
用
さ
れ
る
あ
の
け
た
た
ま
し
い
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
爆

音
を
聞

い
て
は
、
林
道
が
開
け
た
篤
に
ど
れ
程
の
利
益
と
便
利
と
が
得
ら
れ
る
か
は
知
ら
な
い
が
、
左
様
な
る
と
問
も

な
く
此
の
静
か
な
山
村
も
全
く
面
目
を
郷
一じ
て
し
ま
ふ
の
だ
と
想
へ
ば
何
と
な
く
情
な
い
や
う
な
気
が
し
て
木
る
。

三
〈
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急
阪
の
中
途
で
道
が
二
つ
に
岐
れ
、
兵
直
に
下
る
の
が
濱
手
の
方
へ
行
く
道
で
、
左

へ
折
れ
て
ゐ
る
の
は
昨
日
通
つ

て
末
た
阪
下
の
村
へ
導
く
道
で
あ
る
。
私
は
ど
こ
ま
で
も
兵
直
に
下
り
き
つ
て
、
神
流
川
本
流
の
左
岸
に
つ
い
て
湖
つ

て
行
く
と
、
四
邊
の
山
々
は
溢
る
ゝ
許
う
に
潤
澤
な
筆
色
に
富
ん
で
ゐ
る
。
青
草
茂
る
国
い
山
の
端
ケ
・幾
廻
り
し
つ
ゝ

心
ゆ
く
許
う
朝
の
す
が
す
が
し
い
氣
分
に
浸
う
な
が
ら
、
小
刻
の
足
で
急
い
で
行
く
と
、
河
原
の
靖
い
岩
に
覚
れ
て
パ

ク
パ
ク
煙
草
を
吸
つ
て
ゐ
る
二
人
の
岩
魚
釣
に
出
含
ふ
。
「
釣
れ
ま
す
か
」と
尋
ね
る
と
、

「
い
ヽ
え
、
ま
だ
す
だ
こ
れ
か
ら
が
仕
事
で
さ
。
何
庭
へ
行
き
な
さ
る
。
」

と
尋
ね
ら
れ
て
、
明
確
な
涙
事
と
も
典
へ
ず
に
さ
っ
さ
と
通
り
過
ぎ
る
。

小
高
い
崖
縁
の
道
を
歩
い
て
ゐ
る
の
で
、
河
原
に
立
並
ぶ
桐
の
構
は
私
の
草
軽
の
下
に
芽
を
延
し
て
ゐ
る
。
其
の
美

し
い
桐
の
淡
紫
色
の
花
ヒ
陣
ん
で
は
摘
み
陣
ん
で
は
摘
み
た
め
た
の
と
、
暫
く
は
玩
び
な
が
ら
膳
て
掌
上
に
ま
る
め
て

河
の
中
へ
ば
ん
と
投
込
み
つ
ゝ
、
ぐ
る
う
と
山
の
端
を

一
廻
り
す
る
と
、
前
面
に
結
い
岩
の
露
出
し
た
山
の
突
端
が
河

原
へ
突
出
し
て
ゐ
て
、
人
の
通
ス
路
は
続
に
其
の
岩
の
根
方
に
棧
を
波
し
て
あ
る
許
う
だ
。
今
に
も
壊
さ
れ
さ
う
な
危

い
棧
を
渡
う
少
し
左
に
う
ね
る
と
川
幅
が
稿
廣
く
な
つ
て
、
オ
リ
ー
ブ
色
の
奇
麗
な
水
が
美
し
い
瀞
と
な
し
て
ゐ
る
。

水
中
で
時
々
キ
ラ
リ
と
光
る
の
は
、
岩
魚
か
山
女
魚
が
腹
を
か
へ
し
た
の
で
あ
ら
う
ｏ
少
し
行
く
と
直
き
に
日
蔭
畑
に

木
て
し
ま
つ
た
、
上
野
村
の
小
学
に
な
つ
て
は
ゐ
る
が
、
家
は
た
つ
た
三
軒
、
そ
の
中
の
一
軒
は
間
口
一
間
ば
か
り
の

荒
制
の
家
で
障
子
に

「
も
ん
酒
肴
わ
ら
ん
じ
あ
り
」
と
書
い
て
有
つ
た
。
此
庭
を
離
れ
て
ひ
た
ぶ
る
に
道
を
急
ぐ
と
い

つ
か
上
♭
道
に
な
り
、
本
流
は
ず
つ
と
左
の
脚
下
に
遠
の
い
て
、
河
原
迄
は
少
し
距
離
が
で
き
て
木
た
。

二
三
の
人
家
あ
る
と
こ
ろ
を
通
り
過
ぎ
る
と
、
直
ぐ
前
の
可
な
う
高
い
山
腹
に
青
葉
若
葉
に
包
ま
れ
て
、
神
行
と
い

ふ
小
さ
な
村
が
あ
る
。
だ
ら
だ
ら
と
下
う
又
少
し
ば
か
り
上
る
と
道
の
曲
う
角
に
大
き
な
樅
の
本
が
三
四
本
立
つ
て
ゐ

る
。
暑

い
日
確
う
に
は

一
寸
木
蔭
で
凍
を
容
れ
つ
ゝ
、
そ
の
純
品
な
る
乙
と
碧
玉
織
珠
の
様
な
川
水
が
、
ｍ
な
す
雨
岸

に
ぶ
っ
か
っ
て
奔
激
天
地
に
震
ひ
、
岩
を
噛
み
沫
を
飛
し
て
新
緑
の
樹
の
間
を
流
れ
出
で
、
姑
い
又
は
青
い
岩
の
蔭
に

琥 三 第 年 六 十 第 岳 山
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隠
れ
行
く
神
流
川
上
流
の
紫
測
紆
曲
し
て
ゐ
る
憂
化
あ
る
景
を
眺
め
て
、
悠
然
と

一
と
休
み
す
る
の
も
決
し
て
悪
く
は

な
い
と
思
は
れ
る
様
な
庭
で
あ
る
ｃ

問
も
な
く
三
叉
に
き
た
，）
此
庭
へ
く
る
と
紳
流
川
の
本
流
は
ぐ
つ
と
左
に
折
れ
、
行
手
か
ら
は
本
流
に
優
る
と
も
劣

る
と
は
見
え
緻
く
ら
い
立
派
な
中
ノ
澤
が
落
込
ん
で
ゐ
て
、
右
の
狭
い
鉢
か
ら
は
更
に

一
筋
の
澤
が
本
流
め
が
け
て
注

い
で
あ
る
、
こ
れ
は
北
澤
と
い
は
れ
て
ゐ
る
ｃ
乙
の
三
つ
の
澤
の
出
合
に
在
る
の
が
戸
数
五
六
軒
ば
か
う
の
三
叉
で
、
ポ

ス
ト
の
有
る
の
も
し
ほ
ら
し
い
が
、
北
澤
の
右
岸
に
全
く
寺
小
屋
式
の
小
學
校
が
あ
る
の
も
面
白
い
。
こ
れ
は
二
里
あ

ま
り
下
に
在
る
小
春
小
學
校
の
分
教
場
な
の
だ
さ
う
で
あ
る
。
中
ノ
澤
を
ず
つ
と
湖
夕
、
兎
りヽ
角
も
道
と
名
づ
く
べ
き

も
の
を
迪
つ
て
行
く
と
、
中
ノ
澤
村
に
至
つ
て
二
つ
に
岐
れ
、共
に
信
州
の
南
佐
久
方
面

へ
通
つ
て
ゐ
る
さ
う
で
あ
る
。

三
叉
で
柴
橋
を
渡
り
、
本
流
り
左
岸
を
う
ね
る
。
細
後
の
雨
側
は
漸
く
迫
り
合
つ
て
危
く
抱
合
は
ん
許
り
の
中
に

一

條
の
坦
途
が
通
じ
て
ゐ
る
。
乙
の
道
を
可
な
う
急
い
で
行
く
と
、
右
手
の
急
斜
面
の
窪
に
さ
ヽ
や
か
な
畑
か
ぼ
つ
ぼ
つ

見
え
、
疫
せ
て
誠
に
貧
蒻
な
参
の
穂
が
そ
よ
吹
く
風
に
か
さ
か
さ
と
情
な
さ
さ
う
な
音
を
立
ｔ
乍
ら
格
れ
て
ゐ
る
の
荒

れ
た
桑
畑
の
中
に
土
皇
の
高
い
小
屋
掛
け
が
し
て
有
つ
た
が
、何
の
た
め
に
作
ら
れ
た
小
屋
だ
か
考
へ
つ
か
な
か
つ
た
。

川
に
近
づ
き
或
は
離
れ
た
う
し
て
行
く
と
問
も
な
く

一
つ
の
土
橋
が
現
れ
　
そ
れ
を
右
岸
に
渡
つ
て
行
く
と
道
は
積
に

下
う
、
岩
か
ら
岩

へ
と
波
し
て
あ
る
小
さ
な
丸
木
橋
を
波
る
や
う
に
な
る
。
橋
を
左
岸

へ
波
つ
て
道
端
の
小
さ
な
家
の

門
日
か
ら
、
濱
不
は
も
つ
と
先
き
の
方
か
と
尋
ね
る
と
、
も
う
技
が
村
の
外
れ
だ
と
い
六
、
鍍
泉
宿
へ
行
き
た
い
の
だ

が
と
云
ふ
と
、
も
少
し
行
く
と
新
ら
し
い
三
階
家
が
在
る
か
ら
。
そ
の
手
前
の
脇
を
河
原
へ
下
う
る
と
向
ス
河
岸
に
古

い
三
階
建
の
家
が
見
え
る
、
そ
れ
が
あ
ん
た
の
尋
ね
る
宿
だ
と
、
蒼
い
顔
の
老
人
が
わ
ざ
ノ
ヽ
突
掛
草
履
で
出
て
き
て

指
し
て
敦

へ
て
呉
れ
る
。
山
毛
欅
の
大
木
を
潜
る
と
急
に
行
手
に
人
家
が
見
え
出
し
た
　
其
の
数
八
九
軒
。
成
る
程
新

ら
し
い
三
階
家
が
あ
つ
て
、
そ
の
傍
か
ら
左
へ
折
れ
て
河
原

へ
下
う
る
細
径
が
あ
る
じ
教

へ
ら
れ
た
通
ウ
河
原

へ
下
り

や
う
と
す
る
と

一
人
の
か
み
さ
ん
が
プ
ラ
ノ
ヽ
や
つ
て
家
た
の
で
、
川
向
ス
の
鍍
泉
宿
は
混
み
合
つ
て
ゐ
る
か
と
訊
く

四
〇
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と
、
今
は
農
繁
期
な
の
で
浴
客
が
無
く
、
が
ら
杢
き
だ
と
り
乙
と
、
心
中
大
い
に
喜
ん
で
、
こ
の
川
の
水
源
を
究
め
た

い
の
だ
が
案
内
し
て
呉
れ
る
者
は
無

い
だ
ら
う
か
と
尋
ね
る
と
、
わ
た
し
や
鍍
泉
宿
の
持
主
だ
が
、
先
づ
宿

へ
行
つ
て

か
ら
御
相
談
に
乗
つ
て
み
ま
せ
う
、
今
ち
よ
つ
く
ら
用
事
を
済
せ
て
く
る
か
ら

一
足
先
き
に
行
つ
て
待
つ
て
ゐ
ろ
、
と

如
何
に
も
淡
泊
な
返
事
で
あ
る
。
仰
せ
の
如
く

一
足
先
き
に
行
く
。
策
泉
宿
を
眼
の
前
に
見
上
げ
つ
つ
、
積
に
重
い
リ

ユ
ッ
ク
サ
ッ
ク
ケ
・卸
し
て

一
息
入
れ
、
又
立
上
つ
て
丸
木
橋
と
渡
り
、
本
流
の
右
の
崖
上
に
建
つ
て
ゐ
る
古
び
た
錨
泉

宿
高
橋
藤
十
郎
方
を
訪
ね
た
の
は
、
か
れ
乙
れ
九
時
頃
で
あ
つ
た
ｏ

先
づ
宿
の
株
に
重
い
荷
を
卸
し
て
ほ
つ
と
す
る
。
十
石
峠
街
道
を
自
井
か
ら
別
れ
て
耐
流
の
本
流
を
う
ね
０
う
ね
る

こ
と

一
里
あ
ま
り
、
信
州
或
は
秩
父
方
面
に
抜
け
る
の
に
は
、
披
よ
う
奥
に
は
最
早
全
く
山
村
は
な
い
。
山
村
と
い
つ

て
も
十
軒
を
超
え
緻
い
と
哀
れ
な
村
で
あ
る
が
、
如
何
に
も
深
山
の
里
と
い
つ
た
様
な
威
じ
の
深
い
、
潤
ひ
の
多
い
村

だ
と
思
つ
た
。
相
憂
ら
ず
屋
根
の
上
に
黒
い
石
を
の
せ
た
板
葺
の
家
許
う
で
あ
る
、
さ
う
と
て
見
苦
し
い
汚
い
家
は

一

軒
も
な
い
や
う
で
あ
る
。
此
庭
ま
で
辿
つ
て
く
れ
ば
，
萬
象
す
べ
て

「
純
」
に
同
化
し
了
せ
ら
れ
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の

爆
音
も
聞
え
な
け
れ
ば
，
ぎ
や
あ
ぎ
や
あ
と
全
く
以
て
煩
さ
い
子
供
の
叫
喚
も
聞
え
な
い
ｏ
渫
々
と
響
く
川
の
せ
ヽ
ら

ぎ
、
線
か
ら
線

へ
韓
々
し
て
、
逝
く
春
の
日
を
囀
６
暮
す
老
鶯
の
馨
．
銀
鈴
を
振
る
に
も
似
た
は
が
ら
か
な
そ
し
て
透

さ
徹
る
や
う
な
か
じ
か
の
鳴
か
諄
、
是
れ
の
み
聞
い
て
ち
た
し
か
に
道
甲
暑
い
思
ひ
を
し
て
此
庭
迄
や
つ
て
き
た
甲
斐

が
あ
る
と
い
ふ
も
の
だ
。

乙
の
山
村
の
生
業
と
い
へ
ば
、
先
づ
山
仕
事
の
相
間
に
岩
魚
山
女
魚
を
釣
つ
て
下
の
里
へ
常
ぐ
乙
と
、
養
鴛
す
る
こ

と
、
蒟
蒻
作
る
こ
と
位
な
も
の
だ
と
聞
い
た
ｏ

宿
の
稼
側
に
立
つ
て
西
南
の
塞
を
見
る
と
具
黒
に
雑
木
を
鎧
ふ
た
標
高
九
七
六

・
二
米
の
ト
ヤ
ノ
ツ
ム
ジ
と
言
ふ
特

徴
あ
る
ツ
ム
ジ
曲
り
の
峰
が
ぼ
つ
乙
う
抜
け
出
し
て
居
る
。
叉
乙
ゝ
か
ら
東
に
位
す
る
一
二
四
四
・
一
米
の
峯
を
オ
グ

ラ
の
頭
と
い
ひ
、
共
に
三
等
三
角
鮎
を
有
し
て
ゐ
る
。
高
さ
か
ら
言
へ
ば
て
ん
で
問
題
に
な
ら
ｎ
乙
れ
ら
の
山
々
も
、
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耐
流
川
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行 螢 月 五 年 二 十 正 大

Ｃ
晩
春
の
耐
流
川
上

　ヽ
　
　
高
畑

流
石
に
西
上
州
國
境
附
近
の
山
た
る
資
格
は
備
つ
て
ゐ
て
、
頂
上
は
具
に
具
黒
々
と
生
茂
つ
た
樹
木
に
蔽
は
れ
て
ゐ
る

，
β

中
腹
あ
た
り
は
み
な
申
合
せ
た
様
に
凄
い
懸
旺
に
な
つ
て
ゐ
る
。
岩
茸
を
探
つ
て
も
探
つ
て
も
操
蓋
く
せ
な
い
と

な
の
で
廣
闊
な
眺
望
は
絶
無
で
あ
る
が
、

四
里
も
奥

へ
湖
る
と
里
人
も
減
多
に
見

る
こ
と
の
な
い
瀧
や
断
崖
と
越
え
た
向

ふ
に
、
南
佐
久
か
ら
秩
父
へ
か
け
て
の

関
境
山
脈
が
意
地
悪
い
程
黒
木
に
蔽
は

れ
、
企
く
千
古
斧
鋤
を
知
ら
な
い
檜
、

松
．
栂
　
樅
、
山
毛
欅
、
橡
な
ど
の
深

い
林
を
成
し
て
ゐ
る
の
だ
と
思
ス
と
っ

何
だ
か
ぞ
く
／
ヽ

嬉
し
く
な

つ
て
き

て
、

‐ＩＩＩ
日
と
も
待
た
ず
是
等
の
密
林
ヒ

掻
分
け
駈
抜
け
て
、
国
境
山
脈
の
尾
根

の
上
に
躍
上
り
た
い
氣
が
し
て
――．
ま
な

か
つ
た
。

千
曲
、
神
流
の
川
名
に
つ
い
て
面
白

い
樽
説
が
あ
る
。
上
信
の
國
境
附
近
に

里
人
の
い
ス
の
も
満
更
儒
り
の
言́
葉
で
は
な
い
と
思
つ
た
。
此
庭
は
弊
あ
ひ

在
る
高
天
原
は
、
日
頃
仲
の
悪
い
盤
古
の
紳
と
姓
御
名
万
神
と
戦
場
ヶ
原
で
戦
つ
た
折
、
討
死
さ
れ
た
紳
様
の
死
骸
が

澤
山
に
積
ま
れ
た
虎
で
、
其
の
死
骸
を
流
し
た
川
を
神
流
川
と
呼
び
、
ま
た
彩
し
い
血
潮
が
流
れ
て
、
川
の
水
面
ケ
・紅

く
隈
ど
つ
た
の
が
チ
ク
マ
（
千
山
）
川
と
呼
ば
れ
る
や
う
に
な
つ
た
の
だ
と
い
ス
の
で
ぁ
る
が
「
川
名
の
附
含
も
乙
の

影撮氏材棟畑高   (川 流 耐 は 河)村 不 濱

四
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続 三 第 年 六 十 第 岳 山

位
に
で
き
て
ゐ
れ
ば
か
へ
つ
て
愛
嬌
が
有
つ
て
面
白
い
と
思
つ
た
。

宿
の
か
み
さ
ん
が
蹄
つ
て
き
た
の
で
案
内
者
は
無
い
も
の
か
と
専
ね
る
と
、
何
虎
迄
入
る
の
だ
と
い
ス
．
紳
流
川
の

水
源
ま
で
行
き
た
い
と
言
ス
と
、
そ
れ
ぢ
や
と
て
も
承
知
す
る
老
は
無
い
だ
ら
う
。
水
源
迄
行
っ
た
者
は
未
だ

一
人
も

居
な
い
し
、
乙
ゝ
か
ら
四
里
張
と
い
ス
が
途
中
に
難
場
が
多
か
ら
う
か
ら
、
と
て
も
駄
目
だ
か
ら
止
め
さ
つ
し
や
い
の

一
黙
張
り
。
其
庭
を
狂
げ
て
行
っ
て
貰

へ
ま
い
か
と
低
頭
平
身
大
い
に
頼
込
ん
だ
が
、
農
繁
期
な
の
と
土
地
の
者
で
も

今
迄
に
水
源
を
究
め
た
者
が
な
い
と
の
二
つ
の
理
由
か
ら
、
到
頭
水
源
地
行
の
計
劃
を
放
棄
す
る
の
止
む
な
き
に
至
つ

て
し
ま
っ
た
。
病
後
の
身
と
て
是
非
も
な
い
。
そ
れ
で
附
近
の
諏
訪
山
に
登
る
こ
と
に
し
た
ｏ

漸
く
高
橋
一職
松
と
い
ス
四
十
五
六
蔵
に
な
る
足
政
め
さ
う
な
男
を
案
内
に
頼
み
、午
前
十
時
十
五
分
諏
訪
山
に
向
ス
。

往
路
は
本
流
の
本
谷
を
板
小
屋
澤
ま
で
湖
ウ
、
更
に
股
引
澤
の
急
斜
面
を
上
つ
て
尾
根
篠
ひ
に
諏
訪
山
へ
取
付
き
、
蹄

ぅ
は
オ
ホ
カ
グ
ラ
澤
を

一
気
に
下
つ
て
木
や
う
と
い
ス
考
で
出
懸
け
た
の
で
あ
つ
た
ｏ
重
い
物
は
全
部
宿
に
預
け
、
肩

に
は
篤
具
機
、
腰
に
は
行
厨
、
手
に
は
金
剛
杖
と
い
つ
た
順
る
身
軽
な
扮
襲
な
の
で
、
脚
が
よ
く
捗
つ
た
ｏ

宿
の
前
で
川
を
向
ふ
岸
に
渡
り
、
本
流
の
左
岸
に
滑
ふ
て
湖
る
。
ト
ヤ
ノ
ツ
ム
ジ
を
仰
ぎ
つ
ゝ
少
し
左
に
う
ね
る
と

其
方
の
塞
が
明
る
く
な
つ
て
、
二
つ
の
岩
峯
が
ず
ん
ぐ
う
峙
つ
て
ゐ
る
の
が
見
え
る
、
向
つ
て
右

（
西
）
が
上
ヤ
ゾ
ク

チ
岩
、
左

（東
）
の
少
し
低
い
の
が
下
ヤ
ゾ
ク
チ
岩
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
頗
る
実
つ
た
赤
裸
の
岩
峯
で
あ
る
。

暫
く
行
く
と
土
橋
が
あ
う
、
雀
は
橋
を
渡
つ
て
右
岸
に
つ
い
て
ゐ
る
。
地
形
国
に
は
左
岸
に
渡
う
叉
右
岸
に
渡
返
し
、

ち
ょ
い
ち
ょ
い
川
の
左
右
ヒ
棚
ん
で
行
く
や
う
に
記
し
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
ず
つ
と
以
前
に
全
く
履
道
と
な
つ
て
し
ま

つ
た
柚
道
だ
と
い
ス
乙
と
で
あ
る
。
今
の
所
乙
の
橋
を
渡
つ
て
か
ら
は
道
は
ど
乙
迄
も
川
の
右
岸
の
山
腹
を
う
ね
つ
て

ゐ
る
の
十
分
足
ら
ず
行
く
と
右
に
川
へ
向
つ
て
細
雀
が
だ
ら
だ
ら
と
下
っ
て
行
く
、
井
ノ
澤

（
井
戸
澤
と
も
い
ふ
）
ヘ

入
る
路
で
、
日
下
乙
の
澤
で
盛
に
友
を
燒
い
て
濱
平
へ
出
し
て
ゐ
る
の
だ
さ
う
だ
）

雀
は
山
側
を
う
ね
つ
て
爪
先
上
う
に
な
る
の
可
な
う
進
む
と
前
面
の
低
く
績
い
た
尾
根
の
上
に
、
二
代
淵

一
帯
に
婚
つ

○
晩
春
の
耐
流
川
上
流
ヽ
　
　
高
畑
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て
ゐ
％
國
有
林
の
長
い
尾
根
が
黒
々
と
し
た
美
し
い
林
相
を
呈
し
て
ど
つ
か
り
横
は
つ
て
ゐ
る
の
が
見
え
る
。
乙
の
二

代
淵
の
長
大
な
尾
根
は
恰
も
中
ノ
澤
か
ら
稜
し
て
ゐ
る
中
尾
根
と
．
今
盛
に
伐
探
し
て
ゐ
る
井
ノ
澤
と
の
捲
上
げ
に
な

つ
て
ゐ
る
。
征
が
ひ
と
つ
大
き
く
う
ね
る
と
念
々
枯
葉
朽
葉
の
堆
く
積
つ
て
わ
る
尾
根
の
中
腹
を
棚
Ｕ
、名
は
ダ
イ
ダ
尾

根
。
川
は
ず
っ
と
脚
の
下
に
な
つ
た
の
で
懐
し
い
そ
の
水
面
は
、樹
々
の
青
葉
若
葉
に
遮
ら
れ
て
少
し
も
見
え
な
い
が
、

迫
う
迫
つ
て
餌
な
す
雨
岸
に
激
す
る
奔
満
は
、
爾
詈
高
く
轟
々
と
四
邊
の
山
々
の
奥
深
く
街
し
て
ゐ
る
。
山
毛
欅
は
と

も
あ
れ
橡
な
ど
の
度
葉
を
下
か
ら
仰
ぐ
と
日
の
光
に
新
線
は
盆
鮮
に
麗
し
い
。
書
で
も
何
と
な
く
う
ら
寂
し
い
山
鳩
の

鳴
く
音
を
聞
き
つ
ゝ
．
氣
味
の
悪
い
程
ぶ
く
ぶ
く
す
る
落
葉
の
上
を
歩
い
て
行
く
と
問
も
な
く
、
ゥ
ヶ
淵
の
窪
と
い
ふ

の
に
出
る
。
可
な
り
大
き
な
窪
で
あ
る
。
何
で
も
乙
の
窪
の
具
下
の
淵
が
所
謂
ウ
ヶ
淵
で
あ
っ
て
、
岩
魚
釣
が
岩
を
あ

ち
乙
ち
飛
び
乍
ら
河
原
伴
ひ
に
漸
く
此
庭
迄
木
て
始
め
て
出
邁
ス
大
き
な
淵
で
あ
り
、
蒼
い
水
が
見
る
か
ら
に
物
凄
く

渦
を
筵
い
て
ゐ
る
。

一
騰
ど
の
位
深
い
の
か
底
が
知
れ
漁
さ
う
だ
。
一服
松
は
話
の
種
に
覗
い
て
見
て
は
と
頻
う
に
誘
ふ

た
が
、
無
精
者
の
私
は
面
倒
臭
い
と
ば
か
り
、
わ
ざ
ノ
ヽ
近
く
迄
行
つ
て
敵
下
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

そ
れ
か
ら
少
し
う
ね
っ
て
行
く
と
見
上
ぐ
る
許
う
の
大
き
な
岩
壁
が
左
の
方
か
ら
突
出
て
右
の
鉢
へ
ず
つ
し
う
と
辻

う
出
し
て
ゐ
る
の
長
岩
と
い
ふ
賞
に
美
事
な
青
い
長
大
な
岩
壁
で
あ
っ
た
。岩
を
裁
ウ
開
い
て
丁
度
甲
州
御
獄
新
道
の
に

よ
く
似
た
石
間
が
二
つ
程
あ
る
ｃ
石
門
附
近
の
岩
上
に
険
誇
つ
て
ゐ
る
岩
邸
悶
や
藤
り
花
は
何
と
も
い
へ
緻
美
し
さ
で

あ
つ
た
。
石
門
を
潜
う
暫
く
落
葉
の
上
を
歩
い
て
岩
の
鼻
を
ぐ
る
う
と
右
に
廻
れ
ば
、
テ
ク
ゾ
澤
の
危
つ
か
し
い
岩
が

突
立
つ
て
ゐ
る
。
岩
の
横
腹
を
翔
み
危
く
落
ち
さ
う
に
な
つ
て
懸
っ
て
ゐ
る
棧
橋
の
手
前
で
休
憩
す
る
、
テ
ウ
ゾ
澤
（
手

水
澤
）
と
い
ス
の
は
昔
乙
の
邊
の
山
に
住
ん
で
ゐ
た
夫
婦
の
法
印
が
行
を
積
み
、
念
諏
訪
山

へ
入
山
す
る
時
に
乙
の
澤

で
齊
戒
沐
浴
し
て
か
ら
手
水
を
使
つ
た
の
で
斯
く
は
名
付
け
た
の
だ
と
い
ふ
。
案
内
者
か
ら
聞
い
た
話
を
そ
の
ま
ゝ
。

長
さ
五
間
ば
か
う
の
年
は
朽
ち
て
ゐ
る
棧
橋
を
覺
束
な
い
足
取
で
渡
越
し
、
先
づ
清
澄
な
澤
の
水
で
汗
び
っ
し
よ
う

の
顔
や
手
足
を
洗
ひ
潔
め
、
板
小
屋
澤
に
か
か
つ
た
の
が
、
十

一
時
四
十
五
分
。
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試
に
地
形
固

「
十
石
峠

一
を
振
げ
て
祀
る
と
、
濱
平
か
ら
本
谷
を
南
に
湖
つ
て
行
く
と
、
川
を
扶
ん
で
左
右
に
大
き

な
岩
壁
の
連
績
し
て
ゐ
る
記
琥
の
在
る
所
が
限
に
つ
く
。
こ
の
右
岸
に
在
る
着
の
邊
か
ら
始
ま
っ
て
、
本
谷
の
本
の
字

の
上
で
き
れ
て
ゐ
る
所
あ
た
り
迄
を
線
稗
し
て
板
小
屋
澤
と
い
ひ
、
昔
樵
夫
が
こ
の
絶
壁
直
下
の
河
原
に
可
な
り
立
派

な
板
小
屋
を
推

へ
て
盛
に
下
駄
を
作
つ
た
り
友
を
燒
い
た
り
し
て
ゐ
た
と
い
ス
こ
と
だ
が
、
そ
れ
は
と
う
に
膚
屋
に
蹄

し
て
し
ま
ひ
、
今
迄
名
も
な
か
っ
た
澤
が
板
小
屋
の
澤
と
い
へ
ば
あ
ヽ
あ
す
こ
か
と
首
肯
さ
れ
る
や
う
に
な
つ
て
、
誰

名
付
く
る
と
も
な
く
澤
の
名
と
な
つ
た
の
だ
と
い
ふ
ｃ

と
ヽ
す
れ
ば
崩
落
ち
さ
う
な
岩
壁
の
横
を
彬
ん
だ
う
征
な
き
所
を
押
分
け
た
う
し
て
。
一
つ
の
岩
の
鼻
を
廻
る
と
急

に
西
南
か
開
け
て
晴
れ
た
杢
が
目
に
入
る
ｏ
西
の
方
上
信
の
國
境
あ
た
う
か
ら
、
同
じ
方
向

（
東
）
へ
同
じ
位
の
大
さ

の
三
つ
の
長
大
な
尾
根
が
紳
流
川
水
源
地
本
谷
の
深
い
鉢
へ
向
つ
て
滑
う
込
ん
で
ゐ
る
。
最
奥

（南
）
の
も
の
は
橡
平

の
窪
と
い
は
れ
、
其
の
最
高
鮎
と
も
思
は
れ
る
秩
父
古
生
居
の
岩
峯
は
高
岩
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
さ
う
で
あ
る
。
具
中
に

在
る
の
は
ク
ヒ
ノ
ク
ラ
、
手
前

（
北
）
の
も
の
は
イ
リ
の
窪
と
い
ふ
。
こ
れ
ら
の
尾
根
は
全
く
人
跡
未
踏
の
地
で
、幾
百

年
を
経
過
し
た
大
檜
や
桐
や
姫
小
松
な
ど
が
非
常
に
多
い
と
い
は
れ
て
あ
る
。
兎
に
角
立
派
な
林
相
を
呈
し
ｔ
ゐ
る
乙

の
深
林

（
國
有
林
だ
さ
う
な
）ヽ
を
永
遠
に
保
護
し
て
、
利
の
み
に
は
し
る
人
間
の
手
に
あ

へ
な
く
伐
ウ
倒
さ
せ
た
く
な

い
も
の
だ
と
し
み
じ
み
思
つ
た
。
織
に
痕
跡
を
止
め
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
径
を
迪
つ
て
、剥
げ
易
さ
う
な
岩
の
角
を
出
る

こ
と
敷
度
。
も
う
長
い
岩
の
連
績
に
も
他
い
た
頃
、
左
の
頭
上
か
ら
右
下
の
難
へ
か
け
て
二
尺
ほ
ど
の
幅
と
し
た
切
明

が
、
明
瞭
で
は
な
い
が
確
に
そ
れ
と
剣
る
程
に
つ
い
て
わ
た
。
乙
ゝ
が
板
小
屋
澤
の
絡
黙
で
．
綾
い
て
股
引
澤
と
な
る

の
で
あ
る
。
乙
の
板
小
屋
澤
の
切
明
の
先
端
は
、
小
さ
い
石
楠
と
姫
小
松
の
外
に
は
何
の
本
も
な
い
凄
い
岩
峯
で
、
御

巣
鷹
山
と
い
ス
の
だ
さ
う
だ
。
奮
幕
時
代
何
石
何
人
扶
持
の
藤
を
頂
戴
す
る
高
崎
藩
士
が
こ
の
岩
峯
に
鷹
の
雛
を
捕
う

に
攀
ぢ
登
う
、
捕
つ
た
雛
は
更
に
幕
府
か
ら
の
使
者
で
あ
る
御
用
人
に
渡
さ
れ
、
鷹
匠
の
手
に
仕
立
て
ら
れ
た
も
の
だ

と
い
ス
。
元
は
乙
の
邊
の
岩
峯
に
は
鷹
が
群
を
な
し
て
舞
っ
て
ゐ
た
と
い
ス
が
、
話
牛
分
に
聞
い
て
も
鷹
の
多
か
つ
た

０
晩
春

の
耐
流
川
上
流

ヽ
　
　
高
畑
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行 獲 月 五 年 二 十 正 大

○
晩
春
の
赫
流
川
上
流
ヽ
　
　
高
畑

乙
と
は
想
像
さ
れ
や
う
。

約
二
十
分
も
後
の
な
い
股
引
澤
の
急
斜
面
を
上
つ
た
。
危
く
倒
れ
さ
う
に
な
つ
て
思
は
ず
延
し
た
手
に
、
タ
ラ
や
ク

マ
チ
イ
ゴ
や

バ
ラ
な
ど
と
つ
か
ま
う
と
し
て
慌
て
、
引
込
め
る
。
全
く
以
て
油
断

が
な
ら
な
い
ｏ
艇
て
下
駄
小
屋
の

趾
に
達
し
て
ほ
つ
と

一
息
吐
く
、
間
も
な
く
秩
父
の
大
岳
山
頂
か
ら
御
前
山
へ
績
く
尾
根
の
や
う
な
ひ
ど
い
藪
に
飛

込
ん
で
腕
き
に
腕
い
た
。
と
も
す
れ
ば
一臓
松
の
姿
を
見
失
つ
て

「
Ь
Ｉ
い
」
と
収
鳴
６
群
の
大
き
さ
、
我
乍
ら
苦
笑
せ

ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。
足
場
の
悪
い
澤
を
ひ
た
上
う
に
上
つ
て
十
町
許
り
も
末
た
か
と
思
ふ
頃
、
先
頭
に
立
っ
て
ゐ
た

案
内
者
が
何
物
に
驚
い
て
か
い
き
な
り
立
上
つ
て
あ
れ
ノ
ヽ
と
言
ひ
つ
ゝ
彼
方
の
樹
の
間
を
指
す
。
何
だ
と
訊
け
ば
今

猪
ら
し
い
も
の
が
飛
出
し
た
と
い
ふ
。
岩
の
ご
ろ
ノ
ヽ
し
て
ゐ
る
庭
を
探
る
と
、
成
る
程
苔
む
し
た
岩
角
を
崩
し
て
足

跡
が
つ
い
て
ゐ
る
。
矢
張
り
猪
だ
つ
た
か
と
言
は
れ
て
餘
う
好
い
気
持
は
し
な
か
つ
た
。
復
も
ひ
た
上
り
に
上
つ
て
境

界
第

一
流
の
小
標
木
の
あ
る
尾
根
の
背
に
取
付
い
て
や
つ
と
安
心
し
た
。
此
庭
に
は
大
き
な
樅
が
三
本
立
つ
て
ゐ
る
、

四
邊
に
燒
け
て
黒
く
な
つ
た
大
木
の
根
や
幹
が
澤
山
あ
る
。
何
で
も
今
か
ら
五
六
年
程
前
此
の
邊
に
野
火
が
入
つ
て
、

十
町
歩
四
方
許
う
焼

い
た
其
跡
で
あ
る
と
い
ふ
。
野
火
の
前
に
は
餘
程
美
事
な
大
木
が
繁
茂
し
て
ゐ
た
に
違
ひ
な
い
。

可
な
り
足
場
が
高
く
な
つ
た
せ
い
か
、
樹
の
間
か
ら
南
方
の
鉢
が
よ
く
見
透
せ
る
。
神
流
の
水
源
地
と
い
は
れ
る
本

谷

一
面
に
物
凄
い
程
具
つ
黒
に
茂
つ
て
ゐ
る
大
深
林
の
薬
に
う
た
れ
た
者
は
私
ば
か
り
で
は
な
か
つ
た
。
山
に
慣
れ
た

頑
松
さ
へ
も
。
こ
の
人
事
を
超
越
し
て
偉
大
な

「
働
き
」
を
無
言
の
う
ち
に
貧
行
し
つ
つ
あ
る
姿
―
―
凄
絶
と
も
い
ス

ベ
き
深
林
美
―
―
‐を
眼
の
下
に
眺
め
て
今
更
の
や
う
に
三
嘆
し
て
ゐ
る
の
で
あ
つ
た
Ｊ
私
は
そ
の
潤
澤
さ
と
壮
巌
さ
と

に
つ
た
れ
て
暫
時
言
葉
ち
出
な
い
。
幽
怪
な
鉢
底
で
は
岩
う
つ
激
流
の
音
が
轟
々
と
鳴
響
い
て
、
何
か
魔
性
の
者
で
も

棲
ん
で
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
、凄

い
そ
う
し
て
寂
し
い
や
う
な
氣
分
に
な
つ
た
。
橡
不
の
窪
の
奥
に
緯耳
え
て
ゐ

る
ダ
イ
ジ
ャ
ク
ラ
と
呼
ば
れ
る
岩
峰
の
あ
ざ
や
か
さ
、
傍

へ
行
つ
て
見
た
な
ら
ば
定
め
し
立
派
な
懸
崖
で
あ
ら
う
と
思

は
れ
た
。
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股
引
澤
り
頭
ま
で
は
未
だ
牛
里
ほ
ど
あ
る
と
い
ふ
の
で
急
い
で
立
上
う
、
山
毛
欅
ｔ
橡
の
最
も
多
い
可
な
う
傾
斜
の

激
し
い
尾
根
を
迪
う
、
漸
く
そ
の
頭
に
進
し
た
の
は

一
時
年
頃
で
あ
つ
た
。
眺
望
は
全
く
無
い
。
股
引
澤
り
切
明
を
過

れ
ば
右
側

（南
）
は
オ
ノ
ク
ボ
澤
と
な
夕
、
左
側

（
北
）
は
オ
ホ
カ
グ
ラ
澤
と
い
ム
大
き
な
澤
に
な
る
。
馬
の
背
の
様

な
尾
根
を
う
ね
つ
て
、
或
は
岩
峯
の
横
を
翔
み
、
或
は
大
き
な
樅
の
倒
木
の
下
を
潜
う
な
ど
し
て
行
く
と
、
雅
て
苔
蒸

し
た
大
き
な
岩
の
癌
に
出
邁
つ
た
。

攀
ぢ
上
つ
て
見
る
と
北
の
本
だ
け
が
よ
く
開
け
て
ゐ
る

の
み
で
、　
秩
父
方
面
の

山
々
は
そ
の
片
影
だ
に
認
め
ら
れ
ぬ
ほ
ど
藪
が
ひ
ど
い
の
で
馴
か
失
望
し
た
。
北
は
乱
杭
歯
の
や
う
に
鶴
れ
立
つ
た
結

い
や
う
な
青
い
や
う
な
岩
峯
を
越
え
て
向
ス
に
、
北
甘
業
の
郡
中
に
縦
横
に
幡
る
低
い
が
小
雛
の
多
い
由
が
進
選
と
し

て
ゐ
る
。
す
ぐ
眼
の
前
に
績

い
て
ゐ
る
低
山
の
う
ち
に
、
昨
日
通
つ
て
き
た

一
〇
六
二
米
の
堕
ノ
澤
峠
が
青
い
ヴ
エ
ー

ル
を
被
つ
て
立
つ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
低
い
山
の
上
に
響
え
て
ゐ
る
の
が
赤
城
榛
名
妙
義
及
び
Ｈ
光
附
近
の
残

雪
輝
く
山
々
な
の
で
あ
る
。

少
し
行
く
と
又
岩
の
瘤
が
あ
り
、今
度
は
南
北
の
塞
が
よ
く
開
い
て
ゐ
る
。具
黒
い
小
川
山
あ
た
り
の
室
に
忽
然
と
涌

き
出
し
た
乱
雲
は
墨
汁
を
酸
し
た
様
に
、
み
る
／
ヽ
四
邊
に
横
が
る
よ
と
見
る
間
に
眺
望
は
そ
の
大
年
ケ
・奪
は
れ
て
し

ま
つ
た
り
ま
た
も
や
現
漁
た
岩
の
癌
を
つ
い
と
飛
越
す
と
、
行
手
に
具
暴
な
木
立
に
蔽
は
れ
た
諏
訪
山
が
現
れ
た
、
各
“

に
元
氣
を
増
し
た
私
は
相
憂
ら
ず
倒
木
や
下
生
の
藪
に
虐
め
ら
れ
つ
つ
一
歩
ノ
ヽ
と
進
み
、
少
し
頭

り
上
が
明
る
く
な

つ
た
と
思
ス
と
急
に
眼
の
前
に
立
ち
現
れ
た
の
は
寧
ろ
諏
訪
山
よ
う
も
高

い
靖
い
岩
の
峯
で
あ
つ
た
。
岩
の
根
に
は
薄

桃
色
の
石
楠
や
、
カ
ナ
ツ
ツ
ジ
の
淡
紫
色
の
花
な
ど
が
今
を
盛
う
と
険
誇
つ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
眼
の
下
の
鉢
に
生
茂
る

針
葉
樹
と
い
は
ず
闊
葉
樹
と
い
は
ず
、
そ
の
精
や
小
枝
の
先
端
に
ふ
ら
う
と
下
つ
て
ゐ
る
の
は
山
羊
の
顧
髯
の
や
う
な

サ
／
ノ
オ
ガ
セ
で
あ
る
。
横
を
初
ん
で
岩
峯
の
背
後
に
廻
る
と
、
石
楠
と
姫
小
松
が
意
地
悪
い
程
は
び
乙
つ
て
ゐ
る
。

北
側
の
絶
離
の
級
に
腹
通
ひ
に
な
つ
て
美
事
な
姫
小
松
の
苗
木
）ビ
一
本
と

９
石
楠
の
苗
木
を
三
四
本
探
つ
て
、
一藤
松
が

背
負
つ
て
ゐ
る
イ
ハ
ス
グ
で
編
ん
だ
背
負
ゾ
カ
リ
の
中
に
入
れ
て
持
つ
て
行
つ
て
貰
ふ
。
小
さ
な
ガ
ン
の
上
に
橋
の
や
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行 稜 月 五 年 二 十 正 大

Ｃ
晩
春
の
稗
流
川
上
流
へ
　
　
高
畑

う
に
懸
つ
て
ゐ
る
腐
う
切
つ
て
緒
茶
け
た
栂
の
倒
木
の
上
を
び
く
ノ
ヽ
も
の
で
渡
越
し
、
今
迄
に
出
逢
つ
た
の
と
同
じ

様
な
岩
の
瘤
を
三
つ
ば
か
り
越
え
た
庭
で

一
息
す
る
。
此
庭
も
諏
訪
山
よ
り
は
少
し
高
い
岩
峯
で
あ
る
。

束
の
方
か
ら
南
へ
か
け
て
全
く
よ
く
開
け
て
ゐ
る
。
恐
ら
く
こ
の
附
近
で

一
番
眺
望
の
数
く
虎
で
あ
ら
う
ｏ
雲
の
役

篠
が
激

し
い
の
で
太
陽
は
出
で
つ
入
う
つ
し
て
ゐ
る
。
上
信
國
境
の
蟻
ケ
峠

（
一
九
七
八
・
六
米
）上
信
武
三
國
界
の
三

國
山

（
一
人
三
八
・
二
米
）を
越
え
て
、
五
郎
山
が
物
凄
い
ほ
ど
黒
く
見
え
、
通
の
雲
間
に
隈
頴
す
る
の
は
小
川
、
奥
千

丈
、
甲
武
信
な
ど
の
尤
物
で
あ
っ
た
。
具
白
に
雪
を
戴
い
た
金
峯
の
右
肩
の
奥
に
之
れ
も
雪
と
べ
つ
と

，
つ
け
て
ギ
ラ

ノ
ヽ
光
つ
て
ゐ
る
山
々
は
ど
乙
な
の
で
あ
ら
う
ｏ

一謳
松
に
聞
い
て
も

「
俺
う
や
知
ん
ね
え
」

と

一
言

い
つ
た
ぎ
り
、

少
し
疲
れ
た
ら
し
い
様
子
を
し
て
刻
煙
草
を
す
ば
／
ヽ
吸
つ
て
ゐ
る
。
そ
の
光
つ
た
実
峰
は
未
に
胸
底
深
く
印
象
さ
れ

て
ゐ
る
が
、
経
験
に
乏
し
い
悲
し
さ
に
は
今
以
て
何
山
で
あ
る
か
制
然
し
な
い
の
で
あ
る
Ｊ
序
に
申
し
て
置
く
が
、
濱

オ

ニ
ミ

ク

一一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一．
　

、ミ
　

“′
ニ

不
附
近
の
者
は
甲
武
信
嶽
の
こ
と
を
大
三
國
と
呼
び
、
一
八
二
八
・
二
米
の
三
國
山
即
ち
三
國
峠
の
こ
と
を
小
三
國
と
稀

し
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。

赤
く
む
け
た
樅
の
倒
木
に
腰
か
け
て
、
思
ひ
の
儘
に
奥
秩
父
の
尤
物
を
眺
望
し
つ
ゝ
、
残
う
少
な
い
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を

食
べ
、
ア
／
ミ
ユ
ウ
ム
の
水
筒
を
傾
け
て

一
掬
千
金
の
冷
水
を
ぐ
び
う
と
飲
み

雲
足
迅
い
遠
景
を
撮
う
な
ど
し
て
悠
々

す
る
こ
と
廿
分
あ
ま
り

「
さ
あ
行
か
哉
せ
う
ぜ
」
の
難
に
促
さ
れ
て
惜
し
い
眺
望
を
見
捨
て
、
ま
た
倒
木
や
藪
に
苦
し

め
ら
れ
つ
ゝ
突
進
す
る
。
ま
た
岩
の
瘤
に
行
常
つ
た

の
で
横
を
楊
ん
だ
の
が

大
策
。
石
楠
の
密
叢
に
入
つ
て
ど
う
に

よ
か
う
に
ヽ
動
き
が
取
れ
ず
、
澁
々
逆
戻
う
し
て
痢
ヶ
乗
越
え
、
姫
小
松
の
族
立
せ
る
中
に
山
毛
欅
や
橡
の
若
葉
が
緑

に
も
え
さ
か
つ
て
ゐ
る
木
立
の
多
い
峯
に
出
る
。
小
さ
な
心
臓
形
の
葉
を
っ
け
た
桂
の
若
木
も
大
憂
に
多
い
。
ぼ
う
ぼ

う
と
鳴
く
山
鳩
の
馨
は
う
ら
寂
し
く
疲
れ
ぎ
み
の
私
の
耳
柔
に
響
い
て
く
る
。
少
し
行
く
と
急
斜
面
を
下
つ
て
ま
た
上

う
、
切
明
ら
し
い
も
の
が
つ
い
て
ゐ
る
尾
根
に
出
た
の
で
、
こ
の
尾
根
樽
ひ
に
十
五
分
も
行
く
と
艇
て
乙
ん
も
う
し
た

木
立
の
あ
る
小
さ
な
山
頂
に
出
た
。
私
は
三
等
三
角
尉
の
標
石
を
見
出
し
た
の
で
頑
松
の
言
を
も
待
た
ず
、
直
に
之
れ

四
〈

( )
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十 第 岳 山琥 三 第 年

が

一
四
五
九
・
四
米
の
諏
訪
山
の
頂
上
で
あ
る
こ
と
が
分
つ
た
。
時
に
三
時
三
十
七
分
。

四
邊
が
薄
暗
い
の
で
ふ
と
室
を
仰
ぐ
と
今
に
ヽ
降
り
出
さ
ん
ず
勢
で
、
具
黒
な
密
雲
が
押
し
合
ひ
へ
し
合
ひ
西
の
方

へ
流
れ
て
行
く
。
雨
具
を
持
た

，
身
の
降
ら
れ
て
は
困
る
と
思
人
間
も
な
く
、
秩
父
側
の
繁
か
ら
吹
上
ぐ
る

一
陣
の
風

と
共
に
大
粒
の
雨
が
ぼ
つ
う
っ
と
や
つ
て
く
る
、
と
同
時
に
樹
の
間
を
か
い
く
ヾ
つ
て
か
す

｝
飛
ぶ
霧
に
捲
か
れ
た
二

人
は
、
暫
し
雲
の
上
に
乗
つ
て
ゐ
る
や
う
な
思
ひ
を
し
た
の
で
あ
つ
た
。
霧
の
も
た
ら
す
風
の
冷
か
さ
。
乙
の
時
は
全

く
二
月
頃
の
氣
候
と
同
じ
程
で
あ
つ
た
。「
ど
う
だ
大
丈
夫
か
な
」
と
訊
け
ば
↓
な
ア
に
夕
立
だ
か
ら
大
し
た
心
配
は
あ

る
め
え
」
と
一職
さ
ん
す
つ
か
り
安
請
合
に
請
合
つ
て
ゐ
る
ｃ
併
し
私
は
大
に
心
細
い
な
が
ら
も
雨
降
ら
ば
降
れ
風
吹
か

ば
吹
け
と
、
如
何
に
も
悟
つ
た
様
な
顔
を
し
て
五
分
程
休
息
す
る
Ｑ
眺
望
は
全
く
な
い
．ぃ．

幅
二
尺
許
う
の
有
る
か
無
き
か
の
切
明
の
雨
側
に
は
、
斜
に
切
取
つ
た
槍
の
穂
先
の
や
う
に
銑
い
雑
木
の
小
枝
が
に

よ
き
ノ
ヽ
立
つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
を
掻
分
け
つ
ヽ
五
分
ば
か
り
で
漸
く
諏
訪
山
の
奥
の
院
に
辿
り
着
く
こ
と
が
出
来
た
。

濱
手
の
鉢
即
ち
北
方
を
背
に
し
て
小
さ
な
祠
が
二
基
立
つ
て
ゐ
る
。
共
に
祭
前
は
諏
訪
明
紳
で
、
向
つ
て
左
の
も
の
は

高
サ
三
尺
許
う
、
明
け
放
し
た
犀
の
内
側
に
奉
修
諏
訪
明
神
と
記
し
た

一
尺
ば
か
り
の
古
い
餌

（
鉾
７
）
ら
し
い
も
の

が
二
本
納
め
て
あ
つ
た
。
左
の
も
の
は
高
サ
ニ
尺
足
ら
ず
で
あ
る
が
中
に
何
も
な
い
。
聞
け
ば
先
年
悪
戯
牛
分
に
壊
し

た
り
お
宮
の
向
き
を
か
へ
た
０
し
た
者
が
あ
つ
た
の
で
、
御
神
般
は
演
手
の
里
官
に
移
し
て
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

雨
は
盆
降
つ
て
く
る
ｏ
晴
れ
て
ゐ
れ
ば
鉢
を
隔
て
ヽ
東
か
ら
南
に
か
け
て
秩
父
の
奥
の
山
々
が
ず
ら
う
と
眺
め
ら
れ
、

す
ヾ
限
の
前
に
は
あ
の
怪
偉
な
姿
を
し
た
雨
神
山
が
見
ら
れ
る
も
の
を
と
、
濱
平
出
後
の
時
間
が
晩
か
つ
た
こ
と
を
つ

く
づ
く
と
後
悔
し
た
¨
ツ報
の
下

（
東
方
）
の
深
い
繁
は
西
澤
で
、
そ
の
東
側
に
幾
多
の
岩
峯
を
抱
へ
て
奥
深
く
入
り
込

ん
で
茶
て
ゐ
る
の
が
乙
父
澤
で
あ
る
。

二
三
枚
篤
具
を
撮
つ
て
再
び
三
角
離
の
あ
る
峯
に
戻
り
、
大
き
な
樅
の
蔭
に
身
を
寄
せ
て
冷
い
風
を
避
け
な
が
ら
残

う
の
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
顛
張
ｈ
ノ．
少
し
休
ん
で
か
ら
も
と
家
た
径
を
引
返
す
。
前
の
如
く
岩
の
瘤
を
越
え
た
り
急
斜
面
の

○
晩
春
の
耐
流
川
上
流
へ
　
　
高
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高
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横́
を
翔
ん
だ
う
す
る
の
は
う
る
さ
い
の
で
、
今
度
は
屹
立
し
て
ゐ
る
岩
を
右
に
仰
ぎ
つ
ゝ
、
尾
根
の
南
の
斜
面
の
下
生

を
掻
分
け
て
少
し
行
つ
て
か
ら
稿
歩
き
ょ
い
尾
根
に
出
る
と
、
一蔵
松
は
頻
う
に
霧
に
捲
か
れ
た
オ
ホ
ヵ
グ
ラ
澤
へ
の
降

う
口
を
探
し
て
ゐ
る
。
暫
く
し
て
技
を
下
る
の
だ
と
言
つ
た
扁
松
は
も
う
径
の
な
い
北
側
の
急
斜
面
を
下
う
は
じ
め
る
。

大
丈
夫
か
と
訊
け
ば
、
今
に
人
の
踏
ん
だ
跡
を
探
出
す
か
ら
安
心
し
て
つ
い
て
家
い
と
い
ム
の
で
、
後
に
つ
い
て
下
う

た
。
タ
ラ
や
セ
ン
の
刺
あ
る
枝
幹
が
い
や
に
行
手
の
邪
魔
を
す
る
。
積
ウ
積
つ
た
落
葉
の
上
を
歩
む
心
地
の
悪
さ
。
う

つ
か
り
苔
蒸
す
岩
に
上
つ
て
つ
る
う
辻
る

こ
、
屹
度
尻
併
を
つ
く
。

一
尺
も
あ
ら
う
と
い
ふ
ど
ず
黒
い
大
蛙
期
が
其
下

か
ら
出
た
に
は
驚
い
た
。
尻
餅
を
つ
い
た
序
に
少
し
休
ん
で
ゐ
る
と
，
下
の
方
で
一鵬
松
が
薄
う
に
杖
を
振
廻
し
て
ゐ
る

の
で
、
何
事
が
起
つ
た
の
か
と
計
ぅ
な
が
ら
近
づ
く
と
、
ゴ
ロ
タ
石
を
蹴
返
し
て
獣
の
足
跡
が
歴
然
と
つ
い
て
ゐ
る
、

こ
れ
は
猪
乙
れ
は
冷
羊
と
教

へ
て
呉
作
る
。
先
頃
降
り
績
い
た
雨
の
た
め
に
餌
が
無
く
な
つ
た
の
で
里
へ
下
つ
た
に
違

ひ
な
い
と
蔵
松
は
獨
言
を
い
つ
て
ゐ
た
。

径
ら
し
い
も
の
は
無

い
が
二
人
は
平
氣
な
顔
を
し
て
下
つ
て
行
つ
た
ｏ
四
邊
は
次
第
に
晴
く
な
つ
て
、
襟
元
冷
た
く

降
り
澱
い
で
ゐ
た
雨
は
漸
く
小
止
み
に
な
つ
た
。
雅
て
ず
っ
と
左

（
西
）
の
山
側
を
翔
ん
で
下
る
と
、
左
右
か
ら
恐
ろ

し
い
岩
壁
が
押
迫
つ
て
ゐ
て
、
私
等
は
自
然
に
其
間
に
入
う
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
岩
の
根
か
ら
清
冷
な
泉
が
涌
い
て
わ

る
の
で
、
渇
い
た
喉
を
潤
し
て
少
し
体
む
、
夫
か
ら
樺
や
山
毛
欅
、
橡
な
ど
の
密
生
し
た
間
を
相
憂
ら
ず
た
の
山
側
を

初
ん
で
行
く
と
漸
く
幽
か
に
径
ら
し
い
も
の
が
つ
い
て
ゐ
た
。
具
黒
な
木
立
の
繁
み
な
の
で
、
頭
上
の
尾
根
迄
は
到
底

見
透
す
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
聞
け
ば
乙
の
具
上
が
先
刻
秩
父
方
面
ヒ
眺
望
し
な
が
ら
篤
典
を
撮
し
な
ど
し
た
尾
根
に

営
つ
て
ゐ
る
と
い
ふ
。
ミ
ゾ
ナ
ラ
の
密
林
へ
潜
う
込
み
、
イ
バ
ラ
や
蕗
の
非
常
に
多
い
庭
を
押
分
け
て
行
く
と
問
も
な

く
左
に
小
さ
な
澤
が
あ
つ
て
、
そ
の
下
手
に
下
駄
小
屋
の
臓
屋
が
大
き
な
岩
の
下
に
ビ
ツ
シ
ヤ
リ
と
潰
ね
て
ゐ
る
の
が

見
え
た
。
何
で
も
明
治
四
十
二
三
年
頃
の
秋
ゆ
よで
は
こ
の
小
合
に
大
勢
樵
夫
が
ゐ
て
、
四
邊
の
本
ケ
伐
う
て
は
下
駄
の

皇
を
作
つ
た
り
友
を
焼
い
た
り
し
て
わ
た
さ
う
で
あ
る
が
、
何
に
せ
物
を
運
搬
ず
る
の
に
餘
う
不
便
す
ぎ
る
の
で
、

一

二
〇
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十 第 岳 山雅 三 第 年

人
去
う
二
人
去
う
し
て
何
時
し
か
磨
屋
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
の
だ
さ
う
だ
ｏ
土
地
で
は
乙
の
邊
を
組
稀
し
て
、
日
蔭
尻

石

（宛
字
）
と
言
つ
て
わ
る
。

左
か
ら
可
な
り
立
派
な
澤
が
出
て
ゐ
る
、
カ
ゾ
ラ
マ
グ
サ
澤
と
呼
ぶ
〕
乙
の
澤
を
左
右
に
翔
み
つ
ゝ
暫
く
下
り
、
小

さ
な
漢
流
を
渉
つ
て
か
ら
大
き
な
岩
の
蔭
で
体
む
。
ふ
と
耳
を
す
ま
打
た
■
か
鉢
の
下
の
方
で
軽
々
と
地
響
が
し
て
ゐ

る
。
あ
れ
は
何
だ
ね
と
訊
く
と
．
な
に
あ
れ
で
す
か
い
、
あ
そ
乙
は
大
廿
楽
の
澤
が
ぐ
つ
と
落
込
ん
で
三
方
絶
壁
に
な

つ
て
ゐ
て
、
そ
の
絶
壁
の
一
端
に
大
き
な
瀑
が
懸
つ
て
ゐ
る
、
そ
の
瀑
の
音
で
さ
と
返
事
を
す
る
。
こ
の
邊
も

一
帯
に

密
林
で
下
生
が
生
茂
つ
て
ゐ
る
の
で
、
そ
れ
を
掻
分
け
乍
ら
側
へ
行
つ
て
み
る
勇
氣
も
出
ず
、
遠
く
で
そ
の
軽
轄
た
る

音
を
聞
い
た
の
み
で
あ
つ
た
が
、昔
里
人
の
佐
左
衛
門
と
い
ふ
老
人
が
乙
の
大
甘
楽
澤
を
湖
つ
て
瀑
に
逢
着
し
、闇
は
迫

つ
て
木
る
左
右
の
嵯
上
に
上
る
こ
と
は
叶
は
ず
、
さ
う
と
て
戻
る
こ
と
も
出
木
ず

一
夜
を
泣
き
明
か
し
た
と
い
ふ
の
で

「
佐
左
衛
門
泣
さ
」
と
い
ふ
名
の
付
い
て
ゐ
る
庭
だ
さ
う
だ
ｏ
瀑
の
名
を
聞
い
た
が
知
ら
な
か
つ
た
ｏ
二
同
程
漢
流
を
渉

つ
て
今
度
は
澤
の
右
側
を
辿
る
ｃ
間
も
な
く
右
に
僅
か
な
が
ら
も
切
明
の
あ
る
急
な
岩
の
斜
面
が
現
れ
た

．
ヒ
ナ
ガ
ラ

坂
と
い
ス
の
だ
さ
う
だ
。
元
は
此
急
坂
の
上
の
尾
根
に
諏
訪
明
神
の
籠
堂
が
建
つ
て
ゐ
た
、
こ
の
切
明
は
そ
乙
へ
導
く

道
な
の
だ
と
い
ス
。
時
に
五
時
牛
。
大
甘
楽
澤
は
可
な
う
水
量
が
多
く
な
つ
て
き
た
。
行
手
の
塞
が
次
第
に
よ
く
見
透

せ
て
家
る
に
つ
れ
て
、
鬱
蒼
た
る
深
林
も
密
よ
う
粗
に
還
う
、
途
に
左
の
山
腹
に
友
燒
小
屋
の
白
い
煙
を
見
出
し
た
時

に
は
，
右
に
も
左
に
も
桑
畠
や
参
畑
や
荒
束
畑
が
現
れ
、
雅
て
二
つ
三
つ
の
友
燒
小
屋
を
山
腹
や
鉢
底
に
眺
め
な
が
ら

漢
の
獨
木
橋
を
右
岸
に
渡
多
土
橋
を
左
岸
に
渡
う
か
へ
し
て
、
川
の
中
を
歩
い
て
低
い
草
山
の
端
ヒ
大
き
く
左
に
曲
う

か
る
と
、
前
面
が
急
に
開
け
て
特
徴
あ
る
ト
ヤ
ノ
ツ
ム
ジ
が
す
ぐ
眼
の
前
に
見
え
出
す
、
間
も
な
く
虎
王
紳
祗
の
赤
鳥

居
の
下
に
出
て
神
流
川
の
岸
に
達
し
、
河
原
を
右
に
折
れ
て
六
時
十
五
分
漸
く
宿
に
蹄
う
着
い
た
。

汗
に
濡
れ
た
洋
服
を
脱
捨
て
ヽ
早
速
鍍
泉
に
飛
込
む
。
乙
の
鍍
泉
は
宿
の
傍
の
湯
ノ
澤
の
岩
の
間
か
ら
沸
々
と
涌
き

出
し
て
ゐ
る
張
い
友
酸
泉
で
、
非
常
に
堕
分
を
含
ん
で
ゐ
る
。
勿
論
わ
か
し
湯
で
あ
る
が
胃
腸
の
蒻
い
人
に
は
偉
効
が

○
晩
春
の
紳
流
川
上
流
ヽ
　
　
高
畑
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三
二

あ
る
と
い
ふ
の
で
、
信
州
か
ら
山
越
し
に
く
る
老
人
も
あ
る
と
い
ふ
。
浴
槽
は
湯
ノ
澤
と
本
流
と
の
出
合
ひ
近
く
の
崖

上
に
あ
つ
て
、
黒
く
燻
つ
た
荒
制
の
木
組
、
川
に
面
し
た
角
窓
に
は

一
面
に
蔦
が
這
ひ
か
、
つ
て
ゐ
る

．′
後

（
南
）
の

窓
か
ら
は
間
葉
樹
の
麗
し
い
青
葉
若
葉
の
居
が
見
上
ら
れ
、
前

（
北
）
に
は
耐
流
の
急
流
が
瀬
と
な
り
淵
と
な
つ
て
流

れ
て
ゐ
る
ｃ
や
が
て
残
照
が
西
の
基
を
染
め
出
し
た
と
思
ス
と
山
の
端
が
具
赤
な
茜
色
に
瑳
つ
て
時
な
ら
ｎ
に
満
山
紅

葉
し
た
や
う
で
あ
っ
た
。
浴
槽
の
中
で
う
つ
ら
ノ
ヽ
し
て
居
る
と
銀
鈴
を
振
る
や
う
な
美
し
い
河
鹿
の
難
が
聞
え
る
。

床
に
就
く
と
湯
の
け
ぶ
り
が
枕
邊
近
く
迷
つ
て
く
る
。
ふ
と
胸
に
浮
ん
だ
の
は
。

旅
人
の
夜
話
な
ど
も
止
Ｕ
乙
ろ
の
廊
下
に
な
び
く
温
泉
の
需
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
品
子

と
い
ス

「
旅
の
歌
」
の
中
の
一
首
で
ぁ
つ
た
。

五
月
三
十

一
日
。
小
合
の
聾
に
ス
と
限
と
醒
す
と
，
朝
陽
の
光
は
既
に
山
や
谷
を
照
し
て
ゐ
た
。
雲
な
く
風
な
く
よ

く
晴
れ
渡
つ
た
朝
で
あ
る
。
河
原
へ
降
り
て
顔
を
洗
ひ
、
村
の
小
供
の
岩
魚
釣
る
の
を
観
る
こ
と
暫
時
。
部
屋
に
戻
つ

て
岩
魚
や
維
茸
を
薬
に
朝
飩
を
済
し
て
か
ら
、
身
仕
度
と
し
て
、
姫
小
松
と
石
楠
の
若
木
を
乙
の
旅
で
得
た
無
二
の
家

芭
と
し
て
宿
を
螢
つ
た
の
が
午
前
八
時
四
十
五
分
で
あ
つ
た
ｏ

一
昨
日
の
道
を

一
里
餘
♭
戻
つ
て
白
井
の
宿
を
左
の
山

腹
に
仰
ぎ
、
右
に
新
れ
て
阪
下
の
汚
い
宿
に
入
つ
た
の
は
九
時
五
十
分
頃
で
あ
つ
た
。
封
岸
に
死
立
す
る
岩
の
中
で
特

に
抜
け
出
し
て
ゐ
る
蒼
い
岩
を
ネ
ツ
コ
岩
と
い
ふ
さ
う
だ
。
利
根
橋
を
渡
ウ
堕
ノ
澤
峠
へ
行
く
道
と
別
れ
、
右
折
し
て

神
流
川
の
左
岸
を
ぶ
ら
ノ
ヽ
行
く
。
中
村
の
外
れ
で
小
幡
橋
を
渡
る
と
間
も
な
く
乙
父
に
木
る
。
乙
父
澤
が
右
岸
か
ら

神
流
川
に
注
い
で
ゐ
る
。
神
寄
の
村
を
離
作
π
モ、フ
婢
電
ひ
橋
す
わ
橋
を
渡
る
。
山
の
端
ビ
大
き
く
う
ね
つ
γ
一
長
さ
十

問
ば
か
う
の
ス
ぢ
さ
わ
橋
に
懸
る
と
左
か
ら
住
居
附
澤
が
落
込
ん
で
ゐ
る
。
十

一
時
頃
で
あ
つ
た
ら
う
、
乙
母
の
掛
茶

屋
で
駄
菓
子
を
買
つ
て
居
る
と
績
い
て
入
つ
て
家
た
旅
の
人
ら
し
い
の
が
、
勝
山
へ
行
く
な
ら
檜
峠
ヒ
越
せ
ば
牛
道
も

近
い
と
教
へ
た
。
其
言
に
従
つ
て
村
外
れ
か
ち
左
へ
入
つ
て
急
坂
を
上
る
と
畑
が
顧
れ
、
間
も
な
く
下
り
と
な
つ
て
前

面
に
勝
山
の
人
家
が
腋
下
さ
れ
た
。
上
下
八
町
の
峠
で
あ
る
。
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勝
山
村
の
中
央
に
懸
つ
て
ゐ
る
や
な
ぎ
橋
を
渡
う
、
新
物
を
過
ぎ
て
八
幡
の
か
な
め
橋
を
渡
る
。
乙
の
橋
は
野
栗
澤

に
架
け
ら
れ
た
も
の
で
澤
は
可
な
ら
大
き
い
。
橋
の
傍
の
茶
店
に
立
寄
つ
て
中
食
を
済
し
た
。
人
通
う
の
な
い
砂
埃
の

舞
ひ
立
つ
崖
道
を
ぶ
ら
ノ
ヽ
行
く
と
雨
側
の
山
の
中
腹
に
藤
の
淡
紫
色
の
花
が
険
誇
ｂ
舞
ゐ
る
の
が
限
を
ひ
く
。
さ
ゝ

や
か
な
河
原
に
は
枕
が
澤
山
繁
つ
て
ゐ
た
。
白
く
塗
つ
た
た
か
橋
と
い
ふ
を
渡
る
と
尾
付
の
村
に
入
る
。
四
邊
が
漸
く

晦
冥
ｔ
な
つ
た
の
で
怪
し
む
間
も
な
く
扶
離
の
雨
が
バ
ラ
ノ
ヽ
と
襲
つ
て
き
た
。
路
傍
の
小
店
で
檜
笠
を
購
ひ
、
横
ざ

ま
に
吹
つ
け
る
雨
の
中
を
急
行
し
た
。
魚
尾
で
、う
た
よ
み
、み
や
も
と
の
二
橋
を
渡
り
、桑
畑
を
左
に
見
て
進
む
と
、小

路
の
角
に

「
左
大
一臓
峠
を
経
て
下
仁
田
へ
五
里
」
と
書
い
た
道
標
が
建
て
ヽ
あ
つ
た
。
臆
て
紳
祀
が
願
れ
る
、
村
祗
中

山
神
融
で
、
拝
殿
に
縦
四
尺
横
六
尺
程
の
奉
納
額
が
懸
つ
て
居
る
。
額
面
に
墨
も
薄
れ
て
、
甲
源

一
刀
流
逸
見
大
四
郎

源
長
英
と
記
さ
れ
、
あ
と
は
お
定
う
の
門
人
の
姓
名
が
う
ぢ
や
ノ
ヽ
書
き
連
ね
て
あ
つ
た
。
優
し
い
名
の
あ
や
め
橋
や

つ
ば
き
橋
を
渡
っ
て
相
原
に
入
つ
た
の
が
、
雲
足
繁
く
小
雨
そ
ぼ
降
る
午
後
三
時
頃
で
あ
つ
た
。
村
外
れ
の
た
き
の
さ

わ
橋
の
一
隅
に

「
萬
場
へ
廿
町
鬼
石
へ
六
里
牛
」
と
書
い
て
あ
る
の
を
見
た
。
あ
と
汁
町
で
今
宵
の
宿
た
る
萬
場
の
町

に
達
せ
ら
れ
る
の
だ
と
ほ
つ
と

一
息
し
て
雨
の
中
で
休
息
す
る
。
小
平
村
の
中
程
で
が
た
ノ
ヽ
の
小
長
い
橋
を
渡
る
、

神
流
川
の
曲
折
の
さ
０
（
や
山
の
た
だ
ず
ま
ひ
が
思
の
外
に
よ
く
、
一齊
れ
て
ゐ
た
ら
山
村
の
趣
も

一
人
だ
ら
う
と
思
ひ
な

が
ら
傍
ら
の
製
材
小
屋
に
立
寄
つ
て
橋
の
名
を
訊
る
と
言
下
に
雷
電
橋
と
教
へ
て
く
れ
た
。
橋
の
下
に
こ
と
ん
ノ
ヽ
と

水
車
の
動
い
て
ゐ
る
い
わ
や
橋
を
渡
う
、
黒
田
に
懸
る
と
今
迄
そ
ぼ
降
つ
て
ゐ
た
雨
は
忽
ち
柿
然
た
る
豪
雨
と
化
し
て

し
ま
つ
た
。
八
幡
橋
ケ
一渡
つ
て
萬
場
の
町
に
入
り
、
濡
鼠
の
や
う
な
恰
好
を
し
て
山
屋
と
い
ふ
宿
屋
へ
飛
込
ん
だ
の
は

午
後
四
時
頃
で
あ
つ
た
。

六
月

一
日
。
戸
を
排
し
て
仰
ぐ
と
杢
は

一
面
に
塁
を
激
し
た
や
う
で
、
四
邊
の
山
々
に
は
密
雲
低
く
垂
れ
て
、
細
雨

が
小
止
み
な
ぐ
降
畿
い
で
ゐ
る
。
今
日
は
東
御
荷
鉾
山
か
ら
西
御
荷
鉾
山
を
越
え
、
赤
久
細
山

（
白
髪
岩
）
へ
か
け
て

山
上
の
眺
望
を
恣
に
し
た
い
と
思
つ
た
の
が
、
こ
の
雨
の
篤
に
阻
ま
れ
て
杢
し
く
塞
を
仰
い
で
嘆
息
す
る
の
み
で
あ
つ

琥 三 第 年 六 十 第 岳 山
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た
）雨

の
西
御
荷
鉾
越
え
―
―
そ
れ
も
よ
か
ら
う
と
獨
話
し
つ
つ
朝
舗
を
済
ま
せ
、
山
屋
の
主
人
宮
崎
氏
が
好
意
を
以
て

蓋
い
て
呉
れ
た
西
御
荷
鋒
山
へ
の
略
固
を
懐
に
、人
夫
の
末
る
の
を
待
つ
て
午
前
七
時
十
分
に
出
螢
し
た
〕八
幡
祗
の
脇

を
北
へ
進
み
、
滑
る
泥
路
を
懸
命
に
迪
る
と
道
が
二
つ
に
岐
れ
る
、
右
の
小
径
へ
入
つ
て
杉
林
を
抜
け
る
と
前
面
の
谷

底
を
氣
奈
澤
が
流
れ
て
ゐ
る
。
澤
の
附
近
に
は
杉
が
植
林
し
て
あ
る
や
う
だ
。
氣
奈
澤
の
一
支
流
を
右
に
渡
り
、
杉
の
雑

木
の
林
を
潜
う
抜
け
て
、

可
な
り
上
る
と
逢
か
頭
上
に
赤
岩
が
見
え
出
し
た
り
地
形
固

（
万
場
）
の
氣
奈
澤
の
氣
の

字
の
上
に
露
出
岩
の
記
慌
の
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
赤
い
岩
に
は
違
ひ
な
い
が
さ
し
て
珍
ら
し
い
岩
と
も
思
へ
な
か

つ
た
。
八
時
頃
氣
奈
澤
と
別
れ
て
上
つ
て
行
く
と
、
征
が
次
第
に
薄
く
な
つ
て
く
る
、
少
し
憂
だ
と
思
つ
て
ゐ
る
間
も

な
く
柏
、楢
、
礫
な
ど
の
生
茂
つ
た
中
に
入
つ
て
し
ま
つ
た
。
七
八
年
前
蛯
拒
燿
も
よ
く
踏
め
て
ゐ
た
し
、
雑
木
林
な
ど

は
無
か
つ
た
さ
う
だ
が
、
今
で
は
土
地
の
人
も
生
利
か
又
は
柏
木
か
ら
入
澤
を
湖
つ
て
行
く
や
う
に
な
り
、
氣
奈
澤
道

は
山
仕
事
へ
行
く
も
の
か
殖
林
廻
う
の
役
人
の
外
は
通
る
人
も
少
な
い
と
い
ふ
。
詮
方
が
な
い
か
ら
雑
木
を
押
分
け
て

遮
二
無
二
に
進
む
と
問
も
な
く
生
利
か
ら
の
好
い
道
に
出
た
。
草
山
の
斜
面
に
乙
ん
も
う
し
た
杉
の
木
立
が
見
え
る
υ

小
径
を
辿
つ
■
そ
の
木
立
に
入
る
と
大
き
な
欅
と
杉
に
回
れ
て
十
坪
ば
か
う
の
小
池
が
あ
つ
た
。
傍
ら
に
石
碑
が
あ
る
ｃ

披
は
池
の
薬
師
と
い
は
れ
て
ゐ
る
虎
で
、
限
病
の
者
が
こ
の
池
の
水
を
持
蹄
つ
て
限
に
つ
け
る
と
、
ど
ん
な
に
執
拗
な

眼
病
で
も
企
癒
す
る
と
の
こ
と
ｏ
い
や
夫
許
り
で
は
な
い
、
夏
日
早
魃
に
苦
し
む
際
こ
の
水
を
汲
取
つ
て
田
に
注
ぐ
と

必
ず
雷
雨
立
所
に
至
る
と
い
ふ
。
八
時
四
十
分
再
び
元
の
登
山
道
に
戻
り
、
分
う
易
い
道
を
上
つ
て
行
く
。
四
邊
は
模

糊
と
し
た
霧
の
海
で
あ
る
。
可
な
り
上
つ
て
紳
川
村
有
林
へ
の
小
径
と
別
れ
、
右
を
迎
る
と
や
が
て
道
が
二
つ
に
岐
れ

る
。
右
す
れ
ば
投
石
峠
を
越
え
て
日
野
村
へ
下
り
、
左
す
れ
ば

一
筋
道
を
西
御
荷
鉾
の
頂
上
へ
行
か
れ
る
の
で
あ
る
。

左
し
て
少
し
く
上
う
、
疎
に
生
へ
て
ゐ
る
楢
の
大
木
の
下
を
通
つ
て
茅
戸
の
申

へ
入
う
、
電
光
形
の
道
を
正
直
に
辿
つ

た
。
漸
く
傾
斜
が
急
に
な
つ
て
来
る
。
雨
具
で
身
を
固
め
て
ゐ
る
の
で
暑
い
こ
と
彩
し
い
。
霧
の
中
か
ら
時
々
乙
ん
も

五
四
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う
木
立
の
あ
る
頂
上
が
見
え
る
。
乙
の
邊
の
茅
戸
を
刈
込
ん
で
所
謂
西
御
荷
鉾
山
の
大
丸
が
推
へ
て
あ
る
筈
で
あ
る
が
、

雨
中
な
の
で

一
向
に
剣
然
し
な
い
。
漸
く
に
し
て

一
二
人
六

・
二
米
の
三
角
駐
に
達
し
た
の
は
九
時
三
十
五
分
。
罪
々

と
降
る
雨
の
も
蔭
で
眺
望
は
全
く
な
い
。
大
筒
の
水
で
渇
い
た
喉
を
霧
し
。
傍
に
祀
つ
て
あ
る
不
動
明
王
の
膝
下
に
腰

か
け
る
。
毎
年
陽
暦
四
月
十
八
日
が
大
祭
日
で
、
麓
の
村
々
で
は
業
を
体
み
、　
一
家
揃
う
て
登
拝
す
る
の
だ
さ
う
だ
ｏ

勿
論
登
山
口
の
要
所
要
所
に
は
小
屋
が
掛
ら
れ
、
叉
山
上
に
は
飲
用
水
を
賣
る
店
が
出
る
と
い
ふ
ｏ
全
く
頂
上
附
近
に

は
水
の
出
る
所
が
無
い
や
う
で
あ
つ
た
。
ほ
ん
の
少
し
の
間
見
え
て
ゐ
た
オ
ド
ケ
山
も
夢
の
様
に
沿
え
て
し
ま
つ
た
。

富
士
は
見
え
緻
と
し
て
も
、
八
ケ
岳
を
始
め
奥
秩
父
の
名
だ
た
る
峯
轡
、
さ
て
は
日
光
方
面
か
ら
東
上
州
に
か
け
て
の

一
帯
の
山
々
、
す
ぐ
眼
の
前
に
東
御
荷
鉾
、
白
髪
岩
附
近
の
木
立
勘
い
園
頂
な
ど

一
眸
の
裏
と
思
へ
ば
思
ス
程
こ
の
雨

が
療
に
障
つ
て
な
ら
な
か
つ
た
ｏ
十
時
に
頂
上
を
出
螢
し
、
峯
倅
ひ
に
和
南

へ
辿
る
と
又
小
柄
な
石
の
不
動
が
立
つ
て

ゐ
る
。
乙
の
邊
か
ら
草
を
分
け
初
め
て
南
へ
だ
ら
ノ
ヽ
と
下
る
と
、
左
（東
）に
大
き
く
崩
れ
た
崖
が
順
れ
た
。
下
を
覗

く
と
雨
に
濡
れ
て
か
石
友
岩
ら
し
い
岩
の
碑
片
が
堆
高
く
谷
を
埋
め
て
青
く
光
つ
て
ゐ
る
。
ア
フ
グ
エ
（青
崩
）
の
名

も
之
れ
に
因
つ
て
起
つ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。

覺
束
な
い
足
取
う
で
崖
の
縁
を
辿
う
、
右
の
斜
面
の
草
原
に
入
っ
て
ほ
っ
と
安
心
す
る
。
草
の
斜
面
に
は
白
や
紅
の

革
花
が
澤
山
険
い
て
ゐ
た
∪
な
だ
ら
か
な
斜
面
で
奈
良
の
三
笠
山
を
思
は
せ
る
や
う
な
庭
だ
。
榛
の
木
立
を
突
切
る
と

間
も
な
く
投
石
峠
に
達
し
た
ｏ
頂
上
―

と
云
つ
て
■
極
く
狭
い
二
坪
ば
か
り
の
不
地
が
あ
る
の
み
だ
―

に
手
頃
の

石
が
堆
高
く
積
ん
で
あ
る
、
こ
の
石
を
力

一
杯
に
投
げ
て
、
そ
れ
が
西
御
荷
鉾
の
山
を
越
え
た
時
に
は
、
今
度
生
ね
る

兄
が
男
だ
と
か
女
だ
と
か
い
ス
樺
説
め
い
た
話
を
ち
ら
と
耳
に
し
た
が
す
つ
か
う
忘
れ
て
し
ま
つ
た
。
東
に
小
征
を
迪

れ
ば

一
二
四
六
米
の
東
御
荷
鉾
山
に
至
る
べ
く
、
南

へ
下
れ
ば
生
利
及
柏
木
へ
行
か
れ
る
。
私
は
人
夫
を
返
し
て
北
の

日
野
村

へ
下
る
こ
と
に
し
た
ｏ
分
う
易
い
征
を
下
つ
て
灌
木
の
中
に
入
り
、
漢
流
を
渡
つ
て
暫
く
行
く
と
径
の
左
右
に

立
派
な
杉
檜
の
殖
林
が
現
は
れ
る
。
千
ケ
瀧
澤
の
左
岸
の
山
腹
を
翔
み
、左
へ
迪
つ
て
馬
塚
澤
に
末
た
、頭
上
に
美
事
な

○
晩
春
の
紳
流
川
上
流
ヽ
　
　
高
畑

琥 三 第 年 六 十 第 岳 山

二
五

(12481)



行 螢 月 五 年 二 十 正 大

０
晩
春
の
耐
流
川
上
流

ヽ
　
　
高
畑

デ
エ
モ
ン
岩
と
い
ス
の
が
峙
つ
て
ゐ
る
。
乙
の
岩
を
仰
ぎ
な
が
ら
暫
く
行
く
と
小
さ
な
参
畑
が
願
れ
、
間
も
な
く
唯

一

軒
の
農
家
が
あ
つ
た
。
立
ち
寄
る
と
婆
さ
ん
が
獨
う
嘘
端
に
居
眠
ウ
を
し
て
ゐ
た
。
澁
茶
ヒ
啜
つ
て
午
食
を
済
ま
し
、

十

一
時
五
十
五
分
に
乙
の
家
を
立
つ
て
急
坂
を
下
つ
た
。
平
几
な
谷
を
可
な
う
下
つ
て
漸
く
鮎
川
の
岸
に
辿
う
着
き
っ

林
業
所
の
前
の
丸
木
橋
を
渡
っ
て
川
の
左
岸
に
移
り
、
稽
度
い
泥
路
を
辿
つ
て
午
後
十
二
時
四
十
分
田
本
の
村
へ
入
つ

た
ｃ
と
あ
る
荒
物
屋
策
居
酒
屋

へ
寄
り
込
み
、熱
い
澁
茶
で
田
合
餞
頭
を
食
べ
、吉
井
へ
の
二
里
年
は
小
梨
峠
を
越
え
る

面
倒
が
あ
る
か
ら
、
五
里
牛
歩
い
て
新
町
停
車
場
へ
出
な
さ
い
と
い
ふ
主
人
の
言
葉
を
軽
く
聞
流
し
て
出
稜
す
る
。
時

に
午
後

一
時
。
或
農
家
の
横
か
ら
本
道
と
別
に
、
鮎
川
と
離
れ
て
北
に
小
径
を
迪
る
。
三
四
の
人
家
あ
る
窪

へ
下
り
、

今
度
は
急
な
坂
を
上
つ
て
杉
の
殖
林
を
出
つ
入
り
つ
、
右
か
ら
小
征
が
合
す
る
庭
で
左
へ
う
ね
る
と
問
も
な
く
小
梨
峠

の
頂
上
に
達
し
た
。

西
寄
う
の
山
腹
に
杉
の
本
が
饗
え
て
ゐ
る
。
四
邊
に
折
箱
や
サ
イ
ダ
‐
の
塞
爆
が
横
つ
て
ゐ
る
所
を
見
る
と
、
可
な

り
に
人
通
り
の
多
い
こ
と
を
思
は
せ
る
。
眺
望
は
北
の
方
が
少
し
開
け
て
ゐ
る
と
田
本
の
店
で
聞
い
て
き
た
が
乙
の
雨

で
は
仕
方
が
な
い
。
峠
を
北
に
下
う
小
さ
な
澤
に
つ
い
て
漸
く
東
谷
の
村
に
木
た
。
用
も
な
い
の
で
赤
土
道
を
具
直
に

進
み
、
小
止
み
な
く
降
織
い
で
ゐ
る
雨
に
追
立
て
ら
れ
、
漸
く
不
凡
化
し
て
行
く
景
に
飽
き
て
、
ひ
た
す
ら
先
を
急
ぎ
、

吉
井
の
町
に
辿
り
着
い
た
の
は
午
後
三
時
年
で
あ
つ
た
。
や
が
て
ま
た
軽
便
鐵
道
に
乗
う
、
高
崎
瞬
で
上
野
行
列
車
に

乗
換
へ
、
心
は
山
の
奥
深
く
さ
迷
ひ
な
が
ら
、
身
は

一
刻

一
刻
と
産
の
都
へ
運
ば
れ
て
行
く
の
で
あ
つ
た
。（大
正
十
年

六
月
十
七
日
稿
）

五
六

(24:9)
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秋

の

鬼

怒

沼

木

暮

理

太

郎

一

日

光

の

紅

葉

大
正
九
年
十
月
十
日
。
含
員
松
本
善
二
君
と
倶
に
、
午
前
五
時
五
分
獲
の
列
車
に
て
上
野
膵
出
獲
、
九
時
十
七
分
日
光
着
．
馬
返
ま
で
電
車
に
乗
り
、

午
後
二
時
廿
分
中
諄
寺
湖
畔
、
三
時
五
十
分
湯
元
。
板
屋
に
泊
る
。

日
光
の
町
か
ら
馬
返
へ
行
く
途
中
、
眉
を
歴
し
て
甕
え
立
つ
女
貌
山
や
赤
薙
山
の
姿
が
、或
は
開
け
た
谷
間
の
奥
に
、

或
は
繁
つ
た
黒
木
の
森
の
上
に
、
電
車
の
進
行
に
連
れ
て
忙
し
く
右
手
の
窓
か
ら
仰
が
れ
る
。
其
中
腹
千
五
六
百
米
突

附
近
と
思
は
れ
る
あ
た
う
に
、
具
紅
な
そ
し
て
冴
え
た

一
回
の
霞
の
や
う
な
も
の
が
諸
所
に
屯
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
汽

車
が
文
挟
畔
を
過
ぎ
て
今
市
に
近
づ
く
頃
か
ら
既
に
限
に
映
じ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
つ
た
が
、
今
此
庭
か
ら
見
る
と
霜
に

飽
い
た
紅
葉
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
う
と
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
然
し
麓
の
秋
は
■
だ
浅
い
。
紳
橋
の
あ
た
り
で

は
僅
に
紅
を
催
す
と
い
ス
程
度
で
あ
る
。
剣
ケ
峯
で
は
そ
れ
が
可
な
り
色
づ
い
て
は
ゐ
た
が
、
中
薄
寺
に
泰
て
は
じ
め

て
秋
の
日
光
ら
し
い
粧
が
見
ら
れ
た
ｃ

中
薄
寺
の
秋
を
代
表
す
る
も
の
は
、
何
と
言
つ
て
も
大
崎
か
ら
古
薙
の
邊
に
至
る
間
の
湖
畔

一
帯
の
開
葉
樹
林
で
あ

ら
う
ｏ
水
を
隔
て
ヽ
南
に
丘
陵
の
如
く
横
は
る
年
月
山
や
祗
山
の
連
嶺
も
、
黒
木
は
多
い
が
相
営
の
距
離
が
あ
る
の
で

明
る
い
。
千
手
ケ
原
の
湖
水
に
接
し
た
あ
た
う
は
、
蔑
や
ら
薄
や
ら
禾
本
科
植
物
の
穂
先
が
、
午
下
の
太
陽
か
ら
逆
射

す
る
張
い
光
さ
に
照
さ
れ
て
、
銀
の
飢
れ
髪
の
や
う
に
微
風
に
ゆ
ら
め
い
て
ゐ
る
、〕
其
奥
に
仄
に
紅
味
の
さ
し
た
紫
に

緻
り
っ
ぶ
さ
れ
て
、
秀
麗
な
錫
ケ
岳
が
西
の
天
を
限
つ
て
ゐ
た
ｏ
久
振
う
で
眺
め
た
中
輝
寺
湖
畔
の
秋
色
は
矢
張
う
勝

れ
て
ゐ
る
と
思
つ
た
。

○
秋
の
鬼
怒
沼
　
　
木
暮

三
七

(250)
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○
秋
の
鬼
怒
沼
　
　
木
暮

戦
場
ケ
原
は
秋
正
に
関
で
あ
る
。
東
か
ら
北
に
か
け
て
落
葉
松
の
林
が
績

い
て
ゐ
た
や
う
に
覺
え
て
ゐ
る
が
、
今
は

殆
ど
伐
り
蓋
さ
れ
て
、
眺
望
は
開
間
に
な
つ
た
。
男
冊
太
郎
二
山
の
裾
や
小
田
代
原
方
面
の
紅
葉
も
無
論
よ
い
が
、
泉

門
池
の
北
方
で
湯
元

へ
の
道
が
端
山
の
裾
に
浩
ふ
て
緩
か
に
上
る
あ
た
り
、
掩
ひ
か
ゝ
る
大
木
の
柑
か
ら
下
枝
の
先
に

至
る
ま
で
、
鮮
か
な
黄
に
彩
ら
れ
た
霜
葉
の
美
観
は
、
蓋
じ
此
庭
の
睡
窓
で
あ
ら
う
。
温
泉
岳
か
ら
金
精
山
や
前
白
根

に
至
る
諸
峯
も
指
呼
の
間
に
あ
る
。
奥
白
根
の
絶
］顛
も
何
庭
か
で
ち
ら
と
見
た
や
う
で
あ
つ
た
が
割
然
し
な
い
。

湯
元
に
家
る
と
二
度
も
雪
が
降
つ
た
と
い
ふ
程
あ
つ
て
、
紅
葉
は
既
に
爛
熟
し
て
、
次
の
木
枯
に
は

一
た
ま
う
も
な

く
吹
き
掃
は
れ
そ
う
で
ぁ
る
。
濃
紅
の
色
の
中
に
も
は
や
凋
落
の
悲
哀
が
激
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
が
叉
黒
木
の
茂
つ
た

静
寂
な
環
境
と
調
和
し
て
、軍
ろ
凄
床
あ
る
湯
ノ湖
を
中
心
に
、陰
欝
で
は
あ
る
が
極
め
て
荘
重
な
風
景
を
現
し
て
ゐ
る
。

日
光
の
秋
は
乙
ゝ
に
至
つ
て
時
と
虎
と
共
に
其
極
に
達
し
た
。
湖
の
北
畔
の
水
際
か
ら
は
湯
の
け
む
う
が
濠
々
と
立
ち

昇
つ
て
、
夕
暮
の
晴
れ
た
室
に
清
え
て
行
く
の
で
あ
っ
た
。

湯
治
の
客
は
大
方
引
き
上
げ
て
、
観
光
を
目
的
の
族
の
人
も
此
虎
ま
で
末
る
者
は
稀
に
し
か
な
い
の
で
、
ど
の
宿
も

閑
さ
う
で
あ
る
。
私
達
の
泊
つ
た
板
屋
に
も
四
五
人
の
客
し
か
居
な
か
つ
た
。
明
が
た
寒
い
と
思
つ
た
が
、
起
き
て
見

る
と
霜
が
具
自
で
、
新
に
掃
か
れ
た
庭
前
の
若
い
楓
の
下
に
は
、
紅
葉
が
等
目
を
隠
す
程
に
散
つ
て
ゐ
た
。
餘
う
に
せ

ゝ
乙
ま
し
く
粧
飾
さ
れ
た
湯
殿
は
氣
に
入
ら
な
い
が
、
温
泉
に
浸
る
心
地
は
い
つ
も
な
が
ら
責
に
好
い
。

鬼
怒
沼
ま
で
尾
根
惇
ひ
を
績
け
て
行
く
に
は
、
人
夫
が
あ
る
方
が
都
合
が
よ
い
の
で
、　
一
人
雇
ふ
こ
と
に
し
た
。
幸

に
大
金
爾

一
郎
と
い
ふ
過
し
い
男
が
ゐ
て
、
案
内
は
出
木
な
い
が
、
お
件
な
ら
何
庭

へ
で
も
行
く
と
い
ふ
。
三
日
間
十

回
は
高
い
。
け
ね
ど
も
湯
元
に
わ
て
仕
事
と
し
て
も
其
位
に
は
な
る
の
だ
か
ら
と
主
人
が
い
ふ
儘
に
話
は
経
つ
た
。

二
　
温
　
泉
　
ケ
　
岳

十

一
日
。
午
前
七
時
五
十
分
板
屋
出
登
、
金
精
峠
に
向
ふ
。
九
時
四
十
五
分
峠
の
項
上
。
十
分
間
休
憩
し
て
後
、
國
境
の
切
明
を
辿
り
、
十

一
時
温
泉

五
〈

(1251)
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岳
の
厳
に
達
す
。
眺
望
慶
間
、
遠
く
北
ア
ル
プ
ス
の
諸
峯
及
飯
盟
山
の
白
雲
を
望
む
。
午
後
十
二
時
十
分
項
上
出
獲
、
急
斜
面
を
下
り
、
十
二
時
二
十

五
分
鞍
部
。

一
時
高
薙
山
へ
の
分
岐
織
じ
二
時
湯
澤
山
項
上
、
米
立
繁
く
逮
望
な
し
ｏ
こ
れ
よ
り
長
き
下
り
と
な
り
、
三
時
三
十
分
最
初
の
鞍
部
。
四

時
十
分
菅
沼
北
方
の
千
四
十
米
突
の
峰
よ
り
右
に
下
り
、
十
五
分
に
し
て
水
を
得
て
野
螢
。

湯
元
の
耕
地
を
離
れ
て
、
金
精
峠
の
登
う
に
か
ゝ
る
あ
た
う
の
森
林
は
、
い
っ
見
て
も
美
し
い
。

一
面
に
青
々
と
繁

つ
た
短
い
笹
を
下
草
に
し
て
樺
や
榛
の
類
な
ど
の
交
つ
た
栂
の
深
い
林
で
あ
る
。
そ
れ
は
勿
論
木
立
が
そ
れ
程
珍
ら
し

い
課
で
は
な
い
、
秩
父
あ
た
う
に
も
こ
れ
位
の
森
林
は
い
く
ら
も
あ
る
。
然
し
こ
の
な
よ
や
か
な
笹
原
は
容
易
に
他
所

で
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
、
如
何
に
も
氣
持
が
よ
い
、
人
工
を
カーー
ヘ
た
も
の
ゝ
や
う
に
見
え
て
全
く
自
然
の
儘
な
の
・

で
あ
る
。
菖
蒲
ケ
濱
の
養
魚
場
の
建
物
の
附
近
も
、
元
は
殆
ど
乙
の
通
う
で
あ
つ
た
が
、
今
は
年
以
上
も
天
然
の
面
影

を
失
つ
て
し
ま
っ
た
。

笹
が
少
な
く
な
つ
て
石
楠
や
御
前
橘
、岩
鏡
、
苔
桃
な
ど
が
下
草
に
交
つ
て
現
れ
る
。
左
に
近
く
笈
吊
岩
の
絶
壁
を
仰

ゞ
や
う
に
な
る
と
直
ヾ
峠
の
頂
上
で
あ
る
。
十
日
程
前
に
は
紅
葉
が
盛
う
で
あ
つ
た
と
い
ス
。
上
州
側
は
木
立
に
遮
ら

れ
て
眺
望
は
な
い
が
、
ふ
り
返
る
と
き
ら
ノ
ヽ
と
光
る
湯
ノ
湖
を
前
に
、
男
性
山
が
東
の
塞
を
領
し
て

一
幅
の
書
を
展

開
す
る
。

爾
く
体
ん
で
國
境
の
切
明
け
を
北
に
向
つ
て
登
り
初
め
る
、
雑
木
の
茂
つ
た
所
や
笹
の
深
い
所
も
あ
る
が
、
大
し
て

困
難
を
威
ず
る
程
で
は
な
い
。
峠
か
ら

一
時
間
餘
り
を
費
し
て
、
温
泉
ケ
岳
の
三
角
鮎
に
達
す
る
こ
と
を
得
た
。
頂
上

は
南
北
に
長
く
、
測
量
営
時
木
を
伐
う
排
つ
た
跡
に
は
笹
が
生
へ
て
ゐ
る
。
南
の
方
に
少
し
木
立
が
残
つ
て
稿
展
望
を

遮
る
が
、
自
分
の
位
置
を
換
へ
れ
ば
邪
魔
に
は
な
ら
な
い
ｏ
三
角
鮎
の
東
二
三
間
の
距
離
に
直
径
四
尺
程
ゆ
池
が
あ
つ

て
、

一
尺
許
の
深
さ
に
水
を
湛
へ
て
ゐ
る
、
餘
う
奇
麗
で
は
な
い
か
ら
清
え
残
り
の
奪
に
喉
を
潤
し
、
蓋
食
ヒ
撮
う
な

が
ら
眺
望
に
耽
つ
た
。

先
づ
行
手
西
北
の
方
を
望
む
と
、
近
く
大
鼈
の
背
に
似
た
湯
澤
山

（
根
名
草
山
の
南
方
に
あ
る
山
で
、
地
国
に
記
名

し
て
な
く
、
又
名
を
知
ら
な
い
、
湯
澤
の
源
頭
に
あ
る
か
ら
俄
に
湯
澤
山
と
命
名
し
た
の
で
あ
る
。
）の
度
い
頂
上
が
限

Ｏ
秋
の
鬼
怒
沼
　
　
木
暮

五
カ

(252)
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○
秋
の
鬼
怒
沼
　
　
木
暮

六
〇

の
前
に
立
ち
塞
つ
て
ゐ
る
、
里
（木
立
が
透
明
も
な
く
生
へ
茂
つ
て
ゐ
る
の
で
、
あ
の
中
が
通
れ
る
だ
ら
う
か
と
疑
は
じ

め
る
。
最
高
駄
を
少
し
西
に
は
づ
れ
て
後
か
ら
頂
上
だ
け
を
覗
か
せ
て
ゐ
る
の
は
根
名
草
山
で
あ
る
。
績
い
て
魃
岳
の

双
実
が
鞍
状
の
峯
頭
を
控
げ
て
ゐ
る
左
に
は
、
平
ケ
岳
・大
白
澤
山
・景
鶴
山
・
ス
ス
ケ
峰
・
赤
倉
岳
●
日
崎
山
な
ど
の
連

嶺
が
波
濤
の
如
く
起
伏
し
、
其
奥
に
越
後
澤
・小
穂
口
・下
津
川
・
小
澤
・

三
石
な
ど
、利
根
川
西
岸
の
諸
山
が
奔
馬
の
如
く
南
走
し
て
ゐ
る
。
隧
岳

と
手
ケ
岳
と
の
間
に
は
、雪
を
帯
び
た
越
後
の
駒
ケ
岳
が
全
容
を
露
し
、

平
ケ
岳
の
上
に
は
中
ノ
岳
の
園
錐
頂
が
認
め
ら
れ
た
ｏ
い
つ
も
三
日
月

形
の
大
残
雪
が
残
る
手
ケ
岳
の
東
南
面
に
は
、
彩
し
く
白
い
も
の
が
見

え
る
、表
面
か
ら
反
射
す
る
光
の
工
合
は
ど
う
も
氷
の
や
う
で
あ
る
。
双

限
鏡
で
熟
脱
す
る
と
夫
は
霜
柱
で
あ
る
こ
と
が
剣
明
し
た
。
用
国
は
草

原
で
あ
る
の
に
、
此
庭
だ
け
が
花
聞
岩
の
霧
爛
し
た
細
沙
と
粘
土
と
の

露
出
地
で
あ
る
篤
に
、
こ
の
驚
く
可
３
霜
柱
を
生
じ
た
も
の
と
想
は
れ

る
。
近
い
燕
巣
山
は
赤
倉
岳
と
下
津
川
山
と
の
間
に
其
実
頂
を
突
き
入

れ
、
東
面
に
懸
る
菱
形
の
大
き
な
ガ
ン
が
著
し
く
目
を
な
く
。
頂
の
少

し
手
な
四
郎
岳
は
、
其
傾
斜
の
緩
い
、
そ
し
て
恐
ろ
し
く
長
い
山
脚
ヒ

南
に
投
げ
出
し
て
、
恰
も
頭
を
北
に
向
け
た
臥
意
に
似
て
ゐ
る
。
こ
の

二
山
の
間
に
は
至
佛
山
が
群
を
抜
い
て
高
い
。
其
右
の
肩
に
ス
は

，
と

青
黛
を
浮
べ
て
ゐ
る
の
は
牛
ケ
岳
の
連
脈
で
あ
ら
う
ｏ

至
佛
山
の
左
に
は
小
高

（
小
笠
）
大
高

（
大
笠
）
の
二
山
が
大
海
の
う
ね
う
の
や
う
な
緩
や
か
な
山
稜
の
上
に
、
結

色
の
岩
峯
を
ば
つ
た
と
立
て
る
。
其
う
ね
り
の
低
ま
つ
た
の
が

一
度
隆
起
し
て
西
山
と
な
り
、再
び
大
に
隆
起
し
て
忽
ち
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波
が
し
ら
の
碑
け
た
や
う
に
五
六
の
峯
実
を
乱
立
さ
せ
て
ゐ
る
の
が
武
奪
山
だ
。

至
佛
山
の
篤
に

一
二
遮
断
さ
れ
た
利
根
川
右
岸
の
連
嶺
は
、
恰
も
四
郎
岳
の
上
で
小
高
の
右
に
破
風
形
を
し
た
柄
澤

山
と
、
大
高
の
左
肩
に
春
夢
粒
状
の
朝
日
岳
と
が
、
共
に
額
か
ら
上
を
露
し
て
ゐ
る
。
其
左
に
は
賓
川
の
笠
ケ
岳
が

一

段
と
高
い
。
茂
倉
、　
一
ノ
倉
、谷
川
富
士
、谷
川
岳
の
諸
山
は
、
附
近
に
比
類
の
な
い
在
鬼
た
る
姿
を
呈
し
て
、
西
山
の

上
に
婚
堀
し
て
ゐ
る
。
赤
谷
川
上
流
の
上
越
國
境
山
脈
中
で
は
、
仙
′倉
山
の
外
は
識
別
す
る
を
得
な
か
っ
た
。
谷
川
冨

士
の
上
に
は
苗
場
山
が
特
有
な
長
い
平
な
頂
上
を
横

へ
、
其
右
の
方
茂
倉
岳
の
上
に
は
、
遠
い
妙
高
火
山
群
の
雲
が
望

ま
れ
、仙
ノ倉
山
の
南
で
佐
武
流
山
の
北
に
あ
る
二
千
五
十

一
米
突
の
峯
を
超
え
て
、
更
に
遠
く
白
雪
瞳
々
た
る
自
馬
の

連
峰
が
、
肉
限
で
は
天
際
に
棚
引
く

一
抹
の
横
雲
か
と
怪
ま
れ
た
ｃ

尤
大
な
る
武
算
山
を
開
ま

へ
て
、
烏
帽
子
岩
菅
の
峯
頭
は
、
流
石
に
高
く
抜
け
出
て
ゐ
る
ｏ
白
砂
山
か
ら
西
の
方
赤

石
山
に
至
る
上
信
國
境
の
山
々
は
、
略
高
さ
の
平
均
し
た
長
い
山
脈
と
縦
観
す
る
鶯
に
、
到
底

一
つ
ノ
ヽ
の
山
を
Ｅ
別

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
つ
た
。
横
手
・白
根
・本
白
根
・四
阿
・浅
間
の
諸
山
は
紛
る
可
く
も
な
い
。
四
阿
山
を
中
に
し

て
右
に
は
槍
ケ
岳
左
に
は
穂
高
山
が
通
の
天
際
に
創
戦
を
連
ね
、
横
手
山
の
右
に
は
具
白
に
輝
く
立
山
創
ケ
岳
の
姿
が

執
念
く
離
れ
哉
い
と
す
る
雲
雲
の
間
か
ら
垣
間
見
ら
れ
た
。
南
に
廻
る
と
高
い
奥
白
根
や
前
白
根
の
篤
に
遠
望
は
遮
断

さ
れ
て
し
ま
ふ
。
此
虎
か
ら
眺
め
た
奥
白
根
の
絶
最
は
、
痛
々
し
く
筋
骨
を
む
き
出
し
て
は
ゐ
る
が
、
山
勢
頗
る
崎
抜

し
て
、
坐
ろ
に
駒
ケ
岳
か
ら
仰
い
だ
北
岳
の
雄
姿
を
偲
ば
し
め
る
も
の
が
あ
る
。

湯
澤
山
の
右
に
は
鹿
の
子
斑
に
雪
の
積
つ
た
含
津
の
駒
ケ
が
度
い
頂
上
を
展
開
し
て
ゐ
る
。
其
東
に
連
る
含
津
境
り

黒
岩
・孫
兵
衛
・基
倉
・帝
澤
・田
代
の
諸
山
は
、

一
様
に
黒
い
針
葉
樹
林
に
包
ま
れ
て
、
秋
ら
し
い
快
い
日
の
光
に
隈
な

く
其
年
面
を
照
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
重
苦
し
さ
に
堪
え
ｎ
が
如
く
押
し
獣
つ
て
ゐ
る
氣
配
が
あ
る
。
北
東
に
は
遠
く
吾
妻

山
が
望
ま
れ
、
次
で
那
須
高
原
の
二
山
塊
、
近
く
は
東
に
日
光
の
諸
山
が
目
睫
の
間
に
追
つ
て
ゐ
る
。
然
し
最
も
張
く

私
達
を
惹
き
付

，
け
た
も
の
は
。
此
等
の
山
で
も
叉
遠

い
北
ア
／
プ
ス
の
雲
で
も
な
か
つ
た
。
そ
に
は
係
兵
衛
山
か
ら
皇

○
秋
の
鬼
怒
沼
　
　
木
暮

六

一
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○
秋
の
鬼
怒
沼
　
　
木
暮

倉
高
山
に
至
る
間
の
山
稜
を
超
え
て
、
年
紫
を
畳
む
幾
童
の
山
の
あ
な
た
に
、
岸
を
噛
Ｕ
怒
濤
の
碑
け
て
白
泡
杢
に
跳

る
か
と
怪
ま
れ
る
長
大
な
る
雪
の
連
嶺
の
姿
で
あ
つ
た
。
↓
と^
も
に
照
り
つ
け
る
日
光
を
受
け
て
純
白
に
輝
く
雪
の
美

し
さ
。
そ
れ
が
飯
豊
山
で
あ
る
こ
と
は
一
日
で
知
ら
れ
た
。

頂
上
の
北
側
に
は
自
檜
の
若
木
に
雑
つ
て
恒
松
が
生
へ
て
ゐ
た
。
石
楠
は
も
う
葉
を
締
め
て
寒
さ
う
で
ぁ
る
。
國
境

の
尾
根
は
此
庭
か
ら
東
北
に
迂
廻
し
て
、
更
に
西
北
ヒ
指
す
や
う
に
な
る
の
で
、
其
方
へ
向
つ
て
少
し
下
る
と
笹
か
稿

や
深
い
。
夫
を
押
し
分
け
て
十
二
三
歩
も
進
む
と
、
俄
然
と
し
て
す
う
鉢
状
の
小
窪
地
に
行
き
営
つ
た
。
不
意
に
足
場

を
失
つ
た
私
は
筋
斗
打
つ
て
の
め
り
込
ふ
と
し
た
騰
を
、
笹
に
し
が
み
つ
い
て
辛
く
も
支
へ
る
こ
と
を
得
た
。
餘
り
の

馬
鹿
ら
し
さ
に
獨
う
苦
笑
し
て
、
一通
ひ
上
る
拍
子
に
ス
と
見
る
と
賞
に
驚
い
た
。
乙
の
直
径
六
尺
ば
か
り
の
す
り
鉢
の

底
に
は
、
更
に
直
径
二
尺
許
り
の
穴
が
あ
る
、
ち
よ
い
と
覗
い
た
だ
け
で
は
底
も
見
え
な
い
、
程
餘
深
さ
う
で
あ
る
）

氣
味
の
悪
い
穴
も
あ
つ
た
も
の
だ
、
そ
れ
が
笹
に
掩
は
れ
て
ゐ
る
か
ら
猶
更
危
険
で
あ
る
と
思
つ
た
。

下
う
が
恐
ろ
し
く
急
に
な
る
。
木
か
ら
木
に
つ
か
ま
つ
て
、
漸
く
鞍
部
に
着
い
た
。
小
石
を
敷
き
均
し
た
や
う
な
い

ヽ
平
で
、
小
屋
で
も
あ
っ
た
ら
し
い
跡
が
あ
る
の東
か
ら
は
長
い
ガ
ン
が
這
ひ
上
つ
て
家
て
ゐ
る
。
乙
れ
か
ら
は
笹
は
あ

る
が
楽
な
上
り
で
、
里
（木
の
間
を
林
班
の
杭
と
か
す
か
な
切
明
け
と
に
導
れ
て
、
思
ひ
切
う
右
の
方
へ
迂
廻
し
た
。
間

も
な
く
高
薙
山
へ
績
く
尾
根
と
の
分
岐
黙
に
出
る
。
白
檎
の
若
本
が
邪
魔
に
な
つ
て
困
つ
た
。
そ
れ
で
も
例
の
杭
と
切

明
け
が
あ
る
の
で
迷
ふ
や
う
な
乙
と
は
な
い
。
倒
木
も
あ
る
に
は
あ
つ
た
が
、
む
ご
た
ら
し
く
風
に
吹
き
倒
さ
れ
た
の

は
少
な
い
や
う
で
あ
つ
た
り

白
檜
の
純
林
は
何
庭
な
で
も
績
い
て
ゐ
る
。
禁
猟
肛
と
書
い
た
五
尺
あ
ま
う
の
杭
が
、
忘
れ
た
頃
に
先
々
と
立
つ
て

ゐ
る
。
落
葉
が
積
つ
て
ふ
っ
く
う
と
柔
い
土
を
踏
ん
で
、
上
る
と
も
な
く
上
つ
て
行
く
と
、
小
鳥
の
馨
さ
へ
も
聞
え
緻

淋
し
い
黒
木
立
の
中
で
、
咽
ぶ
や
う
な
幽
な
音
が
耳
に
入
つ
た
ｏ
あ
の
立
派
な
噴
湯
丘
が
あ
る
の
で
名
高

い
蕩
澤
の
源

流
の
一
が
い
つ
の
間
に
か
私
達
の
足
元
近
く
寄
う
添
つ
て
木
て
ゐ
る
の
で
あ
つ
た
。
も
う
頂
上
で
あ
ら
う
と
思
ス
が
、
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乙
の
度
く
不
で
木
立
の
茂
つ
た
林
の
中
で
は
、
何
庭
が
最
高
鮎
で
あ
る
か
を
見
究
る
の
さ
へ
容
易
で
は
な
い
。
恐
ら
く

此
邊
が
絶
頂
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
あ
た
う
か
ら
少
し
北
に
下
つ
て
見
た
。
す
る
と
木
立
の
相
や
透
い
た
問
か
ら
測
量

の
格
の
残
つ
て
ゐ
る
根
名
草
山
が
ち
ら
う
と
望
ま
れ
た
。
乙
の
藪
で
は
往
復
二
時
間
は
懸
る
で
あ
ら
う
、
其
上
見
通
し

が
さ
か
緻
の
で
方
向
を
誤
る
恐
が
充
分
に
あ
る
。
そ
れ
に
午
後
二
時
を
少
し
過
ぎ
て
ゐ
る
、
遅
く
な
れ
ば
引
返
し
て
最

前
の
水
の
あ
る
所
で
泊
る
と
い
ふ
手
段
は
あ
る
も
の
ゝ
、
明
日
の
行
程
を
考
へ
る
と
出
家
る
だ
け
先
へ
行
く
方
が
都
合

が
い
ゝ
の
で
、
根
名
草
山
を
究
め
る
こ
と
は
止
に
し
て
し
ま
つ
た
。

切
明
け
を
頼
う
に
下
つ
て
行
く
と
、
途
は
間
も
な
く
南
を
指
し
て
、
奥
臼
根
を
正
面
に
仰
ヾ
や
う
に
な
る
。
い
ゝ
切

明
け
で
は
あ
る
が
違
つ
た
な
と
直
ぐ
氣
が
付
く
Ｊ
木
が
太
く
な
っ
て
木
立
は
少
し
疎
に
な
つ
て
木
た
。
其
の
中
を
右
に

突
切
る
と
國
境
の
切
明
に
出
る
、
下
生
へ
が
少
い
の
で
歩
き
ょ
い
。
三
人
は
足
に
任
せ
て
ド
ン
ノ
ヽ
下
つ
た
ｔ
そ
し
て

一
の
鞍
部
に
着
い
た
時
は
、
そ
ろ
ノ
ヽ
泊
う
場
所
を
探
し
て
も
よ
い
時
刻
で
あ
つ
た
。
右
手
の
薄
暗
い
谷
底
に
自
く
光

る
水
の
流
が
見
え
た
が
、
其
庭
ま
で
下
う
る
氣
に
は
な
に
な
か
つ
た
ｏ
ま
た
爪
先
が
仰
い
で

一
の
小
隆
起
を
除
え
た
。

尾
根
は
平
で
度
い
が
附
近
に
水
は
な
い
。
も
う
闇
は
間
近
く
押
寄
せ
て
来
た
。
人
夫
を
南
り
谷
へ
下
ら
せ
た
が
、
暫
く

し
て
水
は
な
い
と
い
ひ
な
が
ら
婦
つ
て
木
た
の
で
、
左
に
小
尾
根
を
派
出
し
て
ゐ
る
所
か
ら
、
右
の
谷
ら
し
い
窪
を
十

五
分
許
う
下
る
と
水
が
得
ら
れ
た
ｏ
急
崚
な
谷
間
に
は

一
句
の
不
地
と
て
も
な
い
。
止
む
な
く
大
木
が
倒
れ
て
根
と
共

に
山
腹
を
掘
取
つ
た
其
跡
へ
泊
る
こ
と
に
し
た
。

一
方
は
木
の
根
に
支
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
其
根
が
絡
夜
の
焚
火
に
焼
か

れ
て
、
隻
朝
出
嚢
す
る
前
に
、
い
ざ

一
あ
た
り
火
に
あ
た
ら
う
と
す
る
と
き
、
ド
ツ
と
燃
え
抜
け
て
落
ち
て
し
ま
つ
た

の
は
、
滑
稽
で
も
あ
う
叉
運
が
よ
く
も
あ
つ
た
り

三
　
鬼

　

怒
　
　
沼

十
二
日
。
朝
木
霧
深
し
。
午
前
八
時
二
十
七
分
出
簑
。
二
十
分
に
し
て
尾
根
上
。
左
に
菅
沼
を
鳳
下
す
。
十
時
二
十
分
二
千
七
十
米
突
の
峯
項
。
午
後

十
二
時
十
分
燕
某
山
項
上
。
笹
深
く
し
て
眺
望
よ
ろ
し
か
ら
ず
。
休
憩
二
十
分
に
し
て
出
獲
」
一
時
北
方
の
鞍
部
著
、
中
食
、
一
時
三
十
分
出
稜
、
一

○
秋
の
鬼
怒
沼
　
　
木
暮

六
二
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時
間
に
し
て
二
千
九
十
八
米
突
の
三
角
難
著
。
尾
瀬
方
面
の
霜
葉
賓
に
美
親
を
極
む
ｏ
四
時
鬼
恕
沼
。
五
時
原
の
東
南
の
空
澤
を
下
り
、
六
時
大
絶
壁

に
過
ひ
、
下
る
能
は
ず
。
夜
螢
。
夜
風
雨
〕

暁
方
目
を
覺
す
と
霧
が
陽
近
の
本
か
ら
木
へ
鼠
色
の
幕
を
張
り
渡
し
て
ゐ
た
。
夜
中
に
焚
火
の
煙
だ
と
思
つ
た
の
は

矢
張
乙
の
霧
で
あ
つ
た
か
も
知
に
な
い
。
頭
上
に
傘
を
さ
し
か
け
た
や
う
に
枝
を
振
げ
た
栂
の
葉
か
ら
は
、
時
折
雨
の

や
う
に
雫
が
落
ち
て
家
る
ｏ
日
の
出
に
間
も
な
い
と

見
え
て
、
四
邊
が

一
し
き
う
ぼ
う
と
赤
く
な
る
。
其
頃
か
ら
次

第
に
霧
も
薄
ら
い
で
、
頭
上
に
は
青
塞
も
見
ら
れ
る
や
う
に
な
つ
た
。
木
の
間
に
日
の
指
す
氣
配
が
し
て
、
そ
こ
に
も

乙
ゝ
に
も
華
や
か
な
影
が
認
め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
霧
の
中
か
ら
滲
み
出
る
今
を
盛
り
の
紅
葉
で
あ
つ
た
。

昨
日
下
う
た
所

へ
登
多
つ
い
て
ま
じ
ノ
ヽ
と
周
国
を
見
廻
し
た
。
直
ぐ
目
の
下
に
鴨
緑
色
の
水
を
堪

へ
た
菅
沼
が
手

の
層
く
程
に
近
い
。
湖
を
匝
つ
て
鬱
蒼
た
る
針
葉
樹
の
補
が
無
敷
の
鉾
を
建
て
連
ね
た
や
う
に
、
水
際
か
ら
ひ
ら
地
へ
、

ひ
ら
地
か
ら
山
腹

へ
、
す
く
ノ
ヽ
と
立
ち
並
ん
で
ゐ
る
。
其
間
に
開
葉
樹
が
黄
や
紅
の
冴
え
た
色
を
丸
く
乙
ん
も
う
と

盛
う
上
げ
る
。
奥
白
根
の
澁
色
の
ド
ー
ム
が
南
の
室
に
年
は
雲
に
包
ま
れ
て
ゐ
る
。
行
手
に
は
四
郎
岳
ら
し
い
鈍
園
頂

が
雲
か
ら
吐
き
出
さ
れ
た
や
う
に
不
意
に
本
の
間
か
ら
姿
を
見
せ
た
∪

小
さ
な
隆
起
を
二
つ
許
う
越
し
て
、
倒
木
の
横
は
つ
て
ゐ
る
笹
の
中
を

一
の
峯
に
登
つ
た
ｏ
菅
沼
と
丸
沼
と
を
分
つ

尾
根
が
南
に
出
て
ゐ
る
。
途
中
ふ
り
返
る
度
に
湖
水
を
乙
え
て
奥
白
根
の
絶
頂
が
高
く
仰
が
れ
る
。
つ
い
今
し
が
た
ま

で
粘
り
付

い
て
わ
た
雲
は
、
山
の
膚
に
薄
く
白
い
も
の
を
残
し
て
湾
え
去
っ
て
し
ま
つ
た
。
塞
は
具
綿
を
引
伸
し
た
や

う
な
高
い
窓
層
雲
に
掩
れ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
眺
望
は
次
第
に
開
け
て
、
さ
し
添
ふ
日
光
と
共
に
瞳
も
漸
く
汗
ば
ん
で

末
た
。

再
び
笹
や
倒
木
の
中
を
下
る
と
、
ま
た
同
じ
様
な
登
う
と
な
つ
た
が
、
乙
れ
は
直
に
絡
つ
て
、
餘
う
高
低
の
な
い
尾

根
を
辿
う
、
少
し
下
つ
て
か
ら
登
り
つ
い
た
所
は
二
千
七
十
米
突
の
峯
で
あ
る
、
峯
と
い
ふ
よ
う
は
寧
ろ
長
い
平
な
尾

根
の
突
端
と
い
ふ
た
方
が
適
切
で
あ
ら
う
ｏ
南
に
丸
沼
大
尻
沼
が
不
格
好
な
瓢
箪
の
形
と
し
て
現
れ
る
、
あ
た
り
と
は

行 螢 月 五 年 二 十 正 大
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琥 三 第 年 六 十 第 岳 山

少
し
も
調
和
し
な
い
養
魚
所
の
赤
い
屋
根
が
異
様
に
光
つ
て
ゐ
る
。
北
に
は
具
黒
な
針
葉
樹
林
に
国
ま
れ
て
、
鬼
怒
沼

の
原
が
狐
色
に
曖
さ
う
だ
。
其
原
の
水
を
集
め
て
流
れ
行
く
鬼
怒
川
の
谷
は
、
ほ
ん
の
上
流
の
一
部
が
此
虎
か
ら
見
ら

れ
る
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
心
を
と
の
ゝ
か
す
や
う
な
豊
麗
に
し
て
深
刻
な
る
色
彩
の
世
界
を
晴
示
す
る
に
足
る
も

の
で
あ
つ
た
。

伐
♭
倒
さ
れ
た
大
木
が
朽
ち
残
つ
た
自
骨
の
や
う
な
枯
枝
を
縦
横
に
逆
立
て
、
ゐ
る
深
い
笹
原
を
、
針
蕗
に
刺
さ
れ

な
が
ら
泳
ぎ
抜
け
て
、
豊
も
暗
い
白
檜
唐
檜
の
深
林
に
入
つ
た
。
朽
葉
の
積
つ
た
柔
い
土
の
香
と
軽
い
樹
脂
の
香
と
が

苛
立
つ
た
神
経
を
落
付
け
て
呉
れ
る
。
緩
や
か
な
う
ね
り
が
三
度
三
度
績

い
た
。
尾
根
が
疫
せ
て
岩
が
露
れ
る
と
、
石

楠
や
邸
踏
の
類
が
蔓
う
出
し
て
足
に
移
ま
る
、
乙
れ
も
山
の
親
し
い
友
だ
。
登
う
が
少
し
え
ら
く
な
つ
て
、
念
燕
巣
の

斜
面
に
取
♭
付
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
人
間
も
な
く
、
足
元
は
平
に
な
つ
て
行
手
に
例
の
菱
形
の
ガ
ン
が
、
冷
笑
ス

や
う
に
大
口
を
開
け
て
、
は
づ
み
か
ゝ
つ
た
私
達
の
気
を
抑
へ
つ
け
て
し
ま
ふ
。
乙
ん
な
こ
と
も
二
度
ば
か
り
あ
つ
た

や
う
だ
。
湯
澤
の
谷
が
南
に
開
け
て
、
養
魚
所
の
建
物
や
方
形
の
堤
や
青
い
畑
の
物
な
ど
が
、
凄
い
白
眼
を
基
げ
て
塞

と
晩
み
合
つ
て
ゐ
る
丸
沼
の
片
隅
に
、
淡

い
人
間
の
匂
ヒ
漂
は
し
て
ゐ
る
。
樺
の
大
木
が
多
く
な
つ
た
。
明
る
さ
が
葉

を
振
り
落
し
た
枝
か
ら
幹
留
偉
つ
て
、
隧
道
の
明
う
窓
の
や
う
に
さ
し
込
ん
で
木
る
。
笹
が
復
繁
り
出
し
て
、
私
達
は

い
つ
か
長
い
登
う
に
懸
つ
て
わ
た
。

傾
斜
は
登
る
に
従
つ
て
増
し
て
家
る
。
倒
木
を
乗
う
鍮
え
た
う
、
根
曲
多
竹
の
密
叢
と
旬
ひ
抜
け
た
う
す
る
。
も
う

雨
手
を
使
は
な
い
で
は
一
歩
も
足
が
先
へ
出
せ
な
い
。
三
人
は
散
ク
ノ
ヽ
に
な
つ
て
思
ひ
ノ
ヽ
に
攀
ぢ
登
つ
た
。
頂
上

に
近
く
立
木
が
疎
に
な
る
と
笹
が
殊
に
深
く
な
つ
て
、
全
く
目
隠
し
を
さ
れ
て
し
ま
つ
た
。
開
い
て
わ
る
の
は
頭
の
上

ば
か
う
だ
、
漠
然
と
塞
を
見
上
げ
て
は
足
を
運
ぶ
。

や
つ
と
少
し
の
手
に
出
た
。
笹
は
短
く
な
っ
た
が
そ
れ
で
も
ま
だ
肩
を
越
す
程
の
高
さ
で
あ
る
。
突
き
営
り
は
樺
や

自
檜
の
木
立
に
遮
ら
れ
て
何

一
つ
見
え
な
い
。
右
を
見
て
も
左
を
見
て
も
、
疎
で
は
あ
る
が
同
じ
木
立
に
取
り
窓
か
れ

○
秋
の
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怒
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秋
の
鬼
怒
沼
　
　
木
暮

六
六

て
ゐ
る
。
此
庭
が
燕
真
の
頂
上
な
の
で
あ
ら
う
か
ｏ
心
を
と
ゞ
ろ
か
せ
る
或
も
の
―
―
そ
れ
が
何
で
あ
る
か
は
剣
然
と

意
識
し
な
い
に
し
ろ
―
―
そ
ん
な
も
の
を
期
待
し
て
、満
さ
れ
な

い
心
の
快
陥
か
ら
晴
い
氣
持
に
な
る
の
は
情
な
か
つ

た
。
二
千
二
百
二
十
五
米
突
の
頂
上
‐
　
塞
し
く
あ
た
う
を
見
廻
し
た
私
の
眼
は
、
地
上
五
六
尺
の
所
か
ら
へ
し
折
れ

て
笹
の
中
に
橿
れ
て
ゐ
る
太
い
樺
の
本
に
注
い
だ
。
急
い
で
其
上
に
登

つ
て
改
め
て
復
あ
た
り
を
見
廻
し
た
、
温
泉
岳
と
根
名
草
山
と
鬼
怒
沼

原
の
一
部
と
が
、
辛
じ
て
得
ら
れ
た
眺
望
の
す
べ
て
ゞ
あ
る
。
束
の
風

が
少
し
張
く
吹
き
出
し
た
ｔ
寒

い
の
で
笹
の
中
へ
潜
い
込
ん
で
横
に
な

る
、
其
時
初
め
て
自
分
獨
う
で
あ
つ
た
こ
と
に
氣
が
付
い
た
。

下
り
は
更
に
笹
が
深
か
つ
た
。
膿
を
懸
し
に
し
て
無
理
に
押
分
け
て

行
く
、
不
意
に
針
蕗
が
初
み
付
い
て
チ
ク
ノ
ヽ
刺
す
に
は
蒻
つ
た
。
黒

木
の
繁
つ
た
二
っ
許
う
の
突
起
が
前
面
に
現
れ
る
。
其

一
の
岩
壁
か
ら

火
の
や
う
に
赤
い
紅
葉
が
の
り
出
し
て
、
パ
ツ
と
明
る
く
谷
間
を
照
し

て
ゐ
る
。
栂
や
樺
の
木
立
を
抜
け
て

一
の
鞍
部
に
着
い
た
。
水
を
探
し

た
が
あ
り
さ
う
も
な
い
の
で
、
凍
つ
て
ノヾ
サ
ノ
ヽ
し
て
ゐ
る
握
飯
を
た

べ
て
書
食
に
す
る
。
足
の
指
光
が
切
ら
れ
る
や
う
に
痛
い
、
性
も
寒
さ

に
震
へ
る
、
乙
ん
な
時
に
は
焚
火
が
何
よ
う
の
馳
走
だ
。
め
ら
ノ
ヽ
と

炎
を
揚
げ
て
勢
よ
く
燃
え
出
し
た
火
を
固
ん
で
、
三
人
の
冷
い
顔
に
も

漸
く
笑
が
浮
ん
だ
ｃ

栂
の
若
木
や
石
楠
の
間
を
掻
き
分
け
て

一
の
岩
峰
を
除
え
た
Ｇ
ホ
ツ
と
息
す
る
間
も
な
く
、
更
に
荒
け
た
急
峻
な
岩

峰
の
上
う
と
な
る
、
さ
つ
き
眺
め
た
二
番
目
の
突
起
に
さ
し
掛
つ
た
の
だ
。
透
間
も
な
く
密
生
し
た
石
楠
を
手
掛
う
足

影撮氏二善本松   山 某 燕 る た 見 り よ 北
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掛
う
と
し
て
、
表
面
は
杢
角
の
銑
い
ぼ
ろ
ノ
ヽ
の
岩
層
と
憂
つ
て
ゐ
る
岩
の
間
を
旬
ひ
上
う
、
長
い
が
狭
い
頂
上
の
突

端
に
立
つ
た
。
三
角
釉
の
標
石
が
あ
つ
て
、
格
は
横
に
倒
れ
て
ゐ
る
。
岩
菓
だ
け
に
石
楠
が
多
い
ゴ
里
櫻
ら
し
い
も
の

が
あ
つ
た
も
の
珍
し
か
つ
た
ｏ
赤
い
貧
を
持
つ
た
苔
桃
や
御
前
橘
、
岩
鏡
に
高
根
日
蔭
緩
、
皆
懐
し
い
山
の
植
物
で
は

あ
る
が
、
此
虎
で
は
其

一
つ
一
つ
が
確
う
と
存
在
を
認
め
さ
せ
な
い
で
は
置
か
な
か
つ
た
ｏ
最
高
鮎
は
ず
つ
と
北
寄
う

に
あ
つ
て
、
二
十
米
突
餘
う
此
庭
よ
う
高
い
で
あ
ら
う
が
、
黒
木
が
茂
つ
て
ゐ
る
、
此
庭
は
測
量
営
時
に
邪
魔
な
木
を

伐
う
沸
つ
た
の
で
、
廣
い
限
界
を
典

へ
る
ｃ

北
か
ら
西
に
か
け
て
は
隧
岳
が
い
つ
も
具
先
に
目
に
付
く
、
昨
日
眺
め
た
よ
夕
も
ず
つ
と
大
き
く
、
し
か
も
全
容
と

露
し
て
、頂
き
の
双
実
の
間
か
ら
今
に
も
噴
姻
が
天
に
沖
す
る
か
と
思
は
し
め
る
程
、
人
山
特
有
の
形
を
備
へ
て
ゐ
る
。

其
裾
の
あ
た
う
青
磁
色
の
一
線
が
所
々
張
く
光
を
反
射
し
て
ゐ
る
の
は
尾
瀬
沼
で
あ
ら
う
。
駒
ケ
岳
、
平
ケ
岳
．
景
鶴

山
。
不
ケ
岳
に
は
今
日
は
霜
柱
が
見
ら
れ
な
か
つ
た
ｏ
下
津
川
山
か
ら
小
澤
岳
の
方
面
へ
か
け
て
雲
が
餘
程
低
く
垂
れ

て
ゐ
る
。
至
佛
山
、
笠
ケ
岳
。
武
奪
山
の
乱
杭
頭
に
も
古
綿
の
や
う
な
雲
が
流
れ
寄
つ
て
ゐ
た
。
尾
瀬
沼
の
東
の
檜
高

山
、
治
右
衛
池
の
南
の
皿
伏
山
、
さ
て
は
其
名
の
如
く
双
峯
を
封
峙
さ
せ
た
荷
鞍
山
ま
で
も
、
皆
大
き
な
嬌
蛉
が
旬
つ

た
や
う
に
の
ろ
ノ
ヽ
し
て
ゐ
る
ｏ
そ
し
て
此
等
の
山
を
屏
風
の
如
く
立
て
廻
し
て
、
其
庭
に
驚
く
可
き
色
彩
の
世
界
が

展
開
し
て
ゐ
た
。

浦
黙
―
―
片
品
川
上
流
の
粘
澤
、
柳
澤
、
中
岐
澤
の
一
部
―
―
を
埋
む
る
開
葉
樹
の
大
森
林
は
、
見
渡
す
限
り
赤
と

黄
と
共
間
の
あ
ら
ゆ
る
色
と
に
染
め
ら
れ
て
、
朝
嗽
落
暉
の
光
に
炎
と
燃
え
る
雲
の
幾
群
が
谷
中
に
醐
漫
し
た
や
う
で

あ
る
。
泥
と
見
て
ゐ
る
と
丸
く
盛
う
上
つ
た

一
つ
一
つ
の
精
は
、・
大
き
な
竃
の
中
で
渦
を
な
く
欲
の
や
う
に
、
明
く
な

っ
た
０
暗
く
な
つ
た
り
し
て
、
光
と
蔭
と
錯
綜
し
た
曲
線
の
数
が
モ
ク
ノ
ヽ
と
動
い
て
ゐ
る
や
う
だ
ｏ
そ
れ
が
谷
風
に

煽
ら
れ
て
、
燎
原
の
人
の
や
う
に
山
麓
か
ら
山
頂
へ
と

一
氣
に
舌
も
な
く
燃
え
振
つ
て
行
く
。
ま
る
で
大
き
な
山
火
事

だ
、
と
私
は
思
つ
た
。
ふ
と
、
あ
の
自
樺
に
富
Ｕ
尾
瀬
ケ
原
の
秋
色
が
想
び
出
さ
れ
た
。
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振
り
返
つ
て
眺
め
た
鬼
怒
川
漢
谷
の
霜
葉
も
劣
ら
ず
美
し
い
も
の
で
あ
つ
た
。
上
流
は
針
葉
樹
が
多
い
だ
け
に
、
黄

の
勝
つ
た
華
や
か
な
色
が
其
間
を
難
綴
し
て
わ
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
下
流
の
方
へ
行
く
に
従
つ
て
開
葉
樹
が
増
す
と
共

に
赤
が
加
は
り
、
色
も
濃
く
な
つ
て
漸
く
谷
を
埋
め
ん
と
し
て
ゐ
る
。
近
い
根
名
草
山
の
中顛
を
除
い
て
は
、
奥
白
根
と

女
貌
山
と
が
此
色
彩
の
日
外
に
省
立
し
た
二
の
山
で
あ
つ
た
。
鬼
怒
沼
ケ
原
は
つ
い
目
と
鼻
程
の
距
離
に
追
つ
て
家
た

け
れ
ど
も
、
土
堤
の
や
う
に
取
り
窓
い
た
黒
木
に
遮
ら
れ
て
、
原
は
限
に
入
ら
な
い
ｏ

三
角
黙
か
ら
黒
木
の
繁
つ
た
細
い
山
稜
を
少
し
登
つ
て
、
陰
凛
な
土
に
印
し
た
熊
の
足
跡
を
階
み
な
が
ら
笹
の
中
ヘ

下
り
込
む
。
所
々
木
立
は
薄
く
な
る
が
深
い
笹
は
何
庭
ま
で
も
績
い
て
ゐ
る
。
骨
ま
で
朽
ち
た
潰
れ
小
屋
を
足
元
の
笹

の
中
に
見
出
し
た
の
は
夫
か
ら

一
時
間
の
後
で
あ
つ
た
。
行
手
は
透
問
も
な
く
黒
本
と
笹
と
に
掩
は
れ
た
毘
沙
門
山
で

あ
る
。
夫
を
避
け
て
瓜
先
下
う
に
右
の
方
へ
二
三
十
間
も
行
く
と
、
墟
場
の
固
ま
つ
た
や
う
な
河
床
を
穿
つ
て
、
水
が

瀑
浚
と
流
れ
て
ゐ
る
。
私
達
は
始
め
て
今
朝
木
の
渇
を
書
す
る
こ
と
を
得
た
。

丈
に
餘
る
笹
を
押
分
け
て
、
度
々
し
た
黒
木
の
林
に
出
る
。
唐
檜
や
黒
檜
の
薄
暗
い
幹
の
中
に
、
白
茶
化
た
樺
が
仄

に
明
る
く
光
つ
て
ゐ
る
、
そ
れ
を
目
あ
て
に
東
南
を
指
し
て
進
ん
だ
。
笹
は
短
く
な
つ
て
歩
き
よ
く
な
る
が
、
自
檜
や

青
森
卜
ヾ
マ
ツ
の
若
木
が
蔓
り
出
し
た
。
其
中
と
潜
う
抜
け
る
と
忽
ち
ぁ
た
ぅ
が

′ヾ
ッ
と
開
け
て
、
私
達
は
鬼
怒
沼
ケ

原
の

一
端
に
跳
り
出
た
、
そ
し
て
足
に
任
せ
て
原
の
中
を
歩
き
廻
つ
た
。

原
は
水
苔
の
床
ら
し
く
踏
む
と
じ
め
ん
ヽ
し
て
ゐ
る
。
東
寄
り
の
方
に
は
矮
小
な
黒
檜
白
檜
の
一
叢
が
沙
漠
の
沃
地

を
見
る
が
如
く
に
碁
布
し
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
其
他
は
茫
々
た
る
草
原
で
、
五
六
寸
か
ら

一
尺
あ
ま
り
に
延
び
た
禾
本

科
や
渉
草
科
の
植
物
が
吹
き
募
る
東
南
の
風
に
靡
い
て
ゐ
る
。
紅
に
染
つ
た
葉
の
色
も
霜
や
雪
に
燒
け
て
、
少
し
黒
ず

ん
で
ゐ
た
。
草
間
に
は
岩
鏡
の
群
落
が
花
時
の
美
槻
を
偲
ば
せ
、
蔓
苔
桃
の
紅
い
賞
が
乙
ば
れ
散
つ
た
賓
玉
を
思
は
せ

原
の
ほ
ゞ
中
央
と
覺
し
き
ぁ
た
り
に
最
大
の
池
が
あ
る
、
水
は
深
く
は
な
い
が
澄
ん
で
ゐ
る
。
其
附
近
が
原
の
最
も
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窪
い
所
で
、
其
北
に
少
し
宛
高
く
な
つ
て
三
つ
許
の
池
が
連
つ
て
ゐ
る
。
南
北
に
長
く
東
西
に
狭
い
原
は
、
又
南
北
に

低
く
中
央
が
高
い
、
其
高
い
所
は
國
境
よ
う
少
し
南
に
営
つ
て
わ
る
で
あ
ら
う
ｏ
そ
れ
で
北
の
方
に
あ
る
二
三
の
池
の

水
は
、
上
州
方
面
に
流
れ
て
東
岐
澤
に
入
る
こ
と
に
な
る
。
最
大
の
池
の
東
南
に
あ
た
る

一
段
高
い
所
に
は
、
二
三
十

の
小
池
が
群
集
し
て
ゐ
る
。
俗
に
鬼
怒
沼
四
十
の
稀
が
あ
る
の
弘
偶
然
で
は
な
い
が
、
雨
期
に
は
こ
れ
等
の
池
が
増
水

し
て
一
に
連
り
、
満
々
た
る
大
沼
を
出
現
す
る
と
い
ス
乙
と
は
到
底
信
じ
ら
れ
な
い
。

い
つ
の
頃
か
此
原
に

一
人
の
姫
が
住
ん
で
ゐ
た
。
鬼
怒
沼
の
美
に
憧
れ
て
稀
に
訪
ひ
家
る
里
人
は
．
八
千
草
の
険
き

匂
ふ
花
の
中
で
姫
の
機
織
る
校
の
音
を
聞
く
の
が
常
で
あ
つ
た
。
里
人
は
そ
れ
を
衣
姫
と
呼
び
な
し
て
は
わ
た
が
、
つ

ひ
ぞ
姫
の
姿
を
見
た
者
は
な
い
。
或
時
暁
か
け
て
此
原
を
卜
と
づ
れ
た

一
人
の
若
者
が
あ
つ
た
、
晴
や
か
な
五
月
の
一

と
日
で
あ
る
　
美
し
い
原
の
景
色
に
悦
惚
と
し
て
ゐ
た
若
者
は
、
ス
と
池
の
面
に
白
い
霧
の
や
う
な
も
の
が
漂
ス
て
ゐ

る
の
を
不
審
に
思
つ
た
。
瞬
ヽ
せ
ず
見
詰
め
て
ゐ
る
と
．
や
が
て
忽
然
と
し
て
手
に
校
を
持
つ
た
氣
高
い
乙
女
の
姿
が

願
れ
た
。
あ
た
う
に
人
あ
り
と
も
知
ら
緻
乙
女
は
、
水
の
上
を
す
る
ノ
ヽ
と
渉
０
な
が
ら
岸
に
近
付
い
て
、
婿
然
と
笑

み
つ
ゝ
や
を
ら
花
険
く
原
に
歩
を
移
さ
ん
と
し
た
刹
那
、
不
意
の
人
影
に
驚
い
て
、
振
ｏ
返
り
さ
ま
手
に
し
た
稜
を
若

者
に
投
げ
付
け
、
掻
き
浦
す
や
う
に
失
せ
て
し
ま
つ
た
。
人
心
地
も
な
か
つ
た
若
者
は
三
日
過
ぎ
て
家
に
連
れ
戻
さ
れ

た
が
、
熱
を
病
ん
で
七
日
の
後
に
は
最
早
此
世
の
人
で
は
な
か
つ
た
。
夫
以
来
衣
姫
の
校
の
音
は
聞
く
こ
と
を
得
な
い

と
い
ふ
。

四
方
を
黒
木
の
深
林
に
国
ま
れ
た
原
の
中
央
に
立
つ
て
眺
め
る
と
も
乙
ゝ
は
衣
姫
の
機
織
る
場
所
で
は
な
く
し
て
、

森
の
精

‐―
サ
チ
″
ス
や
ジ
ン
ニ
‥―
―
が
恣
に
踊
う
狂
ふ
．覆
宴
の
場
所
で
あ
る
や
う
に
想
は
れ
る
。
さ
れ
ど
今
は
乙
に

等
の
精
も
森
の
奥
の
何
庭
か
の
洞
穴
に
隠
れ
て
、
講
條
た
る
原
は
杢
し
く
冷
た
い
風
が
吹
い
て
ゐ
る
許
う
で
あ
る
。
北

は
木
立
の
間
か
ら
隧
岳
の
双
実
と
袴
腰
山
の
不
な
頂
上
と
が
窺
ふ
や
う
に
原
を
覗
い
て
ゐ
る
。
南
は
緩
や
か
な
傾
斜
で

低
く
な
つ
て
行
く
原
を
限
る
針
葉
樹
の
相
が
眼
の
高
さ
に
止
つ
て
ゐ
る
の
で
、
就
界
は
そ
つ
ち
に
開
け
て
ゐ
る
が
、
山
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と
い
ふ
山
は
友
色
の
雲
に
す
つ
ぼ
う
と
包
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
雲
間
を
洩
れ
る
夕
日
の
光
も
木
立
に
遮
ら
れ
て
、
其
力

な
い
影
は
も
う
原
に
は
と
ゞ
か
な
か
つ
た
。
小
供
の
や
う
に
側
目
も
ふ
ら
ず
苔
桃
の
賞
を
摘
ん
で
ゐ
た
私
達
は
、
急
に

寒
さ
の
加
は
る
の
を
覺
え
て
立
ち
上
つ
た
。
時
計
を
見
る
と
四
時
年
で
あ
る
、
泊
つ
て
も
い
ヽ
時
刻
で
あ
る
が
、
此
庭

は
好
ま
し
い
場
所
で
は
な
い
。
鬼
怒
川
哉
で
下
つ
て
河
原
に
泊
れ
ば
明
日
は
好
都
合
で
あ
る
、
其
庭
ま
で
行
け
な
け
れ

ば
途
中
で
泊
る
こ
と
に
し
て
、
原
の
東
南
の
隅
か
ら
同
じ
方
向
を
指
し
て
林
の
中
を
下
り
始
め
た
。

木
立
が
深
い
の
で
下
草
の
笹
は
短
か
つ
た
。
唐
檎
を
主
と
し
て
黒
檜
や
羅
漢
柏
の
大
木
が
交
つ
た
原
始
の
針
葉
樹
林

は
、
乙
の
各
枯
に
も
筒
ほ
生
氣
の
流
れ
て
ゐ
る
や
う
な
爽
か
さ
を
威
ぜ
し
め
る
。
暫
く
し
て
水
の
流
れ
た
窪
に
出
た
、

其
窪
も
い
つ
か
谷
ら
し
い
形
に
な
つ
て
、
笹
原
を
う
ね
つ
て
ゐ
る
。
四
五
人
の
野
螢
に
は
有
ウ
餘
る
程
水
が
溜
つ
て
ゐ

る
所
も
あ
つ
た
。
右
か
ら
石
の
ご
ろ
／
ヽ
し
た
杢
澤
が
合
し
て
か
ら
は
、
花
間
岩
の
大
塊
が
次
第
に
多
く
見
ら
れ
る
や

う
に
な
る
。
間
も
な
く
河
床
が
薬
研
を
立
て
た
や
う
に
傾
く
と
、
前
方
の
塞
が
急
に
低
く
垂
れ
て
、
脚
の
下
ま
で
押
寄

せ
て
来
た
ｏ
し
か
し
日
は
既
に
と
つ
ぷ
う
と
幕
れ
て
、
間
は
濃
く
な
る

一
方
だ
。
其
上
谷
は
刻
々
に
瞼
悪
の
度
を
増
し

て
行
く
の
で
、
不
安
の
合
に
襲
は
れ
て
稿
躊
躇
し
て
ゐ
る
と
、
先
に
立
つ
た
大
金
が
、
旦
那
も
う
駄
目
だ
、
先
へ
は
行

け
な
い
と
下
か
ら
難
を
か
け
る
。
松
本
君
と
其
庭
ま
で
迎
う
着
い
て
、
大
岩
に
覚
れ
さ
ま
下
ヒ
覗
き
込
ん
だ
、
晴
い
の

で
底
ま
で
は
眼
が
層
か
な
い
、
何
と
い
ふ
高
い
絶
壁
だ
ら
う
。
も
う
乙
ゝ
で

一
夜
を
明
す
こ
と
に
き
め
て
し
ま
つ
た
。

生
木
の
焚
火
が
燃
え
上
つ
て
、
寒
さ
に
硬
ば
つ
た
手
足
を
曖
め
る
頃
か
ら
、
雨
が
張
く
降
り
出
し
て
家
た
。
岩
か
ら

岩

へ
大
油
紙
を
張
り
渡
し
、
其
下
へ
潜
り
込
ん
で
邪
魔
な
石
を
掘
り
起
し
た
り
取
捨
て
た
り
、
や
つ
と
腰
を
心
ろ
せ
る

だ
け
に
は
な
つ
た
が
、
鰹
の
や
う
に
身
を
屈
め
て
も
、
寝
る
こ
と
な
ど
は
思
ひ
も
寄
ら
な
い
、）
唯
岩
蔭
で
あ
る
篤
に
風

が
営
て
な
い
の
は
幸
で
あ
つ
た
′
艦
が
少
し
落
付
く
と
腹
の
塞
い
て
ゐ
る
こ
と
に
氣
が
付
く
。
大
岩
か
ら
流
れ
落
ち
る

雨
水
を
飯
盆
に
受
け
て
湯
を
沸
し
．
燒
い
た
堕
鮭
の
切
身
に
か
け
て
、
銘
々
に
夫
を
啜
つ
た
。

一
斤
の
ド
ロ
ッ
プ
と

一

罐
の
心
た
ふ
く
豆
と
が
残
う
少
に
な
つ
て
、
長
い
夜
も
漸
く
明
け
る
ま
で
に
は
、
雨
水
の
湯
が
幾
杯
か
飯
食
で
沸
か
さ
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れ
た
。

四
　
日
光
澤
と
鬼
怒
川

十
三
日
。
風
雨
。
午
前
六
時
五
十
分
野
管
地
出
嚢
。
来
路
を
空
澤
の
出
合
ま
で
遡
行
し
、
夫
よ
り
右
斜
に
上
り
て
、
九
時

一
の
平
坦
地
に
達
し
、
東
に

向
つ
て
下
り
、
十
時
日
光
澤
。
十

一
時
鬼
怒
川
本
流
と
の
出
合
ｏ
十

一
時
五
十
分
八
丁
湯
附
近
に
て
書
食
ｏ
雨
歌
む
。
午
後
二
時
出
稜
。
三
時
十
分
小

在
池
澤
。
四
時
黒
澤
。
湯
澤
の
合
流
難
よ
り
左
岸
の
道
を
歩
い
て
五
時
川
俣
温
泉
着
、
泊
。

日
光
洋
に
は
十
餘
の
瀑
右
あ
り
。
五
高
の
地
間
に

「光

一
の
字
の
上
に
て
西
方
よ
り
小
漢
の
末
り
合
す
る
を
見
る
可
し
、
此
附
近
二
町
許
の
間
を
除
け

ば
右
岸
に
登
る
道
な
き
に
似
た
り
。
恐
ら
く
Π
光
澤
よ
り
鬼
怒
沼
へ
の
通
路
と
い
ふ
は
こ
の
小
漢
を
遡
行
せ
し
も
の
に
非
ぎ
る
か
。
さ
れ
ど
余
は
更
に

本
流
を
遡
り
て
、
原
よ
り
南
下
す
る
澤
若
し
く
は
其
附
近
の
尾
恨
を
登
る
方
可
な
ら
ん
と
考
ふ
ｃ

暁
か
け
て
雨
は
少
し
小
降
ヶ
に
な
つ
た
が
、
霧
が
深
い
の
デ
出
螢
が
遅
件
ろ
。
出
懸
に
も
う
一
度
絶
壁
を
覗
い
て
見

た
、
逢
か
下
に
濠
々
た
る
霧
の
間
か
ら
華
や
か
な
開
葉
樹
の
構
が
ぼ
う
と
滲
み
出
し
て
復
吸
ひ
込
）
れ
る
や
う
に
清
え

て
行
く
、
見
て
ゐ
る
と

目
が
眩
ん
で
前

へ
の
め
う
落
ち
さ
う
に
な
る
。
早
々
振
り
捨
る
や
う
に
こ
の
野
螢
地
を
立
つ

た
。日

光
澤
の
外
に
は
鬼
怒
川
へ
下
る
道
は
な
い
、
と
い
ふ
こ
と
を
聞
い
た
と
大
金
が
い
ス
の
で
、
兎
も
角
も
塞
澤
と
の

出
合
ま
で
澤
″
戻
る
乙
と
に
し
た
。
乾
き
切
つ
た
河
床
も
昨
夜
末
の
大
雨
で
チ
ョ
ロ
ノ
ヽ
水
が
流
れ
て
ゐ
る
、
高
い
瀧

な
ど
も
懸
つ
て
ゐ
た
、
あ
の
暗
が
う
に
よ
く
も
乙
ん
な
所
が
下
り
ら
れ
た
も
の
だ
と
塞
恐
ろ
し
ぐ
も
な
る
。

澤
を
離
れ
■
黒
檜
や
羅
漢
柏
の
密
生
し
た
山
腹
に
港
う
込
む
。
日
光
澤
か
ら
の
登
路
が
若
し
あ
れ
ば
夫
と
交
叉
す
る

や
う
に
、
北
微
束
を
指
し
て
緩
い
上
り
を
績
け
た
じ
ぶ
く
ノ
ヽ
し
た
腐
埴
土
が
崩
れ
て
、
踏
Ｕ
足
の
下
か
ら
水
が
だ
ぶ

ノ
ヽ
湧
き
出
し
た
か
と
思
ス
と
直
ヾ
叉
何
庭
か
へ
吸
ひ
込
ま
れ
て
し
ま
ふ
所
な
ど
も
あ
つ
た
。
刈
う
排
は
れ
た
跡
の
や

う
に
笹
の
若
芽
が
延
び
て
、
夏
の
間
に
人
で
ヽ
通
つ
た
か
と
疑
は
じ
め
る
所
も
あ
つ
た
。
几
物
の
切
う
跡
な
ど
が
明
に

道
と
も
認
め
ら
れ
る
の
で
、
夫
に
眼
い
て
行
く
と
下
草
の
絶
え
た
本
の
間
で
い
つ
か
見
失
つ
て
し
我
つ
た
こ
と
な
ど
も

あ
つ
た
ｏ
け
れ
ど
も
絡
に
登
路
ら
し
い
も
の
に
は
出
遇
は
な
か
つ
た
。
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風
が
西
に
憂
つ
て
復
雨
が
張
く
降
り
出
し
た
の
時
折
木
立
が
透
い
て
展
望
の
き
ヽ
さ
う
な
場
所
に
出
る
が
、意
地
の
悪

い
霧
が
忽
ち
目
隠
し
を
し
て
し
ま
ふ
。
深
い
笹
を
押
分
け
る
苦
し
さ
に
い
つ
と
な
く
下
め
に
向
つ
た
脚
元
が
急
に
明
る

く
な
つ
て
、
右
の
方
に
大
谷
が
口
を
開
い
て
ゐ
る
と
氣
が
付
い
た
折
な
ど
は
、
慌
て
ヽ
上
の
方
へ
引
返
し
た
り
し
た
ｏ

雨
の
中
に
立
つ
て
ふ
や
け
た
手
に
く
し
や
ノ
ヽ
に
な
つ
た
地
固
を
援
げ
、
磁
石
を
接
じ
て
松
本
君
と
行
先
を
相
談
し
た

こ
と
も

一
再
で
は
な
か
つ
た
。
斯
く
て
二
時
間
あ
つ
う^
小
体
も
せ
ず
歩
い
て
、
稿
手
な
場
所
に
出
た
。
最
早
鬼
怒
沼
ケ

原
の
東
に
在
る
林
の
あ
た
０
迄
辿
う
着
い
た
筈
で
あ
る
。
東
北
の
方
を
望
Ｕ
と
折
柄
霧
が
薄
れ
て
、
谷
の
向
ふ
に
尾
根

ら
し
い
も
の
が
木
の
間
か
ら
見
ら
れ
た
ｏ
ほ
ん
の

一
瞬
間
で
は
あ
つ
た
が
、
夫
が
鬼
怒
沼
山
績
き
の
尾
根
で
あ
る
と
直

威
し
た
の
で
、
乙
ゝ
か
ら
東
を
指
し
て
下
る
こ
と
に
し
た
ｏ

下
る
に
従
つ
て
豫
想
の
誤
ら
な
か
つ
た
乙
と
が
確
め
ら
れ
た
。
廣
い
山
腹
は
次
第
に
狭
い
尾
根
と
な
り
、
尾
根
は
清

て
大
き
な
岩
が
露
出
し
、
黒
檜
の
若
木
が
石
楠
の
や
う
に
頑
張
な
枝
を
張
つ
て
、
嵩
に
か
ゝ
つ
て
押
通
ら
う
と
す
る
私

達
を
手
鞠
の
や
う
に
跳
ね
返
す
、
笹
が
思
ひ
切
つ
て
深
く
な
る
、
其
中
を
お
づ
ノ
ヽ
下
つ
て
行
く
と
、
前
面
の
霧
が
幕

を
絞
る
や
う
に
す
う
と
と
れ
て
、
五
十
歩
の
先
に
街
然
と
し
て
墾
が
開
け
、
封
岸
に
は
四
五
十
丈
の
瀧
が
幾
段
に
も
連

つ
て
，
雲
の
中
か
ら
奔
下
し
て
ゐ
る
。
黒
床
を
帯
び
た
壮
大
な
岩
壁
の
装
に
は
榔
濁
ら
し
い
灌
木
や
王
管
花
な
ど
が
所

々
に
散
生
し
て
、
花
険
く
初
夏
の
美
し
さ
を
思
は
せ
る
。

何
庭
に
も
澤
へ
下
う
ら
れ
る
場
所
が
な
い
の
で
、
暫
く
絶
壁
の
級
に
浩
ふ
て
迪
つ
た
。
馬
踊
形
に
扶
れ
落
ち
た
古
い

山
抜
け
の
跡
に
出
る
、
内
側
は
恐
ろ
し
く
急
峻
で
は
あ
る
が
生

へ
て
ゐ
る
草
の
根
を
足
掛
り
に
し
て
、
無
事
に
澤
へ
下

わ
ら
れ
た
。
間
も
な
く
右
岸
か
ら
小
澤
が
合
し
て
ゐ
る
。
こ
の
あ
た
う
は
谷
も
少
し
開
け
て
、
雨
岸
と
も
崖
な
ど
は
見

ら
れ
な
い
。
日
光
澤
か
ら
鬼
怒
沼
へ
の
道
と
い
ス
の
は
、
こ
の
小
澤
を
上
下
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
。

氣
を
ゆ
る
し
て
歩
け
た
の
は
し
か
し

一
二
町
の
間
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
谷
は
何
の
憂
つ
た
様
も
見
え
な
い
で
、
い
き

な
り
五
六
丈
の
瀑
が
脚
下
に
た
ぎ
う
落
ち
て
ゐ
る
、
夫
を
過
ぎ
る
と
水
は
再
び
深
山
榛
な
ど
の
生
へ
た
河
原
を
蜘
蛛
手

を
二
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に
流
れ
て
行
く
。
竹
で
編
ん
だ
園
い
物
が
塵
と
一
緒
に
其
庭
ら
に
引
か
ヽ
つ
て
ゐ
る
、
何
か
と
拾
ひ
上
げ
て
見
れ
ば
魚

を
と
る
ウ
ケ
で
あ
つ
た
ｃ
そ
ん
な
物
が
こ
の
澤
に
あ
る
の
は
寧
ろ
不
思
議
で
あ
る
が
、
人
の
通
つ
た
證
援
に
は
な
る
の

で
氣
は
休
ま
る
。

同
じ
様
に
高
い
瀑
が
三
つ
許
う
あ
つ
た
。
其
の
二
は
殆
ど
連
績
し
て
ゐ
る
の
で
、
一
町
あ
ま
り
崖
の
上
を
高
廻
う
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
、
小
さ
な
瀑
は
七
か
八
も
超
え
た
で
あ
ら
う
ｏ

瀑
が
無
く
な
る
と
今
度
は
谷
の
傾
斜
が
急
に
な
つ
て
、
落
ち
込
む
や
う
に
下
つ
て
行
く
。
見
る
か
ら
険
悪
な
相
を
呈

し
て
ゐ
る
が
足
元
は
危
く
な
い
。
水
は
右
岸
の
岩
壁
の
裾
を
横
な
ぐ
う
に
深
く
割
つ
て
ゐ
る
の
で
、滑
な
壁
面
の
上
部
は

回
天
丼
の
や
う
に
狭
い
河
身
を
掩
ふ
て
ゐ
る
。
ま
る
で
片
側
の
上
の
方
が
途
切
れ
た
長
い
洞
穴
を
見
る
や
う
だ
、
そ
れ

が
可
な
り
の
距
離
に
亘
つ
て
連
績
し
て
ゐ
る
、
岩
は
閃
線
岩
で
は
な
い
か
と
思
つ
た
ｃ
乙
の
乗
う
出
し
て
ゐ
る
岩
の
天

井
は
縦
に
裂
け
目
が
つ
い
て
ゐ
て
、
剥
れ
た
り
脱
け
出
し
た
う
し
た
岩
が
垂
氷
の
や
う
に
ぶ
ら
下
つ
て
ゐ
る
所
な
ど
も

あ
つ
た
り
何
だ
か
地
震
地
帯
の
陥
落
線
を
見
る
や
う
な
気
が
す
る
。
事
賃
乙
の
狭
い
急
崚
な
河
床
は
、
年
々
崩
壊
す
る

岩
や
土
か
左
岸
に
堆
積
し
た
其
上
が
通
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
左
も
な
け
れ
ば
到
底
通
過
さ
れ
な
い
や
う
な
場
所
が
少
く

な
か
つ
た
。
中
に
は
つ
い
近
頃
崩
れ
落
ち
た
ら
し
い
も
の
も
あ
る
。
夫
だ
け
其
下
を
通
る
の
は
誠
に
薄
氣
味
が
悪
い
。

殊
に
今
日
は
大
雨
の
後
で
あ
る
か
ら
、
下
う
な
が
ら
眼
と
同
じ
高
さ
に
横
か
ら
眺
め
て
危
険
と
慮
じ
た
岩
を
頭
の
上
に

戴
く
折
な
ど
は
、
乙
哉
鼠
の
や
う
に
走
う
抜
け
た
り
し
た
。
夫
か
ら
は
絶
え
ず
左
岸
に
溜
ふ
て
、
鬼
怒
川
本
流
の
廣
い

河
床
に
出
た
時
に
や
つ
と
明
る
い
氣
持
に
な
つ
た
。

日
光
澤
の
温
泉
と
い
ス
の
は
此
附
近
に
あ
る
の
で
あ
ら
う
が
、
あ
た
り
を
物
色
し
て
も
湯
氣
の
立
ち
昇
つ
て
ゐ
る
所

な
ど
は
見
営
ら
な
い
ｏ
或
は
封
岸
の
草
の
茂
つ
た
河
原
に
湧
出
し
て
ゐ
た
か
も
知
れ
ｎ
。
唯
何
虎
と
な
く
硫
黄
の
香
が

漂
ふ
て
ゐ
る
や
う
に
思
は
れ
た
。

砂
地
を
歩
い
た
り
水
を
渉
つ
た
り
し
て
暢
氣
に
歩

い
て
行
く
。
雨
は
小
降
う
に
な
つ
た
が
、
雲
は
低
く
垂
れ
て
上
流

○
秋
の
鬼
怒
沼
　
　
木
暮
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○
秋
の
鬼
怒
沼
　
　
木
暮

七
日

も
下
流
も
ま
だ
晴
く
閉
さ
れ
て
ゐ
る
。
時
々
電
光
で
も
逆
る
や
う
に
塞
の
何
虎
か
ゞ
パ
ツ
と
明
る
く
な
る
と
、
雲
の
あ

は
た
ゞ
し
い
擾
乱
が
始
ま
る
、
重
く
停
滞
し
た
下
層
の
霧
ま
で
が
翅
を
得
た
も
の
ヽ
や
う
に
す
う
と
舞
ひ
殿
う
な
が
ら

川
下
へ
飛
ん
で
は
浦
え
る
。
其
下
か
ら
紅
や
黄
に
染
つ
た
問
葉
樹
の
構
が
、
さ
な
が
ら
魔
術
師
の
杖
が
鯛
れ
た
や
う
に

浮
き
出
し
て
木
る
、
見
る
間
に
雨
側
の
山
腹
は
こ
の
華
や
か
な
錦
繍
の
大
屏
風
と
化
し
て
し
ま
つ
た
。

雨
が
歌
ん
で
薄
日
の
光
が
さ
し
て
家
た
。
硫
黄
の
匂
が
稿
張
く
鼻
を
刺
激
す
る
、
八
丁
ノ
湯
の
附
近
で
あ
ら
う
。
此

虎
は
幸
に
河
原
が
開
け
て
流
木
も
多
い
。
濡
れ
た
物
な
ど
乾
し
な
が
ら
、飯
を
炊
い
た
う
汁
を
煮
た
り
、
ゆ
る
ノ
ヽ
三
度

分
の
食
事
を
済
し
た
。
大
金
は
椎
茸
が
ぁ
る
筈
だ
と
い
ふ
て
頻
に
探
し
廻
つ
た
が
、
四
か
五
つ
し
か
探
れ
な
か
つ
た
。

二
三
日
前
に
椎
茸
探
が
入
つ
た
の
だ
と
こ
れ
は
後
に
聞
い
た
ｃ
大
金
の
言
ふ
所
に
擦
る
と
、
椎
茸
と
松
茸
は
生
で
食
ヘ

る
も
の
だ
さ
う
だ
。
試
に
其
言
に
従
つ
て
松
本
君
と
味
つ
て
見
る
。
成
程
軟
で
甘
味
が
あ
つ
て
香
氣
が
高
い
、
序
に
自

分
で
探
集
し
た
分
ま
で
食
べ
て
し
哉
ス
ｃ

川
俣
温
泉
は
も
う
す
ぐ
そ
こ
の
や
う
な
氣
が
す
る
け
れ
ど
も
、
ま
だ
二
里
は
下
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
荷
ケ
纏
あ

て
足
早
に
河
原
を
下
う
始
め
た
。
川
上
か
ら
根
な
し
雲
が
追
ひ
か
け
る
や
う
に
心
ろ
し
て
家
る
。
夫
に
連
れ
て
小
雨
が

如
露
で
水
を
撒
く
や
う
に
注
い
で
家
る
が
長
く
は
績
か
な
い
。
水
み
ち
が
廣
い
河
原
を
崖
か
ら
崖

へ
と
蛇
行
し
て
ゐ
る

の
で
、
幾
同
か
浅
い
徒
渉
を
繰
返
し
た
。
左
手
に
狭
い
谷
が
現
ね
て
、
板
を
張
り
詰
め
た
や
う
に
手
な
赤
土
色
の
岩
盤

の
上
を
、
水
は
小
躍
う
し
な
が
ら
ト
ッ
ト
と
落
ち
て
木
る
。
奥
を
覗
い
て
見
た
が
す
ぐ
右
折
し
て
ゐ
る
の
で
見
え
な
か

つ
た
、
こ
れ
が
小
在
池
澤
で
あ
る
。
何
だ
か
物
凄
い
と
こ
ろ
の
あ
る
谷
だ
と
思
つ
た
。

廣
い
河
原
は
盆
廣
く
な
つ
て
、
水
の
流
れ
た
跡
が
等
目
の
や
う
に
残
つ
て
ゐ
る
細
か
い
砂
の
上
に
は
、
無
数
の
弁
羊

の
足
痕
が
印
し
て
あ
る
。
夏
の
線
を
か
な
ぐ
う
す
て
た
雑
木
の
精
は
、瑞
々
し
い
黄
や
紅
の
開
葉
に
掩
れ
て
、
打
ち
開
い

た
左
右
の
山
側
を
凹
凸
は
あ
る
が
ベ
ツ
ト
リ
塗
う
っ
ぶ
し
て
ゐ
る
。
ふ
う
仰
ぐ
尾
上
の
あ
た
り
は
、ま
だ
古
綿
の
や
う
な

ち
ぎ
れ
雲
が
本
の
間
に
彬
み
付
い
て
は
ゐ
る
も
の
ゝ
、
端
か
ら
乙
ば
れ
か
ゝ
る
目
覺
し
い
絢
爛
の
粧
を
隠
し
心
ほ
せ
る
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も
の
で
は
な
か
つ
た
。
松
本
君
と
私
と
は
暫
く
立
ち
上
つ
て
は
周
国
の
色
彩
に
眺
め
入
っ
た
。
賃
に
比
附
近
の
間
葉
樹

林
乙
を
は
、
最
も
見
事
に
鬼
怒
川
上
流
の
秋
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
ら

，
。

黒
澤
を
過
ぎ
る
と
河
原
は
次
第
に
狭
く
な
つ
て
、
大
き
な
岩
が
河
床
に
突
立
っ
た
り
横
に
時
つ
た
う
し
て
ゐ
る
。
時

に
は
小
高
い
崖
な
ど
も
現
れ
る
、
そ
ん
な
場
所
に
は
屹
度
左
岸
に
上
の
方
を
廻
る
元
の
道
が
壊
れ
ず
に
残
つ
て
ゐ
た
し

そ
れ
で
も
二
度
三
度
あ
ち
乙
ち
と
徒
渉
し
た
ら
う
。
水
が
深
い
の
で
も
う
前
の
や
う
に
業
で
は
な
い
ｏ

一
度
な
ど
は
川

底
に
紺
屋
の
藍
瓶
を
伏
せ
た
や
う
な
濃
藍
色
を
呈
し
た
厩
穴
の
連
つ
て
ゐ
る
間
の
縁
を
、
股
を
没
す
る
急
流
に
押
さ
れ

な
が
ら
渉
つ
た
こ
と
も
あ
つ
た
ｏ
湯
澤
の
合
流
離
の
下
で
は
水
深
腰
の
上
ま
で
も
及
ん
だ
の
で
最
も
苦
し
め
ら
れ
た
ｏ

此
虎
で
左
岸
に
徒
渉
す
る
と
、
立
派
な
道
が
雑
木
の
茂
つ
た
段
丘
の
上
に
通
じ
て
ゐ
る
。
畑
草
の
包
紙
や
キ
ヤ
ラ
メ
／

の
箱
な
ど
そ
乙
ら
に
落
ち
散
つ
て
ゐ
る
の
は
、
湯
治
客
の
捨
て
た
も
の
で
あ
ら
う
ｏ

乙
れ
か
ら
道
は
暫
く
川
と
離
れ
る
。
山
波
を
下
つ
て
小
澤
を
渉
っ
た
。
ふ
と
見
る
と
上
手
の
浅
瀬
に
二
尾
の
岩
魚
が

泳
い
で
ゐ
る
、
人
影
に
驚
い
て
岩
の
下
へ
陰
れ
た
の
を
幸
に
、
上
下
を
堰
止
め
て
大
金
が
造
作
な
く
手
捕
に
し
た
ｏ
二

疋
と
も
尺
に
近
い
、
産
卵
す
る
篤
に
乙
ん
な
小
澤
に
上
る
の
だ
さ
う
だ
ｏ
錆
澤
と
い
ス
の
を
過
ぎ
て
、
道
端
の
落
栗
を

拾
ひ
な
が
ら
だ
ら
ノ
ヽ
坂
を
下
う
て
温
泉
宿
に
着
い
た
。

温
泉
宿
は

一
軒
だ
が
三
階
建
の
大
き
な
構
だ
の
川
に
臨
ん
だ
左
岸
の
崖
の
上
を
切
う
開
い
て
横
に
長
く
建
て
、
あ
る
。

入
日
も
横
に
あ
つ
て
、這
入
る
と
右
の
帳
場
の
前
か
ら
長
い
廊
下
が
績
い
て
ゐ
る
ｃ
左
は
炊
事
場
で
あ
ら
う
竃
が
築
い
て

あ
る
。
濡
ね
た
も
の
を
乾
す
や
う
に
頼
ん
で
草
性
を
脱
ぐ
と
、
三
階
の
一
室
に
案
内
さ
れ
た
。
ど
の
部
屋
も
が
ら
ん
と

な
い
て
ゐ
る
。
湯
治
客
は
下
の
座
敷
に
自
炊
し
て
ゐ
る
者
が
三
四
人
わ
る
だ
け
で
、
そ
れ
も
近
く
里
へ
婦
っ
て
し
ま
へ

ば
、
ヽ
う
末
春
ま
で
湯
治
客
は
絶
え
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

浴
槽
は
下
手
の
別
な
建
物
に
あ
つ
て
、
板
屋
根
は
湯
氣
に
包
ま
れ
て
ゐ
る
。
湯
は
二
本
の
樋
で
導
か
れ
、
二
の
浴
槽

に
湛
へ
て
ゐ
る
が
、質
は
各
違
つ
て
ゐ
る
さ
う
だ
。
温
度
は
誂
向
き
で
あ
る
。
長
々
と
手
足
を
伸
し
て
首
ま
で
湯
に
漬
る
、

十 第 岳 山
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０
春
の
山
旗
　
　
藤
島

濃
か
い
威
鯛
の
い
ゝ
緻
く
も
う
が
皮
膚
を
撫
で
な
が
ら
鐙
内

へ
滲
み
込
ん
で
行
く
、
う
つ
と
♭
と
氣
が
遠
く
な
る
。

温
泉
は
前
の
川
中
に
ヽ
湧
い
て
ゐ
る
。
鬼
怒
川
は
封
岸
の
二
丈
許
り
あ
る
崖
の
下
に
白
い
石
の
洲
を
残
し
て
、
岩
と

乙
づ
き
な
が
ら
ぐ
る
０
北
へ
廻
つ
て
流
れ
る
。
其
河
原
の
石
の
間
か
ら
湯
氣
が
立
ち
昇
つ
て
ゐ
る
。
嘔
か
ら
も
二
三
箇

所
湯
が
に
じ
み
出
し
て
、
岩
面
に
湯
垢
が
木
目
の
や
う
に
附
着
し
て
ゐ
る
。
此
湯
は
日
光
澤
の
温
泉
宿
が
押
流
さ
れ
た

明
治
三
十
五
年
の
大
洪
水
に
浴
槽
を
埋
め
ら
れ
て
以
家
、
今
は
少
し
の
水
に
も
浸
る
の
で
其
儘
に
放
置
し
て
あ
る
。
崖

か
ら
川
面
へ
突
出
し
た

一
本
の
楓
の
紅
葉
が
薄
暗
い
三
階
の
障
子
に
赤
く
映
つ
て
ゐ
る
。

今
夜
は
心
よ
く
熟
睡
し
た
。

明
く
る
十
四
日
の
書
頃
、
私
達
は
西
澤
金
山
か
ら
山
王
峠
を
除
え
て
、
道
の
べ
の
車
前
草
の
葉
ま
で
深
紅
に
染
つ
た

満
山
の
紅
葉
を
味
め
つ
ゝ
、
再
び
戦
場
ケ
原
の
人
と
な
つ
た
。
そ
し
て

一
し
ほ
の
濃
さ
を
加
へ
た
中
祀
寺
湖
眸
の
秋
色

も
、
ま
た
心
を
な
く
に
足
ら

，
と
や
う
に
側
目
も
く
れ
ず
道
を
急
い
だ
。
（
完
）

春
　
の
　
山
　
族

藤

　

島

　

敏

　

男

一
、
奎

　

補
　
　
へ

四
月
の
末
と
い
ス
に
信
州
は
流
石
山
國
丈
け
あ
つ
て
、
春
は
ま
だ
ん
ヽ
浅
い
。
白
雪
の
衣
を
裾
長
く
着
て
各
と
異
ら

織
高
山
の
姿
を
、
車
窓
に
見
出
し
て
自
分
は
雁
う
上
ら
ん
許
う
に
喜
ん
だ
。
心
馴
染
の
聾

，
野
に
下
車
し
て
、
澁
温
泉
迄

自
働
車
の
御
厄
介
に
な
る
、
行
手
に
雪
の
山
々
を
眺
め
乍
ら
、
っ
め
た
い
風
に
襟
を
掻
き
合
せ
て
揺
ら
れ
て
ゆ
く
。
澁
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琥 三 第 年 六 十 第 岳 山

の
町
で
螢
補
の
様
子
を
尋
ね
る
と
．
大
分
前
か
ら
宿
を
開
い
て
ゐ
る
と
の
話
な
の
で
安
心
し
て
、
軽
い
荷
を
背
に
麗
ら

か
な
春
光
を
浴
び
つ
ゝ
、
唯

一
人
登
う
に
か
ゝ
る
。
温
泉
寺
の
前
か
ら
湯
川
と
渡
り
前
橋
街
道
に
合
し
て
爪
先
き
上
う

の
道
を
急
ヾ
で
も
な
く
登
っ
て
ゅ
く
。
番
補
へ
着
い
て
か
ら
の
行
動
な
ど
を
考

へ
乍
ら
、
杉
の
木
立
を
出
た
り
入
つ
た

り
し
て
波
坂
の
上
ま
で

一
時
間
を
要
し
た
ｃ
人
気
の
な
い
沓
打
の
茶
屋
に
憩
ふ
て
、
西
方
に
連
立
す
る
山
岳
の
大
糧
を

恣
に
す
る
。
澁
あ
た
ぅ
か
ら
高
く
仰
が
れ
た
黒
姫
、
戸
際
、
飯
綱
の
諸
山
は
通
に
低
く
な
つ
て
、
更
に
上
に
高
く
眩
ゆ

き
ば
か
う
の
雪
に
徹
は
れ
た
、
信
飛
國
境
の
大
山
脈
が
夏
に
見
ら
れ
ｎ
；ｌｌ‥
観
を
呈
し
て
ゐ
る
。
其
嵩
高
な
眺
め
に
は
今

更
な
が
ら
心
の
引
緊
る
の
を
覺
え
た
）

茶
屋
を
出
て
、
漸
く
草
の
茅
の
出
た
高
原
を
横
切
る
。
笠
ヶ
岳
の
実
峯
が
高
く
仰
が
れ
た
。
朝
日
山
を
北
へ
廻
る
頃

か
ら
路
傍
に
も
、
残
雲
が
現
は
れ
初
め
た
。
聞
き
と
れ
緻
程
の
音
を
立
て
ヽ
流
る
ゝ
、
雪
解
の
水
を
手
に
掬
し
て
渇
を

書
し
た
。
朝
日
山
西
北
の
池
は
、
秋
な
ど
水
が
な
い
の
で
あ
る
が
、
雪
水
が
溜
つ
て
美
し
い
山
の
影
を
宿
し
て
ゐ
た
。

琵
琶
池
を
隔
て
ヽ
眺
め
た
坊
不
山
も
、
彗
衣
を
経
つ
て
見
違
へ
る
程
美
し
い
姿
を
し
て
ゐ
た
。
横
湯
川
へ
下
る
道
は
日

蔭
の
故
か
残
雪
が
多
く
、
大
い
に
悟
哉
さ
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
十
時
に
は
横
湯
川
の
橋
を
渡
つ
て
十
時
年
に
は
天
狗
の

湯
の
上
う
植
に
、
塞
腹
の
身
を
横
へ
る
事
が
出
奈
た
）

午
後
は
焼
額
山
へ
で
も
杢
る
積
う
で
あ
つ
た
が
、
夜
行
列
車
の
疲
れ
と
、
そ
れ
に
同
件
者
の
な
い
の
と
が
累
を
篤
し

て
迩
に
中
止
し
、
温
泉
に
寝
不
足
の
身
を
浸
し
て
、
山
の
湯
の
静
寂
を
味
は
つ
た
。
夕
刻
高
天
原

へ
登
つ
て
見
る
。
ま

だ

一
面
の
雪
で
笹
が
全
く
屏
息
し
て
ゐ
る
の
で
、
秋
末
た
と
き
と
は
著
し
く
異
つ
た
景
観
を
呈
し
て
ゐ
４
。
葉
落
ち
て

寂
し
い
白
樺
の
疎
林
が
、
斜
陽
に
長
い
影
を
落
し
て
ゐ
２
。
雑
魚
川
の
谷
の
向
ス
に
見
え
た
実
峯
は
鳥
甲
山
か
と
思
は

れ
た
。
笠
ケ
岳
と
志
賀
山
と
を
撮
影
し
て
か
へ
る
。
夜
は
疲
邊
で
各
籠
う
の
話
や
、
二
三
日
前
岩
菅
へ
登
つ
た
人
の
話

な
ど
を
聞
く
じ

○
春
の
山
旗
　
　
藤
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二
、
赤
石
山
と
志
賀
山

稽
か
な
春
の
目
が
明
け
離
れ
る
と
、
高
い
山
々
の
頂
が
曙
光
を
洛
び
て
、
桃
色
に
得
も
言
は
れ
ず
美
し
い
ｃ
湯
槽
か

ら
備
子
越
に
、
宿
の
主
人
が
紳
就
へ
朝
詣
う
の
掃
う
に
馨
を
掛
け
る
と
、「
い
ゝ
Ь
天
氣
で
結
構
で
す
、
山
は
眺
め
が
よ

ろ
し
い
で
せ
う
」
と
い
ふ
。
帳
場
へ
行
つ
て
、
寺
小
屋
の
峯
か
ら
尾
根
樽
ひ
に
岩
菅
山
へ
登
り
、
婦
途
は
梯
子
澤
を
下

る
心
算
だ
と
話
す
と
、　
一
人
で
は
心
配
だ
か
ら
私
が
随
い
て
ゆ
き
ま
す
と
言
ふ
。
自
分
も

一
人
よ
う
は
連
れ
の
あ
る
方

が
心
丈
夫
な
の
で
、　
一
緒
に
行
く
こ
と
に
定
め
て
待
つ
て
わ
た
が
、
澁

へ
婦
る
人
が
あ
つ
て
中
々
出
螢
出
来
な
い
。
八

時
牛
漸
く
出
螢
。
旅
館
の
前
を
流
る
ヽ
漢
流
を
渡
つ
て
、
東
館
山
よ
う
派
出
せ
る
尾
根
に
取
付
く
。
三
尺
餘
の
残
雲
が

根
曲
竹
や
灌
木
な
ど
の
障
害
物
を
、
全
く
徹
ふ
て
ゐ
る
の
で
頗
る
歩
き
よ
い
。
白
樺
の
林
や
、
自
檜
の
交
る
中
を
、
補

の
間
か
ら
そ
れ
と
指
呼
さ
る
ゝ
寺
小
屋
ノ
峯
目
指
し
て
東
館
山
の
南
側
を
絡
み
乍
ら
登
つ
て
ゆ
く
。
雲
の
反
射
で
中
々

著
い
。

一
面
の
雲
な
の
で
休
み
様
も
な
い
。
獣
々
と
し
て
只
管
登
る
。
滑
う
も
し
な
け
れ
ば
踏
込
み
も
し
な
い
。
極
め

て
楽
で
あ
る
ｃ
十
時
寺
小
屋
ノ
峯
（
二
一
二
五
米
）に
達
し
た
が
三
角
獅
は
雪
に
埋
も
れ
て
ゐ
る
。
峯
頭
に
立
つ
て
眺
望

を
恣
に
す
る
。
先
づ
乙
ゝ
か
ら
は
、
東
北
に
営
つ
て
岩
菅
の
大
岳
が
、
あ
く
ま
で
高
く
、
雪
に
包
ま
れ
た
崇
高
な
山
姿

を
ト
ド
松
の
間
か
ら
覗
か
せ
て
ゐ
る
の
に
心
を
奪
は
れ
る
。
東
面
の
残
雪
は
非
常
な
も
の
で
、
所
々
黒
く
露
出
し
て
ゐ

る
の
は
例
の
岩
壁
で
あ
ら

，
。
鳥
帽
子
岳

へ
の
山
稜
は
隠
れ
て
見
え
な
い
。
東
方
に
は
、
佐
武
流
か
ら
白
砂
へ
の
連
嶺

か
銀
繍
を
経
ふ
て
参
差
と
立
列
び
、
南
面
す
れ
ば
、
明
に
山
頂
の
岩
峯
の
指
呼
さ
る
ヽ
亦
石
山
、長
鯨
の
如
き
横
手
山
、

さ
て
は
遠
く
御
飯
岳
、
四
阿
山
の
あ
た
多
ま
で
飽
か
ｎ
眺
め
で
あ
る
。

さ
。て
此
庭
か
ら
念
尾
根
偉
ひ
に
岩
菅
山
へ
向
は
ん
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
自
分
は

一
昨
年
十
月
二
度
も
発
山
し
た
の

で
急
に
南
へ
山
稜
と
辿
つ
て
見
度
く
な
つ
た
。
宿
の
主
人
に
相
談
す
る
と
、
赤
石
山
は
乙
の
邊
で
眺
望
の
絶
佳
な
る
乙

と
に
於
て
有
名
で
あ
る
か
ら
、
行
つ
た
こ
と
は
な
い
が
案
内
し
や
う
、
と
の
話
で
あ
る
の
未
知
の
所
を
案
内
し
や
う
と

行 獲 月 五 年 二 十 正 大
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い
ス
の
も

一
寸
妙
で
あ
る
が
、
幸
ひ
天
候
も
佳
な
う
、
前
途
に
大
し
た
障
害
も
な
さ
さ
う
な
の
に
、
勇
ヒ
鼓
し
て
赤
石

山
か
ら
志
賀
山
へ
廻
つ
て
、
蓮
池
附
近
に
出
で
帰
る
こ
と
に
決
め
た
。
十
時
年
南
に
向
つ
て
下
り
初
め
た
。

ト
ド
松
、白
樺
、自
檜
な
ど
の
林
の
中
を
富
土
の
砂
走
う
と
下
る
様
に
飛
ん
で
ゆ
く
、
所
々
雪
を
破
つ
て
根
曲
竹
の
出

て
ゐ
る
の
を
見
る
と
、
こ
の
邊
は

一
面
の
筆
ら
し
く
、
彗
の
な
い
時
の
番
山
は
恐
ら
く
非
常
な
努
力
を
要
ず
る
こ
と
、

思
は
れ
る
。
尾
根
は
大
し
て
痩
せ
て
は
ゐ
な
い
篤
め
に
、
東
側
を
絡
み
氣
床
に
ゆ
く
自
分
等
は
、
樹
間
か
ら
佐
武
流
方

面
を
望
み
得
る
許
う
、
西
方
の
眺
望
は
全
く
な
い
。
し
か
し
雪
の
上
を
兎
の
様
に
飛
ん
で
ゆ
く
の
が
面
白
い
の
で
、
知

ら
ｎ
間
に
最
低
鞍
部
に
到
達
し
た
。
乙
ゝ
は
少
し
不
に
な
つ
て
、
行
手
に
高
く
赤
石
山
頂
の
岩
が
各
立
す
る
の
と
、
志

賀
山
の
双
頭
が
近
く
望
曖
れ
る
。

寺
小
屋
ノ
峯
よ
ぅ

一
時
間
に
し
て
赤
石
山
頂
に
達
し
た
。
頂
上
附
近
は
藻
々
た
る
岩
石
が
重
昼
し
て
、
そ
の
山
名
に

背
か
な
い
。
三
角
標
石
の
傍
に
腰
を
下
し
て
豊
飯
を
探
り
つ
ゝ
展
望
に
耽
る
。
寺
小
屋
ノ
峯
か
ら
の
展
望
と
大
差
な
い

が
、
岩
菅
か
ら
烏
帽
子
へ
の
連
脈
の
右
に
苗
場
山
の
例
の
緩
傾
斜
面
が
彩
し
い
残
雪
に
蔽
は
れ
て
ゐ
る
の
が
望
ま
れ
、

又
志
賀
山
と
の
間
に
は
秘
め
ら
れ
し
山
中
の
小
湖
大
沼
池
が
氷
雪
に
閉
さ
れ
、
さ
な
が
ら
各
と
異
ら
ぬ
景
色
を
呈
し
て

ゐ
る
の
が
俯
嗽
さ
れ
る
。

草
津
平
と
思
は
る
ヽ
あ
た
う
は
、
淡
緑
に
霞
ん
で
既
に
春
の
訪
れ
た
ら
し
い
様
子
で
あ
る
。
友
焼
き
の
煙
か
，
野
火

の
煙
か
、
臭
澤
の
向
ス
に
見
え
た
。
正
午
山
頂
を
僻
し
志
賀
山
に
向
ふ
。
絶
顛
の
直
下
に
、
昨
夏
平
稽
村
山
岳
會
の
案

内
者
達
が
横
手
山
か
ら
縦
走
し
て
泰
て
野
螢
し
た
跡
が
あ
る
。
何
で
も
此
庭
か
ら
稜
補
へ
下
る
豫
定
な
の
を
誤
つ
て
東

方
の
魚
野
川
漢
谷
に
迷
込
み
、
再
び
尾
根
へ
引
返
し
て
漸
く
獲
補
に
下
つ
た
相
だ
。
誠
に
営
に
な
ら
ぬ
案
内
者
組
合
で

あ
る
。

大
沼
池
を
俯
蹴
し
つ
ゝ
、
國
境
の
北
側
を
ゆ
く
。
十
二
時
四
十
分
國
境
を
離
れ
て
志
賀
山
に
向
ふ
。
志
賀
山
は
鞍
形

の
面
白
い
恰
好
を
し
た
■
で
あ
る
が
、そ
の
三
角
識
の
あ
る
峯
（
二
〇
三
五
、五
）
を
稜
補
で
は
、
メ
ー
デ
志
賀
と
呼
び
、

岳・γ
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そ
の
東
に
位
し
二
千
二
十
米
の
圏
を
有
す
る
も
の
を
向
志
賀
と
呼
ん
で
ゐ
る
。
向
志
賀
の
下
に
達
す
る
と
、
岩
倉
澤
の

源
頭
は
度
い
雪
原
を
な
し
て
ゐ
る
の
が
左
方
に
見
え
る
。
雪
が
清
え
れ
ば
池
で
も
あ
り
相
な
地
勢
で
あ
る
。

志
賀
の
登
う
は
中
々
急
峻
で
、
少
々
閉
日
し
た
け
れ
ど
も
、
い
ゝ
工
合
に
樹
木
が
あ
る
の
で
三
十
分
足
ら
ず
に
し
て

山
頂
に
達
し
得
た
。
向
志
賀
の
頂
上
は
平
ら
で
ト
ド
松
の
大
木
に
蔽
は
れ
て
ゐ
る
篤
め
開
裕
な
眺
望
は
得
ら
れ
な
い
、

僅
に
本
の
間
か
ら
大
沼
池
と
赤
石
山
を
瞥
見
し
て
メ
ー
デ
志
賀
に
向
ふ
。
乙
の
間
の
鞍
部
を
鬼
ノ
踊
場
と
い
び
、
小
池

が
三
つ
あ
る
が
軌
れ
も
雲
に
開
さ
れ
て
ゐ
た
Ｑ
宿
の
主
人
は
、
乙
の
邊
で
枝
振
り
の
よ
い
五
葉
松
な
ど
を
探
集
し
て
ゐ

た
。
メ
ー
デ
志
賀
の
上
は
稿
開
裕
で
あ
る
ｏ
突
死
た
る
笠
ケ
岳
、
尤
大
な
る
横
手
山
が
盆
近
い
。

志
賀
山
か
ら
下
る
に
は
、
横
湯
川
の
谷
に
向
つ
て
清
水
ノ
澤
を
下
る
の
で
あ
る
。鬱
蒼
た
る
針
葉
樹
の
密
林
の
中
を
、

韓
ぶ
様
に
し
て
下
る
。
乙
の
邊
な
ど
も
雪
の
な
い
時
は
随
分
困
難
で
あ
ら
う
。
山
頂
か
ら
下
る
こ
と
三
十
分
に
し
て
、

雪
解
の
水
が
音
も
な
く
流
れ
て
ゐ
る
所
に
出
た
。
澤
の
名
に
背
か
緻
美
し
い
水
で
あ
る
。
顧
み
仰
げ
ば
志
賀
山
頂
が
恐

ろ
し
く
高
く
答
え
、
そ
の
北
側
の
今
自
分
達
の
下
り
て
家
た
斜
面
は
．
よ
く
下
つ
て
家
ら
れ
た
と
思
ス
程
急
崚
で
あ

る
。
流
れ
に
滑
ふ
て
ゆ
く
と
暫
く
に
し
て
朽
ち
た
橋
の
傍
に
出
る
。
大
沼
池
へ
ゆ
く
道
で
あ
る
。
小
憩
し
て
第
二
同
の

書
飯
を
と
る
。
東
方
に
高
く
残
彗
に
輝
け
る
は
赤
石
か
ら
志
賀

へ
の
山
稜
で
あ
ら
う
。
ど
ち
ら
を
向
い
て
も
針
葉
樹
に

蔽
は
れ
た
山
稜
が
狭
く
天
を
限
つ
て
、
い
か
に
も
深
い
谷
の
中
に
わ
る
こ
と
を
威
じ
さ
せ
る
。
静
か
な
風
さ
へ
吹
か
緻

春
の
日
で
あ
る
。
何
の
音
も
せ
漁
。
耳
を
澄
ま
す
と
、
雪
解
の
滴
う
が
漢
流
の
中
ヘ
ボ
タ
リ
ノ
ヽ
と
落
ち
る
音
ば
か
り

で
あ
る
。
自
分
は
雲
の
清
え
た
跡
の
粘
草
の
上
に
寝
て
、
晴
れ
た
青
塞
を
綿
の
様
な
雲
が
、
緩
か
に
流
れ
て
ゆ
く
の
を

眺
め
乍
ら
、
夏
の
山
を
想
つ
た
。

清
水
ノ
澤
が
横
湯
川
へ
落
ち
る
附
近
に
臼
夕
淵
な
る
深
淵
が
あ
っ
て
、
通
れ
な
い
と
の
話
で
あ
る
が
、
具
備
の
程
は

保
證
の
限
う
で
な
い
。
流
れ
に
分
れ
て
西
の
方
へ
向
ふ
。
依
然
と
し
て
針
葉
樹
の
中
を
ゆ
く
。
雪
の
な
い
時
分
は
幽
か

乍
ら
も
大
沼
池
へ
通
ず
る
小
径
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ら
う
が
、
今
は
た
ゞ
歩
き
よ
い
所
を
選
ん
で
ゆ
く
。
暫
く
し

ハ
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て
尾
根
を

一
つ
越
ガ
■
道
の
跡
ら
し
い
も
の
が
、
左
の
方
へ
下
つ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
其
虜
か
ら
は
ハ
ス
池
の
北
の
斜
面

が
望
ま
れ
、
横
に
堰
が
二
條
走
っ
て
ゐ
る
。
道
は
い
つ
の
間
に
か
堰
に
合
し
て
、
之
に
浩
ス
て
ゆ
く
。
限
界
が
開
け
て

螢
補
温
泉
の
建
物
も
指
呼
し
得
る
。

ハ
ス
池
の
手
前
か
ら
右
に
下
つ
て
ゆ
く
と
、
澁
か
ら
の
道
に
合
し
た
。
路
傍
に
岩

菅
大
神
と
刻
し
た
石
祠
の
あ
る
所
で
あ
る
。
横
湯
川
の
橋
で
重
い
爪
掛
け
を
脱
い
で
、
十
町
の
登
り
を
登
つ
て
温
泉

ヘ

蹄
着
し
た
の
は
三
時
三
十
分
で
あ
つ
た
。
志
賀
山
は
と
兄
れ
ば
、
今
し
頂
上
は
雲
に
包
哉
れ
て
惜
し
く
も
そ
の
姿
は
見

え
緻
″
疲
れ
た
身
を
湯
に
浸
し
て
、

一
日
雪
の
上
を
駆
け
廻
つ
た
事
を
考
へ
た
時
、
宛
も
夢
の
様
に
思
は
れ
た
。

三
、
雪
　
の
　
澁
　
峠

明
く
れ
ば
四
月
二
十
八
日
、
き
の
ス
の
美
晴
は
ど
乙
へ
や
ら
、
雨
も
よ
び
の
塞
で
あ
る
が
、
先
を
急
ぐ
族
で
も
あ
り

ま
た

一
度
通
つ
た
道
で
も
あ
る
の
で
、
け
ふ
は
澁
峠
を
越
え
て
花
敷
温
泉
迄
行
く
こ
と
に
す
る
。
七
時
年
出
螢
。

一
人
な
の
と
，
雨
の
家
さ
う
な
杢
模
様
と
が
自
分
を
緊
張
さ
せ
て
つ
い
我
知
ら
ず
足
の
運
が
早
く
な
る
。
昨
日
の
道

を
辿
つ
て
ハ
ス
池
の
時
に
出
た
。
温
泉
か
ら
四
十
五
分
を
費
し
た
。
池
時
に
は
自
樺
が
美
し
い
そ
の
幹
を
残
雪
の
間
に

黙
綴
し
て
、
水
に
宿
る
そ
の
影
も
ま
た
美
し
い
。
北
に
は
燒
額
の
不
な
峯
が
雲
化
粧
し
て
立
つ
。
志
賀
山
頂
も
間
近
く

仰
が
れ
る
。
乙
の
邊
は
志
賀
山
の
西
へ
延
く
裾
野
で
、
緩
漫
な
斜
面
に
自
樺
の
林
が
散
在
し
、
俗
に
四
十
八
池
と
言
ふ

程
、
琵
琶
池
を
始
め
と
し
、
ハ
ス
池
、
丸
池
、
長
池
、
木
戸
池
な
ど
数
多
い
池
が
清
列
な
水
を
湛
へ
て
ゐ
る
し
、
晴
れ

た
日
に
は
北
ア
″
プ
ス
の
殆
ん
ど
全
容
を
望
み
得
べ
く
。
確
に

一
遊
に
値
す
る
虎
で
あ
る
。
ハ
ス
池
か
ら
少
し
登
る
と

左
手
に
温
漁
地
が
あ
る
、
振
う
返
れ
ば
獲
補
が
呼
ば
ゞ
應

へ
ん
と
す
る
か
の
如
く
近
く
見
え
、
西
の
方
に
は
琵
琶
池
丸

池
が
光
つ
て
ゐ
る
じ
里
（姫
妙
高
な
ど
は
裾
の
み
現
は
し
も
飯
綱
と
黒
姫
の
間
か
ら
は
北
ア
″
プ
ス
か
と
思
は
る
ゝ
も
の

が
、
之
も
裾
の
み
を
覗
か
せ
て
ゐ
た
ｏ
道
と
云
ふ
べ
き
も
の
も
な
い
の
で
、
た
ゞ
南

へ
南

へ
と
進
む
υ
相
憂
ら
ず
雪
の

上
を
ゆ
く
の
で
頗
る
楽
で
あ
る
。
小
さ
な
尾
根
と
い
く
つ
か
越
し
て
九
時
小
池
の
畔
に
達
す
る
と
、
笠
ケ
岳
の
実
峯
が
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山
旅
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巌
め
し
い
姿
を
現
は
す
。
池
眸
で
撮
影
な
ど
し
て
ゐ
る
中
に
、
雨
が
ぼ
つ
う
ノ
ヽ
や
つ
て
来
た
。

一
寸
困
つ
た
が
今
更

引
返
し
も
な
ら
ず
、
合
物
を
着
て
先
へ
急
ヾ
。
九
時
牛
峠
道
に
出
て
、硯
川
の
上
ま
で
ゆ
く
と
い
ふ
人
と

一
締
に
な
り
、

爪
先
上
う
の
道
を
雲
の
つ
め
た
い
の
を
気
に
し
つ
ゝ
、
登
つ
て
ゆ
く
。
例
の
平
稽
名
産
割
箸
の
材
料
を
採
り
に
ゆ
く
の

だ
相
で
、　
一
人
で
断
を
越
え
て
花
敷
へ
ゆ
く
と
話
し
た
ら
、
驚
い
た
の
か
果
れ
た
の
か
、
東
京
の
人
は
え
ら
い
と
言
つ

，」Ｏ

↓
ノ

谷
の
右
も
左
も
雲
に
薇
は
れ
た
山
稜
が
美
し
い
。
九
時
五
十
分
熊
の
湯
入
口
。
十
時
硯
川
の
茶
屋
。
大
正
八
年
の
秋

霧
小
便
の
中
を
峠
越
し
て
乙
の
茶
屋
に
体
ん
だ
時
は
、
温
い
茶
を
飲
み
乍
ら
、
源
頼
朝
の
時
分
か
ら
此
庭
に
茶
屋
の
あ

る
話
な
ど
を
聞
い
た
の
で
あ
る
が
、
五
日
に

一
人
、
十
日
に

一
人
の
旅
人
も
あ
る
か
な
い
か
の
今
日
で
は
、
住
む
人
も

な
く
、
閉
さ
れ
た
戸
は
凍
多
付

い
て
開
く
術
も
な
い
。
茶
屋
の
少
し
上
で
連
れ
に
な
つ
た
男
と
分
れ
、
幽
か
な
足
跡
を

た
よ
う
に
登
る
。
殆
ん
ど
具
直
に
登
る
の
で
道
は
中
々
捗
る
。
雨
は
止
む
だ
が
横
手
山
頂
は
雲
に
包
ま
れ
て
、
登
攀
は

願
が
協
ひ
相
も
な
い
。
十

一
時
二
十
分
峠
の
西
端
に
達
し
、
自
根
、
御
飯
岳
、
四
阿
山
な
ど
を
右
手
に
見
て
横
手
山
を

絡
Ｕ
で
ゆ
く
。
松
川
谷
か
ら
山
田
峠
へ
の
道
も
明
か
に
認
め
ら
れ
た
ｏ
頂
上
の
小
屋
跡
ま
で
中
々
思
つ
た
よ
う
遠
い
。

所
々
傾
斜
の
急
な
箇
所
を
横
切
る
の
が
氣
持
ち
よ
く
な
い
ｃ
そ
の
内
に
霧
が
す
つ
か
り
山
を
包
Ｕ
で
仕
舞
つ
た
。
十
二

時
頂
上
小
屋
跡
着
。

一
面
の
霧
で
何
も
見
え
な
い
。
朽
ち
た
屋
根
の
下
へ
潜
り
込
ん
で
、
排
営
を
開
い
た
が
、
つ
め
た

く
て
到
底
口
に
し
得
な
い
。
横
手
登
山
も
出
木
な
い
と
す
れ
ば
早
く
下
つ
た
方
が
得
策
と
、
こ
ん
な
場
合
は

一
人
旅
の

氣
軽
さ
、
五
分
も
休
ま
ず
に
ま
た
雪
の
上
を
謳
け
る
様
に
下
る
。
十
分
も
下
る
と
、
芳
ケ
手
が
す
ぐ
下
に
、
遠
く
草
津

の
あ
た
う
が
見
え
出
し
た
。
霧
は
上
の
方
丈
け
ら
し
い
。
秋
な
ど
九
十
九
折
の
道
に
大
い
に
惰
ま
さ
れ
た
も
の
だ
が
、

雪
の
心
蔭
で
委
細
開
は
ず
驀
然
と
飛
ん
で
ゆ
く
。
零
時
五
十
分
白
根
山
登
山
道
の
道
標
の
あ
る
所
に
出
た
。
赤
城
、
榛

名
が
塁
給
の
様
に
淡
く
見
え
る
。
此
庭
か
ら
は
坦
々
た
る
大
道
で
、
雪
も
餘
程
少
く
な
う
、
朝
か
ら
殆
ん
ど
土
を
踏
ま

な
か
つ
た
自
分
は
何
と
な
く
解
放
さ
れ
た
様
な
喜
び
を
威
ぜ
ず
に
は

ゐ
ら
れ
な
か
つ
た
。
花
敷

へ
は
草
津

を
経
由
せ

ハ
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ず
、
大
澤
川
を
波
う
不
兵
衛
池
の
傍
を
通
つ
て
ゆ
く
道
が
地
国
に
記
さ
れ
て
あ
る
が
、
雪
の
た
め
分
岐
鮎
を
見
付
け
得

ず
、
い
つ
の
間
に
か
ず
つ
と
下
つ
て
仕
舞
つ
た
の
で
已
Ｕ
を
得
ず
草
津
に
出
た
。
奇
麗
な
落
葉
松
の
植
林
の
間
を
も
の

の
一
里
も
歩
い
た
と
思
ふ
頃
、
道
は
赤
松
の
林
の
中
へ
入
つ
て
、
草
津
の
町
は
近
か
つ
た
。
ど
う
し
て
も
今
日
中
に
花

敷
ま
で
行
つ
て
置
く
必
要
が
あ
る
の
で
、
町
端
れ
で
道
を
尋
ね
花
敷

へ
向
ふ
。
落
葉
松
林
の
中
を
随
分
下
つ
た
。
時
々

振
返
つ
て
は
自
根
山
東
面
の
彩
し
い
残
雪
を
嘆
美
し
た
。
品
木
は
如
何
に
も
山
中
の
孤
村
ら
し
い
部
落
で
あ
る
。
急
斜

面
に
建
て
ら
れ
た
二
十
戸
足
ら
ず
の
家
を
封
岸
か
ら
眺
め
た
と
き
、
寂
し
い
村
だ
と
誰
し
ヽ
思
ス
で
あ
ら
う
ｏ
村
を
通

抜
け
る
と
き
盛
う
の
梅
の
花
の
香
が
鼻
を
撲
つ
た
。
村
の
後
の
山
に
観
舌
像
が
百
餘
騰
、
古
色
蒼
然
た
る
所
を
見
れ
ば

大
分
古
い
も
の
ら
し
い
。
貧
し
い
畑
が
養
き
て
雑
木
林
の
間
を
登
る
と
、
封
岸
に
引
沼
の
部
落
を
望
Ｕ
。
京
塚
を
通
ら

ず
直
接
花
敷

へ
下
る
道
は
非
常
に
急
で
あ
る
け
れ
ど
も
近
い
様
で
あ
る
。
四
時
牛
温
泉
宿
に
草
軽
を
解
い
て
、
極
め
て

原
始
的
な
河
岸
の
温
泉
に
冷
え
た
身
を
浸
し
乍
ら
、
明
日
は
晴
れ
よ
と
所
つ
た
。

四
、
野
反
池
と
八
問
出

起
き
て
す
ぐ
湯
に
入
る
。
早
い
の
で

一
人
で
あ
る
。
杢
は
飽
く
ま
で
も
晴
れ
て

一
紺
の
雲
を
も
止
め
な
い
。
雪
の
山

の
壮
槻
を
想
ふ
て
燿
る
心
を
抑

へ
て
、
谷
間
に
囀
る
嬉
し
澪
う
な
鳥
の
聾
に
耳
を
傾
け
た
。
心
中
何
の
わ
だ
か
ま
り
も

な
い
。
東

へ
出
て
も
南

へ
出
て
も
西
へ
出
て
も
鐵
道
ま
で
は
十
数
里
、
よ
く
乙
ん
な
所
に
人
が
住
む
も
の
と
驚
く
様
な

温
泉
で
あ
る
。
雑
音
と
俗
塵
か
ら
逃
れ
て
信
州
か
ら
上
州
へ
寂
し
い
一
人
旅
を
し
て
家
た
自
分
は
、
も
う
十
日
も
山
を

歩

い
て
ゐ
る
様
な
氣
が
し
た
。
湯
を
出
て
朝
食
を
済
ま
し
た
頃
昨
夜
頼
ん
で
置
い
た
案
内
者
、
引
沼
の
山
本
照
吉
が
元

氣
な
靖
顔
を
見
せ
る
。

今
日
は
野
反
池
と
八
間
山
に
遊
び
、
蹄
途
は
草
津
に
出
る
計
蓋
な
の
で
少
し
ば
か
う

の
荷
だ

が
照
サ
ン
に
持
つ
て
貰
ふ
。
六
時
四
十
五
分
出
螢
。
旅
合
の
上
流
約

一
丁
の
虎
に
架
し
た
木
橋

（
白
砂
橋
）
を
渡
う
杉

木
立
の
中
と
急
に
登
う
切
る
と
、
桑
畑

へ
出
る
。
そ
乙
か
ら
は
八
間
山
が
手
に
取
る
様
に
見
え
る
の
で

「
案
外
近
さ
う

○
春
の
山
旅
　
　
藤
島
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だ
ね
」
と
言
へ
ば
、
「
見
え
て
ゐ
て
中
々
遠
い
だ
」
と
ｏ
下
つ
て
再
び
河
を
渡
る
。
雨
岸
の
新
緑
の
落
葉
松
林
が
水
々
し

い
色
を
し
て
美
し
い
。
七
時
十
分
和
光
原
の
部
落
を
過
ぎ
る
。
不
問
顧
み
れ
ば
、
浅
間
山
の
噴
煙
鮮
か
に
、
西
方
に
は

白
根
横
手
が
東
面
の
雲
を
旭
光
に
輝
し
て
ゐ
る
。
葉
落
ち
て
各
の
姿
そ
の
ま
ゝ
の
雑
木
林
の
中
を
、
細

い
乍
ら
も
明
か

に
通
じ
て
ゐ
る
小
径
を
三
十
分
も
登
る
と
大
原
が
右
手
の
下
方
に
俯
臓
せ
ら
れ
る
。
大
原
は
こ
の
近
邊
の
草
刈
場
で

一

部
分
植
林
さ
れ
て
あ
る
が
、
大
部
分
は
奇
麗
な
草
原
で
あ
る
。
登
る
に
随
つ
て
、
彩
し
い
残
雪
に
蔽
は
れ
た
自
砂
山
、

東
方
に
赤
城
榛
名
の
群
山
、
南
に
入
ケ
岳
の
連
障
な
ど
が
見
え
出
す
。
八
時
五
分

一
三
八
二
米
の
南
方
に
あ
る
一
三
四

〇
米
の
日
を
有
す
る
峯
の
東
麓
に
茅
場
の
水
と
呼
ぶ
も

の
が
あ
る
の
に
達
し
た
。
年
中
絶
へ
緻
由
で
渇
を
書
す
に
足

る
。
追
々
道
に
残
雲
が
現
れ
出
し
た
。
笹
に
道
の
隠
れ
た
所
も
あ
つ
た
。
や
が
て
笹
も
木
も
な
い
所
へ
出
て
も
の
ゝ
十

分
も
登
る
と
耕
天
山
東
方
の
鞍
部
に
達
す
る
。
午
前
九
時
っ

「
天
保
十
五
年
三
月
、
山
田
」と
刻
ま
れ
た
糧
音
像

一
基
款
然
と
件
立
せ
る
傍
に
立
つ
て
、
限
前
に
展
開
さ
れ
た
美
し

き
自
然
の
姿
に
接
し
た
る
自
分
は
、威
嘆
の
聾
さ
へ
揚
げ
得
な
か
つ
た
。如
何
な
る
形
容
詞
を
羅
列
し
て
も
恐
ら
く
こ
の

壮
観
を
努
髪
せ
し
Ｕ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ら
う
ｏ
杢
は
晴
れ
渡
つ
て
一
片
の
浮
雲
さ
へ
な
い
。
飽
く
ま
で
輝
け
る
春
日

の
下
、
バ
ン
ン
ト
に
ヽ
似
た
る
形
せ
る
池
は
清
澄
玉
の
如
き
水
に
、
蒼
弯
の
紺
碇
を
溶
し
入
れ
、
麗
は
し
く
雲
化
粧
せ

る
山
々
の
影
を
宿
し
、此
等
の
山
々
の
延
け
る
緩
か
な
傾
斜
面
―
‐
そ
れ
は
残
雪
の
純
白
色
と
、雪
浦
え
て
間
ヽ
な
き
草

の
狐
色
と
、
若
草
の
明
る
い
淡
緑
と
に
染
め
分
ら
れ
て
ゐ
る
―

に
国
続
せ
ら
れ
て
存
在
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
花
敷

温
泉
か
ら
二
時
間
餘
、
遠
山
の
展
望
の
目
を
楽
ま
し
Ｕ
る
も
の
あ
り
と
は
言
へ
、
可
成
軍
調
な
道
を
登
つ
て
家
た
者

は
、
太
平
洋
へ
入
る
水
と
日
本
海
に
落
つ
る
水
と
の
分
水
嶺
に
立
ち
、
明
澄
鏡
の
如
き
池
の
姿
に
接
し
て
驚
き
と
喜
び

の
胸
に
濃
る
と
覺
ゆ
る
で
あ
ら
う
。
休
憩
十
五
分
の
後
、
微
か
な
る
小
征
を
辿
っ
て
人
間
山
頂
に
向
ふ
。
丈
の
短
い
笹

ば
か
う
で
極
め
て
業
で
あ
る
。
登
る
に
階
つ
て
西
方
赤
石
山
、
大
高
山
方
面
が
展
開
し
て
家
る
。
岩
菅
の
前
宮
だ
と
い

ふ
小
石
祠
の
あ
る
所
ま
で
三
十
分
を
要
し
た
。
十
時
十
五
分
頂
上
着
。

〈
ロ
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山
頂
の
大
観
は
蓋
し
無
類
の
も
の
で
あ
つ
た
。
秩
父
連
山
が
正
南
に
、
そ
の
國
師
岳
の
左
に
芙
蓉
峰
が
上
牛
身
を
現

し
、
八
久
岳
が
浅
間
山
の
裾
に
頭
を
出
し
、
三
方
湯
ノ
丸
の
あ
た
う
も
数
條
の
残
雪
を
懸
け
て
秋
と
は
見
違
へ
る
程
立

派
で
あ
る
。
四
阿
山
は
自
根
か
ら
横
手

へ
の
不
ら
な
山
稜
に
遮
ぎ
ら
れ
、
横
手
か
ら

一
旦
低
下
せ
る
山
稜
は
赤
石
山
の

実
峯
と
な
り
、
三
分
し
て
北
に
走
れ
る

一
つ
は
岩
菅
山
か
ら
鳥
帽
子
岳

へ
の
連
障
と
な
る
。
そ
の
東
面
の
残
雪
の
多
き
ゝ

後
立
山
々
脈
よ
う
見
た
る
立
山
連
峯
に
も
比
肩
し
得
べ
き
も
の
が
あ
る
。
赤
石
山
よ
う
東
に
走
る
脊
梁
は
曲
線
を
蓋

ふ・ヽ

大
高
、
高
澤
、
す
ッ
ピ
キ
等
の
諸
山
を
起
し
て
耕
天
山
に
連
る
。
野
反
池
は
頂
上
附
近
の
樹
立
に
妨
げ
ら
れ
て
見

え
ぬ
。
北
望
す
れ
ば
鳥
甲
山
の
実
頭
が
奇
怪
な
る
形
相
を
し
て
特
立
し
、
近
く
大
倉
山
と
八
十
三
山
の
間
か
ら
は
佐
武

流
山
の
扁
手
な
頂
が
覗
く
。
三
國
の
境
に
甕
立
す
る
自
砂
の
喬
岳
か
ら
東

へ
績
く
山
稜
は
殆
ど
雪
に
徹
は
れ
剰
す
所
が

な
い
〔
更
に
遠
く
中
ノ
岳
が
見
覺
え
あ
る
姿
ヒ
仙
ノ
倉
山
の
左
肩
に
見
せ
、鋸
歯
の
如
き
万
太
郎
山
谷
川
岳
間
の
尾
根
が

明
に
そ
れ
と
指
さ
れ
た
。
次
で
景
鶴
山
の
金
字
峯
、
隧
　
至
佛
、
笠
科
、
武
算
、
自
根
、
男
性
、
錫
、
皇
海
　
赤
城
、

榛
名
の
諸
山
が
綺
羅
星
の
如
く
居
並
べ
る
様
、
到
底
筆
紙
の
蓋
し
得
る
所
で
は
な
い
。

含
員
日
高
、
森
雨
氏
が
先
年
白
砂
山
へ
登
攀
さ
れ
た
際
は
、
随
分
笹
に
苦
し
ま
れ
た
様
で
あ
る
が
、
今
時
分
雪
の
上

を
飛
ん
で
ゆ
け
ば
楽
々
と
登
山
し
得
る
。
照
吉
も
乙
の
邊
の
山
を
歩
く
に
は
四
月
中
旬
か
ら
下
旬
ま
で
の
間
が
最
も
適

営
で
あ
る
と
言
つ
て
ゐ
た
。
十

一
時
、
他
か
緻
眺
め
を
惜
し
み
つ
ゝ
池
昨
に
下
る
。
枯
草
を
開
ん
で
只
管
下
る
。
池
畔

に
は
ま
だ
尊
が
多
い
。
殊
に
池
の
南
端
か
ら
排
天
山
方
面
へ
は
敷
町
も
あ
る
大
雲
田
が
あ
る
。
池
時
に
浩
ふ
て
南

へ
歩

き
つ
ヽ
、
自
分
は
盆
乙
の
池
が
好
き
に
な
つ
た
。
雪
縞
の
入
つ
た
周
国
の
山
は
ど
れ
を
見
て
も
美
し
い
。
池
昨
に
散
在

す
る
自
樺
の
風
情
も
棄
て
難
い
。
池
に
は
鯉
や
鮒
が
多
い
と
い
ふ
、
西
岸
に
小
屋
と
小
舟
を
見
る
、
こ
ん
な
所
で
二
三

日
呑
氣
に
遊
び
暮
し
て
見
た
い
と
思
つ
た
。

池
の
南
端
で
圭
ユ飯
を
済
女
せ
て
、
照
吉
は
南
の
鞍
部
へ
荷
を
と
う
に
登
つ
て
行
く
し
、
自
分
は

一
人
排
天
山
さ
し
て

登
る
。
三
角
鮎
で
自
砂
山
や
、
國
境
山
脈
と
眺
め
て
ゐ
る
と
照
吉
も
や
つ
て
家
た
の
で
、
野
反
池
に
最
後
の
一
瞥
を
典

○
春
の
山
旅
　
　
藤
島

琥 三 第 年 六 十 第 岳 山
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行 螢 月 五 年 二 十 二 大

〇
春
の
山
旅
　
　
藤
島

へ
て
下
う
初
め
る
。

一
時
。
頂
上
直
下
に
あ
る
と
云
ふ
耕
天
の
御
手
洗
も
雪
に
埋
も
れ
て
ゐ
た
。
三
十
分
下
る
と
地
日

に
も
道
が
分
岐
し
て
記
さ
れ
て
あ
る
所
に
達
し
た
、
右
を
と
る
。
楢
の
林
を
出
た
り
入
っ
た
う
し
て
下
つ
て
ゆ
く
、
横

手
白
根
が
高
く
仰
ぐ
様
に
な
る
。
目
的
を
達
し
た
後
の
喜
び
が
胸

一
杯
に
な
つ
て
思
は
ず

「
よ
か
つ
た
な
あ
」
と
獨
言

つ
。
相
槌
ヶ
打
つ
者
が
な
い
。
矢
張
う

一
人
旅
は
寂
し
い
な
と
思
ふ
。
二
時
竿
白
口
川

営́
字
）を
渡
る
と
き
長
平
の
部

落
が
下
流
に
望
ま
れ
た
ｃ
姿
畑
の
あ
る
傾
斜
地
に
散
在
す
る
小
部
落
を
懐
し
い
も
の
に
自
分
は
思
っ
た
。
長
笹
澤
を
渡

つ
て
か
ら
も
の
ヽ
十
町
も
登
る
と
道
は
裕
然
た
る
高
原
に
出
て
、
そ
乙
か
ら
は
逆
光
線
を
浴
び
た
自
根
山
の
残
雪
が
眩

し
い
程
輝
い
て
ゐ
る
の
が
具
正
面
に
仰
が
れ
る
。
南
に
は
遠
く
漉
間
山
が
そ
の
噴
煙
と
な
び
か
せ
て
園
頂
を
見
せ
る
。

草
津
へ
は
も
う

一
里
餘
、

一
筋
道
な
の
で
照
吉
は
乙
ゝ
か
ら
京
塚
を
経
て
引
沼
へ
戻
る
と
い
ス
。
荷
を
受
取
つ
て
別
れ

を
告
げ
た
。
「
お
大
事
に
」と
い
つ
て
彼
は
大
き
な
飯
桶
を
入
れ
た
袋
を
背
負
つ
て
束
の
方
へ
下
つ
て
行
つ
た
。
落
葉
松

の
見
事
な
林
の
中
を
獣
々
と
し
て
歩
い
た
。
谷
澤
を
渡
る
と
道
は
赤
松
の
林
に
入
つ
て
も
う
草
津
へ
は
近
か
つ
た
。
四

時
五
十
分
。

五
、
軽

井

澤

へ

草
津
は
般
盛
を
極
め
て
ゐ
る
温
泉
だ
。
し
か
し
自
分
に
は
何
と
な
く
居
心
地
が
よ
く
な
か
つ
た
の
で
、朝
食
も
そ
乙
を

乙
に
出
螢
す
る
。
町
を
出
る
と
白
根
山
の
裾
野
を
坦
々
た
る
大
道
が
南
を
指
し
て
ゐ
る
。
乙
の
邊
は
地
味
の
故
か
落
葉

ア

シ

ヨ
ウ

ダ

松
の
植
林
ば
か
う
で
而
も
そ
れ
が
ま
た
見
事
に
生
長
し
て
ゐ
る
。
産
生
田

（
草
津
軽
便
鐵
道
の
絡
黙
嬬
懸
瞬
は
此
庭
に

あ
る
）
ま
で
少
し
遠
い
三
里
だ
が
道
が
よ
い
の
と
四
邊
の
風
致
亦
棄
て
難
い
も
の
が
あ
る
の
で
、
大
し
て
苦
に
も
な
ら

な
い
。
悠
長
な
こ
と
を
以
て
有
名
な
軽
便
鐵
道
の
御
厄
介
に
な
つ
て
軽
井
澤
へ
向
つ
た
。．，
栗
不
膵
で
四
阿
白
根
岩
菅
赤

石
人
間
白
砂
の
諸
山
に
最
後
の
別
れ
を
告
げ
て
、
雪
の
上
を
三
日
間
漂
う
た
自
分
は
ま
た
黄
産
の
都
へ
と
急
ヾ
の
で
あ

つ
た
。
（
大
二
十
年
）

〈
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秋

の

四

阿

山

鵜
　
殿

　

正
　
雄

緒

　

　

　

言

大
正
九
年
九
月
二
十
七
日
、所
用
あ
り
て
菅
手
に
行
き
、樽
じ
て
上
州
鹿
澤
温
泉
に
一
泊
し
た
。
適
同
志
者
を
得
て
、翌
日
急
に
四
阿
山
に
行
か
う
と
云
ふ
事

に
な
つ
た
。
そ
ん
な
わ
け
で
藤
な
準
備
も
調
査
も
出
来
ず
、
其
上
本
誌
六
年
二
続
で
春
期
に
登
山
し
た
大
要
を
述
て
お
き
ま
し
た
か
ら
、
披
で
は
別
方
面

の
概
況
と
二
三
の
事
項
を
附
加
へ
て
お
く
事
と
し
ま
し
た
。

一　
鹿
澤
温
泉
‐―
裾
野

七
人
の

一
行
が
、
し
っ
と
う
と
し
た
朝
の
杢
氣
を
衝
い
て
温
泉
を
出
た
の
は
、
午
前
八
時
頃
で
あ
つ
た
。
湯
尻
川
の

流
れ
に
沿
ふ
て
下
り
，
長
野
街
道
ヒ
七
八
丁
西
へ
登
つ
て
古
永
井
と
云
ス
離
落
を
過
う
、
昨
夕
含
つ
て
案
内
を
頼
ん
で

置
い
た
瀧
澤
昇
治
″約
三
十
才
）を
訪
ね
る
と
、
丁
度
家
に
ゐ
て
、
早
速
出
獲
の
用
意
と
し
て
呉
れ
た
。
其
間
に
五
十
格

好
の
氣
哉
め
な
主
婦
が
立
出
て
澁
茶
を
汲
み
乍
ら
、
昇
治
が
年
々
数
多
の
登
山
者
を
案
内
し
て
や
つ
た
こ
と
か
ら
、「
自

分
は
も
と
軽
井
澤
の
も
の
で
、
嫁
に
迎
へ
ら
れ
て
な
た
時
分
の
こ
と
で
あ
る
。
昔
那
怪
の
親
が
此
近
所
に
捨
兄
で
も
し

た
こ
と
が
あ
つ
た
ヽ
め
に
、
後
の
人
が
コ
ナ
グ
ヰ
と
付
た
ゞ
ら
う
と
思
っ
た
。
が
よ
く
訊
い
て
見
る
と
そ
う
で
は
な
か

つ
た
。
」
と
主
婦
相
應
の
御
説
明
。

時
の
座
典
と
井
聴
し
た
。
兎
に
角
田
代
の
枝
郷
で
二
軒
あ
つ
た
や
う
に
記
憶
し
て

ゐ
る
。

乙
ヽ
か
ら
す
ぐ
長
野
街
道
に
別
れ
、
所
謂
四
阿
の
裾
野
に
入
り
、
松
や
落
葉
松
の
幼
林
の
中
を

緻
ふ
て
ゐ
る
小
征

（上
田
固
幅
に
は
な
い
）
に
眼
て
登
る
の林
と
云
つ
て
も
移
植
後

一
二
年
、未

一
二
尺
位
伸
び
て
ゐ
る
丈
で
、
寧
原
野
と
か

草
野
と
か
解
し
た
方
が
良
い
位
で
あ
る
。
森
林
保
護
の
日
的
で
下
草
が
刈
排
は
れ
て
ゐ
た
か
ら
、
露
深
き
朝
の
間
も
幸

琥 三 第 年 六 十 第 岳 山

○
秋
の
四
阿
山
　
　
鵜
殿
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行 螢 月 五 年 二 十 正 大

○
秋
の
四
阿
山
　
　
鶴
殿

に
脚
腰
を
冷
や
す
心
配
も
な
か
つ
た
。
乙
ん
ぎ
く
「
う
ん
だ
う
な
ど
の
紫
紺
色
の
花
や
、
う
め
ば
ち
さ
う
の
白
い
花
が

刈
獲
う
の
難
草
中
に
淋
し
く
険
い
て
ゐ
た
。
や
が
て
干
俣
街
道
に
含
し
、
二
三
丁
登
つ
て
細
窪
と
云
ふ
所
に
入
つ
た
。

永
い
時
化
後
と
も
思
へ
な
い
群
澤
水
は
全
く
涸
れ
て
ゐ
た
。
水
源
地
は
多
分
荒
敗
し
て
わ
る
で
あ
ら
う
。
此
窪
の
中
程

で
造
林
地
は
た
え
、
萩
、
苦
等
爾
高
く
茂
う
合
ひ
て
道
を
失
ふ
程
で
あ
つ
た
。
午
前
十

一
時
年
に
は
上
信
國
界
な
る
的

岩
山
の
東
の
尾
根
に
方
る
養
積
に
出
て
休
み
乍
ら
行
李
を
開
い
て
日
腹
を
満
た
す
め

『
宿
を
出
る
時
は
大
き
す
ぎ
る
と

思
つ
た
握
飯
が
、
存
外
小
さ
く
見
え
る
。
も
つ
た
大
き
け
れ
ば
ょ
い
‐
‐
』
と
齋
藤
が
乙
ぼ
す
ｃ
衆
も
皆
同
威
で
あ
つ

た
ｃ
食
料
の
不
足
は
山
申
旅
行
者
の
最
も
忌
む
べ
き
こ
と
、
成
る
べ
く
裕
か
に
用
意
す
べ
き
で
あ
る
。
鳥
居
峠
へ
は
此

庭
か
ら
西
方
の
谷
に
下
り
、
関
境
の
尾
根
に
と
り
つ
い
て
行
け
る
事
は
、
須
坂
日
幅
の
示
す
通
り
で
あ
る
。

二
　
賽
の
債
―
―
天
狗
露
地

今
迄
隈
な
く
あ
た
り
を
軍
め
て
ゐ
た
霧
の
帷
も
段
々
淡
く
な
う
、蒼
弯
や
四
国
の
山
山
が
ち
よ
い
ノ
ヽ
顔
を
だ
す
。
三

十
分
許
体
ん
で
又
登
る
。
是
か
ら
上
は
、
毎
丁

一
尺
五
寸
内
外
の
小
さ
い
石
祠
が
道
側
に
あ
っ
た
　
之
に
つ
い
て
行
け

ば
、
迷
は
ず
に
頂
上
に
達
し
得
ら
れ
る
。
此
積
の
上
方
小
高
さ
石
塚
の
上
に
、
高
さ
三
尺
位
の
地
・蔵
佛
が
あ
つ
た
。
彼

は
幾
す
年
と
な
く
獨
ば
つ
ち
で
雨
風
に
打
た
れ
日
に
晒
さ
れ
つ
ヽ
も
。馴
か
も
怨
み
も
云
は
ね
ば
怒
う
も
せ
ず
ｔ
い
っ
も

落
つ
い
た
姿
で
立
つ
て
ゐ
る
。
人
間
も
常
に
か
う
云
ふ
心
持
で
居
つ
た
な
ら
ば
惨
酷
な
る
戦
争
を
し
た
り
、
國
際
聯
盟

や
公
法
な
ど
ゝ
騒
ぎ
廻
ら
ず
と
も
、
不
絶
平
和
を
保
つ
事
が
で
き
よ
う
。
此
庭
を
通
る
も
の
は
何
人
も
石
を
供
へ
て
行

く
の
だ
と
昇
治
は
云
つ
た
。
平
生
そ
ん
な
こ
と
に
は
無
頓
着
の

一
行
も
、
も
う
餘
程
山
重
化
さ
れ
た
も
の
と
見
え
、
彼

の
云
ふ
ま
ゝ
に
澤
山
供
へ
た
。
地
蔵
佛
の
後
方
敷
坪
の
間
に
は
、
苔
桃
の
紅
熟
し
た
の
が
手

一
面
に
あ
つ
た
。
路
傍
の

石
祠
の
中
に
は
、
信
州
高
井
郡
何
某
等
と
刻
ま
れ
た
の
が
あ
つ
た
。
少
々
方
面
違
ひ
で
は
あ
る
が
、
是
も
信
仰
の
賜
で

あ
ら
う
ｏ
道
は
段
々
峻
Ｌ
く
な
り
．
奇
し
か
岩
面
白
き
石
、
立
つ
も
あ
れ
ば
座
る
も
あ
多
、
其
間
に
は
邸
間
、
な
ゝ
か

〈
ハ
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ま
ど
等
の
紅
葉
交
り
、
錦
書
も
及
ば
緻
有
様
は
、
常
に
山
野
の
風
光
に
馴
れ
た
者
さ
へ
兎
角
袖
引
か
れ
、
道
は
中
々
捗

ら
な
か
つ
た
。
此
邊
天
狗
露
地
と
云
ふ
由
。
浅
間
山
の
湯
の
不
近
傍
に
も
同
名
の
所
が
あ
る
、
命
名
の
先
取
特
椛
は
何

れ
が
得
べ
き
か
、
兎
に
角
似
通
ふ
た
因
縁
が
あ
る
の
で
あ
ら
う
。
苔
桃
や
木
葡
萄
は
頂
上
近
く
迄
絶
え
ず
口
に
す
る
乙

と
が
出
来
た
。
須
坂
国
幅
の
二
〇
三
七
米
突
と
記
し
て
あ
る
邊
か
ら
國
境
の
尾
根
に
浩
ひ
、
栂
白
檜
隈
笹
等
の
陳
林
中

を
押
し
分
け
て
小
峯
を
上
下
す
る
二
三
つ
、
林
は
全
く
絶
へ
て
矮
生
の
笹
原
に
憂
多
、
頂
上
は
目
睫
の
間
に
迫
つ
て
各

え
た
ち
私
等
を
威
歴
し
て
ゐ
た
。
が
さ
／
ヽ
と
笹
葉
踏
み
な
ら
し
二
三
丁
登
れ
ば
、
西
大
門
長
村
方
面
よ
う
登
る
道
と

含
し
、
間
も
な
く
絶
頂
に
迎
ひ
入
れ
ら
れ
た
。

三

絶

頂
―

三

角

黙

西
北
は
全
く
晴
れ
、
犀
　
千
山
雨
川
の
落
合
ふ
所
古
戦
場
で
名
高
ｒ
河
中
島
か
ら
、
妙
高
火
山
彙
は
隈
な
く
眺
め
ら

れ
た
。
近
く
南
方
に
立
ち
昇
る
浅
間
の
噴
煙
は
、
東
南
に
靡
き
て
大
容
に
と
け
込
ん
で
し
哉
う
。
東
北
方
に
は
伏
象
の

如
き
尤
大
な
横
手
、
岩
菅
の
Ｅ
峯
、
西
は
飛
騨
越
中
の
境
を
限
る
中
央
大
山
系
、
南
は
赤
石
、
富
士
、
秩
父
、八
ケ
岳
、

東
は
日
光
等
数
多
の
山
脈
中
に
あ
る
約
二
千
二
三
百
米
突
以
上
の
諸
高
峯
が
，
自
雲
の
上
に
各
獨
特
の
雄
々
し
い
姿
妙

な
る
態
を
浮
べ
て
ゐ
る
の
を
逐
う
迎
へ
た
時
は
、
今
に
は
じ
め
漁
こ
と
な
が
ら
皆
々
い
つ
し
か
無
我
の
境
に
ひ
き
入
れ

ら
れ
て
ゐ
た
。

一
行
が
展
望
を
し
て
ゐ
る
・間
に
と
、
私
は
東
北
に
可
也
低
く
連
な
つ
て
ゐ
る
一
角
及
び
三
角
標
を
探
る
べ
く
、
丈
け

ひ
く
さ
栂
、
自
檜
、
隈
笹
を
押
し
分
け
て
下
つ
て
見
た
。
格
は
跡
影
も
な
く
朽
ち
果
て
、
石
標
に
は
二
等
三
角
鮎
と
記

さ
れ
て
あ
つ
た
ｏ
附
近
の
樹
木
や
笹
の
す
れ
方
に
よ
る
と
、
人
の
通
つ
た
足
跡
ら
し
い
、
多
分
干
俣
方
面
か
ら
の
登
路

か
も
し
れ
ｎ
。
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力
〇

四
　
滅
び
行
く
奥
祗

頂
上
に
於
け
る
雄
大
な
展
望
は
、
氣
節
が
同
じ
け
れ
ば
い
つ
で
も
あ
ま
ぅ
雄
丁
は
な
い
乙
と
と
思
ふ
。
さ
れ
ど
今
同

は
曾
遊
の
時
と
は
違
ひ
、
奥
祗
の
屋
根
は
朽
ち
稽
は
傾
き
、其
破
片
は
此
虔
彼
庭
に
飛
散
う
居
る
等
、賞
に
い
た
ノ
ヽ
し

い
有
様
で
あ
つ
た
。
蕨
月
の
流
れ
行
く
僅
か
に
十
度
に

過
ぎ
な
か
つ
た
が
、
世
を
児
ふ
悪
魔
の
恣
に
跳
梁
し
居

る
に
は
、
た
ゞ
ん
ヽ
恐
縮
す
る
の
他
は
な
か
つ
た
∪
少

し
話
し
は
横
道
に
そ
れ
る
が
、
自
然
崇
拝
者
の
立
場
で

は
此
儘
に
し
て
お
く
こ
と
と
こ
の
む
だ
ら
う
が
、
國
家

を
思
ふ
衷
心
に
立
ち
て
考
へ
る
と
、
郷
里
や
国
家
ヒ
愛

す
る
精
神
を
涵
養
す
る
上
に
於
て
、
嘆
か
は
し
い
結
果

を
末
し
や
す
ま
い
か
、
研
つ
て
之
を
修
理
保
存
し
た
場

合
は
、
前
者
の
厭
ふ
虜
と
な
る
か
も
し
れ
緻
。
し
か
し

昨
今
や
、
も
す
れ
ば
、
皇
國
の
最
ヽ
憂
ふ
る
過
激
思
想

の
爾
乙
ら
う
と
ず
る
時
に
あ
た
り
、
其
荒
み
行
く
人
々

の
心
を
、
消
極
的
乍
ら
幾
分
な
う
と
も
引
止
め
ら
る
、
な
ら
ば
、
其
大
を
償
ひ
得
て
あ
ま
う
あ
る
こ
と
と
思
ふ
。
か
の

山
麓
に
あ
つ
て
慈
母
の
恵
み
に
浴
し
て
ゐ
る
人
々
と
否
と
に
拘
ら
ず
、
吾
国
民
の
義
務
と
し
て
、
此
滅
び
行
く
國
賓
を

一
日
ヽ
早
く
悪
魔
の
毒
手
か
ら
、
救
ひ
と
ら
れ
ん
乙
と
を
切
に
希
ふ
次
第
で
あ
る
。

詣
で
木
る
人
も
稀
な
る
四
阿
根
に
し
つ
ま
う
ま
せ
る
神
を
た
ふ
と
き

あ
ら
し
ふ
く
あ
つ
ま
か
た
け
の
御
紳
は
す
さ
ひ
し
濱
と
し
の
び
ま
す
ら
む

影撮氏男致島藤  祠小の項山阿四
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雨
風
の
日
に
は
こ
と
さ
ら
偲
ふ
ら
む
あ
つ
ま
の
ね
ろ
に
ま
つ
る
紳
か
き

神
垣
の
た
ふ
る
は
風
の
と
か
な
ら
め
ｂ
乙
せ
里
人
神
の
御
た
ま
そ

五
　

下
　
　
　
山

一
時
間
許
頂
上
の
日
光
を
あ
び
て
三
時
頃
案
内
者
を
返
す
。
先
づ
西
大
門
道
を
と
う
ゃ
自
樺
や
隈
笹
の
あ
る
急
坂
を

潜
り
、
東
よ
う
算
へ
て
第
二
番
目
の
土
培
に
溜
ふ
て
下
る
。
千
七
百
五
十
米
突
の
邊
か
ら
西
に
方
向
を
か
へ
て
申
の
澤

を
越
し
、
第
三
牧
場
で
中
の
尾
根
を
下
つ
た
も
の
に
合
ふ
た
。
牧
場
は
緩
勾
配
で
牛
馬
の
荒
し
た
あ
と
草
短
か
く
至
極

薬
な
道
で
あ
つ
た
。
群
牛
の
牧
草
を
あ
さ
り
居
る
を
見
毬
う
乍
ら
菅
不
の
申
組
を
さ
し
て
急
い
だ
ｏ

六
　
附

　

　

録

名
稀
　
四
阿
山
は
、
別
和
吾
妻
山
、
吾
嬬
山
〔夕馴
豆
萬
山
、
東
屋
山
、
吾
妻
屋
山
等
あ
る
こ
と
は
、・本
誌
六
年
二
院

に
述
べ
て
お
き
ま
し
た
が
、
菅
手
の
組
合
長
、
綬
澤
氏
は
、

「
し
か
は
さ
ん

一
と
云
つ
て
ゐ
た
ｏ
私
が
前
同
に
登
山
し

た
時
、
山
家
紳
祗
の
祗
掌
か
ら

「
し
か
は
さ
ん
」
と
聞
き
、
多
分
そ
れ
は
、
四
阿
の
、
阿
と
謬
つ
て
か
は
と
讀
ん
だ
も

の
と
、
前
後
と
も
に
早
の
み
乙
み
を
し
て
ゐ
た
所
、
後
日
此
山
か
ら
流
れ
で
る
流
れ
の
方
向
が
、
大
騰
四
方
―
―
四
側

に
分
流
す
る
の
で
、
四
河
山

（
或
は
四
側
山
か
）と

稗
す
る
由
と
き
ゝ
、
私
の
誤
解
で
あ
つ
た
事
を
知
う
ま
し
た
、
之

ｔ
亦
別
名
と
し
て
心
く
べ
き
も
の
と
思
ふ
。
此
他
に
最
奇
怪
に
威
じ
た
の
は
↓
天
明
信
上
憂
異
記
」（
編
録
者
貝
川
井
出

和
従
と
あ
り
。
）及
び
「浅
間
山
」
（
小
諸
小
學
校
編
纂
。
）
の
二
挿
国
に
は
、
田
代
の
北
、
四
阿
山
と
覺
し
き
所
に
、
越
後

山
と
記
し
て
あ
る
。
今
よ
り
八
十
餘
年
前
、
天
保
時
代
に
出
来
た
富
士
見
十
三
州
輿
地
全
国
を
見
る
と
、
四
阿
山
、
吾

妻
山
と
立
派
に
記
し
て
あ
る
。
天
明
三
年
は
夫
よ
多
六
十
年
許
う
前
で
あ
る
が
、
其
営
時
は
越
後
山
と
呼
ん
だ
の
で
あ

る
か
ど
う
だ
か
、
ま
さ
か
越
後
境
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
、
そ
う
呼
ん
だ
と
は
猫
更
思
へ
な
い
。
且
く
記
し
て
識
者
の
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Ｏ
秋
の
四
阿
山
　
　
鵜
殿

力
一

(1284)



行 登 月 五 年 二 十 正 大

〇
秋
の
四
阿
山
　
　
鵜
殿

教
を
ま
つ
。
因
に
、
天
明
信
上
憂
異
記
は
、
小
諸
町
、
薔
佐
久
郡
の
大
名
主
矢
ケ
崎
六
左
衛
門
氏
。
営
時
の
責
況
を
見

聞
し
て
記
述
し
た
る
由
、
私
の
叔
父
か
ら
親
し
く
聞
い
た
、ま
ゝ
を
参
考
迄
に
記
し
ま
し
た
。

高
距
　
四
阿
山
の
高
さ
は
、
農
商
務
省
の
調
査
で
は
、
二
三
五
七
米
突
と
測
ら
れ
、
参
謀
本
部
陸
地
測
量
部
測
定
の

五
萬
分
ノ
一
須
坂
固
幅

（
本
文
は
主
に
之
れ
に
擦
る
）
に
よ
れ
ば
、
絶
頂
よ
う
二
丁
許
東
北
に
あ
る

一
角
を
、
二
三
三

二
米
突
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
も
、
絶
頂
は
之
れ
よ
り
も
十
五
米
突
以
上
高
い
ょ
っ
で
ぁ
る
か
ら
、
二
三
五
〇
米
突
は
あ
ら

う
と
思
ふ
。
猫
該
国
幅
の
二
峯
競
ひ
立
つ
が
如
く
記
し
あ
る
は
謬
う
に
て
、
三
角
鮎
の
あ
る
所
の
同
高
線

一
筋
は
制
る

べ
き
で
あ
る
。

的
岩
山
　
須
坂
固
幅
、　
一
七
四
五
米
突
の
三
角
鮎
の
あ
る
所
に
的
岩
山
と
記
し
て
あ
る
。
が
之
は
稿
稽
か
で
な
い
や

う
に
思
ス
。
此
山
は
、
同
三
角
尉
の
北
方
十
町
餘
う
距
れ
て
、
屏
風
の
如
く
南
北
に
聯
立
し
て
ゐ
る
亘
岩
を
指
し
た
も

の
で
あ
る
。
此
亘
岩
の
中
途
よ
う
精
北
方
に
は
人
が
這
つ
て
東
西
に
通
過
し
得
る
位
な
穴
が
あ
る
。
晴
天
の
折
に
賽
ノ

債
か
ら
見
る
と
、
此
穴
を
通
じ
て
通
か
に
西
方
の
蒼
弯
を
望
Ｕ
事
が
出
来
る
。
此
穴
が
即
ち
的
岩
の
縁
起
で
あ
ら
う
。

木
曾
御
岳
の
奥
の
院
に
行
く
途
中
に
あ
る
、
月
の
門
、
日
の
門
と
同
様
の
働
き
で
出
家
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
兎

に
角
此
名
は
臨
時
借
用
し
た
も
の
で
あ
ら
う
ｏ
御
用
済
と
な
っ
た
ら
早
速
返
す
べ
き
で
あ
る
。

ナ
字
の
原
　
毎
年
二
月
の
初
頃
、
善
光
寺
手
の
方
面
か
ら
望
む
と
、
残
雪
が
左
文
字
の
ナ
字
形
に
現
は
る
ゝ
所
が
あ

る
の
で
其
附
近

一
帯
を
ナ
字
の
原
、
又
は
す
の
原
と
云
ひ
、
山
麓
の
農
家
は
、
此
の
ナ
字
形
の
出
現
す
る
時
期
を
種
蒔

の
氣
節
と
し
て
ゐ
る
も
の
も
あ
る
そ
う
で
あ
る
。
現
今
の
如
く
に
都
合
よ
き
農
家
暦
な
ど
の
な
い
往
昔
は
、
餘
程
是
等

を
あ
て
に
し
た
の
も
無
理
の
な
い
事
と
思
ふ
。
丁
度
信
越
國
境
爺
岳
に
出
現
す
る
種
蒔
爺
と
同
様
の
面
白
い
因
縁
話
で

今
筆
序
に
、
本
山
の
晩
雪
、
融
雪
、
初
雪
等
の
期
日
を
示
し
、
猫
比
較
の
篤
め
浅
間
山
と
蓼
科
山
の
も
記
し
て
見
哉

せ
う
。
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__ ・

=r●
・
=r

八 〇・ ○

日 日・ 日

ハ  ハ  ハ

月 月 月

二 八 〇

日 日 日

月
　
七
　
日

月
　
一　
四

目

月

一
一
一二

日

月
　
一　
五

日

阿
　
　
山

　

　

浅
　
　
間

　

山

七 七

月 月

四 五

日 日

七・ 七 六

月・
月 月

●   一

.五 ェ

日・ 日 日

七

月

日

五 五 五 五 六・ 六 蓼

月 月 月 月
月・ 月

_五・ 二

日 日・ 日

九
二
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行 螢 月 五 年 二 十 二 大

Ｏ
秋
の
四
阿
山
　
　
鵜
殿

山

名

初

凋争
選手

十 同 十

月 日

月  月

レ _
四

Ъ

日 日 日

同・ 同

月・ 月
―“●一一

四・ 〇

日・ 日

年

次

十  四

月

三  阿

日  1均

間

　

　

山

世I

一　

日

○
　

日

●
　
　
●

月

二

四

日

一
月

二

百

月
　
七
　
日

一

月

四

日

五
ケ
年
の
中
で
、
晩
雪
の
最
も
晩
か
つ
た
時
は
、
大
正
九
年
五
月
三
十
日
で
、
平
均
は
五
月
十
八
日
で
あ
る
。
浅
間

山
や
蓼
科
山
に
比
べ
る
と
、
蓋
週
間
乃
至
拾
日
位
早
い
。
融
雪
の
最
遅
か
つ
た
時
も
亦
大
正
九
年
の
六
月
三
十
日
　
平

均
は
六
月
十
八
日
で
あ
る
。
之
は
浅
間
山
よ
う
も
約
二
十
日
位
遅
く
、
蓼
科
山
よ
う
も
約
十
五
六
日
早
い
。
初
雪
の
最

も
早
か
つ
た
時
は
、
大
正
七
年
の
十
月
二
十
四
日
。
最
晩
か
つ
た
時
は
、
大
正
八
年
十

一
月
二
十

一
日
で
、
平
均
は
十

一
月
四
日
で
あ
る
。
而
し
て
、
初
雪
は
三
山
共
同
様
で
あ
る
。
初
雲
、
晩
雪
共
大
抵
謬
り
は
な
い
が
、
融
雪
で
は
浅
間

山
は
吾
妻
郡
に
て
観
望
し
た
な
ら
ば
、
猫
十
日
間
位
晩
る
ヽ
事
と
思
ふ
。

頂
上
　
頂
上
は
、
東
西
十
間
、
南
北
二
三
間
、
三
十
三
歩
あ
る
事
は
、
本
誌
六
年
二
慌
五
十

一
頁
に
詳
述
し
た
通

，

で
甚
狭
小
で
あ
る
。
四
張
の
山
陵
も
亦
概
ね
低
狭
で
あ
る
か
ら
、
山
麓
で
望
見
し
た
時
直
威
す
る
裾
野
の
大
き
い
割
合

に
は
貧
蒻
で
、登
つ
て
見
て
案
外
に
思
ふ
。
た
ゞ
西
南
方
に
出
張
つ
た
中
の
尾
根
が
、
馴
か
緩
斜
て
廣
い
か
ら
、此
附
近

を
通
過
す
る
時
は
、
多
少
ゆ
つ
た
う
し
た
氣
分
に
な
れ
る
。
猫
岳
は
低
い
が
其
頂
は
、
絶
頂
よ
う
却
て
大
き
く
て
危
け

が
な
い
よ
う
だ
。
そ
し
て
又
此
猫
岳
を
除
い
て
他
に
は
、
殿
持
た
る
資
格
の
あ
る
も
の
は
求
め
得
ら
れ
ｎ
。
私
は
曾
て

手 同 同 同 同 大

正

九 八 七 六 五

均 年 年 年 年 年

十 同 十 同・ 同 十 浅

十 同 十 同・ 同 十 蓼

・ 月 月

●
=r 

・
=r 科

月

〓
一　
一　
日

月

一二
ｏ
　
日

●

●

●

●

月

二

四

日

一
月

二

百

月
　
七
　
日

一

月

四

日

ル
四
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粧 三 第 年 六 十 第 岳 山

霧
の
間
を
通
し
て
東
北
間
近
り
上
信
界
に
副
落
格
の
傑
物
が
あ
る
ら
し
く
観
察
し
て
ゐ
た
が
、
今
同
は
夫
が
浦
倉
山
で

な
く
全
く
浦
切
ら
れ
、
却
て
霧
は
偶
吾
々
を
大
に
桑
惑
す
る
も
の
だ
と
云
ふ
乙
と
を
痛
切
に
威
じ
た
ｏ

鹿
澤
温
泉
　
此
虎
は
大
正
七
年
早
々
火
災
に
見
舞
は
れ
、
薬
師
堂
を
除

く
の
他
は
大
抵
燒
失
せ
た
。
其
後
元
の
所
よ
う
壼
里
餘
下
の
展
望
稿
よ
き

小
平
地
を
卜
し
、
木
樋
に
て
温
泉
と
ひ
き
、
ま
す
屋
。
小
ま
す
屋
．
宮
崎

の
三
軒
が
焼
残
う
の
材
木
又
は
新
材
に
て
改
築
し
、
大
正
八
年
秋
よ
う
螢

業
し
て
ゐ
る
。
浴
室
は
五
間
に
二
十
間
、
立
涙
で
は
な
い
が
ゆ
る
や
か
な

造
り
方
で
あ
る
。
紅
葉
館
は
奮
所
に
て
開
業
し
、
湯
本
の
楢
原
は
あ
は
れ

産
業
し
た
る
由
。
山
旅
人
で
も
普
通
族
人
で
も
却
て
便
利
と
な
つ
た
課
で

あ
る
。
新
湯
か
ら
四
阿
山
へ
は
二
里
牛
位
往
復

一
日
で
充
分
で
あ
る
。
ま

だ
物
品
を
富
ぐ
家
は
な
い
か
ら
、
永
く
山
旅
を
す
る
も
の
は
、
豫
め
其
覺

悟
と
し
て
行
く
べ
き
で
あ
る
。

和
歌
　
次
に
掲
ぐ
る
は
、
常
に
和
歌
を
乙
の
む
榮
政
氏
よ
う
乞
ひ
得
た

る
も
の
、
記
し
て
同
氏
の
好
意
を
謝
す
。

い
に
し
へ
ゆ
あ
か
つ
ま
は
や
と
し
た
は
れ
し
箪
ま
つ
れ
る
紳
そ
た
ふ

と

き
千
早
ふ
る
紳
の
御
い
つ
そ
い
や
高
さ
吾
妻
山
の
か
せ
も
し
つ
め
と

た
ふ
と
か
る
民
草
も
れ
る
御
紳
は
さ
と
の
あ
ら
し
を
峯
に
し
つ
め
て

山
麓
の
里
人
い
か
に
仰
か
な
ん
高
根
の
紳
の
破
れ
し
み
は
し
ら

さ
ち
を
も
る
神
の
み
い
つ
と
か
し
乙
み
て
な
ほ
お
乙
を
か
に
ま
つ
れ
里
人

○
秋
の
四
阿
山
　
　
鵜
殿

影撮氏男敏島藤   lコ 阿 四 る た 見 り よ 湯 延
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行 螢 月 五 年 二 十 正 大

０
黒
岩
山
を
探
る
　
　
沼
井

ル
六

神
垣
は
破
れ
て
も
く
ち
緻
御
紳
の
み
い
つ
か
し
乙
み
ま
っ
れ
里
人

あ
な
か
な
し
東
の
塞
を
偲
は
れ
し
神
し
つ
ま
れ
る
吾
妻
屋
の
嶺

妻
は
や
と
あ
つ
ま
の
基
を
し
の
は
れ
し
こ
ゑ
も
の
乙
う
し
吾
妻
の
み
ね

正
誤
。
山
岳
第
六
年
第
二
競
四
八
頁
の
大
日
向
附
近
よ
り
四
阿
山
を
望
む
の
挿
霊
は
左
右
を
ル
リ
ち
が
ひ
て
あ
る
の
紙
背
を
透
し
て
見
れ
ば
丁
度
よ
い
、

多
分
印
刷
の
際
の
誤
で
あ
ら
う
。
叉
其
五
七
頁
の
挿
日
の
三
角
難
は
國
界
に
あ
る
べ
き
も
の
に
つ
き
、
此
に
其
誤
を
訂
す
。
猫
本
文
の
餘
編
に
つ
き
第

六
年
第
二
競
四
阿
山
に
跡
る
記
文
と
封
照
し
て
見
て
下
さ
い
。
終
ｃ

黒

岩

山

を

探

る

沼

井

鐵

太

郎

こ
れ
は
岩
代
國
含
津
郡
の
檜
枝
岐
村
か
ら
賞
川
の
漢
谷
を
遡
り
、
岩
野
上
三
國
の
國
境
な
る
黒
岩
山

（
二
一
六
三
米
）
を
越
え
て
、
鬼
怒
川
上
流
の
一

支
流
ョ
イ
チ
澤

（
コ
ダ
池
澤
）
を
下
つ
た
時
の
旅
日
記
で
あ
る
ｏ

〓
）

日
光
よ
り
檜
枝
肢
へ

黒
岩
山
は
鬼
怒
川
峡
谷
の
川
俣
温
泉
を
根
援
地
と
し
て
黒
澤
を
湖
れ
ば
達
せ
ら
れ
る
だ
ら
う
と
い
人
事
は
、
営
然
誰

に
も
豫
想
さ
れ
る
し
、
叉
時
間
の
上
か
ら
云
つ
て
も
最
も
便
利
な
順
路
に
違
ひ
な
い
が
、
賞
川
の
谷
か
ら
取
付
つ
く
と

い
人
事
が
数
年
末
の
私
の
希
望
で
あ
つ
た
。
其
に
は
檜
枝
岐
村
を
螢
足
地
と
す
る
の
他
は
な
い
が
、
其
奥
深
き
里
ま
で

は
日
光
―
―
州
俣
温
泉
―

引
馬
峠
―

と
結
び
付
け
る
の
が
捷
征
で
あ
る
。

大
正
九
年
の
十
胡
一
一十
八
日
午
後
十

一
時
と
い
ス
に
、
上
野
か
ら
北
行
の
列
車
に
乗
り
込
む
。
壕
く
乙
む
の
で

一
睡

も
出
来
ず
、此
頃
は
常
も
連
に
な
る
Ｉ
君
Ｎ
君
と
退
屈
を
カ
ー
ド
に
哉
ぎ
ら
す
。
宇
都
宮
で
下
車

暁
の
大
時
迄
四
時
間

t289)
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糖 三 第 年 六 十 第 岳 山

と
い
ふ
も
の
は
時
な
ら
ぬ
無
料
宿
泊
で
あ
る
ｃ

漸
く
日
光
へ
、
其
か
ら
電
車
を
利
用
し
て
馬
返

へ
泰
る
と
、
其
邊
の
紅
葉
が
仝
盛
な
の
で
、
山
奥

へ
行
つ
て
林
間
酒

を
曖
め
る
騰
の
風
流
は
あ
き
ら
め
る
。
不
動
坂
は
通
過
す
る
毎
に
氣
業
に
な
つ
て
、
氣
さ
く
な
遊
客
の
愚
間
に
も
別
に

苦
し
ま
な
い
。
創
ケ
峯
、
五
郎
兵
衛
茶
屋
な
ど
で
手
間
を
取
つ
た
の
で
、
中
宮
祠
で
韓
の
天
丼
を
平
ら
げ
た
の
は
午
後

一
時
の
頃
で
あ
つ
た
。
天
幕
、
毛
布
「
防
寒
具
の
類
を
三
の
ソ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
分
け
て
負
ス
た
も
の
だ
が
、
一
人
平
均

三
貫
か
ら
あ
つ
て
中
々
乙
た
え
る
。
晴
れ
て
ゐ
た
自
根
が
曇
る
頃
ほ
ひ
、
龍
頭
瀧
で
休
ん
で
赤
沼
ッ
原

へ
、
そ
し
て
三

本
松
か
ら
例
の
嫌
な
砂
ぼ
乙
道
を
光
徳
沼
へ
向
ふ
。
午
後
三
時
を
二
十
分
も
過
ぎ
て
山
王
峠
に
差
し
か
ゝ
る
と
も
む
ら

ノ
ヽ
と
面
倒
臭
さ
が
乙
み
あ
げ
て
、電
信
柱
の
切
開
を

一
直
線
に
ひ
た
登
う
に
登
つ
た
。峠
の
上
の
草
原
で
Ｎ
君
が
ク
ヰ

ス
キ
ー
を
煽
る
と
私
達
も
相
件
し
て
、
暮
近
き
男
證
、
太
郎
、
大
具
名
子
、
山
王
帽
子
の
山
々
を
ゆ
く
う
な
く
も
見
渡

す
。
其
か
ら
両
澤
金
山
迄
は
と
思
つ
て
出
懸
け
た
足
は
鉛
を
結
び
付
け
ら
れ
た
如
く
「
最
早
闇
の
道
を
鐵
索
の
邊
か
ら

大
廻
う
に
下
り
て
行
く
。
以
前
此
庭
に
家
た
時
は
宿
屋
め
い
た
も
の
が
出
来
て
ゐ
た
が
、
不
景
氣
故
か
姿
は
大
せ
て
、

路
傍
に
件
ん
だ
女
は

一
飯

一
粒
を
さ
へ
旅
人

へ
分
け
る
事
が
難
し
い
と
い
ふ
。
事
務
所
の
規
定
と
し
て
人
口
一
人
営
多

の
食
糧
を
制
限
し
て
あ
る
の
だ
そ
う
だ
が
、
其
で
も
そ
の
内
儀
さ
ん
は
深
切
を
蓋
し
て
私
達
を
家
に
導
き
、
汁
を
曖
め

た
り
し
て
臭
れ
た
。
私
達
は
腹
も
出
来
た
の
で
嵯
を
述
べ
て
午
後
八
時
近
く
此
家
を
出
る
。
十
八
夜
の
月
は
餃
々
と
照

♭
輝
い
て
山
腹
の
大
道
を
辿
る
三
人
の
姿
を
夢
の
様
に
浮
べ
出
す
。
太
郎
山
の
醜
怪
な
牛
面
も
其
時
は
聖
者
の
如
く
奪

哉
れ
る
の
で
あ
つ
た
。
斯
く
て
川
俣
温
泉
に
着
い
た
の
は
十
時
を
過
ヾ
る
事
五
分
の
後
で
あ
つ
た
。
遅
い
夜
食
は
前
日

捕
れ
た
と
い
ふ
牝
鹿
の
汁
、
て
う
ま
の
燒
肉
で
美
味
し
く
味
ひ
、
午
前
零
時
十
五
分
に
就
寝
。

三
十
日
。

一
夜
の
安
眠
は
慣
れ
ぬ
疲
勢
を
も
悉
く
癒
し
て
呉
れ
た
ｏ
そ
れ
で
も
出
蟄
は
矢
張
お
く
れ
て
午
前
九
時
に

な
る
。
草
軽
の
紐
を
結
ぶ
と
宿
か
ら
盤
梯
併
を
馳
走
さ
れ
て
、
其
日
の
午
後
か
ら

一
泊
の
豫
定
で
鬼
怒
沼
探
勝
に
出
懸

け
ら
れ
る
筈
の
大
町
桂
月
先
生
と
ヽ
別
れ
す
る
。
温
泉
の
東
隣
な
る
三
軒
家
に
は
新
し
い
官
合
が

一
つ
建
て
ら
れ
た
。

○
黒
岩
山
を
探
る
　
　
沼
井

力
七
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行 螢 月 五 年 二 十 正 大

Ｃ
黒

岩
山

を
探

る
　
　

沼
井

ル
〈

其
か
ら
澤
を

一
つ
渡
っ
て
峡
谷
の
道
と
別
れ
か
ゝ
る
と
、
下
に
は
温
泉
宿
と
冷
い
流
が
あ
り
、
西
の
室
に
は
鬼
怒
沼
の

手
附
近
が
望
ま
れ
る
の
も
少
し
上
つ
て
芽
戸
の
不
に
出
る
と
後
へ
に
女
貌
、
帝
群
、
具
名
子
、
太
郎
の
山
々
が
ず
ら
り

た
列
ぶ
。
殊
に
女
貌
の
美
し
さ
は
表
か
ら
見
た
比
で
は
な
い
。
柳
、楢
の
間
葉
は
と
く
に
落
ち
て

残
の
血
潮
の
様
に
赤

い
楓
の
み
が
ち
ら
ほ
ら
限
に
付
く
ｃ
夏
な
ら
ば
暑
い
番
う
だ
が
．
秋
の
旅
に
は
別
れ
の
水
も
呑
ま
う
と
は
せ
ず
、
笹
の

間
か
ら
、
左
に
ナ
ギ
の
見
え
る
山
添
ひ
の
道
を
ず
ゞ
と
登
つ
て
、
平
五
郎
山
を
過
ぎ
る
と
早
身
は
針
葉
樹
林
に
浅
し
、

高
低
も
餘
う
目
立
た
な
く
な
る
。
正
午
近
く
鳥
屋
場
の
小
屋
着
。
此
は
平
五
郎
山
か
ら
十
町
許
進
ん
だ
所
の
鞍
部
で
、

雪
が
積
ん
だ
ら
鋳
澤
を
来
る
方
が
早
い
と
い
ふ
。
小
屋
の
持
主
の
老
婆
．
手
俸
ひ
に
家
た
中
年
の
女
と
共
娘
が
火
を
燃

し
て
は
私
達
に
馳
走
す
る
と
て
小
鳥
を
焼
い
て
呉
れ
る
っ
見
晴
ら
し
は
女
貌
か
ら
男
性
迄
の
主
な
る
部
分
と
、
温
泉
ケ

岳
の
附
近
が
見
え
る
。
女
貌
の
布
引
瀧
も
自
く
光
つ
て
見
え
る
。
最
近
此
附
近
に
は
雨
が
降
つ
た
さ
う
で
、
今
晩
も
雪

ら
し
い
と
女
違
は
告
げ
た
。

午
後

一
時
十
分
出
稜
し
て
一
つ
坂
を
上
る
と
．
向
か
ら
丁
髪
の
爺
さ
ん
が
家
る
。
之
も
ホ
ー
ロ
ク
不

（
一
人
九
二
米

の

一
帯
を
云
ふ
）
の
先
の
鳥
屋
場
を
持
つ
て
ゐ
る
者
で
、
隣
の
鳥
屋
場

へ
遊
び
に
行
く
所
だ
と
い
ふ
。
私
達
が
女
達
は

川
俣
へ
蹄
る
所
だ
と
い
ふ
と
、
踵
を
め
ぐ
ら
し
て
三
人
の
先
に
立
つ
。
を
し
て
い
、
と
い
ス
の
に
Ｎ
君
の
荷
を
持
つ
て

す
た
ノ
ヽ
と
進
ん
だ
。
ホ
ー
ロ
ク
手
の
下
う
か
ら
北
方
を
望
Ｕ
と
皇
倉
高
山

（檜
枝
岐
で
は
ダ
イ
グ
ラ
と
の
み
云
ふ
、
）

ム
　

サ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の
り

こ

の
黒
い
頂
が
二
つ
見
え
た
。
老
人
の
小
屋
は
無
砂
谷
の
水
源
の
澤
か
ら
黒
澤
へ
乗
越
す
様
な
庭
に
あ
る
。
此
庭
な
ら
前

の
小
屋
程
水
に
不
自
由
す
る
こ
と
は
無
い
ら
し
い
。
小
屋
か
ら
向
ふ
の
鳥
屋
場
へ
出
て
見
る
と
、
其
庭
の
高
み
か
ら
引

馬
峠
第

一
の
眺
望
が
得
ら
れ
る
。
日
光
諸
山
を
屏
風
の
如
く
め
ぐ
ら
し
、
其
か
ら
燕
巣
、
物
見
山
、
鬼
怒
沼
山
を
経
て

黒
岩
山
に
績
く
山
脈
も
あ
ら
か
た
黒
装
束
の
一
組
で
あ
る
。
黒
岩
の
頂
は
惜
し
く
も
雲
に
隠
さ
れ
た
が
、
其
尤
大
な
山

容
と
、
見
下
ろ
す
黒
澤
の
谷
は
ひ
し
ノ
ヽ
と
身
に
追
る
様
な
深
い
趣
が
あ
つ
た
。
私
は
三
度
目
に
こ
の
峠
に
や
つ
て
末

た
が
、
夏
は
い
つ
で
も
雨
に
祟
ら
れ
て
此
虜
の
眺
望
を
見
逃
し
た
。
山
を
見
て
ゐ
る
と
無
砂
谷
か
ら
ば
ら
／
ヽ
ツ
と
飛

(291)



ん
で
木
た
鵜
の

し
可
哀
さ
う
で

几

一
時
間
も
遊
ん
で
ゐ
る
と
冷
い
霧
雨
が
颯
と
降
つ
て
来
る
。
そ
乙
で
出
資
し
た
の
が
二
時
四
十
分
）
雨
は
直
き
に

上
が
る
。
も
早
大
し
た
上
う
は
な
く
。
道
の
跡
も
よ
く
分
つ
て
、
十
五
分
の
後
に
は
引
馬
峠
の
頂
上
に
着
く
。
此
迄
全

く
長
い
上
う
だ
、
そ
し
て
家
て
見
る
と
箆
棒
に
廣
い
頂
上
だ
ｃ
其
尾
に
最
近
出
来
た
も
の
と
見
え
て
、
左
へ
行
く
道
が

あ
つ
て
↓
左

ハ
宮
川
歩
道
、
右
ハ
檜
枝
岐
道
」
と
言
つ
た
様
な
事
が
立
木
ヶ
・制
つ
て
記
し
て
あ
る
ｃ
然
し
其
他
に
之
と

反
封
の
意
味
に
取
れ
る
ま
ぎ
ら
は
し
い
も
の
も
あ
つ
て

一
寸
困
る
が
、
要
す
る
に
右
す
れ
ば
峠
道
、
左
す
れ
ば
宮
川
歩

道
（賞
川
歩
道
の
誤
Ｐ
）
で
、後
者
は
孫
兵
衛
山
を
通
過
し
て
賞
川
上
流
の
硫
黄
澤
赤
倉
澤
落
合
の
附
近
迄
下
り
て
ゐ
る

事
を
後
に
知
つ
た
。
峠
道
を
少
し
行
つ
た
庭
に
新
し
い
小
屋
掛
け
の
跡
も
あ
る
。
以
前
あ
つ
た
高
山
植
物
探
集
禁
制
札

ｔ
影
を
失
つ
た
。
既
に
三
時
過
で
到
底
日
の
あ
る
内
に
村
迄
下
れ
な
い
。
け
れ
ど
も

一
二
〇
七
米
と
記
さ
れ
た
馬
坂
澤

の
合
流
駐
迄
は
行
か
れ
る
事
と
信
じ
て
下
つ
て
行
く
と
、
四
時
十
五
分
に
漸
く
谷
の
最
奥
の
橋
を
渡
る
。
其
か
ら
敷
町

進
ん
で
叉
川
を
渡
る
。

畑
小
屋

へ
出
る
迄
其
邊
と

も
う
二
三
ケ
所
迷
ひ
さ
う
な
所
が
あ
っ
た
。
　
一
番
困
つ
た
の
は
焼

澤
の
落
合
に
近
い
所
で
、
右
手
の
本
流
に
は
名
の
あ
う
さ
う
な
瀧
が
懸
つ
て
ゐ
る
、
其
縁
の
岩
の
上
を
波
っ
て
行
く
の

だ
が
、
暗
く
な
つ
て
し
ま
つ
た
の
で
道
が
上
に
あ
り
さ
う
な
気
が
し
た
う
し
て
大
分
手
間
取
つ
た
ｏ
残
飯
を
平
ら
げ
て

提
灯
を
使
う
に
進
ん
で
行
く
と
、
今
脊
も
星
は
ぴ
か
ノ
ヽ
輝
き
、
雅
て
畑
小
屋
を
通
過
し
て
し
ま
ふ
と
、
前
面
に
駒
ケ

岳
の
明
月
に
照
ら
さ
る
ゝ
を
仰
い
で
っ
も
う
檜
枝
岐
に
程
近
い
と
友
に
知
ら
せ
る
。
さ
う
い
ス
風
に
し
て
檜
枝
岐
の
丸

屋
旅
合
に
入
つ
た
の
は
午
後
八
時
四
十
分
で
あ
つ
た
ｏ

〓

賓

川

を

湖

る

檜
枝
岐
へ
着
い
た
晩
は
年
に

一
度
の
山
祭
と
い
人
事
で
、
夜
遅
く
迄
部
び
た
三
味
の
音
に
流
行
唄
な
ど
が
騒
々
し
く

一
群
は
苦
も
な
く
鳥
網
に
引
懸
つ
て
し
ま
ふ
。
老
人
は
そ
れ
を

一
々
首
を
ね
ぢ
つ
て
歩
く
の
だ
が
、
少

あ
つ
た
。

十 第 岳 山続 三 第 年

○
黒
岩
山
夕
探
る
　
　
沼
井

九
ん

(292)



行 稜 月 五 年 二 十 正 大

Ｏ
黒
岩
山
を
探
ろ
　
　
沼
井

唄
は
れ
て
わ
た
。
其
も

一
因
で
あ
つ
た
ら
う
が
、
前
以
て
頼
ん
で
躍

い
た
に
も
拘
は
ら
ず
、
案
内
者
も
人
夫
も
皆
目
見

営
ら
漁
と
い
ふ
。
理
由
は
村
の
下
の
道
路
普
請
で
役
場
で
人
夫
が
要
る
と
い
ム
の
が
最
大
で
あ
る
が
、
其
で
な
く
て
も

誰
は
山
を
排
下
げ
し
て
も
ら
つ
て
木
を
伐
つ
て
ゐ
る
、
其
期
限
が
切
れ
る
迄
は
牛
日
も
体
め
な
い
と
い
ふ
慾
張
つ
た
の

も
あ
る
。

一
昨
年
連
れ
て
歩
い
た
不
野
徳
三
郎
を
頼
み
に
や
る
と
、
各
籠
う
の
仕
度
で
忙
が
し
い
な
ど
ヽ
い
ふ
。
ま
さ

か
檜
枝
岐
の
人
間
は
熊
の
親
類
で
も
あ
る
ま
い
が
、
結
局
次
の
一
日
は
待
つ
て
ノ
ヽ
待
ち
損
し
た
。
其
虜
で
止
む
な
く

宿
の
息
子
で
此
間
迄
役
場
の
書
記
を
し
て
ゐ
た
と
い
ス
の
を
日
説
き
落
し
て
、
兎
に
角
賞
川
道
の
極
、
硫
黄
澤
赤
倉
澤

の
落

什
附
近
迄
荷
を
持
つ
て
も
ら
ふ
事
に
す
る
。
其
か
ら
先
は
私
達
が
か
つ
ぐ
の
他
は
な
い
。
ど
う
も
此
程
の
人
夫
難

に
あ
つ
た
事
は
害
て
な
い
の
で
馴
か
蒻
つ
た
。

十

一
月

一
日
午
前
八
時
十
五
分
出
螢
υ
宿
の
息
子
は

一
足
先
へ
や
つ
て
、
賞
川
の
谷
奥
に
小
屋
掛
し
て
曲
物
を
作
つ

て
ゐ
る
手
野
重
太
郎
と
い
ふ
老
人
と
連
れ
立
つ
。
老
人
は
米
を
し
よ
ひ
、
石
油
罐
を
ぶ
ら
さ
げ
て
、
此
か
ら
又
暫
く
山

に
入
つ
て
居
る
の
だ
と
い
ふ
。
連
日
の
快
晴
ヽ
今
日
は
少
し
く
怪
し
い
塞
模
様
で
あ
る
が
、　
一
日
う
ぢ
ノ
ヽ
し
て
ゐ
た

私
達
に
は
、
歩
く
と
い
ふ
事
が
此
上
な
く
喜
ば
し
い
。
老
人
は
間
に
應
じ
て
色
々
面
白
い
話
を
し
て
奥
れ
る
。
麒
麟
手

を
過
ぎ
橋
を
渡
つ
て
十
町
許
行
く
と
左
手
か
ら
上
ヨ
ナ
ゴ
澤
が
落
ち
て
末
る
。
此
附
近
が
隧
岳
を
望
む
に
最
も
よ
い
庭

で
、
樫
げ
た
二
つ
の
頭
か
ら
優
松
根
曲
竹
の
線
柔
く
黒
木
の
密
林
に
入
る
所
、
尾
瀬
沼
か
ら
は
見
え
緻
高
い
瀧
の
懸
つ

て
ゐ
る
の
も
見
え
る
。
又
暫
く
し
て
谷
の
左
岸
に
渡
り
硫
黄
澤
を
越
え
て
か
ら
私
達
は
左
へ
小
道
を
下
つ
て
行
く
、
賞

川
林
道
は
此
の
可
成
上
か
ら
沼
田
街
道
と
別
れ
て
道
行
澤
落
合
の
少
ル
Ｘ
註
窯
下
る
の
で
あ
る
が
、
今
は
山
崩
れ
で
通

れ
漁
と
い
ふ
。
小
道
の
右
は
ア
ウ
ヨ
ン
バ
タ
と
云
ふ
庭
で
、
其
次
が
赤
法
華
手
で
あ
る
。
老
人
は
二
三
軒
の
家
に
寄
つ

て
お
う
と
諄
か
け
た
が
多
く
は
留
守
な
の
で
、
別
に
体
み
も
せ
ず
河
原
へ
下
う
て
行
く
。
道
行
澤
の
落
合
は
大
し
た
徒

渉
で
も
無
か
つ
た
様
に
記
憶
す
る
が
、
其
か
ら
直
ち
に
賞
川
の
岸
に
移
つ
て
、
又
敷
町
進
Ｕ
と
左
岸
に
渡
る
。
川
の
景

に
は
何
の
奇
も
な
い
。
南
會
津
の
山
奥
に
は
野
州
上
州
の
如
き
絢
爛
な
秋
を
見
な
い
で
、
里
木̈
の
多
い
谷
に
は
只
水
の

一
〇
〇
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舌
と
人
の
し
は
ぶ
き
の
み
が
聞
え
る
。

ダ
イ
ジ
ョ
ー
澤
と
い
ス
の
が
谷
の
右
岸
か
ら
落
ち
て
来
る
Ｊ
其
の
上
に
は
大
ジ
ョ
ー
田
代
と
い
ス
星
瀬
不
の
兄
弟
分
が

ヤ
ビ
ツ
ダ

ヒ
ラ

あ
る
と
、
老
人
が
教
へ
て
美
れ
た
。
其
か
ら
間
も
な
く
矢
櫃
不
に
か
ゝ
る
所
で
、
流
は
急
に
細
ま
つ
て
ほ
ん
の
僅
か
の

距
離
で
は
あ
る
が
雨
岸
二
三
間
の
高
さ
に
直

立
す
る
所
が
あ
る
。
之
を
出

戸
ヒ
ョ
ド
ソ
と
云
ふ
。
林
道
は
其
右
を
這

ひ
登
つ
て
だ
ら
ノ
ヽ
と
下
う
か
け
る
と
、
前
面
に
は
面
積
三
十
六
町
歩
と
稗
す
る
矢
櫃
手
が
展
開
し
た
。
右
寄
う
の
山

脚
は
急
に
反
つ
て
此
の
山
あ
ひ
の
盆
地
を
覗
き
乙
み
、
其
膚
に
は
六
月
の
新
線
を
想
像
す
る
に
餘
う
あ
る
美
し
い
問
葉

樹
林
が
も
ほ
ス
て
ゐ
る
。
そ
し
て
川
は
左
に
人
は
右
に
別
れ
て
進
め
ば
、
道
は
平
の
略
中
央
を
通
つ
て
、
身
を
包
Ｕ
灌

木
の
し
げ
み
に
は
、
駐
々
と
珊
瑚
の
王
を
散
じ
た
様
な
ア
キ
グ
ミ
が
な
つ
て
ゐ
る
。
ヾ
み
の
多
い
事
は
こ
の
不
の
特
徴

で
、
私
が
も
し
も
賞
川
の
少
辮
若
し
く
は
そ
の
家
末
に
成
り
憂
つ
て
ゐ
た
ら
、
恐
ら
く
ヾ
み
不
と
で
も
名
付
け
た
事
で

あ
ら
う
ｏ
か
く
し
て
私
共
が
野
趣
満
々
た
る
味
覺
を
唆
ら
れ
て
季
の
中
程
に
腰
を
下
ろ
し
た
の
は
十
時
五
十
分
で
あ
つ

，ＬＯ

↓
ノ

意
外
な
木
の
賃
に
飽
満
し
て
、
十

一
時
に
叉
歩
き
出
す
。

一
水
を
渡
る
と
紅
珊
瑚
の
費
は
掬
の
木
に
憂
つ
て
下
草
に

は
笹
が
限
立
つ
て
家
る
。
其
邊
に
排
財
天
の
祠
が
あ
つ
た
と
い
ス
話
で
あ
つ
た
が
今
は
な
い
と
い
ふ
の
で
、
私
達
は
好

事
の
心
を
押
し
鎮
め
て
先

へ
進
ん
だ
。
道
傍
に
兎
を
捕
る
と
て
笹
の
葉
を
ま
げ
て
細
工
し
た
陥
穴
が
二
つ
ば
か
り
あ
つ

た
。
不
は
つ
ひ
に
蓋
き
て
大
江
山
か
ら
の
び
た
山
足
を
踏
み
越
え
る
と
、
電
光
形
に
下
う
て
ク
ロ
タ
ケ
澤
の
落
合
に
着

い
た
。
正
午
に
も
餘
す
所
十
分
で
あ
る
か
ら
持
参
の
耕
営
箱
を
振
げ
る
。
谷
川
は
少
し
く
落
差
を
増
し
て
赤
法
華
の
附

近
と
は
違
ひ
、
友
が
、
っ
た
色
の
岩
石
か
ら
ざ
ざ
と
落
る
事
も
あ
る
。
然
じ
賞
川
は
そ
の
上
下
と
も
多
少
の
難
所
は
あ

る
と
見
て
も
先
づ
内
氣
な
様
を
示
し
て
ゐ
た

）

午
後
零
時
年
出
螢
。
丸
屋
の
息
子
は
杢
の
負
梯
子
ヶ
・措
っ
て
、
封
岸
か
ら
戻
つ
て
家
る
。
租
達
は
其
に
別
れ
て
丸
木

橋
を
波
り
、
右
岸
の
林
道
を
進
む
事
に
な
る
。
中
食
の
際
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
は
氣
温
十
一
度
牛
、
氣
歴
六
百
五
十
四
粍
を

０
黒
岩
山
を
探
る
　
　
沼
井

琥 三 第 年 六 十 第 岳 山
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行 螢 几 五 年 二 十 正 大

○
黒
岩
山
を
探
る
　
　
沼
井

一　
０
二

示
し
て
ゐ
た
が
、
ど
う
も
朝
か
ら
天
候
険
悪
に
な
り
さ
う
で
あ
つ
た
。
私
達
の
気
持
も
狭
い
谷
の
内
に
欝
々
と
し
て
何

が
な
珍
ら
し
い
も
の
を
と
願
ふ
心
が
な
い
で
は
な
か
つ
た
。
さ
う
い
ふ
時
に
現
れ
て
来
た
の
が
入
多
ヒ
ョ
ド
リ
の
奇
槻

で
あ
看
ｃ
其
は
丁
度
高
八
卦
山
の
具
下
に
営
つ
て
、
堅
い
岩
層
の
割
れ
目
を
自
馬
の
尾
を
研
へ
す
様
に
数
段
に
連
る
瀑

布
の
連
績
で
あ
る
。
林
道
か
ら
は
最
下
の
瀑
布
と
其
上
の
一
部
分
し
か
見
え
な
い
が
、
少
し
ャ
プ
を
下
つ
て
見
る
と
、

ジ
グ
ザ
グ
に
左
右
に
振
れ
て
落
ち
る
数
段
の
水
條
が
分
明
に
分
る
。
下
の
河
原
は
そ
の
餘
勢
に
所
々
夕
／
を
な
し
て
下

手
の
林
の
影
に
か
く
れ
て
し
哉
ふ
。
Ｎ
君
と
私
は
あ
ち
乙
ち
歩
き
廻
つ
て
其
の
全
景
猪
移
ク
リ
ー
ン
に
入
れ
る
べ
く
苦

心
し
た
が
、
ど
う
も
立
木
が
は
だ
か
つ
て
ゐ
る
し
、
よ
し
さ
う
で
な
く
て
ヽ
瀑
布
が
具
直
に
連
つ
て
ゐ
な
い
の
で
思
ス

様
に
撮
れ
な
か
つ
た
。
瀑
布
の
高
さ
は
線
計
百
尺
未
満
位
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
た
。

か
う
し
て
三
十
分
許
遊
ん
で
、
再
び
右
岸
の
道
を
湖
つ
て
ゆ
く
と
問
も
な
く
赤
安
澤
の
落
合
に
下
う
る
りヽ
其
澤
は
本

流
に
劣
ら
な
い
位
水
量
が
豊
富
で
あ
る
ｏ
深
く
／
ヽ
山
の
懐
に
喰
ひ
入
つ
て
ゐ
る
様
な
其
姿
は
快
く
思
は
れ
た
。
そ
れ

で
之
か
ら
叉
右
岸
の
道
は
次
第
に
登
つ
て
針
葉
樹
の
数
も
増
し
て
家
ろ
∩ど
の
邊
だ
か
今
は
忘
れ
て
し
ま
つ
た
が
、林
道

の
傍
の
枷
の
大
木
の
幹
に
は
山
稼
ぎ
の
人
夫
の
仕
業
と
思
は
れ
て
、
自
分
の
姓
名
や
叉
御
丁
事
に
も
等
身
大
の
い
か
が

は
し
い
給
な
ど
刻
み
つ
け
て
あ
つ
た
。
由
に
ゆ
く
と
私
達
で
も
記
念
の
刻
印
を
残
し
た
く
な
る
が
、
賞
際
そ
れ
は
多
く

は
眼
ざ
は
う
に
な
つ
て
却
つ
て
悪
威
を
催
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
、
成
る
べ
く
は
美
し
い
天
然
そ
の
ま
ヽ
の
膚
を
荒
し
た

く
は
無
い
。

午
後
二
時
、谷
の
左
岸
は
急
に
な
つ
て
流
は
右
か
ら
左
へ
屈
曲
す
る
庭
、ザ
／
瀧
り
傍
に
家
る
。
瀧
は
丸
く
段
に
な
つ

た
岩
の
上
を
ヽ
一工
″

・」ノ・
ヽ
と
落
ち
る
も
の
で
、
デ
″
を
ス
せ
た
形
に
似
て
ゐ
る
か
ら
さ
う
い
ふ
の
だ
と
い
ふ
。
谷
の
左
岸

一
帯
の
山
は
根
名
革
ク
ラ
と
い
つ
て
、
ザ
／
瀧
に
面
し
て
そ
の
側
に
は
ｔ
の
や
う
な
細
い
瀧
か
高
く
か
ヽ
つ
て
ゐ
る
。

林
道
は
之
か
ら
左
岸
に
渡
る
の
で
、
岩
角
か
ら
垂
ら
し
た
藤
蔓

（？
）
を
た
よ
う
に
川
床
に
下
う
て
、
ザ
／
瀧
の
上
の

一
枚
岩
を
徒
渉
す
る
。
水
深
は
足
を
没
す
る
位
の
も
の
で
あ
つ
た
。
其
か
ら
左
岸
几
百
米
も
登
つ
て
段
に
な
つ
た
林
の

(2191j)



続 三 第 年 六 十 第 岳 山

間
を
教
町
歩
ん
で
ゆ
く
と
、
再
び
左
方
が
開
け
て
谷
は

一
唆
は
う
し
て
木
た
事
を
知
る
。
豫
期
し
て
ゐ
た
雨
は
そ
の
前

か
ら
し
ゞ
れ
て
、
濡
れ
た
山
道
に
滑
う
乍
ら
左
に
下
っ
て
、
老
人
の
小
屋
に
着
い
た
の
は
午
後
三
時
過
で
あ
つ
た
。
割

合
に
時
間
を
要
し
た
や
う
で
あ
る
。

重
太
郎
老
人
の
小
屋
は
硫
黄
澤
赤
倉
澤
落
合
の
下
約

一
町
許
の
庭
、
左
岸
の
水
面
か
ら
二
間
許
上
が
つ
た
一
寸
し
た

段
に
建
て
て
あ
る
。
老
人
は
長
ら
く
乙
の
谷
に
入
つ
て
ゐ
た
が
、
曲
物
製
造
を
始
め
た
の
は
最
近
の
事
で
、
そ
の
曲
物

の
原
料
は
タ
ク
ヒ
で
あ
る
庭
か
ら
、
其
が
無
く
な
つ
た
ら
又
奥

へ
入
る
の
だ
と
い
ふ
ｏ
小
屋
の
前
に
は
制
つ
た
コ
ツ
ノヾ

が
流
れ
の
縁
哉
で
散
乱
し
毛
、
山
に
入
っ
た
私
達
の
心
に
は
気
持
よ
く
思
は
れ
な
か
つ
た
が
、
雨
は
釜
々
烈
し
く
な
る

し
、
人
夫
は
な
い
し
す
る
の
で
、
少
し
早
い
乍
ら
乙
の
小
屋
に
泊
る
事
に
し
た
ｒ
そ
し
て
老
人
が
焚
木
を
伐
う
に
行
つ

た
間
、
私
達
は
ν
ｌ
ン
マ
ン
ト
に
身
を
く
る
ん
で
岩
を
へ
っ
り
、
木
を
渡
つ
て
下
に
下
つ
て
見
た
ｏ
小
屋
の
直
下
か
ら

谷
は
積
を
矢
つ
て
雨
岸
は
岩
壁
絶
再
え
、
落
ち
末
る
澤
に
は
皆
落
口
に
瀧
を
形
作
つ
て
ゐ
る
ｏ
本
流
は
殆
ど
瀑
布
の
連
績

で
あ
る
が
小
屋
か
ら

一
二
町
は
比
較
的
容
易
に
下
る
事
が
出
来
る
。
其
が
絡
に

一
段
高
い
瀑
布
の
落
口
に
到
つ
て
最
早

河
岸
を
惇
ふ
事
が
出
来
な
く
な
つ
た
。
瀑
は
二
段
目
か
ら
左
へ
反
撥
し
て
崖
の
後
に
か
く
れ
て
し
ま
ふ
。
恐
ら
く
ザ
″

瀧
の
少
し
上
か
ら
此
迄
は
か
う
し
た
深
い
釜
ル
瀧
を
珠
敷
つ
な
ぎ
に
し
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
ｏ
後
で
き
く
と
此
下
は
費

川
の
少
落
の
臣
猫
彦
五
郎

（
宛
字
）
と
い
ふ
者
が
墜
落
し
た
と
い
ス
手
無
淵
に
相
営
す
る
パ
此
等
の
事
は
後
日
雑
録
に

載
せ
る
考

へ
で
あ
る
。
）私
達
は
林
道
の
有
が
た
さ
ャ
思
つ
て
一
時
間
足
ら
ず
遊
ん
だ
後
に
雨
の
中
を
再
び
小
屋
に
蹄
つ

た
の
で
あ
つ
た
。

午
後
四
時
食
事
の
支
度
に
取
う
か
ゝ
る
と
雨
は
少
し
小
降
う
に
な
つ
た
。
ウ
ヰ
ス
キ
ー
を
馳
走
し
て
や
る
と
老
人
は

珍
し
が
つ
て
、焚
木
を
盛
に
く
べ
な
が
ら
、色
々
と
十
話
を
話
し
て
呉
れ
る
。
尾
湖
大
納
言
や
そ
の
臣
の
質
川
少
落
の
行

末
な
ど
が
私
達
の
眼
の
前
に
展
開
し
て
来
る
Э
辻
複
の
あ
は
な
い
山
人
の
物
語
も
、
か
う
し
た
宿
り
に
は
な
く
て
な
ら

な
い
景
物
の
一
つ
で
あ
つ
た
。
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○
黒
岩
山
を
探

る
　

　

沼
井

⌒三
十　
硫
責
澤
を
経
て
黒
岩
山
登
山

二
日
の
朝
は
曇
つ
て
居
た
が
、
大
丈
夫
晴
れ
る
と
い
ふ
老
人
の
言
に
安
ん
じ
て
、
八
時
四
十
五
分
に
出
螢
し
た
。
荷

は
中
々
重
い
。
右
岸
に
渡
つ
て
積
を
歩
む
。
左
手
の
山
に
引
馬
峠
行
の
歩
道
が
登
つ
て
ゆ
く
の
を
望
み
、
段
々
右
に
折

れ
て
間
も
な
く
積
の
石
の
が
ら
ノ
ヽ
し
た
硫
黄
澤
に
入
る
。
左
か
ら
家
る
も
の
は
赤
倉
澤
で
、
此
は
黒
木
の
生
え
た
山

懐
深
く
喰
ひ
入
つ
て
趣
の
あ
う
さ
う
な
谷
で
あ
る
。
碗
黄
澤
は
大
分
悪
い
澤
で
、
徒
渉
は
課
は
な
い
が
積
み
重
な
る
岩

石
や
流
水
が
可
成
に
大
き
く
て
馬
鹿
に
は
出
木
な
い
。
口
元
か
ら
三
四
町
に
し
て
左
に
澤
が
ま
は
う
乙
む
と
幾
ら
か
不

ら
と
な
つ
た
、
此
庭
迄
老
人
は
逮
っ
て
臭
れ
て
行
光
の
無
算
を
所
つ
て
呉
れ
た
。
其
か
ら
し
ぼ
ら
く
し
ｔ
河
床
に
硫
黄

の
出
た
所
が
あ
る
。其
で
硫
黄
澤
と
い
ス
ん
だ
な
と
谷
鮎
し
て
更
に
進
む
と
右
か
ら
澤
が
落
ち
て
木
る
「
又
進
む
と
澤
が

落
ち
合
ふ
〕
か
う
し
て
二
つ
三
つ
の
可
成
大
き
い
澤
り
落
合
を
通
つ
た
が
私
達
は
左
ヘ
ノ
ヽ
と
撰
ん
で
几

一
時
間
も
歩

い
た
。

さ
う
し
て
ゐ
る
内
に
澤
は
段
々
せ
ば
ま
つ
て
や
が
て
一
つ
の
瀧
に
出
あ
つ
た
。
左
手
は
そ
の
邊

一
面
に
黄
色
い
土
の

斜
面
で
、
右
手
に
は
岩
壁
が
立
つ
て
ゐ
る
。
流
は
五
六
十
尺
の
上
か
ら
左
に
ど
つ
と
落
ち
て
瀧
壺
か
ら
ざ
ア
ノ
ヽ
と
流

れ
、
叉

一
つ
の
夕
／
と
な
つ
て
私
達
の
足
許
を
流
れ
て
ゐ
る
。
此
が
老
人
か
ら
聞
い
た
唯

一
の
難
所
で
あ
つ
た
が
、
そ

の
相
手
前
に
あ
つ
た
瀧
に
比
べ
る
と
稿
こ
著
し
い
の
で
、
私
は
俄
り
に
奥
の
ヒ
ョ
ド
リ
と
命
名
し
た
り
荷
を
置
い
て
偵

察
に
出
か
け
て
か
ら
、
夕
″θは
左
手
の
岩
の
隙
間
を
機
械
般
操
式
に
肘
上
０
し
て
、
流
を
越
え
、
右
岸
岩
壁
の
中
程
か

ら
少
し
上
の
凹
ん
だ
虜
を
身
を
縮
め
、
猿
の
如
く
手
足
を
張
つ
て
攀
ぢ
登
つ
た
。
可
成
危
険
な
の
で
、
先
頭
の
私
が
ロ

ー
プ
を
岩
頭
か
ら
下
げ
る
と
最
後
の
Ｎ
君
は
其
を
つ
か
ん
で
漸
く
に
這
ひ
登
つ
た
。
此
虎
は
海
抜
凡
千
七
百
米
許
の
所

で
あ
る
。
賓
川
の
谷
は
総
じ
て
平
り、し
な
が
ら
往
々
に
し
て
か
ゝ
る
陥
葬
が
あ
る
。
奥
の
ヒ
ヨ
ド
リ
か
ら
上
は
ず
ん
と
傾

斜
が
増
し
て
、
タ
キ
は
腰
々
身
に
迫
つ
た
が
、
何
れ
も
水
は
少
く
傾
斜
も
急
で
な
い
の
で
容
易
に
進
む
事
が
出
来
た
。

一
〇
四
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凡
十
八
百
米
の
所
で
岩
に
侍
わ
乍
ら
初
め
て
谷
の
杢
開
け
含
津
駒
の
美
し
い
山
脈
を
眺
め
る
。
四
邊
に
は
早
掬
の
若
木

も
姿
失
せ
て
悉
く
黒
い
針
葉
樹
林
で
あ
る
。
間
も
な
く
澤
は
細
く
う
ね
ノ
ヽ
と
山
を
廻
つ
て
重
力
に
封
す
る
抵
抗
力
を

餘
う
威
じ
な
く
な
っ
た
。
此
が
檜
枝
岐
の
人
の
い
ふ
黒
岩
段
で
、
私
達
は
そ
の
稽
か
な
流
の
水
の
今
に
も
誰
さ
や
う
と

す
る
虚
で
中
食
の
箸
を
取
っ
た
ｃ
其
庭
は
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
に
よ
る
と
千
八
百
五
十
米
を
示
し
て
ゐ
た
が
、
賞
際
は
も
少

し
高
所
に
あ
つ
た
ら
し
い
。
時
刻
は
午
前
十

一
時
二
十
五
分
で
あ
つ
た
。

私
は
此
の
黒
岩
ダ
ン
の
奥
深
い
趣
を
忘
れ
る
事
は
出
家
な
い
。
瀧
の
あ
る
澤
が
何
時
の
間
に
か
優
し
く
平
ら
に
な
つ

た
か
と
思
ス
と
、
山
脚
は
右
に
左
に
應
接
の
暇
な
く
現
れ
て
、
其
度
に
流
は
さ
ゝ
や
か
な
産
難
を
泰
げ
乍
ら
小
踊
う
し

て
私
の
足
を
洗
つ
た
。
四
邊
は
程
よ
く
森
々
と
繁
つ
た
タ
ウ
ヒ
、
ツ
ガ
、
シ
ラ
ベ
な
ど
の
際
涯
し
も
な
い
林
緬
き
で
、
其

下
革
に
は
雪
に
ひ
ｔ
が
れ
た
ノ
プ
キ
や
メ
タ

カ
ラ

カ
ウ
や
、
鉢
植
に
し
て
置
い
た
様
な
灌
木
が
ち
よ
ん
ぼ
う
と
配
置

い

つ

さ
に
、
登
山
に
は
常
も
苦
手
の
笹
な
ど
は
薬
に
し
た
く
も
な
い
程
で
あ
る
。
そ
し
て
其
小
流
が
倒
木
に
遮
ら
れ
た
り
、

餘
う
に
狭
く
曲
う
過
ぎ
て
ゐ
た
り
す
る
時
に
は
、
山
脚
に
静
か
に
上
つ
て
来
し
方
行
末
を
眺
め
て
見
る
。
け
れ
ど
山
の

頂
は
樹
々
の
檎
並
に
か
く
さ
れ
て
、
何
庭
と
も
分
ら
ず
、
谷
の
末
は
元
よ
う
意
識
に
あ
る
ば
か
り
で
、
私
達
の
歩
い
て

た
け
　
　
　
　
　
い
こ

ゐ
る
庭
は
、
水
の
音
に
よ
つ
て
う
か
ゞ
ひ
、
立
木
の
丈
を
見
、憩
ひ
の
息
の
冷
え
ゆ
く
様
に
よ
つ
て
知
る
の
他
は
な
い
。

自
分
が
登
り
つ
ゝ
あ
る
事
の
み
明
か
で
あ
つ
た
。

黒
岩
ダ
ン
は
面
積
に
し
て
何
の
位
あ
る
か

一
十
分
ら
な
い
が
、
時
間
に
し
て
几

一
時
間
も
歩
い
た
で
あ
ら

，
ｏ
五
萬

分
之

一
地
形
固
で
は
乙
の
小
さ
な
山
の
数
と
し
な
や
か
な
水
の
脈
と
を
探
し
求
Ｕ
る
事
は
出
来
な
い
。
然
し
乍
ら
念
こ

涸
澤
の
窮
一か
ら
傾
斜
の
増
し
た
森
林
の
中
へ
移
つ
て
、
晴
中
模
索
の
艦
で
頂
上
を
目
懸
け
た
。
其
の
最
後
の
上
り
が
高

距
凡
百
米
も
あ
つ
た
で
あ
ら
う
か
。
兎
に
角
私
達
は
上
岩
の
國
境
に
は
出
な
い
で
、
其
よ
う
は

一
二
町
北
の
斜
面
を
ひ

た
登
う
に
登
つ
た
の
で
あ
つ
た
ｏ
そ
し
て
午
後
零
時
四
十
分
、
峯
の
上
に
立
つ
て
見
る
と
、
其
庭
は
可
成
う
に
廣
い
手

で
、
未
だ
灌
木
帯
の
Ｅ
域
に
も
遊
せ
ず
、
大
樹
が
す
く
ノ
ヽ
と
立
ち
列
ん
で
、
何
れ
が
最
高
の
壇
か
見
透
し
す
る
事
も

続 三 第 年 六 十 第 岳 山
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○
黒
岩
山
を
探
る
　
　
沼
井

出
来
な
い
。
其
庭
で

一
先
づ
日
前
の
小
高
い
所
に
攀
ぢ
登
つ
て
小
手
を
妨
す
と
、
北
に
あ
た
つ
て
一
塊
の
岩
峯
が
ち
ら

と
限
に
入
つ
た
。
更
に
私
が
手
を
脂
だ
ら
け
に
し
て
二
三
間
も
高
く
樹
に
上
つ
て
見
る
と
、
其
の
岩
峯
は
画
面
が
恐
し

げ
な
断
崖
と
な
つ
て
、
眺
望
も
好
か

，
さ
う
な
の
で
、
其
を
頂
上
だ
と
思
ひ
乙
ん
で
し
ま
つ
て
散
群
を
基
げ
る
。
ぞ
、

三
人
は
叉
重
い
荷
を
肩
に
し
て
國
境
を
北
に
向
つ
た
∪
山
の
上
は
確
か
に
人
の
手
に
な
つ
た
と
思
は
れ
る
形
跡
が
少
か

ら
ず
あ
つ
た
が
、
切
開
は
屋
こ
と
い
ふ
ょ
う
寧
ろ
頻
繁
に
杜
絶
し
て
す
ぐ
迷
つ
て
し
ま
ふ
。
け
れ
ど
藪
も
大
し
た
事
は

な
い
し
、
危
い
所
も
無
い
の
で
其
儘
ず
つ
と
岩
峯
に
近
づ
く
、
此
間
が
凡
二
町
許
。
岩
峯
は
不
か
な
山
上
に
砦
の
如
く

残
つ
た
も
の
で
、
大
艦
三
つ
の
大
岩
塊

（高
さ
三
四
間
に
過
ぎ
な
い
が
）
が
東
西
の
方
向
に
も
た
れ
か
ゝ
つ
た
様
に
な

つ
て
ゐ
る
。
私
達
が
登
つ
た
の
は
其
の
西
端
の
ガ
ン
ケ

（
崖
）
の
小
峯
と
中
央
の
も
の
と
の
鞍
部
で
、
窓
の
様
に
な
つ

た
所
で
あ
つ
た
。
そ
れ
か
ら
邪
魔
に
な
る
木
を
銘
で
た
ヽ
き
切
つ
て
ガ
ン
ケ
の
頭
に
出
た
の
は
午
後

一
時
十
分
で
あ
つ

た
。泰

て
見
る
と
、
此
の
黒
い
岩
の
頭
に
は
僅
か
な
が
ら
恒
松
が
あ
る
。
ガ
ン
カ
ウ
ラ
ン
・
コ
ケ
モ
モ
等
が
あ
る
。
眺
望
は

素
敵
に
い
ヽ
。
今
迄
光
線
の
よ
く
通
ら
な
い
際
涯
の
な
い
森
林
ケ
通
つ
て
家
て
急
に
開
然
と
限
界
が
開
け
た
の
で
、
私

達
は
眼
の
舞
ふ
程
に
喜
ん
だ
。
け
れ
ど
此
虎
に
は
三
角
紺
の
標
石
が
な
い
。
若
し
や
と
思
つ
て
隣
の
頭
に
這
ひ
上
つ
た

り
、
更
に

一
町
許
北
の
小
高
い
所
に
走
つ
て
行
つ
た
０
し
た
が
矢
張
無
か
つ
た
。
よ
く
注
意
し
て
家
た
方
に
振
り
返
る

と
、
可
成
う
離
れ
て
端
然
と
し
た

一
高
峯
が
限
に
入
つ
た
。
其
が
賞
は
最
高
鮎
で
あ
つ
た
が
、
私
達
は
折
角
末
た
所
だ

し
、
又
ガ
ン
ケ
の
頭
で
景
色
は
頗
る
付
だ
し
、
と
う
ノ
ヽ

一
時
間
の
餘
も
腰
を
据
へ
て
し
ま
ふ
。

其
間
私
達
は
ガ
ン
カ
ウ
ラ
ン
の
質
を
舌
の
先
で
つ
ぶ
し
乍
ら
周
園
を
取
り
ま
く
山
を
眺
め
た
。
先
づ
乙
の
ガ
ン
ケ
の

下
の
谷
か
ら
少
し
く
北
へ
移
る
と
、其
庭
に
は
美
し
い
針
葉
樹
林
に
包
ま
れ
た
燥
原
が
枯
草
の
色
を
見
せ
て
ゐ
る
「此
は

マゴ
ピ
ョ

糧
秩
郎
老
人
の
話
か
ら
剣
断
し
て
七
兵
衛
田
代
と
い
ふ
も
の
に
相
営
す
る
が
、
老
人
は
其
他
に
も
無
名
の
田
代
が
孫
兵

衛
山
の
附
近
に
あ
る
と
い
つ
て
ゐ
た
か
ら
、
ど
れ
が
ど
れ
だ
か

一
寸
曖
味
で
あ
る
。
地
形
国
に
こ
の
田
代
の
標
示
が
な

一
〇
六
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い
の
は
ち
と
首
肯
し
が
た
い
ｃ
賓
川
の
谷
は
森
の
内
に
深
く
隠
れ
て
見
え
な
か
つ
た
が
、
矢
櫃
手
は
手
に
取
る
様
に
見

え
た
。
山
は
何
と
い
つ
て
も
魃
を
中
心
と
す
る
。
其
の
美
し
い
双
耳
の
右
に
越
後
國
の
申
ノ
岳
、
駒
ケ
岳
、
荒
澤
岳
な

ど
や
、
近
く
大
杉
岳
と
地
形
固
に
記
さ
れ
た
峯
、
又
含
津
駒
の
震
ひ
付
き
た
い
や
う
な
優
婉
な
山
容
が
晴
れ
渡
つ
て
見

え
る
。
そ
れ
か
ら
な
ほ
北
に
廻
つ
て
、長
須
ケ
玉
山
（
重
太
郎
老
人
は
此
名
を
知
ら
な
か
つ
た
）と
共
山
腹
の
田
代
の

一
部

（大
ジ
ョ
ー
田
代
？
）が
無
恰
好
な
鞍
の
様
な
孫
兵
衛
山
の
績
き
に
見
え
、孫
兵
衛
山
か
ら
は
引
馬
峠
の
低
所
を
越
え
て
、

皇
倉

（
二
〇
六
七
米

）
の
二
実
峯
が
高
雑
耳す
る
「
其
左
に
重
つ
シ亘
ｒ浦
こ
遠
く
柑
こ
実
つ
て
見
え
る
の
は
帝
澤
山
で
、
其

脈
は
皇
グ
ラ
に

一
時
隠
さ
れ
て
再
び
現
れ
る
と
度
闊
な
頭
の
田
代
山
と
な
つ
て
ゐ
る
。
田
代
山
の
進
か
彼
方
に
は
遠
く

美
し
い
山
脈
が
二
っ
三
っ
見
え
た
が
、
飯
豊
山
は
恐
ら
く
其
内
の
最
も
雄
大
な
山
績
き
で
あ
つ
た
ら
う
ｏ
其
手
前
に
プ

ラ
ト
ー
状
の

一
山
脈
が
あ
つ
た
が
、
共
方
面
の
智
識
の
あ
は
れ
な
私
に
は
分
ら
な
か
つ
た
ｏ
隧
か
ら
左
に
は
農
岩

（
景

鶴
山
）
が
見
え
、
其
脈
は

一
曲
う
し
て
至
佛
山
に
績
い
て
ゐ
る
が
、
其
間
の
低
所
を
越
し
て
遠
く
見
え
た
利
根
水
源
地

方
の
三
つ
ば
か
う
の
山
塊
は
小
澤
岳
附
近
と
牛
ケ
岳
の
邊
で
な
い
か
と
思
ス
が
、
此
も
私
の
領
分
以
外
の
山
で
あ
る
。

Ｎ
君
が
コ
ダ
ッ
ク
を
持
つ
て
ゐ
た
の
で
、
共
に
安
ん
じ
て
ス
ケ
ッ
チ
も
様
々
し
て
置
か
な
か
つ
た
が
、
婦
つ
て
見
る
と

ア
ャ
メ
ダ
ヒ
ラ

其
篤
具
も
失
敗
で
あ
つ
た
。
至
佛
山
か
ら
形
の
目
立
つ
笠
、
そ
れ
か
ら
近
く
に
菖
蒲
平
、
皿
伏
山
、
荷
鞍
山
な
ど
が
あ

り
、
な
ほ
南

へ
廻
っ
て
武
算
山
は
雲
の
中
に
あ
つ
た
。
魃
岳
と
黒
岩
山
と
の
間
に
は
高
石
山
、
赤
安
山
の
二
千
米
程
度

の
山
が
あ
る
が
、
其
等
は
近
い
せ
い
か
餘
う
に
不
凡
で
あ
る
。
黒
岩
山
か
ら
鬼
怒
沼
へ
績
く
山
脈
は
最
高
識
の
峯
に
際

さ
れ
て
殆
ど
見
え
ず
、
僅
か
に
鬼
怒
沼
山
の
一
部
と
思
は
れ
る
も
の
が
現
れ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。
日
光
の
方
面
は
惜

し
い
哉
此
日
は
す
つ
か
う
曇
つ
て
し
ま
つ
た
。

午
後
二
時
三
十
五
分
、
ガ
ン
ケ
の
峯
か
ら
南
に
帰
る
。
其
時
氣
温
は
撮
氏
の
九
度
を
示
し
て
、
風
も
吹
か
な
い
の
で

大
分
曖
か
で
あ
つ
た
。
前
に
木
に
登
つ
て
頂
を
探
し
た
所
か
ら
僅
い
南
に
移
る
と
、
稽
こ
急
な
上
う
と
な
る
。
さ
う
な

る
と
、
山
上
の
不
も
盤
き
て
漸
く
尾
根
の
形
を
現
は
す
。
切
開
は
微
か
に
分
明
で
、
本
の
根
を
踏
み
、
石
楠
を
押
し
分

岳
●
３
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け
て
登
る
氣
持
が
も
の
珍
ら
し
い
ｏ
几
三
時
の
頃
三
角
黙
の
標
石
を
踏
Ｕ
。
此
の
峯
は
矢
張
西
方
に
崖
が
あ
る
が
、
其

上
に
は
木
も
生
え
て
ゐ
て
、
北
の
ガ
ン
ケ
の
頭
程
感
じ
の
い
ゝ
所
で
は
な
い
。
眺
望
も
大
同
小
異
で
あ
る
が
、
此
庭
で

始
め
て
鬼
怒
沼
山
方
面
を
探
る
事
が
出
家
る
。
頂
か
ら
南
に
か
け
て
侶
松
も
可
成
あ
る
。
豫
定
で
は
此
虎

へ
正
午
前
に

登
つ
て
其
か
ら
國
境
標
ひ
に
鬼
怒
沼
に
向
ふ
筈
で
あ
つ
た
が
、
時
刻
も
遅
い
し
、
檜
枝
岐
の
人
か
ら
藪
の
ひ
ど
い
話
で

も
ど
か
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
、
止
Ｕ
な
く
ヨ
イ
チ
澤
（
コ
ダ
池
澤
）
へ
下
う
る
事
に
決
め
た
。
そ
し
て
私
の
考
へ
で
は
再
び

ヨ
イ
チ
澤
の

一
支
流
を
湖
つ
て
鬼
怒
沼
山
に
出
で
、
そ
よ
う
鬼
怒
沼
を
見
物
し
て
栗
山
村
に
下
る
つ
も
う
で
あ
つ
た
。

乙
の
第
二
の
計
書
も
色
々
の
理
由
か
ら
中
止
し
た
事
情
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

（四
）

ヨ
イ
チ
澤
（
コ
ダ
池
澤
）
の
下
り

名
残
惜
し
く
ヽ
僅
か

一
服
で
黒
岩
山
の
頂
を
離
れ
た
私
達
は
其
か
ら
南
に
尾
根
の
恨
松
を
分
け
て
下
つ
た
）
関
境
の

切
開
は
可
成
新
し
い
標
木
を
連
ね
て
、
餘
り
損
す
る
事
も
な
い
。
途
中
か
ら
國
境
の
南
西
に
屈
曲
し
て
行
く
黒
い
森
林

を
眺
め
る
。
上
州
側
の
中
ノ
岐
澤
の
上
流
は
深
く
階
れ
て
は
わ
る
が
、
共
の
あ
た
う
は
黒
岩
ダ
ン
の
様
に
物
静
か
な
仙

境
を
成
し
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
。
け
れ
ど
水
源
の
黒
岩
山
に
接
す
る
所
は
森
の
内
に
急
に
姿
た
て
、奥
底
も
知
ら
れ
な
い
ｏ

恒
松
は
二
千
米
位
の
所
で
別
れ
て
、
見
る
か
ら
寒
冷
な
針
葉
樹
林
り
間
を
縫
ふ
て
行
く
。
稿
こ
右
に
曲
る
と
傾
斜
の
一

寸
急
な
下
う
が
あ
つ
て
、
其
邊
か
ら
林
班
の
標
木
は
几
十
間
毎
に
明
か
に
敷
へ
て
行
く
事
が
出
家
る
。
笹
も
な
い
、
綺

麗
な
不
が
へ
う
私
達
の
足
下
と
な
る
ン
け
れ
ど
も
時
々
痛
い
小
灌
木
に
見
舞
は
れ
て
嫌
な
氣
持
が
し
な
い
で
も
な
い
。

か
う
し
て
維
に
私
達
は
全
く
た
る
ん
だ
、
里
（本
の
直
立
し
た
山
の
上
に
家
て
し
ま
つ
た
。
さ
ゝ
や
か
な
小
流
が
何
虎
と

も
な
く
流
れ
て
ゐ
た
り
す
る
。
之
か
ら
少
し
上
う
に
な
る
様
子
で
あ
つ
た
が
、
暫
く
偵
察
を
し
て
、
念
々
豫
定
の
下
♭

場
所
に
違
ひ
な
い
と
見
極
め
た
。
其
が
午
後
四
時
の
事
で
あ
る
。

た
る
み
か
ら
下
う
る
と
野
州
側
は
す
ぐ
と
澤
の
窪
に
水
が
湧
い
て
出
た
。
よ
し
此
れ
な
ら
泊
は
安
心
と
、
澤
の
右
の

一
〇
〈
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山
べ
う
を
偉
ひ
、
が
さ
／
ヽ
と
笹
の
間
を
下
う
る
と
、
其
庭
は
澤
の
水
が
滉
浚
と
流
れ
て
、
水
際
の
砂
の
上
は
平
ら
に

恰
かヽ
も
不
土
間
の
様
に
出
来
た
、
恰
好
な
野
螢
地
で
あ
つ
た
。
を
し
て
又
私
は
乙
の
澤
の
手
が
餘
う
に
好
過
ぎ
る
、
山

の
水
の
急
韓
す
る
前
兆
で
は
あ
る
ま
い
か
と
恐
れ
る
。
さ
う
思
つ
て
進
む
と
、
僅
か
一
町
に
し
て
私
達
は
高
い
瀧
の
上

に
立
つ
た
の
で
あ
る
ｃ
瀧
は
線
計
十
二
段
若
し
く
は
其
れ
以
上
も
階
を
な
し
て
、
死
々
た
る
岩
の
上
を
飛
ん
で
ゆ
く
。

其
下
の
流
は
猫
さ
ん
ノ
ヽ
と
水
沫
を
暴
げ
て
、
左
か
ら
末
る
小
澤
と
合
し
、
直
き
に
山
蔭
に
階
れ
て
し
ま
ふ
の
で
あ
つ

た

．
『
ど
う
し
や
う
ソ
・

四
時
二
十
分
過
だ
け
れ
ど
、
此
の
不
で
泊
ら
う
か
、そ
れ
と
も
下
う
て
し
ま
は
う
か
」
と
私
は
尋
ね

る
。
下
流
に
は
幾
ら
か
平
ら
し
い
所
も
見
え
る
の
で
内
心
二
人
の
氣
を
引
い
て
見
る
。「
う
ん
下
う
て
見
や
う
』
。
そ
乙
で

私
は
先
頭
に
な
つ
て
瀧
の
頭
か
ら
崖
頭
に
群
ら
が
る
木
の
間
を
左
に
辛
く
略
切
り
抜
け
て
、
左
の
小
澤
と
の
間
を
下
つ

て
ゆ
く
、
傾
斜
は
随
分
急
で
あ
つ
た
が
、
し
な
や
か
な
木
の
枝
か
ら
枝
へ
と
惇
ひ
、
笹
の
菫
を
握
つ
て
、
韓
落
と
防
ヾ

事
が
出
来
る
。
左
の
小
澤
は
水
は
殆
ど
無

い
が
矢
張
段
々
を
刻
ん
で
う
つ
か
う
寄
う
つ
け
な
い
。
大
き
な
自
樺
の
根
元

か
ら
少
し
左
寄
う
に
移
つ
て
も
漸
く
左
の
小
澤
の
岩
の
上
に
駈
け
下
う
た
。
落
合
は
足
下
で
あ
る
ｏ
そ
し
て
あ
の
十
二

階
の
瀧
を
見
上
げ
る
と
、
又
し
て
も
苦
行
を
谷
に
求
め
に
家
た
旅
人
の
心
を
自
ら
憐
れ
ん
だ
ン
も
う
日
も
暮
に
近
い
。

豫
想
し
た
手
は

一
向
見
営
ら
な
い
の
で
、　
一
行
は
な
ほ
も
岩
か
ら
岩
へ
と
跳
び
下
う
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
水
は
少
い

か
ら
瀑
布
と
云
ふ
べ
き
も
の
も
な
く
て
幸
ひ
で
あ
つ
た
が
、
岩
と
水
の
階
段
は
其
れ
か
ら
其
れ
へ
と
連
つ
て
現
れ
る
。

途
に
室
の
白
色
が
う
す
れ
て
左
右
の
森
の
奥
か
分
ら
な
く
な
つ
た
時
、
や
う
ノ
ヽ
上

ケ
所
の
不
地
を
見
附
け
た
。
其
虎

は

一
つ
の
瀧
の
下
で
、岩
の
上
が
三
坪
ば
か
う
柑
こ
不
ら
に
な
つ
て
ゐ
る
。
其
の
岩
の
繰
に
は
清
列
な
水
の
流
が
あ
り
、

左
側
に
は
森
林
が
程
近
く
、
墜
石
の
恐
れ
も
先
づ
無
い
所
で
あ
つ
た
。
時
刻
は
午
後
五
時
。
私
達
は
早
速

天
幕

を
張

る
。
そ
し
て
午
後
十
時
就
床
の
時
は
氣
温
は
七
度
牛
、
氣
歴
は
六
百
十
九
粍
、
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
の
標
高
千
七
百
十
米
，を

示
す
ｏ
さ
ら
め
く
星
に
封
し
て
Ｎ
君
自
慢
の
葛
湯
と
す
ゝ
つ
て
、
私
達
は
寝
に
就
い
た
。

琥 三 第 年 六 十 第 岳 山
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明
く
れ
ば
十

一
月
三
日
、
午
前
四
時
年
に
起
き
て
火
を
焚
き
付
け
る
。
澤
の
旅
も
幸
に
し
て
好
天
氣
で
あ
る
。
三
合

し
か
た
け
な
い
小
鍋

一
つ
で
飯
も
汁
も
乙
し
ら
へ
る
の
で
手
間
を
取
つ
て
、出
残
し
た
の
は
九
時
十
五
分
過
で
あ
つ
た
。

氣
温
十
五
度
、
氣
腿
は
昨
夜
と
同
じ
で
あ
つ
た
。
野
螢
地
の
下
は
筒
ほ
タ
キ
が
績
い
て
、
爪
先
の
痛
い
程
急
な
岩
の
面

を
注
意
し
て
下
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
谷
の
末
に
は
だ
か
る
山
は
鬼
怒
本
流
の
右
岸
と
覺
え
た
が
、
其
迄
は
可
戊
遠
い

と
威
ず
る
。
九
時
五
十
五
分
、
地
形
国
に
水
源
を
示
し
た
澤
に
合
し
た
。
其
は
鬼
怒
沼
山
の
北
方
か
ら
東
を
指
し
て
流

れ
末
る
も
の
で
あ
る
。
十
二
三
分
休
ん
で
出
懸
け
る
と
も
塞
の
雲
は
南
か
ら
動
く
、
澤
は
最
早
神
経
質
的
な
瀧
の
連
績

を
示
さ
な
い
で
、
先
づ
助
か
つ
た
な
と
思
ふ
。
次
に
コ
ダ
池
澤
の
コ
の
字
の
邊
に
体
ん
で
、
家
た
方
を
仰
ぐ
と
。
私
達

の
下
つ
た
國
境
の
た
る
み
の
左
の
山
が
立
派
に
見
え
た
。
其
下
に
は
崖
が
高
く
む
き
出
し
て
、
附
近
に
は
叉
高
い
瀧
が

か
ヽ
つ
て
見
え
た
　
十
時
四
十
五
分
出
残
り
其
手
前
だ
つ
た
か
先
だ
つ
た
か
忘
れ
た
が

一
寸
美
事
な
瀧
が
あ
る
。
谷

一

杯
に
流
れ
落
ち
て
、
私
達
は
稿
こ
危
い
思
ひ
で
左
岸
を
へ
つ
っ
て
下
つ
た
。
二
十
分
許
し
て
左
岸
に
釣
師
か
何
か
の
小

屋
が
あ
る
。
馨
を
か
け
て
ム
誰

一
人
居
な
い
の
で
其
儘
進
Ｕ
と
、
積
は
漸
く
廣
く
な
つ
て
家
る
。
積
の
内
に
枯
木
が
二

本
に
ゆ
っ
と
立
つ
て
ゐ
る
所
は
最
も
度
い
。
そ
し
て
其
虎
に
大
き
な
四
角
の
岩
が
韓
つ
て
わ
た
の
で
、
私
達
は
其
上
に

攀
ぢ
上
つ
て
休
ん
だ
。
十

一
時
二
十
分
過
で
あ
る
。
（此
虎
は
恐
ら
く
鬼
怒
沼
山
の
東
方
か
ら
流
れ
て
木
る
支
流
の
下

で
、
地
形
固
で
示
す
と

コ
ダ
池
澤
の
池
の
邊
で
あ
つ
た
ら
う
と
思
ふ
。
な
ほ
乙
の
澤
に
は
今
基
げ
た
タ
キ
の
外
に
二
つ

ば
か
う
著
し
い
も
の
が
あ
つ
た
が
、
朧
げ
な
私
の
記
憶
か
ら
其
位
置
を
示
す
の
は
甚
だ
危
険
で
あ
る
か
ら
、
今
は
止
め

て
を
く
。
）

再
び
出
か
け
る
と
も
う
積
は
廣
く
て
瀧
は
薬
に
し
た
く
も
な
い
ｏ
日
も
う
ら
ヽ
か
に
照
っ
て
、
私
達
は
本
流
に
鯛
れ

る
喜
び
を
豫
威
し
て
小
躍
り
す
る
ｏ
然
し
几
三
四
十
分
の
後
に
其
の
廣
い
積
は
俄
か
に

一
縮
み
に
縮
ま
つ
て
。
流
は
左

寄
う
に
忍
び
や
か
に
陰
れ
て
ゆ
く
。
は
て
な
と
其
後
を
追
つ
て
稿
こ
深
い
徒
渉
を
し
て
行
く
と
、
其
庭
は
又
豪
壮
な

一

瀑
布
の
頭
で
あ
つ
た
。
け
れ
ど
も
か
う
な
る
と
本
流
落
日
の
ク
キ
で
あ
る
に
違
ひ
な
い
事
は
線
て
の
事
情
か
ら
明
か
で
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あ
る
。
試
み
に
元
へ
戻
つ
て
右
岸
に
渡
り
、
瀑
の
頭
ま
で
腕
の
如
く
伸
び
た
小
山
を
上
つ
て
見
る
と
、
眼
前
に
は
廣
や

か
な
鬼
怒
本
流
が
、
コ
ダ
池
澤
の
流
を
合
し
て
谷
の
音
槃
を
奏
す
る
の
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
私
達
の
足
下
か
ら
は
小
径

が
下
う
て
ゐ
る
の
で
、
思
は
ず
も
三
人
は
歎
馨
を
奉
げ
る
。
絡
に

一
散
に
駈
け
下
り
て
、
鬼
怒
川
左
岸
の
沙
上
に
腰
ヒ

下
ろ
す
。
正
に
午
後
零
時
十
分
。

コ
ダ
池
澤
落
合
の
瀑
布
は
高
さ
五
六
間
で
、
其
勢
は
流
石
日
光
裏
山
の
水
の
権
威
を

示
し
て
ゐ
る
。
岩
蔭
か
ら
ど
つ
と
お
め
い
て
姿
態
も
か
ま
は
ず
止
む
時
も
な
く
落
ち
る
水
の
さ
ま
は
、
ヨ
イ
チ
澤

（
コ

シ

ム
ボ

ル

ダ
池
澤
）
最
後
の
傑
作
で
あ
り
、
ユ
、
其
が
全
部
の
象
徴
で
も
あ
つ
た
。

（五
）
後

　

　

記

な
け
な
し
の
世
帯
道
具
の
も
蔭
で
あ
る
。
私
達
が
漸
く
書
飯
を
満
腹
し
て
、
川
俣
温
泉
に
向
つ
て
下
‐，
始
め
た
の
は

午
後
三
時
過
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
鬼
怒
峡
谷
の
音
の
林
道
は
ど
う
つ
け
て
あ
る
か
。
全
く
不
案
内
で
あ
つ
た
。
そ
れ
に

同
行
の
Ｎ
君
が
ど
う
し
た
も
の
か
い
つ
も
の
猛
勇
に
似
ず
す
つ
か
り
神
経
を
乙
は
し
て
し
ま
つ
て
、
徒
渉
や
岩
壁
の
ヘ

つ
う
と
な
る
と

一
足
も
出
な
い
。

一
ケ
所
ロ
ー
プ
を
使
つ
た
事
も
あ
る
。
そ
れ
や
乙
れ
や
で
手
白
澤
の
手
前
で
す
で
に

一
時
間
も
費
し
て
、
黒
澤
の
落
合
に
着
い
た
の
は
四
時
五
十
五
分
で
あ
つ
た
。
も
う
足
下
は
暗
い
。
膿
モ
提
灯
を
と
も

し
て
夜
中
の
徒
渉
を
幾
同
と
な
く
や
る
。
水
深
は
股
間
に
達
す
る
事
は
な
い
が
、
流
は
中
々
張
か
つ
た
。
真
暗
闇
の
中

を
湯
澤
の
落
合
を
越
す
と
、
も
う
全
く
人
の
足
跡
は
分
ら
な
く
な
つ
て
「
私
達
は
深
い
淵
の
上
に
立
つ
た
。
其
虎
で
左

岸
の
山
を
越
え
や
う
と
試
み
た
が
、
ど
ち
ら
へ
行
つ
て
も
崖
が
恐
し
か
つ
た
。
止
Ｕ
な
く
元
へ
戻
つ
て
、
情
け
な
く
も

野
螢
と
定
め
る
。
食
糧
は
十
分
あ
る
の
で
命
に
別
條
は
な
い
。
け
れ
ど
寝
た
の
は
十
二
時
頃
で
あ
つ
た
。

十

一
月
四
日
。
朝
水
邊
に
顔
洗
ひ
に
行
く
と
砂
地
に
澤
山
鈴
羊
の
足
跡
が
つ
い
て
ゐ
る
。
昨
夜
か
今
朝
早
く
水
を
飲

み
に
下
う
て
家
た
も
の
ら
し
い
ｏ
例
に
よ
つ
て
破
れ
鍋
の
馬
に
午
前
十
時
頃
迄
荘
然
と
暮
ら
し
て
し
ま
ふ
。
右
岸
に
徒

サ
ピ

渉
し
て
水
面
か
ら
五
六
十
米
の
所
を
へ
つ
っ
て
、
笹
の
多
い
た
る
み
を
東

へ
下
る
、
錆
澤
の
下
で
谷
に
下
う
て
、
間
も
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な
く
川
俣
温
泉
の
宿
に
着
い
た
。
午
後
一
時
頃
で
あ
つ
た
が
、
氣
疲
れ
の
餘
う
つ
い
に
滞
在
と
き
め
る
。
宿
の
主
人
は

吾
々
の
無
茶
な
歩
き
振
う
に
威
心
す
る
。
食
事
は
相
憂
ら
ず
鹿
の
肉
と
小
鳥
．
湯
に
ひ
た
っ
て
流
を
見
乍
ら
、
蓋
き
緻

山
物
語
ケ
」か
は
す
、
折
も
折
と
て
、
其
年
日
の
楽
し
さ
ヽ
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
つ
た
。

十

一
月
五
日
。
も
う
少
し
で
も
荷
を
か
つ
ヾ
の
は
い
や
な
の
で
、
山
口
幸
次
郎
と
い
ス
山
に
詳
し
い
老
人
に
荷
を
し

よ
は
し
て
、
金
山
へ
登
つ
て
ゆ
く
。
午
前
六
時
道
を
上
う
切
つ
て
眺
望
の
い
ヽ
所
か
ら
、

Ｊ
渡
信
州
横
手
山
を
望
む
や

う
な

い
か
つ
い
黒
岩
山
を
望
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
長
い
金
山
道
を
上
つ
て
、金
山
上
の
コ
マ
ゾ
峯
の
鐵
索
の
側
に
立
つ
て
、

黒
岩
、
鬼
怒
、
一量
倉
、
帝
群
、
田
代
、
璽
原
の
山
、
女
貌
等
を
泌
々
と
眺
め
た
。
殊
に
私
達
が
目
の
営
う
に
黒
岩
山
を

見
る
と
。
斯
程
に
幾
日
ヽ
そ
の
山
の
篤
に
割
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
事
が
不
思
議
に
思
へ
た
。
深
山
の
氣
分
が
漸

く
分
る
様
に
覺
え
る
の
が
黒
岩
山
で
あ
る
と
思
つ
力
ｏ
ｉｌ
大
正
十
年
六
月
記
‐―

『
追
　
記
』

黒
岩
山
は
私
よ
り
少
し
前

（
大
正
九
年
七
月
二
十
一
日
）
に
慶
應
義
塾
の
三
田
幸
夫
君
に
よ
つ
て
田
代
帝
澤
の
連
脈
か
ら
縦
走
的
に
登
攀
さ
れ
た
。
其

由
を
私
は
含
員
宮
川
久
雄
若
か
ら
私
の
旅
行
後
に
開
か
さ
れ
た
が
、
去
六
月
二
十
日
姿
行
の

「
登
高
行
」（慶
應
山
岳
部
年
報
）
を
手
に
す
る
に
及
ん
で
、

同
君
の
旅
行
の
経
過
を
知
る
を
得
た
ｃ
同
君
は
孫
兵
術
山
か
ら
尾
根
諄
ひ
に
黒
岩
山
に
登
り
、
下
山
は
黒
澤
を
撰
ば
れ
た
の
で
、
案
内
は
檜
枝
崚
の
宗

七
（姓
を
記
さ
ず
）と
い
ふ
者
で
あ
る
。（
登
高
行
Ｈ
買
五
四
乃
至
六
四
）
こ
れ
に
私
の
行
を
加

ヽ
て
黒
岩
山
は
上
州
方
面
の
谷
及
上
井
國
境
の
尾
瀬
沼
に

至
る
山
脈
を
除

い
て
他
は
大
饉
の
記
録
を
得
た
事
に
な
る
。

行 獲 月 五 年 二 十 正 大
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黒
岩
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る
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十 第 岳 III琥 三 第 年 六

利

根

川

水

源

地

の

山

木

暮

理

太

郎

一
　
水
源
地
の
記
文

乙
ゝ
に
利
根
川
水
源
地
と
い
ス
の
は
、
大
略
西
は
質
川
笠
ヶ
嶽
の
支
脈
と
、
東
は
武
奪
山
の
支
脈
と
に
依
う
て
限
ら

れ
た
利
根
川
上
流
の
地
域
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
此
地
方
の
山
は
割
合
に
高
度
が
低
い
の
で
、
谷
は
深
く
木
立
は
繁

つ
て
ゐ
る
に
も
拘
ら
ず
、
人
目
を
惹
く
こ
と
が
少
な
い
許
う
か
、
反
で
夫
が
篤
に
人
を
遠
ざ
か
ら
し
め
る
傾
が
な
い
で

も
な
い
ｃ
私
の
知
つ
て
ゐ
る
限
り
で
は
、
古
木
此
地
方
に
開
す
る
記
行
文
と
し
て
は
、
僅
に
上
野
藤
原
温
泉
記
行
と
利

根
水
源
探
検
紀
行
と
の
二
編
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
を
見
て
も
、
探
訪
の
人
が
稀
で

あ
つ
た
こ
と
が
分
る
で
あ
ら

う
。
こ
の
中
前
者
は
天
保
十
三
年
に
質
川
温
泉

へ
湯
治
に
行
つ
た
時
の
記
行
で
あ
つ
て
ｂ
著
者
は
不
明
で
あ
る
が
，
文

中
に

「
か
の
庭
は
上
の
し
ろ
し
め
す
土
地
な
に
ば
」
と
あ
る
の
で
、
営
時
此
地
の
領
主
で
あ
つ
た
沼
田
の
土
岐
家
の
人

で
あ
つ
た
乙
と
が
察
し
ら
れ
る
。
爾
生
の
十
八
日

（
高
頭
幹
事
編
著
の
太
陽
暦
年
表
に
擦
れ
ば
陽
暦
四
月
二
十
八
日
）

に
江
戸
を
出
嚢
し
て
其
日
は
補
川
泊
。
十
九
日
上
州
境

（
伊
勢
崎
の
東
南

一
二
年
）、
二
十
日
は
赤
城
山
西
麓
の
溝
呂
木

に
泊
つ
て
、
十

一
日
の
書
頃
に
森
下
に
着
い
た
。
然
る
に
片
品
川
が
彗
し
ろ
水
で
渡
船
が
出
な
い
。
止
む
な
く
其
日
は

森
下
に
逗
留
し
、
十
二
月
森
下
か
ら
二
里
牛
許
上
流
の
生
越
の
先
で
川
が
二
岐
し
て
ゐ
る
所
に
架
し
た
橋
を
渡
つ
て
沼

田
に
入
り
、
荷
物
の
着
く
迄
滞
在
。
十
六
日
沼
田
を
出
立
、
高
日
向
に
て
銚
子
橋
を
渡
り
、
利
根
川
の
右
岸
に
浩
ふ
て

湯
原
大
穴
の
二
村
を
過
ぎ
、
湯
檜
曾
橋
を
渡
う
、
夜
後
橋
に
て
利
根
の
左
岸
に
移
り
、
西
橋
に
て
再
び
右
岸
に
出
で
。

山
路
の
残
雪
を
陥
ん
で
、其
日
の
夕
暮
絡
に
賓
川
温
泉
に
到
着
し
た
。
「
沼
田
よ
う
遠
く
雲
の
み
へ
し
山
も
次
第
に
近
く

な
り
、
つ
ひ
に
雲
り
清
残
る
山
の
ふ
も
と
を
よ
ぢ
い
る
也
」
な
ど
、
昔
の
人
の
山
に
入
る
心
持
が
よ
く
頴
れ
て
ゐ
る
。
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根
川
水
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○
利
根
川
水
源
地
の
山
　
　
木
暮

一　
一
四

道
中
は
す
べ
て
駕
籠
に
乗
つ
た
や
う
で
あ
る
。
此
庭
に
一
ケ
月
ほ
ど
滞
在
し
て
、
其
間
に
見
聞
し
た
こ
と
や
地
方
の
有

様
な
ど
を
筆
に
任
せ
て
書
き
付
け
て
あ
る
が
、
参
考
と
す
可
き
有
盆
の
資
料

に
乏
し
く
な
い
。
後
者
は
明
治
二
十
七
年
九
月
に
群
馬
縣
師
範
學
校
教
論
渡

邊
千
吉
郎
氏
が
利
根
川
水
源
の
探
検
を
企
て
、

一
行
十
数
名
と
共
に
二
十

一

日
湯
小
屋
を
出
獲
し
て
大
声
に
出
で
、
矢
倉
橋
と
渡
多
て
利
根
の
右
岸
を
遡

う
、
其
日
は
湯
の
花
附
近
の
河
原
に
野
螢
。
十
二
日
西
仙
ノ
倉
澤
を
過
ぎ
て

利
根
の
左
岸
に
移
う
、
午
前
十
時
水
長
澤
の
合
流
識
に
達
し
、
利
根
川
の
本

流
を
左
に
見
て
、
其
儘
具
直
に
水
長
澤
に
滑
ふ
て
進
ん
だ
。

一
里
許
う
行
く

と
河
床
が
迪
に
な
く
な
る
。
右
岸
の
山
腹
を
攀
ぢ
、
途
中

一
泊
し
て
十
三
日

に
丼
戸
澤
山
脈
の
一
峰
に
登
る
こ
と
を
得
た
。
此
庭
か
ら
初
め
て
利
根
川
が

幽
谷
の
間
に
自
練
を
布
け
る
が
如
く
流
れ
て
ゐ
る
の
を
下
蹴
し
、
其
奥
に
大

利
根
岳
の
突
死
天
に
朝
す
る
を
望
み
、
水
源
探
検
の
目
的
殆
ど
愛
に
絡
れ
う

と
し
、
再
び
水
長
澤
に
下
多
て
之
を
遡
う
、
上
越
國
撹
山
脈
を
除
え
て
尾
瀬

に
出
る
こ
と
に
決
し
、
途
中
二
泊
し
て
所
謂
文
殊
岩
を
獲
見
し
た
る
後
、
十

五
日
午
後
に
至
お
′て
漸
く
尾
瀬
ケ
原
に
達
し
、
夫
よ
う
戸
倉
に
出
で
、
十
九

日
沼
田
に
縮
着
し
た
営
時
の
賞
況
を
詳
細
に
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
明

治
十
八
年

一
月
獲
行
の
太
陽
第

一
窓
第

一
琥
所
載
利
根
水
源
探
検
紀
行
参

照
）
乙
れ
も
有
盆
な
資
料
で
あ
る
に
は
相
違
な
い
が
、
山
や
谷
の
名
稗
も
模

様
も
極
め
て
縄
に
紹
介
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
讀
過

一
番
思
つ
た
よ

う
得
る
所
が
少
な
い
の
は
是
非
も
な
い
。
そ
れ
と
い
ふ
の
も
人
夫
の
大
部
分

行 螢 月 五 年 二 十 正 大
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が
藤
原
の
者
で
な
く
、
二
好
案
内
者
を
件
は
な
か
っ
た
結
果
で
あ
る
。

私
が
此
地
方
に
始
め
て
足
を
圏
入
れ
た
の
は
、
渡
邊
氏
の

一
行
に
追
雌
し
て
尾
瀬
に
出
た
時
で
あ
る
が
、
今
に
し
て

其
営
時
を
同
想
す
る
も
何

一
つ
記
憶
に
存
し
て
ゐ
る
も
の
が
無
い
。
岩
を
攀
ぢ
た
う
流
を
乱
し
た
う
す
る
こ
と
に
満
身

の
興
味
を
覺
え
て
、
人
の
導
く
が
儘
に
駅
々
と
し
て
足
を
運
ぶ
初
心
の
年
少
登
山
者
に
、
元
よ
う
何
等
観
察
眼
な
ど
あ

る
可
き
筈
も
な
か
つ
た
ｏ

_L

ノヽ

正

九

年
の

夏
に

な
つ

て

含

員
日

尚

藤
島

の

君
と
利
根
の
奥

lこ

行
・，「
″

う

で
は

な
ミ/ヽ
一
「
″

と
trヽ

ふ
乙

と
´
ヽ

話
が

経

た

藤

原
の

月ヽ

學
校
や

其
ｈ
Ｌ

ｉ
劇

唯

の
ル
氏

一
ガ

合
で

あ
る

柳
淀
の
+
」L

人
こ
召

い

合
日
し

て

山
地

の

形
勢

登
路
の

有
無

任貝
金
其
他
を
問
合
せ

人

夫

る
な

ど

人
で
骨
折
つ

て

呉
れ

た

日

尚

君

念
七
月

十

の

夜
lこ

14』

卜Ц

螢
し

ｄ
刀
″

日

や
う

と

す
る

敷
日

ム
リ

ニ
月

lこ

な
つ

て

各
心ン

」

都
合
が
亜
“く
な

つ

て

同
一丁オ

Ｔ

を
断
ら
れ
た

の

は

遺
憾
で
あ
つ

た

力ゞ

策
て

此
方
面

lこ

注
目

し

ゐ

武
田

君
，^β

行

lこ

加

は

て

た

る

乙

と
lこ

な
つ

た
○

人
よ

′
“

ゴ
ι

月

十
ノ
“

ゴ
ι

日

の

夜
行

3デリ
車

″

・

．て

上

野
畔

螢

を

出

し

て

翌
十

八

日

局

崎
鐸
に

下
車
し

夫

電
車
の

便
を
借

よ

う

て

沼

田
lこ

至

ク

沼

田
ユ
刀
″
′
り

自
動
車
で
小

向
こ

行

此

虎
で
藤

戻

日

き

,1(
´ヽ

る

馬
を
頼

み
て

荷
物
だ
け

を
運
ば
せ

ｔ
ヽ

ヤ
ヽ

コ
ノ

ト
“

杢

身

で

ぶ
ら
ノ
ヽ
歩
き

な

′
り

其
日

の

午
後
エ
ハ
時

ミ/ヽ

ス

に
丁
Ｊ

辛
ず

柳

淀

，^β

と

の

lこ

ヨヒ
4目

/ヽ'ヽ

た
○

尤
も

武
田
君
は

早
く
蹄
一只

じ

な

け

れ

ば
な

ら

緻

事
情

あ
つ

た

の

で

■
ム

こ
４

li韮

は

最
初
lこ

至

佛

笠

口
ｍ
及

武
奪

ュ
刊
″

の

一一
一

―■

ア
」

登
う

其
後
藤
島
君
と

私

は
覇
可

ｎ
氏

４
４
４
４

の

奥

と

´ ヽ

l二J
μl

螢
す

る

乙

と
に

極

め

て

先
づ

至
佛

´ ヽ

登
る

目

的

で

十

:プL

日
ア
ヽ

湯
之

月ヽ

屋
´ ヽ

出
懸

け
た

○

か

いヽ

＆
″引

る

こ
崚晏
ジiミ

内
を
頼
ま

思

う

と

つ

た
湯
屋
の

主

人
の

張
慾

ア
ヽ

果

れ
て

゛
Ｑ

万
ん

念

↓
よ

あ
つ

た
ユ
「
″

登
山

を

申
止

し

笙

十

日

柳
こヽ世ヽ

タ

ン
」

踊
る
と
直
ン
・ヽ

準
備
を
ゝ
Ｆ

／
Ｐ

じ

藤
島
君
と
私
と
は
Ｌ
‥

４
１

日

lこ

豫
定
の

上

多

武
田

君
は

賓
川
笠
ケ

嶽
に

登
つ

後

玉

た

原
越
を
経
て

蒟テ
一尿
の

途
ヽ
Ｃ

Ｌ
化

ュ屈

か

れ

た
○

′
Ｌ

工
４

達
よ

初
の

考

と
は

多

少

ユ
ー

二
二
ロ

書
を
憂
´ ヽ

て

利
根
川
水
源
地
の

登

山
の

第

ユL
ιレ

澤
岳
に

を

月ヽ

向
つ

て

投
ず
る

乙

と
lこ

し

た
0

そ
し

て
ユ
ー

ヨ
ー

日

の
バ「
ハ

ーr

０
日

十

時
過

lこ

漸

其
頂
上

ン
ヽ

攀
ぢ
を
ど

▼
″■

る

乙

と
ぎヽ

得

た
C

夫

か
′
り

は

_L
ふ
基

土
た

の

國
授
山
脈
を
ＩＩ
ニ

「ヽ
奥

露
螢

四

多

泊
ア
ヽ

し

て

廿・

日

午
後

時
大
自
澤
山
の

角
lこ

達
し

Ｆ
ｌｌ
一

オ
「働

又

下

ｌｒ
じ

を

う
て

碁
澤
フ^「
″

ら
至
佛
山
に

上

う

ゾ

ノじ/

澤
を

下
つ

て

つの上で旅′
“

耳
ι十

琥 三 第 年 六 十 第 岳 山

○
利
根
川
水
源
地
の
山
　
　
木
暮

三

二

(308)
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行 螢 月 五 年 二 十 正 大

○
利
恨
川
水
源
地

の
山
　
　
木
暮

九
日
に
柳
淀
に
婦
著
し
た
の
で
あ
る
。

上
述
の
や
う
な
次
第
で
賞
際
私
の
跛
渉
し
た
部
分
は
甚
だ
少
く
、
其
餘
の
質
川
笠
ケ
岳
か
ら
小
澤
岳
に
至
る
上
越
國

境
山
脈
や
、
片
品
水
上
二
村
の
界
を
な
す
山
脈
及
乙
の
雨
山
脈
か
ら
派
出
す
る
幾
多
の
支
山
脈
に
就
て
は
、
工
に
知
る

所
が
な
い
と
い
ス
て
ょ
い
の
で
あ
る
。
是
等
は
他
日
階
査
の
上
増
補
す
る
考
で
あ
る
が
、
其
中
の
若
干
は
地
誌
や
給
国

の
類
に
接
つ
て
、
其
梗
概
だ
け
で
も
述
べ
て
置
く
こ
と
に
し
た
Ｊ

二
　
水
源
と
文
殊
岩

利
根
川
の
名
は
早
く
既
に
萬
葉
集
に
顧
れ
て
ゐ
る
が
、
其
水
源
に
就
て
多
少
な
―，
と
も
説
明
の
筆
を
下
し
て
ゐ
る
も

の
は
、
恐
ら
く
義
経
記
が
最
初
で
は
あ
る
ま
い
か
。
義
経
記
の
著
者
は
不
明
で
あ
る
、
従
つ
て
著
作
の
年
代
も
知
る
乙

と
を
得
な
い
。
さ
れ
ど
大
路
足
利
時
代
の
初
期
の
作
で
あ
ら
う
と
い
ス
説
が

一
般
に
信
じ
ら
れ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
Э

笈
に
坂
東
に
名
を
得
た
る
大
河

一
つ
あ
り
、
此
河
の
水
上
は
上
野
國
利
根
の
庄
藤
原
と
い
ス
所
よ
う
落
ち
て
水
上

速
し
、
末
に
下
り
て
在
五
中
搭
の
隅
田
川
と
ぞ
名
付
け
た
る
。

利
根
川
が
ま
だ
東
京
彎
に
注
い
で
ゐ
た
頃
で
、
其
時
は
荒
川
も
今
の
元
荒
川
の
水
路
を
流
れ
て
、
越
ケ
谷
附
近
で
利

根
川
に
入
り
、
荒
川
の
現
水
路
は
人
間
川
の
河
身
で
あ
つ
た
か
ら
、
末
は
在
五
中
膳
の
隅
田
川
と
い
ス
た
の
で
あ
る
。

尭
恵
法
師
の
北
國
記
行
に
も

「
利
根
人
間
の
二
川
落
合
へ
る
所
に
か
の
古
き
渡
り
あ
り
」
と
書
い
て
あ
る
。
是
等
の
記

事
は
利
根
川
流
域
の
憂
遷
を
研
究
す
る
に
は
貴
重
な
る
材
料
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
其
水
源
に
開
し
て
は
、
藤
原
の
如
何

な
る
場
所
か
ら
稜
源
し
て
ゐ
る
か
、

一
向
に
知
る
こ
と
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

徳
川
幕
府
の
中
世
以
後
に
な
る
と
、
利
根
川
は
利
根
郡
文
殊
嶽
の
幽
谷
よ
う
獲
す
と
か
、
又
は
藤
原
村
の
山
中
に
文

殊
岩
な
る
も
の
が
あ
つ
て
、
形
が
文
殊
菩
薩
に
似
て
ゐ
る
、
其
乳
か
ら
滴
ヶ
落
ち
る
水
が
利
根
川
の
源
で
あ
る
と
い
ス

や
う
な
記
事
が
諸
書
に
散
見
す
る
の
利
根
川
固
志
や
江
戸
名
所
固
含
な
ど
も
比
例
で
あ
る
。
其
等
の
中
の
ど
れ
が
利
根

一　
一
六

(309)



川
の
水
源
と
文
殊
と
を
結
び
付
け
た
最
初
の
記
文
で
あ
る
か
、
精
し
く
調
べ
て
は
見
な
い
が
、
出
所
は

一
で
あ
つ
て
、

そ
れ
が
各
書
に
引
用
さ
れ
た
も
の
に
相
違
な
い
と
想
ふ
の
で
あ
る
。
藤
原
村
の
樽
説
に
接
る
ル
、
今
か
ら
百
四
五
十
年

前
に
利
根
川
を
遡
つ
て
、
文
殊
菩
薩
の
乳
頭
か
ら
滴
う
落
ち
る
水
が
利
根
川
の
水
源
を
な
し
、
附
近
は
光
明
怖
灼
と
し

て
輝
い
て
ゐ
る
の
を
見
た
者
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
安
永
三
年
の
自
序
あ
る
上
野
國
志
に
は
、
文
殊
の
こ
と
は
少

し
も
書
い
て
な
い
所
か
ら
推
す
と
、
此
樽
説
の
起
源
は
其
以
後
の
こ
と
で
あ
ら
う
ｏ
然
る
に
文
化
初
年
の
述
作
で
あ
る

武
蔵
演
路
の
利
根
川
の
條
に
は

「或
抄
に
云
」
と
し
て
次
の
記
事
が
あ
る
。

か
つ
し
か
郡
の
中
に
大
川
有
、
大
井
川
と
云
ふ
、
川
の
西
を
葛
西
の
郡
と
い
ふ
也
）
案
る
に
利
根
川
也
。
此
川
上

は
筑
波
根
の
み
な
の
川
に
て
、其
源
常
州
文
殊
ケ
嶽
よ
う
落
始
る
を
以
て
、智
恵
利
根
の
意
に
て
利
根
川
と
名
付
。

太
井
川
と
は
大
河
な
る
ゆ
へ
な
る
べ
し
と
云
々
。

太
井
川
（
現
在
の
江
戸
川
）と
利
根
川
と
を
混
同
し
、
二
利
根
の
川
上
は
筑
波
根
の
み
な
の
川
で
、
其
源
は
常
州
文
殊
ケ

嶽
よ
う
落
始
る
な
ど
、
↓
る^
で
痴
人
か
狂
人
の
語
る
を
聞
く
に
似
た
記
事
で
あ
る
。
其
営
時
に
在
う
て
ム
少
し
く
地
理

に
通
じ
て
ゐ
る
人
の
耳
に
は
、
可
笑
し
く
響
い
た
に
相
違
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
ｏ
残
念
な
事
に
は
唯
或
抄
と
の
み
あ
つ

て
、
書
名
が
記
載
し
て
な
い
の
み
な
ら
ず
、
其
年
代
を
も
知
る
こ
と
を
得
な
い
が
、
武
蔵
演
路
の
著
者
が
餘
う
重
き
を

置
い
て
ゐ
な
い
所
か
ら
推
し
て
、
勿
論
立
派
な
著
書
と
稗
す
可
き
も
の
で
は
な
い
ら
し
い
。
夫
は
兎
に
角
常
州
上
州
の

常
否
は
さ
て
措
き
、
私
の
考
で
は
乙
れ
が
利
根
と
文
殊
と
を
結
付
け
た
最
初
の
も
の
で
は
な
い
か
と
想
ふ
。
そ
し
て
文

殊
ケ
嶽
か
ら
磯
源
す
る
の，で
、
智
恵
利
根
の
意
か
ら
利
根
川
と
名
付
く
と
あ
る
け
れ
ど
も
、
利
根
川
は
古
く
か
ら
の
名

で
あ
つ
て
兄
れ
ば
、
こ
れ
は
寧
ろ
本
末
を
顧
倒
し
た
も
の
で
、
利
根
即
智
悪
の
意
か
ら
、
利
根
川
の
源
を
文
殊
菩
薩
に

擬
し
た
も
の
と
す
る
の
が
適
切
で
あ
ら
う
。
斯
う
考

へ
る
と
利
根
川
水
源
と
文
殊
と
の
関
係
は
、
頗
る
眉
に
睡
す
可
き

性
の
も
の
で
、
或
は
氣
ま
ぐ
れ
な
坊
さ
ん
な
ど
の
戯
談
か
ら
駒
が
出
て
、
前
記
の
樽
説
ま
で
も
生
じ
た
の
で
は
な
か
ら

う
か
。
利
根
水
源
探
検
紀
行
に
於
て
、
渡
邊
氏
は
所
調
文
殊
岩
な
る
も
の
を
螢
見
し
た
う
と
な
し
、

岳第十エハ
た曇
‐

第三む
た

二．フ

○
利
根
川
水
源
地
の
山
　
　
木
暮

一　
一　
名
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行 獲 月 五 年 二 十 正 大

○
利
根
川
水
源
地
の
山
　
　
木
暮

念
遡
れ
ば
念
奇
に
し
て
、
岩
皆
凡
な
ら
ず
、
右
側
の
危
峰
を
超

へ
て
俯
説
す
れ
ば
、
豊
固
ら
ん
や
漢
間
の

一
丘

上
、文
殊
菩
薩
の
危
坐
せ
る
あ
う
。
百
二
十
年
以
前
に
見
た
る
所
の
人
あ
り
と
偉
ふ
所
の
文
殊
岩
は
即
ち
之
な
り
。

衆
皆
相
手
喝
桑
し
て
探
検
者

一
行
の
大
螢
見
を
喜
ぶ
。
直
に
丘
下
に
到
多
て
仰
ぎ
見
れ
ば
、
丘
の
高
さ
百
尺
餘
、

天
然
の
奇
岩
死
と
し
て
其
頂

上
に
立
ち
、

一
見
人
工
を
加
へ
た
る
文
殊
菩
薩
に
髪
髭
せ
り
。
傍
に

一
大
古
松
あ

り
。
欝
と
し
て
此
文
殊
岩
を
掩
へ
う
。
丘
を
攀
登
し
て
岩
下
に
近
づ
か
ん
と
す
る
も
瞼
崖
頗
る
甚
じ
。
小
西
君
及

余
の
二
人
奮
螢

一
番
衆
に
先
つ
て
上
る
、
他
の
者
次
で
到
る
。
岩
に
近
づ
け
ば
菩
薩
の
乳
頭
と
覺
し
き
所
に

一
穴

あ
り
。
頭
上
に
も
亦
穴
を
開
け
う
。
古
人
の
所
謂
利
根
水
源
は
、
文
殊
菩
薩
の
乳
よ
う
出
づ
と
は
、
即
ち
積
雲
上

を
階
み
末
う
し
際
、
雪
解
け
て
水
と
な
り
此
乳
頭
よ
♪
滴
下
せ
る
を
見
た
る
を
云
ふ
な
る
べ
し
。
さ
れ
共
水
源
を

以
て
此
虎
に
在
う
と
す
る
は
非
な
り
。

と
書
れ
て
ゐ
る
が
、
私
は
そ
れ
を
多
少
佛
瞳
に
似
た
岩
を
偶
然
獲
見
し
た
も
の
と
見
倣
し
て
、
ど
う
も
此
岩
を
古
く
見

た
人
が
あ
る
篤
に
偉
説
が
生
じ
た
と
は
信
じ
兼
ね
る
の
で
あ
る
。

▲維
新
後
に
な
っ
て
も
此
偉
説
は
哉
だ
相
営
に
勢
力
が
あ
つ
た
も
の
と
覺
し
く
ゝ
之
に
接
つ
た
地
誌
も
あ
る
春
で
あ
つ

た
。
明
治
十
二
年
編
纂
の
郡
村
誌
藤
原
村
利
根
川
の
條
下
に
は
、

本
村
ノ
北
方
駒
ケ
嶽

（
一
名
文
殊
岳
）
ヨ
リ
水
長
澤
フ
出
ス
。
三
漢
山
中

二
合
ン
、
十
五
里
許
ニ
ン
テ
利
根
川
ニ

入
／
、
世
人
是
フ
利
根
川
ノ
源
ト
ス
、
大

二
誤
ン
ソ
。
此
ノ
三
條
ノ
内
何
ン
ノ
一
條
力
文
殊
岩
ノ
乳

ョ
ソ
滴
″
モ

ノ
ァ
リ
。
古
家
往
々
突
尋
ス
〃
モ
ノ
得
テ
見
／
モ
ノ
ア
リ
、
得
テ
見
ザ
″
モ
ノ
ア
リ
。
草
木
フ
分
ケ
瞼
岨
フ
渉
／

二
方
位
フ
失
ン
、
貴

二
何
ノ
漢
夕
／
フ
知
／
能

ハ
ズ
。
蓋
ン
利
根
ノ
本
根
ハ
古
家
見
究
夕
／
モ
ノ
ナ
ン
ト
云
フ
。

叉
水
長
澤
の
條
に
は
、

三
流
澤
ト
モ
云
。
源
フ
三
所
二
出
ス
。

一
ハ
戸
倉
村
尾
瀬
ノ
界
笹
分
峯

ヨ
ソ
出
ン
、　
一
ハ
尾
瀬
ノ
石
坂
ノ
西
脊

ニ

出
ン
、

一
ハ
中
手
山
ノ
北
端
二
出
ヌ
、
之
フ
三
弦
卜
云
。
皆
敷
ケ
所
二
瀑
布
ア
リ
。
下
流
合
ン
テ
岩
崖
ノ
漢
底
フ

一　
一
〈
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濃
り
、
西
下
ン
テ
利
根
川

二
入
／
。
長
拾
四
里
幅
拾
三
間
。
三
漢
ノ
内
源
フ
文
殊

岩

二
螢
ス
／
モ
ノ
ァ
ッ
ト
イ

ノ
。

と
い
ふ
て
ゐ
る
。
所
謂
駒
ケ
岳
は
上
野
國
志
に
擦
れ
ば
、
「
駒
子
山
の
東
越
後
界
に
あ
り
、
越
後
に
て
白
澤
嶽
と
云
」と

あ
つ
て
、
陸
地
測
量
部
稜
行
五
萬
分

一
日

（
八
海
山
固
幅
）
の
自
澤
山
或
は
大
白
澤
山
に
相
営
し
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る

が
、
戸
倉
村
の
書
上
で
は
景
鶴
山
の

一
名
を
駒
ケ
嶽
と
い
ふ
の
で
あ
る
、
こ
れ
は
藤
原
村
の
営
事
者
が
賞
地
を
知
ら
な

い
で
、
樽
聞
の
儘
を
書

い
た
馬
の
誤
で
あ
ら
う
ｏ
此
記
事
か
ら
見
て
も
文
殊
岩
の
頗
る
曖
昧
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が

明
か
で
あ
る
と
同
時
に
、
利
根
川
の
水
源
が
文
殊
に
結
び
付
け
ら
れ
る
に
至
っ
た
諄
は
、
そ
れ
乙
そ
文
殊
の
智
恵
を
借

ダ
な
く
と
も
谷
識
が
行
く
や
う
で
あ
る
。

以
上
は
主
と
し
て
利
根
川
の
水
源
に
開
す
る
記
文
に
就
て
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
水
源
地
の
山
岳
の
古
い
記
録
も
、

元
よ
う
不
完
全
で
あ
う
少
数
で
は
あ
る
が
保
存
さ
れ
て
ゐ
る
。
例
せ
ば
正
保
国
や
上
野
國
志
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
天

保
以
後
に
な
る
と
更
に
其
敷
は
増
加
す
る
が
、
根
本
の
国
書
は

一
つ
か
二
つ
で
あ
る
か
ら
、
著
者
は
異
つ
て
ゐ
て
も
其

記
載
す
る
所
は
殆
ど
同
じ
で
あ
つ
て
、
新
に
得
る
所
の
な
い
の
が
常
で
あ
る
。
今
は
其
等
に
就
て
一
々
説
明
す
る
こ
と

≫
・ヽ避
け
．
私
の
階
査
の
及
ば
な
い
部
分
を
補
ふ
材
料
と
し
て
、
後
に
必
要
に
應
じ
て
引
用
す
る
際
に
比
較
研
究
し
て
見

た
い
と
思
ふ
）

三

河

と

山

脈

清
水
街
道
の
湯
檜
曾
か
ら
岐
れ
て
藤
原

へ
行
く
二
里
餘
の
道
は
、
始
絡
利
根
川
に
滑
ふ
て
ゐ
る
。
粟
澤
の
部
落
を
通

わ
抜
け
、
柿
不
を
過
ぎ
て
夜
後
に
近
づ
く
と
、
川
は
引
括
ら
れ
た
や
う
に
狭
く
な
つ
て
、
殊
に
夜
後
橋
の
下
で
は
織
に

四
五
尺
の
幅
に
盛
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
タ
デ
ソ
リ
ノ
セ
ン
と
い
ム
の
は
幅

一
間
あ
ま
り
高
さ
四
五
尺
の
瀑
で
、
其
下
は
深

い
淀
が

一
二
町
許
う
も
績
き
、
こ
の
上
流

へ
木
て
も
驚
く
程
水
量
の
豊
富
で
あ
る
利
根
の
水
が
晴
線
に
沈
ん
で
渦
を
悠

〇
利
根
川
水
源
地
の
山
　
　
木
暮

一　
一
ル
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い
た
う
、
聾
を
呑
ん
で
冷
く
グ
ラ
ノ
ヽ
煮
ぇ
返
ぅ
な
が
ら

最
後
に
大
淵
の
物
凄

い
瀞
か
ら
サ
ツ
と
温
れ
て
、急
瀬
に
自

泡
を
立
て
ヽ
走
う
下
つ
て
行
く
ｃ
河
の
中
に
突
き
出
し
た
巌
の
上
に
立
つ
て
限
を
上
流
に
放
つ
と
、
お
も
し
ろ
い
形
を

し
た
Ｅ
岩
が
或
は
横
に
婚
う
或
は
縦
に
時
つ
て
、雨
岸
に
高
さ
二
丈
許
う
の
崖
を
連
ね
、崖
上
に
は
大
樹
枝
を
交

へ
て
鬱

蒼
と
し
て
河
を
掩
ふ
て
ゐ
る
。

鮮
が
こ
の
瀑
を
超
え
や
う
と
し

て
跳
び
上
る
所
を
索

早
く
掬

ひ
取
る
篤
に
、
漁
夫
が
手
網
ヒ

持
つ
て
岩
蔭
に
待
つ
て
ゐ
る
。

私
達
が
遊
ん
で
居
る
間
に
も
二

度
許
う
網
の
閃
く
の
を
見
た
。

此
外
に
も
上
流
に
は
柳
淀
、
追

淀
、
石
上
淀
な
ど
が
あ
る
。
旅

合
の
林
忠
七
方
は
柳
淀
に
近
い

か
ら
共
名
を
屋
琥
と

し

で
ゐ

る
。
西
ノ
セ
ン
は
横
山
か
ら
西

へ
渡
る
西
橋
の
上
手
に
あ
ろ
も

の
で
、
全
川
が
河
床
を
斜
に
高

さ
五
六
尺
の
瀑
を
な
し

て
ゐ

る
。
此
虎
で
も
鱒
が
盛
に
獲
れ
る
さ
う
で
あ
る
。
叉
立
岩
と
い
つ
て
黒
部
の
東
鐘
釣
山
を

一
方
か
ら
望
ん
だ
や
う
な
高

い
絶
壁
を
封
岸
に
仰
ぐ
の
も
柿
不
と
夜
後
と
の
間
で
あ
る
。
此
あ
た
う
は
峡
勢
頗
る
窄
迫
し
て
、
げ
に
藤
原
に
入
る
開

影撮氏男敏島藤    淵大とンセノ リソデク
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門
と
謂
ふ
て
よ
い
。
此
庭
を
過
ぎ
て
か
ら
畑
の
が
か
田
ま
で
が
村
里
の
や
う
に
開
け
て
ゐ
や
う
と
は
、
誰
も
想
像
せ
緻

で
あ
ら
う
が
、
夜
後
橋
を
渡
る
と
右
側
の
山
が
脚
を
投
げ
出
し
た
形
に
身
を
退
け
て
、
廣
表
二
里
に
餘
る
山
ス
と
こ
ろ

の
諸
所
に
、　
一
か
た
ま
う
の
部
落
が
監
在
し
て
、
青
々
と
し
た
水
田
を
見
る
の
に
驚
く
で
あ
ら
う
ｏ
そ
し
て
其
水
田
の

向
ス
に
多
量
の
残
雪
を
額
に
も
谷
間
に
も
自
く
輝
か
し
た
山
を
見
る
に
到
つ
て
、　
一
層
の
驚
き
と
共
に
打
舞
し
て
喜
ば

な
い
者
が
あ
る
で
あ
ら
う
か
ｏ

元
家
奥
上
州
、
殊
に
利
根
川
の
水
源
地
を
目
む
山
の
中
に
は
、
二
千
米
突
を
超
え
て
ゐ
る
も
の
は
誠
に
少
な
い
。
最

高
位
を
占
む
る
至
佛
山
で
さ
へ
二
千
二
百
二
十
八
米
突
に
し
か
達
し
て
居
ら
ｎ
ｏ
其
他
は
二
千
百
五
十
八
米
突
の
武
算

山
、
二
千
百
三
十
九
米
突
の
平
ヶ
岳
、
二
千
五
十
七
米
突
の
笠
ケ
岳
を
除
け
ば
、
餘
は
皆
二
千
米
突
以
下
の
山
許
う
で

あ
る
、
尤
も
千
九
百
米
突
を
超
え
て
ゐ
る
も
の
は
十
餘
座
を
敷
ふ
る
こ
と
を
得
る
が
、
兎
に
角
高
度
に
於
て
秩
父
は
さ

て
措
き
、
日
光
火
山
群
に
す
ら
逢
に
劣
つ
て
ゐ
る
に
拘
ら
ず
、
こ
れ
が
二
千
米
突
前
後
の
山
で
あ
る
と
は
如
何
し
て
も

思
は
れ
な
い
、
少
な
く
と
も
二
千
六
七
百
米
突
の
山
脈
を
望
む
の
威
が
あ
る
。
其
中
で
も
利
根
川
の
右
岸
即
ち
西
側
に

在
る
も
の
は
，
越
後
の
駒
ケ
岳
や
中
ノ
岳
か
ら
清
水
峠
に
連
る
所
謂
清
水
山
塊
の
大
部
分
を
な
す
長
大
な
山
脈
で
あ
つ

て
、
飛
騨
山
脈
で
い
へ
ば
立
山
山
脈
に
営
る
も
の
で
あ
る
。
各
季
日
本
海
上
を
掠
め
ｔ
ホ
る
西
北
の
風
は
、悉
く
其
水
蒸

氣
を
拉
じ
家
つ
て
、
先
づ
立
山
山
脈
に
多
量
の
雪
を
降
ら
す
の
と
同
様
に
、
此
山
脈
に
多
量
の
雪
を
降
す
の
で
、
利
根

川
の
左
岸
即
ち
東
側
に
あ
る
後
立
山
山
脈
に
比
す
可
き
手
ケ
嶽
や
至
佛
山
及
武
箪
山
等
を
連
ね
る
山
脈
ょ
う
も
、
高
さ

は
低
い
が
積
雲
の
量
は
餘
程
多
い
か
ら
し
て
、
北
寄
う
の
手
ケ
嶽
に
辛
う
じ
て
少
量
の
雪
を
認
め
、
至
佛
山
や
其
の
東

北
に
在
る
附
近
第

一
の
高
峯
二
千
三
百
四
十
六
米
突
の
隧
岳
に
さ
へ
、
恐
ら
く
彗
の
片
影
を
止
め
ざ
る
八
月
盛
夏
の
候

も
、
省
ほ
谷
と
い
ふ
谷
は
殆
ど
全
部
雪
漢
を
な
し
て
ゐ
る
。
其
壮
槻
は
蓋
し
松
本
不
か
ら
仰
望
し
た
常
念
山
脈
を
凌
ぐ

の
概
が
あ
る
。
就
中
駒
ケ
嶽
か
ら
中
ノ
嶽
に
至
る
連
暉
は
、
社
見
た
る
山
容
と
雄
渾
な
る
峯
勢
と
相
待
つ
て
、
槍
穂
高

の
山
塊
を

想
起
せ
し
む
る
も
の
が
あ
る
の
み
で
な
く
、
北
又
川
の
上
流
に
面
し
て
多
数
の
雪
漢
を
懸
け
連
ね
て
ゐ
る

○
利
根
川
水
源
地
の
山
　
　
木
暮

〓

〓
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○
利
根
川
水
源
地
の
山
　
　
木
暮

〓
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の
で
、枝
折
峠
か
ら
北
叉
の
谷
に
下
り
込
ん
だ
石
瀧
橋
の
附
近
か
ら
西
望
す
る
と
、宛
と
し
て
上
河
内
の
漢
谷
か
ら
眉
に

追
る
大
山
岳
を
増
仰
す
る
の
観
が
あ
る
と
い
ふ
乙
と
で
ぁ
る
。
よ
し
乙
れ
は
少
し
く
比
較
の
埓
外
に
逸
出
し
た
言
葉
で

あ
る
と
し
て
も
、
中
ノ
岳
の
南
方
に
獲
源
す
る
り
徳
零
の
上
部
の
如
き
は
、
細

い
な
が
ら
も
二
十
餘
町
の
雪
漢
が
績
い

て
わ
る
の
を
見
た
。
下
津
川
山
の
画
北
に
在
る
佐
具
利
山
（
椴
稗
）な
ど
も
、
高
さ
は
千
八
百
米
突
に
も
達
し
な
い
が
、

東
北
側
に
懸
る
二
條
乃
至
三
條
の
雲
漢
は
、
軌
れ
も
十
餘
町
に
亘
る
で
あ
ら
う
ｏ
奈
良
澤
の
支
流
幽
の
澤
の
如
き
も
、

魚
留
ノ
瀑
か
ら
上
は
、
幽
澤
山
と
小
澤
嶽
と
を
連
ね
る
最
低
の
鞍
部
の
直
下
ま
で
雲
漢
の
家
て
ゐ
る
こ
と
を
後
に
知
つ

て
、
ひ
ど
い
藪
潜
う
と
し
な
が
ら
尾
根
を
登
つ
た
不
覺
さ
を
悔
い
た
程
で
あ
る
。
此
等
は
僅
に
二
三
の
例
を
睾
げ
た
も

の
に
過
ぎ
な
い
が
、
雪
量
の
多

い
こ
と
は
こ
れ
丈
で
も
推
察
す
る
こ
と
を
得
や
う
と
思
ふ
。
惜
い
乙
と
に
は
山
が
低
い

篤
に
、
こ
の
雪
は
書
夜
共
に
溶
け
て
ゐ
る
か
ら
、
十
月
中
旬
初
雪
の
降
る
迄
に
は
、
大
部
分
は
清
失
す
る
で
あ
ら
う
け

れ
ど
も
、
九
月
下
旬
筒
ほ
利
根
の
右
俣
左
俣
の
奥
に
は
、
畦
々
た
る
白
雪
を
認
め
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
其
中
の
幾
部

分
は
高
年
雪
と
な
つ
て
残
る
で
あ
ら
う
と
想
ふ
。
藤
原
温
泉
記
行
の
著
者
が
布
引
山
よ
う
大
鳥
帽
子
山

へ
掛
る
虜
に
雪

の
絶
ぎ
る
と
乙
ろ
有
と
、
土
人
高
年
雪
と
琥
く
。
外
に
も
ケ
様
の
庭
あ
り
と
い
ふ
と
書

い
た
の
も
謂
な
し
と
は
い
へ
な

い
。此

の
如
く
山
は
低
い
上
に
、
大
水
上
山

一
名
利
根
岳
か
ら
東
西
に
分
岐
し
た
山
脈
は
、
大
艦
に
於
て
南
北
の
走
向
を

取
つ
て
は
ゐ
る
が
、
決
し
て
平
行
す
る
こ
と
な
く
廣
く
左
右
に
展
開
し
て
ゐ
る
。
従
つ
て
其
間
を
流
れ
る
利
根
の
漢
谷

は
、
極
め
て
上
流
の
小
部
分
例
せ
ば
水
源
か
ら
水
長
澤
の
合
流
織
附
近
に
至
る
直
征
三
里
た
ら
ず
の
間
が
相
勾
配
が
急

オ

ヒ
サ
タ

ヒ

で
あ
つ
て
、
雨
岸
に
壁
立
の
岩
崖
が
績
い
て
ゐ
る
。
生
咋
や
シ
ッ
ケ
イ
ガ
マ
ハ
ン
な
ど
い
ふ
所
の
あ
る
の
も
此
間
で
あ

る
。
生
咋
は
越
後
澤
山
か
ら
東
に
派
出
し
た
尾
根
が
川
に
臨
ん
で
蓋
る
あ
た
う
に
あ
つ
て
、利
根
川
が
長
い
瀞
と
な
し
、

其
奥
に
瀑
が
あ
つ
て
岩
の
洞
窟
か
ら
奔
下
し
て
ゐ
る
。
左
右
は
高
い
岩
壁
で
あ
る
か
ら
容
易
に
近
づ
き
得
な
い
と
い
ふ

乙
と
で
あ
る
。
稀
に
此
庭
ま
で
魚
釣
に
ホ
る
者
も
あ
る
が
、
此
庭
か
ら
上
流
へ
は
行
つ
た
者
が
無
い
と
謂
れ
て
ゐ
る
。
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郡
村
誌
に
は
藤
原
村
の
名
勝
の
中
に
、

塗
桶
山
筒
川
　
負
塞
ト
モ
云
。
塗
桶
ノ
西
麓
利
根
川
土
中
フ
潜
流
ス
／
コ
ト
壼
里
餘
、其
中

二
岩
療

一
ケ
所
ア
リ
Ｏ

と
あ
る
。
私
達
が
人
夫
か
ら
聞
い
た
所
と
は
相
違
し
て
ゐ
る
鮎
も
あ
る
が
、
オ
ヒ
は
順
れ
る
ク
ヒ
は
隠
れ
る
こ
と
で
、

即
ち
陰
願
す
る
意
味
で
あ
る
か
ら
．
伏
流
の
末
端
が
瀑
を
な
し
て
ゐ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も

一
里
餘
う

の
伏
流
は
少
し
大
袈
裟
な
様
で
あ
る
。
シ
ッ
ケ
イ
ガ
マ
ハ
ン
は
長
い
岩
壁
を
棚
み
な
が
ら
廻
る
所
で
、
丁
度
地
国
の
小

穂
口
山
の
東
に
営
つ
て
ゐ
る
。
生
咋
附
近
か
ら
上
流
に
な
る
と
、
山
側
の
傾
斜
も
急
で
あ
る
し
、
横
尾
根
は
軌
れ
も
疫

せ
て
岩
石
の
露
出
し
た
鎌
尾
根
で
、
其
間
の
澤
は
細
い
上
に
深
く
且
瀑
が
多

い
か
ら
、上
る
に
し
て
も
下
る
に
し
て
も
、

夏
季
の
雪
漢
の
頃
は
反
て
困
難
で
あ
り
危
険
の
場
合
が
あ
る
。
若
し
積
雪
全
漢
を
埋
め
て
固
く
疑
結
し
た
晩
各
初
春
の

候
か
、
又
は
雪
が
溶
け
去
つ
た
九
月
下
旬
で
あ
る
な
ら
ば
、
其
困
難
も
危
険
も
無
説
し
て
差
支
な
い
程
度
に
緩
和
さ
れ

る
で
あ
ら
う
。

水
長
澤
の
合
流
鮎
か
ら
下
流
は
、
水
量
は
盆
多
く
な
る
が
反
封
に
勾
配
は
念
緩
く
な
つ
て
、
大
淵
に
至
る
迄
の
六
七

里
の
間
に
於
て
三
百
餘
米
突
の
落
差
あ
る
の
み
で
あ
る
か
ら
、
勾
配
の
激
し
い
河
床
を
怒
帳
奔
溺
し
て
矢
の
や
う
に
流

駿
す
る
壮
快
な
急
流
の
趣
は
甚
だ
乏
し
い
。
況
し
て
百
尺
の
崖
底
を
大
嵐
の
や
う
な
音
を
立
て
な
が
ら
担
響
打
つ
て
瀧

の
や
う
に
た
ぎ
う
落
ち
て
行
く
豪
宕
な
峡
流
の
面
影
は
猶
更
な
い
。
言
は
ゞ
尋
常

一
様

の
谷
川
で
あ

る
に
過
ぎ
な
い

が
、
そ
れ
で
も
河
原
が
開
け
て
針
葉
開
葉
の
美
し
い
樹
林
が
い
た
ノ
ヽ
と
河
波
の
打
寄
せ
る
水
際
ま
で
生
へ
績
い
て
ゐ

る
一
方
に
は
、
又
サ
″
バ
ン
ネ
（猿
飛
）
エ
イ
ガ
ヘ
ツ
リ
な
ど
い
ふ
岩
壁
の
狭
間
や
大
磐
石
の
懸
崖
状
に
露
出
し
た
所
な

ど
も
あ
つ
て
、
流
石
に
幽
崎
な
る
漢
谷
の
景
数
を
存
し
て
ゐ
る
。

四
　
利
根
の
支
流
と
水
源
地
の
林
相

利
根
水
源
地
の
支
流
の
中
で
は
、
賓
川
、
楢
俣
川
、
矢
木
澤
、
奈
良
澤
、
小
穂
口
澤
、
水
長
澤
の
大
が
最
も
大
き
い
。

○
利
根
川
水
源
地
の
山
　
　
木
暮
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○
利
根
川
水
源
地
の
山
　
　
木
暮

此
等
の
澤
の
中
に
は
可
な
う
の
困
難
を
覺
え
じ
む
る
も
の
も
あ
る
が
、
軌
れ
も
遡
上
す
る
こ
と
を
得
る
の
で
あ
る
。
其

中
で
最
も
困
難
な
の
は
水
長
澤
で
あ
る
。
然
し
近
頃
は
此
澤
を
遡
つ
て
不
ケ
嶽
に
登
る
人
が
漸
次
に
多
く
な
る
ら
し
い

傾
向
が
あ
る
か
ら
、
其
困
難
の
度
も
日
を
追
ス
て
減
ず
る
で
あ
ら
う
と
思
ス
。
今
参
考
と
し
て
左
に
郡
村
誌
の
記
事
を

抜
抄
し
、
階
査
の
不
足
を
補
ス
乙
と
に
し
た
ｃ
乙
れ
は
明
治
十
年
頃
の
書
上
を
基
と
し
て
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

陸
測
五
萬
の
地
固

（迫
員
　
藤
原
、
八
海
山
、
湯
澤
の
四
団
幅
）
を
横
げ
て
封
照
し
て
見
る
と
、
明
に
期
輛
し
て
ゐ
る

黙
や
誤
謬
で
あ
る
箇
所
を
可
な
う
獲
見
す
る
。
乙
れ
も
賞
側
の
結
果
で
な
い
か
ら
止
む
を
得
緻
次
第
で
あ
ら
５
。

賓
川
　
旭
ケ
岳
、
大
烏
帽
子
岳
ノ
間

二
出
ン
、
屈
曲
南
流
ン
テ
東
川
ト
ナ
χ
。
字
津
穂
漢
、
菊
石
漢
、
石
魚
澤
、

／
　
　
サ
　
　
オ

ヒ

タ
ラ

湯
ノ
澤
、
俎
板
倉
澤
、
悪
根
子
澤
、
初
澤
、
山
毛
欅
生
倉
澤
、
湯
ノ
澤
等
フ
合
セ
、
東
流
利
根
川

二
入
χ
。
長

四
里
年
幅
八
間
。

楢
俣
川
　
日
崎
岳

二
螢
ン
、
西
南

二
瀧
卜
日
崎
川
ト
ナ
リ
、
澤
種
澤
フ
合
セ
初
ス
テ
槍
俣
ノ
名
ア
リ
。
又
前
深
澤

後
深
澤
、
矢
種
澤
、
狩
小
屋
澤
、
塀
弦
澤
、
小
槍
俣
川
等
フ
入
ン
、
中
手
山
ノ
東
麓
フ
南
下
ン
テ
木
ノ
根
澤
ニ

入
″
。
長
七
里
幅
八
問
。

木
ノ
根
澤
　
湯
ノ
小
屋
川
ト
モ
云
。
小
高
岳
南
ノ
方
大
日
向
ョ
リ
出
テ
、
田
代
澤
、
逆
川
、
蝉
ヶ
澤
、手
小
屋
澤
、

先
倉
澤
フ
合
セ
、
湯
小
屋
村
フ
貫
キ
、
奈
良
股
川
フ
合
セ
テ
中
手
山
ノ
南
麓
フ
西
流
ン
、
利
根
川

二
入
／
。
長

四
里
三
十
五
町
幅
人
間
。
流
域
岩
崖
多
ク
ン
テ
所
々
二
瀑
布
多
シ
。

山
羊
澤
　
大
鳥
帽
子
岳

二
獲
ジ
、
小
鳥
帽
子
岳
二
出
／
前
ク
ウ
リ
澤
フ
合
セ
、
東
流
利
根
川

二
入
。
長
四
里
幅
二

間
三
尺
。

ゴ
　
゛
　ヽ
ポ

リ

奈
良
澤
　
琴
牛
岳

二
獲
ン
、
小
澤
フ
合
セ
、
又
小
繋
川
幽
ノ
澤
フ
入
ン
、
流
塵
堀
原
フ
過
キ
テ
東
流
利
根
川

二
入

″
。
長
四
里
牛
幅
拾
間
。

小
繋
川
　
琴
牛
岳
ノ
南

ヨ
リ
出
、
白
檜
漢

（
大
鳥
帽
子
ノ
山
脚
乃
物
ケ
崎
ノ
岩
峡
二
螢
ス
）
フ
合
セ
、
東
流
奈
良

〓

四
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琥 三 第 年 六 十 第 岳 lll

澤
二
入
″
。
長
二
里
幅
人
間
。

小
穂
口
漢
　
駒
ケ
岳
ノ
東
南
峡
ヨ
リ
出
テ
、
北
ノ
谷
市
ノ
谷
フ
合
セ
、
又
前
長
倉

（
幅
九
尺
）
後
長
倉
（
幅
壼
尺
）

二
漢
水
フ
入
ン
、
東
流
邸
燭
ケ
瀧
ト
ナ
リ
、
下
流
利
根
川

二
入
／
。
長
三
里
幅
拾
二
間
。

水
長
澤
の
記
事
は
既
に
前
に
引
用
し
て
あ
る
。
賓
川
に
就
て
は
別
項
雑
録
欄
に
武
田
君
が
こ
れ
を
遡
つ
て
笠
ケ
岳
即

ち
、
旭
ケ
岳
に
登
ら
れ
た
記
事
が
あ
る
か
ら
、
其
上
蛇
足
を
添
へ
る
に
も
及
ば
な
い
で
あ
ら
う
∩
藤
原
温
泉
記
行
に
は
、

賓
川
を
上

ヘ
マ
ナ
イ
タ
倉
と
い
ス
を
過
て
大
鳥
帽
子
を
越
れ
ば
、
六
里
に
し
て
越
後
の
魚
沼
郡
清
水
村

へ
出
る
と

な
り

（
清
水
村
の
村
長
は
阿
部
氏
に
し
て
、
阿
部
左
衛
門
尉
が
子
孫
に
て
、
世
々
清
水
越
の
開
守
た
う
と
い
ふ
。

此
清
水
越
と
い
ス
は
山
中
と
粟
澤
邊
う
へ
越
す
道
あ
り
と
也
、
今
に
道
の
て
い
大
几
分
る
と
な
う
。
此
事
は
乱
す

可
し
。
此
山
越
後
に
て
は
東
に
あ
た
る
故
に
や
朝
日
ケ
岳
と

い
ス
な
う
）
是
雲
中
を
越
す
な
り
、
さ
れ
ど
雪
ふ
る

こ
ろ
叉
雪
な
３
と
き
は
乙
え
か
た
し
。
春
の
彼
岸
過
て
彗
ふ
う
や
み
、
深
き
谷
々
埋
み
た
る
雲
の
上
を
渡
り
て
乙

す
な
う
と
也
。
過
し
頃
小
泉
兵
助
此
温
泉
に
浴
し
、
病
の
い
と
ま
あ
る
時
に
狩
人
を
あ
な
い
に
や
と
い
て
、
か
の

大
烏
帽
子
へ
登
多
じ
と
也
。
時
節
少
し
お
く
れ
た
れ
ば
、
す
で
に
マ
サ
イ
タ
倉
の
雲
抜
落
て
漸
く
に
し
て
難
所
を

越
ｎ
。
是
よ
う
奥
は
谷
に
雲
あ
り
て
其
上
を
行
に
、
大
木
の
乙
ず
へ
少
し
つ
ヽ
出
た
る
も
あ

り
て
、
さ
な
が
ら
大

路
を
行
や
う
な
う
と
。
叉
山
の
年
覆
の
雪
を
横
ぎ
る
に
は
、
よ
き
も
て

一
打
っ
ゝ
彗
を
穿
ち
っ
ヽ
そ
れ
を
足
掛
タ

に
行
と
な
う
。
あ
や
ま
つ
て
倒
る
ゝ
時
は
何
ほ
ど
下
へ
す
べ
り
落
べ
き
や
。
漸
く
し
て
大
鳥
帽
子

（
越
後
に
て
は

朝
日
嶽
と
い
ふ
）
の
頂
き
に
よ
ぢ
登
り
た
り
ｏ
木
な
ん
ど
は
な
く
、
彗
間
の
岩
の
あ
は
い
に
は
小
笹
の
や
う
な
る

も
の
、
叉
た
目
な
れ
緻
乙
我
か
な
る
木
生
繁
う
て
、
庭
造
う
な
ん
ど
が
た
く
め
る
や
う
に
見

え
て
う

つ
く
し
と

也
）

同
書
に
は
外
に
も
天
保
十
二
年
の
春
彼
岸
十
日
過
に
、
高
次
郎
と
い
ふ
者
が
其
妻
と
案
内
者
と
同
件
し
て
、
賓
川
か
ら

清
水
に
越
え
、
六
日
町
に
て
自
米
八
斗
に
願
鮭
や
糀
な
ど
を
購
ひ
、
人
夫
を
雇
ひ
て
都
合
五
人
で
元
の
山
路
を
蹄
つ
た

○
利
根
川
水
源
地
の
山
　
　
木
暮
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○
利
根
川
水
源
地
の
山
　
　
木
暮

と
こ
ろ
、
霧
の
篤
に
路
に
迷
ひ
、
谷
間
に
露
螢
し
て
笙
日
午
の
刻
頃
賓
川
に
蹄
著
し
た
本
人
の
直
話
を
長
々
と
書
き
記

し
て
あ
る
。

檜
俣
川
は
水
源
地
に
於
け
る
利
根
川
最
大
ゆ
買
流
で
あ
る
。
郡
村
誌
に
は
木
之
根
川
の
方
を
本
流
と
し
て
あ
る
や
う

だ
。
勿
論
乙
の
二
の
川
は
大
さ
も
水
量
も
幾
ど
伯
仲
の
間
に
あ
つ
て
、
軌
れ
を
本
流
と
す
る
も
差
支
な
い
や
う
で
あ
る

が
、
長
さ
か
ら
い
へ
ば
楢
俣
の
方
が
優
つ
て
ゐ
る
か
ら
、
之
を
本
流
と
認
め
て
よ
い
で
あ
ら
う
。
利
根
に
合
流
す
る
所

は
洞
元
の
落
合
と
い
は
れ
て
ゐ
る
。
そ
乙
は
花
商
岩
の

一
枚
着
が
幅
九
尺
あ
る
か
な
し
の
樋
の
形
に
扶
れ
て
銚
子
日
の

や
う
に
な
つ
て
ゐ
る
。
附
近
に
は
直
径
二
三
尺
の
匝
穴
が
水
中
に
二
三
個
穿
た
れ
て
ゐ
る
の
を
見
た
。
木
之
根
川
は
洞

元
の
落
合
か
ら
年
里
ば
か
つ
の
上
流
で
檜
俣
に
合
す
る
。
其
庭
に
瀑
が
あ
つ
て
洞
元
瀑
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
。
第

一
瀑
は

本
之
根
川
が
花
闇
岩
の

一
枚
岩
を
直
下
す
る
こ
と
四
五
丈
で
、
岩
壁
に
回
ま
れ
た
深
渾
を
湛
え
、
そ
乙
か
ら
屈
曲
し
た

幅
五
六
尺
の
岩
の
屏
風
の
間
を
流
れ
て
楢
俣
に
入
る
の
で
あ
る
。
其
距
離
は
十
問
も
あ
る
ま
い
と
思
ス
が
、
残
念
な
が

ら
合
流
黙
か
ら
瀑
は
望
め
な
い
。
元
は
瀑
壺
の
上
を
横
切
つ
て
橋
が
架
け
て
あ
つ
た
も
の
と
見
え
て
、
危
く
朽
ち
残
つ

て
ゐ
る
の
第
二
瀑
と
第
三
瀑
は
共
に
楢
俣
に
あ
つ
て
、
相
互
に
六
七
十
間
を
隔
て
、
わ
る
さ
う
で
あ
る
。高
さ
は
四
五
尺

か
ら
七
八
尺
を
超
え
緻
も
の
ら
し
い
。

此
澤
筋
は
古
く
か
ら
戸
倉
又
は
尾
瀬
へ
の
通
路
と
し
て
、
時
折
往
末
し
た
こ
と
も
あ
つ
た
の
で
あ
ら
う
、
藤
原
温
泉

記
行
に
も

一
、
湯
小
谷
川
を
上

へ
木
根
澤
を
越
行
は
、
東
入
の
十
倉
と
い
ふ
庭

へ
出
る
と
也
υ
東
入
は
十
三
ケ
村
あ
り
て
、

十
倉
は
人
家
の
詰
う
に
て
、
山
を
越
は
八
里
に
し
て
奥
州
會
津
ヒ
ノ
ヘ
又
村

へ
出
る
と
也
し
湯
小
谷
よ
う
北
の
方

大
ナ
ラ
ス
の
澤

朕
檄
“
を
詰
れ
ば
、
尾
瀬
ケ
原
尾
瀬
の
尾
山
な
ん
と
へ
い
で
含
津
へ
乙
す
、
十
四
五
里
も
あ
う
と

い
ふ
。
含
津
に
て
は
是
を
三
十
里
越
と
い
ふ
よ
し
也
。
是
ら
は
道
あ
う
と
い
ス
の
み
に
し
て
越
し
た
る
人
も
き
か

ず
。

一
一一
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と
書
い
て
あ
る
。
五
萬
の
地
国
に
あ
る
小
征
は
、
湯
小
屋
か
ら
八
谷
越
を
経
て
小
楢
俣
に
出
で
、
更
に
小
さ
な
峠
を
上

下
し
て
、
東
桶
小
屋
澤
か
ら
楢
俣
に
浩
ひ
、
狩
小
屋
澤
の
或
地
駄
ま
で
通
じ
て
ゐ
る
。
大
正
九
年
に
私
達
が
通
つ
た
時

は
、
東
桶
小
屋
澤
か
ら
峠

へ
か
か
ら
ず
に
楢
俣
に
滑
ふ
て
下
う
、
山
の
鼻
を
左
に
廻
つ
て
小
槍
俣
に
出
で
、
八
谷
越
の

道
に
合
し
た
。
尤
も
八
谷
越
を
通
ら
な
く
と
も
、
洞
元
瀑
か
ら
楢
俣
に
滑
ふ
て
魚
釣
の
往
家
す
る
征
が
あ
る
と
い
ふ
。

狩
小
屋
澤
か
ら
上
は
谷
も
狭
く
雨
岸
に
岩
石
が
露
出
し
、
殊
に
日
崎
澤
に
は
二
三
の
瀑
も
あ
る
が
、
水
量
が
著
し
く
減

ず
る
の
で
、
大
し
た
困
難
も
な
く
尾
瀬
へ
出
ら
れ
る
０さ
う
で
あ
る
。
近
年
開
東
水
電
で
尾
瀬
か
ら
此
澤
に
滑
ふ
て
藤
原

に
通
ず
る
道
を
作
る
と
の
話
で
あ
つ
た
。
若
し
夫
が
賓
現
さ
れ
た
暁
に
は
登
山
者
に
取
つ
て
も
誠
に
便
利
な
道
と
な
る

諄
で
あ
る
。
が
、
恐
ら
く
こ
れ
も
他
の
例
と
同
じ
く
話
だ
け
で
終
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
ス
。
矢
木
澤
に
開
し
て

は
特
に
記
載
す
可
き
こ
と
も
な
い
。
前
ク
ク
リ
澤
と
い
ス
の
は
、
標
高
千
六
百
二
十
六
米
の
天
ケ
立
の
西
北
側
か
ら
螢

す
る
澤
で
、
今
は
前
グ
リ
ウ
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
。

奈
良
澤
は
檜
俣
に
次
ぐ
大
き
な
流
で
、
而
も
楢
俣
と
違
つ
て
本
流
と
の
出
合
は
幅
が
廣
い
か
ら
、
出
水
の
際
は
徒
渉

は
勿
論
架
橋
も
不
可
能
で
あ
る
篤
に
、
山
に
入
る
に
も
山
か
ら
出
る
に
も
、
大
雨
が
績
く
と
之
が
篤
に
喰
止
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。
支
流
の
小
繋
澤
も
幽
ノ
澤
と
韻
顔
す
る
大
さ
で
、
本
流
と
同
様
可
な
う
奥
ま
で
魚
釣
が
入
り
込
む
ら
し

い
。
白
檜
漢
と
い
ふ
の
が
思
物
ケ
崎
の
岩
峡
か
ら
残
源
し
て
ゐ
る
Ｔ
（

夕
無
れ
は
其
東
側
の
岩
巣
か
ら
獲
し
て
北
流
し
て

小
繁
に
合
す
る
澤
の
こ
と
で
あ
ら
う
。
果
し
て
そ
れ
な
ら
ば
今
は
日
向
倉
の
名
で
呼
ば
れ
て
ゐ
る
。
小
穂
口
澤
に
就
て

は
何
の
知
る
所
も
な
い
。
水
長
澤
も
高
廻
り
を
し
た
上
に
甚
し
く
不
注
意
で
あ
つ
た
か
ら
、　
一
向
に
記
憶
に
残
つ
て
ゐ

な
い
。
聞
く
所
に
擦
る
と
此
澤
は
崖
も
あ
う
瀑
も
あ
つ
て
、
河
床
を
遡
上
す
る
こ
と
は
可
な
り
困
難
で
あ
る
が
、
二
三

ケ
所
少
し
高
廻
う
を
す
る
だ
け
で
、
平
ケ
岳
ま
で
澤
を
上
う
得
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
所
謂
三
弦
は
五
萬
の
国
に
水

長
澤
と
記
入
し
て
あ
る
長
の
字
の
所
の
三
漢
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
水
の
字
の
附
近
の
三
漢
で
あ
る
か
剣
然
し
な
い
。

人
夫
の
言
ふ
所
で
は
後
者
ら
し
く
思
は
れ
た
。

○
利
根
川
水
源
地
の
山
　
　
木
暮
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序
に
水
源
地
の
林
相
を
陳
べ
て
見
る
と
、
こ
の
地
方
で
は
秩
父
な
ど
で
見
る
や
う
に
喬
木
帯
が
開
葉
ゝ
針
闊
混
清
、

針
葉
と
い
ふ
順
序
に
剣
然
と
認
め
ら
れ
な
い
。
乙
れ
は
主
と
し
て
山
が
低
く
、
漸
く
闊
葉
喬
木
帯
の
上
部
に
達
し
て
ゐ

る
の
み
に
過
ぎ
な
い
篤
で
あ
ら
う
。
然
る
に
そ
こ
は
既
に
風
雪
の
激
し
い
山
頂
若
し
く
は
夫
に
近
い
所
で
あ
る
か
ら
、

枷
や
槍
や
七
電
ま
で
が
令
法
や
萬
作
な
ど
ヽ
同
じ
や
う
に
灌
木
状
と
な
し
て
曲
ウ
く
ね
つ
て
ゐ
る
中
へ
、
米
邸
燭
や
石

楠
な
ど
が
割
り
込
み
、
甚
し
い
場
所
で
は
更
に
黒
檜
や
米
栂
や
優
松
を
さ
へ
交
へ
て
ゐ
る
。
就
中
優
松
は
千
八
百
米
突

附
近
か
ら
姿
を
願
し
、
陣
竹
（
根
曲
う
竹
）と
混
生
し
て
ゐ
ろ
こ
と
な
ど
も
あ
つ
た
。
闊
葉
喬
木
で
は
千
米
突
前
後
の
地

黙
に
亘
つ
て
、
掬
の
大
深
林
が
至
る
所
に
見
ら
れ
る
。
二
抱
も
三
抱
も
あ
る
大
木
が
限
の
及
ぶ
限
り
銀
友
色
の
幹
を
す

く
ノ
ヽ
■と
立
て
な
ら
べ
て
ゐ
る
有
様
は
賞
に
立
派
な
も
の
で
あ
る
。
東
桶
小
屋
澤
か
ら
小
楢
俣
に
至
る
間
の
米
小
屋
不

と
八
谷
越
な
ど
は
全
く
掬
の
純
林
で
あ
つ
て
、
私
が
曾
て
見
た
最
も
美
し
い
森
林
の

一
で
あ
る
こ
と
を
断
言
す
る
に
躊

躇
せ
ｎ
。

針
葉
喬
本
は
姫
小
松
、
里
小檜
、
羅
漢
柏
、
大
権
な
ど
が
多
い
。
此
等
は
皆
散
生
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

其
生
育
す
る
高
さ
の
範
国
は
自
ら

一
定
し
て
ゐ
る
、
黒
檜
は
笠
ケ
嶽
を
中

心
と
し
て
千
七
八
百
米
突
の
西
側
の
山
腹

に
、
殆
ど
他
の
一
本
を
交
へ
ず
し
て
密
生
し
て
ゐ
る
の
を
見
た
ｏ
然
し
ま
だ
森
林
と
稗
す
る
程
度
に
木
が
生
長
し
て
ゐ

な
い
。
千
九
百
米
突
を
超
え
た
山
腹
で
あ
る
と
、
土
地
の
人
が
ブ
す
と
呼
ん
で
ゐ
る
自
檜
の
純
林
が
見
ら
れ
る
こ
と
も

あ
る
が
、
こ
れ
は
筆
ろ
稀
で
あ
つ
た
。

山
の
上
か
ら
の
展
望
と
賓
地
の
槻
察
と
か
ら
推
し
て
、
森
林
の
限
界
は
概
し
て
千
四
五
百
米
突
で
あ
る
や
う
に
思
は

れ
る
。
夫
以
上
の
高
さ
に
な
つ
て
も
無
論
木
は
生

へ
て
わ
る
が
、
四
五
尺
か
ら

一
丈
あ
ま
う
の
丈
に
短
縮
し
て
ゐ
る
の

で
、
遠
望
し
た
所
で
は
草
地
と
樺
ぶ
所
が
な
い
、
賞
際
草
地
も
あ
る
に
は
あ
る
。
け
に
ど
も
乙
の
遠
望
し
た
外
槻
に
欺

か
れ
て
、
迂
開
に
其
申
に
陥
み
込
む
と
意
想
外
の
困
難
に
出
逢
ふ
こ
と
を
覺
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
此
地
方
の
山

脈
縦
走
の
困
難
は
、企
く
い
や
で
も
此
藪
を
押
分
け
た
り
潜
う
抜
け
た
り
し
て
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
尉
に
存
す
る
。

〓
天
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五

．
水

源

地

の

山

上
野
名
跡
誌
を
讀
Ｕ
と
、
「
利
根
は
実
う
た
る
嶺
多
け
れ
ば
利
嶺
の
義
な
る
べ
し
と
云
」と
い
へ
る
上
野
名
跡
考
の
記

事
が
引
用
し
て
あ
る
。
私
は
ま
だ
名
跡
考
ヒ
讀
ん
で
ゐ
な
い
か
ら
、
著
者
の
如
何
な
る
人
で
ぁ
り
、
い
つ
頃
の
作
で
あ

る
か
を
知
ら
な
い
パ
大
學
固
書
館
に

一
本
を
蔵
す
れ
ど
も
未
だ
見
ず
。
）そ
れ
で
利
根
に
失
っ
た
嶺
が
多
い
と
断
ず
る
に

至
つ
た
所
以
を
知
り
た
い
と
思
つ
て
も
知
る
こ
と
を
得
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
何
故
な
れ
ば
賞
際
水
源
地
に
は
実
つ

た
山
が
多
い
ど
乙
ろ
か
極
め
て
少
な
い
の
で
、
或
は
始
ど
絶
無
と
稗
し
て
よ
い
程
で
あ
る
か
ら
。
大
小
烏
帽
子
や
笠
又

は
剣
ケ
倉
な
ど
い
ス
名
は
多
少
実
つ
た
威
じ
を
典
へ
る
が
、
そ
れ
す
ら
飛

騨
山
脈
の
同
名
を
冠
ず
る
諸
山

に
比
す
れ

ば
、
お
話
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
穏
な
山
容
を
呈
し
て
ゐ
る
。
尾
根
は
幅
が
度
く
、
小
さ
な
沼
や
窪
地
が
至
る
所
に
あ
つ
て
、

毛
監
苔
と
白
山
小
櫻
の
多
い
の
を
特
徴
と
す
る
。
そ
し
て
積
雪
の
多
い
東
側
に
草
地
が
連
績
し
て
ゐ
る
の
で
、
縦
走
の

際
は
そ
れ
を
辿
つ
て
少
な
か
ら
ず
藪
潜
ク
の
困
難
を
免
れ
る
こ
と
を
得
る
の
で
あ
る
。
木
は
皆
斜
面
に
滑
ス
て
下
向
き

に
生

へ
て
ゐ
る
。
乙
れ
は
雪
量
の
多
い
山
地
に
固
有
の
事
賞
で
、
春
の
年
頃
で
あ
る
と
直
径
四
寸
以
上
五
六
寸
も
あ
る

や
う
な
木
が
雪
の
篤
に
地
面
に
押
伏
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
も
う
雪
が
薄
く
な

つ
て
ゐ
れ
ば
人
の
楚
音
に
も
均
衡
は
破
れ

て
、
本
は
ひ
ど
い
勢
で
跳
ね
返
る
。
運
悪
く
其
木
の
上
に
足
を
掛

る
か
又
は
夫
を
ま
た
い
だ
瞬
間
で

あ
ら
う
も
の
な

ら
‘
弾
き
飛
ば
さ
れ
る
か
打
ち
の
め
さ
れ
る
か
し
て
、
痛
い
目
に
適
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ｏ
葉
を
振
り
落
し
た
木
が

如
何
に
雪
に
降
う
埋
め
ら
れ
た
か
ら
と
て
、
斯
様
に
押
伏
せ
ら
れ
る
諄
は
な
い
。
是
は
深
く
積
つ
た
雪
が

一
旦
水
氣
付

い
て
叉
寒
さ
の
篤
に
水
る
と
木
を
取
う
な
い
て
固
く
疑
結
し
て
し
ま
メ
。
そ
し
て
地
面
に
接
し
た
部
分
が
よ
う
多
く
溶

け
る
と
す
る
。
斯
く
て
雪
の
塊
は
漸
く
沈
下
す
る
と
同
時
に
其
重
さ
で
次
第
に
木
を
撓
め
て
行
く

一
方
、
急
斜
面
の
地

で
あ
れ
ば
雲
は
木
の
枝
や
幹
に
固
結
し
て
ゐ
て
離
れ
な
い
が
、
雲
崩
れ
落
ち
ん
と
す
る
形
勢
が
あ
る
か
ら
、
本
は
盆
押

す
く
め
ら
れ
て
、
経
に
斜
面
に
滑
ふ
て
生
長
す
る
の
で
あ
る
　
此
中
を
横
さ
ま
に
歩
い
た
り
下
か
ら
押
分
け
て
登
る
困

琥 三 第 年 六 十 第 岳 山

０
利
根
川
水
源
地

の
山
　
　
木
暮

〓
〓

( )



行 獲 月 二 年 二 十 正 大

○
利
民
川
水
源
地
の
山
　
　
木
暮

難
は
、
誰
に
取
つ
て
も
苦
し
い
経
験
と
云
ス
で
よ
か
ら
う
ｏ
け
れ
ど
も
初
春
の
彗
中
に
登
山
す
れ
ば
、
如
何
に
頑
張
な

藪
で
あ
ら
う
と
も
、
彗
の
篤
に
楽
々
と
共
上
を
通
行
し
得
る
の
は
賞
に
楡
快
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
下
水
源
地
の
山
に
就
て
少
し
く
記
述
し
て
見
た
い
。
そ
れ
に
は
先
づ
清
水
峠
か
ら
始
め
る
こ
と
に
す
る
。

清

　

水

　

峠

上
州
の
湯
檎
曾
か
ら
越
後
の
清
水
へ
除
え
る
峠
で
、
清
水
山
塊
の
名
は
此
峠
か
ら
導
か
れ
た
も
の
で
あ
る
、
古
く
は

直
越
（上
杉
記
）
又
は
馬
峠

（
新
編
含
津
風
土
記
）
の
名
が
ぁ
っ
た
。
標
高
千
四
百
四
十
八
米
突
。
湯
檜
曾
か
ら
は
約
八

百
九
十
米
突
、
清
水
か
ら
は
八
百
五
十
米
突
の
登
う
に
な
つ
て
ゐ
る
。
先
づ
峠
と
し
て
は
低
く
旦
至
つ
て
薬
な
方
で
あ

る
。
従
つ
て
ど
つ
ち
側
の
道
も
不
凡
で
あ
る
を
免
れ
な
い
が
、
上
州
側
は
谷
川
連
峯
の
素
派
ら
し
い
靖
色
の
岩
崖
を
仰

ぎ
な
が
ら
上
下
す
る
こ
と
を
得
る
の
が
せ
め
て
も
の
心
遣
り
で
あ
ら
う
。
頂
上
の
展
望
も
相
営
に
度
い
で
ぁ
ら
う
が
、

私

≫
此
虎
を
通
過
し
た
時
は
い
つ
も
霧
か
雨
で
、
僅
に
雲
霧
の
途
切
れ
目
か
ら

一
ノ
倉
山
の
頂
を
垣
間
見
た
の
み
で
あ

つ
た
。

清
水
峠
が
通
行
さ
れ
る
や
う
に
な
つ
た
の
は
、
可
な
う
古
い
時
代
か
ら
で
あ
る
ら
し
い
が
記
録
の
徴
す
可
き
も
の
が

な
い
。
そ
の
明
確
に
文
書
の
上
に
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
の
は
天
正
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
上
杉
記
に
擦
る
と
天
正
六
年
三

月
に
上
杉
謙
信
が
卒
し
て
、
養
子
三
郎
景
虎
と
甥
喜
平
次
景
勝
と
の
間
に
家
督
争
が
起
う
、
景
虎
の
貧
家
北
條
氏
が
應

援
の
篤
に
比
峠
を
鍮
え
て
越
後
へ
出
兵
し
た
。

右
二
記
如
ク
上
野
衆
北
條
卜
一
床
故
、
越
後

へ
之
通
路
自
由

言
ノ
、
三
郎
殿
へ
加
勢
ノ
兵
北
上
野

ヘ
ハ
志
水
谷
ヘ

下
・ノ
が
長
尾
伊
賀
守
城
フ
取
窓
ク
。
三
國
ケ
峠
フ
越
テ
ハ
坂
戸
山

（
〇
六
日
町
の
東
に
在
う
。
）樺
澤
城
フ
打
圏
”ノ

攻
／
。

樺
澤
ノ
栗
林
肥
前
守
，
志
水
長
尾
伊
賀
、
坂
戸
山
城

へ
入
／
故
、
越
後

へ
直
越
ノ
道
自
由
ナ
／
故
、
八
月
上
州
厩
橋

一
三
〇
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競 三 第 年 六 十 第 岳 山

城
主
北
條
安
藝
守
ノ
子
丹
後
守
二
知
孵
鰤
順
螂
餃
伝
〕
嫌
鵬
聡
帥
球
計
レ六
薇
・初
騨
″
”
い
ヨ
北
條
殿
ョ
リ
五
百
騎
差
越
．
三
郎

殿

へ
加
勢
也
。
丹
後
守
南
方
衆
フ
引
卒
シ
、
北
上
野
ヨ
ソ
直
越
二
松
ノ
山
ノ
峠
フ
越
．
御
館

へ
末
ソ
云
々
。

同
書
に
叉
沼
田
の
城
主
藤
田
能
登
守
信
吉
が
北
條
氏
と
の
戦
に
敗
れ
て
、
天
正
十
年
六
月、
十
三
日
の
夜
に
乙
の
峠
を
鍮

え
て
、
笙
日
清
水
へ
着
い
た
こ
と
が
記
し
て
あ
る
。

藤
田
能
州
戸
根
川
ノ
河
上
北
上
野
ノ
内
伊
濃
飛
楚

へ
懸
り
、
直
越
ノ
峠
フ
越
テ
越
後
ノ
志
水
谷
へ
下
　
長
尾
伊
賀

守
持
ノ
志
水
城
へ
入
。

伊
濃
飛
楚
は
他
書
に
大
伏
と
も
な
つ
て
ゐ
る
。
湯
檜
曾
村
の
言
ひ
惇

へ
で
は
、
往
古
湯
ノ
ソ
ヽ
又
は
湯
ノ
ス
ソ
通
ソ
と

稀
し
た
由
で
あ
れ
ば
、
ユ
ノ
ス
ソ
が
イ
ノ
ヒ
ソ
と
韓
訛
し
た
の
か
と
思
は
れ
る
。
此
等
の
記
事
は
同
時
に
此
峠
が
か
な

う
古
く
か
ら
通
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
ゐ
る
。
新
編
含
津
風
土
記
に
は
，
清
水
日
の
番
守
安
部
爾
左

衛
門
の
家
に
樽

へ
た
古
文
書
と
い
ム
の
が
敷
通
載
つ
て
ゐ
る
。

簡
々
其
元
偏
に
頼
入
候
ｃ
以
上
り

急
度
以
書
札
中
入
候
。
”
営
地
あ
は
さ
は
よ
う
百
姓
共
欠
落
、
其
元
へ
参
候
。
御
意
見
候
て
此
方

へ
罷
婦
候
様
被

成
可
給
候
。
営
年
中
諸
役
儀
ゆ
る
し
可
中
候
間
、
此
筋
目
其
身
共
に
被
仰
候
て
、
早
々
作
前
に
候
間
御
返
し
頼
入

候
。
笈
元
御
用
も
候
は
ゞ
可
被
仰
候
。
如
在
申
間
敷
候
。
恐
々
謹
言
。

壬

三

月

五

日

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

笏

筑

後

守

昌

幸
化
押

忍

越

前

守

能

之
花
押

安

爾

左

衛

門

様
参
分

中

粟
澤
村
の
百
姓
が
清
水
へ
逃
げ
て
行
つ
た
の
を
、
意
見
し
て
蹄
し
て
臭
ね
る
や
う
に
と
の
頼
み
の
状
で
あ
る
ゴ
効
筑
後

守
昌
幸
は
沼
田
の
城
主
具
田
安
房
守
で
あ
る
が
、
忍
越
前
守
能
之
は
何
人
か
剣
然
し
な
い
。
間
三
月
と
ぁ
る
の
で
前
後

の
事
情
か
ら
慶
長
四
年
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。

○
利
根
川
水
源
地

の
山
　
　
木
暮

〓
〓
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行 獲 月 五 年 二 十 正 大

○
利
根
川
水
源

地

の
山
　
　
木
暮

〓
〓

以
　
上
。

急
度
申
遺
候
。
”
清
水
越
を
堅
令
停
止
候
間
ゝ
た
れ
ノ
ヽ
者
成
共
通
候
は
ゞ
、
う
ち
取
可
申
候
、
則
さ
い
ほ
う
之

儀
者
其
者
に
可
令
扶
助
條
、
可
有
英
心
得
候
。
又
自
然
清
水
越
通
候
由
申
候
者
在
之
者
、
重
て
聞
層
次
第
に
其
在

丹

後

守

直

寄
花
押

清

水
村
百
姓
中

清
水
越
の
名
が
物
に
見
え
た
初
で
あ
ら
う
。
此
状
は
明
に
峠
の
通
行
を
禁
止
し
た
も
の
で
、
之
を
犯
し
た
も
の
は
打
取

つ
て
よ
ろ
し
い
、
其
者
の
財
賓
は
打
取
つ
た
者
へ
典
へ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
堀
丹
後
守
直
寄
が
坂
戸
の
城
主
と
な
つ

た
の
は
慶
長
三
年
か
ら
同
十
五
年
迄
で
、
此
禁
令
を
出
し
た
の
も
其
間
の
事
で
あ
ら
う
ｏ
或
は
前
記
慶
長
四
年
の
百
姓

の
欠
落

一
件
な
ど
が
あ
っ
て
、
一父
渉
が
面
倒
な
の
で
此
基
に
出
た
の
か
も
知
に
な
い
、
さ
う
す
れ
ば
矢
張
四
年
か
五
年

頃
の
事
と
思
は
れ
る
。

此
禁
令
の
結
果
領
主
は
憂
つ
て
も
、
上
州
方
面
か
ら
は
餘
り
往
家
す
る
人
も
な
か
つ
た
と
覺
し
く
、
道
の
あ
る
こ
と

さ
へ
も
既
に
忘
ら
れ
た
か
、
正
保
の
上
野
国
は
勿
論
天
保
十
三
年
の
富
士
見
十
三
州
共
地
之
全
国
に
も
「
湯
檜
曾
か
ら

先
に
は
道
が
な
い
。
然
る
に
同
じ
く
天
保
十
三
年
版
の
越
後
國
細
見
固
に
は
、
路
も
あ
れ
ば
清
水
越
の
文
字
も
あ
り
、

上
州
大
元
村

（
○
之
は
大
穴
村
の
誤
で
あ
る
）
へ
出
る
と
記
し
て
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
同
じ
年
に
賓
川
へ
湯
治
に

行
つ
た
藤
原
温
泉
記
行
の
著
者
は
、
既
記
の
如
く
清
水
越
と
い
ス
は
山
中
を
粟
澤
邊
う
へ
越
す
道
あ
り
と
也
云
々
と
樽

聞
の
儘
を
書
い
て
ゐ
る
の
を
見
て
も
、
上
州
側
の
荒
巌
し
て
ゐ
た
證
左
と
す
る
乙
と
を
得
や
ラ
。
富
士
見
十
三
州
固
や

利
根
川
固
志
の
挿
固
に
は
、
賓
川
附
近
か
ら
大
小
烏
帽
子
山
の
間
に
道
が
通
じ
て
ゐ
る
が
、
乙
れ
は
明
に
賓
川
温
泉

ヘ

の
道
で
あ
る
可
き
も
の
が
誤
樽
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
ス
を
憚
ら
な
い
。
郡
村
誌
は
利
根
川
の
西
岸
か
ら
小
鳥
帽
子

岳
の
麓
を
続
つ
て
越
後

へ
の
山
径
が
ぁ
つ
て
、
謙
信
馬
返
し
岩
と
い
ス
の
が
あ
る
と
記
し
て
ゐ
る
。

一
寸
考

へ
る
と
謙

々
之
者
共
可
加
成
敗
候
者
也
。

九

月

二

十

日

k1325)



信
が
通
つ
た
若
し
く
は
通
ら
う
と
し
た
道
ら
し
く
思
は
ね
る
が
、
越
後
方
面
で
は
此
道
に
就
て
何
等
の
記
事
も
見
営

ら
な
い
。
山
雀
と
は
い
ひ
條
樵
夫
か
猟
師
な
ど
の
稀
に
通
行
す
る
位
の
も
の
な
の
で
あ
ら
う
ｏ
謙
信
馬
返
し
岩
は
粟
澤

の
奥
に
あ
る
と
い
ふ
謙
信
ケ
洞
と
同
じ
く
、
其
猛
威
に
憎
伏
し
た
土
地
の
人
が
命
名
し
た
も
の
で
、
所
謂
耕
慶
と
同
様

に
意
味
の
な
い
も
の
と
信
ず
る
。

維
新
後
交
通
が
頻
繁
と
な
る
に
連
れ
て
、
道
路
改
築
が
企
て
ら
れ
、
明
治
十
四
年
七
月
か
ら
新
道
の
工
事
に
著
手

し
、同
十
八
年
八
月
に
至
つ
て
竣
工
し
た
。
其
営
時
は
元
よ
り
同
三
十
年
頃
ま
で
は
、
運
毬
馬
車
も
通
行
し
て
ゐ
た
が

其
後
比
較
的
足
場
の
悪
い
上
州
側
か
ら
次
第
に
荒
巌
し
て
、
今
は
自
樺
小
屋
以
南
は
人
に
も
通
行
不
可
能
と
な
つ
て
し

多
よ
つ
た
。
今
後
現
に
工
事
中
の
上
越
鐵
道
が
通
ず
る
に
至
れ
ば
、
立
派
に
磨
道
と
な
る
の
運
命
を
有
し
て
ゐ
る
。

笠
　
　
ケ
　
　
山獄

清
水
峠
の
東
南
東
に
各
ゆ
る
山
で
、
戸
倉
界
の
笠
ケ
岳
と
Ｅ
別
す
る
篤
に
私
達
は
之
を
賓
川
笠
ケ
岳
と
稗
し
て
ゐ
る

が
、
此
名
は
測
量
部
の
五
萬
の
国
で
初
め
て
知
つ
た
の
で
あ
る
。
古
い
正
保
固
を
始
め
其
後
の
地
国
に
も
、　
一
と
し
て

此
名
を
記
載
し
て
ゐ
る
も
の
は
な
い
許
う
か
、
明
治
十
二
年
の
利
根
郡
村
誌
や
同
二
十

一
年
の
藤
原
村
及
湯
檜
曾
村
の

書
上
に
も
決
し
て
見
営
ら
な
い
所
か
ら
推
す
と
。
極
め
て
近
年
の
和
呼
か
或
は
他
の
地
方
で
呼
ん
で
ゐ
た
も
の
が
地
元

へ
輸
入
さ
れ
た
も
の
と
信
ず
る
っ
乙
れ
が
藤
原
の
奥
に
で
も
あ
る
こ
と
か
、
其
入
口
に
あ
つ
て
而
も
標
高
は
千
九
百
四

十
五
米
突
餘
と
測
ら
れ
、
利
根
川
右
岸
の
最
高
峰
牛
ケ
岳
に
比
し
て
、
僅
に
十
五
六
米
突
ほ
ど
低
い
に
過
ぎ
な
い
頴
著

な
山
で
あ
う
な
が
ら
、
地
国
に
其
名
が
記
入
さ
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
り
、固
有
の
名
を
紛
失
し
た
う
す
る
の
は
、事
ろ
不
思

議
と
稗
し
て
よ
い
で
あ
ら
う
ｏ
藤
原
方
面
か
ら
は
餘
り
高
低
の
な
い
長
い
尾
根
を
真
横
に
見
る
篤
に
、
ど
う
乙
じ
つ
け

て
も
笠
に
は
な
ら
な
い
ｏ
南
方
大
穴
村
あ
た
う
で
は
勿
論
最
高
識
は
見
え
な
い
が
、
秀
麗
と
は
言
ひ
策
ね
る
ま
で
も
、

先
づ
檜
笠
位
の
形
に
は
見
え
る
。
郡
村
薄
に
は
旭
ケ
岳
と
な
つ
て
ゐ
る
、
こ
れ
は
湯
檜
曾
村
の
名
で
あ
つ
て
、
藤
原
方

〇
利
根
川
水
源
地
の
山
　
　
木
暮

琥 三 第 年 六 十 第 岳 山

〓

〓
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一
三
四

面
で
は
度
河
原
岳
と
呼
ん
で
ゐ
た
ら
し
い
ｏ

旭
ケ
嶽
　
廣
ケ
原
岳
卜
毛
云
。
高
二
十
九
町
、
村
ノ
西
方
ニ
ア
リ
。
西

南

ハ
湯
檜
曾
村
粟
澤
村

二
罵
シ
、
山
脈
夜
後
村
垂
木
澤
峰

二
連
り
、

利
根
川
ノ
西
岸
二
限
″
。
北
ハ
大
鳥
帽
子
岳
東
北

ハ
小
烏
帽
子
岳
ニ

連
／
。
漢
水
敷
條
フ
出
ス
。

こ
れ
は
藤
原
村
の
條
で
あ
る
が
、
湯
檜
曾
村
の
方
に
は

朝
日
嶽
　
高
三
百
丈
、
村
ノ
東
北
ニ
ア
リ
。
嶺
上
ヨ
ソ
南
方
本
村
り
北

方
越
後
國
魚
沼
郡
清
水
村
っ
東
方
藤
原
村

二
屈
ス
。
山
脈
東
方
藤
原

村
ノ
大
烏
帽
子
小
烏
帽
子
岳

二
連
り
、南
方

二
延
テ
村
中
に
起
伏

シ
、

北
方
二
走
ン
テ
清
大
村
ノ
諸
山

二
連
／
。
両
方
二
走
″
モ
ノ
ハ
谷
川

ノ
奥
富
士
山
二
通
亘
ン
テ
越
後
國
境
フ
ナ
ス
Ｇ
山
中
雑
木
多
シ
。
登

路
三
條
、　
一
ハ
本
村
ヨ
ソ
上
／
、
高
サ
ニ
里
十
五
町
。

一
ハ
南
方
湯

檜
曾
橋
ヨ
ソ
上
″
、
高

一
里
十
四
町
。
雨
道
易
ン
テ
遠
シ
。

一
ハ
山

中
ノ
字

一
ノ
倉
ヨ
ソ
上
″
、
高
十
五
町
ゝ
瞼

ニ
ン
テ
近
ン
。
漢
水
二

條
ア
リ
、
下
流
湯
檎
曾
川

二
入
″
。

郡
村
誌
は
各
村
の
書
上
を
唯

一
の
材
料
と
し
て
編
纂
し
た
も
の
で
、
多
く

の
場
合
編
者
は
少
し
も
賞
際
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
幸
に
其
人

が
適
材
で
あ
る
な
ら
ば
立
派
な
書
物
が
出
家
上
る
で
ぁ
ら
う
が
、
左
も
な
い

時
に
は
其
編
纂
が
反
て
累
を
な
し
て
、
取
捨
に
迷
ふ
や
う
な
記
事
に
居
遭
遇

す
る
。
利
根
郡
村
誌
な
ど
は
不
幸
に
し
て
ょ
い
編
纂
と
は
申
し
悪
い
。
同
じ

(327)
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琥 三 第 年 六 十 第 岳 山

由
に
旭
と
書
い
た
う
朝
日
と
書
い
た
う
し
て
更
に
統

一
が
な
い
、
其
上
に
前
後
授
着
左
右
翻
幅
彼
此
混
同
と
い
ふ
工
合

に
不
得
要
領
の
記
事
が
至
る
所
に
あ
る
の
で
、
之
と
讀
Ｕ
際
に
は
細
心
の
注
意
を
要
す
る
。
乙
ゝ
に
記
さ
れ
た
登
路
な

ど
も
、
最
も
遠
か
る
可
き
筈
の
湯
檜
曾
橋
か
ら
の
登
路
が
、
村
中
の
何
庭
か
ら
か
の
登
路
よ
う

一
里
も
近
く
、
そ
し
て

一
ノ
倉
か
ら
は
十
五
町
と
あ
る
。
そ
ん
な
路
が
あ
る
と
し
て
も
そ
れ
は
尤
大
な
山
塊
の
一
地
釉

へ
の
路
で
、
決
し
て
最

高
黙
へ
の
路
で
は
な
い
。
或
は
考
へ
や
う
に
依
て
は
、
千
七
百
五
十
米
突
の
峰
か
若
く
は
千
八
百
五
十
二
米
突
の
峰
が

旭
ケ
岳
で
あ
つ
て
、
山
塊
の
最
高
肺
は
大
鳥
帽
子
山
で
は
な
い
か
と
も
取
れ
る
Ｊ
然
し
よ
う
す
る
と
不
都
合
を
生
ず
る

場
合
の
方
が
多
い
か
ら
、
此
考
は
撤
同
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
要
す
る
に
最
高
鮎

へ
の
登
路
は
無
い
の
で
、
藤
原
方
面
か

ら
は
質
川
に
滑
ふ
て
、
湯
檜
曾
方
面
か
ら
は
清
水
峠
又
は
其
附
近
か
ら
登
る
の
が
、
比
較
的
業
で
あ
る
と
い
ス
に
過
ぎ

な
い
。
詳
細
は
本
琥
所
載
の
武
田
君
の
記
事
に
就
て
知
ら
れ
た
い
ｏ
簡
ほ
湯
檜
曾
川
は
北
方
越
後
國
境
の
大
峰
山
か
ら

螢
源
す
る
と
郡
村
誌
に
あ
る
の
で
、
笠
ケ
岳
に
大
峰
山
の
異
名
が
あ
る
や
う
に
思
は
れ
る
が
、
他
に
大
峰
山
の
記
事
が

な
い
の
で
何
と
も
判
断
の
下
し
や
う
が
な
い
。

朝
日
岳
（大
烏
帽
子
山
）
と
小
島
帽
子
山

朝
日
岳
は
所
謂
大
烏
帽
子
山
で
あ
る
。
古
く
は
正
保
国
よ
う
最
近
測
量
部
の
輯
製
二
十
萬
に
至
る
ま
で
、
如
何
な
る

地
国
に
ヽ
大
小
鳥
帽
子
の
名
は
記
載
し
て
あ
る
が
、
さ
て
そ
れ
が
賃
際
ど
の
山
に
相
雷
す
る
か
に
就
て
は
「
ま
る
で
雲

を
つ
か
む
や
う
に
捉
へ
所
が
な
か
つ
た
ｏ
土
地
の
人
に
聞
き
質
し
て
見
て
も
、
大
小
烏
帽
子
の
名
は
知
つ
て
ゐ
る
が
、

今
で
は
夫
が
ど
の
山
で
あ
る
か
を
指
駐
す
る
こ
と
を
得
な
い
有
様
で
あ
る
。
已
む
な
く
之
を
記
文
に
孜
へ
て
朝
日
岳
を

大
鳥
帽
子
山
と
断
定
し
た
の
で
あ
る
。

大
鳥
帽
子
岳
　
高
十
八
町
、
村
ノ
西
北

二
峙
立
ヌ
じ
山
脈
南
方
旭
ケ
岳
二
連
ソ
、
東
方
二
脈
ト
ナ
リ
、　
一
ハ
利
根

川

二
至
ソ
、
一
ハ
小
烏
帽
子
岳

二
旦
ソ
、
北
方
ハ
琴
伏
岳

二
連
ソ
、
西

ハ
越
後
國
魚
沼
郡
清
水
村
ノ
奥
窓
旗
山

○
利
根
川
水
源
地

の
山
　
　
木
暮

一
三
二
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行 獲 月 五 年 二 十 正 大

Ｏ
利
根
川
水
源
地
の
向
　
　
木
暮

一
一一
六

牛
ケ
岳

二
通
亘
ヌ
。
山
羊
澤
小
繋
澤
東
方
二
螢
ス
。

例
の
郡
村
誌
の
記
事
で
あ
る
。
小
繋
澤
が
東
方
に
破
源
す
と
あ
る
こ
と

や
、
又
小
繋
川
の
條
に
自
檜
漢
が
大
烏
帽
子
の
山
脚
界
物
ケ
崎
の
岩
峡

よ
う
獲
す
と
あ
る
乙
と
な
ど
か
ら
推
せ
ば
、
朝
日
岳
の
北
に
あ
る
千
七

百
四
十
四
米
突
の
峰
が
大
鳥
帽
子
ら
し
く
考
へ
ら
れ
る
。
然
し
乙
れ
は

高
さ
の
開
係
か
ら
い
ふ
て

「東
方
二
脈
と
な
り
、　
一
は
利
根
川
に
至
ｂ

云
々
」
と
あ
る
其
脈
が
大
鳥
帽
子
か
ら
千
七
百
四
十
四
米
突
の
峯
を
経

て
几
物
ケ
崎
に
至
る
も
の
と
取
れ
緻
事
も
な
い
ｃ
何
に
せ
牛
ケ
岳
や
窓

機
山
が
西
に
営
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
推
定
に
竹
の
折
れ
る
こ
と

一

通
。９
で
は
な
い
。
上
野
國
志
に
は

「
小
烏
帽
子
の
東

（
○
賞
は
東
で
な

く
正
し
く
は
西
北
の
誤
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
昔
の
地
固
に
擦
れ
ば
東
と

書
く
も
無
理
は
な
い
。
）に
あ
り
、
越
後
に
て
も
同
名
」
と
ぁ
る
の
で
、

含
津
風
土
記
を
見
る
と
魚
沼
郡
の
條
に

大
烏
帽
子
山
　
同
組

（
○
璽
澤
組
）
早
川
村
の
枝
村
清
水
ノ
南

ニ

ア
リ
。
支
峰
多
ク
高
山
ナ
リ
。
登
川
是
ヨ
リ
出
。
山
中
二
馬
峠

ト
テ
上
野
國
利
根
郡
湯
檜
曾
村
二
出
／
路
ア
リ
。
東
南

ハ
利
根

郡
藤
原
村
湯
檜
曾
村
ノ
山

二
連
り
、西
ハ
土
樽
村
ノ
西
二
績
キ
、

北
ハ
清
水
瀧
谷
村
ト
ニ
震
ヌ
。

清
水
村
の
山
川
の
部
に
は
、

大
鳥
帽
子
山
　
清
水
ノ
南
三
里
許
ニ
ア
リ
、
登
／
コ
ト
一
里
三
十

島 |ユ
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琥 三 第 年 六 十 第 岳 山

町
餘
、
東
南

ハ
藤
原
村
及
湯
檜
曾
村
ノ
山

二
連
ン
ソ
○

乙
れ
で
見
る
と
大
鳥
帽
子
山
は
朝
日
岳
の
や
う
で
も
あ
り
、
叉
賓
川
笠
ケ
岳
の
や
う
で
も
あ
る
。
或
は
事
ろ
笠
ケ
岳
の

方
が
記
事
に
適
切
か
と
も
思
は
れ
る
が
、
笠
ケ
嶽
は
建
に
山
脚
の

一
部
の
み
が
越
後
に
属
し
て
ゐ
る
識
と
、
清
水
方
面

か
ら
眺
め
て
は
朝
日
岳
の
方
が
高
さ
は
低
い
が
山
容
頴
著
で
あ
る
ら
し
く
想
像
さ
れ
る
の
で
、
朝
日
岳
を
そ
れ
に
充
ｔ

る
こ
と
に
し
た
。
藤
原
温
泉
記
行
に
は
既
記
の
如
く
大
鳥
帽
子
を
越
後
に
て
は
朝
日
岳
と
い
ス
と
明
瞭
に
記
し
て
あ
る
。

尤
も
乙
れ
と
て
も
湯
檎
曾
で
い
ス
旭
ケ
岳

（
即
ち
笠
ケ
岳
）
の
名
が
越
後

へ
も
廣
ま
つ
た
の
か
も
知
れ
緻
と
す
れ
ば
、

笠
ケ
岳
が
大
鳥
帽
子
山
と
な
る
課
で
あ
る
し
、　
叉
賓
川
を
遡
つ
て
山

へ
登
る
程
な
ら
ば
、　
朝
日
岳
よ
う

も
笠
ケ
岳
の

方
が
高
く
且
近
い
か
ら
、
ど
う
も
乙
れ
へ
登
り
さ
う
に
考
へ
ら
れ
る
。
叉
逆
に
乙
の
朝
日
岳
か
ら
笠
ケ
岳
ま
で
も
上
州

側
で
朝
日
岳
と
呼
ぶ
や
う
に
な
つ
た
の
か
も
知
れ
緻
と
も
い
へ
る
ｃ
し
た
が
さ
う
悪
く
氣
を
廻
す
に
も
及
ば
な
い
で
あ

ら
う
ｏ
同
書
に
布
引
山
よ
う
大
鳥
帽
子
へ
掛
る
腫
云
々
と
あ
る
布
引
山
は
、
朝
日
岳
か
ら
東
南
に
派
出
し
た
尾
根
が
千

六
百
六
十
米
突
の
日
を
有
す
る
峰
か
ら
南
方
に
延
び
た
連
嶺
の
構
で
あ
る
か
ら
、
此
場
合
大
烏
帽
子
は
よ
く
朝
日
岳
に

あ
て
は
ま
る
。
畢
・克
す
る
に
大
鳥
帽
子
断
定
の
根
本
資
料
は
、
賓
川
が
旭
ケ
岳
と
大
烏
帽
子
岳
と
の
間
に
螢
源
す
と
ぁ

る
記
事
が
第

一
で
、
此
山
が
上
越
界
に
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
第
二
で
あ
る
。
を
し
て
山
名
の
因
て
起
る
に
至
つ
た
鳥
帽

子
に
似
た
山
を
其
範
囲
で
物
色
し
た
な
ら
ば
、
山
稜
上
に
八
十
米
突
の
園
錐
塔
を
押
立
て
ヽ
ゐ
る
朝
日
岳
は
、
他
の
紛

ら
は
し
い
候
補
者
を

一
蹴
し
て
、
正
し
く
其
座
を
占
Ｕ
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
ｏ

此
山
は
越
後
方
面
の
清
水
街
道
か
ら
登
に
ば
、
澤
に
し
て
も
尾
根
に
し
て
も
僅
に
五
百
米
突
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
ょ

し
や
急
峻
で
あ
つ
て
も
大

し
た
事
は
あ
る
我
い
と
思
ス
の
で
あ
る
。

小
鳥
幅
子
は
上
野
國
志
に
「越
後
界
に
あ
り
、
越
後
に
て
吾
妻
山
と
云
ふ
」
と
あ
る
が
、
會
津
風
土
記
に
援
る
と
「
ア

ツ
マ
山
、
清
水
の
辰
巳
の
方

一
里
餘
に
あ
う
、
登
る
こ
と

一
里
十
八
町
、
藤
原
村
と
峰
を
界
と
す
」
と
あ
つ
て
、
五
萬

の
地
固
の
柄
澤
山
に
相
営
し
て
わ
る
や
う
で
あ
り
、
他
に
小
鳥
帽
子
の
記
事
は
見
営
ら
な
い
ｏ
上
野
國
志
が
越
後
界
と

○
利
根

川
水
源
地

の
山
　
　
木
暮

一
Ｊ一
を
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行 螢 月 五 年 二 十 正 大

○
利
根
川
水
源
地
の
山
　
　
木
暮

書
い
た
の
は
、
つ
ま
う
地
国
に
誤
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
此
山
は
全
然
藤
原
に
届
し
た
山
で
越
後
界
の
山
で
は
な
い
。
郡

村
誌
の
記
事
は
比
較
的
要
領
と
得
て
ゐ
る
。

小
鳥
帽
子
岳
　
高
十
六
町
、
村
ノ
西
北

ニ
ア
ソ
。
．山
脈
北
西
方
大
鳥
帽
子
岳
に
連
う
、
山
脚
東
方
赴
ク
モ
ノ
声
澤

ノ
雨
岸
フ
腿
ン
テ
利
根
川

二
限
ソ
、
南
方

ハ
字
贅
川

二
至
ツ
テ
布
川
山
（
○
布
引
山
ノ
誤
篤
）
ト
ナ
ソ
、
北
方
山

羊
澤
二
達
ス
。
南
方
賓
川
ノ
源
フ
出
シ
、
狙
板
倉
澤
恵
根
子
澤
等
之
二
含
ヌ
。
利
根
川
ノ
西
岸

ヨ
ソ
山
東
フ
続

テ
越
後
國
ヘ
ノ
山
道
ア
リ
、
コ
ヽ
二
謙
信
馬
返
ン
岩
卜
云
ア
リ
。

之
を
五
萬
の
地
国
に
照
し
て
見
る
と
　
・
‐
疑
ふ
餘
地
も
な
く
前
記
の
千
六
百
六
十
米
突
の
困
を
有
す
る
峯
即
ち
布
引
山
の

最
高
釉
に
営
つ
て
ゐ
る
。
然
し
此
峯
は
鳥
帽
子
状
を
呈
し
て
ゐ
る
と
は
稀
し
難
い
。
そ
こ
で
私
の
考
で
は
此
峯
と
朝
日

岳
と
の
中
間
に
在
る
千
七
百
六
十
米
突
の
圏
を
有
す
る
峯
が
そ
れ
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
郡
村
誌
の
記
事
は
結
構
此
位

の
寛
容
度
を
有
し
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
私
達
が
奥
山
の
旅
を
維
へ
て
、
湯
之
小
屋
か
ら
打
上
へ
の
蹄
途
上
ノ
原
附
近

で
、
夕
立
あ
が
う
の
横
雲
の
た
ゞ
よ
ふ
西
北
の
連
山
と
眺
め
な
が
ら
、澤
に
は
最
も
精
し
い
人
夫
の

一
人
が
、
一
は
高
く

一
は
低
く
相
接
し
て
雲
の
上
に
実
つ
た
頭
を
露
し
て
ゐ
る
山
を
指
し
て
、「
大
烏
帽
子
小
鳥
帽
子
は
あ
れ
で
は
な
い
か
な

あ
」
と
年
ば
獨
語
の
や
う
に
い
ふ
た
が
、
そ
れ
が
こ
の
山
と
朝
日
岳
と
で
あ
つ
た
や
う
に
思
は
れ
た
。

朝
日
岳
以
北
の
諸
山

大
小
烏
帽
子
山
の
名
は
昔
か
ら
著
名
で
あ
る
に
拘
ら
ず
、
ど
の
山
が
そ
れ
で
あ
る
か
剣
然
し
な
い
篤
に
、
私
の
能
ふ

限
う
の
範
囲
内
に
於
て
試
に
断
定
を
下
し
た
諄
で
あ
る
が
、
賞
際
登
山
し
や
う
と
す
る
人
に
封
し
て
役
に
立
つ
一
言
竿

句
を
附
け
加
へ
る
こ
と
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
朝
日
岳
か
ら
小
澤
岳
に
至
る
間
の
國
境
山
脈
の
諸
山
に
就
て
も
、
遺
憾

な
が
ら
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
で
此
等
は
総
て
賓
査
の
後
に
取
扱
ふ
こ
と
に
し
て
、
整
に
は
省
略
す
る
こ
と
に
し
た
）
私

の
経
験
で
は
千
八
百
米
突
を
超
え
て
ゐ
れ
ば
、
尾
根
は
概
し
て
木
は
少
な
く
、
主
と
し
て
笹
を
生
じ
て
ゐ
る
が
、
其
笹

一
三
〈
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も
二
尺
に
餘
る
場
合
は
殆
ど
な
い
、
多
く
は

一
尺
前
後
で
あ
る
か
ら
、
さ
し
て

歩
行
を
妨
げ
ら
れ
る
憂
は
な
い
と
い
ふ
て
よ
い
。
然
し
夫
以
下
の
標
高
で
は
先

づ
藪
が
深
い
も
の
と
覺
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ｏ
朝
日
岳
か
ら
牛
ケ
岳
に
至

る
間
に
も
、
二
三
ケ
所
は
か
う
い
ふ
所
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
牛
ケ
岳
は
曾
て
高

頭
君
が
清
水
か
亀
登
ら
れ
、
第
八
同
小
集
合
の
席
上
で
其
話
を
さ
れ
た
ｃ
其
大

要
は
本
誌
第
十
四
年
第
三
琥
に
載
せ
て
あ
る
。

牛
ケ
岳
か
ら
山
脈
が
東
に
折
れ
て
東
五
十
澤
山

（俄
に
五
十
澤
川
の
源
頭
に

あ
る
千
九
百

一
米
突
の
峯
を
西
峯
．
千
八
百
三
十
五
米
突
の
峯
を
東
峰
と
し
、

線
稀
し
て
五
十
澤
山
と
い
ふ
。
）
に
至
‘
縫ヽ
■
、
叉
小
澤
岳
か
ら
三
番
手
山
（
千

七
百
九
十
米
突
の
三
角
鮎
を
含
む
山
）、
三
石
山
（
千
六
百
二
十

一
米
突
の
峯
）に

至
る
迄
と
は
、
凍
望
し
た
所
で
は
さ
し
た
る
事
も
有
る
ま
い
と
見
た
が
、
雨
者

の
中
間
に
在
る
千
五
百
米
突
前
後
の
部
分
は
数
が
深
か
ら
う
と
想
は
れ
た
。
然

し
牛
ケ
岳
を
早
稜
し
て
張
行
す
れ
ば
、
或
は
一
日
で
小
澤
岳
に
到
ら
得
る
か
も

知
れ
な
い
。
勿
論
日
の
短
い
秋
の
頃
で
は
覺
束
な
い
で
あ
ら
う
。

小
澤
岳
（月
ヶ
岳
）

打
上
か
ら
湯
之
小
屋
へ
行
く
途
中
に
上
ノ
原
と
呼
ぶ
高
墓
が
あ
る
、
高
さ
は

千
米
突
前
後
で
あ
る
が
極
め
て
廣
間
な
原
で
あ
つ
て
、
ユ
眺
望
に
富
ん
で
ゐ
る
。

村
で
は

一
も
見
る
こ
と
を
得
な
い
奥
山
、
殊
に
利
根
川
右
岸
の
雪
に
輝
く
山
々

の
姿
を
望
む
乙
と
が
出
木
る
。
中
に
も
小
澤
岳
を
中
心
と
し
て
右
は
幽
澤
山
、
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行 獲 月 五 年 二 十 正 大

○
利
根
川
水
源
地
の
山
　
　
木
暮

左
は
三
番
手
及
三
石
の
二
山
に
亘
る
一
連
の
山
塊
は
、
紺
青
の
肌
に
幾
多
の
雪
漢
を
鍍
め
た
全
容
を
露
し
て
、．
最
も
壮

槻
を
呈
し
て
ゐ
る
。
何
の
二
千
米
突
足
ら
ず
の
山
と
多
寡
を
括
つ
て
ゐ
る
人
も
。
見
ｔ
は
登
ら
ず
に
ゐ
ら
れ
な
く
な
る

山
で
あ
る
．
私
達
が
奥
山
販
渉
の
振
出
し
に
よ
く
も
此
山
を
選
び
営
て
た
と
威
じ
た
時
の
喜
と
満
足
と
は
言
ス
に
及
ば

な
い
事
で
あ
つ
た
。
標
高
千
九
ｂ
四
十
四
米
突
、
笠
ケ
岳
と
共
に
牛
ケ
岳
に
次
ぐ
利
根
川
右
岸
の
高
峯
で
あ
る
。

月
ヶ
嶽
　
小
澤
岳
、幽
ノ
澤
峰
ト
モ
云
。高

一
里
、
村
ノ
北
ニ
ア
ソ
。
北
方
駒
ケ
岳

二
連
り
、
東
方
ノ
山
脚

ハ
赤
松

山
ト
ナ
リ
、
利
根
川
ノ
西
岸

二
達
ン
、
湯
ノ
花
温
泉
ア
ソ
。
南
方
小
澤

一
番
手
漢
ヨ
ソ
五
番
手
漢
ノ
五
漢
水
ヲ

出
シ
ゝ
南
方
琴
牛
岳

二
通
シ
、西
方
越
後
國
伊
香
澤
村

二
局
ス
。
同
村
之
フ
月
山
卜
云
。
東
ノ
嶺
上

二
沼
ア
リ
、

月
ノ
沼
ト
イ
フ
。

乙
れ
は
郡
村
誌
の
記
事
で
あ
る
が
、
幽
ノ
澤
峯
と
唱
へ
る
に
は
少
し
距
離
が
遠
き
に
大
す
る

．，
私
が
郡
村
誌
の
記
事
に

寛
容
度
が
あ
る
と
い
ス
た
の
は
、
斯
様
な
場
合
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
五
萬
分

一
日
の
幽
ノ
澤
山
は
蓋
し
そ
の
所
を
得

た
も
の
と
稀
し
て
よ
い
ｏ
輯
製
二
十
萬
の
日
光
国
幅
に
大
鳥
帽
子
山
と
小
鳥
帽
子
山
と
の
間
に
月
山
と
記
し
て
あ
る
の

は
此
山
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。

藤
原
か
ら
此
山
に
登
る
捷
路
は
、
先
づ
利
根
の
本
流
に
滑
ふ
て
遡
り
、
奈
良
澤
か
ら
其
支
流
幽
ノ
澤
に
入
り
、
幽
ノ

澤
山
の
画
方
鞍
部
に
出
で
っ
其
虎
か
ら
山
稜
を
北
進
し
て
頂
上
に
達
す
る
こ
と
で
あ
る
。
打
上
か
ら
優
に
二
日
を
要
す

る
で
あ
ら
う
ｏ
私
達
は
初
日
に
大
声
で
米
味
嗜
其
他
の
買
入
に
手
間
取
り
、
午
後
は
叉
大
夕
立
に
降
り
込
め
ら
れ
て
、

未
だ
午
後
三
時
に
も
な
ら
漁
う
ち
に
矢
木
澤
の
手
前
に
在
る
大
本
の
小
屋
で
泊
つ
て
し
ま
つ
た
。

釜
日
は
幽
ノ
澤
が
魚
留
瀑
以
上
全
部
雪
漢
を
な
し
て
ゐ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
つ
た
の
で
、
瀑
の
多
い
狭
谷
を
遡
行
す

る
困
難
を
慮
つ
て
、
本
流
と
不
澤
と
の
間
の
尾
根
を
登
る
こ
と
に
し
た
。
初
は
下
生
へ
の
少
な
い
掬
の
大
森
林
の
中
を

登
る
の
で
至
つ
て
暢
氣
で
あ
つ
た
が
、
千
三
百
米
突
位
か
ら
喬
木
が
減
じ
て
次
第
に
藪
が
甚
し
く
な
多
．
令
法
や
石
楠

や
イ
ヌ
ツ
グ

（？
）
な
ど
の
密
叢
が
最
も
人
を
苦
し
め
る
。
伊
良
澤
岳
に
績
ぐ
尾
根
に
合
し
て
か
ら
は
、
可
な
う
年
敷

一
四
〇
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を
経
た
相
應
に
太
い
一
丈
あ
ま
う
の
頑
張
な
木
立
の
中
に
取
り
込

め
ら
れ
、
そ
れ
が
又
意
地
悪
く
密
生
し
て
ゐ
る
の
で
、
ど
う
に
も

動
き
が
取
れ
な
い
。
漸
く
の
こ
と
で
四
番
手
漢
の
上
部
に
営
る
尾

根
の
側
面
に
残
雪
の
あ
る
所
ま
で
漕
ぎ
付
け
て
。
す
う
鉢
状
の
窪

地
に
野
螢
し
た
。
三
日
日
は
小
澤
岳
の
東
南
に
在
る
岩
峯
か
ら
正

南
に
派
出
し
た
尾
根
の
突
端
の
隆
起
を
目
懸
け
て
、
今
度
は
束
に

し
た
や
う
な
陣
竹
の
策
を
掻
き
分
け
な
が
ら
登
つ
て
行
く
と
，
右

側
に
薬
研
状
の
長
い
窪
地
が
績
い
て
内
側
に
は
竹
が
少
な
い
。
そ

れ
を
登
う
詰
め
て
右
に
小
高
い
土
堤
を
超
え
た
向
ス
側
が
草
地
に

な
つ
て
ゐ
る
の
で
、
初
め
て
解
放
さ
れ
た
や
う
な
心
安
ご
と
威
じ

た
〕
白
根
奏
、
小
岩
鏡
、
自
い
花
の
撫
子
、
日
光
黄
菅
、
自
花
石

楠
な
ど
が
花
盛
多
で
、　
一
見
も
花
畑
の
や
う
で
あ
る
。
此
庭
か
ら

蹴
下
す
と

幽
ノ
澤

の
全
漢
が
雪
で

埋
め
ら
れ
て
ゐ
る
の
が
分
つ

た
）
若
し
第

一
日
に
私
達
の
や
う
に
四
時
間
以
上
も
塞
費
す
る
と

が
な
け
れ
ば
、打
上
か
ら
カ
ハ
ゴ
澤
ま
で
は
家
ら
れ
る
で
あ
ら

，
ｏ

そ
の
澤
は
地
国
に
幽
ノ
澤
と
記
入
し
て
あ
る
澤
の
字
の
下
で
右
か

ら
合
す
る
も
の
で
あ
る
ｃ
さ
う
す
れ
ば
笙
日
は
河
偉
ひ
に
遅
く
も

午
後
二
時
か
二
時
年
に
は
鞍
部
に
登
う
着
け
る
。
大
略
七
時
間
の

行
程
と
思
へ
ば
間
違
あ
る
ま
い
。
そ
れ
か
ら
頂
上
ま
で
は
一
時
間

牛
で
業
に
登
れ
る
。
然
し
幽
ノ
澤
の
雪
漢
が
連
績
し
て
ゐ
な
い
場

ハサラ f́
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〇
利
根
川
水
源
地
の
山
　
　
木
暮

合
に
は
、
尾
根
を
登
る
よ
う
外
に
方
法
は
な
い
。

車
地
か
ら
試
に
尾
根
上
に
出
て
見
た
。
人
長
よ
う
少
し
短
い
が
相
憂
ら
ず
藪
が
ひ
ど
い
。
陣
竹
、
七
電
、
自
花
石
楠

な
ど
が
主
な
る
邪
魔
物
で
あ
る
″
ギ
ュ
ッ
と
雲
の
詰
つ
た
小
澤
の
谷
を
超
え
て
向
ス
に
績
く
牛
ケ
岳
の
連
嶺
に
は
，
吹

ヽ
σ募
る
風
工
毬
ら
れ
て
絶
え
ず
綿
の
や
う
な
雲
が
屯
し
て
ゐ
た
。
ま
た
草
地
を
縫
ひ
な
が
ら
幽
ノ
澤
山
と
の
連
絡
黙
に

出
る
。
束
の
鞍
部
に
は
水
を
湛
え
た
小
池
が
二
つ
程
見
ら
れ
た
。
こ
れ
か
ら
は
岩
石
の
露
出
し
た
恒
松
と
石
楠
の
非
常

に
繁
つ
て
ゐ
る
短
尾
根
を
、
同
じ
く
東
側
を
翔
み
登
つ
て
、

一
寸
し
た
鞍
部
に
下
る
と
右
手
の
陣
竹
の
中
か
ら
熊
が
か

け
出
し
て
、
す
ぐ
左
手
の
敏
に
逃
げ
込
ん
だ
。
暫
く
し
■
後
ろ
で
フ
イ
ノ
ヽ
騒
い
で
あ
る
馨
に
振
り
返

へ
る
と
、
今
下

つ
て
末
た
岩
出
の
上
で
二
人
の
人
夫
が
手
に
手
に
石
を
拾
つ
て
、
下
か
ら
登
つ
て
行
く
熊
に
投
げ
付
け
て
ゐ
る
の
で
ぁ

つ
た
）
熊
は
慌
て
ヽ
復
西
側
の
陣
竹
の
中
に
陰
れ
た
様
子
で
あ
る
。
乙
れ
が
奥
山
で
見
た
唯

一
の
熊
で
あ
っ
た
。

岩
銀
杏
の
間
に
自
由
小
櫻
の
花
叢
が
散
黙
し
た
東
側
の
草
地
を
東
北
に
廻
り
込
む
や
う
に
辿
つ
て
行
く
。
小
さ
い
池

が
あ
る
、
ア一れ
が
郡
村
誌
に
所
調
月
ノ
沼
で
あ
ら
う
、
此
外
に
は
附
近
に
そ
れ
ら
し
い
も
の
は
見
営
ら
な
か
つ
た
り
傾

斜
が
少
し
急
に
な
つ
て
、
間
も
な
く
刈
り
込
ん
だ
や
う
に
奇
麗
な

一
尺
許
の
笹
の
中
を
左
斜
に
登
ウ
切
る
と
小
澤
岳
り

回
い
頂
上
で
あ
る
、
打
上
か
ら
二
日
午
を
要
し
た
。
見
渡
し
た
所

一
面
の
笹
原
で
。
少
数
の
禾
本
科
植
物
の
外
に
は
、

岩
石
も
な
け
れ
ば
目
を
喜
ば
せ
る
草
花
も
な
い
、
下
か
ら
眺
め
て
想
像
し
た
の
と
は
打
っ
て
憂
う
た
至
極
不
几
な
も
の

で
あ
つ
た
。
然
し
頂
上
か
ら
少
し
東
に
下
る
と
斑
岩
様
の
岩
が
露
出
し
、
残
雲
か
ら
滴
る
水
が
ひ
た
ノ
ヽ
と
流
れ
て
ゐ

る
凛
地
に
は
毛
霊
苔
が
美
し
く
、
草
地
に
は
岩
銀
杏
に
交
つ
て
白
山
小
櫻
の
花
が
深
紅
に
燃
え
て
ゐ
た
。
人
夫
の
話
に

接
る
と
下
津
川
は
さ
し
て
困
難
な
く
通
行
さ
れ
る
さ
う
で
あ
る
か
ら
、
越
後
方
面
か
ら
は
此
澤
と
上
れ
ば
直
接
に
達
し

ら
れ
小
認
で
あ
る
。
或
は
下
津
川
よ
う
更
に
奥
の
‐―

恐
ら
く
三
国
川
の
本
流
と
思
は
れ
る
澤
を
遡
っ
て
下
津
川
山
か

ら
取
♭
付
く
も
ょ
か
ら
う
し
、
又
は
牛
ケ
嶽
か
ら
足
根
を
維
走
す
る
も
よ
い
。
軌
に
し
て
も
藤
原
か
ら
登
る
の
と
日
程

に
大
差
は
あ
る
ま
い
と
思
ふ
。
此
日
は
雲
が
頻
に
飛
ん
で
廣
い
筈
の
眺
望
も
．
北
で
は
中
ノ
岳
の
連
山
、
西
か
ら
南
に

一　
四
二
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続 三 第 年 六 十 第 岳 山

か
け
て
は
牛
ケ
嶽
か
ら
賓
川
の
笠
ケ
岳
に
至
る
間
の
諸
山
に
限
ら
れ
て
し
ま
つ
た
の
は
遺
憾
で
あ
つ
た
。
附
近
に
あ
ま

う
澁
営
な
野
螢
地
は
な
い
ｃ

小
澤
岳
の
頂
上
か
ら
北
微
東
に
向
つ
て
草
地
を
二
十
分
も
下
る
と
鞍
部
に
達
す
る
、
こ
の
鞍
部
か
ら
下
津
川
山
の
頂

上
ま
で
は
四
十
分
で
足
う
る
。
初
は
草
地
で
、
次
第
に
岩
石
の
露
出
し
た
疫
尾
根
と
な
り
、
優
松
石
楠
大
米
邸
燭
な
ど

が
岩
間
に
族
生
し
て
ゐ
る
。
頂
上
は
小
澤
岳
よ
り
狭
く
三
高
さ
も
十
六
七
米
突
低
い
が
、
二
等
三
角
鮎
を
取
り
な
い
て

岩
塊
の
狼
藉
た
る
上
に
、
優
松
や
石
楠
が
枝
を
延
し
、
四
五
寸
の
小
笹
に
交
つ
て
苔
桃
、
御
前
橘
．
ア
カ
モ
ノ
、
ウ
ヰ

キ
ャ
ク
、
深
山
鍬
形
、
三
葉
黄
蓮
な
ど
、
山
の
植
物
も
乏
し
く
な
い
の
で
、
確
に
小
澤
岳
ょ
う
も
高
山
相
を
見
し
て
ゐ

る
。
頂
上
か
ら
東
に
出
る
澤
は
流
れ
て
北
ノ
谷
と
な
う
、
本
谷
と
合
し
て
か
ら
小
澤
岳
の
東
に
獲
源
す
る
南
ノ
谷
を
容

れ
、
東
南
に
流
れ
て
小
穂
口
山
の
西
麓
で
小
澤
を
併
せ
、
小
穂
口
澤
と
な
つ
て
利
根
川
に
注
い
で
わ
る
。
本
谷
の
瀑
は

細
い
が
可
な
り
高
い
や
う
で
あ
つ
た
。

サ
グ
リ

此
山
か
ム
西
北
に
向
つ
て
浜
出
し
た
尾
根
は
「
下
津
川
と
三
國
川
の
上
流
と
の
間
に
婚
堀
し
て
。
長
い
頂
上
を
南
北

に
展
開
し
た

一
座
の
雄
大
な
山
を
饗
起
し
て
ゐ
る
。
三
角
鮎
の
標
高
は
千
七
百
十
四
米
突
と
測
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
最
高

鮎
は
中
央
に
在
つ
て
五
六
米
突
は
高
い
で
あ
ら
う
ｏ
東
か
ら
望
め
ば
破
風
の
形
に
も
見
え
る
。
高
さ
に
比
し
て
賓
無
粒

派
な
山
で
、
殊
に
東
面
に
懸
る
数
條
の
長
い
雲
漢
が

一
し
ほ
の
批
槻
を
添
へ
て
ゐ
る
。
名
を
知
ら
な
い
か
ら
椴
に
三
國

川
の
三
園
の
字
を
憂

へ
て
佐
具
利
山
と
命
名
し
た
。
下
津
川
山
か
ら
は
草
地
績
き
な
の
で
、
三
四
時
間
あ
れ
ば
往
復
さ

れ
る
と
思
つ
た
が
、
天
候
の
不
良
と
前
途
を
急
ぐ
の
と
で
割
愛
し
て
し
ま
つ
た
。
郡
村
誌
に
は
下
津
川
山
に
開
す
る
何

等
の
記
載
も
な
い
。

○
利
根
川
水
源
地
の
山
　
　
木
暮

~TⅢ
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○
利
根
川
水
源
地
の
山
　
　
木
暮

本
　
谷

山
（駒
ケ
岳
）

下
津
川
山
か
ら
東
北
を
指
し
て
少
し
下
つ
た
所
は
里
（
い
岩
壁
を
裸
出
し
た
小
隆
起
で
、
夫
を
除
え
る
と
優
松
は
絶
え

て
、
短
い
木
本
や
笹
の
生
へ
た
比
較
的
狭
い
尾
根
上
を

一
上

一
下
し
な
が
ら
之
字
形
に
辿
つ
て
行
く
。
癌
の
や
う
な
高

ま
り
を
五
つ
程
越
し
た
所
に
三
坪
許
の
池
が
あ
る
。
池
の
級
に
は
日
光
黄
菅
や
鷺
菅
が
花
を
険
い
た
り
賓
を
結
ん
だ
う

し
て
ゐ
た
。
私
達
が
二
頭
の
珍
ら
し
く
大
い
冷
羊
を
見
た
の
は
其
庭
か
ら
十
三
分
許
進
ん
だ
所
で
あ
る
。
本
谷
と
北
ノ

谷
と
に
挟
ま
れ
た
枝
尾
根
の
最
高
駐
に
営
る
峯
の
東
側
は
、
小
石
交
う
の
草
地
に
残
雪
が
あ
つ
て
。
水
が
ゆ
た
か
に
小

溝
を
流
れ
て
ゐ
た
。
此
邊
か
ら
越
後
側
は
四
五
尺
の
陣
竹
が
密
生
し
、
夫
に
交
つ
て
七
竃
が
散
生
し
て
ゐ
る
。
千
七
百

四
十
米
突
の
圏
を
有
す
る
峯
を
東
に
下
る
と
、
尾
根
の
南
側
が
堤
の
や
う
に
高
く
な
つ
て
、
其
間
に
十
五
六
坪
の
池
が

あ
る
、
底
が
小
石
で
あ
る
故
か
水
は
奇
麗
だ
。
丁
度
瀑
の
符
琥
の
有
る
澤
の
具
上
で
あ
ら
う
と
思
つ
た
。
此
庭
か
ら
二

十
分
を
費
さ
な
い
で
千
八
百
六
十
八
米
の
峯
頭
に
立
つ
乙
と
を
得
や
う
。
下
津
川
山
か
ら
四
時
間
の
行
程
で
あ
る
。

此
山
は
小
穂
口
澤
の
本
谷
の
源
頭
に
位
し
て
ゐ
る
の
で
、
本
家
な
ら
ば
小
穂
口
山
と
命
名
す
可
き
で
ぁ
る
が
、
其
名

は
此
山
か
ら
南
に
延
び
た
尾
根
の
末
端
に
近
き
千
五
百
二
十
六
米
突
の
峯
に
充
て
ら
れ
て
し
ま
つ
た
ｏ
既
刊
の
而
も
信

用
あ
る
地
国
に
記
入
さ
れ
た
名
を
個
人
が
改
め
た
と
て
一
般
に
は
通
じ
な
い
、
二
此
場
合
張
い
て
改
め
る
必
要
も
な
い
、

そ
れ
で
此
山
に
は
本
谷
山
の
名
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。
郡
村
誌
に
は

駒
ケ
嶽
　
高
サ
ニ
里
、
村
ノ
北
ニ
ア
ソ
。
巖
山
ニ
ン
テ
東
麓
利
根
川

二
至
り
、
南
瞼
峻
屏
列
月
ヶ
岳

二
連
ソ
、
北

方
崚
巖
重
盤
シ
テ
刀
嶺
ノ
岳

二
連
亘
ン
、
西

ハ
越
後
國
伊
香
澤
村
ノ
奥

二
跨
／
。

一
讀
し
た
所
で
は
此
山
ら
し
く
も
あ
り
又
北
隣
う
の
越
後
澤
山
ら
し
く
も
あ
る
。
殊
に
巖
山
と
い
ひ
、
瞼
崚
暁
巌
な
ど

い
ふ
文
字
は
、
越
後
澤
山
の
方
に
適
し
た
形
容
で
あ
る
し
も
南
方
か
ら
望
め
ば
山
勢
奔
馬
の
如
き
も
の
が
あ
つ
て
、
駒

ケ
岳
の
名
は
越
後
澤
山
に
冠
せ
し
め
た
方
が
よ
い
や
う
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
同
書
の

行 螢 月 五 年 二 十 二 大
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越
後
澤
　
駒
ケ
岳
ノ
北

二
費
ン
、
東
方

二
続
ク
南
流
利
根
川
二
入
／
。
長
四
里
幅
拾
二
間
。

を
合
せ
讀
め
ば
此
山
の
名
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
然
し
此
地
方
に
駒
ケ
岳
の
名
は
餘
う
多
く
て
紛
ら
は
し
い
上
に
、
村

人
さ
へ
既
に
忘
れ
て
し
ま
つ
た
名
で
あ
る
か
ら
し
て
、
之
は
単
に
別
名
と
し
て
存
し
て
置
く
こ
と
に
し
た
。
西
南
方
の

小
穂
口
澤
に
面
し
た
部
分
は
、山
腹
に
急
崖
を
連
ね
て
、
瀑
な
ど
も
二
三
あ
る
様
子
で
あ
る
が
、郡
村
誌
の
い
ふ
如
く
巌

山
で
は
な
い
。
頂
上
は
二
峯
に
分
れ
、
最
高
鮎
は
南
に
在
つ
て
越
後
澤
山
よ
り
七
米
突
程
高
く
ゝ
北
方
の
者
は
更
に
二

峯
に
岐
れ
て
ゐ
る
。
西
の
斜
面
か
ら
頂
上
の
一
部
に
か
け
て
松
澁
草
、
玉
答
花
、
日
光
黄
菅
が
非
常
に
多
い
。
其
外
は

蔓
性
木
本
の
や
う
に
低
く
旬
っ
た
楢
や
短
い
笹
で
あ
る
が
、
北
側
に
廻
る
と

一
面
の
笹
で
、　
一
尺
か
ら

一
尺
五
六
寸
の

長
さ
に
延
び
て
ゐ
る
。
其
上
を
滑
る
や
う
に
し
て
下
る
こ
と
す
五
分
で
、
越
後
澤
山
と
の
鞍
部
に
達
す
る
。
北
の
方
は

左
か
ら
緩
く
引
下
し
て
家
た
線
が
右
へ
緩
く
引
上
げ
て
、
眉
の
高
さ
に
大
な
る
弧
を
描
き
、
弧
の
内
面
に
は
美
し
い
笹

を
青
天
鶴
絨
の
や
う
に
く
け
て
、
其
上
に
銀
を
象
嵌
し
た
金
字
形
の
八
海
山
と
中
ノ
岳
と
が
程
よ
く
安
置
さ
れ
た
据
物

の
や
う
だ
。
其
下
の
窪
に
は
二
坪
あ
ま
う
の
池
が
叢
に
落
ち
た

一
面
の
青
鏡
の
如
く
横
は
つ
て
ゐ
る
。
南
の
方
の
一
段

低
い
所
に
は
少
許
の
獲
雪
が
妻
々
た
る
線
蕪
の
間
に
一
脈
の
各
を
戯
し
、
彗
清
の
跡
に
は
自
由
小
櫻
の
紅
繭
が
あ
た
多

に
華
や
か
な
色
を
添
へ
て
ゐ
る
。
営
面
に
屹
立
し
た
岩
壁
の
右
と
廻
り
、
相
急
な
斜
面
を
登
る
こ
と
十
分
で
、
越
後
澤

山
の
長
い
頂
上
の
一
角
に
立
つ
の
人
と
な
る
で
あ
ら
う
ｏ

越

後

澤

出

利
根
川
を
挟
ん
で
東
微
南
に
封
峙
し
た
平
ケ
嶽
と
共
に
比
山
は
奥
山
中
の
異
彩
で
あ
る
。
西
南
か
ら
東
北
に
延
び
た

狭
く
し
て
長
い
頂
上
は
、
大
略
之
を
東
西
の
二
峯
に
分
っ
こ
と
を
得
や
う
。
三
角
鮎
は
東
の
峯
の
突
端
に
在
っ
て
，
利

根
水
源
の
地
形
を
槻
望
す
る
に
絶
好
の
位
置
を
占
め
て
は
ゐ
る
が
、
流
石
に
本
流
は
急
崚
な
山
脚
の
下
に
深
く
身
を
潜

め
て
ゐ
る
か
ら
目
に
入
ら
な
い
ｏ
頂
上
か
ら
肩
の
あ
た
リ
ヘ
か
け
て
何
庭
に
も
こ
れ
と
い
ふ
程
の
露
岩
が
あ
る
諄
で
も

琥 三 第 年 六 十 第 岳 山

○
利
根
川
水
源
地

の
山
　
　
木
暮
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行 獲 月 五 年 二 十 正 大

○
利
根
川
水
源
地

の
山
　
　
．本
暮

一
四
六

な
く
、
例
の
如
く
短
い
木
本
や
笹
が
生
へ
て
ゐ
る
の
み
な

る
に
も
拘
ら
ず
、
山
勢
頗
る
崎
抜
し
て
恐
ろ
し
く
引
緊
つ

た
威
じ
を
典
へ
る
。
尤
も
胸
か
ら
下
は
、
殊
に
東
南
越
後

澤
と
東
北
利
根
の
左
俣
と
に
面
し
て
、
赫
色
の
懸
崖
を
連

ね
て
あ
る
。
東
か
ら
東
南
に
韓
向
し
て
利
根
川
と
越
後
澤

と
を
分
つ
て
ゐ
る
枝
尾
根
な
ど
も
、
三
百
米
突
近
く
下
つ

た
所
か
ら
雨
側
に
崩
岩
の
碩
れ
を
押
下
し
た
薄
ぺ
ら
な
鎌

尾
根
と
憂
つ
て
、
縦
走
の
意
外
に
困
難
な
る
べ
き
を
偲
ば

せ
る
も
の
が
あ
る
。
若
し
夫
れ
東
北
の
方
向
か
ら
展
望
せ

ん
か
、山
容
全
く
一
憂
し
て
俄
然
実
銑
な
金
字
塔
を
樫
げ
、

方
股
に
落
ち
込
む
谷
と
い
ス
谷
は
、
締
帯
に
似
た
雪
に
掩

は
れ
て
は
ゐ
る
が
、
生
々
し
い
裂
傷
の
や
う
な
粛
色
り
岩

壁
を
露
し
て
、
山
の
年
面
を
掻
き
取
つ
た
跡
の
や
う
に
物

凄

い
。
そ
れ
が
頂
上
を
包
む
雲
の
中
か
ら
年
身
を
見
せ
て

ゐ
る
時
は
、
如
何
な
る
高

い
山
か
と
怪
ま
せ
る
。
頂
の

一

端
か
ら
他
端
ま
で
十
五
分
乃
至
二
十
分
を
要
す
る
で
あ
ら

う
。三

角
鮎
か
ら
正
北
に
向
つ
て
下
る
尾
根
は
、
笹
の
深
い

所
も
あ
る
が

‘、
或
所
で
は
日
光
黄
菅
が
透
間
も
な
く
険
き

匂
つ
て
、
森
均
奥
の
草
原
に
さ
し
込
ん
だ
日
光
の
や
う
に

影 撮 氏 男 敏 島 藤   口1澤 後 越 る た 見 り よ 山 谷 本

(.339)



明
る
く
、
或
所
で
は
峠
蕗
が
乱
吠
し
て
一
恰
も
夕
日
に
燃
え
て
金
茶
色
に
焦
げ
た
山
の
一
角
を
望
Ｕ
や
う
だ
。
下
り
切

る
あ
た
う
は
五
六
尺
に
伸
び
た
陣
竹
の
密
叢
が

一
町
餘
も
績
い
て
ゐ
る
。
夫
を
乗
切
る
と
鞍
部
で
、
池
が
あ
り
残
雪
が

あ
つ
て
、
自
山
小
櫻
が
険
い
て
ゐ
る
。
三
角
黙
か
ら
二
十
分
と
は
か
ゝ
ら
な
い
や
う
で
あ
つ
た
ｏ

丹

　

後

　

山

越
後
澤
山
か
ら
北
の
鞍
部
に
下
つ
て
、
再
び
草
地
を
縫
ひ
な
が
ら
十
分
も
進
む
と
い
つ
か
小
隆
起
の
上
に
出
る
。
其

庭
か
ら
望
ん
だ
行
手
北
の
方
は
、
幅
の
度
い
高
原
状
の
尾
根
が
見
渡
す
限
う
と
い
ふ
て
差
支
な
い
程
茫
々
た
る
陣
竹
の

原
と
な
し
、　
一
歩
下
る
足
元
か
ら
既
に
等
身
以
上
の
策
を
押
分
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
位
の
拗
曲
し
た
古
木
が
竹

の
中
に
枝
を
横
げ
て
、
稀
に
家
る
人
間
の
足
を
排
つ
た
う
胴
を
支
へ
た
り
す
る
。斯
う
し
て
三
十
分
程
辿
つ
て
行
く
と
、

原
の
中
央
と
覺
し
き
窪
に
谷
地
が
あ
つ
て
、
岩
銀
杏
や
梅
慶
草
や
禾
本
沙
草
雨
科
の
植
物
に
混
じ
て
、
自
由
小
櫻
と
岩

鏡
が
険
い
て
ゐ
る
。
乙
れ
か
ら
笹
の
中
を
東
に
抜
け
て
、
芳
草
を
追
ス
獣
の
群
の
や
う
に
草
地
か
ら
草
地
へ
と
移
う
歩

き
、
前
面
に
横
は
つ
て
ゐ
た
二
つ
許
の
小
雪
田
を
い
つ
し
か
右
手
に
過
ぎ
て
、
上
る
と
も
な
く

一
の
峯
頂
に
達
す
る
。

東
側
に
小
雪
田
が
あ
る
。
雲
田
の
附
近
に
は
何
庭
も
白
山
小
櫻
が
多
い
。
北
ア
／
ブ
ス
で
は
五
色
ケ
原
や
清
水
手
の
外

に
は
餘
う
群
落
を
見
な
い
此
花
も
、
利
根
の
奥
山
で
は
草
地
あ
り
残
雪
あ
れ
ば
殆
ど
必
ず
其
花
叢
を
見
ざ
る
こ
と
な
し

と
い
ふ
有
様
で
あ
る
。

此
山
は
丹
後
山
の
南
に
あ
つ
て
千
八
百
米
突
の
圏
秘
靖
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
丹
後
山
よ
う
は
少
し
低
い
。
東
の
澤

は
即
ち
丹
後
澤
で
，
其
彗
漢
は
直
ぐ
北
に
隣
る
丹
後
小
洞
の
雪
漢
と
共
に
水
源
地
に
於
け
る
最
も
大
な
る
者
の
一
で
あ

る
。

コ
ボ
ラ
と
い
ふ
語
は
隣
う
合
つ
て
燃
澤
に
同
じ
名
を
命
ず
る
際
、
小
さ
い
こ
と
を
示
す
接
尾
語
で
あ
つ
て
、
利
根

の
支
流
に
は
其
例
に
乏
し
く
な
い
、
小
澤
と
小
澤

コ
ボ
ラ
の
如
き
は
夫
で
あ
る
。
乙
の
峯
頂
か
ら
尾
根
は
極
め
て
緩
い

下
り
を
績
け
て
、
少
許
の
残
雪
あ
る
鞍
部
め
い
た
所
に
達
す
る
と
、
復
徐
ろ
に
上
う
と
な
つ
て
、
間
も
な
く
日
光
黄
菅

琥 三 第 年 六 十 第 岳 山

０
利
根
川
水
源
地
の
山
　
　
木
暮

一
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行 螢 月 五 年 二 十 正 大

○
利
根
川
水
源
地

の
山
　
　
木
暮

の
険
き
飢
れ
た
廣
や
か
な
草
地
を
展
開
す
る
。
其
庭
が
千
八
百
八
米
突
の
丹
後
山
の
頂
上
な
の
で
あ
る
。
伐
ウ
倒
さ
れ

た
格
の
残
り
の
柱
を
頼
う
に
三
角
黙
の
標
石
を
草
の
中
か
ら
探
し
出
す
の
も

一
興
で
あ
ら
う
。
西
北
の
方
に
あ
る
小
突

起
は
ゝ
目
測
で
は
三
角
請
ょ
う
二
米
突
位
高
い
や
う
に
思
は
れ
た
。
南
の
方
に
池
が
二
つ
あ
る
、
池
畔
に
は
ほ
う
け
た

綿
の
や
う
に
自
毛
を
冠
つ
た
鷺
菅
の
質
が
風
に
ゆ
ら
め
い
て
ゐ
る
。
稿
足
に
絡
る
程
の
草
を
踏
み
分
け
て
、
下
り
氣
床

に
十
分
も
行
く
と
叉
小
さ
い
池
が
あ
り
、
あ
た
り
に
は
毛
籠
苔
が
多
い
。
今
度
は
再
び
上
う
氣
味
に
十
二
三
分
も
歩
い

て
、
丹
後
小
洞
の
源
頭
に
懸
る
雪
田
を
横
切
り
、
の
ろ
ノ
ヽ
し
た
山
の
脊
を
樽
つ
て
、
右
に
延
び
た
堤
の
や
う
な
高
み

を
除
え
る
と
。
忽
ち
脚
下
に
か
な
う
の
大
雲
田
が
現
れ
る
、
乙
れ
乙
そ
具
に
利
根
川
の
水
源
と
な
す
も
の
で
、
其
量
か

′ら
推
す
と

一
部
分
は
或
は
高
年
雲
と
な
つ
て
残
る
で
ぁ
ら
う
ど
想
は
れ
る
ｃ

大
　
水
　
上
　
曲
（利
根
嶽
）

大
水
上
山
の
名
は
、

一
た
び
正
保
国
に
あ
ら
は
れ
て
か
ら
、
其
後
の
綸
国
や
地
志
の
類
は
皆
之
を
踏
襲
し
て
ゐ
る
。

然
し
樽
篤
の
間
に
大
を
ス
に
誤
つ
た
り
、
な
の
憂
態
俄
名
と
か
と
間
違
つ
た
り
し
て
、
富
士
見
十
三
州
国
の
大
ス
ミ
カ

ミ
山
や
、
上
野
國
志
の
す
み
が
か
み
山
等
の
名
が
作
ら
に
た
け
に
ど
も
、
根
本
は
皆
大
み
な
か
み
山
か
ら
導
か
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
察
じ
る
こ
と
が
出
家
る
。
そ
し
て
大
み
な
か
み
山
の
名
が
利
根
川
の
沐
源
を
意
味
し
て
ゐ
る

こ
と
も
正
保
国
を
見
れ
ば
疑
ふ
餘
地
は
な
い
。
勿
論
正
保
国
の
利
根
川
は
此
山
の
麓
ま
で
記
入
し
て
―よ
‘な
い
が
、
利
根

の
水
流
が
其
山
の
方
向
を
指
し
。
側
に
利
根
川
水
上
と
書
い
て
あ
る
所
か
ら
判
断
ず
れ
ば
意
味
は
自
ら
明
瞭
で
あ
る
。

然
る
に
利
根
川
は
文
殊
嶽
よ
う
獲
源
す
る
と
い
ふ
樽
説
が
生
れ
て
か
ら
は
、
大
み
な
か
み
山
に
向
つ
て
み
た
利
根
川
の

水
源
は
、
利
根
川
固
志
な
ど
の
や
う
に
い
つ
の
間
に
か
文
殊
嶽
に
押
向
け
ら
れ
て
、
大
み
な
か
み
山
は
閑
却
さ
れ
て

し
ま
つ
た
と
同
時
に
漸
く
土
地
の
人
に
も
忘
ら
れ
て
し
竣
っ
た
ら
し
い
。
斯
く
て
文
殊
と
名
の
つ
く
山
も
岩
も
其
存
在

が
疑
は
し
く
な
う
、
且
其
存
在
と
否
と
に
拘
ら
ず
利
根
の
具
水
源
は
別
に
あ
る
こ
と
を
知
る
に
至
つ
て
、
其
山
に
当
し

一
国
ハ

341)



て
新
に
利
根
岳
な
る
名
稀
が
典
へ
ら
れ
た
ｏ
恐
ら
く
乙
れ
は
明
治
十
二
年
に
利
根
郡
村
誌
を
編
纂
す
る
時
に
下
し
た
新

名
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
さ
れ
ば
大
水
上
山
と
利
根
岳
と
は
異
名
同
山
で
あ
つ
て
、
共
に
利
根
川
の
水
源
た
る
こ
と
を
表

は
す
篤
の
名
で
ぁ

る
可

き

筈
で

あ

る
ｏ
郡
村
誌
に

刀
嶺
嶽
　
高

一
里
拾
九

町
、
村
ノ

西
北

ニ
ア

リ
。
大
利

根
岳
「
利

嶺
岳
ト
モ

云
。
巌
山

利

キ

ョ

ト

淳

ノ

如

ン
、
故

ニ

名

ツ
ク

＊

工
脈
曰

一
年
の
藤
原
村
の
書
上
に

大
刀
嶺
嶽
　
所
在
、
字
大
利
根
入
。
形
状
、
巖
山
刀
ノ
如
ク
ーーーキ
チ
、
岩
代
國
越
後
國
上
野
國
三
ケ
國
二
跨
り
、
高

山

ニ
ン
テ
積
雲
四
時
不
絶
、
利
根
川
本
源
フ
出
ス
、
瞼
岨
ニ
ン
テ
鳥
諄
メ
ラ
稀
也
、
高

一
里
拾
九
町
、
周
囲
五

蒟
手
下

／

ゝ

ノ
ｒ

、、
／

　

′／

ノ
だ
／ｆ
‐
ノ
ｔ

＊
ト
イ
ノ
。
山
脈

西
南
駒
ケ
嶽
東

南
塗
桶
山

二
連

り
、
北
方

′、
岩

代
國
會
津
郡
忠

見
村

二
局
ス
。

西

ハ
越
後
國
魚

沼
郡
伊
香
澤
ノ

榊
山
八
海
山
ニ

連
／
。
上
野
岩

代
越
後
三
國
ニ

跨
／
。
南
方
利

根
川
ノ
源
フ
出

ス
。

と
い
ひ
、
又
明
治
廿

囀

十 第 岳 山一ト
，生第三心

狂

○
利
根
川
水
源
地
の
山
　
　
木
暮

一
四
ル

(34:2)



行 螢 月 五 年 二 十 正 大

Ｃ
利
根
川
水
源
地
の
山
　
　
未
暮

拾
里
。
登
路
無
之
。
樹
木
、
ヒ
ノヾ
、
ゴ
エ
フ
マ
ツ
、
シ
ヤ
ナ
ギ
、
ブ
ナ
。

と
い
ふ
て
ゐ
る
の
は
、
畢
貴
之
に
依
つ
て
利
根
の
水
源
た
る
こ
と
を
表
は
さ
し
む
る
だ
け
で
は
満
足
出
来
な
い
で
、
所

謂
失
う
た
る
嶺
多
け
れ
ば
利
嶺
の
義
な
る
べ
し
と
い
へ
る
名
跡
考
の
言
葉
ま
で
も
、
具
瞳
的
に
此
山
に
代
表
さ
せ
や

う
と
思
ふ
心
か
ら
、
巖
山
利
き
乙
と
刀
の
如
し
と
い
ふ
や
う
な
賓
際
と
は
全
く
相
反
し
て
ゐ
る
記
事
さ
へ
も
裡
造
し

て
、
故
に
名
づ
く
と
い
ふ
な
ど
、
と
ぼ
け
て
も
、
文
字
の
上
の
戯
れ
か
又
は
贔
負
の
引
倒
し
に
過
ぎ
漁
と
い
ふ
も
の
で

あ
る
。

さ
う
な
が
ら
斯
く
も
此
山
を
崎
抜
し
て
ゐ
る
も
の
と
想
像
せ
し
む
る
に
至
つ
た
こ
と
に
は
相
営
の
理
由
が
あ
る
。
正

保
国
に
も
大
水
上
山
は
突
死
と
し
て
南
に
岩
崖
で
も
有
る
か
の
如
く
に
描
か
れ
て
ゐ
る
し
、
利
根
水
源
探
検
紀
行
の
著

者
す
ら
も
、「
岩
代
の
魃
岳
、
越
後
の
駒
ケ
岳
八
海
山
等
皆
魏
然
と
し
て
天
に
朝
し
、
利
根
川
水
源
た
る
大
刀
根
岳
は
之

と
相
額
顔
し
て
高
さ
を
争
ふ
」
と
い
ス
て
ゎ
る

・
ｃ
乙
れ
は
軌
れ
も
此
山
の
北
に
在
る
兎
岳
を
誤
認
し
た
結
果
で
あ
る
。

正
保
国
の
如
き
は
明
に
肉
眼
で
南
方
か
ら
遠
見
を
し
た
兎
岳
の
形
状
を
誇
張
し
て
描
い
た
も
の
に
相
違
な
い
で
あ
ら
う

が
、
探
検
紀
行
の
文
は
、
展
望
の
位
置
か
ら
推
し
て
兎
岳
と
重
う
合
つ
て
更
に
其
上
に
甕
立
し
た
中
ノ
岳
を
誤
認
し
た

の
で
は
な
い
か
と
さ
へ
思
は
せ
る
。
兎
岳
が
利
根
の
水
源
と
誤
ら
れ
易
い
例
は
他
に
も
あ
る
。
私
達
の
連
れ
て
行
つ
た

人
夫
の

一
人
は
、
曾
て
測
量
部
の
荷
持
と
な
つ
て
、
平
ヶ
岳
方
面
か
ら
山
稜
を
水
源
地
に
向
け
て
縦
走
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
兎
岳
を
指
し
な
が
ら

「
あ
の
山
へ
つ
な
が
つ
て
わ
る
と
許
う
思
つ
て
ゐ
た
が
、
行
つ
て
見
た
ら
違
つ
て
ゐ
た
」

と
話
し
た
。
若
し
何
人
に
も
あ
れ
地
固
を
見
な
い
で
初
め
て
此
地
方
に
家
て
、
南
方
か
ら
兎
岳
を
望
見
し
た
な
ら
ば
、

利
根
川
雨
岸
の
山
脈
は
兎
岳
に
於
て
合
す
る
も
の
と
思
は
漁
者
は
な
い
で
あ
ら
う
。

さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
利
根
川
の
水
源
は
兎
岳
で
は
な
く
し
て
其
南
に
位
置
す
る
山
で
あ
る
。
界
の
如
く
峙
つ
た
巖
山
で

は
な
く
し
て
、
弧
の
内
面
を
東
に
向
け
て
彎
曲
し
て
南
北
に
延
び
た
頂
上
の
手
な
Ｉ……
で
あ
る
。
私
は
利
根
の
水
源
で
あ

る
が
故
に
利
根
岳
又
は
大
刀
嶺
岳
の
名
を
認
容
す
る
に
吝
な
る
も
の
で
は
な
い
が
、
フ」
の
局
限
し
た
動
も
す
れ
ば
利
几

一
二
〇
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Ｌ
現

の
如
き
巌
山
と
聯
想
し
易
い
せ
っ
か
ち
な
名
前
よ
う
も
、
正
保
国
に
記
載
さ
れ
て
不
幸
に
も
水
上
村
の
人
に
す
ら
忘
ら

れ
て
し
ま
つ
た
荘
主
な
大
水
上
山
の
名
を
既
記
の
駒
ケ
岳
の
場
合
と
は
反
封
に
復
活
せ
し
め
て
、
再
び
此
山
に
興

へ
る

の
が
最
も
良
い
と
思
ス
の
で
あ
る
。

大
水
上
山
の
標
高
は
地
団
に
明
記
し
て
な
い
か
ら
正
確
な
事
は
知

れ
な

い
が
、
千
八
百
四
十
米
突
を
い
く
ら
も
超
え
て
ゐ
な
い
で
あ
ら
う
ｏ
狭
い

手
な
頂
上
は
そ
れ
で
も
南
北
の
雨
端
が
中
央
よ
う
少
し
高
い
と
い
ふ
だ
け

で
、
其
軌
れ
が
最
高
黙
で
あ
る
か
は
剣
然
し
な
い
。
下
津
川
山
以
来
殆
ど

見
な
か
つ
た
恒
松
が
割
合
に
多
く
、そ
れ
に
交
つ
て
一
位
も
生
へ
て
ゐ
る
、

笹
や
楢
な
ど
の
あ
る
こ
と
は
い
ふ
迄
も
な
い
。
南
寄
り
の
大
き
な
雪
田
は

屍
七
開
い
た
形
に
東
側
の
斜
面
に
懸
つ
て
、
上
端
は
年
々
尾
根
を
侵
蝕
す

る
も
の
と
覺
し
く
、
靖
色
の
地
肌
が
急
傾
斜
を
な
し
て
六
七
尺
の
高
さ
に

露
出
し
て
ゐ
る
の
で
、
雪
の
上
に
立
つ
て
尾
根
を
眺
め
る
と
堤
防
を
見
る

の
感
が
あ
る
。
下
端
は
谷
に
向
つ
て
急
に
建
哉
う
、
其
下
か
ら
雪
浦
の
水

が
細
い
瀑
と
な
し
て
長
い
雪
漢
の
裡
に
走
う
入
る
の
が
望
ま
れ
る
。
こ
れ

が
利
根
川
の
水
源
と
な
す
本
谷
ル
稗
す
可
３
も
の
で
あ
ら
う
。
他
に
幾
つ

か
の
雲
漢
は
あ
る
が
　
長
さ
か
ら
い
ふ
て
も
水
量
か
ら
い
ふ
て
も
　
之
に

匹
敵
す
る
も
の
は
無
い
の
で
あ
る
ｃ

山
側
の
傾
斜
は
思
の
外
緩
く
、
又
谷
に
臨
ん
で
岩
壁
を
露
出
し
て
ゐ
る
こ
と
も
少
な
い
。
然
し
三
百
米
突
も
下
る
と

傾
斜
は
急
と
な
り
、
二
雲
漢
の
雨
側
は
殆
ど
壁
立
の
岩
崖
が
績
き
、
頻
々
と
し
て
瀑
が
現
れ
て
家
る
ｃ
森
林
は
通
か
下

の
瀧
ノ
倉
澤

（
剣
ケ
倉
山
の
三
角
鮎
で
は
な
く
、
其
北
の
小
隆
起
か
ら
西
南
に
派
出
し
た
尾
根
の
北
に
あ
る
澤
）
北
方

○
刑
根
川
水
源
地
の

。山
　
　
木
暮

影撮氏男敏島孫    雪 残 の 源 水 川l根 利

(344)

一
三



行 曇 月 五 年 二 十 正 大

○
利
根
川
水
源
地

の
山
　
　
木
暮

の
尾
根
を
限
界
と
し
て
、最
早
上
流
に
は
生
育
し
て
ゐ
な
い
。
枝
尾
根
の
上
も
山
ひ
ら
も
、場
所
に
よ
つ
て
は
人
長
を
没

す
る
程
の
藪
で
あ
ら
う
け
れ
ど
も
、
見
懸
け
に
は
刈
う
込
ん
だ
や
う
に
奇
麗
で
あ
る
。
丹
後
山
か
ら
は
四
十
分
の
距
離

で
．
ホ
澤
岳
か
ら
な
ら
ば
約
十

一
時
間
を
要
す
る
、
先
づ

一
日
の
行
程
で
あ
ら
う
の
五
十
澤

″
面
か
ら
は
栃
ノ
木
澤
を

遡
組
ば
其
支
漢
を
迪
つ
て
直
接
頂
上
に
出
ら
れ
や
う
。
そ
れ
で
も
傾
斜
が
急
で
あ
る
か
ら
、
最
奥
の
部
落
清
水
瀬
あ
た

り
を
出
獲
黙
と
し
て
も
、
二
日
は
懸
る
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

兎

　

　

岳

輯
製
二
十
萬
の
日
光
固
幅
に
接
れ
ば
，
大
水
上
山
の
位
置

′
思
ほ
‐―́
る
あ
た
う
に
鶴
ケ
嶽
の
名
が
記
入
し
ヽ
あ
る
。

其
の
東
方
の
白
澤
嶽
と
あ
る
ヽ
の
は
平
ケ
嶽
に
、
其
北
微
西
に
在
る
大
手
山
と
い
ス
の
は
兎
岳
に
、
共
に
相
営
し
て
ゐ

る
ら
し
い
っ
こ
の
鶴
ケ
嶽
は
何
庭
の
稀
呼
で
あ
ら
う
か
、
上
州
方
面
で
は
絶
え
て
其
名
を
聞
く
こ
と
が
な
い
　
一尚
頭
君

は
不
ケ
嶽
登
攀
記

（
本
誌
第
十
年
第
二
競
所
載

｝
に
於
て
、
越
後
方
面
の
名
な
る
が
如
し
と
い
は
れ
、
二
そ
れ
が
五
萬

分

一
国
の
景
鶴
山
と
同

一
の
も
の
と
記
載
さ
れ
て
ゐ
る
Э
鶴
ケ
岳
と
景
鶴
曲
と
は
果
し
て
同
じ
山
で
あ
る
か
　
私
は
之

を
判
断
す
可
き

一
の
材
料
ケ
有
し
て
ゐ
な
い
。
但
景
鶴
山
は
上
州
戸
倉
の
構
呼
で
、
書
上
に
は
形
状
鶴
の
イ
Ｕ
が
如
し

と
あ
つ
て
、
恰
も
形
に
因
■
名
付
け
た
や
う
に
書

い
て
あ
る
が
．
藤
原
温
泉
記
行
に
は
平
鶴
山
と
な
つ
て
ゐ
る
。
乙
れ

は
勿
論
ヒ
ラ
ゾ
／
山
で
は
な
く
し
て
ヘ
エ
ゾ
／
山
で
あ
ら
う

（
Ｌ
州
の
俗
イ
を
工
と
螢
普
す
）。
楢
俣
川
の
支
流
に
ヘ
エ

ゾ
／
澤
と
い
ス
の
が
あ
る
。
私
達
が
誤
つ
て
下
つ
た
澤
で
あ
る
が
、
岩
壁
高
く
瀑
布
が
多
い
か
ら
、
ハ
ヒ
ゾ
ラ
な
け
れ

ば
下
う
ら
れ
な
い
。

ハ
ヒ
ゾ
″
が
ヘ
ェ
ゾ
／
と
な
り
或
は
又
ヘ
ッ
／
と
な
る
の
は
山
地
に
例
が
ぁ
る
。
と

こ
ろ
が
景
鶴

山
は
如
何
か
と
い
ス
に
、附
近
か
ら
望
見
し
た
所
に
よ
る
と
、頂
上
の
周
―
殊
に
南
側
は
可
な
う
岩
壁
と
露
し
て
ゐ
る
、

そ
乙
を

ヘ
ツ
リ
な
が
ら
登
る
の
で
、
ヘ
エ
ゾ
／
山
の
稀
が
起
う
、
維
に
景
鶴
山
と
な
つ
た
の
で
あ
る
と
い
ス
の
が
臆
測

を
遥
し
て
到
達
し
た
私
の
結
論
で
あ
る
。
會
津
方
面
で
呼
ぶ
何
岩
と
い
ス
の
も
、
つ
多
＾
ゥ
此
頂
上
直
下
の
露
岩
に
起
因

〓

ニ
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琥 三 第 年 十 第 岳 山ハ

す
る
名
稗
で
あ
ら
つ
ｏ
そ
の
景
鶴
山
が
高
頭
君
の
い
は
れ
る
や
う
に
鶴
ケ
岳
と
同

一
山
で
あ
る
と
し
て
、
輯
製
二
十
萬

や
地
質
調
査
所
の
豫
察
四
十
萬
の
国
で
は
、
何
故
あ
の
や
う
に
西
の
方
へ
記
入
さ
れ
た
か
、
到
底
其
理
由
を
知
る
こ
と

を
得
な
い
の
で
あ
る
。

話
を
本
題
に
戻
し
て
、
鶴
ケ
岳
の
北
に
あ
る
大
手
山
封
兎
岳
の
問
題
に
移
る
の
で
あ
る
が
、
今
私
の
手
許
に
は
之
に

開
す
る
何
等
の
材
料
も
な
い
か
ら
、
こ
れ
は
其
儘
取
０
残
し
て
置
く
こ
と
に
す
る
。

兎
岳
は
大
水
上
山
よ
り
も
七
八
十
米
突
高
い
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
三
方

へ
脚
を
延
し
て
姿
の
整
つ
た
こ
の
山
は
、

何
庭
か
ら
眺
め
て
も
著
し
く
秀
で
ヽ
見
え
る
。
明
治
三
十
年
で
あ
つ
た
か
八
海
山
へ
行
く
途
中
、
六
日
町
の
東
に
あ
る

坂
戸
山

へ
登
つ
て
東
を
眺
め
る
と
、
銀
山

（
中
／
岳
）
だ
と
教
え
ら
れ
た
山
の
右
に
頭
の
園
い
高
い
山
が
あ
つ
た
と
記

憶

し
て
ゐ
る
、
恐
ら
く
此
山
で
あ
つ
た
ら
う
。
八
海
山
の
頂
上
へ
立
つ
た
時
も
、
其
山
を
御
岳
や
鳥
海
山
な
ど
の
や
う

に
附
近
に
肩
を
隣
べ
る
者
の
な
い
其
地
方
の
最
高
山
で
あ
る
と
信
じ
て
ゐ
た
私
は
、
西
方
の
眺
望
の
廣
闊
な
の
に
引
換

へ
て
、
東
方
は
つ
い
鼻
の
先
か
ら
頭
の
上
を
慶
へ
つ
け
る
や
う
な
高
い
山
の
連
亘
し
て
ゐ
る
の
を
見
て
、
甚
し
く
失
望

を
鳳
じ
た
も
の
だ
が
、
其
折
も
銀
山
の
右
に
回
い
頭
の
山
が
各
え
て
ゐ
る
の
が
目
に
入
つ
た
。
手
ケ
岳
方
面
か
ら
は
前

記
の
如
く
中
ノ
岳
と
重
多
合
ふ
篤
に
其
下
に
陣
つ
て
し
ま
ス
が
、
さ
う
と
て
其
大
き
な
輪
廓
と
東
面
に
懸
る
数
條
の
雪

漢
と
は
、
元
よ
う
紛
る
べ
く
も
な
い
の
で
あ
る
。

頂
上
は
さ
し
て
度
く
は
な

・句
【
夕東
側
は
草
地
績
き
で
、
二
三
の
雪
田
が
横
は
り
、
狸
々
袴
「
白
山
小
櫻
の
外
に
乙
れ

↓
へで
見
な
か
つ
た
大
櫻
草
や
手
形
千
鳥

（？
）
な
ど
が
近
く
に
険
い
て
わ
る
。
西
側
に
は
恒
松
が
多
い
。
東
北
に
曳
く

尾
根
は
友
ノ
又
山
か
ら

一
山
し
て
肩
幅
の
度
い
荒
澤
山
と
な
り
、中
央
に
純
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
形
の
実
頂
を
控
げ
起
し
て
ゐ

る
。
西
北
に
曳
く
も
の
は
直
ヾ
脚
下
に
在
る
小
兎
岳
か
ら

一
旦
低
下
し
て
、
直
に
雄
大
な
中
ノ
岳
に
連
つ
て
ゐ
る
。
此

庭
か
ら
眺
め
る
と
中
ノ
岳
は
頂
上
が
著
し
く
丸
味
を
帯
び
て
家
る
篤
に
、
疫
せ
た
奇
秀
な
姿
は
失
せ
て
温
手
た
る
山
容

を
塁
し
て
ゐ
る
。
小
兎
岳
か
ら
下
つ
て
少
し
登
る
あ
た
り
ま
で
は
藪
が
深
い
か
も
知
れ
な
い
か
、
其
外
は
草
地
ら
し
く

○
利
根
川
水
源
地
の
山
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行 獲 月 五 年 二 十 正 大

○
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根
川
水
源
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山

　

　

木
暮

思
は
れ
た
の
で
，
藤
島
君
と
往
復
四
時
間
も
あ
れ
ば
充
分
で
あ
ら
う
と
話
し
合
つ
た
り
庭
が
大
正
十
年
に
藤
島
君
は
中

ノ
岳
か
ら
逆
に
兎
岳

へ
向
つ
た
が
、
片
道
だ
け
に
五
時
間
も
費
し
た
さ
う
で
あ
る
ｃ
此
邊
の
山
稜
は
賞
際
歩
い
て
見
な

け
れ
ば
、
ど
の
位
の
時
間
を
要
す
る
か
全
く
不
明
で
あ
る
と
い
ふ
て
よ
い
。
同
君
は
兎
岳
か
ら
友
ノ
叉
山
か
け
て
荒
澤

岳

へ
縦
走
す
る
豫
定
の
と
こ
ろ
、
こ
の
藪
に
果
れ
返
つ
て
北
叉
川
の
上
流

へ
下
つ
た
。
す
る
と
其
所
に
も
悪
場
が
待
構

へ
て
ゐ
て
、　
一
行
を
悟
し
た
さ
う
で
あ
る
。
兎
岳
の
東
に
残
源
す
る
西
ノ
澤
は
、
割
合
に
よ
い
澤
ら
し
い
が
、
夫
で
も

上
部
は
可
な
り
急
傾
斜
で
瀑
も
あ
る
ら
し
か
つ
た
。

大
水
上
山
か
ら
兎
岳

へ
は
五
十
分
あ
れ
ば
足
♭
る
。
鞍
部
に
下
り
着
く
迄
の
間
は
、
丈
餘
の
陣
竹
を
押
分
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
之
が
下
う
に
は
二
十
分
上
う
に
は
三
十
分
を
費
下
の
で
、
結
局
往
復
と
も
同
時
間
を
要
す
る
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。

藤
原
山
と
創
ケ
倉
山

試
に
越
後
澤
山
の
三
角
肺
に
立
つ
て
、
東
方
利
根
川
左
岸
の
山
脈
を
展
望
し
た
な
ら
ば
、
大
水
上
山
か
ら
平
ケ
岳
に

至
る
間
の
諸
山
は
、
高
低
起
伏
残
る
隈
も
な
く
一
眸
の
裡
に
枚
ま
る
で
あ
ら

，
ｃ
さ
れ
ど
目
に
立
つ
程
の
山
は
二
三
指

を
屈
す
れ
ば
足
う
る
。
乙
れ
畢
貴
乙
の
山
脈
が
不
ケ
嶽
の
頂
上
か
ら
西
北
に
延
び
た
長
大
な
山
脚
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い

篤
で
あ
ら
う
。

大
水
上
山
か
ら
右
に
曳
い
た
尾
根
は
、
極
め
て
緩
い
恐
ら
く
二
三
度
を
超
え
ｎ
傾
斜
を
以
て
一
直
線
に
降
下
し
て
最

低
の
鞍
部
に
達
す
る
．
其
中
央
と
覺
し
き
所
に
単
調
を
破
る
ボ
ツ
ン
と
し
た
癌
が
地
国
の
千
六
百
八
十
米
突
の
日
で
あ

る
。
其
癌
ま
で
は
令
法
、
イ
ヌ
ツ
グ

（？
）
楢
、
米
邸
間
、
七
竃
の
類
が
邪
魔
を
す
る
け
れ
ど
も
、
通
行
は
割
合
に
楽

で
あ
る
。
鞍
部
の
南
に
獲
源
す
る
澤
は
、
越
後
澤
山
か
ら
は
正
面
に
全
容
を
曝
露
し
て
、
左
右
か
ら
襟
を
重
ね
た
や
う

に
十
数
條
の
小
山
脚
が
重
昼
し
て
ゐ
る
。
乙
の
鞍
部
か
ら
尾
根
の
走
向
は
南
よ
う
東
に
韓
じ
て
、
更
に
東
南
を
指
ず
や

一
二
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う
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
望
見
し
た
所
で
は

一
直
線
を
な
し
て
園
い
頭
の
一
峰
を
起
し
て
ゐ
る
。
即
ち
千
七
百
米
突
の

圏
を
有
す
る
峯
で
、
其
右
の
肩
と
も
い
ふ
可
き
南
に
在
る
同
じ
等
高
線
の
一
隆
起
よ
う
は
十
五
六
米
突
は
高
い
で
あ
ら

う
。
此
等
を
中
心
と
し
て
藪
が
ひ
ど
い
。
就
中
其
西
の
方
に
在
る
尾
根
の
上
で
は
、
私
達
は
大
手
氏
の
中
越
探
山
紀
行

に
所
謂
「
鶴
の
具
籠
」
又
は

「雅
の
各
籠
」を
繰
返
せ
し
こ
と
幾
十
百
同
な
る
を
知
ら
ず
と
い
ふ
有
様
で
あ
つ
た
。
同
行

の
藤
島
君
は
小
澤
岳
を
登
る
尾
根
で
ゾ
ボ
ン
を
損
じ
た
の
で
、
復
こ
れ
を
用
ゐ
ず
、
ど
ん
な
藪
の
中
で
も
猿
股

一
つ
に

脚
袢
を
つ
け
た
儘
で
押
通
し
、
無
数
の
擦
う
傷
引
掻
き
傷
を
受
け
て
、
平
然
と
し
て
ゐ
た
の
に
は
、
人
夫
達
ヽ
舌
を
捲

い
て
驚
歎
し
た
。

千
七
百
米
突
の
峰
か
ら
尾
根
は

一
寸
低
く
な
つ
て
、
直
ぐ
其
南
に
二
つ
の
隆
起
を
見
せ
て
ゐ
る
。
右
寄
う
の
も
の
が

地
固
に
記
入
さ
れ
た
千
七
百
二
十
米
突
の
圏
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
四
つ
許
の
小
さ
な
突
起
が
波
を
打
つ
た
や
う
に
縛
き
、

最
後
に
グ
イ
と
撥
ね
上
つ
た
線
が
銑
く
折
れ
て
金
字
形
の
峯
頭
を
描
出
し
て
ゐ
る
の
が
、
千
七
百
五
十
米
突
と
測
ら
れ

た
藤
原
山

（
登
高
行
第
三
年
所
載
宮
川
君
の

「
越
後
銀
山
平
よ
う
平
ケ
岳
尾
瀬
方
面
旅
行
記
」
に
援
る
）
で
あ
る
。
私

達
は
午
前
八
時
に
大
水
上
山
を
出
螢
し
て
、
・キ
後
四
時
年
に
此
峰
頂
に
達
し
た
。
尾
根
に
は
水
が
な
い
、
又
雪
も
容
易

に
得
ら
れ
漁
か
ら
、
私
達
は
此
峰
の
北
方
に
稜
源
す
る
藤
原
澤
の
上
部
に
下
つ
て
、
恐
ろ
し
い
急
斜
面
に
野
螢
す
る
乙

と
を
餘
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
じ

此
山
の
頂
上
は
優
松
と
黒
檜
と
石
楠
と
米
邸
濁
が

一
尺
許
の
高
さ
に
密
生
し
て
。
荒
く
れ
た
風
物
が
高
山
ら
し
い
威

じ
を
漂
は
せ
る
。
丁
度
南
方
の
天
が
開
け
て
、
秩
父
連
山
が
小
川
山
か
ら
雲
取
山
ま
で
見
渡
さ
れ
、
唐
松
尾
の
上
に
淡

い
富
士
山
の
姿
さ
へ
指
購
さ
れ
た
。
藤
原
澤
は
上
部
の
雪
漢
が
断
績
し
て
ゐ
る
上
に
、
雨
側
が
急
峻
で
あ
る
か
ら
登
攀

に
困
難
で
あ
ら
う
が
、
南
に
資
源
す
る
澤
を
辿
れ
ば
骨
を
折
ら
ず
に
中
ノ
岐
川
の
上
流
へ
下
ら
れ
さ
う
で
あ
る
。

藤
原
山
の
南
に
は
願
著
な
二
の
隆
起
が
あ
る
、そ
れ
が
軌
れ
も
千
七
百
四
十
米
突
の
圏
で
地
固
に
記
入
さ
れ
て
ゐ
る
。

藤
原
山
と
韻
頼
す
る
高
さ
で
あ
る
が
、
南
の
者
の
方
が
少
し
高
い
ｏ
績
い
て
二
三
の
小
突
起
か
ら
地
国
に
記
入
し
て
な

琥 三 第 年 六 十 第 岳 山
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行 登 月 五 年 二 十 正 大

○
利
根
川
水
源
地
の
山
　
　
木
暮

い
黒
木
の
生

へ
て
ゐ
る
十
二
三
米
突
の
緩
い
高
ま
う
を
起
し
て
、
飢
ケ
倉
山
の
左
の
斜
面
に
連
つ
て
ゐ
る
。
し
か
し
越

後
澤
山
か
ら
は
餌
ケ
倉
山
の
絶
頂
は
見
え
な
い
や
う
で
あ
る
。
瀧
ノ
倉
澤
は
ま
と
も
に
仝
容
を
露
し
て
、
瀑
の
水
の
動

揺
ま
で
肉
眼
で
認
め
ら
れ
る
。
餌
ケ
倉
の
右
の
肩
に
は
、
不
ケ
岳
の
西
の
肩
と
も
い
ふ
可
き
二
千
八
十
米
突
の
隆
起
が

突
死
と
崎
ち
、
其
上
に
尤
大
な
手
ケ
岳
が
特
有
な
頂
上
を
左
方
に
長
く
展
開
し
て
ゐ
る
。
剣
ケ
倉
山
の
実
頂
は
平
ケ
岳

の
絶
頂
と
其
左
の
二
千
九
十
米
突
位
と
思
は
れ
る
頂
上
と
の
間
の
く
び
れ
ロ
ヘ
銑
く
突
き
出
し
て
、
落
に
そ
れ
を
突
破

せ
ん
と
し
て
ゐ
る
。

藤
原
山
か
ら
の
下
り
は
、
藪
が
深
い
の
で
可
な
う
歩
行
に
悩
ん
だ
。
癌
を

一
っ
鍮
ぇ
て
其
南
の
二
の
隆
起
は
思
つ
た

よ
う
業
に
通
れ
た
。
叉
二
つ
程
癌
を
上
下
し
て
、
自
檜
の
疎
林
に
切
明
け
の
通
じ
て
ゐ
る
高
ま
り
を
除
え
る
と
池
が
あ

る
。
こ
れ
か
ら
長
い
餌
ケ
倉
山
の
登
り
が
始
瑣
る
の
で
あ
る
が
、
折
悪
し
く
雨
が
降
ヶ
出
し
た
の
み
な
ら
ず
、
枝
と
張

つ
た
矮
少
な
白
檜
、
萬
作
　
ト
ネ
ソ
コ
、
四
五
尺
の
陣
竹
、
長
い
石
楠
と
悟
松
と
い
ふ
ゃ
う
に
攻
道
具
の
揃
つ
た
猛
烈

な
藪
を
押
分
け
潜
り
抜
け
て
登
る
の
で
あ
る
か
ら
、
稀
に
切
明
け
の
跡
は
あ
つ
て
も
大
し
て
役
に
立
た
ず
、
僅
ば
か
り

の
距
離
に
殆
ど
三
時
間
近
く
を
要
し
て
、
漸
く
三
角
黙
を
絶
頂
よ
う
少
し
低
い
南
端
の
笹
の
中
に
見
出
し
た
時
に
は
、

皆
濡
れ
た
瞳
か
ら
湯
氣
を
立
て
な
が
ら
、
骨
の
折
れ
た
割
に
一
向
面
白
■
も
な
い
ぁ
た
り
の
光
景
を
眺
め
‘
、
寒
さ
に

慄
へ
て
し
ま
つ
た
。
尤
も
晴
れ
て
さ
へ
ゐ
れ
ば
眺
望
も
悪
い
筈
は
な
い
。
唯
頂
上
ま
で
、
藪
で
三
角
黙
の
附
近
は
二
尺

許
の
笹
で
あ
る
か
ら
、
名
の
い
か
め
し
さ
に
似
ず
手
凡
で
あ
る
の
は
止
Ｕ
を
得
な
い
。
人
夫
の
言
に
擦
る
と
地
国
に
丼

土
澤
と
あ
る
も
の
が
即
ち
餌
ケ
倉
澤
で
、
井
戸
澤
は
水
長
澤
山
の
画
端
が
雨
岐
し
た
間
に
螢
す
る
小
さ
い
澤
で
あ
る
と

い
ふ
。
餌
ケ
倉
山
の
西
に
螢
源
す
る
澤
に
就
て
は
其
名
を
知
ら
な
か
つ
た
。

三
角
黙
か
ら
下
う
に
向
ふ
と
、
尾
根
は
急
に
痩
せ
て
、
露
岩
の
壁
面
が
霧
の
中
へ
績
い
て
ゐ
る
場
所
も
あ
つ
た
。
稜

角
の
実
い
破
片
岩
の
露
出
が
尾
根
を

「
窓
」
状
に
裁
つ
て
ゐ
る
場
所
も
二
三
ケ
所
あ
つ
た
。
そ
れ
で
も
藪
よ
り
は
此
方

が
逸
に
業
で
あ
る
。
岩
峯
を
二
つ
許
除
え
た
ら
う
、
す
る
と

一
面
に
陣
竹
の
生
へ
た
緩
い
斜
面
が
前
面
に
現
は
れ
る
、

一
二
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号虎 三 第 年 十 第 岳 山

其
中
を
横
切
つ
て
漸
く
懐
し
い
草
地
へ
出
た
。
乙
の
藪
の
中
で
二
三
本
の
竹
が
枝
を
交
叉
し
た
所
に
作
つ
て
あ
る
鶯
の

巣
・乞
見
付
け
た
。
巧
に
典
を
作
る
の
で
う
ぐ
ひ
す
の
名
が
あ
る
と
い
は
れ
る
が
、頻
白
に
較
べ
て
大
差
は
な
い
や
う
だ
Ｊ

確
か
い
か
る
で
ぁ
つ
た
と
思
ふ
何
で
も
鳥
の
効
で
入
口
に
蓋
の
あ
る
上
手
な
真
を
作
る
も
の
が
あ
る
。
然
じ
卵
ほ
小
豆

色
で
奇
麗
だ
、
中
に
は
孵
化
し
て
間
も
な
い
雛
の
ゐ
る
の
も
あ
つ
た
）
尾
根
通
り
は
自
檜
、
萬
作
、
侵
松
、
石
楠
の
藪

で
あ
る
か
ら
、
絶
え
ず
左
側
の
草
地
か
ら
草
地
へ
と
縫
ふ
や
う
に
辿
つ
て
行
く
。
三
五
の
残
雪
を
過
ぎ
、
最
後
に
短
い

笹
の
中
ン
抜
け
て
、
禾
本
渉
草
雨
科
の
植
物
に
石
菖
類
の
交
つ
た
岩
銀
杏
の
原
に
出
る
ｏ
乙
ヽ
は
既
に
手
ケ
岳
の
頂
上

で
あ
つ
て
、藤
原
山
か
ら
大
略
十
時
間
の
行
程
で
あ
る
。
私
達
は
雲
が
深
く
展
望
が
さ
か
な
か
つ
た
篤
に
、平
ケ
岳
の
遠

く
な
い
乙
と
は
信
じ
て
ゐ
た
が
、残
雪
が
あ
つ
た
の
を
幸
に
午
後
五
時
頃
野
螢
し
ｔ
し
ま
つ
た
。
そ
乙
は
二
千
八
十
米
突

の
小
突
起
を
鍮
え
た
尾
根
の
上
で
、
三
角
鶏
ま
で
四
十
分
足
ら
ず
の
距
離
で
あ
る
こ
と
と
釜
朝
知
つ
た
の
で
あ
る
。

私
の
考
で
は
、
手
ケ
岳
と
飢
ケ
倉
山
と
の
間
は
、
露
岩
な
ど
も
あ
つ
て
、利
根
川
左
岸
の
山
脈
中
で
は
珍
ら
し
い
し
、

藪
も
左
程
深
く
な
い
か
ら
縦
走
す
る
も
悪
く
は
あ
る
ま
い
。
け
れ
ど
も
餌
ケ
倉
か
ら
大
水
上
山
へ
の
縦
走
は
や
め
て
、

同
じ
努
力
を
費
す
位
な
ら
ば
、
飢
ケ
倉
か
ら
金
山
澤
を
下
つ
て
中
ノ
岐
川
に
出
で
、
夫
に
滑
ふ
て
西
ノ
澤
と
り
合
流
鮎

に
達
し
、
そ
乙
か
ら
西
ノ
澤
を
遡
行
し
て
、
兎
岳
な
り
大
水
上
山
な
リ
ヘ
登
る
の
が
困
難
は
あ
つ
て
も
夫
だ
け
興
味
が

深
い
と
思
ス
の
で
あ
る
。

干
　
ケ
　
】獄
（塗
桶
山
）

此
山
に
就
て
は
本
薄
第
十
年
第
三
琥
に
高
頭
君
の
詳
細
な
る
記
文
と
撮
影
の
窮
兵
と
が
載
つ
て
ゐ
る
か
ら
、
披
に
贅

言
を
要
し
な
い
諄
で
あ
る
が
、
私
の
所
見
を
も
少
し
附
け
加

へ
た
い
と
思
ス
。

正
保
国
を
見
る
と
大
水
上
山
の
東
で
は
、
駒
子
下
と
駒
か
た
け
と
が
最
も
大
き
く
固
示
し
て
あ
る
、
そ
し
て
駒
か
た

け
の
束
を
よ
つ
ぴ
川
が
流
れ
て
ゐ
る
所
か
ら
、
こ
の
山
が
郡
村
誌
の
駒
ケ
岳
即
ち
景
鶴
山
で
あ
る
こ
と
は
疑
ふ
の
餘
地

(13501)
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利
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川
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地
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行 稜 月 五 年 二 十 正 大

○
利
根
川
水
源
地
の
山
　
　
木
暮

一
二
ハ

が
な
い
。
そ
う
す
る
と
駒
子
下
は
平
ケ
岳
に
擬
し
て
差
支
な
い
や
う
で
あ
る
。
下
は
副
本
を
作
る
際
に
山
レ‐＞
字
を
書
き

損
じ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
乙
れ
は
コ
マ
ネ
と
讀
む
も
の
ら
し
い
ｏ
其
後
の
国
書
の
多
く
は
、
例
せ
ば
富
士
見
十

三
州
国
や
利
根
川
固
志
な
ど
の
如
く
、
駒
根
山
と
な
つ
て
わ
る
ｏ
藤
原
温
泉
記
行
に
は

「
北
よ
う
西
へ
廻
り
、
丑
ケ
岳

駒
根
山
、
大
鳥
帽
子
山
、
小
鳥
幅
子
山
云
々
」
と
あ
う
て
、
利
根
川
右
岸
の
山
の
や
う
に
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
軌
れ

に
し
て
も
今
日
と
な
つ
て
は
、
最
早
此
名
は
ど
の
山
に
充
て
ら
れ
た
も
０
か
、
少
し
も
知
る
こ
と
を
得
な
い
の
は
是
非

も
な
い
。

平
ケ
嶽
の
名
を
始
め
て
紹
介
し
た
も
の
は
「
地
質
調
査
所
稜
行
の
二
十
萬
分

一
日
光
国
幅
で
あ
る
″．
乙
の
名
は
越
後

方
面
の
構
呼
で
あ
つ
て
、
藤
原
で
は
之
を
塗
桶
山
と
呼
ん
で
あ
る
、
威
服
し
難
い
名
で
あ
る
が
、
賓
物
を
見
る
と

一
面

に
於
て
そ
ん
な
威
じ
が
な
い
で
も
な
い
。
此
名
は
相
常
に
古
い
と
見
え
て
、
藤
原
温
泉
記
行
に
も

「
束
よ
う
北
へ
め
ぐ

り
て
は
、
手
小
屋
山
、
大
高
山
、
小
高
山
、
高
倉
山
。
平
鶴
山
、
火
打
峰
、
わ
れ
澤
山
、
み
な
笠
山
、
繊
う
桶
山
、
自

根
山
」
と
書
い
て
あ
る
。
わ
れ
澤
山
は
赤
倉
岳
と
異
名
同
山
で
あ
つ
て
、
三
角
贈
の
古
に
源
を
稜
し
て
ゐ
る
の
が
赤
倉

澤
、
南
に
螢
し
て
西
流
し
て
わ
る
の
が
わ
れ
澤
で
あ
る
。
み
な
笠
山
は
水
長
澤
山
の
誤
で
あ
る
が
、
自
根
山
に
至
つ
て

は
絡
に
判
断
の
下
し
や
う
が
な
い
。
郡
村
誌
の
記
事
は
次
の
通
う
で
あ
る
。

塗
桶
嶽
　
高

一
里
三
十
町
、
村

ノ
北
方
ニ
ア
リ
。
東
方

ハ
戸
倉
村
尾
瀬
沼
フ
隔
テ
岩
代
國
火
打
ケ
岳
二
封
峙
シ
、

北
方
刀
嶺
岳

二
連
り
、
西
方
ノ
山
脈
ヲ
負
塞
卜
字
ス
、
利
根
川
ソ
ノ
地
中
フ
伏
流
ス
″
コ
ト
一
里
餘
。
東
北
岩

代
國
含
津
郡
忠
見
村

二
属
ス
。

記
載
が
正
確
で
な
い
か
ら
．
此
文
だ
け
で
は
不
ケ
岳
と
同

一
の
山
で
あ
る
こ
と
を
知
る
に
苦
し
む
で
あ
ら
う
ｏ

・
不
ケ
岳
の
頂
上
は
其
名
の
如
く
賞
に
手
で
廣
い
ｃ
三
角
識
の
位
置
か
ら
は
東
南
の
眺
望
は
得
ら
れ
る
が
、
其
他
の
方

面
は
中
ノ
岳
や
駒
ケ
岳
の
如
き
附
近
の
高
峰
す
ら
説
界
に
上
つ
て
家
な
い
程
茫
々
と
原
が
撰
つ
て
わ
る
。
そ
し
て
三
角

黙
の
東
か
ら
北
へ
か
け
て
は
主
と
し
て
二
十
尺
前
後
の
自
檜
の
森
林
で
あ
つ
て
、
西
か
ら
南
へ
か
け
て
は
岩
銀
杏
を
主

(351)



と
し
た
車
原
で
あ
る
。
森
林
に
は
下
生
へ
に
優
松
と
笹
と
ク
ロ
ウ
ス
ゴ
が
繁
つ
て
ゐ
る
し
、
草
原
に
は
小
梅
慶
草
や
日

光
黄
菅
、
珍
車
が
散
生
し
て
ゐ
る
外
、　
一
回
を
な
し
た

恒
松
が
途
切
れ
ノ
ヽ
に
縁
邊
を
国
ん
で
あ
る
。
三
角
駄

の
附
近
に
は
、
澤
山
の
小
さ
な
池
が
巧
に
接
排
さ
れ

て
、
自
然
の
庭
園
を
な
し
て
ゐ
る
。
其
中
で
南
に
在
る

も
の
は
稿
大
き
く
、
水
も
飲
料
に
差
支
な
い
程
度
に
澄

ん
で
ゐ
る
。
池
の
国
う
に
は
小
岩
鏡
、
御
前
橘
、石
楠
、

姫
石
楠
、
ア
ヵ
モ
ノ
、
珍
車
、
岩
高
蘭
、
立
山
龍
謄
、

蔓
苔
桃
、
麒
麟
草
、
狸
々
袴
、
鷺
菅
な
ど
が
あ
り
、
殊

に
毛
藍
苔
と
自
由
小
櫻
が
美
し
い
。
此
邊
は

一
腱
に
水

苔
の
床
で
あ
る
ら
し
く
、
二
尺
近
く
掘
つ
て
も
土
は
出

な
か
つ
た
。
大
き
な
池
か
ら
南
に
下
る
と
三
日
月
形
の

大
残
雪
が
あ
る
、
そ
乙
だ
け
は
花
商
岩
の
霧
爛
し
た
砂

地
で
、
雲
浦
の
跡
に
も
草
は
生
へ
な
い
。
そ
れ
か
ら
南

へ
暫
く
の
間
は
、
尾
根
も
度
く
草
地
績
き
で
、
自
由
小

櫻
と
毛
離
苔
に
取
り
窓
れ
た
小
池
が

至
る
所
に
存
す

る
ｏ
中
に
は
浮
島
が
あ
つ
て
、
知
ら
ず
に
飛
び
乗
つ
た

拍
子
に
す
う
い
と
動
き
出
し
て
人
を
驚
か
し
た
こ
と
な

ど
も
あ
つ
た
。

平
ケ
岳
は
高
頭
君
に
依
う
て
記
文
や
篤
具
が
獲
表
さ

手ケ岳項上よ見たる
‐ス
木

ス
　
　
‐

ケ
暮

澤
理

姉
太

に
‥郎
山

氏

と

職
笠
効

″
′　
ュ８

丘
田

及武筆ユ右後

琥 三 第 年 六 十 第 岳 山

○
利
根
川
水
源
地
の
山
　
　
木
暮

一
二
ル
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行 螢 月 五 年 二 十 正 大

○
利
根

川
水
源
地

の
山
　
　
木
暮

れ
て
以
家
、
登
山
者
の
注
目
す
る
所
と
な
り
、
大
正
九
年
に
は
私
達
の
外
に
含
員
の
宮
川
君
が
登
山
さ
れ
て
ゐ
る
。
同

君
は
七
月
二
十
日
に
銀
山
手
の
清
水
を
立
つ
て
、
其
日
は
中
ノ
岐
川
と
画
ノ
澤
と
の
合
流
駄
附
近
に
野
螢
し
ゝ
笙
二
十

一
日
午
前
六
時
に
出
螢
、
中
ノ
岐
川
を
遡
う
。
午
後
三
時
に
は
三
角
職
に
到
着
し
た
さ
う
で
あ
る
か
ら
、
此
登
賂
は
案

外
業
で
あ
る
や
う
に
思
は
れ
る
。
又
昨
十

一
年
に
は

一
高
旅
行
部
の
濱
田
君
の
一
行
が
藤
原
か
ら
水
長
澤
を
遡
つ
て
之

に
登
ら
れ
た
。
此
路
は
水
長
澤
が
悪
る
い
谷
で
、　
一
日
に
登
り
詰
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
、
或
は
高
頭
君
の
登
ら

れ
た
白
澤
口
よ
う
も
困
難
が
多
い
か
と
思
は
れ
る
。

乙
れ
で
此
山
の
主
要
な
る
登
路
は
略
探
う
蓋
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
。
尤
も
二
岐
澤
か
ら
ヽ
登
れ
る
さ
う
で
あ
る
が
、
未
だ
登
山
し
た
人
を
聞
か
な
い
。
そ
し
て
高
頭
君
の
外
は
皆
尾
根

を
南
走
し
て
尾
瀬
ケ
原

へ
出
て
ゐ
る
。
私
達
は
午
前
十
一
時
過
に
手
ケ
岳
の
頂
上
を
出
憂
し
た
の
で
、
其
の
日
の
中
に

尾
瀬
ケ
原
ま
で
出
ら
れ
な
か
つ
た
。
若
し
出
稜
が
午
前
六
時
頃
で
あ
る
な
ら
ば
、
優
に
原
ま
で

辿
う
着
け
る
で
あ
ら

う
。

白

　

　

澤

　

　

山

平
ケ
岳
か
ら
南
に
延
び
た
尾
根
上
の
一
隆
起
で
あ
る
が
、
取
♭
立
て
ゝ
言
ふ
可
き
程
の
峰
で
は
な
い
、
尾
根
は
自
檜

の
森
林
が
時
折
東
か
ら
も
西
か
ら
も
延
び
上
つ
て
、
中
央
の
部
分
で
結
び
付
い
て
ゐ
る
こ
と
も
あ
ね
ど
、
概
し
て
東
側

に
草
地
が
績
い
て
、
尾
根
上
の
手
な
所
に
は
多
く
は
小
池
が
存
在
す
る
、
歩
行
も
至
て
業
で
あ
る
。
白
澤
山
の
登
う
に

懸
る
あ
た
り
か
ら
そ
ろ
ノ
ヽ
陣
竹
や
矮
少
な
木
本
の
数
が
始
ま
る
け
れ
ど
も
、
僅
ば
か
り
の
登
う
ぞ
あ
る
か
ら
直
に
三

角
器
に
達
す
る
。
手
ケ
岳
か
ら

一
時
間
餘
う
を
要
す
る
で
あ
ら
う
、
櫓
も
ま
だ
伐
♭
倒
さ
れ
ず
に
残
つ
て
わ
る
。
乙
れ

か
ら
暫
く
藪
を
押
分
け
て
下
つ
て
行
く
と
、
次
第
に
木
立
が
深
く
な
つ
て
、
林
の
中
に
と
う
籠
め
ら
れ
る
。
二
三
丈
も

あ
る
獨
立
の
大
厳
が
斜
面
に
突
立
つ
て
ゐ
る
の
は
珍
ら
し
い
と
思
つ
た
。
小
高
い
癌
を
除
え
て
池
の
あ
る
鞍
部
に
下
多

着
く
。
稿
急
な
上
う
が
始
ま
る
。

主
と
し
て
丈
餘
の
陣
竹
が
密
生
し
た
中
を
登
る
の
で
、
餌
ケ
倉
の
登
う
と
は
ま
た

一
六
〇

(353)



螺
謙
澪
枷
澤
酬
覇
　
　
　
　
噂
腱
鮮
Ｂ
諜
０
（卦
）
洲
シ
（冷
番

雪ヽ
（卜
暮
・
ン
バ
罰
鮮
卿
滞
汁
゛
眸
汗
鮮
蒲
労

〓ヽ
蔵
帯
』

' . ― ||.  .

ギ
`

醐
餃
一Ｉ

ＩＩ

一
　

一
一　

一■





琥 三 第 年 六 十 第 岳 山

憂
つ
た
苦
し
さ
を
味
っ
た
。
此
附
近
は
自
檜
の
大
木
が
少
く
な
い
、
自
澤
山
か
ら
二
時
間
餘
を
費
し
て
大
白
澤
山
と
の

鞍
部
に
近
き
峰
の
突
端
に
達
し
た
。
渡
邊
氏
の
二

行
が
水
長
澤
を
遡
つ
て
絡
に
上
越
の
國
境
山
脈
に
登
つ
た
と
い
ス
の

も
、
丁
度
こ
の
あ
た
う
で
あ
つ
た
ら
う
と
思
は
れ
る
。
大
白
澤
山
の
北
に
在
る
草
原
も
池
も
日
の
下
に
蹴
ら
れ
た
。

郡
村
誌
に
接
る
と
笹
分
峯
と
い
ス
の
が
此
附
近
に
あ
る
可
き
筈
で
あ
る
。

笹
分
ノ
峯
　
責同
一
里
八
町
、
村
ノ
北
方

ニ
ア
リ
。
山
脈
西
南
方
二
延
タ
モ
ノ
フ
水
長
澤
ノ
尾
根
ト
シ
「
西
方
二
走

／
モ
ノ
剣
ヶ
倉
峯
ト
ナ
リ
、
利
根
川
東
岸

二
至
／
。
北

ハ
塗
桶
岳

二
連
ソ
、
東
方
戸
倉
村
尾
瀬
沼

二
至
″
ｏ
南

方
大
倉
岳

二
旦
／
。

一
讀
し
た
所
で
は
恰
も
手
ケ
岳
に
相
営
し
て
ゐ
る
か
の
や
う
に
思

へ
る
。
さ
れ
ど
も
手
ケ
岳
の
塗
桶
山
で
あ
る
こ
と
は

動
し
得
な
い
事
責
で
あ
る
か
ら
“
他
に
比
の
山
に
相
営
す
る
も
の
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
庭
が
此
記
事
に
あ
て

は
↓
（る
や
う
な
誂
向
き
の
山
は
な
い
ｏ
郡
村
誌
の
記
事
は
前
に
も
申
し
た
や
う
に
山
に
就
て
は
多
く
信
じ
難
い
。
私
の

考
で
は
此
山
は
ス
ス
ケ
峯
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
ふ
．
ス
ス
ヶ
は
す
サ
フ
ケ
の
韓
訛
で
あ
ら
う
ｏ
或
は
元
か
ら
ス
ス

ケ
と
唱
へ
て
ゐ
る
の
を
殊
更
に
笹
分
と
漢
字
を
充
て
た
も
の
か
も
知
れ
緻
。
又
郡
村
誌
の
所
謂
中
手
山
は
、
ス
ス
ケ
峰

か
ら
赤
倉
岳
に
連
う
、
其
庭
か
ら
西
南
に
延
び
て
利
根
川
と
槍
俣
川
と
を
分
つ
支
山
脈
ゆ
線
構
で
あ
る
ら
し
い
ｏ

豫
定
で
は
乙
れ
か
ら
大
自
澤
山
を
経
て
景
鶴
山
に
登
う
、
然
る
後
尾
瀬
ケ
原
に
下
る
計
書
で
あ
つ
た
が
、
山
頂
ま
で

自
檜
の
森
林
に
掩
れ
た
藪
の
深
い
様
子
を
眺
め
て
は
、
到
底
縦
走
を
績
け
る
勇
氣
も
な
く
、
近
い
大
白
澤
山
も
ス
ス
ケ

峯
も

一
瞥
を
典
へ
た
の
み
で
、
鞍
部
か
ら
猫
叉
川
へ
下
つ
て
し
ま
つ
た
ｏ

猫
又
川
に
は
上
流
に
三
四
の
瀑
布
が
あ
る
。
地
国
を
見
る
と
大
白
澤
山
の
三
角
貼
の
東
南
方
に
長
い
懸
崖
の
符
琥
が

記
入
し
て
あ
る
。
あ
の
懸
崖
は
地
国
に
あ
ら
は
さ
れ
た
る
如
く
千
七
百
二
十
米
突
の
等
高
線
の
あ
た
り
で
絡
つ
て
ゐ
る

課
で
は
な
い
、
貴
際
は
其
儘
下
に
延
び
て
猫
又
川
を
横
断
し
て
か
ら
、
方
向
を
轄
じ
て
ス
ス
ケ
峯
の
北
方
に
向
つ
て
績

い
て
ゐ
る
ら
し
い
。
第

一
瀑
は
其
懸
崖
に
懸
つ
て
ゐ
る
の
で
、
高
さ
は
四
丈
を
超
え
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
ｏ
其
西
に
あ
る

○
利
根
川
水
源
地
の
山
　
　
木
暮
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小
澤
も
同
じ
崖
を
落
下
し
て
細
長
い
瀑
を
な
し
て
わ
る
。
此
瀑
は
左
岸
を
下
れ
ば
よ
い
。
人
夫
の
話
で
は
、
此
懸
崖
の

下
の
小
澤
に
滑
ふ
て
大
白
澤
山
へ
登
れ
る
さ
う
で
あ
る
。
瀑
か
ら
五
六
町
も
下
つ
た
所
て
、
約

一
町
許
の
間
澤
は
伏
流

と
な
つ
て
ゐ
る
。
四
五
十
分
も
下
る
と
叉
瀑
が
あ
つ
て
、上
の
も
の
は
三
丈
餘
多
下
の
も
の
は
二
丈
餘
り
、雨
瀑
の
間
二

十
間
程
急
満

を

な

し

て

ゐ

る
。
右
岸
の

崖
の
上
を
高

廻
う
す
る
の

で
、
通
過
に

十
五
六
分
を

要
し
た
。
叉

一
町
も
下
つ

た
ら
う
と
思

ふ
頃
三
丈
近

い
瀑

が

あ

り
、
夫
が

一

曲
し
て
叉
五＊

至
　
佛
　
山
（岳
倉
山
）

至
佛
山
は
利
根
水
源
地
に
於
け
る
最
高
の
山
で
あ
る
と
同
時
に
、
國
境
上
の
諸
山
ヒ
除
け
ば
、
東
小
川
の
笠
ケ
岳
と

一
六
二

＊
六
丈
許
の
瀧
と
な

り
、
岩
面
を
潟
下

し
て
ゐ
る
さ
ま
が

美
事
で
あ
る
。
左

岸
を
辿
れ
ば
難
な

く
瀧
の
下
へ
出
ら

れ
る
。
こ
れ
か
ら

は
河
床
も
手
に
な

つ
て
、　
一
時
間
許

う
で
水
と
共
に
尾

瀬
ケ
原
の
一
端
に

吐
き
出
さ
れ
る
で

あ
ら
う
。

影撮氏男敏島藤  (菅黄光日と樺白)原 ケ瀬 尾

(355)



共
に
二
千
二
百
米
突
を
超
え
た
上
州
最
高
の
山
で
あ
る
。
至
佛
と
い
ス
名
は
戸
倉
の
構
呼
で
あ
つ
て
、
藤
原
方
面
で
は

タ
ケ
ク
ラ
と
呼
ん
で
ゐ
る
。
郡
村
誌
は
之
を
日
崎
山
と
同

一
な
り
と
し
、

日
崎
嶽
　
大
高
岳
、
岳
ケ
倉
、
至
佛
山
ト
モ
云
。
高

一
里
、
村
ノ
北
方
ニ
ア
リ
。
東
北
戸
倉
村
字
尾
瀬
に
属
ス
ｏ

南
方
小
高
岳
北
方
笹
分
峯
塗
桶
嶽

二
連
／
。
東
方
猫
川
ノ
源
フ
出
シ
、
西
方
狩
小
屋
澤
日
崎
川
澤
種
澤
等
ノ
敷

漢
フ
出
ン
、
山
脚
西
方
中
手
山

二
連
り
一ダ
、
南
方

・一
旋
・プ
上
ノ
原

二
至
ル
。

と
い
ふ
て
ゐ
る
。
至
佛
山
の
範
目
を
北
は
ス
ス
ケ
峯
か
ら
南
は
武
算
山
迄
も
包
含
す
る
も
の
と
し
な
け
れ
ば
、
此
記
事

を
満
足
に
説
明
す
る
に
足
う
な
い
。
明
に
混
同
と
誤
謬
と
に
満
ち
た
記
事
で
あ
る
。
人
夫
ち
之
を
日
崎
と
は
呼
ば
な
か

つ
た
。
日
崎
山
は
矢
張
五
萬
の
国
に
記
名
し
て
あ
る
も
の
を
夫
と
認
め
て
よ
い
で
あ
ら
う
ｏ
叉
此
文
に
依
ウ
て
笹
分
峯

の
ス
ス
ケ
峯
な
る
こ
と
も
想
像
さ
れ
る
ｏ
藤
原
温
泉
記
行
に
高
倉
山
と
あ
る
も
の
は
、
大
方
乙
の
タ
ケ
タ
ラ
を
間
違
ひ

た
誤
で
ぁ
ら
う
と
思
ふ
。
ク
ラ
は
上
州
殊
に
山
地
の
方
言
で
巖
又
は
岩
壁
を
意
味
し
て
ゐ
る
、
タ
ケ
は
壮
な
る
貌
を
い

ス
の
で
ぁ
ら

，
。
至
佛
山
の
西
面
は
巖
や
岩
壁
が
露
出
し
て
ゐ
る
か
ら
、
藤
原
で
之
を
タ
ケ
タ
ラ
と
呼
ぶ
の
は
営
然
の

こ
と
で
あ
る
。
私
は
通
俗
的
に
岳
倉
の
二
字
を
充
て
た
、
そ
れ
が
偶
然
に
も
郡
村
誌
と

一
致
し
た
の
で
あ
る
。

乙
ゝ
ま
で
書
い
て
ふ
と
或
考
が
浮
ん
だ
。
海
岸
に
日
崎
と
い
ふ
地
名
が
あ
る
、
多
く
は
東
に
面
し
て
日
の
出
る
方
に

営
っ
て
ゐ
る
。
至
佛
山
は
藤
原
の
東
北
東
に
在
つ
て
、
其
方
面
の
最
高
峯
で
あ
る
か
ら
、
旭
の
光
は
具
先
に
此
峯
頭
を

照
し
．
日
も
亦
此
山
か
ら
出
る

（廣
い
意
味
で
）。
そ
れ
で
日
崎
の
名
を
得
た
の
で
は
あ
る
哉
い
か
ｏ
け
れ
ど
も
英
名
は

次
第
に
康
れ
て
今
は
北
の
山
腹
か
ら
稜
源
す
る
澤
の
名
と
し
て
残
る
の
み
で
、
山
貌
か
ら
名
け
ら
れ
た
夕
ヶ
ク
ラ
の
方

が
廣
く
行
は
れ
る
に
至
つ
た
も
の
と
見
れ
ば
見
ら
れ
緻
こ
と
は
な
い
ｏ
若
し
澤
の
名
が
初
か
ら
日
崎
で
、
そ
れ
を
山
名

に
冠
し
た
も
の
と
す
れ
ば
、
郡
村
誌
に
は
賛
成
し
難
い
。
ど
の
道
今
日
と
な
つ
て
は
、
地
国
の
日
崎
山
は
動
か
な
い
所

で
あ
ら
う
ｏ

至
佛
山
に
登
つ
て
其
記
文
を
獲
表
し
た
最
初
の
人
は
恐
ら
く
含
員
沼
井
君
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
同
君
は
大
正
三
年
八

琥 三 第 年 六 十 第 岳 山
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月
に
御
山
澤

（
頂
上
直
下
か
ら
東
微
南
を
指
し
て
川
上
川
に
合
流
す
る
も
の
）
の
北
に
あ
る
小
澤
か
ら
標
高
線
の
数
字

が
記
入
し
て
あ
る
尾
根
に
取
り
付
い
て
、
其
儘
頂
上
へ
驀
進
し
た
ら
し
い
。
三
時
間
を
費
し
た
さ
う
で
ぁ
る
パ
本
誌
第

十
一
年
第
二
琥
所
牧

「
尾
瀬
の
事
ど
も
附
至
佛
山
」
参
照
。
）官
川
君
は
私
達
よ
う
五
日
前
に
沼
井
君
の
登
つ
た
尾
根
の

北
に
螢
す
る
小
澤
か
ら
同
じ
尾
根
を
辿
つ
て
、
二
時
間
で
登
山
さ
れ
た
〕
乙
れ
は
荷
物
の
な
い
乙
と
が
時
間
を
要
し
な

ム

ジ
ナ

か
つ
た

一
の
原
因
で
あ
つ
た
か
も
知
れ
緻
。
私
達
は
三
角
駐
の
北
方
か
ら
螢
源
し
て
猫
又
川
に
注
ぐ
雅
澤
と
い
ス
の
と

登
つ
た
が
、
三
時
間
餘
を
費
し
た
。
然
じ
此
澤
の
登
り
は
楽
で
あ
る
か
ら
、
猫
又
川
を
下
つ
て
来
た
人
は
勿
論
、
尾
瀬

方
面
か
ら
も
此
澤
を
上
下
す
る
が
便
利
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

碁
澤
は
地
固
に
水
の
符
琥
が
入
れ
て
な
い
が
、
千
八
百
米
突
附
近
ま
で
は
確
に
水
が
あ
る
、
下
流
の
方
で
は
岩
魚
が

泳
い
で
ゐ
る
の
を
見
た
ｃ
朱
泥
を
な
す
り
付
け
た
や
う
な
赤
靖
色
の
岩
塊
は
、
少
し
も
滑
る
憂
が
な
い
の
で
非
常
に
歩

き
よ
い
。
斯
様
な
色
の
岩
は
今
迄
見
た
乙
と
が
な
い
、
勿
論
火
山
岩
で
あ
ら
う
。
千
七
百
米
突
附
近
で
休
ん
だ
時
、
試

に
近
傍
の
植
物
を
敷

へ
て
見
た
。
丸
葉
下
野
、
黒
檜
、
恒
栢
心
、
恒
松
、
米
栂
、
七
電
、
米
邸
問
ｔ
石
楠
、
イ
ヌ
ツ

グ

（
？
）、
日
本

（
？
）、
笹
な
ど
の
外
に
、
虎
枝
、
小
梅
慶
草
、
紅
葉
升
茄
、其
他
三
五
の
名
を
知
ら
ｎ
草
が
あ
つ
た
。

黒
檜
と
米
栂
は
非
常
に
多
く
、
灌
木
状
を
な
し
て
叢
生
し
て
ゐ
る
か
ら
、
此
藪
を
通
過
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
間
も

な
く
小
さ
な
爆
の
上
で
澤
が
三
分
す
る
。
右
に
浩
ふ
て
何
虎
ま
で
も
登
つ
て
行
き
、
頂
上
近
く
な
つ
て
左
に
折
れ
て
登

れ
ば
、
少
し
の
藪
で
済
む
「
夫
を
左
の
澤
に
入
つ
た
鳥
に
、
一
町
許
う
で
水
が
蓋
き
て
山
ひ
ら
を
登
る
や
う
に
な
り
、
黒

檜
と
米
栂
の
中
で

一
し
き
う
苦
し
ん
だ
後
、
漸
く
左
手
の
尾
根
の
岩
多
き
草
地
へ
出
て
、
南

へ
窓
く
や
う
に
し
て
登
つ

た
。
千
八
百
米
突
附
近
か
ら
伊
吹
鱗
香
草
、
深
山
苗
香
、
大
葉
黄
菫
、
高
根
薔
薇
、
姫
石
楠
、
四
葉
重
電
、高
根
撫
子
、

深
山
沙
参
、
自
根
人
参
、
具
栢
な
ど
が
っ
ぎ
ノ
ヽ
と
目
に
入
る
、
立
派
な
Ь
花
畑
で
あ
る
。
二
千
百
米
突
の
附
近
で
は

姫
薄
雲
草

（？
）
苔
桃
、
粘
ウ
苫
蘭
、
梅
鉢
草
、
珍
車
、
通
取
菫
な
ど
が
新
に
加
つ
た
。
此
外
に
幾
つ
か
名
を
知
ら
な

い
植
物
も
あ
つ
て
共
に
探
集
し
た
の
で
あ
る
が
、
砂
糖
の
塞
罐
に
入
れ
た
ま
ゝ
、密
閉
し
て
あ
る
か
ら
安
心
だ
と
思
ひ
．

一
六
四
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琥 三 第 年 六 十 第 岳 山

蹄
京
後
も
手
を
付
ず
に
置
て
、
四
五
日
過
ぎ
て
少
閑
を
得
た
の
で
開
け
て
見
る
と
、
残
ら
ず
腐
つ
て
ゐ
た
の
で
、
武
田

君
に
鑑
定
を
願
つ
た
つ
ち
土
産
に
し
た
う
し
や
う
と
思
つ
た
の
が
徒
努
に
蹄
し
て
し
ま
つ
た
。
兎
も
角
高
山
植
物
の
種

類
に
富
む
こ
と
は
、
確
に
不
ケ
岳
以
上
で
あ
る
と
思
ふ
。

頂
上
は
嘉
何
た
る
緋
岩
の
堆
積
で
あ
つ
て
、
南
北
の
二
隆
起
に
分
れ
、
肉
眼
で
は
軌
れ
が
高
い
か
剣
じ
か
ね
る
が
、

三
角
駐
は
北
の
隆
起
に
置
か
れ
、
其
附
近
の
み
僅
に

一
句
の
平
地
を
存
し
て
ゐ
る
。
具
栢
と
恒
松
と
が
岩
か
ら
岩

へ
と

深
線
の
枝
を
伸
し
て
旬
ひ
蔓
つ
て
わ
る
。
具
栢
は
殊
に
多

い
。
其
間
に
交
つ
て
高
根
薔
薇
の
艶
麗
な
花
が
紅

一
識
と
言

ひ
た
い
が
、
賞
は
紅
千
鮎
と
も
い
ふ
可
き
程
に
険
き
誇
つ
て
ゐ
た
の
は
、
自
馬
岳
北
方
の
雪
倉
岳
以
外
に
は
曾
て
見
た

こ
と
の
な
い
光
景
で
あ
つ
た
。

藤
原
方
面
か
ら
此
山
へ
登
る
に
は
、
楢
俣
の
路
を
辿
つ
て
狩
小
屋
澤
か
ら
登
る
の
が
捷
征
で
あ
る
。
山
の
西
側
は
急

峻
で
露
岩
も
多
い
と
は
い
へ
、
地
国
に
示
さ
れ
た
や
う
に

一
列
の
屏
風
岩
で
は
な
い
。
千
六
七
百
米
突
の
地
粘
に
達
し

た
な
ら
ば
、
南
側
の
尾
根
へ
移
つ
て
夫
と
登
る
の
が
よ
い
や
う
に
思
は
れ
た
。
其
他
に
は
尾
瀬

へ
出
て
登
る
外
適
営
な

登
路
は
な
い
。

大

高
、
小

高

⌒大
笠
、
小
笠
）

大
高
は
測
量
部
の
輯
製
二
十
萬
や
其
他
に
笠
科
山
又
は
笠
品
山
と
し
て
記
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
其
東
に
獲
源
す

る
川
は
即
ち
笠
科
川
で
あ
つ
て
、
今
で
は
笠
科
川
と
片
品
川
と
を
別
物
と
し
て
ゐ
る
が
、
片
品
は
笠
科
の
韓
訛
で
あ
る

と
は
、
多
く
の
地
理
學
者
の
説
く
所
で
あ
る
。
従
つ
て
之
を
笠
と
名
付
け
た
の
は
戸
倉
方
面
で
あ
る
こ
と
も
分
る
。
藤

原
で
は
之
を
大
高
と
呼
び
、
其
北
に
あ
る
千
九
百
八
十
米
突
の
圏
を
有
す
る
小
実
峰
を
小
高
と
呼
ん
で
あ
る
。
或
は
大

笠
小
笠
と
唱
へ
る
こ
と、
も
あ
る
。
郡
村
誌
に
は
、

大
笠
嶽
　
大
高
山
ト
モ
云
。
高
三
拾
四
町
、
村
ノ
東
北
隅

ニ
ア
リ
。
東
方
戸
倉
村

二
局
シ
、
東
方
笠
科
川
ノ
源
フ

○
利
根
川
水
源
地
の
山
　
　
木
暮

一
六
二

(3581)



行 螢 月 五 年 二 十 正 大

○
利
根
川
水
源
地
の
山
　
　
木
暮

出
ス
。
西
方
小
楢
俣
川
フ
出
ス
。
山
脈
北
方
小
高
岳
、
南
方
穂
高
見
岳

二
連
／
。

小
高
ノ
嶽
高
三
拾
三
町
、
村
ノ
東
北
隅
ニ
ア
リ
。
南
ハ
大
笠
山
保
高
山
二
連
り
、
西

ハ
坐
々
良
ノ
峰

二
連
／
。

西
方
塀
弦
澤
フ
出
ス
。

略
正
鵠
を
得
て
ゐ
る
が
不
統

一
を
見
れ
な
い
。

此
山
に
聞
す
る
記
行
文
の
類
は
、
ま
だ
登
つ
た
人
も
な
い
の
か
獲
表
さ
れ
た
も
の
を
見
な
い
。
私
達
は
日
数
を
制
限

さ
れ
た
の
で
、小
高
の
手
前
哉
で
行
き
な
が
ら
、そ
れ
を
登
ら
ず
に
横
を
翔
ん
で
、
小
楢
俣
に
出
や
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

尾
根
を

一
つ
聞
．違
へ
て
ヘ
エ
ゾ
″
澤
に
入
り
込
ん
で
し
ま
つ
た
。
乙
の
横
を
物
む
際
に
は
密
生
し
て

一
丈
か

一
丈
二
三

尺
に
生
長
し
た
黒
檜
の
純
林
中
を
進
む
の
で
、
非
常
な
る
困
難
と
闘
ひ
、
ヘ
エ
ゾ
／
澤
で
は
連
績
し
た
瀑
布
の
通
過
に

多
大
の
苦
心
を
要
し
た
。
結
局
小
高
大
高
を
鍮
え
て
小
楢
俣
に
下
つ
た
方
が
、
山

へ
も
登
れ
る
し
行
程
も
反
て
捗
取
つ

た
に
相
違
な
か
つ
た
と
後
悔
し
た
程
で
あ
る
。

至
佛
山
の
頂
上
か
ら
其
南
に
あ
る
二
千
百
米
突
の
峯
迄
は
岩
の
上
が
歩
け
る
の
で
、
恒
松
な
ど
は
あ
つ
て
も
苦
に
は

な
ら
な
い
っ
夫
を
鍮
え
る
と
右
側
か
ら
次
第
に
自
檜
の
疎
林
が
押
寄
せ
て
家
る
、

一
と
こ
ろ
草
地
に
池
が
あ
つ
て
毛
麗

苔
や
自
山
小
櫻
が
埃
い
て
ゐ
た
。
二
千
四
十
八
米
突
の
隆
起
か
ら
五
六
尺
の
高
さ
に
密
生
し
た
陣
竹
の
中
を
進
む
の
で
、

思
ス
や
う
に
足
が
運
べ
な
い
。
時
折
雨
側
の
白
檜
の
林
に
踏
み
込
ん
で
見
る
が
、
哉
だ
し
も
陣
竹
の
方
が
相
手
に
し
易

い
ｃ
至
佛
の
頂
上
か
ら
二
時
間
牛
を
費
し
て
、
小
高
の
北
の
鞍
部
に
迪
う
着
い
た
。
私
達
は
此
虎
か
ら
西
に
自
檜
の
林

中
を
下
る
こ
と
十
五
六
分
で
水
の
あ
る
所
に
野
螢
し
、
笙
日
は
其
日
の
中
に
柳
淀

へ
蹄
ら
う
と
し
て
、　
一
向
距
離
の
鮎

に
の
み
拘
泥
し
た
の
で
、
経
に
大
高
へ
登
る
機
含
を
逸
し
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
此
鞍
部
か
ら
小
高
の
登
う

は
陣
竹
が
深
い
で
あ
ら
う
ｏ
頂
上
附
近
は
優
松
ら
し
く
思
は
れ
た
。
小
高
大
高
間
の
山
稜
も
陣
竹
と
自
檜
の
林
と
が
入

り
交
つ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
が
、
大
高
の
回
錐
状
を
な
し
た
斜
面
は
、至
佛
山
の
と
同
じ
色
の
岩
の
堆
積
で
、所
々
に

一

回
の
優
松
か
具
栢
ら
し
い
も
の
が
生
へ
て
ゐ
る
。
乙
の
岩
は
小
高
に
も
露
出
し
て
ゐ
る
。
野
螢
地
か
ら
多
く
も
三
時
間

一
六
大

(359)



ヒ
費
さ
な
い
で
登
れ
た
も
の
を
、
今
と
な
っ
て
は
残
り
惜
し
い
。

大
高
へ
軍
獨
に
登
る
も
の
と
す
れ
ば
、
ど
う
い
ふ
路
を
取
る
の
が
得
策
で
あ
ら
う
か
ｏ
尾
根
通
は
ど
れ
も
藪
が
ひ
ど

い
か
ら
到
底
其
煩
に
堪

へ
な
い
。
寧
ろ
澤
を
上
る
方
が
よ
い
で
あ
ら
う
ｏ
若
し
戸
倉
を
出
螢
駐
と
す
れ
ば
笠
科
川
を
遡

行
す
る
外
手
段
は
な
ン
¨

ホ磯
原
な
ら
ば
湯
之
小
屋
か
ら
木
之
根
川
に
洛
ふ
て
支
流
十
澤
に
入
う
、
途
中
よ
う
百
米
突
許

の
峠
を
乗
多
越
し
、
千
之
洞
の
上
流
に
出
て
之
を
登
う
詰
る
か
、
或
は
小
楢
俣
を
具
直
に
登
夕
詰
る
か
、
二
の
道
が
あ

る
。
剣
然
し
た
こ
と
は
い
へ
漁
が
後
者
の
方
が
困
難
の
度
は
少
な
い
で
あ
ら
う
ｏ

此
山
は
東
京
近
郊
の
赤
物
皇
か
ら
各
季
の
快
晴
の
日
に
は
，
武
奪
山
の
東
に
営
つ
て
白
雪
と
載
い
た
秀
麗
な
笠
状
の

山
容
を
遠
望
す
る
こ
と
を
得
る
の
で
、
何
と
な
く
懐
し
い
や
う
に
思
は
れ
る
。
清
水
峠
以
西
で
は
上
越
の
國
境
山
脈
中

に
も
、
仙
倉
山
や
自
秒
山
の
や
う
に
東
京
市
中
の
高
所
か
ら
望
ま
れ
る
山
も
あ
る
が
、
利
根
川
水
源
地
で
は
武
奪
山
を

除
い
て
此
山
の
み
が
、
辛
じ
て
近
郊
か
ら
望
見
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

利
根
川
水
源
地
の
山
で
営
然
記
述
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
、
以
上
列
記
し
た
外
に
筒
ほ
多
く
残
つ
て
わ
る
ｏ

又
大
高
よ
う
南
方
大
ダ
″
ミ
を
経
て
武
奪
山
に
至
る
部
分
も
。
乙
ゝ
に
漏
す
可
き
筈
の
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
武
奪
山

に
就
て
は
既
に
本
誌
第
十
四
年
第

一
琥
に
日
高
君
の
記
文
が
あ
う
、
本
琥
に
は
武
田
君
が
藤
原
か
ら
の
登
路
に
開
し
て

陳
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。
其
他
の
諸
山
は
ま
だ

一
も
私
は
登
つ
て
ゐ
な
い
。
そ
れ
で
餘
う
賞
際
の
用
を
な
さ
な
い
郡
村
誌
の

記
事
を
掲
げ
て
臆
説
を
附
記
す
る
こ
と
な
ど
は
止
め
、
乙
ゝ
に
本
篇
の
筆
を
欄
く
こ
と
に
す
る
。
唯
私
は
上
越
鐵
道
が

完
成
し
た
暁
は
言
ス
迄
も
な
く
、
日
下
工
事
中
の
鐵
路
が
沼
田
、
後
閑
、
小
日
向
と
延
長
す
る
に
連
れ
て
、
今
日
の
秩

父
の
や
う
に
必
定
此
地
方
に
入
り
込
じ
率
山
者
が
増
加
す
る
も
の
と
信
じ
て
ゐ
る
か
ら
、
若
じ
此
文
が
其
等
の
人
に
幾

分
な
り
と
も
参
考
と
な
る
こ
と
も
あ
ら
ば
幸
で
あ
る
。

○
利
根
川
水
源
地
の
山
　
　
木
暮

琥 三 第 年 六 十 第 岳 山

一
六
七

(360)



行 獲 月 五 年 二 十 正 大

維
　
　
録
　
　
○
賢
川
を
湖
つ
て
笠
ケ
岳
に
登
る

雑

　

録

○
賓
川
を
湖
つ
て
笠
ケ
岳
に
登
る

奥
上
州
殊
に
上
越
境
の
山
岳
に
興
味
を
持
つ
人
々
は
、

清
水
街
道
は
湯
檎
曾
の
北
に
営
つ
て
、
此
の
地
方
で
は
立

派
に
高
山
の
仲
間
に
入
る
笠
ケ
岳
を
見
逃
す
筈
は
あ
る
ま

い
。
陸
測
五
萬
『
湯
澤
」
の
地
固
か
ら
で
も
容
易
に
山
容
と

想
像
し
得
る
通
う
、
東
又
は
西
か
ら
見
て
は
「
笠
」
と
い
ふ

名
に
相
應
し
く
な
い
形
で
あ
る
が
、
南
か
ら
近
く
は
谷
川

富
士
遠
く
は
三
國
街
道
の
月
夜
野
あ
た
う
か
ら
で
も
望
Ｕ

だ
姿
は
、「
笠
」
と
呼
ぶ
も
不
通
常
と
は
思
は
れ
な
い
。

地
固
を
按
ず
る
と
、
此
の
山
か
ら
西
に
流
出
し
て
湯
檜

曾
川
に
注
ぐ
谷
を
湖
つ
た
ら
、
年
日
位
で
山
頂
に
達
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
は
あ
る
ま
い
か
と
さ
へ
考
へ
ら
れ
る
程

で
あ
る
が
、

一
度
是
等
の
谷
を
賃
見
し
て
、
そ
の
急
崚
な

傾
斜
と
、
七
月
の
末
ま
で
も
あ
る
残
雪
か
ら
滴
う
落
ち
る

水
が
、
連
績
的
の
瀑
布
を
懸
け
る
有
様
や
、
険
悪
な
岩
壁

と
仰
い
だ
後
で
は
、
暴
虎
憑
河
を
敢
て
し
て
も
、
か
ゝ
る

登
路
を
撰
ぶ
人
は
先
づ
少
な
か
ら
う
。

大
正
九
年
の
七
月
下
旬
、
木
暮
、
藤
島
の
雨
君
と
共
に

を
入
れ
た
私
は
．
事
情
あ
つ
て
利
根
川
水
源

の
雨
君
と
別
れ
て
、
革
身
武
奪
川
を
上
つ
た

（
地
固
に
尼
ケ
禿
と
あ
る
山
）
に
登
山
を
試

て
、
雨
三
日
打
上
に
滞
在
し
た
暁
、
賓
川
ヒ

湖
つ
て
笠
ケ
岳
に
登
う
、
上
越
國
境
に
滑
う

下
多
「
白
樺
の
小
屋
趾
や
武
能

（
正
し
く
は

屋
趾
を
経
て
即
夜
深
更
打
上
に
蹄
着
し
た
。

最
初
は
未
だ
登
山
家
の
記
録
の
な
い
山
川
に
足
を
入
れ

る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、出
家
得
る
限
う
詳
細
に
観
察
し
て
、

Ｅ
細
の
記
事
と
篤
具
と
を
残
し
た
い
と
希
望
し
た
の
で
あ

つ
た
が
、
其
の
土
地
の
迷
信
で
奮
暦
七
月
七
八
雨
日
と
か

に
は
、
賓
川
入
う
で
野
臥
す
れ
ば
生
命
に
係
は
る
事
件
が

出
来
る
と
い
ふ
事
が
あ
り
、
宛
も
登
山
営
日
は
そ
の
第

一

日
に
営
つ
た
の
で
、
少
く
も
山
中
に

一
泊
し
て
と
い
ふ
豫

定
を
放
棄
し
て
、
あ
の
長
い
湖
行
と
困
難
な
養
攀
と
を
急

行
し
て
二
十
四
時
以
内
に
終
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
都

合
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
加
之
山
頂
に
近
づ
く
頃
か
ら
霧

み 多 を 藤
た

｀
探 原

う 天ζる 村
等 ケ 豫 に
し 禿,定 足

株ぼて
清
水
峠
に

生
）
の
小

一
六
〈

(361)



山岳琥 三 第 年 六 十 第

維
　
　
録
　
　
○
賓
川
を
湖
つ
て
笠
ケ
岳
に
登
る

影撮氏男敏島藤    岳 ケ 笠 る め 望 り ょ 方 南

が
出
た
篤
め
、山
載
か
ら
の
眺
望
は
得
ら
れ
ず
、
ユ
叉
篤
具

も
営
時
携
へ
た
器
械
が
貧
翡
で
あ
つ
た
の
と
、
蹄
家
現
象

を
紳
田
の
曾
根
と
い
ふ
篤
具
器
店
に
依
頼
し
た
の
で
、
甚

し
い
不
結
果
に
絡
つ
て
、
何
等
獲
る
所
は
な
か
つ
た
。
そ

れ
に
登
山
の
途
中
に
負
傷
し
た
の
で
、
観
察
は
粗
略
と
な

う
、
急
行
し
た
篤
め
に
記
録
も
不
充
分
な
の
で
、
今
日
之

を
誌
上
に
掲
載
し
得
る
程
度
の
も
の
に
記
述
す
る
の
は
、

菅
に
困
難
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
讀
者
を
稗
盆
す
る
こ
と

は
望
ま
れ
な
い
と
は
考
へ
る
が
、
一
種
の
夢
物
語
の
つ
も

う
で
讀
Ｕ
で
頂
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

時
は
七
月
二
十
三
日
、
打
上
の
宿
を
出
た
の
は
午
前
二

時
五
十
分
。
日
蹄
う
の
登
山
で
あ
る
か
ら
し
て
、
携
帯
品

は
食
糧
、篤
具
器
に
ロ
１
／
フ
ィ
／
ム
二
三
本
、
雨
具
と
し

て
油
紙
、
双
眼
鏡
位
の
軽
い
も
の
で
、
革
身
提
灯
を
頼
う

に
、
師
入
を
経
て
久
保
の
猟
師
の
家
に
著
い
た
の
は
丁
度

一
時
間
後
で
あ
っ
た
。
今
日
の
東
道
を
務
め
る
男
は
三
十

前
後
の
心
と
な
し
い
人
物
で
、
前
日
の
打
合
せ
に
よ
つ
て

充
分
用
意
し
て
あ
つ
た
の
で
、
二
十
脊
程
し
寓
鶴
歓
出
螢

す
る
こ
と
が
出
家
た
。
田
圃
の
間
を
縫
う
て

一
畝
田
に
向

ひ
、其
の
少
し
手
前
か
ら
左
に
切
れ
て
利
根
本
流
を
渡
り
、

一
六
九

(362)



行 螢 月 五 年 二 十 正 大

維
　
　
録
　
　
○
費
川
を
湖
つ
て
笠
ケ
岳
に
登
る

賓
川
の
左
岸
に
浩
う
て
小
径
を
辿
夕
、
温
泉
に
つ
い
た
の

は
四
時
三
十
分
　
清
い
温
泉
は
数
個
の
浴
槽
に
温
ね
て
居

る
が
、
側
に
あ
る
旅
合
は
設
備
が
貧
蒻
な
の
で
投
宿
滞
在

の
客
も
殆
Ｕ
ど
な
く
、
朝
需
に
包
ま
れ
て
淋
し
氣
に
立
つ

て
居
る
。
此
虎
か
ら
十
分
も
小
征
を
進
Ｕ
と
、磨
鍍
に
達
す

る
。
そ
れ
か
ら
は
道
は
あ
る
が
露
に
濡
れ
た
剤
棘
に
蔽
は

を
草
木
を
頼
う
に
岩
樽
ひ
を
試
み
る
。
幸
に
日

一
日
と
山

頂
や
谷
間
の
雪
が
沿
え
る
の
と
、
豪
雨
が
な
い
の
と
で
水

量
は
ひ
ど
く
多
く
は
な
い
が
、
か
ゝ
る
時
で
も
大
雨
が
二

十
分
も
降
れ
ば
、
賓
川
は
忽
に
増
水
し
て
渡
渉
が
不
可
能

と
な
り
、
速
に
左
岸
に
避
難
し
な
け
れ
ば
蹄
路
を
遮
断
さ

れ
る
と
い
ふ
乙
と
で
あ
る
。

五
時
十
五
分
限
鏡
と
但
稀
さ
れ
る
岩
が
川
中
に
あ
る
地

駐
に
家
て

一
井
体
み
す
る
。
附
近
の
森
林
は
落
葉
闊
葉
林

で
、
主
と
し
て
ミ
ゾ
ナ
ラ
、
ブ
ナ
、
ナ
ヽ
カ
マ
ド
、
サ
ハ

ン
タ
ギ
．
ヤ
シ
ヤ
ブ
ン
、
ホ
ヽ
、　
コ
バ
ノ
ト
ネ
ソ
コ
、
か

ウ
チ
ハ
カ
ヘ
デ
等
に
交
つ
て
、
此
の
邊
の
山
に
多

い
ア
ス

ナ
ロ
が
現
れ
る
。
地
国

（藤
原
）
を
出
し
て
見
る
と
、
眼

鏡
と
い
ふ
は
、
楢
手
で
川
が
屈
曲
し
て
西
に
向
ひ
、
上
楢

で
北
に
向
つ
た
の
が
、
再
び
西
に
曲
る
あ
た
り
で
、
賓
川

と
記
し
て
あ
る
賓
字
の
柑
右
手
に
営
る
邊
と
思
は
れ
る
。

五
時
三
十
分
出
残
。
右
岸
の
茂
み
に
つ
け
ら
れ
た
小
征

ヒ
迪
る
と
、
低
く
垂
れ
た
枝
に
再
三
頭
を
打
た
れ
た
り
、

帽
子
を
落
さ
れ
等
し
て
、
深
雪
地
の
藪
く
ヽ
う
の
困
難
を

遺
減
な
く
膿
験
出
来
る
。
左
岸

に
は
賓
字
の
所
に
注
ゞ

間
の
澤
、
川
字
に
近
く
落
ち
る
ヘ
ネ
コ
澤
が
あ
る
。
ヘ
ネ

れ
て
。
分
け
行
く
脚
は
温
つ
て
切
れ
る
様
な

威
ず
る
ｃ
山
の
鼻
を
廻
つ
て
、
左
岸
の
小
平
地

す
る
少
し
手
前
か
ら
、
小
征
を
迪
る
も
面
倒
と
、
柳
の
本

に
つ
か
ま
つ
て
川
に
下
る
。
四
時
五
十
分
。
温
泉
の
上
下

雨
岸
の
岩
壁
に
挟
ま
れ
た
急
流
と
は
趣
が
異
っ
て
、
川
は

度
い
程
な
流
れ
と
な
り
、
水
は
冷
い
が
膝
位
の
深
さ
し
か

な
い
ｃ
雨
岸
に
は
、
山
上
か
ら
流
さ
れ
て
来
た
種
子
や
根

が
つ
い
て
繁
茂
し
た
の
だ
ら
う
、
タ
テ
ヤ
マ
キ
ン
バ
イ
、

キ
ン
カ
ウ
ク
リ
、
イ
ハ
カ
ガ
ミ
、
ア
カ
モ
ノ
等
が
多
い
。

判
棘
か
ら
解
放
さ
れ
て
見
る
と
、
川
の
中
の
方
が
逸
に

カ

ミ
ナ

ラ

捗
つ
て
、
五
時
に
は
Ｌ
楢
に
家
た
。
川
岸
に
は
岩
魚
釣
う

の
踏
む
だ
足
あ
と
が
あ
る
の
で
ゝ
時
折
、
そ
れ
を
惇
つ
た

り
、
又
流
れ
に
入
つ
て
進
む
中
に
、
川
幅
は
漸
く
狭
ま
つ

て
、
三
岩
が
現
れ
た
り
す
る
、
深
み
の
増
し
た
所
で
は
岸

冷
た

ヶ
ラ
ダ

ヒ
・

楢
手

さ

を
に
達

一
七
〇
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コ
澤
は
上
が
二
つ
に
分
れ
、
西
の
は
ヘ
ネ
コ
、
東
の
は
瀑

キ

ク
ィ

シ

布
が
多
い
篤
め
セ
ン
澤
と
呼
ば
れ
る
が
、
こ
れ
に
菊
石
澤

と
い
ふ
名
も
あ
る
ら
し
い
ｏ

西
へ
西
へ
と
湖
る
。
時
に
は
右
岸
．
時
に
は
左
岸
を
、

岩
や
木
の
根
ヶ
・頼
う
に
三
十
分
も
努
力
す
る
と
ｔ
左
岸
に

初
纂
縫
・̈
ふ
が
注
ぐ
所
に
出
る
。
此
の
澤
を
上
る
と
、
奥

に
初
不
と
い
ふ
不
地
が
あ
つ
て
、
歩
行
に
は
容
易
で
あ
る

の
で
、
本
流
を
湖
る
よ
う
も
困
難
が
少
い
か
ら
、
途
を
そ

れ
に
取
ら
う
か
と
い
ふ
提
議
も
あ
っ
た
が
、
本
流
の
瀑
と

見
度
い
の
で
依
然
Ｅ
岩
を
縫
つ
た
う
、
本
の
根
を
提

へ
て

滑
る
小
征
を
上
下
ｔ
ｔ
、
右
岸
に
落
ち
る
マ
サ
澤
を
乙
え

る
と
、
六
時
五
分
岩
魚
澤
の
日
に
近
い
イ

ハ
ナ
ゼ
ン
と
い

ふ
小
瀑
布
に
家
た
。
こ
れ
は
賓
川
の
全
幅
が
低
い
瀑
に
な

つ
て
長
さ
七
人
間
の
水
品
簾
を
掛
け
た
態
を
な
し
、
瀑
の

上
手
は
閃
線
岩
の

一
枚
岩
と
な
り
、
定
に
奇
麗
な
瀑
で
あ

る
。此

の
邊
か
ら
Ｅ
岩
が
漸
く
数
を
増
し
、
岩
か
ら
岩
へ
移

つ
た
り
、
之
を
上
下
し
て
右
に
左
に
進
路
を
兌
め
る
に
申

々
業
で
な
い
。
時
に
は

一
枚
岩
の
河
床
に
招
鉢
形
の
深
い

凹
富
が
出
家
て
、
其
の
線
を
渉
る
際
の
如
き
は
餘
多
心
地

よ
い
も
の
で
は
な
か
つ
た
ｏ
六
時
十
分
曲
リ
ゼ
ン
に
達
し

た
。
川
流
は

一
問
牛
程
に
岩
で
狭
め
ら
れ
、
水
は
屈
曲
し

た
ま
ゝ
瀑
布
と
な
っ
て
、
例
の
招
鉢
形
の
廣
い
瀑
壺
に
落

ち
居
る
庭
は
、
利
根
川
上
流
地
方
の
漢
谷
で
な
け
れ
ば
恐

ら
く
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
ら
う
ｏ
瀑
の
姿
を
篤
具
し
や

う
と
、
貴
重
な
十
分
間
を
割
愛
し
た
が
．
ン
ン
ズ
が
晴
い

の
で
失
敗
に
蹄
し
た
の
は
遺
憾
至
極
で
あ
る
。
此
虎
か
ら

左
岸
の
山
足
を
鍮
え
て
ま
た
本
流
に
出
で
。
右
岸
に
注
Ｃ

ス
ヾ
ミ
イ
リ
を
過
ぎ
る
と
、
Ｅ
巖
重
畳
し
た
間
を
、
水
は

幾
本
に
も
分
れ
て
小
い
細
い
瀑
布
と
な
る
虎
の
、
所
謂
蛇

ゼ
ン
に
達
し
た

（
六
時
三
十
五
分
）。
岩
の
間
を
無
理
に
抜

け
通
う
て
十
分
も
進
む
と
、
賓
川
の
一
大
支
流
板
直
が
左

岸
に
合
流
す
る
、
こ
れ
を
後
に
し
て
五
分
も
上
る
と
、
右

岸
か
ら
後
澤
と
い
ふ
小
澤
が
合
流
す
る
所
に
ホ
て
一
と
息

入
れ
る
。
高
距
七
百
五
十
米
に
過
ぎ
な
い
か
ら
．
掬
帯
の

森
林
で
、
プ
ナ
、
ホ
ヽ
、
ミ
ゾ
ナ
ラ
、
ヤ
ハ
ズ
ハ
ン
ノ
キ
、

ヤ
シ
ャ
ブ
ン
、
ミ
ネ
バ
リ
、
イ
ヌ
ガ
ヤ
の
如
き
樹
種
が
現
は

れ
、そ
れ
に
交
つ
て
ォ
ホ
ヵ
メ
ノ
キ
、
ヒ
メ
コ
マ
ツ
の
如
き

較
高
山
性
を
帯
び
た
種
類
も
見
営
る
し
、
草
本
に
は
ゼ
ン

マ
イ
、
キ
ン
カ
ウ
ク
ヮ
一
、
一
ガ
す
等
が
あ
る
。

岳
０
１
‐フ
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行 螢 月 五 年 二 十 正 大

維
　
　
鑑
　
　
○
責
川
を
湖
つ
て
笠
ケ
岳
に
登
る

〓

一一

ヽ
　

　

・

影撮氏吉久田武(上項の立ケ天 と部一の引右は景逮)漢雪の腹中面東岳ケ笠

七
時
出
獲
。
川
は
岩
が
盆
々
累
積
し
て
家
て
、
其
の
間

に
は
小
瀑
布
、
小
深
渾
が
あ
る
の
で
、
進
行
は
遅
々
と
し

て
一
向
に
捗
ら
な
い
ｏ
案
内
者
は
熟
路
で
あ
る
上
に
、
荷

物
が
軽
少
な
の
で
、
殆
ん
ど
時
間
と
競
走
と
い
ふ
調
子
で

前
進
す
る
が
、
足
元
に
注
意
す
れ
ば
左
右
の
景
を
顧
ら
れ

ず
、
景
趣
や
森
相
に
目
を
注
げ
ば
進
行
の
鈍
る
上
ゝ
足
下

に
意
を
用
ひ
る
こ
と
の
出
来
な
い
私
は
、
人
知
れ

，
困
難

を
味
つ
て
居
る
間
に
、
七
時
十
五
分
、
流
れ
を
跳
除
え
て

Ｅ
岩
に
飛
び
移
り
、
爪
先
が
岩
に
鯛
れ
た
途
端
に
、
穿
い

て
居
た
草
軽
掛
が
少
し
く
大
き
か
つ
た
故
だ
ら
う
、
足
袋

の
中
で
指
先
が
三
分
許
う
滑
つ
た
と
思
つ
た
時
に
は
、
も

う
脚
は
流
れ
に
落
込
Ｕ
で
、
艦
は
目
が
け
た
立
岩
に
斜
に

敲
き
つ
け
ら
れ
て
居
た
。

ハ
ッ
と
思
つ
て
岩
上
に
攀
ぢ
上

つ
た
時
、
顔
面
か
ら
は
血
汐
が
滴
つ
て
、
衣
服
や
岩
石
を

紅
に
梁
め
る
の
で
あ
つ
た
。
私
の
顔
色
は
青
ざ
め
て
居
た

に
違
ひ
な
い
。
そ
れ
で
も
氣
だ
け
は
確
で
、
直
に
質
川
の

流
れ
に
洗
面
し
た
が
、
鮮
血
は
漆
々
と
し
て
止
哉
ず
、
裂

傷
は
可
な
り
の
痛
み
を
訴
へ
て
、
希
望
に
満
ち
た
心
を
不

快
の
ド
ン
底
に
引
込
ま
う
と
す
る
。
私
よ
う
も
驚
い
た
の

は
案
内
者
で
、
直
様
飛
ん
で
末
て
呉
れ
た
が
、
別
に
施
す
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琥 三 第 年 六 十 第 岳 山

可
き
術
も
な
い
。
前
進
中
止
退
却
を
提
言
し
た
が
、
私
は

言
下
に
之
を
否
定
し
た
。
敢
て
有
う
も
せ
漁
勇
氣
を
示
し

度
い
篤
め
で
は
な
か
つ
た
。
意
氣
地
を
見
せ
る
篤
で
も
な

か
つ
た
。
私
は
此
の
哉
ゝ
登
山
を
中
止
し
て
村

へ
立
蹄
つ

た
な
ら
ば
、
或
は
山
民
の
迷
信
を
助
長
さ
せ
る
結
果
を
産

み
は
せ
ね
か
と
、
咄
嵯
に
思
ひ
浮
む
だ
か
ら
で
あ
つ
た
り

幸
に
し
て
猟
師
で
あ
る
庭
の
案
内
者
は
、
私
さ
へ
忍
ぶ
乙

と
が
出
来
れ
ば
、
前
進
す
る
も
妨
げ
な
い
と
い
ス
の
に
安

心
し
て
、
時
間
が
惜
し
い
の
で
休
憩
も
せ
ず
、
直
に
進
行

を
績
け
た
の
で
、
五
分
以
上
を
率
費
し
な
か
つ
た
。
か
く

し
て
私
は
命
に
別
條
の
な
い
、
よ
い
登
山
の
記
念
を
顔
面

に
残
す
乙
と
を
得
た
の
で
あ
る
。

乙
れ
か
ら
は
川
は
爾
々
険
悪
の
度
を
増
し
て
家
る
。
連

績
し
て
現
れ
る
Ｅ
岩
を

一
々
乗
越
え
る
の
は
非
常
な
努
力

を
要
す
る
上
に
、
う
つ
か
り
す
る
と
孤
立
し
た
岩
上
に
攀

ぢ
登
つ
て
、
下
る
こ
と
の
出
来
な
い
場
合
も
あ
る
。
徒
渉

の
度
も
重
な
る
上
、
水
が
あ
れ
ば
深
渾
、
岩
が
あ
れ
ば
亘

巌
と
い
つ
た
有
様
で
、
努
力
と
時
間
は
盆
々
多
く
な
る
ｃ

本
流
湖
行
の
困
難
が
増
大
す
る
に
つ
れ
、
再
度
の
韓
落
と

未
然
に
防
ぐ
篤
め
と
も
深
渾
徒
渉
の
危
険
を
減
ず
る
篤
め

難
　
　
鉄
　
　
○
責
川
を
湖
つ
て
笠
ケ
岳
に
登
る

と
で
、
七
時
四
十
分

一
四

一
九
米
の
三
角
尉
か
ら
直
に
北

々
東
に
出
る
掬
生
暴
澤
に
入
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
然
じ

山
腹
の
藪
は
主
に
ア
ス
ナ
ロ
の
密
林
で
、
そ
れ
に
交
つ
て

ブ
ナ
、
ホ
ヽ
等
の
闊
葉
樹
が
、
此
の
地
方
の
深
山
の
特
徴

も
　

，い
が

と
し
て
、
何
れ
も
直
立
せ
ず
に
、
根
曲
う
式
に
な
つ
て
生

じ
て
居
る
の
で
、
そ
れ
を
く
ぐ
つ
た
う
跨
い
だ
０
す
る
困

難
は
、
決
し
て
尋
常

一
様
な
も
の
で
は
な
か
つ
た
ｏ
加
ふ

る
に
馴
か
落
痛
の
減
じ
か
か
つ
た
裂
傷
を
、
小
枝
が
鞭
の

如
く
撻
つ
た
り
、
錐
の
如
く
刺
す
痛
み
は
。
私
が
二
十
数

年
間
の
登
山
中
に
、　
一
度
も
経
験
し
な
か
つ
た
苦
痛
で
あ

つ
た
。

一
時
間
も
藪
と
悪
戦
を
績
け
た
後
ブ
ナ
グ
ラ
澤
の
西
の

尾
根
の
上
に
出
た
。
途
中
の
斜
面
に
は
、
直
征
二
寸
も
あ

ら
う
か
と
思
は
れ
る
大
き
な
葉
の
イ
い
ク
チ
ハ
が
密
生
し

て
、
花
時
の
美
槻
を
思
は
せ
る
ｃ
私
は
其
の

一
と
株
を
見

つ
め
て
居
る
と
、
忽
然
大
輪
の
具
紅
の
花
が

一
つ
パ
ツ
と

険
き
出
で
た
の
に
驚
い
て
凝
説
す
る
と
、
そ
れ
は
傷
日
か

ら
滴
つ
た

一
滴
の
鮮
血
が
、
ィ

ノ、
ゥ
チ
ハ
の
葉
の
具
只
中

に
落
ち
た
の
で
あ
つ
た
∩私
は
戦
慄
を
禁
じ
得
な
か
つ
た
。

尾
根
の
上
か
ら
は
山
腹
を
下
う
氣
味
に
横
に
か
ら
み
乍

π

三
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行 凌 月 五 年 二 十 正 大

維
　
　
録
　
　
○
責
川
を
沸

つ
て
笠
ケ
岳
に
登
る

一
を
回

ら
，時
に
は
急
な
小
澤
を
横
切
つ
た
り
、手
も
足
も
出
な
い

程
の
密
林
、
而
も
樹
木
は
何
れ
も
幹
が
低
く
山
つ
て
、
ホ

ヽ
ノ
キ
さ
へ
も
直
立
し
て
生
じ
得
な
い
藪
の
中
を
行
く
の

で
、
草
義
穿
の
私
は
滑
つ
て
非
常
な
困
難
を
嘗
め
ざ
る
と

得
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
悪
戦
苦
闘
の
末
最
後
に
急
な
斜

面
を
木
の
枝
に
つ
る
下
う
乍
ら
本
流
の
右
岸
に
降
つ
た
の

は
、
案
内
者
の
豫
定
よ
う
は

一
時
間
も
遅
れ
た
十
時
で
あ

つ
た
ｃ
位
置
は
訂
筋
鎗
中
か
ら
も
屡
々
見
え
て
居
た
、
左

岸
に
峙
つ
絶
壁
狙
曇
の
下
で
、
生エ
ケ
岳
の
頂
上
か
ら
脈
が

西
南
に
延
び
た

一
八
五
二
米
の
峯
か
ら
、
東
南
に
出
る
支

流
廣
河
原
と
、
本
流
と
合
流
す
る
和
下
手
で
あ
つ
た
∪

時
間
が
早
け
れ
ば
廣
河
原
を
湖
つ
て
、
前
記

一
八
五
二

米
の
峯
に
登
う
つ
い
て
か
ら
東
北
へ
縦
走
す
る
豫
定
で
あ

つ
た
案
内
は
、
直
接
最
高
駐
に
登
多
つ
く
途
を
と
つ
て
、

依
然
本
流
を
西
北
指
し
て
上
る
こ
と
に
焚
更
し
た
。
川
幅

は
大
に
盛
つ
て
時
に
二
間
内
外
を
算
す
る
に
す

ぎ
な
い

が
、
概
ね
奔
満
と
な
つ
て
而
も
深
い
の
で
、
右
岸
の
樹
木

を
提
へ
乍
ら
、
岩
上
に
足
場
を
兌
め
て
前
進
す
る
の
外
は

な
い
。
河
岸
に
あ
る
猫
額
大
の
小
平
地
に
は
、
キ
ン
カ
ウ

ク
ヮ
、
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
、
マ
ク
セ
ン
ゴ
ケ
、
イ
ハ
イ
一プ
フ
、
ミ
ゾ

′ヾ
セ
フ
等
が
多
く
、
燥
地
に
は
フ
タ
カ
ラ
カ
ウ
や
殊
に
ミ

ゾ
バ
セ
フ
が
多
い
。
そ
し
て
高
距
千
二
百
米
に
も
足
う
な

い
谷
間
を
、
残
雲
が
埋
め
る
附
近
に
は
、
美
し
い
ハ
タ
サ

ン
コ
ザ
タ
ラ
の
紅
花
さ
へ
見
ら
れ
る
の
で
あ
つ
た
。

十

一
時
、
最
高
鮎
か
ら
東
南
に
向
つ
て
出
る
澤
、
其
の

源
頭
に
は
残
雪
が
自
く
輝
く
の
を
数
日
前
か
ら
遠
望
し
て

居
た
そ
れ
が
、
本
流
と
合
す
る
庭
に
な
た
。
此
虎
で
左
折

し
て
、
傾
斜
は
急
で
あ
る
が
．
水
量
の
著
し
く
少
い
此
の

澤
を
登
る
こ
と
に
し
て
、
堆
い
残
雲
や
、
小
瀑
布
を
懸
け

る
岩
石
と
踏
Ｕ
で
，
爾
々
あ
と

一
と
登
り
で
最
高
黙
に
達

す
る
所
ま
で
漕
ぎ
っ
け
た
。
シ
ラ
ネ
ア
フ
ヒ
は
谷
を
埋
め
、

タ
カ
ネ

′ヾ
ラ
、
ム
ラ
サ
キ
ヤ
シ
ホ
ッ
ッ
ジ
、
コ
ノヾ
ィ
ヶ
ィ
ナ

ク
の
花
が
美
し
い
。
谷
の
左
右
は
ネ
マ
ガ
ソ
ダ
ヶ
に
交
つ

て
、
ヤ
ハ
ズ
ハ
ン
ノ
キ
、
ブ
ナ
、
マ
ン
サ
タ
、
オ
ホ
カ
メ
ノ
キ

等
の
低
い
木
が
密
生
し
て
、
其
の
藪
の
中
は
到
底
分
け
ら

れ
さ
う
に
も
思
は
れ
な
い
。
上
る
に
従
つ
て
谷
は
残
雪
に

全
く

埋
も
れ
て
し
ま
つ
た
ｃ
銀
の
用
意
を
鋏
い
た
私
達

は
、急
な
そ
し
て
軟
く
な
つ
た
雲
面
の
危
険
を
避
け
て
、時

に
は
右
、
時
に
は
左
側
と
、笹
や
木
の
枝
を
提
へ
な
が
ら
、

喘
ぎ
ノ
ヽ
登
る
の
で
あ
つ
た
。
時
々
後
を
顧
る
と
、
利
根

(367)
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維
　
　
録
　
　
○
賢
川
を
湖
つ
て
笠
ケ
岳
に
登
る

川
本
流
の
左
岸
に
連
亘
す
る
山
々
、
殊
に
武
箪
か
ら
天
ケ

禿
あ
た
う
が
通
に
望
ま
れ
る
。
し
か
し
よ
い
足
溜
う
が
な

い
の
と
、
先
を
急
ぐ
の
と
で
、
ゆ
る
ノ
ヽ
親
望
を
檀
に
す

る
澤
に
も
行
か
な
い
。

ヌ
ノ
ピ
キ

雪
漢
を
三
十
分
も
上
る
と
、
東
に
横
は
る
布
引
の
長
大

な
そ
し
て
平
ら
か
な
山
稜
の
全
容
が
明
に
認
め
ら
れ
る
様

ア

マ
　

　

タ

ツ

に
な
う
、
更
に
上
る
と
、
其
の
後
方
に
天
ケ
立
の
頂

（
一

六
二
七
米
）
が
現
は
れ
る
。
危
険
な
足
場
に
立
ち
留
つ
て
、

篤
具
器
を
取
出
し
て
見
た
が
、
結
果
は
挿
国
の
様
な
貧
蒻

な
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
十

一
時
五
十
五
分
ゝ
雪
漢
中
に
Ｅ

岩
が
工
合
ょ
く
現
は
れ
た
所
を
見
付
け
て
休
憩
中
食
を
認

め
る
こ
と
に
し
た
が
、
塞
腹
を
威
じ
乍
ら
も
私
は
平
常
の

様
な
食
慾
も
起
ら
ず
、
負
傷
の
篤
め
に
多
く
の
食
物
を
撮

る
こ
と
も
困
難
な
の
で
、
案
内
が
う
曖
そ
う
に
排
営
を
平

げ
る
間
に
、
附
近
に
見
営
る
植
物
を
記
録
す
る
位
の
仕
事

し
か
出
家
な
い
。
植
物
は
喬
木
帯
の
上
部
か
ら
灌
木
帯
に

亘
つ
て
生
ず
る
様
な
、
例

へ
ば

ハ
ク
サ
ン
コ
ザ
タ
ラ
、
オ

ホ
バ
キ
ス
ミ
ン
、
サ
ン
カ
エ
ア
、
モ
ミ
デ
シ
ョ
ウ
マ
の
如

き
草
木
で
、
雲
漢
の
左
右
は
依
然
ブ
ナ
、
マ
ン
サ
ク
等
の

短
い
灌
木
状
を
な
し
た
も
の
と
、
岩
石
の
間
に
ま
つ
は
る

一
七
二



行 稜 月 五 年 二 十 正 大

維
　
　
鉄
　
　
○
費
川
を
湖
つ
て
笠
ケ
岳
に
登
る

一
を
六

ハ
ヒ
マ
ツ
位
な
も
の
と
で
あ
つ
た
。

休
憩
三
十
分
に
し
て
出
凌
。雪
漢
は
間
も
な
く
蓋
き
て
、

岩
壁
や
砂
礫
の
急
な
斜
面
を
旬
ひ
上
る
様
に
な
つ
た
。
力

と
頼
む
は
岩
の
間
に
根
を
下
し
た
高
山
植
物
の
外
は
な
い

の
で
、
そ
れ
も
矮
小
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
か
ら
大
し
て
手

が
か
う
と
も
な
ら
な
い
ｏ
途
上
限
に
留
つ
た
も
の
は
、
ノ

ウ
ガ
ウ
イ
チ
ゴ
、
サ
ン
カ
エ
ア
、
キ
ス
ミ
ン
等
で
、
頂
に

近
づ
く
に
及
じ
で
ン
ラ
ネ
ニ
ン
ジ
ン
、
ミ
ヤ
マ
ウ
ヰ
キ
ヤ

シ
、
タ
カ
ネ
ア
ゾ
マ
ギ
ク
、
ニ
ガ
ナ
、
ヒ
メ
ゥ
ス
ュ
キ
サ

ウ
等
が
現
は
れ
、
又
ト
キ
サ
ウ
と
タ
カ
ネ
サ
ギ
サ
ウ
と
が

少
く
な
い
。
頂
上
の
東
面
に
海
地
が
あ
つ
て
、
そ
乙
に
は

ニ
ッ
カ
ウ
キ
ス
グ
、
キ
ン
カ
ウ
ク
フ
が
多
く
生
じ
て
居
る
。

や
が
て
ハ
ヒ
マ
ツ
の
間
を
わ
け
て
、
爾
々
頂
上
に
敷
十
歩

と
い
ふ
所
ま
で
漕
ぎ
つ
け
る
と
、
シ
ャ
タ
ナ
グ
、
シ
ロ
シ
ャ

ク
テ
グ
、
ガ
ン
カ
ウ
ラ
ン
、
ク
ロ
ウ
ス
ゴ
、
ミ
ヤ
マ
ネ
ズ
、

シ
ン
パ
ク
の
如
き
高
山
性
の
灌
木
が
多
く
、
叉
チ
ン
グ
″

マ
や
ミ
ヤ
マ
ク
ロ
ス
グ
は
水
滉
の
多
い
所
に
密
生
し
て
居

る
。
か
、
間
を
喘
ぎ
ノ
ヽ
し
て
、午
後

一
時
四
十
五
分
三
角

黙
に
到
着
し
て
、
今
迄
の
奮
闘
が

一
時
に
酬
ゐ
ら
れ
た
の

で
あ
つ
た
。
然
し
遺
憾
な
乙
と
に
は
山
】顛
を
か
す
め
て
飛

ぶ
霧
は
遠
望
ヒ
遮
つ
て
も
時
折
僅
に
利
根
方
面
の
高
山
の

一
部
が
見
ぇ
る
に
ず
ぎ
な
か
つ
た
。

頂
上
は
心
持
ち
の
よ
い
可
な
う
の
度
さ
を
持
つ
た
高
山

植
物
の
褥
で
、
所
々
に
岩
石
が
重
塁
し
て
大
小
の
瘤
起
二

三
が
鮎
在
し
て
居
つ
た
。
三
角
標
石
は
最
高
黙
の
少
し
東

へ
寄
つ
た
所
に
あ
つ
て
、
其
の
用
回
は
草
木
を
切
き
排
つ

て
あ
る
の
で
直
に
そ
れ
と
知
つ
て
疲
勢
し
た
世
を
其
の

側
に
横
た
へ
た
が
、
西
北
か
ら
吹
い
て
来
る
寒

い
風
は
、

静
止
す
る

こ
と
を
許
さ
な
い
。

立
上
つ
て
附
近
と
歩
い

て
見
る
と
ｔ
足
下
に
は
ハ
イ
マ
ツ
や
シ
ャ
ク
ナ
グ
に
交
つ

て
、
ン
ロ
′ヾ
ナ
ノ
コ
メ
ッ
ッ
ジ
、
コ
メ
ス
ヽ
キ
、
チ
ン
グ

″
マ
、
ガ
ン
カ
ク
ラ
ン
、
コ
メ
バ
ッ
ガ
ザ
ク
ラ
、
コ
タ
ヌ

キ
ラ
ン
、
ミ
ヤ
マ
シ
ャ
ジ
ン
、
ウ
ン
ノ
ヶ
グ
サ
、
ネ

′ヾ
ソ
ノ

ギ
ラ
ン
、
シ
ラ
ネ
ニ
ン
ジ
ン
、
コ
ケ
モ
ヽ
等
が
生
じ
て
居

て
、
貧
蒻
な
が
ら
ヽ
灌
木
帯
上
部
か
ら
草
本
帯
下
部
の
景

を
塁
し
て
居
る
こ
と
が
看
取
出
木
不
。

撮
影
等
に
年
時
間
程
を
費
し
て
か
ら
、
頂
上
を
僻
し
、

高
山
植
物
の
間
を
北
に
下
つ
て
、
大
雲
田
の
傍
に
降
り
て

見
た
。
附
近
に
は
雲
解
の
冷
水
を
湛
え
た
小
池
が
二
三
あ

つ
て
、
其
の
縁
に
は
イ
ハ
イ
テ
フ
の
厚
い
葉
が
露
に
濡
れ

(369)



て
居
た
。
霧
は
寒
い
風
に
吹
か
れ
て
雪
田
の
面
を
渡
つ
て

家
る
。
西
北
に
向
つ
て
斜
面
を
登
う
峯
通
う
に
出
て
見
る

と
、
山
量
の
西
北
に
営
る
一
峯
か
ら
、
山
稜
に
滑
う
て
ハ

ヒ
マ
ツ
の
間
を
最
高
黙
に
向
つ
て
切
つ
て
あ
る
の
に
出
遭

つ
て
私
達
は
馴
か
胸
を
撫
で
下
し
た
の
で
あ
る
。

私
達
は
ハ
ヒ
マ
ツ
、
シ
ャ
ク
サ
グ
、
ア
カ
ツ
グ
、
ナ
ヽ
カ
マ

ド
の
間
を
、切
り
あ
け
を
辿
つ
て
上
越
の
國
境
に
向
つ
た
。

張
風
に
霧
が
時
折
り
吹
き
排
は
れ
る
と
絶
頂
や
北
か
ら
東

北
に
営
る
山
峯
が
現
る
が
、
疑
脱
す
る
間
も
な
く
叉
深
い

霧
に
鎖
さ
れ
て
し
ま
ふ
。
谷
川
富
士
の
方
面
は
経
に
瞬
時

も
姿
を
見
せ
な
い
。
國
境
に
出
る
迄
に
篤
具
器
も
案
内
に

渡
し
て
、
疲
努
し
た
騰
を
少
し
で
も
業
に
し
度
い
と
試
み

た
が
、
幾
年
に
も
人
の
通
行
し
な
い
切
り
あ
け
は
時
々
激

し
い
努
力
を
要
す
る
の
で
、疲
勢
は
中
々
に
体
哉
ら
な
い
ｏ

や
が
て
上
越
の
國
境
に
達
し
た
。
幸
に
此
の
附
近
は
霧

の
ソ
ヴ
ェ
χ
よ
う
も
低
い
と
見
え
て
、朝
日
岳
に
連
る
山
脈

を
初
め
南
魚
沼
の
方
面
も
明
に
見
る
こ
と
が
出
木
た
。
賓

川
本
流
の
源
や
、
國
境
山
脈
の
崩
壊
し
た
岩
壁
、
そ
の
間

に
し
が
み
つ
い
て
生
ず
る
灌
木
の
藪
は
、
此
の
邊
の
登
山

を
い
や
が
上
に
困
難
に
さ
せ
る
こ
と
を
思
ほ
せ
る
。
然
じ

雪
の
深
く
積
つ
た
頃
に
は
、猟
師
は
贅
川
を
登
り
つ
め
て
、

撃
ち
獲
つ
た
熊
な
ど
を
越
後
側
に
落
と
し
、
兎
平
を
経
て

清
水
に
持
ち
出
す
こ
と
も
あ
る
と
い
ふ
。

國
境
に
沼
う
て
清
水
峠
に
向
は
う
と
、
左
に
折
れ
て
山

脊
を
進
む
頃
か
ら
、
藪
は
漸
く
深
く
な
つ
て
、
切
明
け
は

不
明
に
な
つ
て
家
る
。
時
に
は
二
人
共
離
れ
ノ
ヽ
に
ど
つ

て
ブ
ナ
。
マ
ン
サ
ク
、
ナ
ヽ
カ
マ
ド
ゝ
ネ
マ
ガ
リ
ダ
ケ
の
藪

に
落
ち
込
む
で
、
激
し
く
も
が
い
た
上
旬
。
一
人
は
左
側

一
人
は
右
側
に
下
つ
て
し
ま
つ
て
、
暫
時
姿
を
認
め
か
ね

て
捜
し
ま
は
つ
た
こ
と
も
あ
つ
た
。
彼
是
千
五
百
米
の
圏

に
入
つ
て
か
ら
は
、南
側
の
斜
面
を
翔
む
で
、綿
の
如
く
困

億
し
た
腱
を
、
清
水
越
の
頂
上
に
投
げ
る
が
如
く
横
へ
た

の
は
、
丁
度
四
時
五
十
五
分
で
あ
つ
た
。
昔
は
休
み
茶
屋

で
も
あ
つ
た
ら
し
い
趾
の
、
累
石
の
蔭
に
寒
い
風
を
避
け

て
、
休
憩
し
た
が
、
思
へ
ば
恐
ろ
し
い
登
山
で
あ
つ
た
。

峠
へ
下
り
つ
く
頃
か
ら
、
越
後
の
不
原
や
、
近
く
は
七

ツ
小
屋
、
大
源
太
山
な
ど
が
手
に
と
る
が
如
く
見
２
る
。

再
三
撮
影
を
試
み
た
が
、
悉
く
失
敗
に
絡
つ
て
何
等
得
る

所
が
な

か
つ
た
。
激
し
い
疲
勢
さ
へ
威
ぜ
ず
又
時
間
の
餘

裕
さ
へ
あ
る
な
ら
ば
、
七
ッ
小
屋
は
左
し
た
る
困
難
な
し

読 三 第 年 六 十 第 岳 山

維
　
　
録
　
　
○
賓
川
を
測

つ
て
笠
ケ
岳
に
登

る

一
場
七

(3701)



維
　
　
鉄
　
　
の
賞
川
を
湖
つ
て
笠
ケ
岳
に
登
『ひ

行 稜 月 五 年 二 十 正 大

影撮氏吉久田武 起隆の難高最 りよ1畿角三上頂岳ケ笠

一
セ
〈

に
、
只
笹
飯
を
分
け
る
位
な
程
度
で
登
に
さ
う
に
思
は
れ

た
の
で
、
内
心
寄
つ
て
見
た
い
位
で
あ
つ
た
が
、
此
庭
か

ら
笠
ケ
岳
へ
は
、
新
に
よ
い
切
明
け
が
出
来
漁
限
り
登
る

氣
に
は
な
れ
な
い
。

流
石
は
藤
道
だ
け
あ
つ
て
、
清
水
峠
の
頂
上
は
費
に
荒

蓼
た
る
も
の
で
あ
る
、
殊
に
幅
二
間
も
あ
ら
う
か
と
思
は

れ
る
大
道
が
通
じ
て
居
る
丈
け
、
筒
更
寂
蓼
を
威
ぜ
ず
に

は
居
ら
れ
な
い
。
而
も
共
の
大
道
に
は
草
が

一
面
に
生
じ

て
「
僅
に
一
尺
幅
の
小
路
が
、
時
偶
通
行
す
る
旅
人
に
よ

つ
て
踏
ま
れ
て
あ
る
の
が
、
絶
封
無
人
の
境
で
な
い
丈
け

に
却
つ
て
蓼
し
い
氣
分
を
唆
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
其
の

四
月
に
甕
え
る
山
々
は
、
少
し
も
温
か
味
の
な
い
、
大
古

の
冷
た
さ
を
持
つ
て
居
る
。
然
し
清
水
峠
は
何
と
な
く
心

地
よ
く
。
そ
し
て
再
遊
を
望
ま
し
い
地
で
あ
る
。

疲
れ
た
瞳
を
横

へ
る
席
も
な
し
、
渇
い
た
喉
を
潤
す
水

さ
へ
な
い
峠
の
頂
を
辞
し
た
の
は
、
五
時
二
十
分
。
笠
ケ

岳
の
頂
は
依
然
霧
に
包
ま
れ
て
見
え
な
い
。
七
ツ
小
屋
の

中
腹
を
楊
む
で
通
る
清
水
越
の
道
は
、
所
々
に
残
雲
や
破

損
の
箇
所
は
あ
る
が
．
通
行
は
不
可
能
で
は
な
い
。
大
分

に
下
つ
て
来
る
と
、
足
下
の
草
は
蓋
く
ン
ロ
バ
ナ
ノ
ヘ
ピ

(371 )



琥 三 第 年 六 十 第 岳 山

イ
チ
ゴ
で
．
而
も
累
々
た
る
紅
果
は
正
に
熟
し
て
居
る
。

餞
渇
に
苦
し
Ｕ
で
居
た
私
は
、
時
間
の
経
過
も
忘
れ
て
、

其
の
責
を
摘
Ｕ
で
貪
う
喰
つ
た
ｏ
そ
し
て
初
め
て
其
の
美

味
を
味
つ
た
案
内
も
、
私
に
劣
ら
ず
貧
喰
し
た
０

幾
つ
か
の
出
の
鼻
を
廻
つ
て
、
自
樺
の
小
屋
趾
へ
家
た

の
は
六
時
十
分
。
も
う
日
は
暮
れ
か
か
っ
て
、
足
下
は
定

か
に
剣
ら
な
い
程
と
な
つ
た

）
然
じ
此
の
場
合
提
灯
も
却

っ
て
邪
魔
と
、
急
な
細
径
を
石
に
順
■
乍
ら
走
る
様
に
降

つ
て
、六
時
四
十
分
に
は
武
能
の
小
屋
趾
を
左
に
眺
め
、あ

と
は
星
を
頼
う
に
湯
檎
曾
川
の
右
岸
を
、駈
る
様
に
し
て
、

時
に
は
怪
じ
氣
な
丸
木
橋
で
支
流
を
渡
り
、
時
に
は
徒
渉

し
て
、
只
管
に
途
を
急
ぎ
．
絡
に
湯
檜
曾
川
の
橋
を
渡
つ

て
、
八
時
三
十
分
土
合
に
家
た
。
昔
は
数
軒
の
人
家
も
あ

つ
た
の
が
、
今
は
概
ね
無
住
と
な
つ
て
、
体
む
術
さ
へ
な

く
な
つ
た
の
で
ゝ
少
な
か
ら
ず
悲
観
し
て
居
た
折
柄
、
右

側
に
灯
の
漏
れ
る
家
が
あ
つ
た
の
で
、
地
獄
で
佛
と
韓
び

入
つ
て
、
ラ
ン
プ
に
照
ら
さ
れ
た
上
う
口
に
腰
を
下
し
、

幾
時
間
目
か
で
熱
い
湯
を
目
に
入
れ
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
チ
ョ

コ
ン
イ
ト
等
に
元
氣
を
つ
け
る
こ
と
が
出
来
た
。
聞
け
ば

此
の
家
も
住
宅
で
は
な
く
て
、
只
夏
の
問
養
筒
の
篤
め
に

維
　
　
銭
　
　
０
費
川
を
湖
つ
て
笠
ケ
岳
に
登
る

老
夫
婦
が
俄
の
宿
夕
に
用
ひ
て
居
る
丈
け
と
か
、
そ
れ
も

一
面
年
後
に
は
全
然
使
用
し
な
く
な
る
．筈
だ
と
か
い
ふ
。

幾
分
元
氣
を
餃
復
し
た
勢
で
、九
時
此
の
家
を
出
螢
し
、

提
灯
を
頼
う
に
湯
檜
曾
に
著
い
た
の
は
九
時
四
十
五
分
。

餘
う
の
疲
芽
に
此
虎
に
一
泊
を
勘
め
ら
れ
た
ま
ゝ
、
左
側

の
大
さ
な
湯
宿
を
尋
ね
あ
て
ヽ
宿
泊
竹
乞
ス
た
け
れ
ど
、

時
間
が
遅
い
と
い
ス
理
由
で
見
事
に
謝
絶
さ
れ
て
し
ま
つ

た
。
か
う
な
つ
て
は
他
の
家
を
頼
む
も
面
倒
と
、憤
慨
の
餘

う
打
上
迄
戻
る
こ
と
ヽ
し
て
、
不
楡
快
な
印
象
を
得
た
湯

檜
曾
を
後
に
し
て
、再
び
利
根
川
に
滑
っ
て
藤
原
に
向
ひ
ゝ

十

一
時
三
十
分
打
上
に
蹄
著
し
た
。
前
後
十
七
時
間
年
苦

楽
を
共
に
し
た
案
内
が
、
私
の
提
灯
を
提
げ
て
一
人
と
ば

ノ
ヽ
と
久
保
に
帰
つ
て
行
く
の
を
見
毬
つ
て
か
ら
、
私
は

二
十
時
間
目
で
旅
装
を
解
い
た
。

（
附
記
）
笠
ケ
岳
の
名
は
、
大
正
四
年
九
月
蓑
行
の
陸
測

五
萬
で
初
め
て
見
た
も
の
で
あ
つ
た
。其
の
以
前
の
地
国
、

古
く
は

「
富
士
見
十
三
州
輿
地
之
全
国
」
を
初
め
、『
利
根

川
固
志
』
の
附
固
や
、近
く
は
輯
製
二
十
萬
の
地
国
で
は
、

此
の
あ
た
う
に
大
鳥
帽
子
、
小
鳥
帽
子
の
名
が
見
え
て
居

る
。
此
の
名
も
今
に
藤
原
地
方
で
知
る
も
の
も
あ
る
様
だ

一
七
カ
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行 獲 月 五 年 二 十 正 大

維
　
　
録
　
　
〇
四
阿
山
に
就
て

が
、
何
れ
の
山
峯
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
フ
ァ
イ
す
可
き
か
は
一

寸
明
言
出
来
な
い
。
然
し
大
鳥
帽
子
は
恐
ら
く
賓
川
の
笠

ケ
岳
と
同

一
で
は
あ
る
ま
い
か
と
も
思
は
れ
、
小
鳥
帽
子

は
明
治
十
二
年
十
二
月
十
六
日
附
の
藤
原
村
に
開
す
る
記

録
に
よ
る
と
ヽ
ど
う
し
て
も
今
言
ふ
天
ケ
立

（
地
国
に
声

澤
の
源
頭
に
饗
え
る
一
六
二
六
・七
米
と
測
ら
れ
た
山
）と

同

一
と
し
か
考

へ
ら
れ
な
い
ｏ
同
じ
記
録
に
よ
る
と
、
利

根
川
の
西
岸
か
ら
小
烏
帽
子
の
山
束
を
続
つ
て
越
後
國
ヘ

の
山
道
が
あ
り
、
そ
乙
に
謙
信
馬
返
し
岩
と
言
ス
が
あ
る

と
い
ふ
乙
と
で
あ
る
の前
記
の
古
固
を
見
る
と
、賓
川
の
附

近
か
ら
所
謂
大
鳥
帽
子
小
鳥
帽
子
の
間
に
入
つ
て
行
く
路

が
記
入
し
て
あ
る
。
雨
も
清
水
越
の
路
の
な
い
所
が
面
白

い
し
記
録
に
越
後
國
へ
の
山
道
と
あ
る
は
ま
さ
か
に
あ
の

険
悪
な
質
川
を
湖
つ
た
も
の
と
は
思
は
れ
な
い
か
ら
、
恐

ら
く
八
木
澤
で
も
上
つ
た
も
の
で
あ
ら
う
か
と
考
へ
る
）

又
見
方
に
よ
つ
て
は
、
大
鳥
帽
子
は
陸
測
五
萬
の
旭
日
岳

に
相
営
す
る
も
の
で
、
笠
ケ
岳
に
却
つ
て
旭
ケ
岳

（
叉
旭

日
岳
叉
朝
日
岳
）
の
名
が
あ
る
様
で
あ
る
。
又
陸
測
五
萬

の
柄
澤
山
に
は
琴
伏
山

（
又
琴
牛
山
）
の
稀
が
あ
る
ら
し

い
が
、
是
等
の
問
題
は
今
俄
に
解
決
し
難
い
の
は
遺
減
で

あ
る
パ
武
田
久
吉
）

〇
四
阿
山
に
就
て

四
阿
山
の
登
路
に
付
て
は
、
武
田
博
士
が
本
誌
十
四
年

一
琥
に
執
筆
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
に
鳥
居
峠
よ
♭
の
登
路

と
、
田
代
よ
う
直
接
登
る
も
の
と
を
基
げ
ら
れ
て
あ
る
。

自
分
は
昨
秋

（
大
正
九
年
十
一
月
初
旬
）
鹿
澤
温
泉
の
延

湯
か
ら
古
永
丼
に
出
で
、
四
阿
山
頂
を
極
め
■
鳥
暦
峠
に

下
つ
た
。
そ
の
模
様
を
略
述
す
れ
ば
、先
づ
上
野
瞬
を
午
後

十
時
二
十
分
に
出
職
し
て
、
翌
日
未
明

い
諸
騨
に
下
車
し

ア
メ

小
諸
を
通
つ
て
天
池
に
至
り
、
同
地
か
ら
深
澤
川
に
滑
ス

細
径
姥
馳
て

一
ノ
城
戸
手
に
登
り
、
更
に
ニ
ノ
城
戸
手
を

経
て
三
方
ケ
峰
に
登
り
、
小
径
の
導
く
哉
ゝ
に
地
蔵
峠
に

下
つ
て
、
峠
に
小
憩
の
後
闘
境
碑
ひ
に
湯
ノ
丸
山
頂
ヒ
窮

め
北
進
し
て
角
間
峠
に
下
り
、
鹿
澤

（
山
ノ
湯
）
を
素
通

う
し
て
延
湯
に
投
宿
し
た
。

乙
の
行
程
は

一
日
に
は
頗
る
楽
で
あ
つ
て
、
而
も
途
中

の
眺
望
風
物
は
推
奨
す
る
に
足
る
も
の
が
あ
る
。
三
方
ケ

峰
迄
は
、
或
は
、
振
返
つ
て
秩
父
連
山

八ヽ
ケ
岳
、蓼
科
山
、

年
身
を
現
は
せ
る
実
蓉
峰
等
を
眺
め
、
或
は
霧
ヶ
峰
か
ら

一
〈
〇
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美
ケ
原
へ
の
手
ら
か
な
山
稜
の
上
に
、
木
曾
駒
の
諸
山
を

見
出
し
て
喜
び
、
或
は
新
雪
を
戴
き
脈
々
と
し
て
連
る
北

ア
／
プ
ス
の
壮
観
に
胸
を
躍
ら
せ
な
が
ら
登
つ
て
ゆ
く
の

で
あ
る
。
落
葉
松
の
林
を
抜
け
急
坂
を
登
つ
て
ニ
ノ
城
戸

手
の
一
角
に
立
つ
た
と
き
、
あ
く
ま
で
澄
み
切
つ
た
秋
杢

の
下
に
綺
維
星
の
如
く
列
べ
る
山
岳
を
見
て
、
我
知
ら
ず

欺
盤
を
揚
げ
た
Ｊ
籠
の
塔
と
三
方
ケ
峰
と
の
間
に
抱
か
れ

た
、
五
丁
四
方
も
あ
ら
う
か
と
思
は
る
ヽ
草
原
も
忘
れ
ら

れ
，

も
の
ヽ
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
草
原
の
西
端
に
は
、
透

徹
な
水
を
湛
へ
た
小
池
が
、
ニ
ツ
三
ツ
、秘
め
ら
れ
た
賓
石

の
様
に
光
つ
て
ゐ
る
の
を
見
出
し
た
と
き
、
誰
れ
も
思
は

ず
喜
び
の
詳
を
揚
げ
て
、
池
の
畔

へ
と
走
ら
寄
ら
ず
に
は

ゐ
ら
れ
な
い
の
俗
人
の
限
か
ら
臓
さ
れ
た
、
地
国
に
も
な

い
乙
の
小
さ
な
池
は
明
鏡
の
様
な
そ
の
水
面
に
、
周
囲
の

山
の
影
を
宿
し
て
訪
る
ヽ
人
を
待
つ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
ｏ

國
境
か
ら
地
蔵
峠
へ
下
る
に
は
、
書
も
晴
い
栂
の
密
林
を

通
る
が
、
晴
れ
て
ゐ
れ
ば
迷
ス
恐
れ
も
な
い
。
峠
に
は
地

蔵
箪
が

一
共
寂
し
く
立
つ
て
ゐ
る
。
道
の
左
右
の
落
葉
松

の
植
林
は
新
線
の
頃
が
囃
美
し
か
ら
う
と
思
は
れ
た
。
湯

ノ
丸
山

へ
も
乙
ゝ
か
ら
は
近
い
。
頂
上
か
ら
は
前
述
の
山

々
は
勿
論
、
北
に
四
阿
、
岩
菅
、
横
手
、
自
根
の
諸
山
を

望
み
得
る
。
鹿
澤
温
泉
旅
合
の
北
方
に
移
蒋
し
て
新
築
さ

れ
た
も
の
は
三
軒
あ
る
。
山
ノ
湯
か
ら
延
い
た
湯
は
奇
麗

で
あ
る
し
、
旅
合
の
三
階
か
ら
矩
撻
に
営
う
な
が
ら
四
阿

横
手
白
根
な
ど
を
眺
め
ら
る
ゝ
の
も
悪
く
な
い
。

雀
日
は
早
朝
温
泉
を
出
螢
し
て
、
旅
合
の
裏
か
ら
道
を

西
北
に
と
う
、
直
接
古
永
井
に
出
た
。
部
落
の
西
端
か
ら

澤
と
い
ふ
程
で
も
な
い
窪
を
北

へ
進
む
。
二
十
分
に
し
て

干
俣
よ
う
鳥
居
峠
へ
の
道
に
會
し
た
。
乙
の
邊
か
ら
乙
の

日
も
亦
西
に
北
ア
χ
プ
ス
の
連
脈
が
見
え
初
め
た
。
左
す

る
十
分
に
し
て
澤
に
下
る
と
、
澤
の
右
岸
に
浩
ふ
て
道
が

あ
る
。
之
が
鳥
居
峠
か
ら
の
登
路
と
、
二
〇
三
七
米
の
地
識

の
南
で
會
す
る
も
の
で
あ
る
。
傾
斜
は
至
つ
て
緩
か
で
手

地
を
歩
く
様
に
捗
る
。
田
代
か
ら
の
登
路
は
、
千
俣
よ
う

鳥
居
峠

へ
通
ず
る
道
に
出
で
、
左
し
て
乙
の
道
に
合
す
る

も
の
か
、
或
は
干
俣
よ
う
の
道
を
横
切
つ
て
北
進
す
る
も

の
か
不
明
で
あ
る
。
古
永
井
か
ら

一
時
間
も
登
る
と
、
小

さ
い
石
祠
や
小
屋
の
跡
ら
し
い
も
の
ゝ
あ
る
所
に
達
し

た
。
丁
度
鳥
居
峠
か
ら
の
登
路
と
合
す
る
邊
で
あ
る
。
小

石
祠
（
高
サ
約
二
尺
）
は
絶
頂
の
紳
祗
へ
参
詣
し
た
者
が
奉

十 第 岳 山琥 三 第 年

維
　
　
録
　
　
〇
四
阿
山
に
就
て

一
〈
　
一
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行 螢 月 五 年 二 十 正 大

維
　
　
録
　
　
〇
四
阿
山
に
就
て

納
し
た
も
の
ら
し
く
、　
一
丁
毎
に
は
な
い
が
氣
付
い
た
の

丈
け
で
も
大
分
澤
山
あ
つ
た
。
二
〇
三
七
米
の
地
鮎
に
達

す
る
と
、
頂
上
が
漸
く
近
く
仰
が
れ
る
。東
方
に
遠
く
日
光

群
山
を
望
み
つ

ゝ
、
小
突
起
を

越
え
、
所
々
笹

に
悩
ま
さ
れ
な

が
ら
登
つ
て
ゆ

く
。
頂
上
近
く

な
る
と
傾
斜
も

急
に
な
り
、
笹

も

短

く

な

つ

た
。
古
永
井
か

ら
三
時
間
に
し

て
頂
上
に
達
し

得
た
。
（
山
頂
の

詳
細
は
六
年
二

琥
参
照
）
北
側

は
新
ら
し
い
雪
が
少
し
積
つ
て
ゐ
た
。

米
子
川
の
谷
か
ら
吹
上
げ
る
身
を
切
る
様
な
風
を
、
紳

祠
を
国
Ｕ
石
垣
の
蔭
に
避
け
て
四
方
の
展
望
を
恣
に
す

る
。
先
づ
西
望
す
る
と
、妙
高
、黒
姫
、戸
隠
、飯
綱
の
諸
山

が
い
か
に
も
大
山
ら
し
い
端
正
な
姿
を
列
べ
、
そ
の
背
後

に
は
天
に
沖
す

る
波

濤

の
如

く
、
白
雪
を
戴

い
た
自
馬
か
ら

御
岳
に
至
る
信

飛
越
國
境
の
大

山
阪
が
艇
々
と

連

互

し

て

わ

る
。
北
は
四
阿

山
頂
か
ら

一
日
一

低
下
せ
る
山
稜

は
、
浦
倉
山
、

土
鍋
山
、
御
飯

岳
を
起
し
て
ゐ

る
。
何
れ
も
針

葦
樹
の
密
林
と
、
密
生
せ
る
根
山
り
竹
に
て
蔽
は
れ
て
ゐ

る
様
子
で
、
そ
の
縦
走
或
は
率
攀
は
甚
し
き
困
難
を
豫
期

天

二
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十 第 岳 山琥 三 第 年

せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
浦
倉
山
南
方
の
鞍
部
に
は
干
俣
よ
う

米
子
不
動
に
達
す
る
樵
路
ハ
十
四
年

一
琥

一
〇
五
頁
）が
明

に
認
め
ら
れ
た
ｏ御
飯
岳
の
右
に
は
遠
く
鳥
甲
山
の
実
峰
、

岩
菅
山
、
さ
て
は
烏
帽
子
、
横
手
、
赤
石
、
自
根
の
諸
山

を
望
Ｕ
。
佐
武
流
。
苗
場
の
あ
た
り
は
赤
石
山
、
大
高
山

の
蔭
に
な
る
ら
し
く
思
は
れ
た
ぜ
更
に
東
に
韓
ず
れ
ば
、

左
端
に
季
ケ
岳
が
紛
に
も
な
い
そ
の
不
ら
か
な
頂
上
を
見

せ
、
績
い
て
景
鶴
至
佛
笠
科
、
近
く
武
奪
、
或
は
自
根
か

ら
皇
海
ま
で
の
日
光
群
山
な
ど
が
、
あ
る
山
は
、
既
に
自

雪
を
戴
い
て
、
あ
る
山
は
紫
紺
に
冴
え
て
懐
し
い
姿
を
見

せ
て
ゐ
る
。
南
面
す
れ
ば
近
く
悠
々
と
煙
を
吐
く
浅
間
の

喬
岳
、
籠
ノ
塔
、
横
敷
山
の
諸
山
は
美
し
く
裾
を
延
い
て

ゐ
る
。
遠
く
八
ケ
岳
．
横
岳
、
蓼
科
山
、
美
ケ
原
、
更
に

横
岳
の
右
肩
に
は
仙
丈
岳
か
と

思
は
る
、
山

を
望
み
得

，Ｌ
０

ブ
′

充
分
な
展
望
に
満
足
し
て
頂
上
ヶ
僻
し
、
往
路
を
戻
タ

二
〇
三
七
米
の
地
鮎
か
ら
國
境
を
樺
ひ
的
岩
山
を
経
て
鳥

居
峠
哉
で
二
時
間
を
要
し
た
。
乙
の
道
は
古
永
井
よ
ら
率

る
に
比
し
て
、
多
少
長
時
間
を
要
す
る
か
と
思
は
れ
た
、、′

地
国
に
記
さ
れ
た
道
を
忠
責
に
辿
る
も
、
或
は
國
境
に
滑

雑
　
　
録
　
　
〇
四
阿
山
に
就
て

ひ
登
る
も
何
れ
に
し
て
も
、
頗
る
手
易
な
道
で
あ
る
。
的

岩
山
の
下
か
ら
例
の
小
石
祠
が
所
々
目
に
付
い
た
。
峠
に

に
は
高
さ
約
三
間
の
石
鳥
居
が
あ
つ
て
、
四
阿
山
と
大
書

し
た
石
額
が
掲
げ
ら
れ
、
裏
面
に
は
明
治
三
十
九
年
十

一

月
修
繕
の
文
字
が
あ
つ
た
。
頂
上
を
仰
ヾ
と
い
つ
の
間
に

か
雲
に
包
ま
れ
て
、
雨
が
乙
ち
ら
へ
や
つ
て
家
る
様
子
で

あ
る
‐
急
い
で
下
ｒ＞
に
掛
る
、
盛
り
を
過
ぎ
た
紅
葉
を
賞

し
つ
ゝ
澁
澤
の
部
落
へ
入
る
頃
か
ら
ボ
ツ
ボ
ツ
と
降
つ
て

木
た
。
冷
め
た
い
雨
に
濡
れ
乍
ら
、
坦
々
た
る
上
州
街
道

を
歩
い
て
午
後
四
時
年
に
上
田
に
着
き
、
其
夜
の
夜
行
で

蹄
京
し
た
。

四
阿
山
は
右
の
如
き
行
程
に
よ
れ
ば
東
京
か
ら
僅
か

一

泊
で
、
而
も
頗
る
楽
に
登
う
得
る
。
南
方
よ
う
望
Ｕ
と
、

企
山
殆
ん
ど
短

い
笹
と
カ
ャ
ト
で
蔽
は
れ
、
緩
か
な
裾
を

長
々
と
伸
し
て
ゐ
る
そ
の
山
容
は
、
奥
秩
父
の
山
岳
の
様

に
威
腿
す
る
如
き
趣
は
な
い
が
、
二
三
〇
〇
米
を
超
え
て

ゐ
る
と
は
思
は
れ
ぬ
柔
い
慮
じ
の
す
る
山
で
あ
る
。
頂
上

の
眺
望
は
前
述
の
如
く
秩
父
の
連
山
が
浅
間
の
蔭
に
な
る

外
は
中
分
な
い
。
登
山
の
時
期
は
四
月
が
最
も
よ
い
「
乙

の
頃
な
ら
ば
、
澤
に
も
尾
根
に
も
多
量
の
残
雲
が
あ
つ
て

天

三
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雑
　
　
鋳
　
　
０
花
敷
温
泉
よ
り
四
高

ヽ

歩
き
易
く
、
彗
に
蔽
ほ
れ
た
周
国
の
山
々
は
　
夏
或
は
秋

に
見
ら
れ
ぬ
壮
概
を
呈
す
る
で
あ
ら
う
の
北
方
御
飯
岳
方

面
へ
縦
走
す
る
に
も
こ
の
時
分
が
最
も
業
で
あ
ら
う
ｏ
（
藤

島
敏
男
）○

花
敷
温
泉
よ
り
四
萬
へ

草
津
軽
便
鐵
道
の

一
番
列
車
は
、
定
刻
よ
う
二
十
分
も

遅
に
て
軽
井
澤
を
螢
車
し
た
。
今
日
花
敷
温
泉
ま
で
行
く

積
う
で
、
昨
夜
新
潟
行
の
経
列
車
に
乗
つ
て
上
野
竹
出
残

し
た
松
本
君
も
自
分
も
．
こ
の
二
十
分
を
ど
れ
ほ
ど
待
ち

あ
ぐ
ん
だ
と
で
あ
つ
た
ら
う
ｏ
五
月
十
五
日
の
朝
で
あ
る
っ

深
い
霧
は
あ
た
り
を
立
ち
軍
め
て
、
秒
利
を
敷

い
た
ま
ゝ

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
植
ゑ
ら
れ
た
櫻
草
の
花
が
、
し
と

ゞ
に
露
を
帯
び
て
寒

い
風
に
慄

へ
て
ゐ
る
の
が

目
に
残

る
、
何
虎
か
近
所
で
探
つ
て
来
て
植
ゑ
た
も
の
ら
し
い
ｏ

此
草
は
浮
間
の
や
う
な
手
野
の
沖
積
地
よ
う
外
に
は
野
生

し
な
い
も
の
と
思
つ
て
ゐ
た
が
、
元
泰
山
の
方
が
原
産
地

な
の
だ
さ
う
で
あ
る
、
夫
に
し
て
も
千
米
突
以
上
の
高
原

地
に
産
す
る
も
の
と
す
れ
ば
ｔ
野
生
し
て
わ
る
所
を
見
た

い
も
の
だ
な
ど
ヽ
考
へ
て
ゐ
る
中
に
、
汽
車
は
曲
多
く
ね

つ
た
線
路
を
の
ろ
ノ
ヽ
上
つ
て
、
離
山
の
北
の
眺
望
の
開

け
た
地
駐
で

一
体
み
す
る
。
汽
車
が
休
む
と
い
ス
の
は
可

笑
し
い
話
た
が
、
賞
除
野
天
で
十
五
分
以
上
も
動
か
ず
に

わ
た
。
或
は
此
虎
が
停
留
場
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
折
よ

く
霧
が

齊̈
れ
て
冴
え
た
澁
色
の
浅
問
山
が
具
先
に
屏
顔
を

露
は
す
、
こ
の
方
面
か
ら
は
雲
の
片
影
も
認
め
ら
れ
な
い
、

三
ッ
尾
根
山
の
あ
た
う
に
は
多
少
の
残
雲
が
あ
つ
た
。
八

ケ
岳
の
群
轡
は
濃
い
紫
紺
の
色
に
染
め
ら
れ
で
、
峯
頭
は

具
自
で
あ
る
が
肌
は
瀧
縞
を
入
れ

た
や
う

に
な
つ
て
ゐ

る
。其
雲
ま
で
が
紫
を
帯
び
て
如
何
に
も
鮮
麗
で
あ
る

濃

藍
色
ど
し
て
ゐ
る
秩
父
山
塊
か
ら
も
、
所
々
数
駐
の
自
い

も
の
が
ち
ら
と
目
を
射
る
。
仙
丈
岳
や
鳳
凰
山
地
蔵
岳
な

ど
は
ま
だ
各
の
粧
を
脱
し
な
い
。
霜
枯
色
の
中
に
も
春
の

氣
の
漂
ふ
て
ゐ
る
美
ケ
原
を
超
え
て
、
常
念
山
塊
の
後
に

槍
穂
高
の
実
銑
な
峯
頂
ヽ
流
石
に
少
し
霞
ん
で
あ
る
。
心

し
な
べ
て
春
の
山
の
色
は
紫
が
濃
い
や
う
に
思
は
れ
る
。

小
瀬
に
近
づ
く
と
突
然
浅
間
山
が
爆
稜
し
て
、
柱
状
の

積
雲
に
似
た
噴
畑
が
非
常
な
勢
で
上
昇
し
て
行
く
。
乗
客

は
線
立
と
な
つ
て
吾
も
ノ
ヽ
と

一
方
の
窓
に
押
寄
せ
て
其

壮
親
に
見
悦
れ
る
。
か
う

一
方
に
片
寄
つ
て
は
乙
ん
な
小

一
〈
口
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さ
な
客
車
は
引
繰
り
返
う
さ
う
で
心
配
だ
。
汽
車
が
停
る

と
松
本
君
は
早
速
飛
び
出
し
て
三
脚
を
立
て
た
、
然
し
噴

畑
は
こ
の
時
既
に
東
南
に
靡
い
て
、
雨
脚
が
立
つ
た
や
う

に
沙
を
降
し
始
め
て
わ
た
の
で
、
凄
床
は
餘
程
矢
は
れ
て

め
た
。
若
し
や
績
い
て
又
爆
螢
が
起
る
か
と
軽
い
期
待
に

時
々
山
を
望
兄
し
て
ゐ
た
が
、
絡
に
何
事
も
な
く
、
先
り

噴
姻
も
い
つ
か
天
年
に
揺
曳
す
る
横
雲
を
見
分
け
が
つ
か

な
く
な
つ
て
し
ま
つ
た
。

木
立
の
少
な
い
枯
草
の
鼻
曲
山
や
矢
筈
山
（浅
間
隈
）の

諸
山
を
運
う
迎

へ
て
、
三
度
上
の
停
車
場
を
離
れ
る
と
忽

ち
前
面
に
高
原
が
展
開
し
て
、
其
奥
に
黒
木
の
繁
つ
た
臥

牛
の
や
う
な
幾
つ
か
の
峯
轡
が
現
れ
る
、
鹿
の
子
斑
に
清

え
残
つ
た
雲
の
模
様
ま
で
が
暢
び
ぅ
し
て
ゐ
る
。
軌
れ
も

上
信
國
境
山
脈
の
山
々
で
あ
る
。
天
明
の
洩
間
山
大
噴
火

以
来
殆
ど
百
四
十
年
を
過
ぎ
て
も
、
ま
だ
何
虎
か
に
荒
客

た
る
面
影
の
存
し
て
ゐ
る
あ
た
り
の
風
物
に
封
し
て
、
淋

し
さ
を
威
じ
な
い
黎蒔
に
は
ゆ
か
な
か
つ
た
限
は
、
此
等
の

山
々
の
姿
に
接
し
て
、
甦
つ
た
や
う
に
す
が
ノ
ヽ
し
く
な

る
の
も
無
理
の
な
い
次
第
で
あ
る
。

そ
れ
許
う
で
は
な
い
。
乙
の
あ
た
う
か
ら
汽
車
が
若
草

の
前
え
た
谷
間
の
小
川
に
滑
ス
て
ゆ
る
く
走
つ
て
ゐ
る

時
．
ス
と
紅
の
花
叢
が
草
間
に
断
績
し
て
わ
る
の
に
氣
が

付
い
た
、
よ
く
祀
る
と
夫
は
疑
ふ
餘
地
も
が
く
櫻
草
の
花

で
あ
る
、
自
由
小
櫻
や
大
櫻
草
は
夏
の
高
山
で
見
な
れ
て

ゐ
る
篤
か
、
反
て
普
通
の
櫻
草
の
野
生
の
方
が
山
で
は
珍

ら
し
い
や
う
な
氣
が
す
る
。
乙
れ
で
心
懸
う
が
あ
つ
た
櫻

草
の
野
生
問
題
も
解
決
し
た
の
で
、
ま
た
眼
を
放
つ
て
遠

く
の
山
に
眺
め
入
つ
た
。

乙
の
鐵
道
は
今
ま
だ
吾
妻
川
の
南
岸
に
あ
る
蔵
生
田
ま

で
し
か
通
じ
て
ゐ
な
い
、
そ
こ
が
嬬
懸
畔
で
あ
る
、
軽
井

澤
か
ら
乙
ゝ
ま
で
家
た
乗
客
は
幾
人
も
な
か
つ
た
。
往
木

に
出
る
ル
所
謂
荒
神
乗
り
の
支
度
を
し
た
馬
が
ゐ
て
、
馬

子
が
頻
に
乗
馬
を
勘
め
る
、
尤
も
自
分
等
の
や
う
に
草
難

ば
き
の
者

へ
は
、通
う

一
遍
り
言
葉
し
か
か
け
な
か
つ
た
。

袋
倉

へ
行
く
道
と
岐
れ
て
左
に
折
れ
、
だ
ら
ノ
ヽ
と
下
う

込
む
と
正
面
に
吾
妻
川
を
隔
て
ヽ
瀬
戸
ノ
瀑
が
姿
を
現
し

た
、細
い
が
可
な
り
高
い
。
侵
橋
で
川
を
渡
う
、長
野
街
道

に
出
て
今
井
の
部
落
か
ら
又
左
折
し
、
小
川
に
つ
い
て
年

里
ば
か
り
進
ん
だ
後
坂
路
を
登
う
切
る
と
茶
屋
が
あ
つ
た

の
で
、渇
い
た
喉
を
需
し
な
が
ら
暫
く
体
む
乙
と
に
し
た
ｏ

琉 三 第 年 六 十 第 岳 山

維
　
　
録
　
　
○
花
敷
温
泉
よ
り
四
高

ヘ
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へ
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行 螢 月 五 年 二 十 正 大

雑
　
　
録
　
　
○
花
敷
温
泉
よ
り
四
高
ヘ

此
庭
は
既
に
自
根
山
の
裾
野
の
一
部
で
あ
り
、
高
さ
も

千
米
突
を
超
え
て
ゐ
る
か
ら
、
四
方
に
向
つ
て
眺
望
が
開

け
て
ゐ
る
。
漉
間
山
も
乙
の
方
面
か
ら
見
れ
ば
哉
だ
残
雲

が
多

い
。
ゆ
つ
く
う
体
ん
で
出
残
し
や
う
と
す
る
所
へ
、

汽
車
の
中
で
顔
だ
け
は
知
り
合
に
な
つ
た
若
い
男
と
女
と

が
、
ど
う
相
談
を
纏
め
た
か
例
の
荒
紳
乗
り
で
馬
に
ゆ
ら

れ
な
が
ら
や
つ
て
来
た
ｏ
ｂ
早
い
で
す
ね
と
男
が
弊
を
掛

け
る
、と
う
ノ
ヽ
乗
ら
ま
し
た
ね
と
松
本
君
。
道
は

一
面
に

落
葉
松
を
植
林
し
た
高
原
を
う
ね
つ
て
わ
る
、
そ
乙
を
湯

治
客
を
乗
せ
た
田
合
馬
が
ぼ
く
ノ
ヽ
歩
い
て
ゐ
る
の
は
、

如
何
に
も
よ
く
あ
た
り
に
調
和
し
て
ゐ
る
と
思
つ
た
。
松

本
君
が
背
後
か
ら
忍
び
寄
つ
て
、
自
根
山
を
背
景
に
撮
影

し
た
も
の
は
、
焼
付
け
て
見
る
と
頗
る
面
白
い
出
家
で
、

藝
術
篤
具
と
で
も
い
ふ
可
き
も
の
で
あ
つ
た
。
夫
は
兎
に

角
此
道
は
谷
所
で
長
野
原
か
ら
の
道
と
合
す
る
迄
は
、
尾

上
に
は
山
櫻
が
険
き
鶴
れ
、
人
家
の
近
く
で
は
梅
や
桃
や

椿
が
盛
り
で
、
山
に
は
鶯
畑
に
は
雲
雀
が
囀
り
、
鶏
の
馨

に
和
し
て
時
に
は
雉
子
の
鳴
く
の
を
聞
く
な
ど
。
耳
目
の

楽
と
共
に
野
趣
ぶ祉
る
ゝ
許
う
で
あ
つ
た
。

草
津
へ
着
い
た
の
は
午
後
二
時
頃
で
あ
る
。
町
を
通
り

抜
け
て
、
分
う
悪
い
花
敷

へ
の
道
を
尋
ね
、
そ
れ
を
迪
つ

て
大
澤
川
を
越
え
る
と
品
木
の
人
家
が
散
在
し
て
わ
る
。

最
初
は
乙
、
か
ら
京
塚
へ
出
て
須
川
を
渡
う
、
引
沼
を
経

て
花
敷

へ
行
く
積
う
で
あ
つ
た
が
、
道
を
聞
い
た
人
に
、

京
塚
か
ら
は
橋
が
落
ち
て
当
岸

へ
渡
れ
な
い
、
花
敷

へ
は

京
塚
へ
下
ら
ず
に
尾
根
へ
出
た
ら
ば
道
に
つ
い
て
四
五
町

も
登
う
な
さ
い
、
さ
う
す
れ
ば
右
へ
下
る
新
道
が
あ
る
か

ら
、
夫
を
迪
ね
ば
温
泉
へ
出
ら
れ
る
と
教
へ
ら
れ

た

の

で
、
其
言
葉
に
従
つ
て
温
泉
に
着
い
た
の
は
、
長
い
春
の

日
も
暮
れ
る
に
間
の
な
い
頃
で
あ
つ
た
。

こ
の
尾
根
通
う
の
道
は
、
京
塚
か
ら
平
兵
衛
池
の
北
を

通
つ
て
、常
布
ノ
瀑
の
牛
里
程
上
流
で
大
澤
川
を
横
切
夕
、

草
津
峠
の
道
に
合
す
る
も
の
で
、
五
萬
分

一
の
国
に
鮎
線

で
記
入
し
て
あ
る
も
の
で
あ
る
。
京
塚
か
ら
尾
根
に
上
つ

た
所
に

「
右
は
信
州
、
左
は
く
さ
つ
」
と
二
行
に
書
い
て
、

其
下
部
の
中
央
に

「
道
」
と
刻
し
た
古
い
石
標
が
建
て
ゝ

あ
る
。
正
保
国
に
は
草
津
か
ら
澁
峠
に
通
ず
る
道
は
な
く

て
、
此
道
が
掲
げ
ら
れ
て
あ
る
所
か
ら
察
す
れ
ば
、
昔
の

澁
峠
の
道
は
京
塚
を
通
つ
て
信
州
へ
出
た
も
の
ら
し
く
、

草
津
か
ら
も
亦
此
道
に
依
つ
た
も
の
ら
し
い
ｏ
富
士
見
十

一　
ハ
六
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琥 三 第 年 十 第 岳 山

三
州
興
地
之
仝
国
に
も
入
山
村
か
ら
の
道
し
か
睾
げ
て
な

い
。
谷
澤
と
大
澤
川
と
の
迫
り
合
つ
た
所
が
通
過
に
困
難

で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

花
敷
温
泉
は
自
砂
川
と
長
笹
澤
と
の
合
流
鷲
に
近
い
所

で
、
長
笹
澤
の
右
岸
に
湧
出
し
て
ゐ
る
。
其
虎
に
は
大
き

な
岩
が
あ
つ
て
、
其
岩
を
申
心
に
し
て
湯
が
湧
い
て
ゐ
る

が
、
河
水
が
混
ず
る
か
し
て
温
度
は
左
程
高
く
な
い
、
各

季
に
は
少
し
緻
る
い
で
あ
ら
う
ｏ
岩
間
を
掘
多
下
げ
て
二

ケ
所
に
湯
ヒ
湛
へ
る
や
う
に
し
て
あ
る
、
河
が
増
水
す
る

毎
に
浴
槽
が
埋
ま
る
の
で
、
其
度
に
砂
や
石
を
掘
う
出
さ

な
け
れ
ば
な
ら
緻
さ
う
で
あ
る
。
唯
低
い
藁
書
の
屋
根
は

な
く
も
が
な
と
思
つ
た
。

温
泉
宿
は
河
の
左
岸
に
あ
る
、
三
軒
あ
る
中
で
屋
琥
は

忘
れ
た
が

一
番
温
泉
に
近
い
家
へ
泊
つ
た
、
今
は
湯
治
客

も
な
く
至
つ
て
閑
散
で
あ
る
。
湯
か
ら
上
る
と
早
速
登
山

の
目
的
を
話
し
て
、
日
高
、
森
の
二
君
を
自
砂
山
に
案
内

し
た
引
沼
の
山
本
照
吉
老
人
を
呼
び
寄
せ
て
呉
れ
る
や
う

に
頼
ん
だ
。
つ
い
二
週
間
ば
か
う
前
に
藤
島
君
も
螢
補
か

ら
木
て
、
照
吉
老
人
を
連
れ
て
野
反
池
に
行
き
、
人
間
山

へ
登
つ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
何
で
も
其
時
藤
島
君
が
恐

雑
　
　
鉄
　
　
０
花
敷
温
泉
よ
り
四
高

ヘ

ろ
し
く
早
く
歩
い
た
と
い
ス
の
で
，
な
ん
ば
東
京
の
人
だ

つ
て
あ
ん
な
に
足
の
早
い
人
が
あ
る
だ
ら
う
か
と
照
吉
が

舌
を
捲
い
て
驚
い
た
と
お
か
み
さ
ん
が
話
し
た
。
夜
に
な

る
と
照
吉
が
家
た
に
は
家
た
が
、
丁
度
蕎
参
の
種
蒔
が
忙

し
い
の
で
、
と
て
も
案
内
に
出
て
ゐ
ら
れ
な
い
と
い
ふ
じ

そ
れ
に
林
Ｅ
署
で
も
二
三
日
前
か
ら
彗
解
の
後
の
植
林
を

始
め
て
、
男
は
皆
山
へ
泊
う
が
け
に
入
り
込
ん
で
ゐ
る
か

ら
、
他
に
案
内
者
は
勿
論
人
夫
を
雇
ふ
こ
と
さ
へ
Ｕ
づ
か

し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
或
は
藤
島
君
の
早
足
に
怖
毛

を
振
つ
た
照
吉
は
、
自
分
等
も
東
京
か
ら
家
た
と
聞
い
て

尻
込
ふ
し
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
見
た
が
、
あ
な
が

ち
さ
う
で
も
な
い
ら
し
い
ｏ
野
反
池
か
ら
上
越
國
境
山
脈

の
山
々
に
登
つ
て
、
四
日
目
に
四
萬
へ
下
る
豫
定
で
天
幕

ま
で
携
帯
し
て
木
た
も
の
ゝ
、
悪
い
時
に
ぶ
つ
か
つ
て
は

ど
う
に
も
仕
方
が
な
い
、
明
日
は
一
日
野
反
池
に
遊
び
、

其
笙
日
笠
松
峠
を
除
ぇ
て
四
萬
へ
出
て
掃
京
す
る
こ
と
に

き
め
る
。

野
反
池
の
記
事
は
、
本
誌
第
十
四
年
第

一
雅
所
載
の
自

秒
登
山
記
に
詳
で
あ
る
し
、
本
琥
に
も
藤
島
君
の
記
事
が

あ
る
か
ら
略
す
る
こ
と
に
す
る
。
自
分
等
は
池
で
船
を
漕

一
〈
七
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行 螢 月 五 年 二 十 正 大

維
　
　
録
　
　
Ｏ
花
敷
温
泉
よ
り
四
萬

ヽ

い
で
遊
ん
だ
う
、
人
間
山
に
登
つ
て
眺
望
に
耽
つ
た
う
し

て
、
楡
快
に
一
日
を
過
し
た
。
池
の
時
に
は
可
憐
な
花
を

つ
け
た
日
光
石
楠
が
多
い
、
其
外
毛
難
苔
や
岩
鏡
や
蔓
苔

桃
な
ど
も
少
く
な
い
や
う
で
あ
る
。
行
き
に
は
根
廣
か
ら

登
つ
て
、
婦
う
に
は
和
光
原
か
ら
引
沼
へ
出
た
。
前
者
の

方
が
ず
つ
と
路
も
い
ヽ
し
眺
望
も
開
け
て
ゐ
る
。

岩
壁
に
嘆
き
乱
れ
て
ゐ
る
脚
間
の
花
に
見
入
り
な
が
ら

湯
に
浸
つ
て
ゐ
る
と
、
植
林
に
出
た
引
沼
や
世
立
の
女
達

が
三
五
人
の
男
も
交
つ
て
ぞ
ろ
ノ
ヽ
戻
つ
て
来
た
。
大
部

分
は
若
い
娘
で
あ
る
。
昨
日
か
ら
多
少
顔
見
知
う
に
も
な

っ
た
し
、夫
に
田
合
で
は
珍
ら
し
い
こ
と
で
も
な
い
か
ら
．

別
に
恥
し
が
り
も
せ
ず
に
さ
つ
さ
と
衣
物
を
脱
い
で
湯
に

入
る
、
軌
れ
も
き
び
ノ
ヽ
し
た
立
派
な
冊
の
持
主
だ
、
其

中
で
も
三
人
ば
か
う
如
何
に
も
肢
冊
の
整
つ
た
美
し
い
娘

さ
ん
が
ゐ
た
。
荒
神
末
う
に
床
を
占
め
た
松
本
君
は
、
昨

日
か
ら
乙
の
自
然
の
好
題
目
を
頻
う
に
撮
影
し
や
う
と
苦

心
し
て
わ
た
が
、
湯
壷
の
中
は
暗
い
の
で
思
ふ
や
う
に
な

ら
な
い
、
そ
れ
で
湯
か
ら
上
つ
た
と
こ
ろ
を
提
へ
て
、
う

ま
い
こ
と
を
言
つ
て
暫
く
岩
の
上

へ
立
た
せ
や
う
と
す

る
、
中
老
の
お
か
み
さ
ん
も
傍
か
ら
篤
し
て
お
も
ら
ひ
よ

一
〈
〈

と
勘
め
る
、
本
人
も
意
頗
る
動
い
た
様
子
で
暫
く
疇
躇
し

て
ゐ
た
。
其
間
に
松
本
君
は
素
早
く
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
覗

い
て
、
ど
う
に
か
物
に
な
り
さ
う
で
あ
つ
た
が
、
こ
だ
は

り
の
な
い
山
の
乙
女
も
流
石
に
裸
織
で
は
極
り
が
悪
い

か
、
す
う
と
横
に
そ
れ
た
り
ま
た
湯
に
入
つ
た
う
し
て
し

ま
つ
た
の
で
、
惜
く
も
松
本
君
の
希
望
は
責
現
さ
に
ず
に

し
ま
つ
た
。
乙
ん
な
乙
と
ヽ
人
里
離
れ
た
山
の
湯
で
な
く

て
は
見
ら
れ
な
い
旅
の
一
興
で
あ
ら
う
。

花
敷
か
ら
四
萬

へ
鍮
え
る
道
は
、
地
国
に
は
記
入
し
て

な
い
が
、
温
泉
で
聞
く
と
道
は
通
じ
て
ゐ
て
、
年
日
の
行

程
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
つ
た
か
ら
、
十
七
日
の
朝
も
ゆ

つ
く
う
し
て
出
螢
し
た
。
昨
日
の
掃
♭
路
を
辿
つ
て
和
光

原
を
過
ぎ
、
野
反
へ
の
道
と
分
れ
て
原
澤
を
波
り
、
大
原

へ
出
た
∩東
西
に
狭
く
南
北
に
長
い
極
め
て
手
坦
な
原
で
、

幅
は
十
町
許
う
で
あ
る
が
長
さ
は

一
里
餘
も
あ
る
。
ど
う

し
て
乙
ん
な
原
が
出
家
た
も
の
か
、
谷
に
臨
ん
だ
地
居
の

露
出
面
を
見
る
と
、
稜
角
の
磨
滅
し
た
固
石
の
居
が
幾
つ

か
重
つ
て
ゐ
る
。
此
附
近
は

一
帯
に
こ
の
回
石
が
多
い
、

恐
ら
く
洪
槙
世
の
も
の
で
あ
ら
う
と
思
ス
。
原
は
落
葉
松

が
植
ゑ
て
あ
る
。
生
長
す
れ
ば
立
派
な
森
林
と
な
る
で
あ

(1381)



ら
５
。
道
は
今
は
地
国
の
鮎
線
の
も
の
と
異
つ
た
位
置
に

あ
っ
て
、
原
に
出
る
ま
で
は
同
じ
で
あ
る
が
っ
夫
か
ら
東

微
北
に
向
つ
て

千
百
四
十
八
米
突
の
三
角
鮎
の
北
を
通

り
、
更
に
東
を
指
し
て
下
つ
て
行
く
と
原
か
ら
流
れ
出
す

細

い
澤
を
横
切
る
。
乙
の
あ
た
り
に
は
植
林
営
時
の
小
屋

が
二
三
あ
つ
て
、
軌
ヽ
潰
れ
か
ゝ
つ
て
ゐ
る
。
そ
乙
か
ら

北
に
進
む
こ
と

一
町
足
ら
ず
で
。
道
は
急
に
自
砂
川
に
下

つ
て
、
眼
前
に
ま
だ
新
ら
し
い
橋
が
現
れ
た
。
相
ノ
倉
山

か
ら
螢
源
す
る
米
々
澤
の
合
流
鮎
よ
う
少
し
下
流
で
あ

る
。
橋
に
は
笠
松
橋
と
書
い
て
あ
っ
た
。
夫
に
因
ん
で
峠

を
笠
松
峠
と
命
名
し
た
の
で
あ
る
。

川
は
雪
し
ろ
で
少
し
濁
つ
て
水
量
が
多
い
、
橋
が
な
い

と
徒
渉
す
る
に
は
困
難
で
あ
る
。
打
ち
開
け
た
原
か
ら
忽

ち
若
葉
の
茂
つ
た
谷
へ
入
つ
た
の
で
、
清
爽
の
氣
が
水
と

共
に
流
れ
て
ゐ
る
や
う
に
威
じ
た
り
橋
を
渡
る
と
道
は
直

に
登
う
と
な
つ
て
間
も
な
く
尾
根
の
上
に
出
る
、
柳
の
森

林
で
下
草
は
例
の
笹
で
あ
る
が
、
三
尺
幅
に
刈
り
排
つ
て

あ
る
の
で
邪
魔
に
な
ら
な
い
ｏ
最
初
の
考
で
は
、
天
氣
さ

へ
よ
け
れ
ば
相
ノ
倉
山
に
登
つ
て
、
八
間
山
か
ら
は
見
え

な
か
つ
た
白
砂
川
源
頭
の
忠
次
郎
山
（
約
二
千
八
十
米
突
）

や
上
ノ
合
山

（約
二
千
百
二
十
米
突
）
の
雪
の
姿
だ
け
で

も
せ
め
て
遠
望
し
た
い
も
の
だ
と
思
つ
て
わ
た
の
で
あ
つ

た
。
け
れ
ど

も
朝
か
ら
不

良
で
あ
つ
た

天
候
は
、
東

風
頻
う
に
雲

を
毬
つ
て
、

低
雲
迷
濠
、

眺
望
皆
無
と

な

つ

た

の

で
、
ひ
た
す

ら
前
途
を
急

ぐ
の
み
で
あ

っ
た
。
そ
れ

で
も
道
を
挟

ん
で
喰
き
盛

つ
て
ゐ
る
い
る
の
ノ
ヽ
邸
濁
の
花
に
は
し
ば
ノ
ヽ
足
を
停

め
た
。

相
ノ
倉
山
の
南
方
で
道
は
右
に
折
れ
て
、
東
に
派
出
し 影撮氏二善本松    橋 松 笠 と 川 砂 白

十 第 岳 山ハ続 三 第 年

雑
　
　
録
　
　
○
花
敷
温
泉
よ
り
四
高
ヽ

一
〈
カ
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行 獲 月 五 年 二 十 正 大

維
　
　
錐
　
　
○
利
根
川
上
流
地
方
の
方
言
二
三

た
支
脈
の
上
を
迪
る
や
う
に
な
る
。
と
う
ノ
ヽ
雨
が
ボ
ッ

ノ
ヽ
落
ち
て
家
た
。

一
筋
路
の
乙
と
で
あ
る
か
ら
紛
れ
る

恐
は
な
い
が
、
次
第
に
笹
が
被
さ
つ
て
家
て
、
人
の
通
つ

た
跡
が
薄
く
な
つ
た
と
思
ス
と
、
今
迄
の
道
は
笹
の
中
に

浦
え
て
、
極
め
て
新
し
く
開
鰹
さ
れ
た
道
が
右
手
の
谷
に

通
じ
て
ゐ
る
。
外
に
仕
方
も
な
い
の
で
不
安
な
が
ら
夫
を

下
つ
た
。
木
の
間
で
人
の
話
群
が
聞
え
る
、
間
も
な
く
澤

に
下
り
つ
い
て
、
そ
れ
に
滑
ス
て
左
へ
廻
―
氣
味
に
行
く

と
ト
ロ
ッ
コ
の
布
設
し
て
あ
る
道
へ
出
た
。
乙
れ
は
酷
酸

含
祗
が
木
材
搬
出
用
に
供
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
後
に

知
つ
た
り
乙
の
新
開
の
道
は
地
国
の
ど
の
邊
に
宙
つ
て
ゐ

る
か
、
森
林
と
雨
と
で
眺
望
を
遮
断
さ
れ
た
篤
に
見
営
を

つ
け
策
る
の
で
あ
る
が
、
尾
根
が
東
北
に
向
つ
て
二
の
手

行
し
た
小
支
脈
を
分
岐
し
て
ゐ
る
そ
の
中
の
東
に
在
る
も

の
と
、
東
南
に
韓
向
し
た
主
脈
と
の
間
に
あ
る
澤
へ
下
つ

た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
ｏ

雨
の
中
を
歩
き
悪
い
ト
ロ
の
道
に
つ
い
て
下
つ
た
。
下

る
に
従
つ
て
小
屋
や
飯
場
が
次
第
に
多
く
な
る
、
中
に
は

人
の
住
ま
つ
て
ゐ
る
の
も
あ
つ
た
ｏ
小
倉
瀧
の
末
流
を
合

し
た
あ
た
り
に
酷
酸
含
就
の
製
造
所
の
建
物
が
ガ
ラ
ン
と

し
て
取
う
残
さ
れ
て
わ
た
。
四
萬
の
田
村
温
泉
宿
へ
着
い

た
の
は
午
後
三
時
過
で
あ
つ
た
。
夏
な
ら
ば
見
窄
し
い
草

韓
ば
き
の
一
夜
泊
う
の
客
な
ど
は
、
寄
め
付
け
も
し
な
い

で
あ
ら
う
が
、
今
は
未
だ
閑
散
な
の
で
。
廣
い
座
敷

へ
悠

々
と
落
ち
付
く
こ
と
を
得
た
。

乙
の
道
は
四
萬
又
は
花
敷
か
ら
ど
ち
ら
へ
越
ず
に
し
て

も
、
さ
し
て
興
味
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
が
、　
一
日
が
ゝ

う
な
ら
ば
相
ノ
倉
山
へ
登
つ
て
國
境
山
脈
の
可
な
り
目
ざ

ま
し
い
眺
望
が
得
ら
れ
る
こ
と
ヽ
信
ず
る
。
奥
上
州
の
温

泉
と
山
と
を
春
秋
の
湯
治
客
の
少
な
い
時
に
あ
さ
う
歩
く

人
に
は
、
重
要
な
る
道
で
あ
ら
う
と
思
ス
′
唯
四
萬
方
面

か
ら
は
、
尾
根
に
取
り
つ
く
道
の
入
口
が
柑
や
分
♭
悪
い

か
も
知
れ
緻
が
、
其
他
に
は
迷
ふ
所
は
少
し
も
な
い
。
（
大

正
十
年
．
木
暮
）

○
利
根
川
上
流
地
方
の
方
言
二
三

利
根
川
の
上
流
に
滑
ス
水
上
村
あ
た
り
の
方
言
で
、
地

形
等
に
開
し
た
も
の
で
他
と
異
つ
た
面
白
い
も
の
を
左
に

録
し
て
見
る
と
、

一
、
セ
ン

（
瀑
布
）

一
九
〇
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れ
て
残
つ
て
居
る
が
、
本
家
は

「
巖
」
の
意
味
で
あ
る
。

０

　

　

　

　

０

　

　

　

　

０

　

　

　

　

０

高
御
倉
、
高
倉
、
大
倉
、
棚
倉
な
ど
恐
ら
く
倉
庫
で
は
な

く
て
、
品
即
ち
働
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
割
栗
石
の
タ
リ
も

ク
ラ
に
縁
の
あ
る
語
か
と
思
は
れ
る
。

四
、
ド
ア
ヒ

河
岸
が
相
迫
つ
て
絶
壁
を
な
す
所
を
ド
ア
ヒ
と
い
ふ
ｏ

一
　

ビ

こ
れ
が
固
有
名
詞
と
な
つ
た
も
の
は
、
清
水
街
道
の
湯
檜

曾
か
ら
約
竿
里
も
上
流
に
あ
る
。
此
庭
は
地
固
に
は
人
家

の
記
琥
を
見
る
が
、
今
で
は
夏
時
養
質
に
用
ス
る
山
小
屋

が

一
軒
あ
る
位
に
す
ぎ
な
い
。
文
字
は
土
合
と
い
ス
字
が

充
て
ヽ
あ
る
。

五
、
プ
ナ
フ

武
能
又
は
武
納
等
の
字
が
充
て
ら
れ
、
利
根
川
上
流
地

方
に
は
極
め
て
多
い
地
名
で
あ
つ
て
、
各
村
の
字
を
調
べ

て
見
る
と

一
村
に
二
三
箇
所
は
必
ず
見
常
る
で
あ

ｈ
う
ｏ

清
水
越
の
上
州
側
に
あ
る
武
能
の
小
屋
（
今
は
小
屋
な
し
）

な
ど
は
其
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
元
家
ブ
ナ
オ
ヒ
即
ち
枷
生

の
つ
ま
つ
た
も
の
で
、谷
間
で
も
手
地
で
も
傾
斜
地
で
も
、

掬
の
林
の
あ
る
所
は
プ
ナ
フ
で
あ
る
。
質
川
の
支
流
ブ
ナ

ノ
ク
ラ
澤
な
ど
は
能
く
之
を
證
し
て
ゐ
る
。
今
で
も
人
夫

日
本
語
で
は
瀧
即
ち
奔
滞
と
瀑
布
と
を
Ｅ
別
し
な
い
で

一
般
に
タ
キ
と
言
ふ
が
、
利
根
上
流
地
方
で
は
奔
滞
を
タ

キ
と
呼
び
、
瀑
布
は
セ
ン
と
い
ふ
語
を
以
て
Ｅ
別
し
て
居

る
ｃ
乙
れ
は
甚
だ
面
白
い
事
で
他
に
例
を
聞
か
な
い
ｏ
松

村
博
士
の
説
に
、
セ
ン
は
即
ち

「
瀧
一」
叉

「
懺
」
の
字
音

で

あ

ら

う
と

い
ふ
ｏ
此

の
雨

字

は

υ
ξ
弓
一魚
識
ｏ
く

ｏ
』
く
鼻
①
【

と
い
ふ
意
味
が
あ
る
と
い
ふ
ｏ

二
、
ュ
ウ

（
洞
穴
）

ユ
ウ
は
岩
な
ど
の
洞
穴
を
い
ス
が
、
従
来
こ
れ
に
あ
つ

可
き
文
字
を
知
ら
な
い
の
で
、
僅
に
「
幽
」
字
を
用
ひ
て
、

幽
ノ
澤
な
ど
ヽ
書
き
現
は
し
て
居
た
。
ア
ク
セ
ン
ト
は
語

尾
に
あ
つ
て
、
〓
、
で
あ
る
。
乙
れ
も
松
村
博
士
の
考
定
に

よ
る
と
．「窟
」
の
字
詈
か
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
此
の
字

は

多

ｃ
襲

。

Ｆ

”

〓

Ｆ

”

ぎ

♂

ｏ
暉

魚
８

と

い

ス

意

義

で

あ

る
と
い
ス
ｏ

三
、　
夕
・フ
（山品
）

乙
れ
は
大
和
大
峯
あ
た
う
に
も
今
用
ひ
ら
れ
て
居
る
古

い
日
本
語
で
、
古
は
廣
く
諸
方
に
行
は
れ
た
も
の
と
考
ヘ

ら
れ
る
が
、
今
は
意
義
を
滅
却
し
た
篤
め
に
往
々
「
倉
」
叉

は

「
職
」
に
あ
て
ら
れ
た
う
、
時
に
は

「
鞍
」
を
配
せ
ら

維
　
　
録
　
　
０
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根
川
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流
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行 獲 月 五 年 二 十 正 大

維
　
　
録
　
　
〇
古
日
の
信
じ
得
可
き
程
度

な
ど
が
山
の
上
か
ら
谷
間
な
ど
を
見
下
し
な
が
ら
↓
あ
す

乙
は
ブ
ナ
フ
だ
か
ら
楽
に
歩
け
る
」
と
か

「
あ
の
ブ
ナ
フ

を
登
つ
て
右
に
廻
れ
ば
雑
作
も
な
い
」
な
ど
ヽ
い
ふ
て
ゐ

る
の
を
能
く
聞
く
で
あ
ら
う
ｏ
（
武
田
久
吉
）

○
古
日
の
信
じ
得
可
き
程
度

古
国
を
開
寛
す
る
に
営
り
て
何
人
も
抱
く

可
き
疑
間

は
、
英
国
が
輯
製
の
営
時
既
に
知
ら
れ
た
る
事
責
を
、
果

し
て
如
何
程
ま
で
度
く
探
録
せ
多
や
否
や
と
い
へ
る
こ
と

な
る
可
し
。
乙
ゝ
に
所
謂
古
国
と
は
主
と
し
て
徳
川
時
代

に
出
版
さ
れ
た
る
地
理
に
開
す
る
給
固
類
を
い
ふ
ｏ
此
等

の
国
に
擦
う
て
地
形
の
正
確
な
る
説
明
を
大
要
な
う
と
も

知
ら
ん
と
す
る
が
如
き
は
、
欲
す
る
者
の
無
理
な
る
は
言

ふ
迄
も
な
く
、
唯
だ
山
川
都
邑
道
路
等
に
就
て
其
概
念
と

得
ば
以
て
満
足
す
可
き
也
。
余
は
古
国
の
債
値
は
「
其
等

の
相
封
的
開
係
位
置
割
合
に
正
し
き
否
や
、
山
河
村
落
の

名
稗
及
道
路
等
割
合
に
多
く
探
録
さ
れ
あ
る
や
否
や
等
に

依
う
て
決
す
可
き
も
の
な
ら
ん
と
信
ず
。
故
に
若
し

一
の

給
国
が
其
輯
製
営
時
に
於
け
る
既
知
の
事
責
を
蓋
く
探
録

せ
る
も
の
な
ら
ば
、
最
も
偵
値
あ
り
最
も
信
ず
可
き
給
固

な
う
と
い
ス
を
得
可
き
道
理
な
る
も
、
此
の
如
き
は
交
通

不
便
に
し
て
報
道
の
自
由
を
無
き
し
時
代
に
在
う
て
は
、

元
よ
う
望
む
可
く
し
て
行
は
る
可
き
も
の
と
は
思
は
れ
ざ

る
の
み
な
ら
ず
、
給
国
の
多
く
は
個
人
の
輯
録
に
成
る
も

の
な
れ
ば
、
少
な
か
ら
ぎ
る
道
漏
あ
る
可
き
は
察
す
る
に

難
か
ら
ざ
る
ン
以
て
、
営
然
之
を
割
引
す
る
も
、
簡
ほ
余

の
期
待
に
反
す
る
こ
と
大
な
る
も
の
あ
る
を
認
め
、
古
固

に
擦
う
て
立
論
す
る
の
或
場
合
に
は
甚
だ
危
険
な
る
を
威

じ
た

，
。
勿
論
余
は
度
く
古
国
を
渉
猟
し
て
。
そ
の
す
べ

て
を
詳
細
に
調
査
し
た
る
に
非
ず
、
僅
に
三
五
の
も
の
に

就
て
大
性
を
探
究
し
、
特
に
上
州
の

一
局
部
を
精
査
し
た

る
に
過
ぎ
ざ
れ
ば
、
す
べ
て
の
古
固
皆
然
う
と
い
ふ
は
同

じ
く
危
険
な
る
結
論
に
到
達
す
る
の
嫌
な
さ
に
非
ず
と
考

へ
し
も
、

一
を
以
て
他
を
類
推
し
、
さ
し
た
る
不
都
合
な

き
を
認
め
た
る
は
、
余
の
少
し
く
意
外
と
す
る
所
也
。
今

左
に
英

一
例
と
し
て
菅
沼
を
睾
げ
、
古
給
国
の
如
何
な
る

程
度
ま
で
信
頼
し
て
差
支
な
き
や
を
知
ら
ん
と
す
。

菅
沼
は
上
野
國
利
根
郡
片
品
村
大
学
東
小
川
村
の
地
内

に
あ
る
山
湖
に
し
て
、
湖
面
は
海
抜
千
七
百
十
九
米
突
の

高
さ
を
有
す
。
此
湖
に
就
て
は
、
本
誌
第
十
四
年
第

一
琥

一
ル
ニ
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の
雑
録
欄
に
、

一
二
山
湖
の
名
稀
と
題
し
て
、
武
田
氏
の

詳
細
に
論
究
さ
れ
た
る
記
文
あ
り
て
、
夫
に
援
れ
ば
古
給

国
に
は
、
此
湖
の
邊
と
思
は
れ
る
あ
た
う
に
ツ
ク
ラ
沼
な

る
も
の
記
入
さ
れ
あ
る
も
、
菅
沼
の
名
は
な
く
、
其
名
の

始
め
て
地
国
上
に
記
載
さ
れ
た
る
は
、
明
治
十
三
年
十
月

出
版
の

「
改
正
銅
錦
上
野
國
全
国
」
に
し
て
「
而
も
其
名

櫓
が
現
時
の
菅
沼
を
指
せ
る
も
の
な
る
か
、
或
は
附
近
の

丸
沼
及
大
尻
沼
を
指
せ
る
も
の
な
る
か
、
又
は
以
上
の
三

湖
を
引
括
め
て
指
せ
る
も
の
な
る
か
は
、
只

一
湖
を
描
け

る
の
み
な
る
を
以
て
、
推
測
す
る
材
料
の
乏
し
き
に
苦
し

む
次
第
な
う
と
い
は
れ
、
津
婦
良
沼
又
は
ツ
ク
ラ
沼
な
る

名
は
、
前
記
三
湖
の
線
名
と
す
る
よ
う
も
．
大
尻
沼
か
然

ら
ず
ん
ば
大
尻
沼
及
丸
沼
の
線
稗
と
考
ふ
る
方

一
層
合
理

的
と
思
は
る
と
述
べ
ら
れ
た
う
ｏ
今
暇
に
ツ
ク
ラ
沼
と
菅

沼
と
が
時
を
異
に
し
て
同

一
の
湖
に
典
へ
ら
れ
た
る
別
名

な
う
と
し
、
前
者
は
早
く
よ
う
履
れ
て
後
者
之
に
代
う
た

る
も
、
明
治
十
年
頃
に
至
多
て
漸
く
地
国
に
探
録
さ
れ
た

う
と
す
れ
ば
、
其
間
に
出
版
さ
れ
た
る
給
国
は
依
然
と
し

て
ツ
ク
ラ
沼
な
る
名
稗
を
存
す
る
と
以
て
、
菅
沼
を
取
り

扱
ふ
場
合
に
は
人
を
誤
る
も
の
と
い
ふ
可
く
、
従
つ
て
信

用
の
程
度
は
減
ず
可
き
也
。
幸
に
し
て
其
誤
多
や
軍
に
山

中
の
一
湖
沼
の
み
に
し
て
止
ま
ら
ば
、
則
ち
白
壁
の
微
瑕

に
し
て
殆
ど
其
債
値
を
損
す
る
こ
と
あ
ら
ざ
る
可
き
も
、

斯
る
場
合
は
筆
ろ
稀
有
の
事
に
属
す
。

此
湖
に
開
し
て
余
の
知
れ
る
最
も
古
さ
記
録
は
正
保
固

に
し
て
、
同
国
の
尾
瀬
沼

（
さ
か
ひ
沼
と
あ
多
）
よ
う
は

稽
や
小
な
る

一
湖
を
描
き
、
其
中
に
憂
世
俄
名
に
て
徒
婦

良
能
沼

（或
は
徒
婦
羅
沼
と
も
讀
み
得
ざ
る
に
非
ず
、
余

の
見
た
る
も
の
は
複
製
な
る
を
以
て
、
原
本
に
つ
か
ざ
る

以
上
、
良
能
と
羅
と
の
俄
名
を
正
し
く
Ｅ
別
し
難
し
。
）と

書
せ
多
、
即
ち
ツ
フ
ラ
ノ
沼
な
う
。
而
し
て
其
後
に
出
版

さ
れ
た
る
上
野
国
を
見
る
に
、養
く
正
保
固
を
基
と
し
て
も

之
を
縮
少
し
て
獲
行
し
た
る
も
の
な
う
と
い
ふ
を
得

可

く
、
且
正
保
国
の
如
き
は
何
人
も
容
易
に
手
に
す
る
を
得

可
き
性
質
の
も
の
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、　
一
た
び
正
保
日
を
基

と
し
た
る
給
国
の
刊
行
さ
る
ゝ
や
、
他
は
其
名
稀
の
如
何

を
間
は
ず
之
を
模
刻
し
た
る
も
の
な
る
こ
と
疑
な
く
、

一

国
の
誤
は
必
ず
他
固
に
あ
り
て
も
常
に
之
と
繰
返
し
、
加

之
な
ら
ず
必
然
の
結
果
と
し
て
誤
讀
と
誤
篤
と
は
盆
増
加

せ
る
も
の
ゝ
如
し
。
例
せ
ば
大
み
な
か
み
山
が

「
大
ス
ミ

琥 三 第 年 六 十 第 岳 山
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行 稜 月 五 年 二 十 正 大

雑
　
　
録
　
　
○
古
日
の
信
じ
得
可
き
程
度

一
カ
」

カ
ミ
山
」
又
は

「
す
み
が
か
み
山
」
と
な
り
、「
ゆ
せ
ん
た

け

・が
「
十
せ
ん
た
け
」
「
二
十
せ
ん
た
け
」
「
二
十
五
浅
ケ

岳
」
と
な
り
、
車
に
其
結
果
の
み
を
見
て
は
、
到
底
同

一

の
山
名
な
う
と
は
夢
想
だ
も
す
る
能
は
ざ
る
が
如
き
韓
訛

を
な
せ
る
も
の
あ
多
。
俄
名
の

「
ま
た
」
に
問
田
、具
田
、

万
田
な
ど
ゝ
故
意
に
異
り
た
る
文
字
を
充
て
た
る
も
の
あ

う
。
其
他
賓
川
を
窪
川
、
根
利
を
利
根
、
小
野
子
山
を
小

野
山
と
な
せ
る
が
如
き
類
は
、
軌
れ
の
日
に
も
見
ら
る
ゝ

一
般
普
通
の
誤
に
し
て
、深
く
咎
Ｕ
る
に
及
ば
ざ
る
可
し
。

ツ
フ
ラ
沼
な
ど
も
ツ
フ
と
ッ
ッ
と
稜
者
の
似
た
る
よ
り
、

故
意
に
か
知
ら
ず
し
て
か
ツ
ク
ラ
と
書
し
、
相
樽
へ
て
明

治
の
初
年
に
至
う
し
も
の
と
想
は
る
。

正
保
固
の
ソ
フ
ラ
ノ
沼
は
、
只

一
湖
を
描
け
る
に
止
ま

る
と
以
て
、
武
田
氏
も
い
は
れ
し
如
く
、
三
湖
の
総
稀
な

る
か
、
或
は
軌
れ
か

一
湖
を
指
せ
る
名
な
る
か
は
不
明
な

り
。
利
根
郡
誌

（
明
治
十
二
年
十
二
月
編
）
に
接
れ
ば
、

大
尻
沼
に
は
御
手
洗
、
丸
沼
に
は
鏡
沼
な
る
奮
名
あ
う
し

由
な
れ
ば
、
丸
沼
の
園
形
な
る
は
早
く
よ
う
注
意
を
惹
き

し
こ
と
を
知
る
可
く
、篤
に
之
を
ッ
プ
ラ
ノ
沼
と
稀
し
て
、

大
尻
沼
を
ヽ
含
め
た
る
線
名
と
せ
し
も
の
な
る
こ
と
、
武

田
氏
の
説
け
る
が
如
く
な
う
し
や
も
知
る
可
ら
ぎ
る
も
、

此
名
に
開
し
て
は
正
保
国
以
外
に
所
見
な
け
れ
ば
、
何
等

的
確
な
る
剣
断
を
下
す
こ
と
能
は
ず
。
思
ス
に
菅
沼
の
稜

見
は
金
精
峠
の
開
路
或
は
自
根
の
開
山
と
同
時
若
く
は
其

以
前
な
る
こ
と
は
有
り
得
可
き
も
、
其
以
後
に
あ
ら
ざ
る

こ
と
は
疑
な
け
れ
ば
、
若
し
開
路
開
山
に
し
て
そ
の
軌
れ

が
先
に
開
か
れ
た
る
に
も
せ
ょ
、
正
保
以
前
に
行
は
れ
た

る
乙
と
明
か
な
ら
ば
、
菅
沼
の
稜
見
さ
れ
た
る
こ
と
も
之

を
推
測
し
て
誤
な
か
ら
ん
。
従
つ
て
正
保
国
の
如
く
官
命

に
依
つ
て
選
ば
れ
た
る
地
固
に
之
を
略
す
る
筈
な
け
れ

ば
、
こ
の
場
合
ツ
フ
ラ
ノ
沼
は
た
と
へ
漠
然
と
一
湖
を
描

け
る
の
み
な
う
と
も
、
之
を
以
て
三
湖
ヒ
代
表
せ
る
も
の

と
見
て
差
支
な
し
と
い
ス
を
得
ん
か
ｏ
或
は
叉
同
じ
理
由

よ
り
し
て
反
封
に
、
官

選

の
地
国
に

一
湖
を
描
け
る
の

み
な
る
は
、
偶
以
て
菅
沼
の
未
だ
螢
見
さ
れ
ざ
う
し
こ
と

を
證
す
る
も
の
な
う
と
も
言
ひ
得
可
し
。
憾
Ｕ
ら
く
は
資

・料
乏
し
く
し
て
、自
根
の
登
山
は
元
よ
う
金
精
峠
の
路
も
、

い
つ
頃
よ
り
開
か
れ
た
る
も
の
な
る
か
を
知
る
能
は
ざ
る

こ
と
や
。

然
れ
ど
も
菅
沼
な
る
名
程
に
開
し
て
は
、
幸
に
し
て
有

387)



力
な
る
資
料
の
存
す
る
あ
多
。
此
名
の
初
め
て
地
国
に
記

さ
れ
た
る
は
、
蓋
し
前
記
明
治
十
三
年
十
月
出
版
の
上
野

國
全
国
な
ら
ん
も
、
郡
村
誌
に
援
れ
ば
、
貞
享
三
年
九
月

の
東
小
川
村
の
検
地
水
帳
に
、
字
地
の
中
に
明
に
菅
沼
な

る
名
稀
を
掲

載
せ
る
を
見
る
。
此
字
は
今
も
湖
の
所
在

地
に
冠
し
あ
れ
ば
、
其
地
域
の
昔
と
異
な
ら
ざ
る
と
察
す

可
く
、
唯
湖
名
と
地
名
と
軌
れ
が
主
に
し
て
軌
れ
が
従
な

る
や
を
知
る
能
は
ざ
る
も
、
恐
ら
く
湖
名
直
に
地
名
と
な

う
し
も
の
な
る
可
し
。
か
ゝ
れ
ば
菅
沼
な
る
地
名
は
、
菅

沼
な
る
湖
の
螢
見
を
語
る
も
の
に
し
て
、
時
は
明
治
に
先

立
つ
乙
と
賞
に
百
八
十
餘
年
の
昔
な
り
と
す
。

斯
く
菅
沼
の
既
に
獲
見
さ
れ
た
る
上
は
、
其
事
賞
を
知

り
た
る
何
人
な
う
と
も
、
之
を
地
国
に
願
す
場
合
に
於
て

は
、字
地
を
異
に
す
る
丸
沼
及
大
尻
沼
と
区
別
す
可
き
は
、

営
然
の
事
な
ら
ん
と
豫
想
せ
ら
る
。
（此
際
余
は
貞
享
よ
り

約
四
十
年
後
に
改
選
さ
れ
た
る
元
藤
固
を
見
る
を
得
ざ
る

と
以
て
、　
一
言
の
之
に
論
及
し
能
は
ざ
る
を
遺
憾
と
す
。
）

然
る
に
其
後
に
至
う
て
出
版
さ
れ
た
る
給
日
の
数
は
素
よ

う
二
三
種
に
し
て
止
ま
ら
ざ
る
も
、
恭
く
ツ
ク
ラ
沼
な
る

名
を
相
承
け
相
縫
ぎ
、
絡
に
明
治
に
至
る
迄
百
八
十
餘
年

に
亘
る
長
日
月
の
間
、
菅
沼
な
る
名
の
探
録
さ
れ
ざ
う
し

事
責
は
、
或
は
各
国
編
者
の
目
的
と
す
る
所
他
に
あ
う
し

が
篤
な
う
と
す
る
も
、

一
面
に
於
て
誤
脱
遺
漏
を
補
正
す

可
き
材
料
を
得
る
こ
と
殆
ど
不
可
能
な
う
し
に
婦
因
す
る

も
の
な
る
可
く
、
獨
多
ツ
ク
ラ
沼
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
其

他
の
山
川
の
名
称
の
如
き
も
、
同
じ
く
明
治
に
至
る
迄

一

と
し
て
正
保
国
の
儘
な
ら
ざ
る
も
の
な
し
と
い
ふ
て
可
な

る
有
様
な
う
。
余
は
初
め
て
こ
の
事
を
知
う
て
、
其
意
想

外
な
る
に
少
な
か
ら
ず
驚
き
た
る
も
の
な
る
が
、
試
に
天

保
安
政
頃
の
出
版
に
係
る
他
の
二
三
國
の
国
に
就
て
比
較

せ
し
に
、
中
に
は
僅
な
が
ら
も
補
足
を
加
へ
た
る
ヽ
の
も

ぁ
れ
ど
も
、
軌
れ
も
正
保
日
を
模
刻
せ
る
に
過
ぎ
ざ
る
も

の
な
る
こ
と
を
確
め
た

，
。

看
末
れ
ば
古
給
国
の
大
多
数
は
、
吾
人
の
考
ふ
る
が
如

く
出
版
営
時
或
は
其
数
年
前
に
於
け
る
一
國
の
地
理
を
説

明
せ
る
も
の
に
非
ず
し
て
、
数
十
年
甚
き
は
百
敷
十
年
の

音
に
遡
う
た
る
現
状
を
示
せ
る
も
の
た
る
を
匁
る
可
し
、

之
を
何
国
の
翻
刻
と
稀
す
る
は
可
な
る
も
、
新
刻
又
は
改

正
何
之
固
な
ど
ゝ
題
す
る
に
至
つ
て
は
、
彼
の
儒
作
国
の

人
を
欺
く
に
比
し

，
て
優
る
所
あ
う
と
い
は
ん
の
み
。
余
は
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行 螢 五 月 年 二 十 正 大

録
　
　
〇
庚
申
山
と
阿
世
潟
峠

困
難
な
る
地
国
の
出
版
を
敢
て
し
た
る
古
人
の
勢

を
多

と
す
る
も
、

一
般
に
其
国
の
内
容
は
出
版
の
年
月
と
件
は

ぎ
る
の
み
な
ら
ず
、
其
弊
殊
に
交
通
不
便
な
る
山
地
に
甚

し
き
を
以
て
、
古
国
を
引
用
す
る
に
際
し
て
は
、
充
分
信

頼
す
る
に
足
る
可
き
も
の
は
格
別
、
さ
な
く
ば
豫
め
英
心

構
あ
ら
ん
乙
と
を
勘
告
す
る
も
の
也
。

因
に
、
本
誌
第
十

一
年
第
三
琥
雑
録
欄
百
七
十
二
頁
に

於
て
、
武

田
氏

は
笈
沼
な
る
名
を
何
に
擦
る
や
不
明
な

り
と
言
は
れ
た
る
が
、
不
明
な
る
も
道
理
、
こ
れ
菅
の
行

書
又
は
草
書
を
笈
と
誤
讀
し
た
る
故
に
し
て
、
何
の
根
擦

あ
る
に
あ
ら
ぎ
る
こ
と
を
偶
然
獲
見
し
た
り
、
附
記
し
て

笑
覧
に
供
す
。
（木
暮
）

○
庚
申
山
と
阿
世
潟
峠

昨
年
の
日
記
を

一
寸
調
べ
て
見
た
ら
ば
、
庚
申
山
の
記

事
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
基
と
し
て
一
文
を
草
し
、
何
か
の

参
考
に
も
な
ら
う
か
と
敢
て

「
山
岳
」
に
寄
稿
す
る
こ
と

に
し
た
ｏ

本
年

（
大
正
九
年
）
は
丁
度
庚
申
に
相
営
し
た
篤
か
、

富
士
山
あ
た
り
は
例
年
に
比
し
て
登
山
者
が
多
か
つ
た
さ

う
で
あ
る
。
況
し
て
や
名
に
し
負
ス
庚
申
山
に
は
是
非
と

も
登
ら
ね
ば
な
ら
漁
も
の
と
勝
手
に
理
窟
″
つ
け
て
、
三

日
間
の
体
暇
を
得
た
の
を
幸
に
、
同
山
の
紅
葉
を
探
る
可

く
十
月
十
六
日
未
明
に
出
か
け
た
。
元
末
同
山
で
は
祀
務

所
で
泊
め
て
呉
れ
る
由
は
策
て
承
知
し
て
ゐ
た
が
、
萬

一

を
慮
つ
て
防
寒
具
と
僅
少
の
食
料
と
を
携
帯
し
た
。
上
野

を
午
前
五
時
五
分
に
獲
車
し
、
小
山
で
雨
毛
線
に
乗
換

へ
、

桐
生
で

一
時
間
程
待
つ
て
今
度
は
足
尾
線
に
移
り
、
午
後

十
二
時
二
十
分
頃
原
向
瞬
に
着

い
た
し
東
京
か
ら
足
尾
方

面

へ
行
く
に
は
、
東
武
線
に
よ
る
の
が
順
路
で
あ
る
こ
と

は
勿
論
で
あ
る
が
、
列
車
が
延
着
し
た
場
合
に
は
、
相
生

瞬
で
足
尾
線
と
の
接
績
が
頗
る
悪
い
上
に
、
延
着
の
事
賃

が
決
し
て
珍
ら
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
浅
草
澤
員
で
さ
ヘ

受
合
難
い
と
断
言
し
た
位
で
あ
る
。
他
日
獲
着
時
間
で
も

働
行
さ
れ
る
様
に
な
れ
ば
、
同
線
に
よ
つ
た
方
が
便
利
で

あ
る
の
は
言
ふ
迄
も
な
い
。

原
向
騨
か
ら
渡
良
瀬
川
を
渡
つ
て
、
十
五
六
軒
の
芽
屋

連
る
間
を
通
り
、
又

一
橋
を
渡
つ
た
、
之
は
庚
申
川
に
架

せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
川
に
滑
ふ
て
敷
町
遡
う
、
又

一

橋
を
波
る
と
花
柄
手
に
出
る
。
茶
店
に
立
寄
つ
て
耕
営
を

一
ル
六
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開
き
な
が
ら
、
庚
申
山
の
祗
務
所
の
こ
と
を
尋
ね
た
、
す

る
と
祗
務
所
は
各
期
で
も
宿
泊
に
差
支
な
く
、
殊
に
こ
の

雨
三
日
は
秋
期
祭
濃
中
で
、
附
近
の
男
女
が
多
く
登
山
し

た
か
ら
、
定
め
じ
就
務
所
は
賑
ふ
で
あ
ら
う
と
の
こ
と
で

あ
つ
た
。
煩
雑
の
都
を
逃
れ
出
た
甲
斐
も
な
く
、
御
祭
濃

と
は
少
な
か
ら
ず
有
難
く
な
い
が
、
豫
定
を
憂
更
す
可
く

も
な
く
其
儘
行
程
を
績
け
た
。

足
尾
よ
う
祗
務
所
迄
は
三
里
、
急
ぐ
必
要
も
な
い
か
ら

プ

ン
ザ

ウ

ゆ
る
ノ
ヽ
歩
む
。
文
象
、
小
瀧
、
銀
山
平
等
、
鍍
山
の
建

物
の
間
に
怪
し
げ
な
る
雑
貨
店
料
理
屋
、
飯
場

（此
邊
旅

合
な
し
）
な
ど
連
つ
て
、
何
と
な
く
氣
味
悪
る
い
け
れ
ど

も
、
左
右
の
危
峰

一
木

一
草
な
く
、
宛
然
唐
書
の
山
水
に

見
る
嫉
法
に
似
て
ゐ
る
。
本
山

へ
の
別
れ
道
の
橋
を
波
う

て
間
も
な
く
人
家
は
絶
え
る
。
乙
れ
か
ら
は
具
に
山
中
に

分
け
入
つ
た
威
じ
が
す
る
。
山
腹
を
穿
て
る

一
條
の
棧
道

を
進
め
ば
、
見
上
る
雨
岸
の
峯
轡
に
散
識
す
る
紅
葉
黄
葉

が
賞
に
見
事
で
あ
る
。
脚
下
に
庚
申
川
の
清
流
が
淀
み
て

淵
と
な
う
激
し
て
奔
滞
瀑
布
な
る
有
様
は
、
俗
悪
な
鍍
山

か
ら

一
足
飛
び
に
此
佳
境
に
入
る
の
で
、
地
獄
が
い
き
な

り
極
楽
浄
土
に
早
憂
う
し
た
や
う
で
あ
る
。
途
中
で
参
詣

の
男
女
が
三
々
五
々
打
つ
れ
て
下
山
し
て
来
る
の
に
逢
ス

た
。
軌
れ
も
極
つ
て
色
よ
き
紅
葉
を
束
に
し
て
か
つ
い
で

ゐ
る
に
は
果
れ
て
し
ま
つ
た
、
せ
め
て
帽
子
か
襟
に
さ
す

位
に
し
て
貰
び
た
い
も
の
だ
、「
見
て
の
み
や
人
に
語
ら
ん

櫻
花
手
こ
と
に
折
て
家
つ
と
に
せ
む
」
乙
の
歌
の
通
り
を

極
端
に
貧
行
さ
れ
て
は
堪
つ
た
も
の
で
は
な
い
。

山
の
姿
や
谷
川
の
流
に
見
と
れ
な
が
ら
行
く
と
、
一
の

華
表
に
着
い
た
、
庚
申
山
の
登
り
日
と
左
の
方
根
利
追
貝

へ
の
分
岐
駐
で
あ
る
。
傍
に
頂
上
曖
で
十
八
町
と
記
し
た

石
が
立
つ
て
ゐ
る
。
乙
れ
か
ら
陳
林
の
間
を
上
つ
て
行
く

の
で
，決
し
て
瞼
し
い
道
で
は
な
く
極
め
て
番
う
よ
い
。例

の
参
詣
人
も
屈
岩
の
邊
で
絶
え
て
か
ら
は
、

一
人
で
飽
哉

で
紅
葉
を
賞
美
す
る
こ
と
を
得
た
。
旧
章
旗
の
建
て
ヽ
あ

る
鳥
居
を
通
♭
抜
け
、
猿
田
彦
大
神
と
大
書
せ
る
職
や
ら

剣
や
ら
安
置
せ
る
石
段
と
登
る
と
離
務
所
に
達
す
る
。

童
子
の
汲
ん
で
木
た
湯
で
洗
足
し
て
座
に
着
く
と
、
各

服
の
上
に
久
振
で
脊
負
つ
た
リ
ユ
ッ
ク
サ
ッ
ク
が
乙
た
ヘ

て
、
汗
が
滲
み
出
し
て
シ
ヤ
ツ
が
冷
々
す
る
、
着
換
へ
や

う
と
す
る
と
風
呂
に
入
れ
と
い
ふ
、
遠
慮
な
し
に
飛
び
込

む
、
好
い
氣
持
だ
。
宿
屋
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
下
手
に
ま

十 第 岳 山ハ続 三 第 年
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録
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庚
申
山
と
阿
世
潟
峠

ご
つ
け
ば
露
に
霧
る
、
草
枕
を
覺
悟
の
山
中
で
、
こ
れ
だ

け
の
待
遇
を
得
れ
ば
決
し
て
文
句
は
な
い
筈
で
ぁ
る
。
悠

々
山
の
氣
を
味
ひ
な
が
ら
風
呂
を
出
る
と
、
恰
も
よ
し
夜

の
勤
行
が
は
じ
ま
っ
た
。
二
人
の
神
官

（
一
人
は
常
祗
の

紳
官
な
れ
ど
も
、
不
素
は
枠
夫
婦
に
留
守
さ
せ
、
自
分
夫

妻
は
里
に
住
み
て
、
祭
濃
の
時
は
登
山
し
、
夫
笏
は
紳
事

に
老
婆
は
嫁
と
共
に
基
所
係
を
引
受
る
も
の
ら
し
。
他
の

一
人
は
妙
見
堂
の
神
官
と
か
い
ふ
こ
と
で
あ
つ
た
。
）が
就

詞
を
上
げ
る
、
乙
の
二
人
は
兎
も
角
本
職
ら
し
く
見
え
た
、

唯
山
道
を
登
つ
て
家
る
時
は
い
た
儘
の
泥
ま
み
れ
の
自
足

袋
に
は
恐
縮
し
た
。
祭
膿
中
應
援
に
家
た
大
田
」
ン
ス
青

年
と
、
老
紳
官
の
枠
の
服
装
の
滑
稽
至
極
な
る
打
扮
は
、

蓋
し
珍
中
の
珍
な
る
も
の
で
、
梨
打
鳥
帽
子
を
う
し
ろ
前

に
冠
つ
た
と
い
ス

一
事
で
其
他
を
推
量
し
て
頂
き
た
い
。

尤
も
か
く
い
ふ
自
分
も
借
用
の
ど
て
ら
を
着
て
、
言
は
る

ゝ
儘
に
席
末
に
列
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
餘
り
人
の
事
は

云
へ
な
い
諄
で
あ
る
。

場
合
が
場
合
で
あ
る
か
ら
可
笑
し
さ
に
吹
出
す
こ
と
も

な
ら
ず
、
二
は
明
日
の
山
廻
う
に
神
罰
の
程
も
恐
ろ
し
け

れ
ば
、
い
と
謹
厳
に
葬
聴
し
、
紳
事
絡
う
て
お
婆
さ
ん
の

好
意
で
矩
撻
に
澤
山
の
人
を
入
れ
て
貰
ひ
、
ｎ
れ
た
シ
ャ

ツ
や
ズ
ボ
ン
を
乾
し
２
０
妙
見
堂
の
紳
官
は
ｂ
紳
酒
に
ほ

ろ
酔
の
工
機
嫌
で
、
人
々
の
上
Ｕ
る
を
辞
し
て
獨
♭
と
ぼ

ノ
ヽ
と
下
山
し
た
。
尤
も
Ь
婆
さ
ん
の
物
語
に
よ
る
と
、

平
素
も
好
ん
で
夜
中
獨
行
す
る
と
の
こ
と
で
ぁ
っ
た
。
ｂ

客
さ
ん
寒
か
ら
う
と
、
ふ
く
ノ
ヽ
し
た
蒲
国
二
枚
に
新
し

い
敷
布
、
柔
な
夜
着
二
枚
を
重
ね
、
枕
に
年
紙

一
枚
と
か

ぶ
せ
て
呉
れ
た
。
就
寝
し
た
の
は
午
後
八
時
頃
で
あ
る
。

今
暁
三
時
に
起
床
し
た
篤
、
曖
く
快
い
床
に
入
る
と
直
に

眠
る
乙
と
を
得
た
。
斯
る
山
上
で
長
押
付
の
家
な
ら
ば
、

金
殿
王
棲
と
稗
し
て
も
よ
い
で
あ
ら
う
。

十
七
日
。
暁
か
け
て
勤
行
の
大
鼓
の
音
に
夢
ヒ
破
ら
れ

る
。
一量
所
で
は
午
前
二
時
頃
か
ら
豆
腐
を
作
る
の
で
、
女

達
や
案
内
の
男
は
既
に
起
き
て
ゐ
た
。
自
分
も
六
時
に
起

床
し
て
風
呂
場
で
洗
面
を
済
し
、
直
に
飯
盆
で
飯
を
炊
い

た
。
す
る
と
お
婆
さ
ん
は

「
世
話
の
ね
え
お
客
さ
ん
だ
。

ｂ
山
に
縁
結
の
岩
が
あ
る
か
ら
、　
一
人
世
話
す
べ
え
と
思

つ
た
が
、
よ
し
に
す
べ
え
」
と
戯
談
を
い
ス
た
。

金
式
拾
餞
也
の
入
山
料
を
納
む
れ
ば
、

一
人
で
も
山
廻

う
の
案
内
し
て
呉
れ
る
諄
で
あ
る
が
、
十
時
頃
に
は
参
詣

一
カ
ハ

t1391)



人
が
登
て
木
る
か
ら
、
　
其
時
ま
で
待
つ
て
同
道
さ
れ
た

い
と
懇
願
さ
れ
、
暫
く
待
つ
て
ゐ
る
と
果
し
て
辮
営
を
斜

に
背
負
つ
た
人
々
が
到
着
し
た
。
疲
れ
た
も
の
は
此
祗
頭

で
満
足
し
て
下
山
す
る
け
れ
ど
も
、
山
廻
う
の
希
望
者
も

三
十
名
許
あ
つ
て
、倶
に
案
内
者
に
つ
い
て
登
つ
た
。
此
案

内
者
は
十
数
年
も
足
尾
銅
山
の
工
夫
を
し
て
居
た
が
、
近

年
や
め
て
案
内
者
に
な
つ
た
の
だ
と
い
ふ
、
其
説
明
振
多

が
面
白
い
∩「
此
岩
は
百
間
幕
と
云
ふ
さ
う
で
す
」
「
こ
れ
は

第

一
石
門
で
具
中
の
岩
が
蛙
岩
だ
さ
う
で
す
」
と
云
つ
た

調
子
だ
。
岩
に
は
随
分
乙
じ
つ
け
た
名
が
付
け
て
あ
る
Э

水
牛
石
、
女
騰
石
、
仙
人
岩
、
胎
内
、
梵
天
岩
、
富
士
見

岩
、
釣
大
果
、
天
狗
投
石
、
鬼
剃
髭
、
釜
石
、
鶴
亀
石
、

縁
結
岩
、
親
不
知
等
が
夫
で
あ
る
。
其
他
筒
少
く
な
い
が

大
方
忘
れ
て
し
ま
つ
た
。
中
に
は
大
飼
現
八
が
山
猫
を
退

治
し
た
と
い
ふ
場
所
も
あ
つ
た
。
奥
院
の
洞
窟
に
は
三
の

祠
が
あ
る
。
（
此
虎
に
庚
申
草
の
あ
る
こ
と
は
本
年
の
大
會

で
知
つ
た
。
）側
に
清
冷
な
金
剛
水
も
あ
る
。
さ
て
男
性
山

の
見
ゆ
る
所
を
経
て
、
熊
笹
ば
か
う
の
斜
面
を
下
り
、
十

二
時
就
務
所
に
蹄
着
し
た
。
此
日
は
生
惜
霧
雨
さ
へ
折
々

降
る
程
の
天
氣
で
、
周
回
の
山
は
殆
ど
見
え
ず
ゝ
唯
附
近

の
紅
葉
だ
け
は
賞
に
美
事
で
大
に
氣
に
入
つ
て
し
ま
つ

た
。
木
暮
君
か
ら
承
つ
た
皇
海
山
の
事
を
尋
ね
る
と
、
奥

院
は
大
嶽
山
と
て
此
庭
か
ら
三
里
な
れ
ど
も
、
今
は
道
な

し
と
の
こ
と
で
あ
つ
た
。

祗
務
所
で
作
つ
た
豆
腐
の
冷
奴
で
中
食
を
経
へ
、
此
虎

を
出
螢
し
た
の
が
午
後

一
時
牛
。
銀
山
手
手
前
の
橋
ま
で

往
路
を
戻
り
、
橋
を
渡
つ
て
直
に
左
に
折
れ
る
と
、
二
三

軒
の
雑
貨
店
や
飲
食
店
が
あ
る
。
暫
く
休
ん
で

一
寸
峠
の

や
う
な
庭
を
昇
降
す
る
、
右
に
は
備
前
楯
山
が
見
え
ｔ
前

面
に
は
舟
石
の
農
家
が
散
在
し
て
ゐ
る
。
其
間
を
通
つ
て

少
し
登
つ
た
所
で
道
は
浩
え
夫
せ
た
。
双
限
鏡
で
熟
説
す

る
と
通
の
下
に
立
派
な
道
が
本
山
の
建
物
に
接
績
し
て
ゐ

る
の
が
見
え
る
。
傍
の
小
屋
で
聞
く
と
、
本
山
へ
の
道
は

約

一
町
程
手
前
で
左
に
曲
る
の
で
あ
つ
た
。

道
は
下
う

一
方
で
、
間
も
な
く
飯
場
、
製
煉
所
な
ど
の

建
物
や
、
縦
横
に
敷
設
せ
る
軌
道
の
間
を
通
り
抜
け
、
赤

倉
川
を
渡
る
折
か
ら
又
村
雨
が
降
り
出
し
た
の
で
、
急
い

で
間
藤
の
栃
本
屋
に
投
宿
し
た
。
時
に
午
後
五
時
。

十
八
日
。
栃
本
屋
の
横
か
ら
年
月
山

へ
か
け
て
狸
窪
の

あ
た
り
へ
出
る
新
道
が
出
来
た
と
は
聞
い
た
が
、
剣
然
し

十 第 岳 山続 三 第 年

維
　
　
録
　
　
０
庚
申
山
と
阿
世
潟
峠

一
カ
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行 螢 月 五 年 二 十 年 大

維
　
　
録
　
　
〇
庚
申
＝
と
阿
世
潟
峠

二
〇
〇

な
い
の
で
、
阿
世
潟
峠
を
越
え
て
日
光
へ
出
る
こ
と
に
し

た
。
午
前
八
時
に
出
獲
す
る
。
赤
倉
川
に
滑
ふ
て
赤
倉
の

町
を
通
う
過
る
と
人
家
は
途
絶
え
る
。
相
憂
ら
ず
の
禿
山

ば
か
う
で

一
向
に
面
白
く
な
い
。
丸
木
橋
が
あ
つ
て

一
寸

景
色
の
よ
い
所
に
山
神
の
祠
と
共
傍

に

一
茶
店
と
が
あ

る
。
乙
れ
か
ら
は
稽
峠
路
ら
し
く
な
る
が
、
赤
土
で
歩
き

悪
い
。
清
水
し
た
ゝ
る
所
を
左
に
見
て
登
つ
て
行
く
と
直

ぐ
峠
の
頂
上

へ
出
た
り
間
藤
か
ら
二
里
、
中
宮
祠
へ
は

一

里
程
で
あ
ら
う
、
無
人
の
茶
屋
に
腰
を
下
し
て
眺
望
に
ふ

け
る
。
中
祀
寺
湖
を
前
に
し
て
魂
然
た
る
男
備
山
の
雄
姿

は
い
ふ
に
及
ば
ず
、
祗
山
の
務
た
寺
ケ
崎
の
細
長
い
年
島

と
に
鮎
綴
す
る
紅
黄
葉
の
美
し
さ
。
慾
に
は
上
野
島
が
せ

め
て
河
口
湖
の
耕
天
島
位
あ
つ
た
ら
ば
と
思
は
せ
る
。
阿

世
潟
峠
は
賞

に
其
頂
上
か
ら

乙
の
山
容
水
態
ケ
併
せ
見

る
壮
槻
が
あ
つ
て
始
め
て
債
値
が
あ
る
の
で
、
峠
其
物
は

何
等
の
面
白
味
も
な
い
、
試
に
之
を
附
近
の
細
尾
峠
や
金

精
峠
に
比
較
し
て
見
る
と
、
細
尾
峠
は
紅
葉
の
美
親
に
於

て
優
つ
て
ゐ
る
が
、
補
女
性
的
で
あ
り
、
二
眺
望
は
さ
の

み
勝
れ
て
は
ゐ
な
い
や
う
で
あ
る
。
金
精
峠
は
東
小
川
か

ら
頂
上
ま
で
、
深
林
を
穿
ち
湖
眸
を
辿
ク
、
如
何
に
ヽ
幽

迭
を
極
め
て
ゐ
る
。
生
惜
風
雨
の
日
に
通
つ
た
の
で
頂
上

の
遠
望
は
絶
無
で
あ
つ
た
が
、
無
論
よ
い
も
の
で
あ
ら
う

と
想
像
す
る
。
（彼
の
露
件
的
封
個
骸
の
記
文
其
儘
な
、
屋

根
も
用
圏
も
線
て
隈
笹
に
て
作
ら
れ
た
小
屋
や
、
其
邊
か

ら
見
た
大
尻
沼
の
景
色
は
今
に
忘
れ
ら
れ
な
い
。
）斯
う
考

へ
る
と
三
の
峠
の
中
で
は
金
精
峠
が

一
番
ょ
い
や
う
に
想

は
れ
る
。

阿
世
潟
峠
か
ら
立
木
観
音
ま
で
の
道
も
、。
砥
澤
邊
か
ら

先
は
公
園
で
も
歩
い
て
ゐ
る
や
う
だ
。
大
尻
橋
附
近
の
湖

時
に
は
、
数
十
名
の
朝
鮮
の
女
教
員
達
が
赤
衣
白
袴
の
姿

で
逍
通
し
て
ゐ
た
。
其
さ
ま
が
如
何
に
も
周
園
と
調
和
し

て
、
宛
然
二
十
五
菩
薩
が
天
降
つ
た
の
で
は
な
い
か
と
疑

は
れ
た
。
華
巌
瀑
は
何
時
見
て
ヽ
豪
壮
で
あ
る
ｔ
自
分
は

矢
張
上
か
ら
見
た
方
が
す
き
だ
。
大
手
か
ら
は
奮
道
を
馳

せ
下
り
、
清
瀧
で

一
体
し
て
、
花
石
町
で
は
蓮
華
石
の
説

明
を
聞
い
た
。昔
勝
道
上
人
が
中
祀
寺
に
至
る
道
す
が
ら
、

此
石
に
腰
を
掛
け
た
の
だ
さ
う
で
あ
る
。
か
く
し
て
日
光

瞬
に
着
い
て
間
も
な
く
午
後
三
時
何
分
か
の
汽
車
で
蹄
京

し
た
。（郷
郁
三
郎
）
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続 三 第 年 六 十 第 岳 山

維
　
　
錐
　
　
○
藤
原
よ
り
武
拿
山
へ
の
登
路

二
〇
　
一

4武
奪
山

○
藤
原
よ
り
武
寧
山
へ
の
登
路

五
萬
分

一
地
形
国

「
追
員
」
を
開
い
て
、
武
奪
山
の
登

路
を
物
色
し
た
人
は
、
花
険
の
登
戸
か
ら
前
武
奪

へ
の
駐

線
を
先
づ
螢
見
し
、
大
に
藤
原
の
青
木
澤
を
経
て
武
算
神

祗
に
達
す
る
小
征
の
記
琥
を
見
落
す
ま
い
。
し
か
し
地
国

上
に
明
記
は
し
て
な
く
て
も
、
川
場
か
ら
前
武
奪
を
経
て

頂
上
に
達
す
る
明
な
『登
路
』
の
あ
る
事
は
、
山
岳
第
十

一

‘
１
＝
ｌ

ヶ
ｌ

」
・
　

―
■
一

会

４

■

→

年
第
三
琥
に
掲
載
さ
れ
た
日
高
氏
の
記
文
を
見
れ
ば
よ
く

分
る
。
さ
れ
ば
武
奪
神
祗
で
小
径
の
記
琥
は
絶
え
て
も
、

そ
れ
か
ら
谷
浩
ひ
に
か
、
又
は
尾
根
通
り
の
路
が
あ
り
そ

う
と
は
、
陸
測
五
萬
に
熟
れ
た
人
は
推
測
し
な
い
で
も
な

か
ら
う
ｏ
加
之
前
記
日
高
氏
の
文
中

「
九
月
下
旬
久
米
民

之
助
氏
が
藤
原
か
ら
登
ら
れ
て
、
午
前
十
時
四
十
分
頃
頂

上
著
と
書
い
た
名
刺
が
置
い
て
あ
つ
た
」
（頁
八
）
と
あ
る

の
を
見
る
と
、
此
の
方
面
か
ら
の
登
山
者
あ
る
こ
と
や
、

打
上

r

山阜。ル獅

山掛幕

φ

←

颯
ド
・門

難
踊
輩

ダ

カ

川
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行 螢 月 五 年 二 十 正 大

雑
　
　
録
　
　
○
藤
原
よ
り
武
拿
山
へ
の
登
路

午
前
十
時
四
十
分
頃
到
着
と
い
ふ
紺
か
ら
打
算
し
て
出
獲

時
間
は
不
明
ぞ
は
ぁ
る
が
、
何
や
ら
存
外
短
時
間
に
登
り

得
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
さ
へ
考
へ
ら
れ
な

い
で
も
な

い
。
然
し
同
じ
日
高
君
の
記
文
中

「
藤
原
か
ら
の
登
路
を

一
寸
物
色
し
て
見
た
が
，
そ
れ
ら
し
い
も
の
を
見
営
ら
な

か
つ
た
、
然
し
乙
ゝ
か
ら
西
北
に
曳
く
尾
根
を
樽
ふ
も
の

で
あ
る
事
は
殆
ど
誤
り
あ
る
ま
い
、
何
れ
に
し
て
も
頂
上

に
達
す
る
最
も
近
い
路
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
」
（
頁
九
）

と
い
ス
の
を
讀
Ｕ
と
、
登
路
が
あ
ま
う
明
瞭
で
な
さ
そ
う

な
不
安
の
合
も
起
る
が
、
さ
ぅ
と
て
ひ
ど
い
困
難
と
も
考

へ
ら
れ
な
い
様
な
氣
が
す
る
。

私
は
昨
夏
藤
原

へ
行
た
蹄
途
、
武
算
山
を
鍮
え
て
蹄
ら

う
か
と
い
ふ
希
望
も
あ
つ
た
の
で
、
登
路
の
模
様
等
を
聞

質
し
た
庭
が
、
登
山
者
は
今
で
も
稀
に
は
あ
る
し
、
又
登

山
は
可
能
で
は
あ
る
が
、
武
奪
紳
祗
以
上
路
は
な
い
と
い

ふ
答
を
得
て
馴
か
驚
い
た
。
が
、
兎
も
角
も
と

一
日
武
箪

神
祗
や
裏
見
ノ
瀑
を
見
物
芳
々
、
武
算
川
を
少
し
許
う
湖

つ
て
見
た
の
で
、
但
人
か
ら
耳
に
し
た
事
柄
と
を
組
合
し

て
以
下
に
述
べ
て
見
や
う
か
と
思
メ、。

藤
原
の
何
れ
の
部
落
を
出
稜
黙
と
す
る
に
か
ゝ
は
ら
ず

一
旦
青
木
澤
に
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
此
の
部
落
に
は

以
前
武
奪
神
祗
の
紳
官
を
し
た
人
も
住
居
し
て
居
る
の
で

紳
符
等
を
乞
ひ
受
け
た
り
、
登
山
路
に
つ
い
て
質
す
乙
と

も
出
来
る
ぅ
青

木
澤
か
ら
幅
の
廣
い
阪

路
を
十
五
分
も

ホ
ウ
ダ
イ
ギ
　
サ

ン

上
る
と
、
賓
墓
樹
山
の
南
側
中
腹
の
草
野
に
出
る
。
ギ
バ

ウ
ン
等
を
主
と
し
た
草
原
に
シ
ラ
カ
ン
バ
が
所
々
に
立
つ

て
心
持
ち
の
よ
い
高
原
で
あ
る
。
此
の
原
に
相
生
と
言
つ

て
赤
松
と
山
櫻
と
立
並
ん
で
居
る
地
識
が
あ
っ
て
、
本
蔭

に
憩
ふ
に
工
合
が
よ
い
。
西
を
望
む
と
通
に
賓
川
の
笠
ケ

岳
や
、
谷
川
岳
、
茂
倉
岳
あ
た
り
が
、
高
距
の
少
い
に
も

似
ず
盛
夏
筒
ほ
銀
河
の
如
き
残
雪
を
懸
け
て
、
吾
々
の
心

を
牽
付
け
る
。
相
生
か
ら
門
兎
と
い
ふ
原
を
通
り
、
蛇
阪

と
い
ふ
小
阪
を
上
る
と
、
三
十
分
許
う
で
カ
ヤ
ノ
澤
を
渡

り
、
そ
ろ
ノ
ヽ
プ
ナ
や
ミ
ゾ
ナ
ラ
の
林
に
入
つ
て
、
更
に

十
分
も
行
く
と
武
算
神
祗
に
達
す
る
。
路
は
明
瞭
で
踏
迷

ふ
虞
も
な
い
。
陸
測
五
萬
の
地
固
に
は
カ
ヤ
ノ
澤
の
次
に

更
に
小
澤
が
あ
る
様
に
記
し
て
あ
る
が
、
此
の
第
二
の
澤

は
存
在
し
な
い
。
神
祀
は
相
営
の
立
派
さ
で
、
性
か
奮
七

月
の
十
五
日
か
が
祭
日
で
あ
つ
た
と
思
ふ
。
其
の
頃
に
は

参
詣
者
も
少
く
な
く
、
徹
脊
す
る
消
も
あ
る
と
か
、
そ
し

二
〇
二

(395)



て
裏
見
の
瀑
へ
の
路
も
よ
く
刈
排
は
れ
る
そ
う
で
あ
る
。

祀
の
前
を
通
つ
て
筒
武
奪
川
の
右
岸
ン
奥
深
く
行
く
友
焼

路
に
よ
ら
ず
し

て
急
に
木
立
の

中
を
武
奪
川

ヘ

下
る
路
を
行
く

と
、
二
三
十
問

で
細

い
流
れ
に

出
る
。
乙
れ
は

地
国
に
記
入
し

て
な

い
間
の
澤

と

い
ふ

も

の

で
、
瀑
の
直
下

へ
注
ヾ
も
の
で

あ
る
。
此
の
小

澤
の
中
を
少
許

下
つ
て
か
ら
、

滑
る
征
を
左
に
岩
壁
を
樽

へ
ば
瀑
の
背
後
を
通
つ
て
左
岸

の
奥
祗
と
か
に
達
す
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
私
は
行
つ
て

見
な
か
つ
た
。維

　
　
録
　
　
○
藤
原
よ
り
武
尊
山
へ
の
登
路

間
ノ
澤
に
滑
う
て
ど
乙
ま
で
も
下
ら
ず
に
、
乙
れ
に
出

會
つ
た
ら
直
に
封
岸
に
簸
の
中
を
上
る
小
征
と
辿
る
と
神

蔵
か
ら
彼
是
十
分

も
費
さ
ず
に
瀑
り

武

上
流

に
出

ら
れ

噂
る
。
簸
は
ひ
ど
い

裏

が
川
原

へ
出
れ
ば

見

も
う
占
め
た
も
の

群

だ
。
大
小
の
熔
岩

が
ご
ろ
ノ
ヽ
し
て

居
て
、
割
合
に
水

武

量
の
少
な
い
河
床

知

を
、
上

ヘ
ノ
ヽ
と

‐氏吉

偉
へ
ば
よ
い
ｏ
最

謝

初
左
か
ら
ネ
マ
ガ

ナ
メ

れ
込
む
の
は
滑
ラ
澤
で
、
其
の
人
に
は

ソ
ダ
ケ
の
間
を
く

ゞ
つ
て
本
流

へ
流

窟

ノ
澤
と
い
ス
小

澤
が
合
流
す
る
。
河
床
を
三
十
分
ヽ
上
る
と
、
夫
れ
が
急
に

狭
い
ノ
ヽ
ゴ
ー
デ
に
な
つ
て
し
ま
つ
て
、
奔
漏
や
深
淵
を

二
〇
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行 獲 月 五 年 二 十 正 大

維
　
　
録
　
　
○
上
州
の
古
国
と
山
名

面
白
く
形
作
う
乍
ら
、
漸
く
湖
行
を
不
可
能
に
し
て
し
ま

ふ
。
そ
れ
で
も
左
岸
、
右
岸
に
荒
磨
し
た
登
路
ら
し
い
も

の
を
兌
め
て
辿
つ
た
り
、
又
は
狭
流
を
跳
ウ
越
え
つ
ゝ
進

め
る
が
、
古
小
屋
の
直
手
前
で
右
岸
か
ら
細
流
が
岩
ヒ
偉

つ
て
流
れ
込
む
あ
た
う
か
ら
は
、
小
時
は
右
岸
の
ネ
マ
ガ

ソ
ダ
ケ
の
間
に
小
径
を
迪
つ
た
方
が
よ
い
。
私
は
環
雨
に

逢
つ
て
引
か
へ
し
た
か
ら
、
途
に
洞
回
の
澤
迄
達
し
な
か

っ
た
が
、
こ
れ
は
奥
深
く
覗
き
込
め
る
様
な
澤
で
あ
る
そ

う
な
。

登
山
す
る
に
は
、
洞
口
で
も
、
次
の
鵜
ノ
首
又
は
粉
振

で
も
、
任
意
の
澤
を
湖
つ
て
尾
根
に
上
り
つ
き
、
山
稜
を

頂
上
目
が
け
て
簸
く
ゞ
り
を
や
る
の
で
あ
る
が
、
雪
さ
ヘ

多
け
れ
ば
大
し
て
苦
は
な
い
と
い
ふ
。
場
合
に
よ
つ
て
は

，ホリ
ザ
ハ

氷
澤
を
湖
つ
て
も
よ
い
が
、
ク
ツ
カ
リ
左
へ
這
入
う
過
ぎ

る
と
岩
巣

へ
上
多
つ
い
て
進
退
谷
ま
る
こ
と
が
あ
る
そ
う

だ
ｃ
左
な
く
は
直
具
に
歩
ノ
窪
を
上
っ
て
、
村
界
の
尾
根

に
上
ら
つ
き
、
こ
ヽ
か
ら
山
脊
″
東
北
に
迪
つ
て
も
よ
い

と
い
ス
。
此
の
路
は
川
場
谷
を
右
に
下
敵
し
乍
ら
頂
上
に

向
ふ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
登
路
と
し
て
は
最
も
趣
味
あ
る

も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
青
木
澤
か
ら
村
界
の
尾
根
迄
、
三

時
間
と
見
た
ら
足
多
る
で
あ
ら
う
か
ｏ

私
は
久
米
氏
の
登
山
に
つ
い
て
、
其
の
常
時
随
疑
ん
た

人
夫
か
ら
大
艦
を
聞
く
こ
と
が
出
来
た
〕
同
氏
は
打
上
を

晴
い
内
に
出
獲
、
青
木
澤
を
未
明
に
通
過
し
、
性
か
粉
振

で
あ
つ
た
か
か
ら
登
り
、
八
合
目
邊
に
野
螢
し
、
笙
早
朝

乙
ゝ
を
立
つ
て
午
前
中
に
頂
上
に
到
達
さ
れ
た
と
や
ら
。

早
著
の
故
は
賓
に
此
庭
に
あ
つ
た
の
で
あ
る
。（武
田
）

○

上

州

の
古
日

と

山

名

古
国
に
は
立
派
に
記
載
さ
れ
て
ゐ
ろ
山
で
も
、
今
日
で

は
夫
が
ど
の
山
で
あ
る
か
、
殆
ど
見
営
の
つ
け
や
う
も
な

い
程
不
正
確
に
あ
ら
は
さ
に
て
ゐ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ

で
軍
に
古
国
と
今
の
国
と
を
比
較
し
た
だ
け
で
は
、
何
と

も
剣
断
に
苦
し
む
が
、
其
際
地
誌
の
類
た
と

へ
ば
風
土
記

と
か
近
く
は
郡
村
誌
と
い
ふ
や
う
な
も
の
ゝ
助
を
借
う
れ

ば
、
案
外
業
に
断
定
し
得
る
場
合
が
少
く
な
い
。
乙
の
文

は
古
固
を
見
て
も
古
記
録
の
類
を
渉
猟
す
る
暇
の
な
い
人

の
参
考
に
も
と
思
つ
て
、
古
国
に
頴
れ
て
ゐ
る
奥
上
州
夫

も
主
と
し
て
信
越
岩
野
の
國
境
山
脈
中
に
於
け
る
山
名
に

就
て
少
し
書
い
て
見
た
の
で
あ
る
。
従
つ
て
題
名
も

「
古

二
〇
四
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十 第 岳 山ハ琥 三 第 年

国
に
顧
れ
た
る
奥
上
州
の
山
名
に
就
て
」
と
で
も
改
め
た

方
が
通
切
な
の
で
あ
る
が
、
餘
う
長
く
な
る
の
で
故
意
に

短
く
し
た
課
で
あ
る
。

上
州
の
古
固
は
単
獨
に
出
版
さ
れ
た
も
の
は
多
く
は
な

い
や
う
で
あ
る
が
、
篤
本
な
ら
ば
決
し
て
少

な
く

は
な

い
。
其
他
閥
東
八
州
大
給
国
、
開
八
州
輿
地
国
、
開
八
州

路
程
国
な
ど
い
ふ
も
の
は
大
分
あ
る
ら
し
い
け
れ
ど
も
、

別
項

「
古
国
の
信
じ
得
可
き
程
度
」
な
る
文
中
に
も
中
し

た
通
り
、
是
等
は
軌
れ
も
正
保
固
を
基
と
し
た
も
の
で
あ

る
か
ら
、
大
同
小
異
で
あ
つ
て
、
其
中
の
一
に
就
け
ば
よ

い
。
妓
に
は
便
宜
上
自
分
ら
手
静
に
あ
る

「富
士
見
十
三

州
輿
地
全
国
」
を
引
用
す
る
こ
と
に
し
た
ｏ

先
づ
浅
間
山
附
近
か
ら
始
め
る
こ
と
に
す
る
。
浅
間
の

西
に
水
の
塔
と
い
ス
の
が
あ
る
。
信
府
統
記
に
は

「
水
の

と
う
み
つ
を
ね
嶺
、
雨
所
共
に
上
野
國
に
て
も
同
名
」
と

記
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
乙
れ
は
湯
ノ
手
の
西
に
在
る
二
千
四

百
五
米
突
の
隆
起
を
指
し
た
も
の
で
、
雨
者
の
Ｅ
別
は
剣

然
し
て
ゐ
な
い
や
う
で
あ
る
。
五
萬
の
地
国
に
は
之
を
浅

間
黒
斑
山
と
し
、
側
に
（
三
ツ
尾
根
山
）と
註
し
て
あ
る
。

或
は
水
ノ
塔
は
湯
ノ
手
の
北
方
に
在
る
二
千
三
百
十
九
米

難
　
　
録
　
　
０
上
洲

の
古
個
と
山
名

突
の
三
角
鮎
あ
る
隆
起
を
い
ふ
た
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ

漁
。
自
分
は
曾
て
乙
れ
に
就
て
土
地
の
人
に
尋
ね
て
見
た

が
よ
く
分
ら
な
か
つ
た
ｏ
横
笹
山
は
上
州
で
籠
ノ
塔
と
呼

ぶ
山
に
封
す
る
信
州
の
名
で
あ
る
か
ら
、
信
州
側
に
置
く

可
き
を
誤
つ
て
上
州
側
に
入
れ
た
の
で
あ
ら
５
ｏ
地
蔵
反

は
地
蔵
の
そ
う
と
讀
む
の
で
。
そ
う
は
鞍
部
を
指
し
て
い

ふ
言
葉
で
あ
る
が
、
同
時
に
峠
道
と
し
て
人
の
通
行
す
る

乙
と
を
條
件
と
し
て
ゐ
る
ら
し
い
ｏ
其
所
が
手
で
あ
れ
ば

野
反
な
ど
の
地
名
が
生
れ
る
。
附
近
に
在
る
大
ス
ヽ
キ
山

と
小
ス
ヽ
キ
山
は
，
千
九
百
十
五
米
突
の
三
角
尉
あ
る
棧

敷
山
と
千
九
百
八
十
米
突
の
小
在
池
山
に
営
つ
て
ゐ
る
、

そ
し
て
コ
サ
イ
ケ
山
と
あ
る
の
は
鍋
蓋
山
ら
し
く
思
は
れ

る
。
然
し
上
野
國
志
な
ど
に
接
る
と
五
萬
の
国
の
山
名
の

方
が
正
し
い
。

湯
丸
山
は
國
境
を
中
央
に
頂
を
接
し
て
上
州
側
に
も
信

州
側
に
も
描
い
て
あ
る
。
斯
様
な
描
き
方
を
し
て
あ
る
山

は
、
雨
國
に
跨
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
若
し
山
名
の
記

載
が
異
つ
て
ゐ
れ
ば
、
そ
れ
た
ヽ
異
っ
た
名
で
呼
ぶ
乙
と

を
あ
ら
は
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
四
阿
山
に
就
て
は
本
琥

に
鵜
殿
氏
の
詳
細
な
る
記
事
が
掲
げ
て
あ
る
か
ら
贅
言
ヒ

二
〇ヽ
二
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行 螢 月 五 年 二 十 二 大

雑
　
　
録
　
　
○
上
州
の
古
日
と
山
名

要
し
な
い
。
乳
山
は
上
州
信
州
共
に
同
名
な
る
が
如
く
記

載
し
て
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
国
の
誤
で
あ
つ
て
、上
州

で
は
乳
山
と
は
い
は
ず
浦
倉
山
と
呼
ん
で
ゐ
る
。
五
萬
の

土
鍋
山
や
御
飯
嶽
に
就
て
は
、
山
名
が
記
入
し
て
な
い
。

黒
湯
山
と
い
ス
名
は
信
州
の
構
呼
で
、
上
州
で
は
フ
ク
シ

ガ
岳
と

い
ふ
と
信
府
統
記
に
も
上
野
國
志
に
も
書
い
て
あ

な

　

メ

シ

る
。
乙
の
フ
ク
シ
ガ
岳
は
初
め
御
飯
嶽
の
間
違
で
は
な
い

か
と
思
つ
た
の
で
あ
る
が
、
信
州
に
て
黒
湯
山
と
呼
ぶ
由

が
断
つ
て
あ
る
の
で
、何
と
も
致
方
が
な
い
（
国
の
ク
フ
ク

ラ
山
と
あ
る
も
の
を
フ
ク
シ
ガ
岳
と
書
改
め
、
ク
ノ
ク
ラ

山
ほ
ク
ラ
ク
ラ
山
の
誤
で
あ
ム
う
か
ら
ゝ
上
州
側
に
乳
山

と
あ
る
も
の
を
制
つ
て
其
虜

へ
記
入
す
可
き
で
あ
る
。
満

山
は
信
州
の
稀
呼
で
、
上
州
の
高
座
山
に
外
な
ら
な
い
。

白
根
山
が
上
信
の
雨
國
に
跨
る
が
如
く
描
い
て
あ
る
の

は
、
誤
で
な
い
に
し
て
も
少
し
く
跨
張
に
大
し
た
嫌
が
あ

る
。
池
ノ
塔
と
あ
る
も
の
は
、
澁
峠
の
南
に
在
る
二
千
二

百
米
突
の
日
を
有
す
る
峯
で
、
信
州
で
も
同
名
で
ぁ
る
。

横
手
山
は
上
州
で
は
ミ
ツ
タ
ン
シ
山
の
名
が
あ
る
や
う
に

國
志
な
ど
に
も
出
て
ゐ
る
が
、
今
も
其
名
で
呼
ん
で
ゐ
る

や
否
や
を
知
ら
な
い
、
何
に
し
て
も
自
分
は
聞
い
た
こ
と

の
な
い
名
で
あ
る
ｏ

赤
石
山
は
信
府
統
記
に

「
上
野
に
て
は
赤
は
げ
山
と
稀

ふ
、
魚
野
川
此
山
の
後
よ
う
出
て
、
山
間
を
通
に
流
れ
、

北
に
て
志
久
見
川

へ
落
る
」
と
記
し
て
あ
る
。
信
府
統
記

は
享
保
九
年
の
序
の
あ
る
本
で
、
魚
野
川
が
赤
石
山
の
北

に
螢
源
す
る
こ
と
を
明
瞭
に
記
載
し
て
ゐ
る
に
拘
ら
ず
、

天
保
の
末
期
に
出
版
さ
れ
た
こ
の
富
士
見
十
三
州
国
に

は
、
魚
野
川
が
横
手
山
の
上
州
側
か
ら
螢
源
す
る
や
う
に

描
い
て
あ
る
。
安
永
三
年
の
序
あ
る
上
野
國
志
も

「
赤
禿

山
、
大
倉
山
の
西
南
に
あ
り
。
信
濃
界
な
り
、
此
山
の
内

に
沼
あ
り
沼
尻
と
云
、
其
水
と
大
倉
澤
と
黒
澤
と
合
し
て

信
州
へ
落
つ
。
黒
澤
は
赤
禿
と
三
ク
ン
シ
山

の
際

よ
う

出
」と
あ
る
の
で
、富
士
見
十
三
州
国
と
し
つ
く
う
合
つ
て

ゐ
る
。
信
府
統
記
は
松
本
藩
の
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
だ

け
に
、
個
人
の
作
よ
う
は
年
代
が
古
く
て
反
て
正
確
で
あ

る
。
又
此
国
に
は
岩
菅
山
が
記
入
し
て
な
い
。
野
反
池
を

沼
尻
と
い
ス
と
あ
る
の
も
少
し
憂
だ
、
普
通
は
沼
か
ら
水

の
流
れ
出
る
あ
た
り
を
沼
尻
と
い
ス
の
で
、
沼
其
物
を
沼

尻
と
稀
す
る
例
を
聞
か
な
い
。
正
保
国
に
は
ど
う
記
載
し

て
あ
つ
た
か
、生
僣
手
控
を
紛
失
し
て
し
ま
つ
た
の
で
、何

二
〇
六
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と
も
言
ふ
こ
と
を
得
な
い
。
或
は
沼
尻
は
ヌ
マ
ジ
ソ
で
な

く
ノ
ジ
リ
と
讀
む
の
で
、
ノ
ブ
リ
の
韓
訛
と
も
考
へ
て
見

た
が
、
少
し
附
含
に
近
い
や
う
で
あ
る
。
沼
か
ら
出
る
澤

即
ち
今
の
千
澤
の
東
に
は
岩
松
山
、
譲
鏡
山
な
ど
い
ふ
山

が
信
州
側
に
書
き
入
れ
て
あ
る
け
れ
ど
も
、
五
萬
の
国
の

ど
の
山
に
営
る
も
の
か
、
想
像
に
も
及
ば
な
い
ｏ
大
倉
山

は
二
千
五
十
四
米
突
の
大
倉
山
と
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と

は
疑
な
き
こ
と
で
あ
つ
て
、
入
山
村
の
住
民
は
此
附
近
唆

で
盛
に
山
稼
ぎ
に
入
み
込
み
、　
一
時
は
此
あ
た
う
か
ら
岩

菅
山
へ
か
け
て
上
信
二
州
の
國
界
を
劃
す
る
に
至
ら
し
め

た
こ
と
が
あ
る
ら
し
い
。
大
倉
山
か
ら
稽
包
山
に
至
る
間

の
山
は
、
一
も
山
名
が
記
載
し
て
な
い
。
の
み
な
ら
ず
上

信
越
三
國
の
愛
さ
へ
ど
の
山
を
起
鮎
と
し
て
わ
た
か
不
明

で
あ
つ
た
程
で
、
ど
の
方
面
か
ら
も
山
谷
の
深
奥
で
あ
る

こ
と
が
察
し
ら
れ
る
。

三
國
峠
は
正
保
固
と
同
じ
く
三
坂
峠
と
な
つ
て
ゐ
る
。

峠
の
頂
上
に
は
小
祠
が
あ
つ
て
、
赤
城
、
諏
訪
、
爾
彦
の

三
祗
が
勘
請
し
て
あ
る
。
乙
の
三
國
の
名
神
を
祀
つ
て
あ

る
所
か
ら
三
國
峠
の
名
を
得
た
も
の
で
あ
る
が
、
三
國
の

界
で
あ
る
篤
と
誤
多
信
じ
ら
れ
て
ゐ
た
や
う
で
あ
る
。
峠

維
　
　
録
　
　
○
上
州
の
古
固
と
山
名

の
北
に
あ
る
山
が
今
は
三
國
山
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
。
同
で

は
三
國
山
の
北
ヒ
峠
の
道
が
通
じ
て
ゐ
る
や
う
に
な
つ
て

ゐ
る
が
恐
ら
く
誤
記
し
た
の
で
あ
ら
う
ｏ

三
國
峠
の
東
に
は
ア
カ
ヤ
山
が
あ
り
、
其
東
に
富
士
山

が
あ
つ
て
、
直
に
小
烏
帽
子
嶽
に
連
つ
て
ゐ
る
。
ア
カ
ヤ

山
は
赤
谷
川
の
源
頭
に
饗
ゆ
る
山
に
漠
然
と
冠
し
た
名
で

あ
ら
う
が
、
五
萬
の
国
で
見
れ
ば
萬
太
郎
山
に
営
つ
て
ゐ

る
。
富
士
山
は
谷
川
富
士
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は

容
易
に
首
肯
さ
れ
る
。
小
鳥
帽
子
岳
か
ら
駒
ケ
岳
に
至
る

上
越
國
境
の
諸
山
に
就
て
は
、
本
琥

「
利
根
川
水
源
地
の

山
」
の
中
に
卑
見
を
述
べ
た
か
ら
鼓
に
は
略
す
る
。

次
に
は
尾
瀬
沼
で
あ
る
が
、
此
沼
の
記
事
は
本
誌
第
十

四
年
第

一
琥
の
雑
録
欄
に
武
田
氏
が
詳
し
く
書
か
れ
て
ゐ

る
ｃ
敢
て
蛇
足
を
添
へ
る
必
要
も
な
い
が
、

一
二
心
付
い

た
こ
と
を
い
ス
と
、
此
沼
は
正
保
国
に
は
「
さ
か
ひ
沼
」
と

な
つ
て
ゐ
て
、
尾
瀬
と
も
小
瀬
と
も
記
し
て
な
い
。
そ
れ

が
尾
瀬
又
は
小
瀬
と
な
つ
た
の
は
い
つ
頃
の
こ
と
で
あ
る

か
、
寛
文
六
年
に
編
纂
さ
れ
た
會
津
風
土
記
に
は
小
瀬
と

あ
う
、
上
野
國
志
に
は
尾
瀬
と
あ
る
。
そ
し
て
古
国
に
も

小
瀬
又
は
尾
瀬
と
訂
正
し
て
あ
る
所
か
ら
察
す
れ
ば
、
戸

二
〇
名
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行 残 月 五 年 二 十 二 大

維
　
　
録
　
　
○
上
州
の
古
団
と
山
名

倉
か
ら
檜
枝
岐
に
通
ず
る
道
路
は
、
正
保
国
に

一
里
塚
の

記
続
が
入
れ
て
あ
る
程
あ
つ
て
、「
各
よ
り
春
の
内
牛
馬
不

通
」
で
も
、
夏
秋
の
候
は
相
営
に
人
通
り
も
あ
り
、
割
合

に
よ
く
世
間
に
知
ら
れ
る
便
宜
が
あ
つ
た
篤
で
あ
ら
う
と

思
ふ
。
沼
の
東
か
ら
も
水
が
流
れ
出
す
も
の
と
し
て
描
か

れ
る
や
う
に
な
つ
た
の
は
、
正
保
国
に
大
江
澤
が
大
江
山

の
北
か
ら
獲
源
し
て
沼
に
流
入
し
て
わ
る
、
そ
れ
が
誤
つ

て
沼
か
ら
獲
源
す
る
や
う
に
描
か
れ
た
も
の
に
相
違
な

い
。
境
目
沼
と
あ
る
の
も

「
さ
か
ひ
沼
」
の
名
残
で
ぁ
ら

う
。大

江
山
は
上
野
國
志
に

「
沼
峠
の
東
に
在
う
、
奥
州
界

な
り
、
奥
州
に
て
赤
安
山
と
云
」
と
い
ひ
、
五
萬
の
国
の

千
九
百
七
十
五
米
突
の
峯
ら
し
い
け
れ
ど
も
、
大
江
澤
は

赤
安
山
か
ら
稜
源
し
て
小
瀬
沼
に
入
る
と
文
化
六
年
の
序

あ
る
新
編
含
津
風
土
記
に
書

い
て
あ
る
の
で
、
五
萬
の
日

の
大
江
山
は
動
か
緻
所
で
あ
ら
う
。
つ
ま
り
昔
の
國
境
は

今
と
違
つ
て
沼
の
中
央
か
ら

北
に
向
つ
て
大
江
澤
を
遡

り
、
大
江
山
か
ら
南
下
し
て
袴
腰
山
に
達
し
た
も
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
正
保
固
に
沼
に
向
つ
て
東
北
か
ら
流
入
し

て
ゐ
る
川
に

「
檜
枝
岐
境
澤
」
と
附
記
し
て
あ
る
の
は
、

其
事
賞
な
る
こ
と
を
證
し
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
赤
安
山

に
就
て
は
、
同
じ
く
新
編
會
津
風
土
記
に

「
二
峯
相
並
で

東
西
に
連
る
、上
野
國
に
て
は
東
の
峯
を
北
ま
た
山
と
云
。

西
の
峯
を
大
江
山
と
云

西
の
峯
は
戸
倉
村
と
頂
を
界
ひ
、

東
の
峯
は
川
俣
村
戸
倉
村
と
頂
を
界
ふ
」
と
説
明
し
て
あ

る
。
是
に
擦
る
と
、
赤
安
山
の
東
の
峯
は
上
州
の
北
ま
た

山
に
営
り
、
二
つ
下
野
に
跨
つ
て
ゐ
る
の
で
、
三
國
の
境

と
な
し
て
ゐ
る
こ
と
に
な
る
。
然
る
に
北
ま
た
と
い
ス
の

は
、
片
品
川
上
流
の
一
支
源
で
あ
つ
て
、
五
萬
の
国
で
い

へ
ば

「
中
岐
澤
」
と
記
さ
れ
て

ゐ
る
岐
の
字
と

澤
の
字

と
の
間
へ
北
か
ら
合
流
す
る
流
が
夫
で
あ
る
か
ら
、
北
唆

た
山
と
い
ふ
の
は
千
九
百
七
十
五
米
突
の
峯
か
、
さ
も
な

け
れ
ば
袴
腰
山
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
緻
。
そ
こ
で
赤
安
山

の
範
園
を
五
高
の
国
の
赤
安
山
か
ら
大
江
山
に
至
る
間
の

山
稜
と
線
稀
し
た
も
の
と
し
、
西
の
峯
を
大
江
山
か
ら
千

九
百
七
十
五
米
突
の
峯
ま
で
、
東
の
峯
を
袴
腰
山
か
ら
赤

安
山
ま
で
を
包
含
す
る
も
の
と
廣
い
意
味
に
解
す
れ
ば
、

風
土
記
の
文
と
不
都
合
を
生
ず
る
程
低
鯛
せ
ず
に
済
む
。

け
れ
ど
も
賞
際
に
於
て
は
、
五
萬
の
地
形
国
に
示
さ
れ
た

や
う
に
、
大
江
山
と
赤
安
山
と
の
間
の
山
稜
に
は
、
精
や

二
〇
〈
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琥 三 第 年 六 十 第 岳 山

頴
著
な
峯
が
四
あ
る
か
ら
、
風
土
記
の
赤
安
山
を
新
に
限

定
し
て
、
二
千
五
十
米
突
の
山
を
三
國
の
境
と
想
像
さ
れ

た
赤
安
山
と
し
、
其
西
に
在
る
二
千
六
十
三
米
突
の
山
に

何
庭
か
で
袴
腰
と
呼
ぶ
な
ら
ば
其
名
を
典

へ
、
大
江
山
は

ど
う
し
て
も
動
か
ｎ
所
で
あ
る
か
ら
、
千
九
百
七
十
五
米

突
の
峯
を
北
ま
た
山
と
命
名
し
た
な
ら
ば
、
最
も
好
都
合

で
あ
ら
う
と
思
ス
。
自
分
は
大
騰
に
於
て
五
高
の
国
の
山

名
は
正
鵠
を
得
て
わ
る
と
認
め
る
も
の
で
あ
る
。

新
編
會
津
風
土
記
の
赤
安
山
の
條
に
は
、
更
に

「
此
山

の
東
の
方
に
黒
岩
馬
坂
と
い
ふ
山
あ
多
、
共
に
川
俣
村
と

峯
を
界
ふ
」。
又
「
檜
枝
岐
川
。
源
二
。
一
は
黒
岩
山
よ
り
出

て
、
三
川
澤
と
云
」
と
あ
る
の
で
、
黒
岩
山
が
下
野
界
に

あ
り
、
二
三
川

（賞
川
）
の
水
源
で
あ
る
こ
と
が
分
明
で

あ
る
か
ら
、
黒
岩
の
名
を
得
る
に
至
つ
た
源
因
で
あ
る
ら

し
い
黒
い
岩
の
露
出
し
て
ゐ
る
賓
際

（
本
琥
沼
井
氏
の
記

文
参
照
）
と
考
へ
合
せ
て
、
五
萬
の
異
岩
山
の
位
置
は
古

記
録
の
上
か
ら
見
て
も
誤
つ
て
ゐ
な
い
。ヽ
上
野
國
志
の
中

ま
た
山
の
記
事
を
見
る
と
、「
北
叉
山
の
南
に
あ
う
、
北
叉

中
叉
の
間
奥
州
下
野
の
界
な
多
。
此
中
瑣
た
山
下
野
に
て

赤
安
山
と
云
、
日
光
山
中
な
り
」
と
あ
つ
て
、
黒
岩
山
の

雑
　
　
録
　
　
○
上
州
の
古
日
と
山
名

名
は
見
え
な
い
。
と
は
い
へ
三
図
の
界
に
赤
安
山
が
あ
る

に
拘
ら
ず
、
其
南
に
接
し
て
野
州
上
州
の
境
に
も
又
赤
安

山
が
あ
る
と
い
ス
の
も
ヽ
か
し
な
話
だ
。
下
野
國
志
な
ど

を
参
考
し
た
な
ら
ば
、
或
は
何
か
材
料
が
得
ら
れ
る
か
も

知
れ
緻
。
所
詮
中
ま
た
山
は
中
ま
た
川
の
水
源
で
あ
る
篤

の
名
で
あ
つ
て
見
れ
ば
、
賞
際
は
黒
岩
山
に
外
な
ら
ぬ
の

で
あ
る
。
上
掲
の
記
事
か
ら
推
す
と
、
昔
は
奥
州
の
方
で

は
、
上
州
と
野
州
と
の
境
は
、
赤
安
山
即
ち
北
叉
山
か
ら

鬼
怒
沼
山
あ
た
リ
ヘ
連
つ
て
ゐ
て
、
黒
岩
山
（
中
ま
た
山
）

は
奥
州
野
州
の
境
の
み
に
あ
る
も
の
と
思
ひ
、
上
州
の
方

で
は
、
奥
州
と
野
州
と
の
境
は
、
北
叉

（赤
安
山
）
中
叉

（
黒
岩
山
）
二
山
の
間
か
ら
孫
兵
衛
山
あ
た
リ
ヘ
連
つ
て
ゐ

て
、
中
叉
山

（黒
岩
山
）
は
野
州
と
上
州
と
り
境
の
み
に

あ
る
も
の
と
思
っ
て
ゐ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
正
保
固

に
は
中
ま
た
山
の
名
は
載
つ
て
ゐ
な
い
。
東
ま
た
山
は
上

野
國
志
に
、「
中
又
山
の
南
下
野
界
に
あ
り
、
下
野
に
て
衣

が
沼
山
と
云
」
と
あ
る
の
で
、
五
萬
の
国
の
鬼
怒
沼
山
に

一
致
し
て
ゐ
る
乙
と
が
知
れ
る
。
即
ち
片
品
川
の
東
岐
の

水
源
で
あ
る
。
国
に
は
北
萬
田
山
、
中
具
田
山
、
東
間
田

山
と
小
む
づ
か
し
く
書
い
て
あ
る
。
筒

ほ
本
誌
第
十
四

二
〇
カ
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行 獲 月 五 年 二 十 正 大

維
　
　
録
　
　
○
玉
　
原
　
越

年
第

一
琥
雑
録
欄
所
載
の
武
田
氏
の

「
萬
田
山
卑
考
」
を

参
照
さ
れ
ん
乙
と
を
希
望
す
る
。

萱
子
山
は
カ
ヤ
コ
と
讀
む
の
で
、
上
野
國
志
に
は
か
や

乙
や
山
と
な
つ
て
ゐ
る
。「
東
又
山
の
南
下
野
界
に
あ
り
、

下
野
に
て
外
昆
沙
門
山
と
云
」
と
あ
る
か
ら
、
乙
れ
も
五

萬
の
国
の
昆
沙
門
山
に
営
つ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
ｏ
正
保
固

に
は
、
か
や
乙
や
の
南
に

「
ゆ
せ
ん
た
け
」
が
描
い
て
あ

る
。
富
士
見
十
三
州
日
に
は
、
ゆ
せ
ん
た
け
は
な
く
バ
湯

前
嶽
と

ビ
ス
の
が
男
性
山
の
後
で

北
微
西
に
掲
げ
て
あ

る
。
）其
位
置
で
上
州
の
地
内
に
座
祀
山
が
あ
る

．‐
上
野
國

志
に
も
ゆ
せ
ん
の
記
事
は
な
い
が
、
ざ
ぜ
ん
山
と
し
て
、

「
か
や
乙
や
山
の
南
下
野
界
に
あ
り
、下
野
に
て
栗
山
澤
と

云
、
日
光
領
栗
山
村
の
奥
な
り
」
と
あ
る
記
文
に
徴
す
る

と
、
燕
真
山
に
営
つ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
五
萬
の
国
で

は
白
根
山
の
西
北
の
瘤
に
座
祀
山
の
名
が
典
へ
て
あ
る

が
、
今
は
材
料
に
乏
し
い
の
で
他
日
の
研
究
に
待
つ
乙
と

と
す
る
。
白
根
山
に
開
し
て
は
言
ス
を
要
し
な
い
。
ナ
コ

フ
山
と
あ
る
の
は
、
ナ
フ
コ
山
の
誤
多
で
あ
つ
て
、
上
野

國
志
に
は

「
な
て
乙
や
」
と
や
の
字
が
入
れ
て
ぁ
る
。
此

山
は
正
保
国
に
接
る
と
五
萬
の
国
の
錫
ケ
嶽
に
相
営
し
て

ゐ
る
こ
と
を
推
定
す
可
き
理
由
が
あ
る
。
不
川
村
で
は
之

を
鍋
割
山
と
構
し
て
ゐ
る
が
、
東
小
川
村
で
は
鈴
残
知
と

い
ふ
て
わ
る
∪
錫
ケ
嶽
は
鈴
磯
知
か
ら
家
た
も
の
で
あ
ら

う
。
サ
ク
山
の
こ
と
は
「
皇
海
山
紀
行
」中
に
詳
し
く
述
べ

て
あ
る
。

以
上
は
富
士
見
十
三
州
輿
地
全
国
に
見
ら
れ
る
上
州
の

國
境
山
脈
の
諸
山
で
あ
る
が
、
精
細
に
研
究
し
て
ゐ
る
暇

も
な
い
の
で
不
完
全
と
知
り
つ
ゝ
、
前
に
も
申
し
た
通
り

古
固
を
初
め
て
見
る
と
い
ふ
や
う
な
人
の
参
考
に
も
と
思

つ
て
書
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
誤
謬
も
獨
断
も
少
く
な
い

と
信
ず
る
。
識
者
の
補
正
を
得
れ
ば
幸
で
あ
る
ｃ
（
木
暮
）

○
玉
　

原
　
越

雪
が
深
く
積
れ
ば
嚢
の
底
の
様
に
な
る
栃
本
も
、
不
常

は
雁
坂
や
十
文
字
峠
と
い
ふ
立
派
な
往
遠
が
あ
る
が
、
山

乙
そ
そ
れ
程
迫
つ
て
居
な
い
藤
原
は
、
利
根
川
に
沿
つ
て

タ

マ
ハ
ラ

コ
エ

の
道
を
除
い
て
は
、
只
玉
原
越
と
い
ふ
山
道
に
よ
つ
て
隣

村
に
通
ず
る
の
外
は
な
い
。

此
の
越
路
は
橋
詰
か
ら
途
を
南
に
取
つ
て
山
坂
を
登
る

こ
と
十
五
分
許
う
で
、
右
に
折
れ
て
長
澤
と
い
ふ
小
澤
を

一一　
一
〇
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渡
う
、
そ
の
左
岸
に
浩
う
て
深
い
林
の
中
を
、
葡
萄
坂
と

い
ス
坂
路
を
上
る
の
で
あ
る
。
林
は
主
に
ブ
ナ
の
密
林
で

そ
の
蔭
に
は
ノ
キ
や
其
の
外
種
々
の
陰
草
が
茂
ク
、
補
か

ら
は
シ
ラ
ク
チ
ゾ
／
の
大
い
蔓
が
幾
條
と
な
く
垂
れ
て
居

る
。
人
通
り
が
少
い
と
見
え
て
、
馬
を
牽
け
る
程
の
道
も

所
々
丈
を
没
す
る
位
に
草
が
深
く
、
橋
も
牛
ば
朽
ち
て
夜

で
は
困
難
な
通
路
で
あ
る
、
北
面
の
眺
望
は
限
ら
れ
て
は

居
る
が
、
残
雪
に
輝
く
奥
利
根
の
山
も
見
え
る
。

峠
の
頂
に
近
づ
く
と
、
傾
斜
も
幾
分
緩
漫
と
な
つ
て
、

ネ
マ
ガ
リ
ダ
ケ
が
可
う
に
よ
く
切
多
排
は
れ
た
、
三
尺
巾

の
歩
き
よ
い
道
に
な
る
。
そ
し
て
南
へ
下
り
か
け
る
あ
た

り
は
ノ
ン
ピ
リ
し
た
氣
持
の
よ
い
所
で
あ
る
。
此
虎
ま
で

打
上
か
ら

一
時
間
年
程
の
路
程
で
あ
る
。

緩
傾
斜
の
木
立
を
南
に
五
分
許
う
も
下
る
と
、
玉
原
越

の
薔
道
は
左
斜
に
新
道
と
分
れ
て
，
丈
高
い
ネ
マ
ガ
リ
ダ

ケ
の
間
を
十
五
分
程
進
む
と
、
地
国
に
水
の
記
入
し
て
あ

る
流
れ
を
、
怪
し
氣
な
丸
木
橋
で
渡
多
、　
一
の
原
に
踏
み

込
む
乙
と
に
な
る
。
傾
斜
の
緩
い
山
腹
の
原
で
、

一
面
に

ス
ス
キ
の
生
じ
た
、
そ
し
て
何
か
し
ら
若
木
を
植
林
し
て

あ
る
不
地
で
，
や
が
て

一
寸
急
に
下
る
あ
た
う
か
ら
、
植

林
の
間
を
具
直
に
行
か
な
い
で
、
思
ひ
切
つ
て
左
に
途
を

と
っ
て
進
む
と
、
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
等
で
縁
取
ら
れ
た
第
二

の
流
れ
を
渡
つ
て
、
二
の
原
に
入
る
の
で
あ
る
。

間
も
な
く
山
の
神
の
小
石
祠
を
過
ぎ
て
か
ら
、　
一
寸
急

に
下
る
と
も
第
三
の
小
流
を
横
切
つ
て
、
三
の
原
に
か
ゝ

る
の
で
あ
る
。
を
し
て
そ
の
南
端
に
出
る
と
、
切
う
排
は

ホ
ツ
チ
カ

ハ

れ
た
急
な
山
腹
を
十
五
分
許
う
駈
け
下
つ
て
、
螢
知
川
の

左
岸
に
降
つ
て
、
新
道
と
合
す
る
こ
と
に
な
る
。

玉
原
は
此
の
邊
の
密
林
で
蔽
は
れ
た
山
腹
の
中
に
、
ス

ゝ
キ
の
生
じ
た
平
坦
な
原
で
あ
る
か
ら
、

一
寸
目
先
が
憂

つ
て
居
る
と
い
ふ
丈
で
、
取
り
立
て
ヽ
暴
げ
る
程
の
興
味

は
な
い
。
そ
れ
に
植
琳
し
γ
稚
菊
疹
延
び
で
も
す
れ
ば
、

唯

一
の
眺
め
で
あ
る
天
ケ
禿
や
迦
葉
山
も
見
え
な
く
な
つ

て
、
存
外
つ
ま
ら
な
い
所
と
化
す
る
か
も
知
れ
な
い
。

前
記
の
新
道
と
い
ス
の
は
、　
一
度
三
の
原
の
澤
の
落
合

ス
附
近
で
川
を
渡
っ
て
叉
渡
う
か
へ
す
外
、
ど
乙
ま
で
も

螢
知
川
源
流
の
右
岸
を
通
う
、
迦
葉
山
の
北
麓
で
そ
の
左

岸
に
移
つ
て
絡
に
東
門
を
経
て
上
稜
知
に
達
す
る
の
で
あ

る
。
そ
の
途
中
三
の
原
の
澤
の
封
岸
あ
た
う
か
ら
西
に
切

れ
て
、
天
ケ
禿
と
迦
葉
山
を
縫
ぐ
山
脈
を
越
え
る
と
、
四
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雑
　
　
録
　
　
Ｏ
玉
　
原
　
越

カ
マカ
ハ　
　
　
　
　
　
　
ア
マヌ
マ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

釜
川
の
上
流
の
天
沼
に
下
る
こ
と
が
出
来
る
。
此
の
越
路

の
東
面
は
傾
斜
が
緩
で
、
ブ
ナ
、
ミ
ゾ
ナ
ラ
、
ア
ス
ナ
ロ

等
の
大
木
が
茂
う
、
深
山
的
の
趣
が
あ
つ
て
、
美
し
い
森

林
で
あ
る
。
但
稗
之
を
秋
山
の
手
と
呼
Ｕ
で
あ
る
。

秋
山
の
手
か
ら
西
に
山
脊
に
出
で
、
乙
ゝ
か
ら
尾
根
通

し
迦
葉
山
に
達
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
な
い
が
、
簸
が

一

寸
深
い
か
ら
、雪
の
積
つ
た
頃
で
な
い
と
厄
介
で
あ
ら
う
。

新
道
は
玉
原
の
方
を
木
の
間
隠
れ
に
望
む
外
眺
望
は
な

い
が
、
森
林
は
深
く
て
美
し
く
、
時
折
螢
知
川
上
流
の
水

が
岩
に
激
す
る
の
も
見
ら
れ
、
又
道
路
の
修
理
も
よ
く
行

き
層
い
て
居
る
。

玉
原
越
を
通
る
と
、
何
れ
の
道
に
よ
る
に
し
ろ
、
迦
葉

山
の
登
山
日
の
東
門
に
到
る
迄
人
家
は
な
く
、
そ
乙
ま
で

行
か
な
け
れ
ば
飲
食
物
は
得
ら
れ
な
い
。
東
門
は
多
数
の

参
詣
客
が
通
過
す
る
開
門
で
、
此
の
邊
ま
で
出
る
と
、
上

州
通
有
の
人
気
の
悪
い
庭
を
ま
ざ
ノ
ヽ
と
見
せ
つ
け
ら
れ

て
、
藤
原
の
様
な
淳
朴
な
土
地
に
四
五
日
で
も
馴
れ
て
、

心
地
よ
い
日
と
毬
つ
た
後
と
し
て
は
、
其
の
封
照
が
餘
多

に
激
し
い
の
で
、す
つ
か
り
氣
分
を
わ
る
く
し
て
し
ま
う
。

奥
上
州
は
何
庭
も
大
抵
質
朴
な
土
民
の
御
蔭
で
、
山
の
険

二
二

阻
も
苦
に
な
ら
な
い
程
楡
快
な
族
が
出
来
る
が
、
蹄
途
は

必
ず
人
気
の
悪
い
平
原
や
街
道
筋
を
通
過
す
る
の
で
、
今

迄
の
楡
快
な
心
持
を
全
然
打
清
さ
れ
て
蹄
京
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
に
、
い
つ
ヽ
少
な
か
ら
緻
遺
憾
を
威
ず
る
の

は
、
菅
に
私
の
み
で
は
あ
る
ま
い
。
（武
田
久
吉
）
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○
浅
間
山
爆
稜

昨
年
以
来
沈
獣
し
て
ゐ
た
漢
間
山
は
十
四
日

午
後
零
時
十
分
大
鳴
動
と
共

に
爆
職
し
、黒
煙
天
に
沖
し
て
物
凄
く
敷
同
連
績
し
て
鳴
動
三
分
間
に
互
り
、

前
橋
地
方
は
近
年
に
な
き
大
音
響
で
戸
障
子
を
震
撼
せ
じ
め
た
。

爆
発
し
た

黒
煙
は
沖
天
に
直
上
し
て
北
東
に
流
れ
、
零
時
十
五
分
前
橋
の
上
空
に
至
り
、

三
十
四
分
か
ら
前
結
市
を
中
心
に
群
馬
、
勢
多
、
佐
波
、吾
妻
方
面
に
近
木
に

見
ぬ
大
粒
の
焼
砂
は
小
粒
の
友
と
共
に
降
雹
の
如
き
音
を
立
て
降
り
頻
り
、

零
時
四
十
五
分
に
至
つ
て
歌
だ
が
山
麓
方
面
は
破
害
あ
る
見
込
で
あ
る
。

長

野
原
警
察
分
署
で
は
鳴
動
と
共
に
近
本
に
な
き
震
動
と
山
麓
方
面
の
焼
石
の

降
る
状
況
を
見
て
巡
査
数
名
を
踏
査
の
た
め
出
張
せ
し
め
た
。

叉
幕
野
原
方

面
に
は
小
石
大
の
焼
砂
が
降
つ
て
一
時
交
通
す
る
能
は
ぬ
状
に
陥
り
、
前
橋

方
面
で
も
笠
を
被
ら
ね
ば
歩
行
出
来
ぬ
状
況
で
あ
つ
た
。
（前
橋
電
話
）
（
大
正

十

一
年

一
月
十
五
日
東
京
朝
日
新
聞
）

小
諸
町
家
屋
動
揺
　
十
四
日
午
後
零
時
十
分
頃
洩
間
山
は
近
年
珍
し
き
大

音
響
と
同
時
に
一
大
爆
職
あ
り
、
小
諸
全
町
の
家
屋
は
一頭
倒
せ
ん
許
り
に
動

格
し
た
。

爆
委
刹
那
の
光
景
は
折
悪
く
曇
天
の
篤
見
る
こ
と
能
は
ざ
り
し
も

雲
な
か
り
し
せ
ば
頗
る
壮
根
凄
絶
で
あ
つ
た
と
思
ふ
。
今
朝
木
千
曲
川
を
隔

て
た
川
邊
村
の
山
々
は
ド
ウ
ド
ウ
と
鳴
り
渡
り
小
諸
町
の
商
業
學
校
佐
久
蜜

絲
含
祗
等
の
ガ
ラ
ス
窓
は
此
爆
音
の
篤
め
に
十
数
教
破
理
し
た
。
十
二
時
牛

軽
井
澤
方
面
に
は
何
等
破
害
な
し
と
の
通
報
が
あ
つ
た
。

詳
細
は
後
報
に
譲

る
パ
小
諸
電
話
）

御
代
田
附
近
破
害
　
十
四
日
午
後
零
時
七
分
浅
問
山
は

一
大
音
響
を
稜
し

て
大
爆
癸
を
な
し
た
り
、
山石
村
田
附
近
に
響
き
じ
音
響
は
未
だ
曾
て
無
き
大

音
響
に
し
て
恰
も
耳
元
に
於
て
大
砲
の
音
ヒ
聞
く
が
如
く
凄

愴

を
極

め
た

り
。
浦
子
戸
を
打
ち
鳴
ら
し
町
民
は
何
れ
も
屋
外
に
飛
び
出
し
た
る
が
、
営

日
の
浅
間
山
は
一
面
雲
に
掩
は
れ
て
望
む
を
得
ず
、　
御
代
田
停
車
場
附
近
に

於
て
は
戸
障
子
の
外
れ
た
る
も
の
二
十
三
戸
稽
子
戸

を
理
し
た
る
も
の
十
二

月
あ
り
て
斯
る
破
害
は
近
年
稀
の
事
な
り
。

山
に
近
き
追
分
附
近
の
設
害
は

随
つ
て
多
か
ら
ん
。（岩
村
田
電
話
）
（
大
二
十
一
年

一
月
十
五
日
信
濃
毎
日

新
聞
）

爆
獲
前
の
地
震

去
る
九
日
午
前
八
時
四
十
七
分
頃
湊
間
山
麓
に
精
強
き
地
震
あ
り
、　
績
い

て
同
日
中
に
数
回
有
感
地
震
あ
り
漢
間
山
に
関
係
あ
る
事
を
既
報
せ
る
が
、

十
四
日
午
後
零
時
十

一
分
に
至
り
遂
に
漢
間
山
の
爆
癸
を
見
る
に
至
れ
り
０

爆
登
は
長
野
測
候
所
に
於
て
も
聞
く
こ
と
を
得
た
る
が
折
柄
雲
深
く
し
て
噴

煙
を
見
る
を
得
ぎ
る
が
地
震
計
に
現
は
れ
た
る
慮
に
よ
れ
ば
、　
爆
褒
の
勢
力

は
可
な
り
強
く
最
大
地
動
は
〇
、〇
四
二
ミ
リ
に
し
て
昨
年
六
月
二
十

一
日

午
後
五
時
四
十
三
分
の
爆
塾
一時
の
最
大
地
動
〇
、
〇
六
六
ミ
リ
の
約

三
分
の

二
に
及
べ
り
ｃ

猶
噴
火
状
況
調
査
を
遂
げ
ん
篤
め
附
近
村
落
及
び
特
志
者
の

報
告
多
数
を
得
た
し
と
長
野
測
候
所
長
は
語
れ
り
。
（
大
二
十
一
年

一
月
十
五

日
信
漠
毎
日
新
聞
）

雑

　

報
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雑
　
　
報
　
　
０
演
間
山
爆
褒

一一
一
四

十
四
日
浅
間
爆
稜
の
観
測

（昨
年
六
月
と
比
較
）

大
　
　
森
　
　
房
　
　
吉

大
學
構
内
の
倍
卒
百
二
十
倍
及
び
三
百
倍
な
る
敷
種
微
動
計
の
記
象
を
験

す
る
に
、　
東
京
の
獲
震
呼
は
午
後
○
時
九
分
十
二
秒
な
る
が
此
れ
即
ち
爆
稜

の
地
響
き
が
微
震
と
な
り
で
鱚
播
し
木
れ
る
も

の
に
し
て
、
最
大
動
は
東
西

方
向
に
Ｏ
、〇

一
六
七
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
方
向
に
〇
、〇

一
人
三
ミ
リ
メ

ー
ト
ル
を
示
し
、
絶
維
疲
時
間
は
約

一
分
四
十
秒
な
り
き
Ｏ

夫
ぎ
て
初
癸
よ
り
五
分
四
十
秒
を
紅
て
零
時
十
五
分
十
一
秒
に
至
り
性
質
急

激
な
る
小
震
動
を
霊
せ
る
は
、
即
ち
空
氣
波
が
爆
音

を
解
へ
来
た
れ
る
篤
め

更
に
地
盤
に
幾
分
の
動
接
を
興
ヽ
た
る
結
果
に
し
て
、
最
大
動
は
東
西
方
向

に
〇
、〇
〇
七
九
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
示
し
、　
絶
護
績
障
間
は
約
百
十
秒
な
り

き
（昨
年
六
月
二
十

一
日
の
漢
間
直
火
は
頗
る
盛
な
る
噴
煙
な
り
し
が
、
爆
豪

的
に
非
ざ
り
し
を
以
て
轟
然
た
る
爆
音
も
無
か
り
し
が
、　
此
の
大
噴
煙
の
篤

め
に
生
ぜ
る
東
京
に
於
け
る
地
動
は
比
較
的
頗
る
大
に
し
て
、
南
北
方
向
に

〇
、
〇
九
二
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
東
西
方
向
に
〇
、〇
五

一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
に
達

し
、
今
回
噴
人
の
地
震
動
よ
り
も
約
五
倍
の
大
き
に
及
べ
り
。

蓋
し
昨
年
六

月
二
十
一
日
の
大
噴
煙
は
浅
間
噴
火
日
の
孔
底
下
深
き
個
所
に
活
動
中
心

を

有
せ
る
を
以
て
爆
稜
と
は
な
ら
ず
、
単
に
噴
煙
と
な
り
し
篤
め
喧
火
勢
力
の

大
部
分
は
地
下
に
於
て
地
響
き
を
典

ヽ
地
震
動
と
な
り
し
も
、

今
回
の
噴
火

は
孔
底
下
漢
き
個
所
に
活
動
中
心
を
有
せ
る
を
以
て
爆
職
的
勢
力
は

大
な
り

し
も
、
地
下
に
於
て
地
響
き
を
典

へ
て
地
震
と
な
り
し
は
小
量
た
り
し
も
の

な
り
。
故
に
爆
褒
的
作
用
が
張
か
り
し
と
て
噴
火
作
用
が

必
ず
し
も
大
な
り

じ
と
は
速
断
し
能
は
ぎ
る
こ
と
ヽ
な
る
ｏ

而
し
て
活
動
中
心
が
更
に
孔
下
充

分
深
き
個
所
に
存
す
る
に
於
て
は
、　
全
然
破
裂
と
は
な
ら
ず
し
て
革
に
張
せ

火
山
性
地
震
と
な
る
べ
き
な
り
，

蓋
し
本
年

一
月
九
日
朝
の
浅
間
張
震
は
山

下
稽
々
深
き
個
所
に
於
て
裂
鮮
を
生
じ
た
る
も
の
に
し
て
、

其
績
き
と
し
て

裂
障
を
上
方
に
延
長
し
遂
に
十
四
日
爆
職
と
な
り
し
も
の
な
る
べ
し
。
（
大
正

十

一
年

一
月
二
十
五
日
信
濃
毎
日
新
聞
）

其
後
の
爆
螢

漢
間
山
は
二
十
二
日
午
後
二
時
十
六
分
叉
復
大
爆
資
を
な
し
、　
二
同
連
績

の
大
鳴
動
と
共
に
自
煙
天
に
沖
し
、
物
凄
じ
き
光
景
を
異
し
た
。

噴
煙
は
南

に
流
れ
て
北
甘
業
多
野
雨
那
方
面
に
降
友
が
あ
つ
た
ｏ
（前
橋
電
詰
）

軽
井
澤
方
面
　
浅
間
山
は
二
十
二
日
午
後
二
時
二
十
分
轟
然

連
績
の
音
響

と
共
に
爆
職
し
、
黒
煙
は
山
項
を
蔽
ふ
た
雲
を
破
つ
て
天
に
沖
し
壮
槻
を
晏

し
た
が
、　
暫
く
し
て
群
鳥
方
面
へ
吹
流
さ
れ
軽
井
澤
方
面
は
多
量
の
降
友
で

積
雪
を
憂
色
せ
じ
め
た
。

筒
山
項
は
自
雪
の
た
め
望
見
出
来
な
い
が
熔
岩
は

無
論
流
出
し
た
模
様
で
あ
る
ｏ

叉
山
麓
の
沓
掛
遊
園
地
附
近
は
多
少
の
破
害

あ
る
や
も
知
れ
ず
調
査
中
。
（
軽
井
澤
電
話
）

高
崎
方
面
　
浅
間
山
は
二
十
二
日

午
後
二
時
二
十
三
分
轟
然
大
砲
稜
射
の

如
き
連
緩
音
響
と
共
に
爆
職
し
た
の
で
、
高
崎
地
方
は
戸
障
子
震
動
し
黒
煙

天
に
沖
す
る
を
塁
見
し
得
た
。
三
時
牛
か
ら
降
友
が
あ
つ
た
。（高
時
電
話
）

古
河
方
面
　
茨
城
縣
猿
島
郡
古
河
町
地
方
は
十
二
日
午
後
二
時
牛
頃
戸
障

子
は
壌
れ
ん
ば
か
り
の
烈
し
い
鳴
動
が
あ
つ
た
、　
同
時
に
浅
間
山
か
ら
盛
ん

に
黒
煙
の
立
昇
る
を
見
た
叉
々
爆
稜
で
あ
ら
う
。（
古
河
電
話
）
（
大
正
十

一
年

一
月
廿
三
日
東
京
朝
日
新
聞
）



五
日
午
後
七
時
十
五
分
頃
澄
間
山
爆
職
し
軽
井
澤
に
て
は

人
家
の
戸
障
子

に
五
分
間
震
動
あ
り
、　
三
十
分
頃
に
至
り
米
粒
大
の
小
石
並
に
友
降
る
こ
と

十
五
分
間
に
亘
り
た
り
、
曜
煙
は
東
南
に
流
れ
た
り
。
（
軽
井
澤
電
話
）

浅
間
山
爆
褒
四
合
日
以
上
は

一
面
火
の
山
と
化
し
、
雪
の
篤
め
僅

一
分
間

に
し
て
人
は
湾
え
た
る
も
、

近
頃
に
な
き
光
景
に
し
て
鷺
動
は
極
め
て
微
蒻

な
り
き
。
（
岩
村
田
電
話
Ｘ
二
月
六
日
）

十

一
日
午
後
九
時
十
分
十
四
秒
大
地
震
の
如
き
大
音
響
と
共
に
濤
間
山
は

連
讀
二
同
に
亘
り
大
爆
稜
を
篤
し
、　
山
上
に
十
敷
文
の
火
柱
天
に
沖
し
月
光

に
映
じ
、　
之
れ
と
同
時
に
黒
煙
濠
々
と
し
て
浅
間
の
上
空
高
く
立
ち
上
り
其

光
景
貸
に
壮
槻
を
極
め
た
り
。

前
橋
測
候
所
の
観
測
に
依
れ
ば
本
年

一
月
十

四
日
の
燥
職
に
比
し
綸
鳴
動
小
な
り
し
も

戸
障
子
の
振
撼
は
却
つ
て
張
烈
な

り
し
。

風
は
西
北
西
に
し
て
噴
煙
は
東
南
に
流
れ
約
二
十
分
に
し
て
前
橋
高

時
南
地
方
の
上
空

一
面
は
煙
に
色
ま
れ
篤
に
月
影
も

一
時
は

英
の
光
を
見
る

能
は
す
、
降
友
亦
盛
ん
に
し
て
山
麓
な
る
吾
妻
郡

一
帯
は
其
破
害
多
大
の
見

込
み
に
て
目
下
取
調
中
な
り
。

筒
群
馬
縣
警
察
部
の
調
査
に
俵
れ
ば
午
後
九

時
三
十
分
碓
氷
郡
安
中
町
附
近
に
は
大
豆
大
の
焼
石
盛
に
降
り
、　
破
害
大
な

る
模
様
な
る
も
人
畜
の
損
害
は
な
か
る
べ
し
パ
前
橋
電
話
〕
（
二
月
十
三
日
）

十
八
日
午
前
十

一
時
三
十
三
分
大
音
響
と
共
に
浅
間
山

叉
々
大
爆
稜
を
篤

し
、
引
績
き
十
一
時
四
十
五
分
第
二
同
目
の
爆
資
を
鴬
し
、　
嘔
煙
物
凄
く
立

ち
上
り
零
時
十
五
分
前
橋
地
方
原
降
友
音
を
立
て
ヽ
降
下
し
、　
午
後

一
時
に

至
る
も
街
燎
ま
ず
、
本
年
に
入
り
て
よ
り
難
間
の
爆
褒
は
昨
年
に
比
し
同
数

非
常
に
多
き
は
、
爆
稜
の
前
徴
Ｌ
し
て
憂
ふ
べ
き
惨
害
の
本
る
に
は
あ
ら
ざ

る
か
と
ＩＩ‐
麓
地
方
は
人
心
競
々
た
り
。

叉
山
麓
に
近
き
群
馬
縣
吾
妻
郡
長
野

原
警
察
署
に
て
は
絶
へ
ず
警
戒
中
で
あ
る
ｏ
（
前
橋
電
報
Ｘ
二
月
十
九
日
）

十
八
日
午
後
三
時
牛
頃
浅
間
山
大
爆
獲
あ
り

其
刹
那
の
光
景
を
小
諸
町
よ

り
望
見
す
る
に
黒
煙
濠
々
と
し
て
天
に
沖
し
た
る
が
、此
時
西
の
列
風
に
煽
ら

れ
て
噴
火
四
十
分
後
東
北
方
面
に
流
れ

山
上
の
黒
雲
と
合
し
て
一
面
に
天
を

覆

ヘ
リ
音
響
は
夏
に
開
え
ぎ
り
し
が
、

若
し
噴
火
が
夜
間
な
り
せ
ば
頗
る
壮

絶
を
極
め
た
る
べ
し
。（
小
諸
電
話
Ｘ
二
月
十
九
日
）

漫
間
山
は
十
九
日
午
前
五
時
二
十
分
叉
々
爆
稜
せ
る
が
、　
以
来
経
へ
ず
爆

稜
鳴
動
を
耀
額
し
午
後
零
時
五
分
ま
ぜ
に
、
貧
に
六
同
の
爆
登
あ
り
篤
め
に

前
橋
地
方
は
間
断
な
く
降
友
あ
り
て
屋
上
街
路
に
積
堆
し
て
、
市
民
の
行
通

を
悩
ま
し
上
空
は
常
に
暗
黒
に
蔽
は
れ
降
友
量
の
最
も
多
き
庭
は
坪
二
十
二

匁
四
分
に
達
し
、
最
近
見
ぎ
る
降
友
量
に
達
せ
リ
パ
前
橋
電
話
Ｘ
二
月
二
十

日
）二

十
五
日
午
後
五
時
三
十
分
頃

浅
間
山
爆
職
、
本
祗
機
上
よ
り
之
を
塁
見

す
れ
ば
黒
煙
天
に
沖
し
批
理
を
極
め
た
リ
パ
四
月
十
六
日
）
（
以
上
信
濃
毎
日

新
聞
）

燒

岳

噴

火

日
本
ア
ル
プ
ス
燒
岳
は
十
九
日
午
後
三
時
牛
頃
突
然
噴
火
し
、　
上
高
地
は

勿
論
南
安
曇
郡
安
曇
村
島
々
方
面
に
も
降
友
あ
り
た
り
。
（
松
本
電
話
Ｘ
大
正

十

一
年
二
月
十

一
日
信
濃
毎
日
新
聞
）

〇
四
阿
山
で
小
學
生
の
遭
難

本
月
二
日
上
高
井
郡
高
甫
村
小
學
機
生
徒
の
四
阿
山
登
山
国
の
内

二
名
の

女
生
徒
が
行
術
不
明
と
な
り
た
る
事
は
既
報
の
通
り
な
る
が
、
営
日
登
山
せ

る
仲
間
は
何
れ
も
等
常
科
六
年
生
に
て
男
生
徒
十
人
女
生
徒
六
人
、

之
れ
を

琥 三 第 年 六 十 第 岳 山

維
　
　
報
　
　
○
焼
岳
噴
火
〇
四
阿
山
で
小
學
生
の
遭
難

一一
一
二
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行 螢 月 五 年 二 十 正 大

維
　
　
報
　
　
○
上
越
線
に
東
洋

一
の
大
隧
道
○
會
員
瓶
信

尋
常
六
年
受
持
訓
導
塚
原
寛
光

（
埴
科
郡
寺
尾
村
出
現
）

代
用
教
員
耐
林
清

成

（
上
伊
那
郡
手
良
村
出
身
）

同
村
青
年
小
泉
歌
右
衛
門
の
二
人
に
て
引
卒

し
、
二
日
午
前

一
時
の
風
夜
中
に
學
校
庭
と
出
稜
し
午
前
八
時
頃
猫
嶽
に
到

着
し
、
此
Ｌ
に
て
六
人
の
女
生
徒
と
足
蒻
の
男
生
徒
若

干
名
を
幾
し
置
き
て

四
阿
山
の
経
項
夕
・極
め
、
同
十

一
艤
牛
頃
前
記
の
場
所
に
引
返
し
卒
れ
′ｏ
が
、

書
資
を
喫
イ
ベ
く
其
庭
よ
り
も
約
二
丁
を
辿
り
て
ナ
の
原
牧
場
の
見
ゆ
る
慮

へ
向
ふ
途
申

一
行
中
の
松
澤
オ
ト
子
（
一
三
）
山
岸
江
佐
美

（
一
二
）
の
雨
入

が
丈
高
く
生
茂
る
維
草
の
中
を
入
重
十
文
字
に
付
け
あ
る

小
征
に
き
ひ
入
り

た
り
、
斯
く
と
も
知
ら
ぬ
塚
原
、　
稗
林
雨
氏
ほ
書
食
を
喫
す
べ
く
場
所
を
定

め
た
る
上
人
員
鮎
呼
を
行
ひ
し
庭
前
記
爾
人
の
居
ら
ぎ
る
を
癸
見
し
、
直
様

引
返
し
て
附
近
隈
な
く
捜
査
し
た
る
も
見
営
ら
ず
。　
塚
原
訓
導
は
ナ
の
原
牧

場
小
屋
に
至
り
應
援
を
求
め
、　
耐
林
氏
は
残
る
十
四
人
の
生
徒
を
引
連
れ
雨

入
を
捜
し
な
が
ら
下
山
し
た
り
。

生
か
死
か
不
安
の
一
夜
明
け
た
る
三
日
は

早
朝
よ
り
高
甫
村
上
八
丁
消
防
組
は
青
年
會
と
共
に
捜
索
に
出
掛
け
仁
趙
村

に
て
も
應
援
す
る
庭
あ
り
、　
四
日
は
下
八
丁
消
防
組
を
始
め
村
石
、
野
邊
の

消
防
組
軍
人
分
含
の
出
動
と
な
り
大
投
資
の
結
果
、　
同
日
午
前
八
時
頃
に
至

り
不
動
瀧
壼
附
近
の
岩
石
累
々
た
る
中
に
雨
入
と
も
見
る
も
悲
惨
の
最
期
を

遂
げ
居
た
る
を
資
見
し
、　
郡
よ
り
は
兄
玉
課
長
及
松
澤
村
長
、
江
連
警
部
補

等
現
場
に
出
張
し
死
盤
の
始
末
に
付
き
手
配
す
る
庭
あ
り
た
り
。

雨
人
が
墜

落
の
場
所
は
俗
に
瀧
脇
と
爾
し
右
手
は
六
尺
に
餘
る
能
笹
生
茂
り

左
は
僅

一

尺
足
λ
ず
の
熊
笹
生
え
其
堺
を
三
尺
巾
の
小
径
婉
ね
て
其
の
護
き
し
庭
が
不

動
瀧
を
続
る
百
三
十
丈
の
断
崖
な
り
、　
既
に
此
腫
よ
り
誤
つ
て
墜
落
惨
死
せ

る
も
の
二
人
に
及
び
今
回
の
二
人
を
併
せ
て
貧
に
五
人
な
り
。
（
大
二
十
年
八

月
五
日
、
信
濃
毎
日
新
聞
）

○
上
越
線
に
東
洋

一
の
大
隧
道

延
長
六
マ
イ
ル
の
清
水
越

鐵
邁
省
で
は
既
に
数
年
前
か
ら
行
詰
ま
つ
た
碓
氷
線

の
一輸
送
力
増
加
に
つ

き
講
究
中
だ
が
、
現
在
工
事
中
の
高
崎
か
ら
信
越
線
宮
内
に
至
る

上
越
線
が

完
成
す
れ
ば
、
碓
氷
線
の
負
措
軽
減
で
き
る
ば
か
り
で
な
く
。更
に
新
津
秋
田

間
の
笏
越
線
の
完
成
と
相
ま
つ
て
こ
の
方
面
の
便
利
は
大
に
増
進
さ
れ
る
わ

け
だ
が
、
十
五
年
頃
に
完
成
す
る
豫
定
の
上
越
線

（九
十
九
哩
餘
）に
は
延
長

六
哩
に
及
び
し
か
も
山
を
め
ぐ
り
め
ぐ
つ
て
所
謂
ル
ー
プ
を

霊

い
て
ゆ
く
東

洋
第

一
と
し
て
世
界
で
第
六
位
の
清
水
越
と
い
ふ
ト
ン
ネ
ル
が
で
き
る
、　
こ

の
経
費
約
九
百
高
同

一
哩
百
十
菖
園
に
営
つ
て
ゐ
●
が
、
開
通
ま
で
の
四
年

間
に
従
事
す
る
延
人
員
は
四
十
三
高
人
を
要
す
る
と
い
ふ
。

殊
に
同
ト
ン
ネ

ル
は
革
線
ト
ン
ネ
ル
で
あ
る
た
め
と
其
の
主
要
成
分
が

閃
縁
岩
と
い
ふ
硬
質

の
岩
石
で
あ
る
た
め
非
常
な
難
工
事
で
、

昨
年
九
月
藩
手
し
て
目
下
漸
く
三

百
二
十
尺
を
堀
り
進
ん
だ
に
過
ぎ
な
い
が
、　
本
月
中
に
大
規
模
の
動
力
を
据

付
け
来
月
か
ら
機
械
堀
り
に
着
手
す
る
豫
定
だ
と
。
（
大
正
十
二
年
二
月
十
二

日
帝
國
新
報
）○

會
員
通
信

△
十
二
月
廿
日
午
後
、
友
人
堀
氏
と
共
に
ス
キ
ー
携
帯
、

苦
小
牧
よ
り
汽
車

に
て
登
別
温
泉
に
行
き
Ｌ
泊
。

廿

一
日
烈
風
中
を
地
獄
谷
湯
沼
を
経
て
シ
ヤ

マ
ツ
ケ
ヌ
プ
リ
を
極
め
、
カ
ル
ヽ
ス
温
泉
に
滑
走
の
豫
定
で

出
職
し
ｔ
し
た

が
、非
常
な
烈
風
と
雪
の
状
態
が

不
良
な
の
で
、
シ
ヤ
マ
ツ
ケ
ヌ
プ
リ
を
放
棄

二
一
六
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し
て
面
も
向
け
得
な
い
烈
風
に
面
し
、
後
辻
り
に
困
難
し
つ
ゝ
舟
見
峠
を
経

て
カ
ル
ヽ
ス
温
泉
に
下
り

一
泊
ｏ
明
く
れ
ば
、元
日
は
風
や
ヽ
牧
ま
り
氣
味
な

の
で
、
背
後
の
木
馬
山
（
一
〇
四
〇
米
）
を
登
る
こ
と
に
し
、
雪
が
不
良
な
の

で
ス
キ
ー
を
つ
け
ず
に
ス
キ
ー
の
複
杖
を

一
本
づ
ゝ
持
ち
、　
九
時
東
方
の
ス

ロ
ー
プ
か
ら
登
り
初
め
ま
し
た
。
約
八
〇
〇
来
頃
か
ら
雪
が
非
常
に
深
く
、傾

斜
が
急
で
ヂ
ツ
グ
ザ
ツ
グ
の
登
行
に
大
分
ス
ト
ラ
ツ
グ
ル
し
ま
し
た
が
。　
と

に
か
く
無
事
午
後
三
時
山
項
に
立
ち
ま
し
た
。
雲
雲
の
去
木
が
は
げ
し
く
、眺

望
は
充
分
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、　
樹
林
の
樹
氷
の
美
親
は
記
す
べ
き
筆

が
あ
り
ま
せ
ん
。
　
二
時
牛
下
山
の
途
に
つ
き
、
三
時
牛
カ
ル
ヽ
ス
温
泉
に
踊

着
。
山
項
で
窮
員
な
ど
撮
つ
て
る
内
、　
右
指
に
凍
傷
を
受
け
て
し
ま
ひ
、
夜

は
大
分
痛
み
ま
し
た
）
原
因
の

一
つ
は
金
盾
製
三
脚
を
い
ぢ
つ
た
こ
と
に
も

あ
り
さ
ら
で
す
。
冬
は
米
製
三
脚
を
も
つ
べ
き
と
思
ひ
ま
す
。
二
日
十
臓
獲
、

四
里
餘
の
路
を
ス
キ
ー
を
飛
ば
し
て
登
別
鮮
に
出
て
、

汽
車
で
苫
小
牧
に
か

ヘ
リ
ま
，
た
。
（
大
三
十

一
年

一
月
四
日
苦
小
牧
に
て
竹
内
亮
）

△
拝
啓
ｃ
川
乗
山
ヽ
登
る
目
的
に
て
一
月
十
三
日
武
田
君
と
同
行
、
飯
田
町

馨
み
出
職
し
、青
梅
線
に
乗
換
ヽ
て
二
俣
尾
下
東
、
多
摩
川
に
滑
ふ
て
遡
り
、

水
川
よ
り
右
折
し
て
日
原
に
向
ひ
候
も
、　
途
中
餘
り
に
遊
び
過
ぎ
て
夕
暮
に

漸
く
宿
に
着
申
候
。

目
原
川
の
左
岸
が
含
澤
川
の
合
流
す
る
上
手
に
て
素
派

ら
し
き
岩
壁
を
露
出
し
居
り
、
其
名
を
ト
ボ
ー
岩
と
申
し
候
由
、　
十
文
字
峠

の
自
妙
岩
の
附
近
も
ト
ボ
ー
山
の
利
あ
れ
ば
、　
ト
ボ
ー
は
何
か
大
丹
壁
と
開

係
あ
る
名
ら
し
く
思
は
れ
候
。

翌
十
四
日
は
午
前
七
時
頃
に
出
装
、
仙
元
峠

に
登
り
申
候
。

千
三
百
九
十
来
の
瀧
ノ
入
峯
あ
た
り
か
ら
日
蔭
に
は
尺
餘
の

積
雪
あ
り
、
峠
の
上
ま
で
断
績
致
し
居
り
候
。
峠
よ
り
東
微
南
に
な
る
千
四

百
七
十
二
来
の
蕎
夢
粒
山
に
若
き
た
る
は
正
午
頃
に
て
、　
此
日
も
撮
影
に
手

間
取
り
案
外
に
隣
間
を
要
し
た
る
も
の
と
存
じ
候
。

朝
は
上
天
氣
な
り
し
も

次
第
に
曇
り
木
り
て
、
殊
に
西
北
方
は
雲
深
ぎ
や
う
思
は
れ
、
天
候
を
氣
遣

ひ
っ
、
五
六
の
巨
岩
累
積
せ
る
項
上
に
立
つ
て
附
近
山
岳
撮
影
に
餘
念
な
き

折
し
も
、
だ
し
ぬ
け
に
す
さ
ま
し
き
雷
鳴
の
音
間
近
に
起
り
頗
る
臆
き
候
も
、

一
度
限
り
に
て
其
後
は
何
の
気
配
も
な
き
に
安
心
し
て
前
進
を
疲
け
、
日
向

澤
山
に
到
着
し
た
る
は
二
時
を
過
ぎ
た
る
か
と
思
ひ
候
。

此
山
は
さ
し
た
る

特
長
な
き
も
の
な
れ
ど
も
郡
撹
山
脈
と
川
乗
山
よ
り
有
馬
山
に
連
る

山
脈
の

十
字
路
に
立
つ
て
重
要
な
る
位
置
を
占
め
居
り
候
じ　
此
庭
よ
り
川
乗
山
に
向

ふ
筈
の
庭
、先
の
雷
鳴
の
震
か
曇
り
た
る
空
は
経
に
罪
々
と
し
て
雲
を
降
ら

し
、致
方
も
な
け
れ
ば
北
東
の
有
馬
谷
に
下
り
て
河
叉
に
出
で
、
名
栗
川
左
岸

の
と
あ
る
荒
物
屋
乗
宿
屋
に
泊
り
候
。
荒
物
屋
乗
業
の
宿
屋
は
甲
州
柳
澤
に

て
懲
々
し
た
れ
ば
此
庭
へ
恐
る
ノ
ヽ
庭
敷
に
導
か
れ
見
れ
ば
、
相
営
の
設
備

ぁ
る
に
胸
を
な
で
中
候
。
十
五
日
は
李
坂
峠
を
諭
え
て
影
繰
に
出
で
、東
京
よ

り
木
含
す
る
筈
の
松
本
対
と
更
に
三
峰
方
面
へ
出
掛
け
る
約
束
の
慮
、
夜
中

に
雲
降
り
積
る
こ
と
民
許
、　
こ
れ
で
は
松
本
君
も
木
る
氣
造
な
し
と
飯
能
ヽ

出
て
蹄
京
致
し
候
。

後
に
松
本
君
は
影
森
ま
で
行
き
て
吾
等
の
姿
見
え
ぬ
震

に
空
し
く
引
師
さ
れ
た
り
と
聞
き
て
少
し
く
恐
縮
致
候
ｕ

か
の
不
思
議
な
雷

鳴
と
思
ひ
し
も
、
漢
間
爆
資
の
音
響
な
り
し
こ
と
を
新
聞
に
て
知
り
申
候
。

（
大
正
十
一
年
、
未
暮
理
太
郎
）

△
井
啓
。
二
月
十

一
日
赤
倉
温
泉
行
。・信
越
線
田
口
騨
着
午
後
六
時
牛
頃
、
そ

れ
よ
り

一
時
間
牛
を
費
し
て
赤
倉
香
雲
館
着
、

先
着
の
帝
大
ス
キ
ー
部
々
員

と
相
會
す
ｏ
今
年
は
積
雲
の
量
昨
年
よ
り
多
少
少
し
。

十
二
日
、
同
志
五
名
相
寄
り
妙
高
山
の
前
山
登
山
し
午
前
八
時
牛
出
稜
、

帝
大
ス
キ
ー
部
練
習
場
よ
り
丸
山
（
一
一
五
三
米
）
に
登
る
、
凡

一
時
間
二
十

維
　
　
報
　
　
○
會
員
凱
信
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行 螢 月 五 年 二 十 正 大

雑
　
　
報

　

○
含
員
通
信

分
を
費
す
、　
朝
木
吹
雲
の
傾
向
あ
り
北
よ
り
風
吹
き
、
説
界

一
キ
ロ
に
足
リ

ず
、
尤
も
猛
者
揃
ひ
の
事
と
て
勇
を
鼓
し
南
西
に
向
つ
て
尾
根
を
越
え
、
地

形
国
に
標
高
数
字
を
附
せ
る
尾
根
に
達
し
て
、

直
上
す
、　
一
二
ケ
所
尾
根
の

測
面
を
登
る
に
ク
リ
ノ
メ
ー
タ
ー
を
以
て
測
れ
ば
四
十
三
度

を
示
す
庭
あ

り
、
ス
キ
ー
な
れ
ば
こ
そ
自
由
に
傾
斜
を
作
り
て
登
る
を
得
、　
尤
も
一
ケ
所

に
て
先
登
者
小
雲
崩
に
よ
り
腰
迄
埋
も
れ
た
る
事
あ
り
０

凡
千
四
百
米
よ
り
千
六
百
来
の
間
に
密
林
あ
れ
ど
も
登
行

に
は
差

支
な

く
、
之
よ
り
疎
林
を
経
て
白
瞳
の
急
斜
面
に
の
る
、
時
に
午
後
二
時
頃
、
風

大
に
荒
れ
て
氣
温
露
氏
水
職
下
五
度
以
下
と
な
る
、
漸
く
海
抜
千
八
百
米
の

日
に
達
し
て
夏
に
前
進
を
績
行
す
れ
ど
も
、
時
刻
も
遅
し
、
叉
吹
き
飛
ば
さ

る
、
ひ
ひ
も
あ
れ
ば
遂
に
午
後
二
時
頃
卜
山
と
決
し
、　
ウ
ヰ
ス
キ
ー
を
乾
杯

す
、
下
山
の
難
は
登
行
の
跡
を
追
ひ
、
荒
る
ヽ
風
雲
を
胃
し
て
丸
山
に
到
着
し

た
る
は
午
後
四
時
牛
、　
こ
の
間
風
に
向
へ
ぱ
雪
は
顔
面
に
中
り
て
、
眉
に
氷

桂
垂
下
す
る
を
維
願
せ
り
、
丸
山
よ
り
の
下
り
は
張
風
ま
す
′
ヽ
烈
し
く
な

り
、
往
々
．
立
往
生
す
る
を
免
れ
ざ
り
き
。

か
く
て
午
後
五
時
過
温
泉
に
安

着
す
る
を
得
た
り
，
此
の
前
山
（
一
九
二
四
米
）
登
山
は
従
来
屋
々
行
は
れ
た

る
も
の
に
し
て
、　
今
回
の
如
く
天
候
陰
悪
な
る
に
非
れ
ば
至
極
容
易
に
上
下

す
る
を
得
べ
く
、
傾
斜
も
極
め
て
急
な
る
に
非
ず
、叉
尾
根

（
平
と
い
ふ
が
適

営
か
）は
相
営
に
廣
け
れ
ば
、
先
づ
危
険
な
し
と
思
は
る
、
な
ほ
妙
高
山
附
近

に
て
ス
キ
ー
登
山
を
行
は
れ
た
る
は
、開
温
泉
よ
り
耐
奈
山
登
山
、
日
口
附
近

妙
高
温
泉
よ
り
二
本
杉
、
カ
ャ
場
附
近
（
此
は
登
山
と
爾
す
る
程
の
事
な
し
）

及
び
燕
温
泉
よ
り
前
山
登
山
等
最
も
ボ
ピ
ュ
ラ
ー
也
、
其
他
詳
細
は
知
る
を

得
ぎ
る
も
嘗
て
高
田
ス
キ
ー
タ
ラ
ブ
部
員
に
よ
り
て
妙
高
裏
山
越
え

（
黒
澤

谷
地
（
？
）を
試
み
ら
れ
た
る
事
あ
り
、猶
最
近
、
小
林
達
也
氏
と
慶
應
山
岳
會

含
員
と
に
よ
つ
て
、
小
谷
温
泉
よ
り
乙
見
山
峠
越
え
を
せ
ら
れ
た
る
事
あ
り
、

妙
高
山
の
本
岳
は
未
だ
彗
中
ス
キ
ー
を
以
て
踏
破
せ
る
者
無

せ

も

の
の
如

く
、
斯
道
の
大
家
に
聞
く
に
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
パ
ー
を

穿
つ
に
非
れ
ば
不
可

能
な
ら
ん
と
云
。

十
三
日
。

晴
、
こ
の
日
高
田
市
外
金
谷
山
に
て
全
国
ス
キ
ー
大
含
あ
り
、余

は
叉
、
同
志
四
名
を
語
ら
ひ
、　
午
後
二
時
牛
よ
り
谷
を
越
え
て
二
本
杉
に
遊

ぶ
、
自
田
切
川
は
湯
を
混
ぜ
る
篤
雪
に
理
れ
ず
、　
ス
キ
ー
を
腕
し
、
飛
石
を

麻
ひ
て
越
ゆ
、
雲
の
岸
に
段
を
作
る
に
相
管
時
間
を
費
す
、
二
本
杉
附
近
の

斜
面
は
絶
好
の
シ
ー
フ
ェ
ル
ト
な
り
、　
こ
の
行
初
心
者
あ
り
し
震
時
を
過
し

て
、
二
本
杉
よ
り
下
り
始
め
た
る
は
薄
暮
の
頃
な
り
き
、
妙
高
温
泉
迄
約

一
里

牛
、傾
斜
は
概
し
て
緩
か
に
し
て
手
地
に
近
く
、
滑
降
さ
ま
で
面
白
か
ら
ず
、

妙
高
温
泉
鹿
島
屋
に
到
着
し
た
る
は
午
後
七
時
頃
な
り
き
、
赤
倉
よ
り
、
自

田
切
を
越
え
二
本
杉
よ
り
妙
高
温
泉
に
下
る
道
は
憂
化
に
富
み
て
相
営
に
好

き
ス
キ
ー
散
策
の
道
な
り
、　
地
形
を
誦
ん
じ
、
ス
キ
ー
に
上
達
せ
る
者
な
ら

ば
三
時
間
乃
至
四
時
間
に
し
て
完
う
す
る
を
得
べ
し
。
同
夜
夜
行
に
て
腑
京
。

愚
考
す
る
に
ス
キ
ー
を
用
ふ
る
事
に
よ
り
て
登
山
の
範
囲
は
夏
に
大
に
接
張

せ
ら
れ
た
る
も
の
と
存
候
。
大
抵
の
谷
は
彗
に
埋
れ
て
徒
渉
の
苦
も
な
く
、況

ん
や

「下
り
が
只
」

な
る
事
は
一
山
に
登
り
て
項
上
芦
が
随
分
お
そ
く
と
も

よ
ろ
し
き
便
有
之
候
、　
只
困
る
事
は
野
管
と
吹
雲
に
候
ヽ
ど
も
，
ス
ウ
イ
ス

の
ス
キ
ー
月
報
（？
）
を
見
れ
ば
夏
時
よ
り
簡
単
な
る
野
替
法
あ
り
、　
叉
吹
雪

に
封
し
て
は
風
通
り
悪
き
上
着
を
着
せ
ば
凍
傷
の
心
配
も
無
之
候
、

小
生
乏

し
き
経
験
に
よ
る
も
、

馬
油
を
十
分
靴
に
泌
み
こ
ま
せ
、
掌
及
手
首
に
は
ソ

セ
リ
ン
等
を
塗
り
て
手
袋
を
重
ね
て
は
め
れ
ば
十
分
に
候
ひ
し
、　
猶
帝
大
學

友
會
ス
キ
ー
部
に
て
は
先
輩
の
練
習
加
入
は

勿
論

一
般
同
好
者
に
封
し
て
も
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一　
ハ

(411)



開
放
的
に
散
迎
致
し
居
候
間
、　
日
本
山
岳
含
々
員
の
方
々
に
も
利
用
せ
ら
れ

ん
事
を
希
望
致
置
候
、　
日
下
ス
キ
ー
部
に
は
備
品
五
十
墓
あ
り
、
来
年
度
は

八
十
菫
に
増
す
豫
算
も
有
之
、
資
際
赤
倉
に
向
は
る
ヽ
時
に
は
豫
じ
め
小
生

宛
御
通
知
下
さ
ら
ば
及
ぶ
限
り
蓋
力
仕
る
べ
く
候
。
（
大
二
十

一
年
二
月
沼
井

鐵
太
郎
）

△
拝
啓
ｏ
樽
前
山
に
ス
キ
ー
の
ス
プ
ー
ル
を
つ
け
て
、冬
の
姿
を
心
行
く
許
り

味
ひ
度
い
と
い
ふ
野
心
か
ら
十
八
日
夕
山
麓

オ
ポ
ツ
プ
空
澤
入
日
の
炭
焼
小

屋
に
宿
泊
、
十
九
日
兎
に
角
無
事
山
項
に
達
し
て
や
つ
と
錦
多
右
午
後
八
時

十
分
の
汽
車
に
間
に
合
つ
て
苫
小
牧
に
踊
り
ま
し
た
。
同
行
二
人
ぅ炭
焼
小
屋

に
は
六
十
歳
許
り
の
老
人
が
一
人
で
し
た
。

自
分
等
か
ら
考
へ
る
と
一
種
極

端
な
禁
慾
生
活
と
し
か
思
ヽ
な
い
非
文
化
的
な
炭
焼
の
生
活
を
大
分
遅
く
迄

聞
き
ま
し
た
。

そ
し
て
二
人
が
一
国
に
な
つ
て
三
教
の
毛
布
に
く
る
ま
つ
て

寒
い
′
ヽ
眼
覺
め
勝
な
夜
明
け
の
待
逮
し
い
一
夜
を
明
し
、
午
前
七
時
牛
寒

い
の
で
は
な
く
て
痛
い
様
な
朝
の
山
氣
を
突
い
て
直
ぐ
前
方
の
豪

地

に
上

り
、
笹
の
多
い
雪
の
乏
し
い
原
を
ス
キ
ー
で
抜
け
て

心
地
の
い
ヽ
御
料
林
に

入
り
北

へ
′
ヽ
と
コ
ー
ス
を
取
つ
て
行
き
ま
し
た
が
、　
と
も
す
る
と
灌
木
に

引
懸
つ
て
困
る
の
で
思
ひ
切
つ
て
費
生
空
澤
の
夏
の
路
に
下
つ
て
コ
ー
ス
を

取
り
ま
し
た
。

夏
な
ら
ば
石
が
ご
ろ
ム
ヽ
し
て
歩
き
悪
い
路
で
す
が
ス
キ
ー

で
は
賞
に
愉
快
な
路
で
し
た
が
上
部
で

ガ
ン
ピ
の
密
林
を
縫
ふ
時

は

ホ
ト

ノ
ヽ
困
つ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
　
そ
し
て
裸
地
へ
出
る
と
雲
は
全
く
硬
化
し
て

西
絆
の
ス
ロ
ー
プ
に
取
り
付
く
迄
の
高
原
を

私
丈
は
ス
キ
ー
を
つ
け
て
歩
き

ま
し
た
が
、
他
０
二
人
は
中
途
か
ら
ス
キ
ー
を
曳
い
て
歩
い
て
居
〓
し
た
。
十

一
時
牛
西
岳
ス
ロ
ー
プ
で
書
食
。

す
ぐ
ス
キ
ー
を
結
束
し
て
背
負
つ
て
デ
グ

ザ
グ
に
上
る
。
ク
リ
ー
パ
ー
も
つ
け
ず
ア
ツ
ク
ス
も
持
た
ず
、粉
罫
の
濠
々
と

飛
ぶ
烈
風
を
衝
い
て
十
二
時
四
十
八
分
西
岳
の
山
項
に
着
ま
し
た
ｏ

白
い
ド

ー
ム
の
姿
フ
ツ
プ
ン
ヌ
プ
リ
崚
峯
自
鳥
の
浮
い
て
ゐ
た
支
笏
湖
を
風
に
慄
ヘ

な
が
ら
忙
し
く
眺
望
し
て
直
ぐ
尾
根
を
火
口
原
に
下
る
。

氷
化
し
た
山
稜
を

烈
風
を
衝
い
て
下
る
こ
と
は
可
成
な
危
瞼
で
し
た
。

火
口
原
に
下
り
て
一
息

つ
い
た
時
は
手
と
顔
に
は
殆
ど
感
覺
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
ｏ

火
口
原
の
南

側
を
歩
い
て
午
後
二
時
東
岳
の
南
直
下
に
出
る
。　
ド
ー
ム
の
岩
は
水
蒸
氣
が

氷
結
し
て
美
し
く
な
つ
て
ゐ
ま
し
た
ｏ

こ
こ
か
ら
東
岳
の
約
二
十
度
を
越
し
た

硬
化
し
た
ス
ロ
ー
プ
を
下
る
こ
と

に
付
て
は
私
も

一
寸
考
ヽ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
が
思
切
つ
て
可
戊
不
安
な
前
進

を
初
め
ま
し
た
ｏ

最
初
は
靴
で
角
付
し
な
が
ら
そ
れ
で
も
可
成
巧
妙
な
パ
ラ

ン
ス
で
下
り
ま
し
た
が
そ
の
内
に
角
付
が
出
来
な
く
な
つ
た
の
で
先
頭
の
者

に
鑓
で
ス
テ
ツ
プ
を
切
っ
て
貰
ひ
静
に
而
も
安
定
な
前
進
を
し
ま
し
た
鑓
の

一
打
毎
に
氷
が
カ
ラ
′
ヽ
と
ス
ロ
ー
プ
を
散
り
下
つ
て
行
く
氣
分
は
率
ろ
恐

ろ
し
い
と
思
ひ
ま
し
た
。

二
時
四
十
分
森
林
帯
の
上
部
迄
下
り
着
き
ま
し
た

の
で
厄
介
な
ス
キ
ー
を
下
し
て
穿
き
深
山
ハ
ン
ノ
キ
の
密
林
を
縫
つ
て
下
り

や
が
て
ガ
ン
ピ
の
疎
林
に
入
つ
て
心
地
の
い
ヽ
思
ひ
切
つ
た
滑
降
を
績
け
な

が
ら
餘
り
調
子
に
乗
つ
て
コ
ー
ス
を
北
に
取
り
過
ぎ
た
の
一で
私
は
す
ぐ
右
に

コ
ー
ス
を
直
し
て
警
笛
で
連
絡
を
つ
け

て
赤
エ
ゾ
マ
ツ
の
密
林
を
縫
て
下
リ

約
二
時
間
で
木
材
搬
出
路
所
謂
玉
曳
路
に
出
ま
し
た
の
で
思
ひ
切
つ
た
ス
ピ

ー
ド
で
路
の
ま
ヽ
下
り
ま
し
た
が
其
方
向
が
最
初
は
全
然
東
に
向
い
て
居
つ

た
の
で
大
分
不
安
で
し
た
。

ど
う
か
す
る
と
王
子
支
笏
軽
鐵
の
十
三
哩
に
あ

る
伐
木
所
に
行
き
は
し
な
い
か
と
考
ヽ
た
の
で
し

た
が
其
内
全
く
南
東
に
路

が
廻
り
ま
し
た
の
で
安
心
し
て
ひ
た
滑
り
に
滑
つ
て
飛
ぶ
様
に
走
り
ま
し
た

五
時
牛
森
林
を
抜
け
六
時
少
し
過
農
家
に
辿
り
っ

い
て
小
憩
ス
キ
ー
を
腕
し

琥 三 第 年 六 十 第 岳 山
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行 稜 月 五 年 二 十 正 大

維
　
　
報
　
　
○
會
員
瓶
信

て
雲
の
始
ど
な
い
路
を
走
つ
て
八
時
少
し
過
ぎ
錦
多
布
停
車
場
に
着
さ
ま
し

た
。
路
程
を
回
想
し
て
私
は
事
ろ
一
種
の
戦
慄
を
感
じ
ま
す
。
夏
と
同
じ
分
量

の
慾
張
つ
た
政
獲
を
兎
に
角
無
事
に
通
過
し
て
来
た
こ

と
を
私
は
巌
粛
な
態

度
で
感
謝
し
ま
す
。

山
上
の
約
二
降
間
許
は
私
共
は
死
に
面
し
た
時
の
臓
粛

さ
で
歩
い
ｒ
居
つ
た
こ
と
を
今
考
へ
ま
す
と
、　
此
内

一
人
で
も
少
し
で
も
ア

ク
ン
デ
ン
ト
が
あ
つ
て
は
と
は
私
の
頭
を
離
れ
な
か
つ
た
願
望
で
し
た
。

兎
に
角
冬
の
種
前
山
は
ス
キ
ー
で
行
く
可
き
山
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。　
ア
ィ

ス
ク
リ
ー
パ
ー
と
ア
イ
ス
ア
ツ
ク
ス
と
ロ
ー
プ
と
輸
カ
ン
ジ
キ
の
山
で
す
。

そ
し
て
成
る
可
く
午
前
中
に
山
上
に
到
着
し
て
し
ま
ふ
こ
と
ぜ
す
。

さ
す
れ

ば
幾
分
寒
風
を
避
け
ら
れ
ま
せ
ら
が
午
後
は
ど
う
‐
て
も
賓
に
叩
き
つ
け
ら

れ
る
様
な
風
を
・豫
想
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
‐。
そ
し
て
ス
キ
ー
を
除
外
し

た
登
山
は
確
に
ア
ル
ビ
ニ
ス
ト
に
湖
足
を
も
も
た
ら
す
多
く
の
も
の
が
あ
る

こ
と
を
断
百
し
ま
す
パ
々
正
十
一
年

一
月
十
日
、
竹
内
亮
）

△
二
十
五
日
夜
飯
田
町
騨
出
稜
、
大
月
よ
り

吉
田
迄
不
快
極
ま
る
電
車
の
御

厄
介
に
な
り
申
候
、
船
津
に
て
朝
食
を
洒
ま
せ
、
湖
に
滑
ふ
て
北
す
る
一
里

河
口
よ
つ
御
坂
峠
に
登
り
申
候
ｏ

項
上
よ
り
は
河
口
湖
を
前
に
し
て
芙
蓉
峰

中
々
見
事
に
候

′
北
ほ
八
ケ
岳
方
面
と
秩
父
の
西
端
を
望
み
中
候
υ
峠
の
北

側
に
は
大
分
残
雲
あ
り
て
冷
め
た
き
に
閉
口
致
候
′
藤
野
木
よ
り
更
に
東
ヽ

清
八
峠

（営
字
）
を
越
え
、
笹
子
騨
に
出
で
踊
京
致
候
。
河
口
湖
畔
よ
り
逮

望
せ
る
大
方
山
の
雪
姿
壮
槻
に
候
ひ
き
パ
ニ
月
二
十
七
日
藤
島
敏
男
）

△
拝
啓
。

根
有
恒
氏
等
に
相
件
し
て
二
十
六
日
よ
り
三
十

一
日
ま
で
常
念
、

槍
方
面
を
歩
き
廻
り
中
候
ｃ

幸
の
好
晴
に
て
案
外
簡
単
に
槍
を
極
め
申
候
。

天
氣
郡
合

一
つ
で
大
し
た
る
事
も
無
之
候
。

立
山
方
面
は
大
分
風
雪
で
困
難

し
た
る
由
に
候
へ
ど
も
、
槍
よ
り
眺
め
候
節
は
棄
師
も
飢
も
一
轟
の
雲
な
く

晴
れ
渡
り
居
り
て
何
で
も
な
く
思
は
れ
中
候
。
　
一
寸
夏
く
る
．の
が
馬
鹿
ら
し

く
な
り
候
等

一
同
大
き
な

こ
と
を
申
居
り
候
の（
四
月

一
日
浅
間
温
泉
に
て
田

中
薫
）

△
十
一
日
夜
十

一
時
東
京
瞬
獲
、
御
殿
場
下
車
の
豫
定
な
り
し
も
御
殿
場
に

停
車
せ
ぎ
る
篤
め
沼
津
に
下
車
、
三
島
迄
員
暗
な
道
を
歩
き
、

蓄
道
を
箱
根

ヽ
上
り
申
候
。

暁
方
の
芙
蓉
峯
、
狩
野
川
の
谷
天
城
連
山
な
ど
心
地
よ
き
景

色
に
候
ひ
き
。　
八
時
牛
湖
を
眼
下
に
、
耐
山
、
駒
ケ
嶽
、
双
子
山
の
雲
姿
に

接
し
候
。

箱
根
あ
た
り
の
山
も
雪
の
お
蔭
に
て
見
違
へ
る
程
立
派
に
候
ひ
き

峠
よ
り
海
平
の
東
側
を
・絡
み

つ
ゝ
湖
眸
に
下
り
湖
に
滑
ホ
て
北
に
向
ひ
候
ｏ

湖
の
西
岸
は
殆
ん
ど
人
に
も
出
會
は
ず
静
か
な
道
に
候
。

十
二
時
牛
湖
の
北

端
に
達
し
、

北
し
て
金
時
山
に
登
ら
ん
か
と
も
思
ひ
候
も
、
少
々
疲
労
を
覺

え
し
震
め
、　
豫
定
を
動
夏
じ
姥
子
、
大
涌
谷
を
経
て
強
羅
に
出
で
中
候
。
箱

根
も
今
頃
は
餘
り
維
沓
せ
ず
先
づ
ど
う
に
か
辛
抱
出
来
る
か
と
存
候
。
（
大
正

十

一
年
二
月
十
八
日
、
藤
烏
敏
男
）

含
員
通
信
″
寄
せ
ら
る
ゝ
節
は
、
用
紙
は
は
が

き
其
他
に
て
差
支
無
之
帳
へ
ど
も
、
文
字
は
他

の
原
稿
同
様
明
瞭
に
御
認
め
被
下
度
候
。

一一
一一
〇
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會

　

報

○
第
十
七
日
小
集
合
記
事

大
正
十

一
年
二
月
十
六
日
午
後

一
時
よ
う
麹
町
Ｅ
紀
尾

井
町
皆
香
園
に
於
て
開
催
、
司
含
者
梅
澤
幹
事
先
づ
前
年

度
に
於
け

・る
本
會
の
事
業
の
大
路
を
報
告
し
、
序
に
登
山

界
の
傾
向
、
山
岳
研
究
の
新
方
面
、
國
立
公
園
問
題
、
氣

象
上
の
事
項
、
會
員
根
氏
の
ア
イ
ガ
ー
新
登
路
開
拓
、
エ

ヴ
ェ
ン
ス
ト
探
瞼
隊
の
事
業
等
に
就
て
報
告
や
ら
威
想
や

ら
を
述
べ
ら
れ
た
る
後
、
左
の
講
演
あ
う
た

，
ｏ

磁
石
の
狂
つ
た
話
　
　
　
　
梅
　
澤
　
親
　
光
氏

同
氏
が
曾
て
浅
間
登
山
を
な
し
た
る
際
磁
石
の
方
位
角

に
憂
調
を
家
し
た
る
事
責
を
説
明
せ
ん
が
鶯
の
材
料
と
し

て
、
地
球
磁
場
の
憂
化
、
殊
に
磁
石
嵐
及
火
山
弾
の
磁
性

に
開
す
る
こ
と
、
筒
岩
石
が
落
雷
等
に
よ
う
て
附
磁
せ
ら

る
ゝ
乙
と
等
に
付
き
、
或
は
例
を
基
げ
、
又
は
賞
駒
の
報

告
を
な
し
て
俄
説
を
試
み
ら
れ
た
う
。

三
峠
開
山
の
由
家
　
　
　
　
　
武
　
田
　
久
　
吉
氏

先
づ
三
峠
山
の
地
理
に
就
て
大
腱
を
説
明
し
た
る
後
、

其
開
山
殊
に
中
興
の
基
胎
上
人
に
開
し
、
詳
細
に
調
査
し

た
る
興
味
あ
る
事
賞
を
述
べ
ら
れ
、
種
々
の
古
文
書
と
古

書
と
を
紹
介
し
、
更
に
此
等
の
記
録
に
現
れ
た
る
山
中
の

名
勝
其
他
が
現
在
に
於
て
如
何
な
る
状
態
に
あ
る
か
を
比

較
説
明
せ
ら
れ
、
面
白
さ
講
演
を
経
る
。

営
日
の
家
會
者
は
川
口
敏
郎
、
茨
木
猪
之
吉
、
本
多
友

司
、
別
所
梅
之
助
、
磯
員
藤
太
郎
、
松
井
幹
雄
、
又
木
周

夫
、
別
宮
貞
俊
、
加
藤
義
夫
、
飯
塚
篤
之
助
、
志
村
寛
、

沼
井
鐵
太
郎
、
伊
藤
朝
太
郎
、
松
本
書
二
、
前
川
満
壽
雄
、

近
藤
茂
吉
、
里
（田
孝
雄
、
岩
永
信
雄
、
六
鵜
保
、
高
頭
仁

兵
衛
、
木
暮
理
太
郎
、
武
田
久
吉
、
梅
澤
親
光
の
十
三
氏

に
し
て
、
他
に
含
員
外
の
出
席
二
名
あ
り
き
。

○
第
十
五
日
大
含
記
事

大
正
十

一
年
五
月
十
五
日
本
含
第
十
五
同
大
會
を
赤
坂

溜
池
三
會
堂
に
開
く
。
午
前
十
時
例
に
依
う
て
陳
列
場
を

開
く
や
、
早
く
も
末
會
者
腫
を
接
し
、
中
に
は
陳
列
に
忙

殺
さ
る
ゝ
係
員
を
氣
の
毒
に
思
ひ
て
か
、
手
俸
ひ
を
申
出

含
報
　
　
○
第
十
七
日
小
集
合
記
事
○
第
十
五
同
大
會
、記

事

琥 三 第 年 六 十 第 岳 山
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行 稜 月 五 年 二 十 正 大

會
報
　
　
○
第
十
五
同
大
會
記
事

ら
る
ゝ
熱
心
な
る
會
員
も
あ
多
。
や
が
て
整
理
も
済
め
ば

末
含
者
は
、
各
自
見
た
し
思
ふ
固
書
を
手
に
取
♪
て
自
由

に
関
覧
し
、
場
中
暫
く
は
滉
雑
を
塁
す
る
程
な
り
き
。
新

く
て
午
後
六
時
陳
列
場
を
閉
ぢ
、
階
上
の
大
度
間
に
て
講

演
含
を
催
し
、
理
學
博
士
上
原
敬
二
氏
は
、「
國
立
公
園
と

山
岳
」
な
る
題
に
て
、
先
づ
公
園
と
は
如
何
な
る
も
の
な

る
か
を
説
き
、
次
で
國
立
公
園
に
及
ぼ
し
、
進
ん
で
山
岳

と
國
立
公
園
と
の
関
係
を
論
じ
。
公
園
地
の
選
定
及
其
設

備
に
就
て
は
甚
大
の
注
意
を
排
ふ
必
要
あ

る
こ
と

を
述

べ
、
幻
燈
を
用
ゐ
て

一
時
間
餘
の
歯
切
よ
き
講
演
を
試
み

ら
れ
、
幹
事
理
學
博
士
武
田
久
吉
氏
は
、「夕
張
岳
」
と
題

し
、
大
正
十
年
八
月
未
だ
登
山
者
の
少
な
き
北
海
道
の
夕

張
岳
に
登
ら
れ
た
る
折
の
旅
行
談
を
主
と
し
、
高
山
植
物

の
種
類
分
布
及
地
形
等
に
就
て
獨
特
の
観
察
眼
に
映
じ
た

る
も
の
を
従
と
し
、
又

一
時
間
餘
に
亘
う
、
同
じ
く
幻
燈

を
使
用
し
て
、
快
明
な

る
講
演
を
な

し
、
十
時
含
を
閉

づ
。
家
含
者
は
含
員
及
會
員
外
を
合
せ
二
百
餘
名
に
達
し

た
３
。
営
日
の
出
品
目
録
左
の
如
し
。

○
上
原
敬
二
氏
出
品

國
立
公
園
固
　
　
　
　
　
　
　
敷
葉
　
内
外
国
書
　
　
　
　
　
　
　
敷
十
舟

Ｏ
磯
貝
藤
太
郎
氏
出
品

日
本
ア
ル
プ
ス
逮
望
　
　
　
　
壼
軸

○
高
頭
仁
兵
術
氏
出
品

大
日
本
地
誌
大
系
　
　
　
　
十
四
冊

樺
太
案
内

・　
　
　
　
　
　
　
一
肝

北
海
道
旅
行
案
内
　
　
　
　
　
一
冊

北
海
道
蝦
夷
語
地
名
解
　
　
　
一
冊

千
島
紀
行
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

宮
城
縣
地
誌
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

仙
蔓
案
内
　
　
　
　
　
　
　
　
一
舟

秋
田
震
災
誌
　
　
　
　
　
　
　
一
舟

下
野
地
理
書
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

日
光
案
内
　
　
　
　
　
　
　
　
一
舟

那
須
郷
上
記
　
　
　
　
　
　
　
一
舟

大
日
本
地
誌
瓶
質
（群
馬
縣
）

一
般

伊
香
保
便
質
　
　
　
　
　
　
　
一
勝

小
學
信
濃
地
誌
　
　
　
　
　
　
一
冊

信
濃
大
地
誌

日
本
地
理
志
料
｝　
　
　
　
十
五
冊

日
本
海
陸
道
程
記
　
　
　
　
　
二
冊

日
本
風
景
論
　
　
　
　
　
　
　
一
騰

日
本
之
山
水
　
　
　
　
　
　
　
　
一
般

日
本
水
産
固
説
　
　
　
　
　
　
一
ル

帝
國
交
通
便
覧
　
　
　
　
　
　
二
冊

二
俣
尾
の
桃
花

樺
太
及
北
泄
海
州

最
新
樺
太
案
内

北
海
道
案
内

網

走
　
港

東
奥
紀
行

宮
城
縣
鍍
泉
誌

山
形
縣
地
誌
提
要

山
寺
攪
勝
誌

日
光
案
内

願
原
温
泉
誌

群
馬
縣
地
誌
略

上
野
志
料
集
成

伊
香
保
温
泉
日
記

新
撰
信
濃
地
誌

大
日
本
府
縣
志

日
本
里
程
絶
覧

日
本
災
異
志

日
本
道
中
記

日
本
漫
遊
要
質

帝
園
地
名
辞
典

日
本
鍍
産
地

壼
軸

一
冊

一
冊

一
肝

一
滑

一
肝

一
冊

二
舟

一
勝

一
冊

一
般

二
冊

二
舟

一
般

一
勝

二
冊

一
般

一
般

一
般

一
肝

一
舟

一
舟

舌
〓
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帝
國
物
産
地
誌
　
　
　
　
　
　
一
肝

郡
匠
町
村

一
質
　
　
　
　
　
　
一
ル

地
　
名
　
箋
　
　
　
　
　
　
　
一
肝

群
書
類
従
（
再
版
）
　
　
　
十
二
丹

一
日
玉
鉾
　
　
　
　
　
　
　
　
四
肝

績
大
八
洲
遊
記
　
　
　
　
　
　
一
冊

古
風
土
記
逸
文
　
　
　
　
　
　
一
肝

古
版
地
誌
解
題
　
　
　
　
　
　
一
丹

旅
行
者
費
鑑
　
　
　
　
　
　
　
一
肝

宗
祗
諸
国
物
語
　
　
　
　
　
　
四
冊

和
名
類
楽
抄
地
名
索
引
　
　
　
一
般

西
南
諸
港
報
告
書
　
　
　
　
　
五
丹

日
本
ア
ル
プ
ス
ヽ
　
　
　
　
　
一
般

日
本
ア
ル
プ
ス
登
山
案
内
七
版

一
肝

日
本
ア
ル
プ
ス
と
山
麓
の
景
勝

一
ル

山
嶽
生
活
　
　
　
　
　
　
　
　
一
肝

ャ
　
　
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ル

信
濃
名
勝
辞
林
　
　
　
　
　
　
一
般

槍
ケ
嶽
の
美
期
　
　
　
　
　
　
一
般

松
本
案
内
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

飛

州
　
志
　
　
　
　
　
　
一
肝

同
・
探
　
勝
　
　
　
　
　
　
　
一
勝

岐
阜
縣
案
内
　
　
　
　
　
　
　
一
肝

茂
々
久
岐
爾
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

國
郡
全
国
　
　
　
　
　
　
　
　
二
冊

瞬
遊
志
稿
　
　
　
　
　
　
　
　
一
般

群
書
類
従
（
紀
行
部
初
版
）
　

十
肝
・

群
書
類
従
（
活
字
本
）
　

　

　

一
肝

道
の
記
集
　
　
　
　
　
　
　
　

一ヽ
勝

徒
歩
旅
行
　
　
　
　
　
　
　
　
一
般

古
風
土
記
逸
文
考
證
　
　
　
　
二
冊

高
山
植
物
叢
書
　
　
　
　
　
　
二
冊

俳
　
山
　
水
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

扶
桑
名
所
固
含
　
　
　
　
　
　
五
冊

大
地
震
暦
年
考
　
　
　
　
　
　
一
冊

地
學
字
彙
　
　
　
　
　
　
　
　
一
肝

日
本
ア
ル
プ
ス
登
山
案
内
初
版

一
ル

日
本
ア
ル
プ
ス
と
秩
父
巡
札
　
一
肝

山
嶽
巡
濃
　
　
　
　
　
　
　
　
一
般

千
山
高
岳
　
　
　
　
　
　
　
　
一
丹

信
漉
地
名
考
　
　
　
　
　
　
　
一
肝

科
野
名
所
集
　
　
　
　
　
　
　
一
般

天
　
龍
　
映
　
　
　
　
　
　
一
舟

白

　

　

骨
　
　
　
　
　
　
　
一
肝

飛
騨
山
川
　
　
　
　
　
　
　
　
一
騰

岐
阜
縣
地
誌
　
　
　
　
　
　
　
一
肝

．

新
撰
美
濃
志
　
　
　
　
　
　
　
一
舟

近
江
國
名
跡
記
　
　
　
　
　
　
一
肝

一

琵
琶
湖
疏
水
要
誌

東
海
道
名
所
固
含

東
海
道
分
間
給
固

二
重
縣
地
理
教
科
書

北
勢
古
志

尾
三
地
理

逮
江
國
風
土
記

駿
河
名
勝
遺
蹟

富
岳
窮
員

富
士
百
詠

函
　
山
　
誌

箱
根
七
湯
志

八
丈
島
保
養
案
内

逗
子
案
内

甲
斐
地
誌

甲
斐
の
手
引

甲
州
案
内

甲
國
茶
話

東
京
地
理
滑
革
誌

江
戸
大
地
震

一
件
書

小
笠
原
島
志

小
笠
原
島
新
誌

千
葉
縣
地
誌
略

房
絶
地
誌
撮
要

東
海
道
東
部
海
岸
固
　
　
　
　
四
葉

同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一滑

長
明
海
道
記
　
　
　
　
　
　
　
二
滑

伊
勢
名
勝
志
　
　
　
　
　
　
　
一
肝

三
河
名
勝
固
含
　
　
　
　
　
　
一
肝

尾
三
費
鑑
　
　
　
　
　
　
　
　
二
肝

静
岡
縣
地
誌
　
　
　
　
　
　
　
一
肝

富
士
案
内
　
　
　
　
　
　
　
　
一
肝

百
　
富
　
士
　
　
　
　
　
　
　
四
冊

沼
津
案
内
　
　
　
　
　
　
　
　
一
丹

函
山
紀
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ル

熱
海
錦
嚢
　
　
　
　
　
　
　
　
一
騰

耐
奈
川
縣
地
誌
　
　
　
　
　
　
一
勝

新
編
鎌
倉
志
　
　
　
　
　
　
十
二
勝

甲
斐
勝
紀
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

甲
斐
名
勝
固
綸
　
　
　
　
　
　
一
般

山
梨
詳
細
録
　
　
　
　
　
　
　
一
肝

峡
山
幽
州
賛
記
　
　
　
　
　
　
二
肝

東
都
大
地
震
付
公
邊
御
達
書
　
一
丹

江
戸
名
所
記
　
　
　
　
　
　
　
七
肝

小
笠
原
島
志
纂
　
　
　
　
　
　
一
朋

千
葉
縣
地
誌
要
略
　
　
　
　
　
一
勝

千
葉
縣
地
誌
略
　
　
　
　
　
　
ニ
ル

房
絶
員
景
　
　
　
　
　
　
　
　
一
勝

一
舟

二
肝

五
葉

一
肝

ニ
ル

ニ
勝

二
勝

一
肝

一
肝

一
冊

一
肝

一
般

一
肝

一
騰

一
肝

一
肝

一
般

一
肝

一
肝

一
ル

一
肝

一
肝

二
舟

一
ル

合
曇
一　
　
〇
第
十
五
同
大
含
記
事
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行 螢 月 五 年 二 十 正 大

會
報
　
　
○
第
十
五
同
大
會
記
事

島
根
縣
案
内
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

紀
伊
国
績
風
土
記
　
　
　
　
　
五
舟

能
野
名
勝
書
固
　
　
　
　
　
　
一一般

阿
波
名
勝
案
内
　
　
　
　
　
　
一
肝

土
佐
古
跡
巡
遊
録
　
　
　
　
　
一
冊

筑
　
前
　
誌
　
　
　
　
　
　
　
一
般

大
分
縣
地
誌
　
　
　
　
　
　
　
一一肝

祠
岡
縣
叢
誌
　
　
　
　
　
　
　
一
舟

長
時
間
志
　
　
　
　
　
　
　
　
五
舟

津
島
紀
事
　
　
　
　
　
　
　
　
六
冊

壺
彎
諸
島
誌
　
　
　
　
　
　
　
一
般

朝
鮮
地
理
誌
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

韓
國
絶
賢
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

○
武
田
久
吉
氏
出
品

一
、
コ
ロ
ラ
ド
窮
風
帖
　
　
　
一
般

一
、
旅
行
用
破
蚊
帳
　
　
　
　
一
個

一
、
證
文
薄
雪
革
　
　
　
　
　
一
鉢

一
、
夕
張
善
篇
員
　
　
　
　
　
一二
葉

一
、
千
曲
川
窮
員
　
　
　
　
　
ｒ
葉

一
、
水
雲
と
植
物
（寛
員
）

十
三
葉

丹
後
田
邊
府
誌

十
寸
種
の
薄

讃
岐
案
内

美
馬
郡
郷
土
誌

愛
嬢
縣
地
誌
略

理
　
前
　
志

筑

陽
　
記

藤
岡
縣
旅
行
案
内

阿
蘇
山
ノ
地
學
的
研
究

蔓
　
湾
　
誌

墓
　
湾
　
志

朝
鮮
水
路
誌

三
冊

十
ル

一
勝

一
肝

一
冊

一
騰

九
肝

一
勝

一
肝

一
肝

二
肝

一
肝

一
、
北
海
道
及
樺
太
に
開
す
る
同
書

松
浦
竹
四
郎
著
、
東
西
蝦
夷
山
川
地
理
取
調
紀
行

最
内
徳
内
著
、
蝦
夷
草
紙

阿
部
喜
任
纂
逃
、
蝦
夷
行
程
記

“
ヽ
の
く
ら”
　
日
一ｏら
い●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
」丁

］
　
日
ｒ
ＨＯ
“
∞
ぽ

＞
わ
”コ
　
　
　
　
　
　
．
一貯鶏

一
、
夕
張
絶
項
石
　
　
　
　
　
一
個

一
、
山
生
植
物
窮
風
　
　
　
七
十
葉

一
、
種
前
岳
篤
具
　
　
　
　
　
七
葉

一
、
冬
の
堕
川
上
流
窮
員
　
　
二
葉

一
、
札
幌
西
境
の
山
岳
（窮
員
）
四
葉

十
四
騰

上
下
　
二
勝

上
下
　
三
冊

表
城
縣
地
誌
略
　
　
　
　
　
　
一
ル

香
取
郡
誌
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ル

佐
渡
名
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
一
肝

北
越
雲
譜
　
　
　
　
　
　
　
　
七
ル

新
潟
縣
名
勝
案
内
記
　
　
　
　
一
ル

北
越
鐵
道
名
勝
案
内
　
　
　
　
一
肝

越
中
地
理
小
誌
　
　
　
　
　
　
一
肝

登
立
山
記
　
　
　
　
　
　
　
　
一
肝

能
登
地
誌
略
　
　
　
　
　
　
　
一
肝

加
賀
地
誌
略
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

山
中
温
泉
案
内
　
　
　
　
　
　
一
舟

片
山
津
温
泉
案
内
　
　
　
　
　
一
舟

三
州
大
路
水
経
　
　
　
　
　
　
一
丹

同

　

（窮
本
）
　
　
　
　
廿
五
舟

近
畿
遊
覧
誌
稿
　
　
　
　
　
　
一
舟

京
都
叢
書
（十
冊
ノ
内
一舟
出
品
）
一
勝

兵
庫
縣
地
誌
歴
史
考
　
　
　
　
一
肝

大
和
周
遊
誌
　
　
　
　
　
　
二
冊

大
和
奥
料
　
　
　
　
　
　
　
　
二
冊

堺
市
名
勝
案
内
　
　
　
　
　
　
一
般

住
吉
名
勝
記
　
　
　
　
　
　
　
一
般

吉
備
群
書
解
題
　
　
　
　
　
　
二
冊

藝
　
船
　
録
　
　
　
　
　
　
　
一
般

長
門
國
誌
　
　
　
　
　
　
　
　
一
般

新
編
常
陸
國
誌

佐
渡
地
理
奥
談

越
後
土
産

新
潟
み
や
げ

北
越
鐵
邁
案
内

越
中
地
誌
略

立
山
案
内

右
勢
湖
八
勝
考

能
州
名
所
固
含

石
川
郡
誌

粟
津
温
泉
案
内

印
辰
山
開
拓
録

三
州
志
（
活
字
本
）

越
前
図
名
蹟
考

京
都
鳥
臓
固

都
名
所
固
含

大
和
名
勝

大
　
和
　
巡

堺
市
案
内
記

堺

　

　

鑑

播
陽
風
土
記

備

中

誌

巌
邑
紀
行

橋
立
み
や
げ

二
騰

一
ル

ニ
冊

一
肝

一
肝

一
般

一
丹

一
肝

十
肝

一
滑

一
肝

一
般

六
肝

三
ル

一
ル

三
肝

一
肝

一
肝

一
肝

三
肝

二
冊

八
ル

一
般

一
舟

三
二
四
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上
原
某
著
、
蝦
夷
譜
箋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
　
　
一
冊

村
尾
元
長
編
纂
、
現
今
北
海
道
要
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
肝

磯
部
精

一
著
、
北
海
道
地
名
解
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
肝

多
羅
尾
忠
郎
著
、
千
島
探
検
貧
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

り
・Ｑ
・Ｊ
Ｊ
″
。口
一Ｚ
〇一Φ●
ｏ、
静
『
ｏ“
『目
Φ「
】。日
一Ｆ
Ｏ
ＨＬ
”口
２
０ｈ
照
①Ｎ
）
“ロ
ド∞く∞
一ｍ所

大
内
桐
齋
著
、
東
蝦
夷
夜
話
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
中
下
　
三
冊

岡
本
文
平
著
、
北
蝦
夷
新
志
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
肝

鈴
木
茶
漢
著
、
唐
太
日
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
下
　
二
冊

間
宮
倫
宗
口
述
、
北
蝦
夷
固
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
冊

同
右
、
東
縫
地
方
紀
行
（窮
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
冊

地
學
雑
誌
第
百
八
十
九
獲
間
宮
林
瓶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

近
藤
守
重
輯
、
邊
要
分
界
固
考
（窮
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
舟

藤
田
良
著
、
蝦
夷
闘
境
輿
地
全
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
葉

小
野
寺
謙
著
、
蝦
夷
海
陸
路
程
全
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
葉

松
浦
竹
四
郎
著
、
暇
夷
閣
境
山
川
地
理
取
調
大
概
同
　
　
　
　
　
　
一
葉

開
拓
使
稜
行
、
北
海
道
園
郡
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
葉

北
海
道
鷹
職
行
、
五
十
萬
分

一
北
海
道
全
固
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
葉

同
右
、
北
海
道
森
林
分
布
固
（
四
百
高
分

一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
葉

同
右
、
北
海
道
鐵
道
滑
線
祠
察
便
覧
固
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
峡

同
右
、
移
住
手
引
草
（
第
二
十
版
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
葉

大
井
上
義
近
編
、
北
海
道
地
質
固
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
集

市
川
天
涯
編
著
、
新
領
樺
太
明
細
０
固
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
葉

陸
地
測
量
部
職
行
、
五
高
分

一
地
形
固
夕
張
岳
附
近
　
　
　
　
　
　
四
葉

○
高
畑
棟
材
氏
出
品

含
　
　
報
　
　
○
第
十
八
日
小
集
會
記
事

一
、
尾
張
明
細
固
　
　
　
　
　
一
葉

一
、
中
仙
道
木
曾
道
中
記
　
　
一
般

一
、
諸
国
順
質
懐
費
道
中
国
鑑

一
ル

○
高
頭
義
明
氏
出
品

一
、
悪
澤
岳
（
大
下
藤
夫
郎
筆
）額

一
面

一
、
甲
斐
駒
ケ
岳
（
同
）
　
　
　
同

一
、
北
岳
及
間
ノ
岳
（
同
）
　

　

同

○
日
本
山
岳
含
出
品

各
国
山
岳
含
機
関
雑
誌
及
年
報
敷
十
勝

○
第
十
八
同
小
集
含
言己
事

大
正
十

一
年
六

月
十
五

日
麹
町
Ｅ
清
水
谷
皆
香

園
に
於

て
、
木
暮
幹
事
司
含
者
と
し
て
午
後
二
時
よ
う
第
十
八
同

小
集
會
開
含
、
左
の
講
演
あ
う
た
う
。

阿
能
川
岳
と
三
國
峠
　
　
　
　
　
　
松
本
　
善
二
氏

雲
の
秩
父
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
暮
理
太
郎
氏

前
者
は
松
本
氏
が
武
田
木
暮
の
二
氏
と
同
年
四
月
十
九

日
夜
上
野
降
を
出
稜
し
て
笙
三
十
日
沼
出
、
湯
原
を
経
て

谷
川
温
泉
に
至
多
、
阿
能
川
岳
及
其
附
近
の
山
に
登
多
五

月
四
日
阿
能
川
ょ
う
佛
岩
峠
を
鍮
え
て
猿
ケ
京
に
出
で
、

永
井
よ
う
三
國
時
に
登
り
法
師
湯
を
経
て
、
順
路
沼
田
に

一
、
改
正
上
野
口
全
同
　
　
　
一
葉

一
、
日
光
山
名
跡
誌
　
　
　
　
一
般

一
、
日
原
鐘
乳
洞
附
近
窮
員
　
敷
葉

一
、
票
姫
山
（
同
）
　
　
　
　
　
同

一
、
飯
　
綱
　
山
　
　
　
　
　
　
同

一
、
穂
高
山
（高
島
北
海
筆
）屏
風
一双

言

〓
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・磯 月 五 年 二 十 正 大

含
　
　
報
　
　
○
‐第
十
九
同
小
集
含
記
事

出
で
縮
京
し
た
る
折
の
旅
行
談
に
し
て
、
谷
川
連
嶺
の
自

雪
畦
々
た
る
篤
具
敷
十
葉
は
、
未
だ
此
附
近
の
山
を
知
ら

ざ
る
人
に
大
な
る
興
味
を
典
へ
た
多
。
後
者
は
木
暮
氏
が

武
田
氏
と
同
年

一
月
十
三
日
よ
う
三
日
間
仙
元
峠
附
近

へ
、
二
月
五
日
よ
り
四
日
間
木
賊
峠
よ
う
御
岳
附
近
へ
、

松
本
氏
と
二
月
五
日
よ
り
三
日
間
雁
坂
峠
へ
旅
行
し
た
る

大
要
を
述
べ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
参
考
と
し
て
敷
十

葉
の
篤
具
を
示
さ
れ
た
う
。

営
日
本
含
さ
れ
た
る
含
員
は
高
畑
棟
材
、
松
本
善
二
、

井
染
道
夫
、
高
田
達
也
、
本
田
友
司
、
沼
井
鐵
太
郎
、
松

浦
良
松
、
三
輸
動
、
書
上
喜
太
郎
、
黒
田
孝
雄
．
茄
生
武

治
、
郷
郁
三
郎
、
中
川
喜
久
雄
、
中
村
常
雄
、
冠
松
次
郎
、

別
宮
貞
俊
、
岩
永
信
雄
、
紳
谷
恭
、
石
川
孟
範
．
野
口
末

延
、
堀
範
雄
、
磯
員
藤
太
郎
ｔ
川
口
敏
郎
、
松
井
幹
雄
ゝ

前
川
満
轟
雄
、
近
藤
茂
吉
、
武
田
久
吉
、
梅
澤
親
光
、
木

暮
理
太
郎
の
二
十
九
氏
に
し
て
含
員
外
の
家
含
者
は
九
名

な
う
き
。

○
第
十
九
同
小
集
含
記
事

大
正
十

一
年
九
月
十
五
日
午
後

一
時
牛
清
水
谷
皆
香
園

に
於
て
小
集
會
開
催
、
司
會
者
高．
頭
幹
事
。
営
日
の
講
演

左
の
如
し
。

湖
水
と
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
頭
仁
兵
衛
氏

比
良
ケ
岳
の

一
峰
な
る
武
奈
ケ
岳
に
菫
ら
ん
と
し
た
る

も
天
候
其
他
に
妨
げ
ら
れ
て
果
さ
ず
、
韓
じ
て
琵
琶
湖
を

舟
遊
さ
れ
た
る
営
時
の
感
懇
等
に
就
て
述
ら
れ
た

，
。

飯
豊
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沼
井
鐵
太
郎
氏

曾
て
名
春
會
員
大
手
氏
が
幕
攀
さ
れ
た
る
赤
谷
方
面
ょ

う
飯
豊
川
を
遡
う
て
國
境
の
鳥
帽
子
岳
附
近
に
登
り
、
大

日
岳
に
至
う
、　
一
旦
長
者
原
に
下
山
し
て
後
、
再
び
飯
豊

本
山
に
出
で
、
約
十
日
を
費
し
て
會
津
口
に
下
り
た
る
乙

と
を
述
べ
ら
れ
、
数
十
葉
の
篤
具
を
示
さ
れ
た
り
。

飯
豊
山
雑
話
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
田
久
吉
氏

沼
井
氏
に
後
る
ゝ
乙
と
約
二
週
間
に
し
て
、
含
津
口
ょ

♭
飯
豊
山
に
登
ら
れ
た
る
折
の
旅
行
談
な
れ
ど
も
、　
一
面

ま
た
飯
豊
山
の
如
何
な
る
山
な
る
か
と
各
方
面
ょ
う
極
め

て
要
領
よ
く
説
明
さ
れ
、
同
じ
く
数
十
葉
の
篤
具
は
、
沼

井
氏
の
も
の
と
比
較
し
て
、
殊
に
雲
の
融
解
す
る
こ
と
早

き
に
驚
か
し
む
。

家
會
者
は
高
畑
棟
材
、
冠
松
次
郎
、
磯
員
藤
太
郎
、
松

二
二
六

(41191)



井
幹
雄
、
加
藤
義
夫
、
沼
井
鐵
太
郎
、
本
多
友
司
、
伊
藤

朝
太
郎
、
岩
永
信
雄
、
別
宮
貞
俊
、
書
上
喜
太
郎
、
横
山

光
太
郎
、
松
本
善
二
、
中
村
常
雄
ゝ
佐
藤
文
二
、
野
口
末

延
、
三
輪
動
、
伊
藤
新
三
、
黒
田
孝
雄
、
飯
塚
篤
之
助
、

高
頭
仁
兵
衛
、
木
暮
理
太
郎
、
武
田
久
吉
、
梅
澤
親
光
の

十
四
氏
及
會
員
外
七
名
と
す
。

Ｏ
幹

事

改

選

大
正
九
年
に
就
任
し
た
る
幹
事
の
任
期
は
同
十

一
年
を

以
て
満
了
す
可
き

に
付
き
、
本
會

は
會
則
第
七
條
に
擦

り
、
含
員

一
般
の
投
票
に
依
多
て
、
同
年
十

一
月
ょ
う
十

二
月
に
亘
り
、
新
に
幹
事
七
名
を
選
奉
し
た
る
が
、
大
正

十
二
年
二
月
四
日
の
評
議
員
含
に
於
て
、
更
に
二
名
増
員

の
必
要
を
認
め
た
る
も
、
改
め
て
選
奉
を
行
は
ず
、
被
選

者
の
中
よ
♭
二
名
を
推
薦
す
る
こ
と
ヽ
し
、
審
議
の
結
果

左
の
九
名
を
新
幹
事
と
し
て
就
任
せ
し
む
る
と
に
決
し
、

其
承
諾
を
得
、
且
其
分
措
任
務
を
も
取
極
め
た
う
。

編
輯
　
藤

島
　
敏

男
　
　
　
編
輯
　
冠
　
松

次

郎

編
輯
　
木

暮

理
太
郎
（
重
任
）外
交
　
棋
　
　
有
　
恒

記
録
　
エハ　
鵜
　
　
保
　
　
　
国
書
　
高

田
　
達

也

庶
務
　
高

頭

仁
兵
衛
（
重
任
）會
計
　
鳥

山
　
悌

成

編
輯
　
辻

村
　
伊

助

右
九
名
の
外
、
前
幹
事
の
重
任
を
希
望
せ
ら
る
ゝ
者
多

数
な
ら
し
も
、
新
進
の
適
材
を
適
所
に
置
く
を
必
要
な
う

と
し
、
二
名
の
重
任
を
除
き
、
前
記
七
名
の
新
幹
事
を
推

薦
し
た
る
次
第
な
り
。
筒
ほ
山
崎
彦
麿
、
石
崎
光
璃
、
榎

谷
徹
蔵
、
朝
輝
記
太
留
の
諸
氏
は
得
票
少
な
か
ら
ず
、
適

任
と
認
め
ら
る
ゝ
人
も
あ
れ
ど
、
居
住
地
の
遠
隔
な
る
の

み
な
ら
ず
、
高
頭
幹
事
の
如
く

一
年
の
過
年
は
東
京
に
住

し
、
二
必
要
の
際
は
電
報
に
應
じ
て
何
時
に
て
も
出
京
し

得
る
が
如
き
自
由
は
、
到
底
望
Ｕ
可
ら
ざ
る
こ
と
な
る
を

以
て
、
遺
は
な
が
ら
薦
に
上
ら
ず
ｏ
此
外
沼
井
働
太
郎
、

松
本
善
二
、
別
所
梅
之
助
の
三
氏
も
相
営
の
得
票
あ
り
た

う
０○

大
正
十
二
年
度
會
費
の
排
込
に
就
て

本
含
の
含
費
は
毎
年
二
月
末
日
に
納
付
す
可
く
、
三
月

以
後
の
納
付
者
は
、
特
別
取
扱
手
敷
料
と
し
て
、
金
五
拾

餞
を
附
加
し
て
排
込
む
可
き
規
定
な
る
も
、
本
年
度
に
限

う
、
會
費
納
付
の
期
日
を
六
月
末
日
迄
延
期
す
る
こ
と
に

琥 三 第 年 六 十 第 岳
‐
山

會
　
　
報
　
　
○
幹
事
改
選
○
大
正
十
二
年
度
會
費
の
排
込
に
就
て

ニ
ニ
場

( `120



行 稜 月 五 年 二 十 正 大

含
　
　
報
　
　
Ｏ
大
正
十
二
年
度
會
費
の
捕
込
に
就
て

決
し
た
れ
ば
、
納
付
未
済
の
向
は
其
心
組
に
て
排
込
ぁ
ら

ん
こ
と
ル‘望
Ｕ
ｃ
従
て
本
年
度
に
於
て
牧
受
し
た
る
手
敷

料
金
は
、
之
を
笙
年
度
含
費
中
に
組
入
る
可
き
に
よ
り
、

右
を
支
排
は
れ
た
る
含
員
は
、
十
二
年
度
の
含
費
と
し
て

既
納
の
料
金
額
を
控
除
し
た
る
式
回
五
拾
餞
ケ
排
込
ま
る

れ
ば
可
也
。

本
會
の
含
費
は
元
末
雑
誌
代
に
非
ず
、
そ
れ
と
こ
れ
と

は
全
然
性
質
を
異
に
す
る
も
の
に
し
て
、
既
に
含
員
と
な

う
た
る
以
上
は
、
雑
誌
の
稜
行
と
否
と
に
拘
ら
ず
、
含
費

は
必
ず
規
定
の
通
♭
排
込
む
可
き
も
の
な
う
と
す
。
然
る

に
多
数
含
員
の
中
に
は
、
誤
て
含
費
は
雑
誌
代
の
前
金
な

る
が
如
く
考
へ
、
雑
誌
の
獲
行
さ
れ
ざ
る
間
は
、
會
費
と

排
込
峻
ざ
る
も
営
然
な
う
と
思
料
せ
ら
る
ゝ
向
も
あ
る
や

に
聞
及
べ
多
。
勿
論
「
山
岳
」
は
本
會
の
機
関
雑
誌
と
し
て

獲
行
す
る
も
の
な
れ
ど
も
、
元
よ
り
螢
利
を
目
的
と
し
た

る
刊
行
物
に
あ
ら
ず
、
主
と
し
て
含
員
各
自
の
山
岳
に
開

す
る
研
究
資
料
を
蒐
め
て
之
を
獲
表
し
、
之
を
含
員
に
頒

布
し
て
更
に
其
研
究
に
資
す
る
目
的
の
も
の
な
れ
ば
、
本

合
は
含
員
に
代
う
て
革
に
此
等
資
料
の
蒐
集
編
纂
及
之
ヒ

活
版
に
附
す
る
に
際
し
校
正
其
他
の
努
を
執
ら
し
む
る
篤

に
、
編
輯
者
を
置
き
て
其
任
に
営
ら
し
む
る
も
の
な
れ
ば

材
料
の
集
る
と
否
と
に
ょ
う
て
雑
誌
獲
行

′
の
遅
速
に
大
開

係
あ
る
可
き
道
理
也
ｃ
故
に
萬

一
に
も
唯
雑
誌
の
頒
布
ヒ

受
け
ん
が
篤
に
の
み
本
含
に
入
會
さ
れ
た
る
含
員
あ
り
と

せ
ば
、
此
鮎
に
留
意
さ
れ
ん
こ
と
肝
要
な
る
可
し
。

然
れ
ど
も
本
含
は
既
住
に
於
て
年
に
三
同
「
山
岳
」
を
螢

行
し
末
う
た
る
慣
例
ぁ
る
と
以
て
、
今
遠
に
之
を
破
る
に

忍
び
ず
、
亦
必
ず
し
も
之
を
破
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
る
に

も
あ
ら
ね
ば
、
雑
誌
稜
行
の
遅
延
を
家
せ
る
大
源
因
と
稗

す
可
き
原
稿
難
を
営
面
に
控
へ
た
る
幹
事
殊
に
編
輯
員
の

苦
痛
は
少
な
か
ら
ざ
る
も
の
あ
る
も
、
顧
み
て
心
に
落
き

所
な
し
と
せ
ず
。
今
や
新
幹
事
の
就
任
と
共
に
銑
意
努
力

し
て
、
大
正
十

一
年
度
第
十
七
年
第

一
琥
以
下
事
情
の
許

す
限
り
速
に
稜
行
を
議
績
し
、
以
て
大
正
十
二
年
度
第
十

八
年
に
及
ぼ
さ
ん
と
す
。
し
か
も
編
輯
者
の
微
力
能
く
之

を
完
ふ
し
得
る
や
否
や
を
知
ら
ず
ｏ
若
し
七
百
に
餘
る
含

員
各
位
に
し
て
、
自
己
は
勿
論
會
員
以
外
の
知
人
な
り
と

も
、
同
好
の
士
を
勘
誘
し
て
幸
に
寄
稿
の
勢
を
惜
ま
る
ゝ

な
く
ば
、
十
冊
に
足
ら
漁
「
山
岳
」
の
如
き
は
立
所
に
し
て

成
ら
ん
也
。
切
に
望
む
。

二
一一
ハ
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琥 第 年
-
/‘ 十 第 岳 山

合

報

〇
令
務
報
告
0
令
且
の
訃
戟
〇
退
令
吝

大
正
十
一

年
二
月
二
十
六
日

午
前
十
時
よ
り

麹
町
消
水

谷
皆
香
園
に
於
て
幹
事
會
を
開
さ 、

左
記
の
事
項
に
付
さ

協
議
す

。

一
、

大
正
十
年
庇
合
計
報
告
3

一
、

事
務
所
畏
延
の
件。

一
、

書
記
任
免
の
件。

一
、

今＂
八
卒
未
引
換
者
虞
分
之
件。

（
出
席
幹
事）
高
頭 、
武
田 、
＊
荘 ．
梅
澤。

同
四
月
十
五
日

午
後
四
時 、

本
會
事
務
所
に
於
て
幹
事

會
を
開
さ 、

左
の
件
々
を
協
議
す

。

一
、

集
金
郵
便
差
立
の
件o

-
、

第
十
五
同
＊
合
開
悩
の
件。

一
、

合
且
ヰ
引
換
未
了
者
虞
分
之
件。
一

、
入
令
申
込
者
詮
衡゜

（
出
席
幹
事）
木
荘 、
裕
澤 、
武
田 、
高
野（
委
任） 、
窃
頭。

此
日

入
會
を
許
可
せ
ら

れ
た
る
も
の
左
の
如
し
。

宮
蛉
徳
二 、
渡
邊
和
雄 、
氏
谷
叉
巌 、
岸
偉
一

、
野
口
末
延 、
中
村
常
雄 、

中
川
冥
久
雄 、
鬼
頭
信
太
郎 、
三
輪
勁 、
打
上
喜
太
郎 、

内
m
索ー

。

同
六
月
廿
五
H

午
前
十
時
半
麹
町
洞
水
谷
皆
香
園
に
於

て
幹
事
會
を
開
さ 、

左
記
の
件
附
談
す

。

一
、

秘
金
郵
便
拒
絶
名
へ
再
患
源
牒
之
件。
一

、
幹
事
改
選
の
件＞

（
出
席
幹
事）
武
田 、
粧
澤 、
木
暮 、
高
顛 、
高
野
（
委
任）

右
終
て
入
令
者
の
詮
衡
を
行
ひ

、

左
記
の
入
名
入
會
を

許
可
せ
ら
る

。

，
 

〇
會
務
報
告

―
―

―
―

九

高
栖
恒
雄 、
喜
多
要 、
安
厖
在
友 、
石
田
留
三
郎 、
平
田
恒
太
郎 、

江
口

定
條 、
土
居
通
彦 、
舟
m
-＝一
郎。

同
九
月
廿
五
日

前
同
所
に
於
て
午
前
十
時
よ
り

幹
事
含

を
開
さ 、

左
記
の
事
項
を
協
議
す

。

一
、

幹
事
改
選
に
闊
す
る
件o
-

、
合
我
未
納
者
は
分
の
件。

盆
出
席
幹
事）
＊
苔 、
梃
澤 、
武
lil 、
田
部 、
高
頭 、
高
野
0

委
任）

終
て
入
令
申
込
者
の
詮
衡
を
行
ひ

、

左
記
十
入
名
入
合

を
許
可
せ
ら
る
。
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行 螢 月 五 年 二 十 二 大

會
　
　
報
　
　
○
交
換
及
寄
贈
固
書
目
０
本
含
規
則
抜
率

二
一一
〇

籠

谷

得

太

郎
氏

薄

井

貴

六
氏

坂
　
上
　
　
賓
氏

目
■
■
・
〓
２
８
】日
氏

谷
　
　
泰
　
吉
氏

政

友

巌

三
氏

りＲＨ”ｏ
日
】く
貯
”
国
・
“
・

加
　
古
　
儀
　
不
氏

長
谷
川
　
高
次
郎
氏

安
　
井
　
元
　
吉
氏

庵
　
原
　
　
清
氏

大
正
十
一
年
二
月
廿
三
日
附
申
出

同
　
　
　
　
　
　
十
五
日
附
申
出

同
　
　
　
　
　
　
十
七
日
附
中
出

同
　
　
　
　
　
　
十
九
日
附
申
出

同
　
　
　
　
　
　
三
十
日
附
申
出

同
　
　
　
　
　
四
月
十
日
附
中
出

同
　
　
　
　
四
月
十
三
日
附
申
出

同
　
　
　
　
五
月
十
三
日
附
申
出

同
　
　
　
　
　
六
月
廿
日
附
申
出

同
　
　
　
　
七
月
十
四
日
附
申
出

同
　
　
　
　
七
月
十
七
日
附
申
出

○
交
換
及
寄
贈
固
書
目

歴
史
地
理
　
自
第
三
拾
九
巻
第
四
競
至
第
四
拾
巻
第
四
渉

地
學
雑
誌
　
自
第
二
百
九
拾
八
脱
至
第
四
百
六
狡

山
と
ス
キ
ー
　
自
第
十
二
脱
至
第
二
十
読

地
質
學
雑
誌
　
自
第
二
百
四
拾
二
続
至
第
二
百
四
拾
七
競

ツ
ー
リ
ス
ト
　
四
肝

ス
ウ
イ
ス
日
記

（辻
村
伊
助
）

十
和
田
湖
及
地
固
　
（武
田
千
代
二
郎
）

十
和
田
湖
勝
景
霊
譜

（鳥
谷
幡
山
）

幽
探
含
誌

き
り
の
旅

陸
地
測
量
部
滑
事
誌
　
自
第
一
編
至
第
五
編

わ
ら
ぢ
　
第
四
競

帝
國
闘
書
館

一
覧

大
橋
固
書
館
第
二
十
年
報
及
閲
寛
券

曳
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
　
自
第
五
巻
第
二
競
至
同
第
十
競

（
欧
文
固
書
は
英
文
欄
に
掲
載
せ
り
）

○
本
會
規
則
抜
率

（奎
十
年
九
月
整
）

第
二
條
　
本
會
は
山
岳
に
開
す
る
研
究
を
な
す
を
以
て
目
的
と
す

第
二
條
　
本
會
は
第
二
條
の
主
旨
に
基
き
機
関
雑
誌

「山
岳
」
を
職
行
す
、

叉
時
宜
に
よ
り
別
に
臨
時
叉
は
定
時
の
出
版
物
を
職
刊
す
る
こ
と
あ
る
ベ

し
第
五
條
　
本
會
は
會
長
を
戴
か
ず
幹
事
若
千
名
を
置
き
一
切
の
含
務
を
慮
理

せ
し
む

第
六
條
　
本
含
は
別
に
評
議
員
を
置
き
重
要
な
る
會
務
に
基
興
せ
し
む

第
十
條
　
本
含
員
を
別
ち
て
正
會
員
及
び
名
春
含
員
と
す
、
名
春
含
員
は
幹

事
含
の
決
議
に
よ
り
て
推
薦
せ
ら
る
る
も
の
と
す

第
十
一
條
　
正
含
員
た
ら
ん
と
欲
す
る
者
は
含
員
三
名
の
紹
介
を
以
つ
て
住

所
姓
名
、
年
齢
及
び
職
業
を
記
し
た
る
申
込
書
を
事
務
所
に
途
附
す
べ
し
、

但
し
紹
介
者
の
一
名
は
本
含
評
議
員
た
る
を
要
す

（
入
含
中
込
用
紙
は
事

務
所
に
備
付
け
あ
り
）

第
十
二
條
　
入
會
の
許
否
は
幹
事
會
の
決
議
に
よ
る
も
の
と
す

第
十
三
條
　
入
會
許
可
の
通
知
に
接
し
た
る
者
は
直
に
入
含
金
五
日
に
含
費

を
添
へ
枡
込
ま
る
べ
し

第
十
四
條
　
正
會
員
は
會
費
年
金
参
園
を
毎
年
二
月
末
日
迄
に
納
付
す
可
き

(423)



も
の
と
す
、
二
月

一
日
以
後
の
納
付
者
は
特
別
取
扱
手
数
料
と
し
て
金
五

拾
銭
を
附
加
し
て
抑
込
ま
る
可
く
、
筒
ほ
二
月
末
日
迄
に
納
付
せ
ざ
る
者

は
之
を
除
名
す
可
し

（
以
下
略
）

現
任
幹
事

（九
名
）

藤
鳥
　
敏
男
　
　
冠
　
松
次
郎
　
　
木
暮
理
太
郎
　
　
根
　
有
　
恒

六
　
鵜
　
保
　
　
一凸
田
　
達
也
　
　
高
頭
仁
兵
衛
　
　
鳥
山
　
悌
成

辻
村
　
伊
助

評

議

員

（
軍

名
）

城
　
数
　
馬
（在
朝
鮮
）
　

小
鳥
久
太
（在
桑
港
）
　

武
田
　
久
吉

梅
澤
　
税
光
　
　
高
野
　
鷹
一讚
　
　
近
藤
　
茂
吉
　
　
中
村
清
太
郎

三
枝
　
守
博
　
　
辻
本
　
満
丸
　
　
田
部
　
重
治
　
　
山
　
川
　
獣

及
ビ
現
任
幹
事
九
名

○
投
稿
規
定

一
、
含
員
は
勿
論
會
員
以
外
の
何
人
も
投
稿
随
意
の
こ
と

一
、
用
紙
は
大
饉
牛
紙
大
又
は
牛
紙
牛
救
大
、
天
地
左
右
を
あ
け
、
毎
紙
片

面
の
み
に
字
饉
明
瞭
に
認
め
、
各
行
二
十
二
字
詰
と
し
、　
毎
紙
同
一
行
数

の
こ
と

一
、
ヽ
ｏ

「
　
」
（
　
）
等
は

一
字
割
宛
と
し
行
を
更
む
る
時
は

一
字
下
げ
の

こ

と

一
、
地
名
に
は
片
鰻
名
を
振
り
、
漢
字
不
明
に
し
て
宛
字
を
な
す
時
は
其
旨

を
括
狐
内
に
明
記
す
可
き
こ
と

一
、
原
稿
は
必
ず
左
記
宛
て
途
附
の
こ
と

東
京
市
本
郷
置
駒
込
蓬
衆
町
三
十
一
木
暮
方

「山
岳
」
編
輯
所

街
編
輯
に
開
す
る
用
件
は
絶
て
前
記
宛
御
照
會
の
こ
と
、
殊
に
挿
固
富
員

等
の
あ
る
原
稿
は
其
の
調
製
方
印
刷
方
に
つ
き

一
應
御
相
談
あ
ら
ば
幸
な

り

（
ス
ヶ
ツ
チ
は
複
製
の
際
誤
記
腕
漏
の
憂
あ
る
を
以
て
豫
め
本
誌
面
に

適
営
せ
る
大
き
に
調
製
あ
ら
ん
こ
と
を
望
む
）

會
　
　
報
　
　
○
投
稿
規
定

琥 三 第 年 六 十 第 岳 山

二
三
一
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大
正
十

二
年

五
月

二
十

八
日
印
刷

大
正
十

二
年

五
月

三
十

一
日
登
行

【定

慣

金

式

園

五

拾

餞
】

新

潟

縣

三

島

郡

深

才

村

深

澤

高

頭

仁

兵

衛

東
京
市
神
田
Ｅ
美
土
代
町
二
丁
目

一
番
地

島
　
　
　
連
　
太
　
郎

東
京
市
神
田
Ｅ
美
土
代
町
二
丁
目
一番
地

三
　

　

　

秀

　

　

　

合

東
京
市
本
郷
Ｅ
駒
込
千
駄
木
町
三
十
六
番
地

日

本

山

岳

會

振
替
口
座
東
京
四
八
二
九
番

東

京

市

神

田

Ｅ

表

神

保

町

東

　

　

　

　

京

著

　

作

権

所

　

右

螢

　

一買
　

所

螢
行
乗
編
輯
者

印

　

刷

　

者

印

　

刷

　

所

稜
　
行
　
所

堂



山義妙勝奇の下天
すで 業 が 復 往 て い 歩 で 日午 も人 婦 御 人 老 御

(多 あ 便 の 車 動 自 車 力 人)

磯
部
騨
は
東
京
上
野
、長
野
、
日
光
の
各
中
間
に
あ
り
ま
す

鍍

泉

場

は

騨

よ

り

一
一
丁

上

州

磯

部

鏡

泉

場

雀

ノ

オ

宿

胃
腸
病
、
リ
ク
マ
チ
ス
、
婦
人

磯
部
鍍
泉
は
　
　
病
、
神
経
痛
に
は
よ
く
き
ヽ
ま

す
。
子
供
の
出
来
る
お
湯
で
す

ア
ナ
タ
も
ま
じ
め
な
雀
の
か
宿

へ
か
い
で
な
さ
い
精
々
勉
強

い
た
し
ま
す

宿
料
は
豫
算
を
伺
い
御
相
談
致
し
ま
す

レ

　

　

　

　

　

　

‘
ｐ

イ

ソ

ベ

ヵ

ン



―キス と山

誌 雑 刊 月
錢 拾 参 金 債 定

所  行  壺

目 丁 七 西 條 六 北 E幌 札

會 の 一 キ ス と 山
番五九四八樽小座口替振



弊
祗
は
昨
各
ス
ウ
ヰ
ス
國
の
著
名
製
造
含
赴
か
ら
ス
キ
ー
及
び
各
種
の
各

期
登
山
用
具
を
直
楡
入
Ｌ
特
に
廉
債
を
以
て
各
位
に
提
供
し
ま
し
た
、
其

後
各
方
面
か
ら
の
御
希
望
に
因
り
更
に
夏
期
登
山
用
具

一
切
を
ス
ウ
ヰ
ス

國

一
流
の
製
造
所
に
註
文
を
螢
し
て
置
き
ま
し
た
か
ら
品
物
は
本
年
六
月

中
旬
頃
迄
に
各
位
の
高
覧
に
供
せ
ら
れ
ま
す

敷
量
に
限
が
あ
り
ま
す
故
御
希
望
の
品
は
豫
約
を
願
い
ま
す
、
筒
ほ
日

本
山
岳
含
々
員
に
限
り
正
債
の
五
歩
引
に
て
供
給
す
る
事
に
い
た
し
ま

す

東

京

市
景

橋

匡

松

屋

町

一

ノ

五

直輸出
入商
保

々
近
藤
合

名
會
祗

電話京橋
　Ш　Ш　
〓一　Ш　議



日
本

山
岳
含
員

山
本
徳

三
郎
著

＞α
沼ツ

一Ｅ
■
■

＝
μ

=」
E:

」ド

岡

山

市

下

之

町

細

謹

舎

書

店

振
替
大
阪
五
六
七
壼

性
家
何
ん
と
な
く
山
に
登
う
た
い
。
こ
れ
と
云
ふ
目
的
も
あ
る
で
な
い
が
、
高
き
に
登
れ
ば
人
生
の
何
物
か
を
捕

え
得
る
様
な
氣
が
し
て
な
ら
ｎ
。
地
球
の
最
高
識
よ
う
高
く
な
ら
ね
ば
氣
が
済
漁
様
な
氣
が
す
る
（
著
者
）

〔目
次
概
要
〕
△
山
の
幸
△
登
山
法
私
見
△
科
學
と
詩

（晩
筆
の
雲
の
歌
私
解
）
△
山
中
の
偉
説
△
雲
に
封
す
る
疑

問
△
山
岳
の
数
用
△
雲
の
表
裏
△
富
士
、
鳥
海
、
岩
本
、
森
吉
、
日
光
、

鋸
、
霧
島
諸
山
登
山
記
及
十
和
田
湖

遊
記

螢

一買

所

の

四 毬

餞 料

四

六

版

一
三

四

頁

定

債

五

拾

五

餞

東
京
市
紳
田
Ｅ
錦
町
ニ
ノ
一
九

小

川

誠

文

堂

振
替
東
京
六
二
九
四
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書日岳曲

今
般
山
岳
研
究
の
権
威
た
る
左
記
の
固
書
雑
誌
（何
れ
も
新
本
）を
同
好

諸
彦
に
限
り
貴
需
に
應
じ
可
申
候
間
品
切
と
な
ら
ざ
る
内
績
々
御
注
文

被
成
下
度
願
上
候
　
敬
白

高

頭

式

先

生
一編

纂

日

本

山

岳

志
　

全
一
冊
　
鉦腋
隷

七鯛

第
二
年
第
三
琥
。
第
四
ゲ
第
二
琥
。
第
五
年
第
二
琥
、
第
三
琥
。
第
六
年
各
流
。

山
岳
鵬赦聟
型鶴・』
一鶴̈
・・ダ
箸嚇
。毎だ」籍
‰毎
一年一鮮
一一

第
十
六
年
各
琥
。
以
上
何
れ
も
定
債
異
う
、
手
持
部
敷
僅
少
に
つ
き
御
注
文
に
先

立
ち
往
復
葉
書

（
又
は
返
信
切
手
附
）
に
て
一
應
御
照
會
被
成
下
度
願
上
候
。

東

京

市

芝

Ｅ

高

輸

南

町

三

〇

健

全

祗

書

店

振
替
口
座
東
京
〓
〓
０
五
〓
番

賣販大
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CLUB LBRARY

The f01101wing publicλ tions have been added to the I」 ibrary
since:I)ecomber, 1921:一―

Bulletin of the AmeriGan Game PrOtecHve Associatton,Vol.11,:No.1
N'aturd HiStDry,VOle XiXII,No。 1-4.
RЭgister of the Appalachian Mounhin CIub br 1922.
Ck)10radO iChautauqua :Bulletin, V'ol. XI, ]N.os. 4-6.

Trail and Timbo■ ine,Nos.43-45,47,48.
Fidd and Forest Club I:」ea・aet,May一June,1922.
Bulletin of the GeographiGd sOcね サ Of Philadelphia,v01 XX,Nose l,

3-4.
聖[id―Paci■c Magadne,v01。 xxIII,No.3
nIOuntaineeL Vol.XIV,Nos.5-11.
Bird―Lore,Vol.XXIV,Nos.1-4。
Prai五 e Club Bunetin,INos.116-118。
Prai五e Club Year Book,1922.
Sierra Club BunetiL Vol.XL No。 3.

Canadian Alpine Club,oOnstitt遇 10n and IIst ofil[embels, 1922.
LadieS'SCOttiSh Climbing CluL 14th」 Шnual Record.
GeOgrapЫ銘l Journ」, Vol.LVIΠ , Nos。 5,6;LIX,No■  5,6;
Volo LX,Nos.1-3.
S(ЮttiSh l[Ountaineering Club JOurnal,Vol。 16,No.93
Annual RepЭFt Of the burist&IIedth R9so■ s Department,1922.
組pina,Lhg。 30,Nr。1■ .

]E」a Montagne, 18me annee, No, 150-153.
SVel■ka Turistb震 )ningens Arsslcift,1922.
Butneti del Centコ o ExcuEiOnsh de catdunya,Any XXXL Nこ m:
321-323,Any XXxII,No。 325-328.
Bumeti de nsbart Folk-lore de CatdunyL Any Ⅱ,N`L ll.
Rivお協 llensile del club Alpho ltalianO,V01.XLL Num。 1-2,5-6。

=levlle Alpine,Vol。
23,Nos.1,2.

Echo des Alp3s,58 me Ann6e,,No。 2-9。

Alge五e nlus缶6o,13° Ann6e num.l et 3.
16.  Jahresbericht des Akademischen Alpenklub lBern
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THE FIFTEENTH ANNUAL■IEETING。

ku,on February 26th,1922,presided by proi C.Umesawao The
b■OWing leCtureS WeЮ  JVen:‐ 一

on an hcident,Of cOmpass going w■ ong..。 .Proi C。
・
Umesawa.

0五 th O"五 ng of‐ Mte]饉tsuめge.....「 .。 Dr Ho Takeda.
TIwentyettree mem・ brS and lour gvestS Weie´ pre鍵競

TIIE EIGHTEENIE ORDINABY MEETING.

The Meeting was held at ',he Kaik6en, Shimidzudani, K6jimachi-
ku, 'on June 25th, L922, presided by Mr. R. Kogure. The followiug
lectures were given :-

Anogawa-dake and Mikuni-t6ge . . . . . . . . . . Mr. Z. Matsrmoto.
The Chichibu Mountains in'Snow........Mr. Ii. Kogure.

Over twenty-nine members and nine guests were present.

THE NШ TEENT:H ORDコⅣARY MEETING。

TheiMeding wtt held at the usual place On&)ptember 25tL1922,
presided by Mre N.Takat6.Theお 1lowing lech“ s wero Jven:―一

工島ke and]日五ns。 ..。 。。。。。.。 ..。 。。..........Mre N. T=katO.

7

Iide―sanl
Random

Twenty―おw
thoughts

members

....｀∴ ............:..。 .....Mr.T.Numai.
about fide-san . . . .J. . . . . . Dr. IT. Takeda.
and seYen guests were present.

TEE tr' TTEENTE ANNUAT MEETING.

'Ihe Fifteenth Annuai Meeting of the Club wa,s held in tho
Sankaid6 Ha,ll, Tarmeike, Akasaka, ou May l5th, 7922. The Ex-
hibition Room wes opened at l0 a.rn. and closed. at 5 p.m. Numerous
books, interestirg maps, living alpine plants, .countless photogra,phs
of both mountains and alpine flowers, pictures of mountains, etc.
were in exhibition. The lectures \rere commenced at 6 p.m. in the
Ir,rg" room on the second flocr, on

The mountains andl{ationalParks .......Dr. K. I]eha,ra.
The Yffbari Mountains......... ........I)r. If. Takeda.

Both of the lectures \\'ere illustrated with numbers of beautiful lantern
slid,es. 'Ihe membels and guests present numbered oyer 200. Closed
at 10.



6 I'XPLANATIO}TS OF I,EE PLATES IN TIIE JAPANESE PART.

E'XPLANAT10NS OF TIHIE PL▲ TES IN
THE JAPANESE PART.

Facing Dage.

(20勁
・

ttLhnOkura_yami、 fright)and Mant歴 6ザama(le比 )seen■Om
Yabb.Phob by Mr.T.F■ishma.

(225)D五genda―yam&o語 Ontり and Sennokura―yama(back)hOm
the top of Mikuni. Photo by LIr.:R.Kogure.

(241)Tanigawa_hil iom a l■ in near Tanigawa Onsen. PhOtO
by l晨.Z.iMttsumOtO.

For further particulars Ofo Messrse Fujishima and Moゴ s pλpr e‐
titled MOuntain■ lip on the Boundary of Echigo and K6dzukO.

(257)A Peak Of Sultti_za.n and dishnt宙 ew Of Hodaka― yaコ臨
hom the ngh∝t pDint oF Suk五_zan.Photo by Mr.T.
FttShitta.

110r fllrther aCcЭ unt ol  l正r.Kogure's paper entitled an Ascent Of
Suk五―四じn.

(273)Upper: Hiuchi― ga―take(le比)田ld Hakaml喝OSh―yaコ賜
(right)缶om the moor Kinunlmla.

IЮWOr: `VieW tOWardS SOutll from the lnoor KinunulΠIL
Phob by Mro Z.MatsumOtO.

FOr funher description ofo Mr.KOgure's palpr On a visit to Kinu―
numa.

(289)IwasugO_yama ttom TeragOya― no―mine.PhOb by副卜.■
Fujishima.

(305)Ak五 shi“yama seen hOm nOrぬ .Phob by Mr.T.Fttishima.
(321)Lake Nozori in Mid― April.PhOtO by n璧 .T.F可おhma.

For甘
憲:[」lξlailsOIL Fujお

hima'S pap∝ entitled Mounttn hp

(337)Arasawa_yama(right), Usagi― dake(middle), and Tango‐
y[Lma(left)缶Om ILhigOtZawa― yama.Photo by■ 肇.T.
Fulshma.

(353)SnOw_s10pe whch forms the very source Of the River TOnδ .

The peakS bohind are Naka― nO―畿」ka(left),Koma― ga―協ke
(nQiddl),:Ko―Usagi― dake(right), and a pa■ of‐Usa〔要“dake
(eXheme五(典t).Photo by MF.T.Fujishima.

I「or further details ofo  Mr.KOgare's paper On tihe MOuntains arOund
the:日:ead of the River TOnё .

TIH.E SEVENTEENTH:ORDIN▲ RY MEETING。
Tho Mceting was held at the Kaik6en,Shimidzudani,:K6jimachi―

6



SUMITARIES OF TEE PRINCIPAIJ PARI IN TEE JAPANESE PABT' 5

Fifth doy : 'Went ,p the fw6-zawa rvhich aln:ost a continuation
of larger and smaller caJcades, but negotilt"d somehov, erp.q got to
Kuroiia-dan (about 1900m.) at 11. 25, where the wa_ter of the g"Iy
was j*t disappea,r'ing. Thd hst climb took the author to a ro_cky

peak 
-to 

the'n6r1h of ihe trianggulation station of Kuroiw&-Jr&m&. 
_ Jt i*

ipot is covered. with & small amount of the_ 'creeping pjle (Plnus

pumila), corvberry (Vacctnium Vifis-_Idaea), and crowberry (Empelmtm
i,tgrum'5. After i nutt of over &u hour, eujoying fi:S views, climbed.
ufi tlre' very top of Kuroiwa-yama, about 3 p.m. 

- 
The sr:uthern side

oi thu s.r*-*it 
*is 

carpetted with the creeping pine. After a short
rest desce.nded along tne Yoichi ?,ewtu (ot Kozaike-zawa), which wa.s

very troublesome on account of the numerous wa,ter-falls in tbe c<l1urie.

St*'bt the night in the tent pitched up some way down one of the
water-falls.

Sixth doy : Coutiuued going dowp the glly nnd finally_ reabhed

the main str"u,m of the River Kinu soon after noon. The night
drew on before Kawamata Onsen was reached, so emca,mped somewhere

between the confluence of the Yu-zawa and the Onsen.
Seventh dny: Got to the Onsen at 1 p.ry. and had a goot iest.

Eighth day : 
- 

Beturn to T6ky6 via Nikk6.

8. The Mountains around the Head of the River Ton6,

by R. I(ogure.

The paper deals with all the more imlnrtlrt mountains snr-
rouuding tlle head of tJre Biver Tonb, based on & nine-day -exploration
undertofuo in July, L920. On this expedition the author started
Fujiwara and went- up the Yu-no-s&\v&, & {ribgtary oj the Nara-sa,wa,

whieh in turn empties itseH into the Tond, then a long ridge walk
ryas done a,s far a.s Ominakami-yama or I'ond-dake which towens at
the very source of the Toud, on the boundary of K6dzuke, md
Echigo. 

- 
Thenc€ went down sotrthrvard along^the rauge of mount&ins

dividing K6dzuke and Echigo Ers far &s Oshirasa,wa,-yil,Pe and at
length -got down to Osehara, a, sphagUum moor occupyirg *. jon-
sidlrabl[ rr* surrounded by mountains. From Osehara agaiq climb-
ud op Shibutsu-yam&, a,nd afber going farther southward finaltl went
dowi in the E6izuru -?,tuw&, & tributa,ry of the Naramata,to Fujiwara.

'W'e regret thet owing tc the lack in spa.ce t6sum6 of all otlrer
minor articles could not be given in the English Supplement. There
aro several all of which relate to the Oku-J6shfi. ftr']itors]



4 SUMMABIES OF TIIE PBINCIPAL ABTICI,Es IN TIIE JAPAIIESE PART.

5。  Mountain Trip in spring,by T,Fujishilna.

In the latねr pttt of Apr五 ,1921,the authOr£ 脇t宙siは1 1HOpp0
0nsen in the nO■h―e器ねrn~∞mer Of Shinsht,銀 ld mttle there缶 om
an ttCent of Akttsh_yama and Shgttyam′ L via TeragOyO_nO― min6,
g「dded by the lanttd of tte Tenguln。 _yu.The siOw lyhg On
the mOunhin dd(潟 Ogered£rm footing br dimbing.thus ttle asα ttt
Wtt dOne With great ease,whch TOild have been Of considerable
伍饉culty otherwise.

Nよtdり he left th Ten騨―noザロ,a,nd"ing Ov∝ shibu_t6ge,
re懸〕hed Han〔Кlliki Onsen ih J6sha宙 a Kumた理.

FOnOWing drby Wtt SP)nt fOr a visit b lhko Nozo亘
,accOmpttnedby a guide named Terakich YamamOto, Of IIkinuma―

mura。 【□le
賞mαy ttOund」Ю LkewN p肛伍cularly bea,utifu1 0wing b the premnce
Of inllnense alnollllt of snow sttn l、 だng on the ground and mount田 .n
Sides. Then an ascent of IIJkken_yalna wtts t五 ed, with a result ofObttng田.l extensive view. By the sanle evening the allthOr came
baCk器 島r as Kutttsu,田 d next tty retumed to T6貯 6.

6 Adzumaya-san in Autumn, by M. Irdono.

An account of the asrent made in September, LgzO, from Kazawa
OnseD rria Kon4ga,i, Sainokawar& and T"rg.rroji, is- giveu, ;d the
author's views r'ht3g to topography etc. oro"urprussed,r"supplemeuted
by lists of snow-falls-.

7. An Exploration of Kuroiwa-yarna, by T. Numai.

The author undertook an ascent of Kuroiwa-yama, on the boundery
between the Prqvrnces of K6dzuke, Shimotsuke," and I*o.hi;; t. th;Iatter-Part of October, 7920. Ilis itinerary was a,s follorvs :--

First _q"y: T6k1o (by tlre 11 _p.r,,. tiain previous night from
[Ieno) to r{awamata bosenl via }tikf6 aud chir?enji.

Secrrnd day: &*amata Onsen to Ilino3mata *u, Hikiba-t6ge,
where-p"! up at the Maru-ya. '

Thiril *uV: Spent thd whole doy at Ilino6mata, looking uu-
suc@stully for & guide.

Fourth' a"y t _ Left the village, &ccompanied by the landlord's
son who consentcd tc c1lTy the l[ggage o.'fo, as tlie terminatiou of
t'he Mi-kawa forest road. "The 

turiiE iftu*oo, reached, a woodcutter's
hut about a ferv hundred yards below the confluence oi tnu Iw6-za,w&
and Akakura -,/,awa,, and i"t up there.

4



SUIIRIAllIES OF THE PRINCIPAL ARTICLEs IN THE JAPANESE PART  3

1921.  IIaving cllれ uged carrhge at Takasaki arl■ ved at Sl五 コ■onit譴

about l p.nlo  stttrtЮd at once and going a10ng tlle Nann■oku-3a・wa

as far as l¬アato― Iinura. then tlu=ung to the left and over Shionosa'wa―

t6ge and via ShiOnOsれ 、va and AlkenOSaヽVa reached Shirai on the Jik―

koku_t6ge:Khid6 al.dっ llt uD at the Yantaichi― va.

Leit Shirai early text horning and lo■owig the∞urtt of the

Kanna_ga、va gOt tO IIamadaira, via:Kia,ngy6, abOut 9 a。 l11.  At uhe

コnineral Spring here triecl to lRet a Ruide, but as the seaSOn.waS
the b“ iost for hrmers,no gd“ for ξOing upぬe KanコB―gawa∞dd
be bund,and tho o五 gind phn wtt tJ beUttn up・ Htting「OCured

a man naHled iFukumatsu~Takahashi,an aSCent of Suwa― yalmLa waS

madeo  I「 he w'ay going up this peak Was th■ Ough thicket3 1or the

most pほrt but oi rttkゴ ,nnaLleS On the Way mag五 E∝nt宙 eWS

¬rere obtained over the aense forests in the valley Of the Kanna“

gawa, and the ifresh greens of every shade Of the foliage of tHXS
were unequaledo when the tOp (1549m。 )was sCaled about half
past three,r五 n came on rather■ nexp)cねdy and soon poured dOWn

こats and dogs.The descentt by an3therト リ wtt th」應madO dl

五he more tЮ ubl∝ome.
:M:ay 31st.Taking the Лkkoku―も6ge K盛d6got tO WEalnba話

4 pom.狙 ld put l■ p tt the Yama― ya.

June lst.Mttle anを 、scent,in g(通 tle r五n,Of Nish― MIk[ibo』ong

thё Kena― zalwa,1肛Ld reaChed the tOp abOut h・alf paSt lline° No views.

Ihe des∝ nt was nlade to Nageishi― 礎)ge and thence to Talmoto which

was聰 震 詭 d就 12。 40。 About three hOurS'Wak OVer Konが h―tOge

bFOught the auLOrね Yoshi,whence return w器 lnade by r五1.

4。  Kinurnuma in .Autulnn,by :R. Kogaro。

h OctOber, 1920,the author paid a ViSit tO Kinu― numa,the
ve=y sour(Ю of the ltiv(資  I:にinu, Which is situated in the rel■ ot〔海it

part Of the Kuriyama Dおねdct.Fiぶt he went up Konmi― め奥e hom
Nikk卜Yumoto,田ld then chmbed Yuttn― ga―楓ke(2333m.).From
ths spt l。11。wed the r譴鯛 。f mounttitt dividini=K6dガ uke md
Shmotsuko northw田 :d,,証ld next aftemoon r∈ bChed Kinu―numa which
is a m。。r situaねd at a height slightlv Over 2000 mo and Contains
a numぃr of hrger and smaller p。 。1ご in it..だねr拉 lmpleasttt

bivouac, veЦ y lnuch troubledo by rain, solmte wav dOヽ wn bdow, the
Nikk←zawa was lonowed.七 o2こ七down to the L爺 n couビ se of the

R市eF Kinuo Gomg dong the ttver at last reached Kawamata Onsm
む。]阻 which retlulned tO T6kv6 via lNikk6。  1「he author draws
slЮcid athntton to the gorPeus autumnal tints of the loliage in thё

dishdct traversed and considers tlnt to kЮ  unsurp:鴻 .ま)d.

3
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■okuravl田 m.3. 2・ 1五ded b▼ the host. [「 here exiistt no track k)the
Summii but l10 b the~con■ uenCe Of Le Sennokura― ‰wa and KedO_
協wa a narrowl∞卜path wtt buowed,then∞ going ip thO latterぉ ra
COnSiderable diStanあ ,‐6nally t00k lhe Shggei― ZaWa WhiChわ inS on
the right.飾On appared snOw£lhg ttЮ gl」l■ and by gdng up
tlnt J hd2ht r1740~血.)to‐ the north Of tl〕 e summit w額 ;聡猟〕hed at
ll.18.翻he high∝t ipolitt was scaled,st at 12 nOon;patches Of
snow were f∝ nd stm remaining.

The topぉ 。。mparauvely nat and a」brds g。。d views hcluding
価e Nikk6血oun楓hs,`Akar,sm,Asalma‐yama,Adttmay″ san,and
五hnOSt alll peakS round the upIЮ r reaches of the River Tonё .

The descent was n■ a“ by taking the Sennokura― dani,油d havLg
negotitted the shep snowlned g「 』ly and numerous wabr_豊 組s,the
前 Lge was reached就 7.30。

The ki10Wing day the pttty shrbd the vilhge at 6.30 aomo and
CLmbed up Shgekwa―dake by way of tte YomoJ―郷wa and Shge_
kura―dani.After six hOunゞ ∝》nthutt wdking,which was however
nOt`very llard work,the sum■ oit was“aled就 12.30。 Then dOng
[he ragged五 dge the p[rty reached in llalf an hour's time the tOp
Of IChinOkura―dake(Whch is erron∞ uSly named Tanigawa― hjl on
[he map of the lmpenal Land Survey DepaFtment).ThS pOint
COmmaぬ ds a better wiew than Shigekll■ a―dake. △・n hOur was required
tO get the notthern pe=k(1960m。 )of Tanigawa」 hji, where stands
a sman sh・ ine deぬ銘縫d to the godde∬ sengen.In half an hour
the Southem peak(1963m.)wtt reached,froI】a whichお w hOurs'
山 :uggle thrOugh thChtt brOught the ptt b TanigaWa OnSen
Where tte clett hOt spring wel∞ medぬ e dog―搬ed dmbК .

2.  An Ascent of Sukai‐ zan, by :R. Kogure

IIIhe authOr giVeS an ac(Ⅸ )1lnt of his ascent lnade,in■Iid―Novem‐
ber,1919,of Sukコ 直―zan whch was knOwn“ the iコmerinost P励
of K6slin… zan under the・ nam0 0f:DI五 hke―san. The author's onginal
pL慮 WaS b Chmb up the h唸 hest ipitt of Ne五―yama bOm the▲ shio
dde thenco gOing dOng the ridge nO■ hward and reach Suk五 …zan.
As he happened b get b TOzawL pa前ly due to the bad w9a[heF,
CarriOd out hiS in伝 )ntion bv 2oin2 uD the left brallch Of the :Fud6‐
%wa therefrom.It apy)ars ttat tte way thus taken wtt Probably
eがier than that at mst contemが abd。

3。 To tho Upper Reaches of the Kanna‐ gawa,by
To Takahata。

The author sLuted Uelo stttion by the■ 澪t train On May 29th,

2



FOBEWORD TO TEE OKU-JOSEU
NUMBER.

fhe mountainous parts of the Province of K6dzuke or Jdshfr

a,re known to the inhabitants of that counhy tF the Oku-Jbshtr or

iarnt Interior, in contradistinetion tc the moi'e flat parts. The Oku-

ia*nt otrurs os & splendid area, for mouutaineering aud 
-exploriution,

.o"t"i"i"g as it dols & number of high peaks of gre:tt interest and

d;;p 
-frre?ts 

through which numerous-tofoents anrl ravines run in all
directions. Many.-parts, iu particular those on the bouud.ary between

this and the Province of ^SUin&no, of trchigo, and of Shimotsuke,

have hitherto been very little explored. tt at part f.rom which the

f{i"ur-Conb takes its 6*.u* is tLe remotest and contains -quanlities
;f snow till Jate in sluruner even low dorvn in mountain gulies.

Th; ;uinriry ;t the mountains, parbicularly those on the frontier of

Sni*nt, "oiri*t 
of new volcanic'rocks, and while most of them are

extinct sorne still issue smoke and steam. There are also not a' few

not springs in various 
- 
parts, _-some of which &r_e Jery ^'tit'ell 

known,

and o^ gold *o"y of thbm afford fair &ccomrnodatiou for & night's

rest.
The present number of our Journal is intended to contain

u*do.ioely'acccunts of the travels tc and studies iu the mountains

of the Oku-Jdshtr and arljacent districts, with & view to introducing

tlrose parts of the country to the zealous mountaineers. The more

impo*:u* arbicles number 
"ight, 

of which brief summa[ies nre gtYen

in 
^the 

following pa,ges. [Editors.]

.SUMM▲ RΠ】S OF THE PRWCIP▲L▲RTICLES IN

TIHE JAPAN'ESE P▲ RT・

1。  Mountain Trip On the BIOundary Of iEcl五 go and

KёdznkO,by T.Fujishma and To Mori.

1]lhづ れutho壼 3 glVe aュ■account of their cLヒnbs of iSen■ okllra― yal【na,

shigekura,Ichnokura,and Tmigawa」 L巧iむOm the Echgo si“ .

Arri宙ng at Oiiya early On Jum 30th,1920,they got to the
willaige of Tsuchitttru the sL】 ne evening ahr 7, putting up at lrasa‐

Hch Kemmochi.
The very early next moming they s楓 rted br an ttceut of&)n―

1
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